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1．事業目的 

WTO/TBT協定において規制及び規格の国際整合化が求められており，電気事業法に基づく「電気

設備に関する技術基準を定める省令」（以下「省令」という。）と電気分野における国際規格である「IEC

（International Electrotechnical Commission：国際電気標準会議）規格」の整合化を図る必要がある。 

本事業は，省令で定める保安水準を確保しうる範囲内で，電気設備に関わる審査基準としてのIEC

規格の取り入れ可否を検討し，可であった場合は取り入れ案の策定，及び取り入れに当たっての制限

事項，留意事項等の整理を行うことを目的とする。 

 

2．調査検討項目 

2.1 IEC 60364規格の制改定への対応 

電気使用場所の低圧電気設備の施設について規定したIEC 60364シリーズの規格（以下「IEC

規格」という。）については，すでに「電気設備の技術基準の解釈」（以下，「電技解釈」とい

う。）に取り入れられているが，IEC 60364シリーズの改定及び新規制定が逐次行われている。 

これら，改定又は新規制定されたIEC規格について，解釈への取入れの可否について検討し，

可であった場合は取入れ案の策定及び取り入れに当たっての制限事項，留意事項等の整理を行

う。具体的には，以下に示す規格を検討対象とする。 

 

・IEC 60364-5-55 Ed.2.0（2011） 電気機器の選定及び施工－その他の機器 

・IEC 60364-7-709 Ed.2.1（2012） 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項 

 －マリーナ及び類似の場所 

・IEC 60364-7-714 Ed.2.0（2011） 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項 

 －屋外照明設備 

・IEC 60364-7-715 Ed.2.0（2011） 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項 

 －特別低電圧照明設備 

 

2.2 IEC 60364規格のより一層の活用に向けた検討 

資機材の混用等による危険防止の観点から，解釈第218条第2項において，解釈第217条まで

の規定による施設方法とIEC規格による施設方法とを混用して施設しないことを規定している。

一方，電気設備の工事又は維持に係るコストの低減や新技術導入の促進を図る観点からは，現

在は混用しないこととしている2つの施設方法を，安全を確保した上で併用できることが望ま

れる。 

平成23年度電気施設技術基準国際化調査（電気設備）（以下，「平成23年度事業」という。）

においては，電気的観点から，解釈第217条までの規定による施設方法とIEC規格による施設方

法とを併用するための検討を行い，省令で定める保安水準を確保するための施設方法を整理し

た。 

上記報告を踏まえ，以下の検討を行う。 

○本年度は前年度の結論及び併用ニーズを踏まえ，実際の工事，維持，運用を考慮した施

設方法等の検討を行い，解釈の改正案を作成する。 
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○前年度事業において，類似の運用を行っている韓国における課題について調査したが，

本年度は抽出した課題を整理し，現行規定の見直しの必要性について報告するとともに，

見直しの必要がある場合には解釈の改正案を作成する。 

○IEC60364規格のうち，IEC60364-5及びIEC60364-6について，用語の整理，規格の改定等

も行われていることから，今後広く活用できるものとするため，解説の整理を行う。 

 

2.3 大気現象又は開閉による過電圧及び電磁的影響に対する保護手段の取り入れ検討 

平成23年度事業の報告において，近年の高度情報化による情報処理装置等の過電圧やノイズ

に起因する誤動作や故障被害の増加を踏まえ，IEC60364-4-44の箇条443（大気現象又は開閉に

よる過電圧に対する保護）及びIEC 60364-4-44の箇条444（電磁的影響に対する手段）を取り入

れることは有効であるが，取り入れ方法については検討が必要であると報告された。なお，電

磁的影響に対しては，省令第16条（電気設備の電気的，磁気的障害の防止）の規定があるが，

使用設備については，これに対応する解釈が現在は定められていない。 

上記を踏まえ，今年度は，従来の解釈の規定により施設する場合において，妨害電圧及び電

磁妨害に対する保護（以下「電磁的障害保護」という。）の規定を設けることの必要性及び電

磁的障害保護のための具体的施設方法について，以下の観点から調査を行う。 

○審査基準として電磁的障害保護について規定を設けることの必要性及び根拠 

○電磁的障害保護を必要とする設備，施設等の範囲及び理由 

○電磁的障害保護のための具体的施設方法 

 

3．実施方法 

学識経験者(電気工学等を専攻とする大学教授等)及び産業界等(電気事業者，製造会社，電力

施設の設計・工事会社等)，消費者団体等から選定した委員により構成される委員会を設置し

て，検討を行う。 

具体的には，『低圧電気設備技術基準国際化委員会』を設置し，その下に各テーマに対応す

る専門家からなるWGを設置して，審議結果をWG案としてまとめる。 

各WGからの審議案を幹事会で取りまとめ，委員会において，技術分野の専門家のみならず，

学識経験者や使用者意見等も反映して，大所高所からの視点も含めた検討も行う。 

今年度の検討体制と分担を，次に示す。 
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事業項目 分類（WG） 検討内容 

取入れ検討 
解釈への取入れ検討 

・解釈第218条への取入れ検討 
（検討対象規格内の用語検討を除く） 

用語検討 
・取入れ検討のうち，検討対象規格内の用語検討 
・活用検討のうち，用語の整理 

活用検討 
併用検討 

・活用検討のうち，併用ニーズ及び韓国における課題を含

めた，解釈改正案の検討 

逐条解説の整理 ・活用検討のうち，逐条解説の整理 

保護手段 保護手段検討 ・過電圧及びEMC対策検討 

 

第2.1図 検討体制 

 

3.1 低圧電気設備技術基準国際化委員会 

  （幹事事務局：電気設備学会，共同事務局：電気学会） 

低圧設備の国際規格を解釈に取入れるための課題等について，各WGの調査結果を踏まえて

審議・検討を行う。委員会の最終結論は，経済産業省商務流通保安グループ電力安全課に報告

する。 

 

3.2 各WG 

各テーマに対応する専門家からなるWGを設置し，以下の検討を行う。なお，適宜，幹事会

等を開催して，WG間の横断的な課題の調整等を行う。 

（１）取入れ検討WG（事務局：電気設備学会） 

IEC規格の制改定に対応した解釈第218条への取入れに関する検討及び逐条解説の作成を行

う。 

 

 低圧電気設備技術基準国際化委員会 

    事務局：電気設備学会 

        電気学会 幹事会 

 事務局：電気設備学会

     電気学会 

取
入
れ
検
討
Ｗ
Ｇ 

事
務
局
：
電
気
設
備
学
会 

用
語
検
討
Ｗ
Ｇ 

事
務
局
：
電
気
学
会 

併
用
検
討
Ｗ
Ｇ 

事
務
局
：
電
気
設
備
学
会 

逐
条
解
説
Ｗ
Ｇ 

事
務
局
：
電
気
設
備
学
会 

保
護
手
段
検
討
Ｗ
Ｇ 

事
務
局
：
電
気
設
備
学
会 
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（２）用語検討WG（事務局：電気学会） 

今年度取入れ検討対象とした4規格について，その中で使用されている主な用語について

検討を行う。 

また，活用検討のうち用語整理として，逐条解説の整理を行う範囲の用語について検討を

行い，逐条解説に反映させる。 

（３）併用検討WG（事務局：電気設備学会） 

併用の可否に関し，昨年度までは技術面からのみ検討を行ってきた。それらの結果を踏ま

えて，次の検討を実施する。 

①併用可の事例の評価 

これまでの検討結果において，併用可となったケースについてモデル検討を 実施し，

設計，施工，維持，管理上の信頼性などの視点から評価する。 

   ②解釈の改正案の作成 

上記の評価を踏まえ，併用に関する解釈の改正案を作成する。 

   ③IEC 60364規格の活用環境の整備等 

昨年度における韓国調査等も踏まえ，IEC 60364規格の活用に関して，ガイドの充実

等，環境整備について提言する。 

（４）逐条解説WG（事務局：電気設備学会） 

IEC 60364-5-51～55（電気機器の選定及び施工）及びIEC 60364-6（検証）について，今年

度の取入れ検討対象規格も含めて逐条解説を整理する。 

（５）保護手段検討WG（事務局：電気設備学会） 

大気現象又は開閉による過電圧（以下，「過電圧」という。）に対する保護及び電磁的影響

（以下，「EMC」という。）に対する手段を解釈へ取り入れることに関し，以下の検討を行う。 

ａ．具体的施設方法の検討 

・過電圧及びEMCに対する保護手段について，IEC 60364規格の規定内容の修正又は

補完も含め，具体的な施設方法を提案する。 

・過電圧保護及びEMC対策の一層の充実に向けて，今後整備しなければならない事項

とその方向性ついて提言する。 

・本検討に関連する国内外規格等の文献調査を主体とする。 

ｂ．適用対象施設等 

過電圧及びEMCによる被害の影響度合等も考慮した，適用対象施設等の判断基準につ

いて検討する。 

ｃ．解釈等への取入れについて 

上記の検討結果を踏まえ，過電圧及びEMC対策の解釈への取入れに関し，その段階的

な手順（規定内容，導入時期等）について提案する。 
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4．委員会の開催状況 

本委員会及び各WGの開催状況を，次表にまとめた。 

用語検討WGについては，27ページを参照。 

 委員会 取入れ検討WG 逐条解説WG 併用検討WG 保護手段検討WG 

6 
月 

主査会 
6月29日 
・実施計画，作業

方針等の検討 

    

7 
月 

第1回委員会 
7月19日 
・事業計画の説

明，委員会構

成承認 

打合せ会：7月19日 
・ 検 討 手 順 の 説

明，作業分担 

打合せ会：7月19日 
・検討手順の説明，

作業分担 

第1回WG：7月31日 
・検討方針，作業分

担 

主査会：7月5日 
・検討方針，作業方針等

の検討 

第1回WG：7月25日 
・検討方針，作業分担

8 
月 

  

 

 主査会：8月9日 

・検討方針 

主査会：8月17日 

・検討方法 

主査会：8月29日 

・検討方法 

第2回WG：8月30日 

・逐条検討 

9 
月 

 第1回WG：9月19日 

・取入れ検討及び逐

条解説の審議 

第1回WG：9月12日 

・逐条解説の見直し

第2回WG：9月10日 

・モデル検討 

第3回WG：9月25日 

・逐条検討 

10
月 

 第2回WG：10月24日 

・取入れ検討及び逐

条解説の審議 

第2回WG：10月10日 

・逐条解説の見直し

第3回WG：10月9日 

・モデル検討 

打合せ：10月17日 

・箇条444逐条解説検討 

第4回WG：10月30日 

・解説補完等の検討，

取入れ形態検討 

11
月 

 第3回WG：11月21日 

・取入れ検討及び逐

条解説の審議 

第3回WG：11月14日 

・逐条解説の見直し

主査会：11月12日 

・中間報告(案) 

第4回WG：11月13日 

・モデル検討，中間

報告(案)検討 

打合せ：11月20日 

・モデル検討 

主査会：11月5日 

・中間報告(案) 

第5回WG：11月27日 

・中間報告(案)検討 

12
月 

第2回委員会 
12月10日 
・中間報告(案)の

検討 

 第4回WG：12月5日 

・逐条解説の見直し

主査会：12月5日 

・中間報告(案) 

第5回WG：12月18日 

・中間報告(案)見直し

検討 

 

1 
月 

 主査会：1月10日 
・取入検討WG及び逐条解説WGの審議結果

確認 

主査会：1月17日 
・取入検討WG及び逐条解説WGの審議結果

確認 

主査会：1月15日 

・報告書(案) 

主査会：1月17日 

・報告書(案) 

第6回WG：1月21日 

・報告書(案)検討 

 

2 
月 

第3回委員会 
・報告書(案)の検 
 討 

  主査会：2月5日 

・報告書(案) 

第7回WG：2月18日 

・報告書 (案 )見直し検

討 
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第２部 IEC 60364 規格の制改定への対応 
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1．検討方法 

1.1 検討対象規格 

今年度，検討対象としたのは次の 4 規格である。 

なお，これらの規格は 2011 年又は 2012 年に IEC 規格が発行されたが JIS 原案作成が行われ

ていないものである。検討に当たっては，仮訳及び原文を用いた。 

a. IEC 60364-5-55 Ed.2.0 (2011) (改正)  

    第 5-55 部 : 電気機器の選定及び施工－その他の機器 

b. IEC 60364-7-709 Ed.2.1 (2012) (改正)  

 第 7-709 部：特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－マリーナ及び類似の場所 

c. IEC 60364-7-714 Ed.2.0 (2011) (改正)  

    第 7-714 部 : 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－屋外照明設備 

d. IEC 60364-7-715 Ed.2.0 (2011) (改正)   

 第 7-715 部 : 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－特別低電圧照明設備 

 

1.2 検討の手順と内容 

（1）検討手順 

次の手順により検討する。 

  a. 電技解釈第 218 条への取入れ可否の検討 

  b. 検討対象規格で取り入れ可とした部分の逐条解説の作成 

  c. 上記を踏まえて電技解釈第 218 条の改正原案の検討 

 

（2）電技解釈第 218 条への取入れ可否の検討 

本年度の検討は，すべて改正規格の場合を適用する。 

1) 電技解釈第 218 条への取入れ可否の検討に当たっては，検討対象とした IEC 規格の

和訳に対し，現在の電技解釈第 218 条の該当条項を対応させて，今後の電技解釈第 218

条の改正に対し，取入れが可能であるか否かの検討を実施し，第 2.1 表に示す様式に

整理する。 

第 2.1 表 電技解釈第 218 条改正案への取入れ検討の様式（改正の場合） 

改正された IEC 60364 の 
和訳 (仮訳 IEC 60364) 

現在の 218 条に取り入れられた
IEC 60364 (JIS C 60364) 

電技解釈第 218 条改正案 
への反映 

(和文) 仮訳 IEC 60364 

 

(和文) JIS C 60364 

 

【改正点の検討】 

【整合性評価】 

【電技解釈第 218 条改正案

への反映】 可  否 
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2) 取入れが可能であるか否かの判断の基準は，原則として第 2.2 表のとおりとする。 

第 2.2 表 電技解釈第 218 条改正案への取入れ可否の基準 

内 容 等 可否の判断

① 取入れ対象規格の保安レベルが，現在の電技解釈より高いか同等の場合 可 

② 取入れ対象規格の保安レベルが，現在の電技解釈より低い場合
* 

否 ③ 取入れ対象規格が省令の範囲外の場合 

④ 取入れ対象規格が他の法令で規定されている場合 

注
*
：対応する省令があり，それから見て十分な保安レベルを有していると判断できる 

場合は，可とする。 

  

（3）検討対象規格の逐条解説の作成 

本年度の検討は，すべて改正規格の場合を適用する。 

検討対象とした規格について，既存の逐条解説を改正後の規格に照らして修正又は加筆し，

第 2.3 表の様式によって，逐条解説を作成する。 

第 2.3 表 逐条解説の様式(改正の場合) 

改正された IEC 60364 の和訳

(仮訳 IEC 60364) 
逐 条 解 説 備 考 

(和文) 仮訳 IEC 60364 

 

逐条解説内容 

 

 

   

（4）電技解釈第 218 条改正原案の検討 

上記の検討結果を踏まえ，現行の電技解釈第 218 条を改正する場合の原案について提案す

る。 

なお，第 2.4 表に，今回検討対象とした規格の部分の現行の電技解釈第 218 条を参考に示

す。 

第 2.4 表 電技解釈第 218 条の 218-1 表  平成 24 年 6 月時点 

規格番号(制定年) 規 格 名 備考 

JIS C 60364-1 (2010) 低圧電気設備－第 1 部：基本的原則，一般特性の評価及び用語

の定義 

132.4，313.2，33.2，35

を除く. 

JIS C 60364-4-41 (2010) 低圧電気設備－第 4-41 部：安全保護－感電保護  

JIS C 60364-4-42 (2006) 建築電気設備－第 4-42 部：安全保護－熱の影響に対する保護 422 を除く. 

JIS C 60364-4-43 (2011) 低圧電気設備－第 4-43 部：安全保護－過電流保護  

JIS C 60364-4-44 (2011) 低圧電気設備－第 4-44 部：安全保護－妨害電圧及び電磁妨害

に対する保護 

443，444，445 を除く. 

JIS C 60364-5-51 (2010) 低圧電気設備－第 5-51 部：電気機器の選定及び施工－ 

一般事項 

 

IEC 60364-5-52 (2009) 建築電気設備－第 5-52 部：電気機器の選定及び施工－配線設

備 

526.3 を除く 

JIS C 60364-5-53 (2006) 建築電気設備－第 5-53 部：電気機器の選定及び施工－断路， 534 を除く. 
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規格番号(制定年) 規 格 名 備考 

開閉及び制御 

JIS C 60364-5-54 (2006) 建築電気設備－第 5-54 部：電気機器の選定及び施工－接地設

備，保護導体及び保護ボンディング導体 

 

JIS C 60364-5-55 (2011) 建築電気設備－第 5-55 部：電気機器の選定及び施工－その他

の機器 

556 を除く. 

JIS C 60364-6 (2010) 低圧電気設備－第 6 部：検証  

JIS C 0364-7-701 (2010) 低圧電気設備－第 7-701 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－バス又はシャワーのある場所 

 

JIS C 0364-7-702 

(2000) 

建築電気設備 第 7 部：特殊設備又は特殊場所に関する要求事

項－第 702 節：水泳プール及びその他の水槽 

 

JIS C 0364-7-703 

(2008) 

建築電気設備 第 7-703 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－サウナヒータのある部屋及び小屋 

 

JIS C 0364-7-704 (2009) 低圧電気設備－第 7-704 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－建設現場及び解体現場における設備 

 

JIS C 0364-7-705 

(2010) 

低圧電気設備 第 7-705 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－農業用及び園芸用施設 

 

JIS C 0364-7-706 

(2009) 

低圧電気設備－第 7-706 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－動きを制約された導電性場所 

 

IEC 60364-7-708 (2007) 低圧電気設備－第 7-708 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－キャラバンパーク，キャンピングパーク及び類似の場

所 

 

IEC 60364-7-709 (2007) 低圧電気設備－第 7-709 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－マリーナ及び類似の場所 

 

JIS C 0364-7-711 (2000) 建築電気設備 第 7 部：特殊設備又は特殊場所に関する要求事

項 第 711 節：展示会，ショー及びスタンド 

 

JIS C 0364-7-712 (2008) 建築電気設備 第 7-712 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－太陽光発電システム 

 

JIS C 0364-7-714 (1999) 建築電気設備 第 7 部：特殊設備又は特殊場所に関する要求事

項 第 714 節：屋外照明設備 

 

JIS C 0364-7-715 (2002) 建築電気設備 第 7-715 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－特別低電圧照明設備 

 

JIS C 0364-7-740 (2005) 建築電気設備 第 7-740 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－催し会場，遊園地及び広場の建築物，娯楽装置及びブ

ースの仮設電気設備 

 

JIS C 0364-7-753 (2009) 低圧電気設備－第 7-753 部：特殊設備又は特殊場所に関する要

求事項－床暖房及び天井暖房設備 

 

(備考) 表中において適用が除外されている規格については，表中の他の規格で引用されている場合においても適

用が除外される。 
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2．取入れ検討結果 

電技解釈第 218 条への取入れ検討を行った結果を資料-1 に示すが，その概要を以下に示す。 

なお，「箇条番号」欄の（ ）内は，資料-1 の該当ページを示す。 

 

2.1 IEC 60364-5-55 電気機器の選定及び施工－その他の機器（改正） 

第 2.5 表に IEC 60364-5-55 に関する検討概要を示す。 

第 2.5 表 IEC 60364-5-55 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 取入れの対応等 

559.5.1 

（P.1-10） 

固定配線への接続 

 

改正後は，箇条が追加され，配線設備の接続方法につい

て，IEC 規格に適合するボックス内などを規定した。こ

のことは，保安レベルを向上させるものなので，整合し

ている。 

可とした。 

559.5.4   

（P.1-11） 

電源へ接続するため

の器具 

改正後は，箇条が追加され，照明器具に電源への接続の

ための接続器が取付けられていない場合に使用する接続

器について，IEC 規格に適合する端子やカプラーを規定

した。このことは，保安レベルを向上させるものなので，

整合している。 

可とした。 

559.5.6 

（P.1-11） 

照明器具内の熱及び

紫 外 線 放 射 （ UV 

radiation effects） に対

する保護 

 

改正後は，箇条が追加され，照明器具内で接続するか又

は通過するケーブルの心線は，照明器具又はそのランプ

によって発生する熱及び紫外線放射による損傷又は劣化

を受けないよう，遮蔽などの選定及び施工を規定した。

このことは，配線の劣化を防ぎ，保安レベルを向上させ

るものなので，整合している。 

可とした。 

559.10 

（P.1-12） 

地中埋込み形の照明

器具 

 

改正後は，箇条が追加され，地中埋込み形照明器具の要

求事項について，当該 IEC 規格に適合させることが規定

された。このことは，保安レベルを向上させるものなの

で，整合している。 

可とした。 
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2.2 IEC 60364-7-709 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－マリーナ及び類似の場所（改

正） 

第 2.6 表に IEC 60364-7-709 に関する検討概要を示す。 

第 2.6 表 IEC 60364-7-709 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 取入れの対応等 

709.53.1 

 

 

709.531.2 

（P.1-19） 

 

 

電源の自動遮断による

間接接触保護のための

装置 

漏電遮断器（RCDs） 

 

改正後は，定格電流 63A 超過のコンセントは定格感度

電流 300mA の漏電遮断器で個々に保護することの規

定が追加された。このことは，使用するコンセントの

定格電流に見合った定格感度電流の漏電遮断器を選定

することとしているので，保安レベルを下げるもので

はなく，整合している。 

可とした。 

 

2.3 IEC 60364-7-714 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－屋外照明設備（改正） 

第 2.7 表に IEC 60364-7-714 に関する検討概要を示す。 

第 2.7 表 IEC 60364-7-714 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 取入れの対応等 

714.536 

714.536.2 

714.536.2.1 

714.536.2.1.1 

（P.1-28） 

 

断路及び開閉 

断路 

一般事項 

 

改正後は，箇条が追加され，すべての回路は個々に

充電用導体から断路可能としなければならないと規

定した。このことは，保安上の理由から，電気設備

のすべて又は一部をすべての電源から分離するこ

とにより，電気設備のすべて又は分離した部分を，

無電圧とすることを意図したものであり，保安レベ

ルを向上させるものなので，整合している。 

可とした。 

 

2.4 IEC 60364-7-715 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－特別低電圧照明設備（改正） 

第 2.8 表に IEC 60364-7-715 関する検討概要を示す。 

第 2.8 表 IEC 60364-7-715 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 取入れの対応等 

715.4 

715.41 

715.414 

（P.1-31） 

 

安全保護 

感電保護 

保護手段：SELV 及

び PELV による特別

低電圧 

改正後は，特別低電圧照明設備の電源として安全絶

縁コンバータが追加された。このことは，保安レベ

ルを下げるものではないので，整合している。 

可とした。 

715.42 

715.422.3 

（P.1-32） 

 

熱の影響に対する

保護 

処理又は貯蔵たい

積物質の性質に起

改正後は，照明器具及びその付属品は，材料又はそ

の周囲が危険なほど過熱しないように設計し，設置

しなければならないと規定した。このことは，火災

の危険を防止させ，保安レベルを向上させるものな
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箇条番号 箇条項目 取入れの対応等 

 因する火災の危険

がある場所 

ので，整合している。 

可とした。 

715.422.106 

（P.1-32） 

 

変圧器／コンバー

タの火災の危険 

 

改正後は，IEC 61347-2-13(: 2006)の附属書 I に適合

する LED モジュールが追加された。このことは，保

安レベルを下げるものではないので，整合してい

る。 

可とした。 

715.430.104 

（P.1-32） 

 

特別低電圧照明設

備における過電流

保護 

 

改正後は，自己復帰形過電流保護器の使用は，50VA

以下の変圧器に対してだけ許容できるとした。この

ことは，保安レベルを下げるものではないので，整

合している。 

可とした。 

715.525 

（P.1-34） 

 

需要家設備におけ

る電圧降下 

 

改正後は，特別低電圧照明設備の電圧降下は，特別

低電圧設備の公称電圧の 5 %以下でなければならな

いとした。このことは，保安レベルを下げるもので

はないので，整合している。 

可とした。 

715.53  

715.530.3  

 

715.530.3.104 

（P.1-34） 

断路，開閉及び制御

一般及び共通要求

事項 

 

改正後は，保護装置の識別表示や接続方法など，具体

的な施設方法に関する箇条が追加された。このこと

は，保護装置の維持・運用上の保安レベルを向上さ

せるものなので，整合している。 

可とした。 

715.536 

715.536.1.1 

（P.1-35） 

 

断路及び開閉 

 

改正後は，変圧器を並行運転する場合の開閉装置に

ついての記述が追加された。このことは，特別低電

圧設備の維持・運用上の保安レベルを向上させるも

のなので，整合している。 

可とした。 
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3．電技解釈逐条解説案 

本年度において検討した規格の逐条解説案を資料-2 に示す。 

2.項で取入れ検討した規格の IEC 60364-5-55，IEC 60364-7-709，IEC 60364-7-714 及び IEC 

60364-7-715 について，資料-2 のような逐条解説を作成した。 
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4．電技解釈第 218 条の 218-1 表の見直し提案 

2.項の検討結果を踏まえ，昨年度の取入れ検討結果も含めた電技解釈第 218 条の 218-1 表の

改正案を第 2.9 表に示す。 

ただし，本年度取入れを提案する規格については，IEC 60364 規格群で表わし，下線を付して

いる。 

第 2.9 表 電技解釈第 218 条の 218-1 表(案) 

規格番号(制定年) 規 格 名 備考 

JIS C 60364-1 (2010) 低圧電気設備－第 1 部：基本的原則，一般特性の評価及

び用語の定義 

132.4，313.2，33.2，35

を除く. 

JIS C 60364-4-41 (2010) 低圧電気設備－第 4-41 部：安全保護－感電保護  

IEC 60364-4-42 (2010) 建築電気設備－第 4-42 部：安全保護－熱の影響に対す

る保護 

422 を除く. 

JIS C 60364-4-43 (2011) 低圧電気設備－第 4-43 部：安全保護－過電流保護  

JIS C 60364-4-44 (2011) 低圧電気設備－第 4-44 部：安全保護－妨害電圧及び電

磁妨害に対する保護 

445 を除く. 

JIS C 60364-5-51 (2010) 低圧電気設備－第 5-51 部：電気機器の選定及び施工－ 

一般事項 

 

IEC 60364-5-52 (2009) 建築電気設備－第 5-52 部：電気機器の選定及び施工－

配線設備 

526.3 を除く. 

JIS C 60364-5-53 (2006) 建築電気設備－第 5-53 部：電気機器の選定及び施工－

断路，開閉及び制御 

534 を除く. 

IEC 60364-5-54 (2011) 建築電気設備－第 5-54 部：電気機器の選定及び施工－

接地設備，保護導体及び保護ボンディング導体 

 

IEC 60364-5-55 (2011) 建築電気設備－第 5-55 部：電気機器の選定及び施工－

その他の機器 

※ 

JIS C 60364-6 (2010) 低圧電気設備－第 6 部：検証  

JIS C 0364-7-701 (2010) 低圧電気設備 第 7-701 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－バス又はシャワーのある場所 

 

IEC 60364-7-702 (2010) 低圧電気設備 第 7-702 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－水泳プール及び噴水 

 

JIS C 0364-7-703 (2008) 建築電気設備 第 7-703 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－サウナヒータのある部屋及び小屋 

 

JIS C 0364-7-704 (2009) 低圧電気設備 第 7-704 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－建設現場及び解体現場における設備 

 

JIS C 0364-7-705 (2010) 低圧電気設備 第 7-705 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－農業用及び園芸用施設 

 

JIS C 0364-7-706 (2009) 低圧電気設備 第 7-706 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－動きを制約された導電性場所 

 

IEC 60364-7-708 (2007) 低圧電気設備 第 7-708 部：特殊設備又は特殊場所に関  
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規格番号(制定年) 規 格 名 備考 

する要求事項－キャラバンパーク，キャンピングパーク

及び類似の場所 

IEC 60364-7-709 (2012) 低圧電気設備 第 7-709 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－マリーナ及び類似の場所 

 

JIS C 0364-7-711 (2000) 建築電気設備 第 7 部：特殊設備又は特殊場所に関する

要求事項 第 711 節：展示会，ショー及びスタンド 

 

JIS C 0364-7-712 (2008) 建築電気設備 第 7-712 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－太陽光発電システム 

 

IEC 60364-7-714 (2011) 低圧電気設備 第 7-714 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－屋外照明設備 

 

IEC 60364-7-715 (2011) 低圧電気設備 第 7-715 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－特別低電圧照明設備 

 

IEC60364-7-718 (2011) 低圧電気設備 第 7-718 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－公共施設及び作業場 

 

JIS C 0364-7-740 (2005) 建築電気設備 第 7-740 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－催し会場，遊園地及び広場の建築物，娯

楽装置及びブースの仮設電気設備 

 

JIS C 0364-7-753 (2009) 低圧電気設備 第 7-753 部：特殊設備又は特殊場所に関

する要求事項－床暖房及び天井暖房 

 

備考 1. 表中において適用が除外されている規格については，表中の他の規格で引用されている場合においても適

用が除外される。 

2. 表中の規格番号のうち，平成 23 年度取り入れ検討分はイタリック及び強調文字（例えば，IEC 60364-4-42 
(2010)）で，平成 24 年度取り入れ検討分はイタリック及び強調文字に下線を付して（例えば，IEC 60364-5-55 
(2011)）表した。 

  ※注記：IEC 60364-5-55 (2011)では箇条 556 が削除されたため，現行の 218-1 表（P.12 第 2.4 表 参照）備考欄にある

「556 を除く」は，上記改正案には記載していない。 

 

［適用除外される IEC 60364］ 

昨年度までの取入れ検討の結果，以下の規格を適用除外とした。 

  (1)保安レベルを下げるとして適用除外した規格 

IEC 60364-5-52（電気機器の選定及び施工－配線設備）のうち  

526.3(接続部への接近) 

(2) 電気設備の技術基準の範囲外であることから取入れを見送った規格 

IEC 60364-1（基本的原則）のうち 

33.2(電磁両立性) 

IEC 60364-4-44（安全保護－妨害電圧及び電磁妨害に対する保護）のうち 

445(不足電圧保護) 

IEC 60364-5-53（電気機器の選定及び施工－断路，開閉及び制御）のうち 

534(過電圧保護装置) 

IEC 60364-7-710（特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－医用場所） 
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IEC 60364-7-717（特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－移動形又は運搬可能形

ユニット） 

IEC 60364-7-721(特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－キャラバン及びモータ

キャラバンの電気設備) 

(3) 他法令の適用を受ける規定内容として適用除外した規格 

IEC 60364-1（基本的原則）のうち  

  132.4(安全設備用電気供給設備又は予備電力供給設備) 

  313.2(安全設備用電力供給及び予備系統) 

  35(安全設備) 

IEC 60364-4-42（安全保護－熱の影響に対する保護）のうち 

422(特別な火災の危険がある場所の予防手段) 

IEC 60364-5-56（電気機器の選定及び施工－安全設備） 

IEC 60364-7-713（特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－家具） 

IEC 60364-7-729（特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－操作又は保守用通路） 
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第３部 IEC 60364 規格のより一層の活用に向けた検討 
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第 3.1 章 逐条解説の整理 

 

1．検討方法 

1.1 検討対象規格 

今年度，検討対象としたのは次の 6 規格である。 

なお，IEC 60364-5-55 については，今年度取入れ検討 WG の結果を踏まえ，逐条解説の整理

を行った。 

a. IEC 60364-5-51 Ed.4.0 (2005) 

    第 5-51 部：電気機器の選定及び施工－一般事項 

b. IEC 60364-5-52 Ed.3.0 (2009) 

第 5-52 部：電気機器の選定及び施工－配線設備（仮訳を使用） 

  c. IEC 60364-5-53 Ed.3.1 (2002)  

第 5-53 部：電気機器の選定及び施工－断路，開閉及び制御 

d. IEC 60364-5-54 Ed.3.0 (2011)  

  第 5-54 部：電気機器の選定及び施工－接地設備及び保護導体（仮訳を使用） 

e. IEC 60364-5-55 Ed.2.0 (2011) 

    第 5-55 部：電気機器の選定及び施工－その他の機器（仮訳を使用） 

f. IEC 60364-6 Ed.1.0 (2006) 

    第 6 部：検証 

 

1.2 検討の観点 

逐条解説の整理にあたっては，次の観点から検討した。 

   ① 規定内容に対し，技術的な視点から解説する。 

   ② 数値的な規定については，その根拠をできるだけ明らかにする。 

   ③ 理解しにくい内容については，より平易な解説にする。 

   ④ 平成 22 年度及び 23 年度に実施した用語検討の結果を踏まえた内容とする。 

⑤ 今回検討対象以外の IEC 60364 シリーズの他の部の改正をも踏まえた内容とする。 

   ⑥ 規定が改正されていない部分に関しても，上記を踏まえて見直しを行う。 
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2．検討結果 

逐条解説の整理に関して，検討結果の概要を以下に示す（検討資料は，資料-3 参照）。 

なお，「箇条番号」欄の（ ）内は，資料-3 の該当ページを示す。 

 

2.1 IEC 60364-5-51（電気機器の選定及び施工－一般事項） 

第 2.1 表に IEC 60364-5--51 に関する検討概要を示す。 

第 2.1 表 IEC 60364-5-51 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

512.1.4  

（P.3-5） 

Power（能力） 原文を再吟味し，それに従って解

説文を修正した。 
⑥ 

512.1.5 

（P.3-5） 

両立性 技術的な視点から解説文を再吟味

した。 
⑥ 

516 

（P.3-20） 

保護導体電流に関する保護

手段 

IEC 60364-5-54 Ed.3.0 (2011) に合

わせて，解説文を整理した。 
⑤ 

 

2.2 IEC 60364-5-52（電気機器の選定及び施工－配線設備） 

第 2.2 表に IEC 60364-5--52 に関する検討概要を示す。 

第 2.2 表 IEC 60364-5-52 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

521.6 

（P.3-37） 

電線管方式，ケーブルダクト方式，ケ

ーブルトランキング方式，ケーブルト

レイ方式及びケーブルラダー方式 

規格名称を付記した。 
③ 

521.7 

（P.3-38） 

1 本のケーブル内の複数回路 解説文を補足した。 
③ 

521.8  

（P.3-38） 

回路の構成  解説文を補足した。 
③ 

521.8.2 

（P.3-38） 

主回路の中性線 解説文を補足した。 
③ 

522.8.14 

（P.3-41） 

配線の固定間仕切り通過 用語の解説を追加した。 
④ 

523.7 

（P.3-44） 

並列使用導体 用語の解説を追加した。 
④ 

附属書 B 

B.52.1 

（P.3-62） 

 

概要 

 

用語の解説を追加した。 ④ 
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2.3 IEC 60364-5-53（電気機器の選定及び施工－断路，開閉及び制御） 

第 2.3 表に IEC 60364-5--53 に関する検討概要を示す。 

第 2.3 表 IEC 60364-5-53 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

531.2 

531.2.1  

（P.3-104） 

漏電遮断器 

設備の一般条件 

 

解説文を補足した。 ⑥ 

531.2.3 

（P.3-104） 

TN 系統 TN 系統において「電源の自動遮断」

の条件（Zｓ×Iａ≦Uｏ）が満たされな

い場合の漏電遮断器による保護につ

いて解説を修正した。 

① 

533.3 

（P.3-106） 

配線設備の短絡保護器の

選定  

元の解説文を整理し，用語の解説を

追加した。 
①及び④ 

534 

534.1 

（P.3-106） 

過電圧保護用装置  

一般事項  

用語の解説を追加した。 

④ 

534.2 

 

534.2.1 

（P.3-106） 

建築設備における SPDs

の選定及び施工  

SPDs の使用 

用語の解説を追加した。 

④ 

536.4 

536.4.1  

536.4.1.1 

（P.3-117） 

非常開閉  

一般事項  

 

非常開閉についての解説を追加し

た。 
③ 

 

2.4 IEC 60364-5-54（電気機器の選定及び施工－配線設備） 

第 2.4 表に IEC 60364-5--54 に関する検討概要を示す。 

第 2.4 表 IEC 60364-5-54 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

542.3 

542.3.1 

（P.3-129） 

接地線 

 

改正後の接地線の最小太さ等に

ついて解説した。 ② 

543 

543.1 

543.1.1 

（P.3-130） 

保護導体 

最小断面積 

 

改正後の接地線の最小太さにつ

いて，TT 系統の場合の特例規定

の解説をした。 ③ 

543.2 

543.2.1 

（P.3-132） 

保護導体の種類 

 

用語の説明を加えた。 

④ 
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箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

543.7  

（P.3-136） 

10 mA を超過する保護接地線

電流に対して強化した保護

接地線 

解りにくい文意について解説を

加えた。 
③ 

表 A.54.3 

（P.3-140） 

裸保護導体に対する k の値 用語の説明を加えた。 
④ 

 

2.5 IEC 60364-5-55（電気機器の選定及び施工－その他の機器） 

第 2.5 表に IEC 60364-5-55 に関する検討概要を示す。 

第 2.5 表 IEC 60364-5-55 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

559.3 

（P.3-159） 

設備に関する一般要求事項 用語の説明を加えた。 
④ 

附属書 B 

（P. 3-164） 

照明器具などの記号の説明 用語の説明を加えた。 
④ 

  

2.6 IEC 60364-6（検証） 

第 2.6 表に IEC 60364-6 に関する検討概要を示す。 

第 2.6 表 IEC 60364-6 に関する検討概要 

箇条番号 箇条項目 
逐条解説 
整理の要点 

整理の観点

（1.2 参照）

61.1.5 

（P. 3-167） 

既存設備の増設及び改修 既存設備の増設及び改修に関する安

全性の検証について解説した。 
⑥ 

61.2 

61.2.1 

61.2.2 

（P. 3-167） 

検査 

 

電気機器の検査 

 

 

電気機器の検査項目について解説を

加えた。 

⑥ 

61.3.6.1  

c)注記 1 

（P.3-172） 

一般事項 

 IT 系統の場合 

 

「二重故障による危険を避けるため

に，この測定中は予防措置を施す。」

について解説を加えた。 

⑥ 

61.3.6.1 

c) 

（P.3-172） 

一般事項 

 IT 系統の場合 

 

IT 系統に第 2 故障が起こった場合の

検証方法を図解した。 

・TT 系統の状態と類似した状態が起

こる場合 
・TN 系統の状態と類似した状態が起

こる場合 

⑥ 
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第 3.2 章 IEC 60364 規格の用語検討  

 

1．調査概要 

電気設備技術基準国際化委員会は，「電気設備に関する技術基準を定める省令」（以下，電

技省令）の国際整合化を図るため，電技省令の審査基準である「電気設備の技術基準の解釈」

（以下，電技解釈）に関係する IEC 規格の考え方を具体的に取り入れるための課題について

継続的に調査・検討を行ってきた。 

今年度，用語検討 WG では，規格体系再構築後の 2005 年頃から逐次，改正又は新規格が

制定されてきている IEC 60364 規格群について，使用されている用語の調査検討を実施した。 

具体的には，IEC 60364 規格群で使用されている主要な用語が集約されている国際電気技

術用語集（IEV：International Electrotechnical Vocabulary）の第 826 部「電気設備」及び第 195

部「接地及び感電保護」，並びに IEC 60364 規格群のうち，今年度取り入れ検討を行う部を

対象として，検討を実施した。 

また，平成 22 年度までに高圧・特別高圧分野の IEC 61936-1 規格の用語検討を実施してい

るため，高圧・特別高圧分野と低圧分野の用語の整合性についても，併せて確認した。 

 

2．WG 開催実績 

（WG 開催） 

第 1 回 平成 24 年 8 月 21 日（火） 

第 2 回 平成 24 年 9 月 27 日（木） 

第 3 回 平成 24 年 11 月 2 日（金） 

第 4 回 平成 24 年 11 月 26 日（月） 

（WG メンバー構成） 

主査 新藤 孝敏 一般財団法人電力中央研究所 

委員 渡邉 信公 職業能力開発総合大学校 

 谷部 貴之 一般社団法人日本電機工業会 

 渡辺 光則 一般社団法人日本電線工業会 

 関 紀明 社団法人日本電気協会（途中退任） 

 押味 秀明 社団法人日本電気協会（途中就任） 

 古田 雅久 株式会社関電工 

 才田 敏之 株式会社東芝 

 中山 武右エ門 （元）社団法人電気設備学会 

 竹田 好宏 清水建設株式会社 

 山口 健二 パナソニック株式会社 

事務局 奥山 博之 一般社団法人電気学会（途中退任） 

 湯浅 禎之 一般社団法人電気学会（途中就任） 
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3．調査・検討結果 

（1）IEC 60364 規格群（今年度検討対象の部）の用語の検討 

今年度取入れ検討を行う以下の部（別紙 1 参照）のうち，JIS 原案作成委員会にて一覧

としてまとめている各部の用語を対象として，IEV には含まれていないが電気設備等に関

する特有の用語等について，解説の必要な用語を抽出した。対象とする 124 個のうち，44

個の用語を抽出し，図や写真等を用いて解説を作成した。対象用語の抽出結果を別紙 2 及

び別添資料 1 に，作成した用語解説を別添資料 2 に各々示す。今年度取り入れ検討対象の

規格については，仮訳を用いて検討を行った。 

 

＜検討対象＞ 

○今年度取り入れ検討対象の規格 

・IEC 60364-5-55 Ed.2.0 (2011) 電気機器の選定及び施工－その他の機器（仮訳） 

・IEC 60364-7-709 Ed.2.1 (2012) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－マリーナ及び

類似の場所（仮訳） 

・IEC 60364-7-714 Ed.2.0 (2011) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－屋外照明設備

（仮訳） 

・IEC 60364-7-715 Ed.2.0 (2011) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－特別低電圧照

明設備（仮訳） 

○今年度逐条解説整理の対象規格 

・IEC 60364-5-51 Ed.5.0 (2005) 電気機器の選定及び施工－一般事項 

・IEC 60364-5-52 Ed.3.0 (2009) 電気機器の選定及び施工－配線設備 

・IEC 60364-5-53 Ed.3.1 (2002) 電気機器の選定及び施工－断路，開閉及び制御 

・IEC 60364-5-54 Ed.3.0 (2011) 電気機器の選定及び施工－接地設備及び保護導体 

・IEC 60364-6 Ed.1.0 (2006) 検証 

 

（2）IEV 第 826 部及び第 195 部との整合性確認 

前項で抽出した用語について，解説の要否を検討の上，必要な用語の解説を作成した。

用語の検討を行う際には，昨年度検討実施した IEV 第 826 部（電気設備）及び第 195 部

（接地及び感電保護）187 用語との整合性についても確認した。なお，整合性を確認した

単語については，別紙 3 及び別添資料 3 を参照。 

 

（3）高圧・特別高圧分野との整合性確認 

以前実施した IEC 61936-1 規格の用語検討結果と，今年度実施した IEC 60364 規格群の

用語検討結果について，同一の用語や同一の内容が使用されているか整合性を確認し（別

紙 4 及び別添資料 4 参照），1 つの用語については，訳語に相違がある結果となった。 
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4．今後の課題 

IEC 60364 規格群の各部で使用されている用語については，時間的・労力的制限から今年

度取り入れ検討対象の部，及び逐条解説の整理対象の部の用語検討のみ実施した。規格体系

再構築後の用語見直し検討という観点から，検討未実施である残りの部の用語検討を改めて

行う必要があると思われる。併せて，各部の間で共通して使用されている用語が，各部間で

整合が取れている内容となっているかどうかの確認も行う必要があると思われる。 

さらに，IEC 60364 規格群の用語は，電気設備全般で共通的に使用されている用語も多く

あり，今後，電技解釈へ民間規格が取り入れられていく方向性であることを考えると，他の

JIS 規格で同じような使用方法となっているかについて確認していくことも意義があること

と思われる。 

 

（添付資料） 

別紙 1：IEC 60364 規格群の構成と検討範囲について 

別紙 2：IEC 60364 規格群（今年度検討対象の部）の用語の検討について 

別紙 3：IEV826 及び IEV195 との整合性確認について 

別紙 4：高圧・特別高圧分野との整合性確認について 

 

以 上 
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IEC 60364 規格群の構成と検討範囲について 

別紙 1

H22 年度事業で実施 

 

第 1 部：基本的原則,一般特性の評価及び用語の定義 

第 4 部： 
安全保護 

第 4-41 部：感電保護 

IEC 60364 

 

第 6 部：検証 

 

第 5-51 部：一般事項 

第 4-42 部：熱の影響に対する保護

第 4-43 部：過電流保護 

第 4-44 部：妨害電圧及び電磁妨害

に対する保護 

第 5-52 部：配線設備 

第 5-54 部：接地設備及び保護導体

第 5-53 部：断路，開閉及び制御 

第 5-55 部：その他の機器※1 

第 7-701 部：バスタブ又はシャワ

ベイスンのある場所 

第 5 部： 
電気機器の

選定及び施

工 

第 7 部： 
特殊設備又

は特殊場所

に関する要

求事項 

第 7-702 部：水泳プール及びその

他の水槽 
・ 
・ 
・

IEV 第 195 部 
[接地及び感電保護]
IEC 60050-195

IEV 第 826 部 
[電気設備] 
IEC 60050-826

IEV第 826部を引用 

③IEV との整合確認 

①取り入れ検討対象規格の用語検討 

以前に実施済み  

第 7-718 部：公共施設及び作業場

・ 
・ 
・

②逐条解説の整理を行う規格の用語検討 

第 7-709 部：特殊設備又は特殊場

所に関する要求事項（マリーナ）

第 7-714 部：特殊設備又は特殊場

所に関する要求事項（屋外照明）

第 7-715 部：特殊設備又は特殊場

所に関する要求事項（特別低圧照明）
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IEC 60364 規格群（今年度検討対象の部）の用語の検討について 

 

IEC 60364 規格群の今年度取入れ検討を行う部および逐条解説整理を行う部を対象

として、IEV には含まれていないが電気設備等に関する特有の用語等について、以下の

とおり検討を行った。今年度取り入れ検討対象の規格については、仮訳を用いて検討を

行った。 

 

＜検討対象＞ 

○今年度取り入れ検討対象の規格 

・IEC 60364-5-55 Ed.2.0 (2011) 電気機器の選定及び施工－その他の機器（仮訳） 

・IEC 60364-7-709 Ed.2.1 (2012) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－マリ

ーナ及び類似の場所（仮訳） 

・IEC 60364-7-714 Ed.2.0 (2011) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－屋外

照明設備（仮訳） 

・IEC 60364-7-715 Ed.2.0 (2011) 特殊設備又は特殊場所に関する要求事項－特別

低電圧照明設備（仮訳） 

○今年度逐条解説整理の対象規格 

・IEC 60364-5-51 Ed.5.0 (2005) 電気機器の選定及び施工－一般事項 

・IEC 60364-5-52 Ed.3.0 (2009) 電気機器の選定及び施工－配線設備 

・IEC 60364-5-53 Ed.3.1 (2002) 電気機器の選定及び施工－断路，開閉及び制御 

・IEC 60364-5-54 Ed.3.0 (2011) 電気機器の選定及び施工－接地設備及び保護導体 

・IEC 60364-6 Ed.1.0 (2006) 検証 

 

※JIS 原案がまだ作成されていない IEC 60364-5-55 Ed.2.0 (2011)、IEC 60364-7-714 

Ed.2.0 (2011)、IEC 60364-7-715 Ed.2.0 (2011)の3規格については、前の版のJIS 原

案作成委員会にて抽出した用語とし、IEC 60364-7-709 Ed.2.1 (2012)については、

前の版および最新版を対象に抽出した用語とした。 

 

具体的には、IEC 60364 規格群の翻訳 JIS 制定のため、電気設備技術基準国際化委

員会とは別に組織された JIS 原案作成委員会が、各部の JIS 制定の際に一覧としてま

とめている 104 個の用語に加え、本 WG にて追加した 20 個を含め合計 124 個の用語

を対象とした。 

 

＜具体的検討内容＞ 

① 抽出した全ての用語について、各委員がそれぞれ検討を行った結果、当該箇条の

規定内容だけでは意味がわかりくにい用語を解説が必要な用語として 44 個抽出

した。 

 

別紙 2
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② 解説の冒頭には、当該用語の「原語（英語）」「日本語訳」「使用箇条」に加え、

代表的な「使用条文（IEC）」「使用条文（JIS）」も記載し、内容が確認しやすい

ようにした。 

③ 当該用語の使用箇条及び他の関連 IEC 規格での規定内容や、当該用語の国内で

の使用状況等を確認し、解説を作成した。解説作成に当たっては、専門家でなく

ても電気一般に通じた人が理解できるようなわかりやすい内容となるよう、必要

により図や写真等を活用した 

 

（資料） 

別添資料 1：検討対象として抽出した用語一覧（今年度取入れ検討対象分及び逐条

解説の整理対象分） 

別添資料 2：IEC 60364 規格群の用語の解説 

 

以 上 
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IEV826 及び IEV195 との整合性確認について 

 

今年度の対象規格の中で IEV 第 826 部（電気設備）及び第 195 部（接地及び感電

保護）の用語が使用されている箇所を確認し、JIS 規格（JIS 仮訳を含む）の日本語

訳と昨年度の検討結果との整合性について確認した。 

 

＜具体的検討内容＞ 

① 対象規格の中で IEV 第 826 部及び第 195 部の用語が使用されている箇所（箇

条）を確認する。 

② ①の確認箇所の JIS 規格（JIS 仮訳を含む）の日本語訳を確認し、用語の使い

方で不一致な箇所が無いかを確認した。 

 

（資料） 

別添資料 3：IEV 第 826 部及び第 195 部の整合性確認結果 

 

以 上 

別紙 3
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高圧・特別高圧分野との整合性確認について 

 

以前実施した IEC 61936-1 規格の用語検討結果と、今年度実施した IEC 60364 規格

群の用語検討結果について、以下のとおり両者の整合性確認を行った。 

 

＜検討対象＞ 

■ 今年度検討を行う部の対象用語 
 
■ IEC 61936-1 改訂版（IEC 61936-1 Ed.2 の FDIS 原案：99/88/INF）の解説

付録の用語一覧 

 

同一の用語や同一の内容が使用されているか確認した。 

 

＜具体的検討内容＞ 

① IEV 第 826 部及び第 195 部の用語、並びに IEC 60364 規格群の用語について、

IEC 61936-1 規格の用語と同一の用語や同一の内容を意味する用語を抽出した。 
 

②抽出した用語の日本語訳について、今年度実施した用語検討結果と IEC 61936-1

規格の用語検討結果を比較検討し、日本語訳に相違があるかを確認したところ、

1 用語については、訳語に相違がある結果となった。 

 

（資料） 

別添資料 4：高圧・特別高圧分野（IEC 61936-1）の用語との整合性検討結果 

 

以 上 

別紙 4

- 34 -



 

第 3.3 章 IEC 60364 の併用に向けた検討 

 

IEC 60364 は，交流 1 000V，直流 1 500V で供給される需要設備について規定している。同規格は，国

際規格への整合化の視点から，1999 年に電気設備技術基準の解釈に取入れられた。 

  取入れに当たっては，従来から適用されていた基準（従来方式）と IEC 規格の基準において，安全上

の問題はないものの，同一電気使用場所においては，両基準のどちらか一方の規定により施設しなけれ

ばならないとし，両規定の混用を原則として禁止している。 

  しかし，IEC 60364 が電技解釈に導入されて以来，約 10 年を経て，IEC 60364 の適用の拡大を目的と

して，混用禁止の条件の見直しについて検討を行った。 

  両規定には次のような差異があることが混用禁止を原則とした主な理由であることから，混用条件見

直しの検討に当たっては，併用する一方の施設で各種の故障が生じた際に他方の施設に生じる感電，過

電流及び／又は過電圧に係わる影響が安全上支障のないレベル等であることの確認等を主体とした。 

 

・対地電圧の制限や接地系統の種類に応じた感電保護適用上の安全基準値等の差異 

    ・過電流保護に関し，当該施設で使用できる電線及び保護器の特性上の差異 

    ・高圧及び特別高圧側の地絡等において想定する故障の種類及びその場合における判断基準値の

差異 

 

1．これまでの検討概要 

  同一建物内での電技解釈第 3 条から第 217 条までの規定により施設された設備（以下「JES 施設」と

いう。）と IEC 60364 により施設した設備（以下「IEC 施設」という。）との併用検討に関しては，過去

に平成 22 年度及び平成 23 年度の 2 年間にわたって実施した 1.1 に検討方法等について，また，1.2 及び

1.3 にそれらの結果を示す。 

1.1 検討方法等 

（1）施設の区分 

    併用検討に当たって次により JES 施設と IEC 施設に区分した。 

a. JES 施設 

     電技解釈第 217 条までの規定に従って設計・施工された施設。 

b. IEC 施設 

     電技解釈第 218 条の規定に従って設計・施工された施設。 

（2）併用組合せモデル区分の分類 

    JES施設と IEC施設の組合せモデルを次のような三つのモデル区分に分類した（第3.3.1表参照）。 

 なお，区分の名称については，本年度において行ったものであるが，以後の記述において，区分

の名称に関しては，過去の検討分に遡って用いる。 

a. モデル区分 A 

    個別の変圧器を有し，各変圧器の 2 次側（低圧側）以降の幹線及び分岐回路を JES 施設及び IEC

施設として併用するモデル。 

b. モデル区分 B 

    共用の変圧器を有し，変圧器の 2 次側（低圧側）以後の幹線及び分岐回路を JES 施設及び IEC 施

設として併用するモデル。 
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c. モデル区分 C 

共用の変圧器を有し，変圧器の 2 次側（低圧側）以後において，幹線及び分岐回路を JES 施設及

び IEC 施設又は IEC 施設及び JES 施設として併用するモデル。 

 

第 3.3.1 表 併用組合せモデルのイメージ 

モデル区分Ａ モデル区分Ｂ モデル区分Ｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（3）検討内容 

    検討に当たっては，JES 施設又は IEC 施設の何れかにおいて感電，過電流及び過電圧に関わる故

障等が発生した場合，他方の施設に安全上の影響があるか否かについて技術上の観点からだけ検討

する。 

    また，影響がある場合は，その影響を回避する方策について考慮することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JES施設 IEC施設

JES施設 IEC施設

JES施設 IEC施設 JES施設 IEC施設

JES施設 IEC施設
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1.2 平成 22 年度の検討結果 

平成 22 年度に行った，変圧器単位の併用（IEC 施設が TN 系統の場合）及び変圧器の低圧側で IEC 施設

と JES 施設を併用する場合の検討結果を第 3.3.2 表に示す。  

第 3.3.2 表 同一建物内での併用の検討結果（平成 22 年報告書の第 3.2 表を引用） 
ﾓﾃﾞﾙ 
区分 

電力供給設備 
ﾓﾃﾞﾙ

番号
課題 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

変圧器単

位で 

IEC 施設 

(TN-S) 

を併用 

（1） 

IEC 施設を

TN-S 方式

により施設

する場合 

a. 

JES 施設と IEC 施設の接地設備を

共用する場合 
A-1 

IEC 施設の高圧側に

地絡故障が発生した

場合に，JES 施設の低

圧機器の対地電圧 

が上昇する。 

中性点非接地の

高圧受電で，共用

する接地設備の

接地抵抗が 2Ω以

下であれば併用

可。 

b.  

JES 施設

と IEC 施

設の接地

設備を共

用しない

場合 

1） 

互いの接地設備が干

渉する場合 

A-2 

IEC 施設側の高圧側

で地絡故障が発生し

た場合に，干渉電位

により JES 施設の低

圧機器にストレス電

圧及び故障電圧が発

生する。この電位上

昇の程度が低圧設備

の絶縁を超えるか，

また接触電圧を超え

るかによりこの方式

の採用を決定する。 

高圧受電で，IEC

施設の接地抵抗

が JES 施設の B

種接地工事以下

の場合，併用可。

2）互いの接地設備が

干渉しない場合 
A-3 

 併用可。 

（2） 

JES 施設が EBS 接地の

場合に，IEC 施設の TN-S

系統を施設する場合 

EBS の接地と共用 A-4 JES 施設の EBS 方式

の確認。 

併用可。 

IEC 施

設の接

地極は

単独 

干渉あり

A-5 

IEC施設の接地極

を EBS に連接す

る場合は，併用可

干渉なし A-6 無条件で併用可。

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

変 圧 器 の

低圧側で

IEC 施設

を併用 

（1） 

JES施設の低圧回路の一部に接地方式がTN-S方

式である IEC 施設を施設する場合 

B-1 

特に問題はない。 併用可。 

（2） 

JES施設の低圧回路の一部に接地方式がTT 方式

である IEC 施設を施設する場合 

B-2 

・IEC 施設の低圧機器

の地絡故障による

JES 施設の低圧機

器の対地電圧の上

昇。 

・過電流保護 

既存接地設備は Zｓ 

×Iａ≦Uｏの条件を 

満足できるか。Zｓ  

はかなり低い値が 

要求される。 

左の要求事項を

満たさないとき

は，漏電遮断器を

使用する。 

 

（3） 

JES 施設が EBS 接地の場合に，IEC 施設の TN-S

系統を施設する場合 
B-3 

JES 施設と IEC 施設

が共に TN-S 系統に

なるので，特に問題

ない。 

併用可。 
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1.3 平成 23 年度の検討結果 

（1）変圧器単位の併用（IEC 施設が TT 系統の場合）について 

平成 22 年度において，変圧器単位で IEC 施設と JES 施設を併用する場合の検討を行った。その場合

の IEC 施設は，TN 系統を前提とした。しかし，IEC 施設は TN-C 及び TT により構築することも可能となっ

ている。このことから，平成 23 年度においては IEC 施設を TT 系統及び TN-C 系統とした場合についても

以下の通り検討を行った。その結果は下記の通りである。 

1)  TT 系統の場合（平成 23 年度報告書の 1.3 1）TT 系統の場合を引用） 

ﾓﾃﾞﾙ 
区分 

電力供給設備 
IEC 施設の接地 ﾓﾃﾞﾙ 

番号 
併用の条件 

系統接地 保護接地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 干渉あり 単独 

A-7 

IEC 施設の系統接地を

JES 施設の B 種接地と

同条件の接地抵抗とす

る。 

干渉なし 

A-8 

併用可。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独 干渉あり JES 施設の C

種又は D 種

接地と共用 
A-9 

IEC 施設の系統接地を

JES 施設の B 種接地と

同条件の接地抵抗とす

る。 

干渉なし 

A-10 

IEC 施設の系統接地を

JES 施設の B 種接地と

同条件の接地抵抗とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

JES 施設の B 種接地と共

用 

単独 

A-11 

IEC 施設の系統接地を

JES施設のB種接地と

同条件の接地抵抗と

する。 

 

 

 

 

 

 

JES 施設の B 種と共用 JES 施設の C

種又は D 種

接地と共用 

A-12 

IEC 施設の系統接地を

JES施設のB種接地と

同条件の接地抵抗と

する。 

 

 

 

JES IEC(TT) 

EB

EC，D 

JES IEC(TT) 

EB

EC，D 

JのEC，Dを共用 

JES IEC(TT) 

EC，D 

EB JのEBを共用

JES IEC(TT) 

EB

EC，D 

JのEC，Dを共用

JのEBを共用
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2) TN-C 系統の場合 

TN-C 系統の場合の感電保護，過電流保護及び過電圧保護に関しては，TN-S 系統と何ら変わると

ころはない。したがって，併用の検討の検討においては TN-C 系統も含めて TN 系統と同一の結果

となる。 

（2）幹線と分岐回路の JES 施設と IEC 施設との併用の検討結果 

平成 23 年度に行った変圧器の低圧側で IEC 施設と JES 施設を併用する場合の検討結果を第 3.3.3

表に示す。  

第 3.3.3 表 幹線と分岐回路の JES 施設と IEC 施設との併用の検討結果 

ﾓﾃﾞﾙ 
区分 

保護の種類 
ケースの種類 

ﾓﾃﾞﾙ 
番号 

感電保護 過電流保護 過電圧保護 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C 

ケース F１ 幹線：JES 施設 
分岐：TN 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-1 

条件付きで，併用可※2 併用可。 
分岐回路と幹線の配線

用遮断器の規格が異な

る場合は，分岐回路の故

障により幹線と分岐回

路の両方の配線用遮断

器が動作するなど保護

協調の問題が生じる。 

IEC施設の系統

接地を JES 施

設の B 種接地

に接続するこ

とで，併用可。幹線：JES 施設 
分岐：TT 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-2 

条件付きで，併用可※1 

ケース F２ 幹線：JES 施設 
分岐：TN 系統の

IEC 施設 
C-3 

条件付きで，併用可※2 
 

幹線：JES 施設 
分岐：TT 系統の

IEC 施設 
C-4 

条件付きで，併用可※1 

ケース F３ 幹線：TN 系統の

IEC 施設 
分岐：JES 施設 

C-5 
条件付きで，併用可※2 

幹線：TT 系統の

IEC 施設 
分岐：JES 移設 

C-6 
条件付きで，併用可※1 

ケース F４ 幹線：TN 系統の

IEC 施設 
分岐：TN 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-7 

条件付きで，併用可※2 

幹線：TN 系統の

IEC 施設 
分岐：TT 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-8 

条件付きで，併用可※1
及び※2 
 

幹線：TT 系統の

IEC 施設 
分岐：TN 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-9 

幹線：TT 系統の

IEC 施設 
分岐：TT 系統の

IEC 施設と

JES 施設 

C-10 

※1 解釈第 36 条第 3 項で規定する漏電遮断器の設置されていない JES 施設の分岐回路で故障が発生した場合，IEC 施設

に故障電圧が発生する場合があるので，故障電圧が 50 Ｖ以下になる条件を付す必要がある。 
※2 解釈第 36 条第 3 項で規定する漏電遮断器が設置されていない JES 施設の幹線又は分岐回路で地絡故障が発生した場

合，地絡電流と B 種接地の接地抵抗とによって生じる電位上昇が 50 Ｖ以下となる条件を付す必要がある。 
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2. 併用のニーズ検討と検討モデルの選定 

 これまで検討した併用モデルに対して，今後のニーズの程度を整理したうえで具体的な検討モデル

を選定する考え方を基本とする。 

選定に当たっての基本的な考え方は次のとおりとする。 

   ① 技術的に無条件で併用可となるものは，検討モデルの対象としない。 

② 技術的に条件付きの併用メニューのうち，ニーズの高いと思われるものについて検討モデルの 

対象とする。 

③ 技術的に併用不可のモデルは，検討モデルの対象としない。  

 

2.1 ニーズの検討 

 これまで，同一建物内において JES 施設と IEC 施設を併用した場合，考えられる組合せモデル区分（モ

デル区分番号Ａ，Ｂ，Ｃ）について，主として技術的な面から併用の可能性について検討した。しかし，

これら組合せモデルに関しては，IEC 施設の導入に際して，具体的に実施される可能性の少ないものも含

まれている。具体的に実施される可能性の高いモデルをニーズ「大」とし，そうでないものをニーズ「小」

として分類した。 

 なお，モデル区分Ａ，Ｂ及びＣについては第 3.3.1 表を，モデル番号については第 3.3.2 表及び第 3.3.3

表を参照。 

（1）IEC 施設が TN 系統の場合は「大」とした。 

IEC 施設を導入する場合，感電保護の面から配線用遮断器や漏電遮断器など保護用機器選択肢の拡

大と等電位ボンディング等露出導電性部分の保護接地の確実性等の観点から TN 系統を用いる場合が

多いと考えられるので，IEC 施設が TN 系統の場合はニーズ「大」とした。したがって，組合せモデ

ルにおいて，IEC 施設が TT 系統の場合は「小」とした。その結果は次のとおりである。 

a. 変圧器単位での併用モデル（モデル区分 A） 

・モデル番号 A-1～A-6 は，IEC 施設が TN 系統であるので「大」とした。 

・モデル番号 A-7～A-12 は，IEC 施設が TT 系統であるので「小」とした。 

b. 変圧器の低圧側での併用もモデル（モデル区分 B） 

・モデル番号 B-1 及び B-3 は，低圧側配線が TN 系統であるので「大」とした。 

・モデル番号 B-2 は，低圧側配線が TT 系統であるので「小」とした。 

c. 幹線及び分岐回路での併用モデル（モデル区分 C） 

・モデル番号 C-1，C-3，C-5，C-7 は，幹線又は分岐回路における IEC 施設が TN 系統である場合は「大」

とした。 

・モデル番号 C-2，C-4，C-6，C-8～C-10 は，幹線又は分岐回路における IEC 施設が TT 系統である場

合は「小」とした。 

（2）幹線及び分岐回路ごとに IEC 施設と JES 施設を併用するモデルに関しては，幹線が TN 系統の IEC

施設であっても，分岐回路に TT 系統が含まれる場合は，採用する可能性が低いと思われることから，

ニーズ「小」とした。この場合において，JES 施設の接地系統は TT 系統とした。 

モデル区分 C の検討に当たっては，上記（1）の検討に加えて，この（2）の検討結果からモデル番

号 C-5，C-7 及び C-8 は，「小」となる。ただし，C-5 と C-7 は，（1）の判断から大と判断されており，

一部採用される可能性もあるので，ニーズ「中」とした。 
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2.2 検討モデルの選定 

 具体的に検討するモデルは，ニーズの検討を踏まえつつ，次のような観点から選定した。 

（1）基本事項 

  a. 組合せモデル区分から選定 

検討した組合せモデルの数は，モデル区分 A，B 及び C でそれぞれ 12，3 及び 10 モデルで，計

25 モデルとなっている。 

        検討モデルの選定に当たっては，各モデル区分から 1 以上のモデルを選定することとした。 

  b. ニーズが「大」のモデルを選定 

    本検討の目的が，「電技解釈第 218 条の活用」であることから，当面の対象としては前（1）及び（2）

の検討においてニーズ「大」又は「中」と判断した組合せモデルを選定する。 

c. 選定モデル 

    上記の事項から，検討モデルとして選定する組合せモデルの番号は，次のとおりとする。 

①  モデル区分 A：A-1～A-6 

②  モデル区分 B：B-1，B-3 

③ モデル区分 C：C-1，C-3，C-5 及び C-7 

（2）モデル区分 A からの選定 

① A-4 は，EBS｛電技解釈第 18 条第 1 項による接地方式（以下「EBS」という。）｝を採用している

JES 施設に IEC 施設を導入する場合，接地設備を共用することにより，無条件に併用が可能で問

題点も少ないことから，モデル検討の対象外とした。 

A-5 は，接地設備は単独に施設するものの，IEC 施設の接地極を EBS と連接することが条件と

なっている。このことは，結果的に A-4 と同一の条件となることから，A-5 についてもモデル検

討の必要はない。 

② A-3 及び A-6 は，JES 施設及び IEC 施設のそれぞれに単独に施した接地極及び電気機器の外箱に

現れる 50Ｖ以下の電気的干渉がないことが条件となっている。今回の調査の前提は，同一建物内

において JES 施設と IEC 施設を併用する場合であることから，同一建物内において「接地極間の

干渉なし」の条件を確保することは一般的に極めて困難である。したがって検討モデルとして採

用することは現時点において，適当でない。 

③ A-1 及び A-2 は，検討モデルとして選定すべき組合せモデルと考えられる。ただし，併用条件と

しては，いずれも IEC 施設の系統接地に関する事項である。また，単独接地で干渉ありのモデル

である A-2 の干渉の極限は，共用又は連接と考えることができる。この場合は A-1 と同様の状況

となる。 

④ 以上のことからモデル区分 A の検討モデルとしては，A-2 の検討結果から A-1 の評価は可能と判

断できることから A-2 を選定する。 

（3）モデル区分 B からの選定 

B-3 は，EBS 接地を採用している JES 施設の低圧側に TN 系統の IEC 施設の配線を施設するもので，

Aー4 モデルと同様時術的問題は無いことから，また B－2 はニーズが小であることからこれらは検討モ

デルの対象外と判断した。ことから，モデル区分 B としては，B-1 を検討モデルとして選定することと

した。 

（4）モデル区分 C からの選定 

① C-1 と C-3 は，いずれも幹線が JES 施設である。一方，分岐回路に関しては，C-3 が TN 系統の IEC
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施設のみであるのに対し C-1 は JES 施設の分岐回路も混在している。このことから C-1 を検討モ

デルとして採用することにより C-3 の評価が可能と判断できる。 

② C-5 と C-7 は，いずれも幹線が TN 系統の IEC 施設である。一方，分岐回路に関しては，C-5 が

JES 施設だけであるのに対し，C-7 は TN 系統の IEC 施設も混在している。このことは，C-7 を検

討することにより C-5 の評価が可能と判断できる。 

③ 上記のことから，モデル区分 C としては，C-1 及び C-7 を検討モデルとして選定することとした。 
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2.3 とりまとめ 

 平成 22 年及び平成 23 年の検討結果に加えて，併用ニーズの検討と検討モデルの選定結果をとりまとめ

て第 3.3.4 表に示す。 

第 3.3.4 表 検討モデル選定のとりまとめ 

ﾓﾃﾞﾙ 

区分 
併用検討メニュー 

モデル

番号 
技術面 ニーズ 選定モデル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

変圧器単位

で併用 

(IEC 施設が

TN 系統) 

a. JES 施設と IEC 施設の接地設備を共 

用する場合 
A-1 

△ 

(中性点非接地式

高圧受電で，接地

抵抗が 2Ω以下) 

大 

 

b. JES 施設と IEC

施設の接地設

備を共用しな

い場合 

干渉あり 

A-2 

△ 

(高圧受電で，JES

施設のB種接地の

接地抵抗値以下の

接地抵抗値) 

（1） 

干渉なし A-3 ○  

c.JES 施設が EBS

接地の場合に，

IEC 施設の TN

系統を施設す

る場合 

EBS の接地と共用 A-4 ○  

IEC 施設

の接地極

は単独 

干渉あり 

A-5 

△ 

(IEC 施設の接地

極を EBS に連接) 

 

干渉なし A-6 ○  

変圧器単位

で併用 

（IEC 施設

が TT 系統） 

IEC 施設の接地     

系統接地 保護接地     

単独 干渉あり 単独 

A-7 

△ 

(JES施設のB種接

地と同条件の接地

抵抗) 

小 

 

干渉なし A-8 ○  

単独 干渉あり JES 施設

の C 種接

地又は D

種接地と

共用 

A-9 

△ 

(JES施設のB種接

地と同条件の接地 

抵抗) 

 

干渉なし  

A-10 

△ 

(JES施設のB種接

地と同条件の接地

抵抗) 

 

JES 施設の B 種接地と共用 単独 

A-11 

△ 

(JES施設のB種接

地と同条件の接地

抵抗) 

 

JES 施設の B 種接地と共用 JES 施設

の C 種又

は D 種接

地と共用 

A-12 

△ 

(JES施設のB種接

地と同条件の接地

抵抗) 

 

 

B 

変圧器の低

圧側で併用 

（1） 

JES施設の低圧回路の一部に接地方式がTN

系統の IEC 施設を併用する場合 
B-1 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下) 

大 （2） 

（2） 

JES 施設の低圧回路の一部に接地方式が TT

系統の IEC 施設を併用する場合 

B-2 

○ 

 小  
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ﾓﾃﾞﾙ 

区分 
併用検討メニュー 

モデル

番号 
技術面 ニーズ 選定モデル

（3） 

JES 施設が EBS 接地の場合に，TN 系統の

IEC 施設を併用する場合 

B-3 

○ 

大  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C 

幹線と分岐

回路での併

用 

ケース F１ 幹線：JES 施設 

分岐：TN 系統の IEC 施設

と JES 施設 
C-1 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下) 

大 （3） 

幹線：JES 施設 

分岐：TT 系統の IEC 施設

と JES 施設 
C-2 

△ 

(JES 施設の故障

による故障電圧が

50Ｖ以下) 

小  

ケース F２ 幹線：JES 施設 

分岐：TN 系統の IEC 施設
C-3 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下) 

大  

幹線：JES 施設 

分岐：TT 系統の IEC 施設
C-4 

△ 

(JES 施設の故障

による故障電圧が

50Ｖ以下) 

小  

ケース F３ 幹線：TN 系統の IEC 施設

分岐：JES 施設 
C-5 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下) 

中※  

幹線：TT 系統の IEC 施設

分岐：JES 施設 
C-6 

△ 

(JES 施設の故障

による故障電圧が

50Ｖ以下) 

小  

ケース F４ 幹線：TN 系統の IEC 施設

分岐：TN 系統の IEC 施設

と JES 施設 
C-7 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下) 

中※ （4） 

幹線：TN 系統の IEC 施設

分岐：TT 系統の IEC 施設

と JES 施設 

C-8 

△ 

(地絡故障時の B

種接地極での電位

上昇が 50Ｖ以下

及び JES 施設の故

障による故障電圧

が 50Ｖ以下) 

小  

幹線：TT 系統の IEC 施設

分岐：TN 系統の IEC 施設

と JES 施設 

C-9 小  

幹線：TT 系統の IEC 施設

分岐：TT 系統の IEC 施設

と JES 施設 

C-10 小  

注記 1 技術面の評価の区分は以下とする。 

     ○：無条件で併用可。 

     △：条件付きで併用可。 

     ×：併用不可。 

注記 2 ※ ： C-5 と C-7 は，（1）の判断から大と判断されており，一部採用される可能性もあるの

で，ニーズ「中」とした。 
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3. 選定モデルにおける併用検討の方針 

 前項 2.（併用のニーズ検討と検討モデルの選定）で選定した選定モデル（1）～（4）について併用検討

をするに当り，主な視点は次の通りである。 

（1）技術面からの検討 

平成 22 年度及び平成 23 年度の検討結果を踏まえて，次の安全保護について併用の可否を検討する。 

検討に当たっては，JES 施設又は IEC 施設において，故障等が発生した場合に他の施設への影響につ

いて次の事項に関して検討し，併用できる条件を整理する。この場合，平成 22 年度及び平成 23 年度

の検討結果の再確認，付加条件等を含むこととする。 

  ・感電保護 

  ・過電流保護 

  ・過電圧保護 

（2）設計・施工面からの検討 

   JES 施設と IEC 施設を併用する場合の実施面から見た問題点について検討する。 

  ・付加条件等の確保の可能性 

  ・施工時の使用機材等の混用と対策 

（3）併用した施設の維持・管理からの検討 

   例えば，次のような問題点について検討する。 

・同一使用場所での別電源の利用における問題点 

  ・施設の表示 

 

4. モデル検討 

4.1 選定モデル（1）の場合 

（1）選定モデルの条件等 

a. 選定モデル（1）の概要 

選定モデル（1）の概要を以下に示す。 

1) 変圧器単位で併用（IEC 施設が TN 系統） 

2) JES 施設と IEC 施設の接地設備を共用しない場合 

3) 互いの接地設備が干渉あり 

4) モデル番号：A-2 

b. 電気設備の概要 

併用する電気設備概要を以下に示す。 

1) JES 施設 

① 電源：変圧器  1φ3W 6,600／210－105Ｖ 

               3φ3W 6,600／210Ｖ  

② 幹線設備：単相 3 線式，三相 3 線式 

③ 分岐回路：単相 3 線式：電灯・コンセント及び単相 100Ｖ負荷 

三相 3 線式：空調動力，衛生及び一般動力 

   ④ 低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯，白熱灯その他） 

      ⅱ コンセント設備（クラス 0 機器又はクラス 0Ⅰ機器） 
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      ⅲ その他 100Ｖ負荷 

      Ⅳ 空調動力，衛生動力，その他三相負荷 

⑤ 使用機器 

ⅰ  電線 

600ＶCV ケーブル，600Ｖビニル絶縁電線，VVF ケーブル 

ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置－第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮

断器及びその他の遮断器）」の「附属書 2」 

2) IEC 施設 

   ① 電源：3φ4W 変圧器 6,600／400／230Ｖ 

② 幹線設備：三相 4 線式 400／230Ｖ 

③ 分岐回路：三相 4 線式 400／230Ｖ 

   ④ 低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯） 

      ⅱ 天井付き空調器 

      ⅲ 床面取付けコンセントボックス（クラスⅠ機器） 

⑤  使用機器 

ⅰ 電線 

        架橋ポリエチレン絶縁ケーブル（XLPE 90℃），ビニル絶縁電線（PVC 70℃） 

ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置－第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮

断器及びその他の遮断器）」の「附属書 1」 
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c. 選定モデル（1）のイメージ図及び単線結線図 

1) イメージ図を第 3.3.1 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     注：斜線部分は，IEC 施設を示す。 

第 3.3.1 図 選定モデル（1）のイメージ図 
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2) 単線結線図を第 3.3.2 図に示す。 

 

 
 

第 3.3.2 図 選定モデル（1）の単線結線図 

（平成 22 年度報告書の第 3.8 図に対応） 
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（2）技術面からの検討    

併用検討メニューが変圧器単位で併用する場合，TN 系統の IEC 施設の系統接地を JES 施設の接地

設備と別に施設する。IEC 施設の系統接地と JES 施設の系統接地との間に干渉がある場合｛選定モデ

ル（1）｝について技術面からの検討を行う。 

a. 感電保護 

1） 両施設への相互影響 

 ① JES 施設の低圧側に地絡故障が発生して D 種接地に地絡電流が流れた場合，IEC 施設の低圧

機器に第 3.3.3 図に示すような干渉電圧が発生する。 

② IEC 施設の低圧機器に地絡故障が発生した場合の地絡電流は，第 3.3.4 図に示すように IEC

施設の系統接地を経由して流れることから，変圧器低圧側中性点の電位上昇はない。したが

って，両施設の系統接地の干渉の程度に係わらず，JES 施設側の接地系の電位上昇は発生し

ない。 

③ JES 施設の低圧側に漏電遮断器が設置されていない回路がある場合で，等電位ボンディング

を施すことが困難なときは，IEC 施設の低圧機器の外箱に 50Ｖを超える対地電圧が発生しな

いようにする必要がある。 

 

2) 併用の条件 

  JES 施設の低圧側に漏電遮断器が設置されていない回路がある場合で，等電位ボンディングを

施すことが困難なときは，IEC 施設の低圧機器の外箱に 50Ｖを超える対地電圧が発生しないよう

にする必要がある。 
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第 3.3.3 図 独立した接地設備を用いて変圧器単位の低圧側を IEC 施設とする場合 

（電気的に既設接地設備と干渉あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.4 図 幹線及び分岐回路が共に TN 系統の IEC 施設における故障電流の経路 
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b. 過電流保護 

  1) 両施設への相互影響 

 IEC 施設は JIS C 60364-4-43（第 3.3.5 表参照）に従って，また，JES 施設は電技解釈の当該条分

に従って過電流保護がなされている。 

 変圧器単位で併用する場合は，IEC 施設及び JES 施設の幹線及び分岐回路のいずれの箇所で過電

流（過負荷又は短絡）が発生しても，それにより生じる故障電流は，当該故障が発生した施設内に

だけ流れることから，他施設への電気的障害等の影響はない。 

第 3.3.5 表 IEC 施設に対する過電流に関する規定 

JIS C 60364-4-43 の規格内容 
課題等 

当該規格 要求故障 
433 過負荷保護 
433.1(433.2) 電
線と過負荷保護
器との協調 
 
 
 
 
 
 
434 短絡電流保

護 
434.1(434.2) 
推定短絡電流の
決定 

過負荷に対して電線を保護する器具の動作特性は，次の二
つの条件に適合しなければならない。 

IB≦In≦Iz (1) 
I2≦1.45×Iz (2) 

ここに， IB:回路の設計電流 
Iz:電線の連続許容電流 
In:保護器の定格電流 

備考 調整できる保護器の場合，定格電流 Inは選
定した設定電流に読み替える。 

I2:保護器が規約時間内に有効に動作することを保証
する電流 

 
保護器の各々の設置点における推定短絡電流を決定しなけ

ればならない。それは，計算又は測定のいずれでもよい。 

 

 

 2) 併用の条件 

   上記の検討結果から，過電流保護に関して，IEC 施設と JES 施設は無条件に併用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.5 図 変圧器単位で併用する場合の過電流保護 
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c. 過電圧保護  

  1) 両施設への相互影響 

   ① IEC 施設及び JES 施設の基準 

 ⅰ IEC 施設は JIS C 60364-4-44（第 3.3.6 表参照）に従って，過電圧保護がなされている。 

第 3.3.6 表  IEC 施設に対する過電圧に関する規定 

JIS C 60364-4-44 の規格内容 
課題等

当該規格 要求故障 

442.2.1 商用

周波過電圧の

大きさ及び継

続時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

442.2.2 商用

周波ストレス

電圧の大きさ

及び継続時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

露出導電性部分と大地との間の低圧設備内に発生する故障電圧 Uｆの大きさ及び継続時間は，故

障の継続時間中に関して，図 44.A2 の曲線から得られる Uｆの値を超えてはならない。 

 

 

高圧系統中の地絡故障による低圧設備内における機器の商用周波ストレス電圧 U（U１及び U２)

の大きさと継続時間は，表 44.A2 に示す要求事項を超えてはならない。 

表 44.A2－許容商用周波ストレス電圧 

高圧系統中の地絡故障 
の継続時間 

ｔ 

低圧設備内の機器における商用周波の許容ストレス電圧 

U 

＞5 s Uｏ＋250 V 

≦5 s Uｏ＋1 200 V 

中性線のない系統においては，Uｏは，線間電圧とする。 

注記 1 表の 1 行目は，長いしゃ断時間をもつ，高圧系統についてである。例えば，

中性点非接地及び共振接地の高圧系統。表の 2 行目は，短いしゃ断時間をも

つ，高圧系統についてである。例えば，低インピーダンス接地の高圧系統。

両行は，ともに一時的商用周波過電圧に関する低圧機器の絶縁のための設計

基準についてである，JIS C 60664-1 参照。 

注記 2 中性線が，変電所の接地設備に接続している系統では，機器が建築物の外に

あるとき，接地したエンクロージャ内に収納していない場合は，このような

一時的商用周波過電圧が絶縁に加わることも予期すべきである。 
 

 

 

故障電圧継続時間 

故
障
電
圧
（
Ｖ
）

継続時間（mｓ）  
図 44.A2 高圧系統の地絡電流による許容故障電圧 
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ⅱ JES 施設は，高圧又は特別高圧と低圧とが混触したときは，低圧電路の対地電圧の上昇を抑

制する。また，高圧又は特別高圧電路に地絡を生じたときは，自動的に電路を遮断すること

が規定されている。 

    ⅲ JES 施設と IEC 施設との故障条件と判断基準の相違を第 3.3.7 表に示す。 

第 3.3.7 表 JES 施設と IEC 施設との故障条件と判断基準の相違 

 故障条件 判断基準 

JES 施設 高圧又は特別高圧と低圧との

混触 

ストレス電圧（U2）について規定 

150Ｖ以下 

300Ｖ以下（2 秒以内に遮断） 

600Ｖ以下（1 秒以内に遮断） 

高圧又は特別高圧系統の地絡

故障 

具体的な地絡遮断装置の施設につい

て規定 

（具体的な数値規定はなし） 

IEC 施設 高圧又は特別高圧系統の地絡

故障 

U1, U2, Ufについて規定 

U1, 及び U2： 

  250Ｖ以下 

  1200Ｖ以下（5 秒以内に遮断） 

Uf：第 3.3.6 表の図 44A2 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.6 図 高圧又は特別高圧系統地絡故障時のストレス電圧及び故障電圧発生図 

 

 ② 高圧系統の地絡故障等に対する低圧設備の保護 

 ⅰ 異常電圧発生のメカニズム 

IEC 施設の TN 系統の高圧側で地絡故障が発生した場合，系統接地の接地抵抗値とそこに流

れる地絡電流の値に応じ，低圧側に第 3.3.7 図のような故障電圧が現れる。両施設の系統接地

相互間に電気的に干渉がある JES 施設の接地設備を介して JES 施設の低圧機器にも故障電圧

（Uｆ）が起こり得る（第 3.3.8 図参照）。 

 

 

高圧側 低圧側

変圧器

L1

L2

N

PE

低圧機器

高圧系統で地絡

Iｍ

U１ U２

Uf

R

L3

高低圧混触

RＢ

高圧又は特別高圧と低圧との混触 

高圧又は特別高圧

系統で地絡 
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注  Uｏ：TN 及び TT 系統では交流公称対地電圧の実効値，IT 系統では線導体と中性線又は適

用によっては中間線との間の交流公称電圧 

第 3.3.7 図 TN 系統の高圧側で地絡故障が発生した場合の低圧側のストレス電圧及び故障電圧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.8 図 IEC 施設の高圧側一線地絡電流による JES 施設への干渉電圧側 
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     ⅱ 発生する異常電圧 

      JES 施設の変圧器において，高低圧混触又は高圧側地絡が生じた場合に発生する異常電圧とし

ては U1, U2及び Ufがある（第 3.3.9 図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.9 図 JES 施設の変圧器において，高低圧混触又は高圧側地絡が生じた場合に発生する

異常電圧 

 

 U1，U2及び Ufは，両変圧器の A 種接地及び B 種接地を共用するか個別とするかにより，両

変圧器の系統接地の干渉の程度により異なるが， 大は第 3.3.8 表となる。 

      U１, U２の制限電圧は IEC 規格と電技解釈とでは異なる値となっている。その基準は，第 3.3.10

図の通りである。 

注 U1：故障の継続時間中に変電所の低圧側の線導体と高圧側の露出導電性部分との間に発

生する商用周波ストレス電圧 

U2：故障の継続時間中に低圧設備の線導体と低圧機器の露出導電性部分との間に発生す

る商用周波ストレス電圧 
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第 3.3.8 表 高圧系統地絡故障時のストレス電圧及び故障電圧 

故障の種類 
JES 施設の 

変圧器の接地 
IEC 施設の 

変圧器の接地 
U１ U２ Uｆ 

高低圧混触 A 種と B 種は別 A 種と B 種は別 Ｒ×Iｍ+UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

A 種と B 種を連結 UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

A 種と B 種を連結 A 種と B 種は別 Ｒ×Iｍ+UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

A 種と B 種を連結 UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

高圧側で地絡故障 A 種と B 種は別 A 種と B 種は別 Ｒ×Iｍ+UＯ UＯ 0 

A 種と B 種を連結 UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

A 種と B 種を連結 A 種と B 種は別 Ｒ×Iｍ+UＯ UＯ 0 

A 種と B 種を連結 UＯ UＯ Ｒ×Iｍ 

 

    ⅲ U１及び U２のストレス電圧発生に関して 

IEC 施設での高圧系統の地絡故障時において，IEC 施設の低圧系統には変圧器の A 種接地と B

種接地を別々にした場合は U１にはＲ×Im+UO が発生し U2 にはこれが発生せず，A 種接地と B

種接地を連結した場合は U1及び U2は共に UO である（第 3.3.8 表参照）。 

U1及び U2に対する JES 施設及び IEC 施設の基準値（いき値）を第 3.3.10 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.10 図 IEC 施設と JES 施設の高圧側地絡故障における過電圧のいき値 

 

このことは， IEC 施設の B 種接地（系統接地）は JES 施設の B 種接地と同じ基準で施設し

てあれば両施設の基準値を満足することとなる。 

 

    ⅳ Ufの発生に関して 

      TN 系統の IEC 施設においては，高低圧混触によるストレス電圧は U2 には発生しないが，第

3.3.8 表のような故障電圧 Ufが発生する。この故障電圧については，IEC 60364-4-44（箇条 442）

で第 3.3.11 図の許容故障電圧の曲線を超えてはならないと規定している。 

      これに対して JES 施設の B 種接地工事の規定による高低圧混触時の過電圧許容値は，第 3.3.11

図に示すように一部の故障継続時間に対してだけ IEC の許容値を上回ることになる。 

このような状況において，JES 施設変圧器で高低圧混触が発生した場合，JES 施設の低圧電路

300

600

1 200

過

電

圧

（Ｖ）

1 2 3 4 5

時間（ｓ）

150

250

JES 施設による

過電圧のいき値

IEC施設による

過電圧のいき値
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の対地電圧が上昇する。このとき JES 施設の接地設備と IEC 施設の系統接地に干渉がある場

合は，IEC 施設の露出導電性部分に故障電圧が発生する。 

この故障電圧の値を IEC 規格で規定する許容故障電圧まで下げるためには，IEC 施設の低圧機

器の露出導電性部分に 50V 以上の対地電圧が発生しないようにするか又は JES 施設変圧器の

高圧電路を混触事故後 0.16 秒以内に遮断する必要がある。しかし，高圧系統の地絡遮断時間

を約 0.16 秒以内にすることは，現段階では地絡継電器の動作に 0.3 秒，遮断器の動作時間に

0.1 秒～0.3 秒を要するので，この条件を課することは現実的でない。 

 

 
 

第 3.3.11 図 IEC 施設の高圧系統地絡故障時の故障電圧と JES 施設の過電圧制限との関係 

｛IEC 60364-4-44 の図 44.A2（高圧系統の地絡故障による許容故障電圧）を引用｝ 

 

2) 併用の条件 

   ① IEC 施設の変圧器の系統接地を電技解釈第 17 条第 2 項により施設すること。 

② JES 施設側において，高低圧混触の場合に IEC 施設の低圧機器の露出導電性部分に 50V 以上の

対地電圧が発生しないようにするか又は JES 施設変圧器の高圧電路において高低圧混触後 0.16

秒以内に電路を遮断すること。 

  なお，本モデルにおいては，高圧－低圧の変圧器の場合について検討したが，上記条件では特

別高圧－低圧の変圧器の場合についても同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

←IEC 施設の高圧系統の地絡故障による許容故障電圧 

故
障
電
圧
（
Ｖ
）

 

継続時間（ｍｓ） 

←JES 施設の過電圧制限 
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（3）設計・施工面からの検討 

選定モデル（1）について JES 施設と IEC 施設を併用する場合の実施面から見た問題点について検

討する。 

a. 付加条件等の確保の可能性 

1) 等電位ボンディング施工の可能性 

① 第 3.3.12 図に等電位ボンディングの構成例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号の説明  1：保護導体(PE)            B：主接地端子 

2：主等電位ボンディング用導体    M：電気器具の露出導電性部分 

3：接地線             C：鉄骨，金属ダクト等の系統外導電性部分 

4：補助等電位ボンディング用導体   P：金属製水道管，金属製ガス管等の系統外導電性部分 

10：その他機器（例：通信設備等）   T：接地極 

第 3.3.12 図 等電位ボンディングの構成例 

①  等電位ボンディング施工に係わる感電保護上の懸念事項の検証 

   ⅰ 第 3.3.12 図の等電位ボンディングの構成例において，記号 P（金属製水道管，金属製ガス管等）

と記号 C（鉄骨，金属ダクト等）の系統外導電性部分は，JES 施設の施工範囲にもまたがって

おり，JES 施設が施されている二重天井内，二重床内又は軽鉄間仕切り内では，JES 施設の電

気器具又は配線設備の絶縁不良による地絡故障が発生し，その地絡電流が系統外導電性部分（P

や C）を介して大地へ流れる場合がある。 

 

ⅱ その結果，実際的には第 3.3.12 図に示すように IEC 接地極の干渉の程度に係わらず IEC 施設の

主接地端子の対地電位は上昇する。 
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     このことは，電気的には併用検討メニューの「a. JES 施設と IEC 施設の接地設備を共用する

場合（モデル番号 A-1）」と併用できる条件が同じになる。 

     したがって，本モデルの併用条件としては，モデル番号 A-1 と同様な｢中性点非接地式高圧電

路から受電している場合において，共用する接地設備の接地抵抗が 2Ω以下であること。｣が必要

になる。  

②  併用のための条件 

上記の条件も踏まえて，本モデルの併用条件を満足させるためには，例えば，JES 施設の接地

端子盤において B 種接地と C，D 種接地とを連結して故障電流が大地を経由しないようにする

などの措置が必要となる。 
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（4）維持・管理面からの検討 

併用した施設の維持・管理面からの検討 

   例えば，次のような問題点について検討する。 

a. 同一使用場所での別電源の利用における問題点 

本併用検討メニューでは，この点に関する問題は発生し難いので，検討を省く。 

 

b. 施設の表示 

IEC 施設を併用した電気使用区域において，次のような表示の方法を考慮する。 

1) IEC 分電盤での表示 

IEC 分電盤での表示として次のような例を示す（IEC 60364-6 附属書 F 参照）。 

電源の特性及び接地設備                 該当するものに，チェック及び詳細記入 

接地設備 充電用導体の数及び種類 電源の特質 引込み用保護 

器の特性 供給者(の設備) 

需要家の接地極 

□ 

□ 

系統の種類  

交流 

単相２線式(LN) 

単相３線式(LLM) 

二相３線式(LLN) 

三相３線式(LLL) 

三相４線式(LLLN) 

 

□

□

□

□

□

□

 

直流 

2 極 

3 極 

その他

その他

その他

 

□

□

□

□

□

□ 

 

公称電圧, U /Uｏ
a)     V 

公称周波数, ｆa)      Hz 

大推定短絡電流, 

 Iｃｃ
b)           kA 

接地ループインピーダンス, 

Ze
b)            Ω 

注 a） 質問による 

b） 質問，測定又は計算による 

 

種類：      

 

公称定格電流 

       A 

 

使用する場合， 

RCD の感度 

      mA 

TN-C 

TN-C-S 

TN-S 

TT 

IT 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

代替電源（詳細一覧表を

添付） 

□  

 

2）IEC 規格製品での表示 

     ① 電気用品安全法によるもの 

     ② 製造業者規格によるもの 
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4.2 選定モデル（2）の場合 

（1）選定モデルの条件等 

 a. 選定モデル（2）の概要 

1) 変圧器の 2 次側で併用（IEC 施設は TN 系統） 

2) IEC 施設の接地は，JES 施設の B 種接地を共用する 

3) モデル番号：B-1 

b. 電気設備の概要 

併用する電気設備概要を以下に示す。 

1) JES 施設 

① 電源：変圧器  1φ3W 6,600／210－105Ｖ 

               3φ3W 6,600／210Ｖ 

3φ4W 6,600／400-230Ｖ 

② 幹線設備：単相 3 線式 210/105Ｖ，三相 3 線式 210Ｖ，三相 4 線式 400/230Ｖ 

③ 分岐回路：単相 3 線式：電灯・コンセント及び単相 100Ｖ負荷 

三相 3 線式：一般動力，及び空調，衛生動力 

三相 4 線式：空調，衛生動力 

   ④ 低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯，白熱灯その他） 

      ⅱ コンセント設備 

      ⅲ その他 100Ｖ負荷 

      Ⅳ 空調動力，衛生動力，その他三相負荷 

⑤ 使用機器・材料 

ⅰ  電線 

600ＶCV ケーブル，600Ｖビニル絶縁電線，VVF ケーブル 

ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置－第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮

断器及びその他の遮断器）」の「附属書 2」 

2) IEC 施設 

JES 施設に，三相 4 線式 6,600／400-230Ｖの変圧器がある場合，その 2 次側を併用するものである 

① 幹線設備：三相 4 線式 400／230Ｖ 

② 分岐回路：三相 3 線式 400Ｖ 

        単相 2 線式 230Ｖ 

③ 低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯） 

      ⅱ 天井付き空調器 

      ⅲ 床面取付けコンセント 

④ 使用機器・材料 

ⅰ 電線 

        架橋ポリエチレン絶縁ケーブル（XLPE 90℃），ビニル絶縁電線（PVC 70℃） 

ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 
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JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置－第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮

断器及びその他の遮断器）」の「附属書 1」 

 

c. 選定モデル（2）のイメージ図及び単線結線図 

1) イメージ図を第 3.3.13 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      注：斜線部分は，IEC 施設を示す。 

第 3.3.13 図 選定モデル（2）のイメージ図 
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GL
1階

2階

3階

JES分電盤

JES分電盤

JES分電盤

JES幹線 TN系統のIEC幹線

間仕切り

IEC施設

高圧引込

JES施設

JES施設

IEC施設

M M

天井付き空調機

EE E

天井照明（蛍光灯）

床面取付けコンセントボックス

IEC施設のPE

JES分電盤

IEC分電盤

IEC分電盤

間仕切り

JES 施設

JES接地端子盤 IEC主接地端子

EBに接続

軽鉄下地天井

PE

PE

JES幹線
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（2）技術面からの検討 

選定モデル（2）について技術面からの検討を行う。 

併用検討メニューが変圧器 2 次側で併用する場合（IEC が TN 系統），IEC 施設の系統接地を JES

施設の B 種接地と共用し，PE を B 種接地に接続する。 

Ｂ種接地の接地線は JES 施設の基準で布設されているが，このケースでは IEC 施設との共用とな

るので，双方の基準に適合することが必要である。 

JES 施設として，三相 4 線式 6,600／400-230Ｖの変圧器がある場合，その 2 次側を併用。 

三相 3 線式 210Ｖ[動力]，単相 3 線式 105Ｖ／210Ｖ[電灯・コンセント]の変圧器しかない場合，電

気方式と電圧変換を行うことが必要となる。 

 

a．感電保護 

1) 両施設への相互影響 

① JES 施設の低圧側に地絡故障が発生した場合 

IEC施設の系統接地を JES施設のＢ種接地と共用しているので，Ｂ種接地の対地電位上昇が IEC

施設の外箱の電位上昇となる。この電位上昇値はＲB，ＲDにより決まる。 

漏電遮断器が設置されていない JES 施設において地絡故障が発生した場合，上記の電位上昇値

は RＤと故障電流の積となる。この値が 50 Ｖ以下となるようにする必要がある。（第 3.3.14 図

参照） 

② IEC 施設の低圧機器に地絡故障が発生した場合 

地絡電流は第 3.3.15 図に示すように PE を通して流れるので，JES 施設の電位上昇及び接地設

備への影響はない。 

 

2) 併用の条件 

漏電遮断器が施設されていない JES施設で地絡故障が発生した場合に IEC 施設の系統接地の接

地点の対地電圧が 50V 以下であることが必要である。 
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第 3.3.14 図 変圧器低圧側の一部をIEC施設とし，IEC施設の系統接地をJES施設のB種接地と共用した場合 

（JES施設における地絡時の故障電流経路） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧
低圧

IEC 施設の主接地端子

A種 B種 C,D種

D 種接地極に故障

電流が流れた場合

の故障電位傾度

JES変圧器 JES変圧器

JES 施設で施工 JES 施設で施工

EBに接続

PE PE

IEC 施設で施工

JES 接地端子盤

B－ D種間電位差

B種接地電位上昇

B種接地

対地電位上昇

干渉電圧

EB＋ED 

EB 
×対地電圧 EB＋ED 

EC/D 
×対地電圧 
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第 3.3.15 図 変圧器低圧側の一部をIEC施設とした場合のIEC施設における地絡時の故障電流経路 

 

b．過電流保護 

   選定モデル(1)の 4.1（2）b. に同じ。 

 

c．過電圧保護 

1) 両施設への相互影響 

 ① IEC 施設及び JES 施設の基準 

    選定モデル(1)の 4.1（2）c. ①に同じ。 

    

② 高圧系統の地絡故障に対する低圧設備の保護 

ⅰ 発生する異常電圧 

高圧側の地絡故障等により発生する異常電圧としてはU1，U2及びUfがある。（第3.3.16図参照）。 

ここで，U1は変電所の低圧機器のストレス電圧，U2は需要場所の低圧機器のストレス電圧，

Ufは低圧系統の露出導電性部分と大地間の故障電圧である。 

   これら故障電圧は，A 種接地と系統接地（B 種接地）を別にするか連結するかによって異なる。

第 3.3.9 表に高圧側故障時の故障電圧を示す。 

第 3.3.9 表 事象ごとのストレス電圧と故障電圧 

事象 変圧器の接地 U1 U2 Uf 

高低圧混触 A 種と B 種は別 RB×Iｍ＋Uｏ Uｏ RB×Im 

A種とB種を連結 Uｏ Uｏ RB×Im 

高圧地絡 A 種と B 種は別 RB×Im＋Uｏ Uｏ 0 

A種とB種を連結 Uｏ Uｏ RB×Im 

 

 

TN 系統のIEC 施設

地絡故障

Iｇ 低圧機器 

E B 

JES 変圧器

TN系統のIEC 施設の幹
金属管，ケーブルラック

Iｇ 

PE 

IEC 分電盤 

P

Iｇ 

低圧機器JES 分電盤

E Ｃ,B 

JES 施設の幹線
金属管，ケーブルラック

JES 施設のＢ種接地に接続

JES 施設のC,D種接地

JES 施設

P P
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第 3.3.16 図 高圧系統地絡故障時・高低圧混触時のストレス電圧及び故障電圧 

 

   ⅱ 高圧側で地絡故障が発生した場合 

     JES 施設の低圧機器は，高圧 A 種接地とは独立した D 種接地が施されているため，高圧側で地

絡故障が発生した場合の JES 施設の低圧機器への電位上昇の影響はない。 

     一方，IEC 施設については以下の通り（第 3.3.9 表参照）。 

     ①U1について 

      A 種と B 種が別の場合は，高圧機器（JES 施設）の電位上昇は，A 種接地抵抗 RA，高圧側地

絡電流 Imなので RA×Imの電位上昇がある。従って U1＝RA×Im＋UOであり，IEC 側低圧機器の

過電圧のいき値は JES 施設より高いので問題ない。 

      また，A 種と B 種が連結の場合は，UOに等しい。 

     ②U2について 

A 種と B 種が別の場合は，IEC 施設の接地は JES 施設の B 種接地と共用し，高圧側地絡故障

による B 種接地電位上昇はなく U2＝UOであり，IEC 施設の低圧機器の電位上昇はなく問題な

い。 

また，A 種と B 種が連結の場合は，UOに等しい。 

     ③Ufについて 

A 種と B 種が別の場合は，IEC 施設の低圧機器は B 種接地に接続され，B 種接地の電位上昇

はなく Uf＝0 であり，人体への危険はない。 

また，A 種と B 種が連結の場合は，RAB×Imの故障電圧が発生する。 

ⅲ 変圧器で高低圧混触が発生した場合 

  JES 施設については，電技解釈に基づき施設されているので問題はない。 

  一方，IEC 施設については以下の通り。 

① U1について 

上記の U1の場合と同じ。 

② U2について 

上記の U2の場合と同じ。 

 

高圧側
低圧側

変圧器

L1

L2

N

IEC低圧機器

高圧系統で地絡

Iｍ

U１
U２

Uf

RＡ

L3

RＢ

EＡ EＢ

PE

高低圧混触
IEC施設の幹線
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     ③ Ufについて 

   選定モデル(1) の 4.1 (2) c. 1) ② ⅳに同じ。 

 

2) 併用の条件 

   選定モデル(1) の 4.1 (2) c. 2) ② ⅳに同じ。 

 

（3）設計・施工面からの検討 

選定モデル(1) の 4.1 (3) に同じ。 

 

（4）維持・管理面からの検討 

選定モデル(1) の 4.1 (4) に同じ。 
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4.3 選定モデル（3）の場合 

（1）選定モデルの条件等 

a．選定モデル（3）の概要 

1）変圧器及び配電盤は JES 施設 

2）TT 系統の JES 施設幹線を併用し IEC 施設の分電盤および TT 系統の JES 施設分電盤に分岐 

3）IEC 施設内に TT 系統の JES 施設分電盤を設置 

        4）JES 施設の接地設備を併用 

    5）モデル番号：C-1 

 

b．電気設備の概要 

併用する電気設備概要を以下に示す。 

1) JES 施設 

     ①電源：変圧器  1φ3W 6,600／210-105V 

3φ4W 6,600／400／230Ｖ 

②幹線設備：単相 3 線式 200／100V 

三相 4 線式 400／230Ｖ 

③分岐回路：単相 3 線式，電灯・コンセント及び単相 100V 負荷 

          三相 4 線式，空調・衛生動力 

④低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯，白熱灯その他） 

      ⅱ コンセント設備（クラス０機器またはクラス０Ⅰ機器） 

ⅲ その他 100V 負荷 

      ⅳ 空調・衛生動力他三相負荷 

      ⑤使用機器・材料 

      ⅰ 電線 

        600ＶＣＶケーブル, 600Ｖビニル絶縁電線，ＶＶＦケーブル 

      ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

        JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置―第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮断

器及びその他の遮断器）」の「附属書２」 

2) IEC 施設 

 ①電源：JES 施設使用 

 ②幹線設備：三相 4 線式 400／230Ｖ 

②分岐回路：三相 44 線式，電灯・コンセント及び空調・衛生動力 

③低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯） 

      ⅱ 天井付き空調器 

      ⅲ 床面取付けコンセントボックス（クラスⅠ機器） 

      ④使用機器・材料 

      ⅰ 電線 

        架橋ポリエチレン絶縁ケーブル（XLPE 90℃），ビニル絶縁電線 (PYC 70℃) 
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      ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

        JIS C 8201-2-1（2004）「低圧開閉装置及び制御装置―第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮断

器及びその他の遮断器）」の「附属書１」 

 

c. 選定モデル（3）のイメージ 

1) イメージ図を第 3.3.17 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：斜線部分は，IEC 施設を示す。 

注 2：天井面（図中   の位置）で JES 施設と IEC 施設が区分されるような場合，容易に手を触

れることのない天井照明や天井付き空調機への電源供給は，JES 分電盤から行うことで問題

ない。 

第 3.3.17 図 モデル（3）のイメージ図 
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2) 単線結線図を第 3.3.18 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.18 図 選定モデル（3）の単線結線図 
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（2）技術面からの検討    

選定モデル（3）について技術面からの検討を行う。 

a. 感電保護 

1) 両施設への相互影響 

ⅰ IEC 施設の分岐回路において，地絡故障（地絡故障ⅱ）が発生した場合は，対地電圧の上昇

は発生しないので JES 施設の幹線及び分岐回路に影響を与えない（第 3.3.19 図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.19 図 PE を JES 施設の B 種接地に接続した TN 系統の IEC 施設で 

地絡故障が発生した場合の故障電流の経路 

 

ⅱ 解釈第 36 条第 3 項で規定する漏電遮断器が設置されていない JES 施設の幹線又は分岐回路

で地絡故障（地絡故障ⅰ）が発生した場合，地絡電流と B 種接地の接地抵抗とによって IEC

機器の露出導電性部分に生じる電位上昇が 50 Ｖ以下となる条件を付す必要がある。 

（第 3.3.20 図参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.20 図 JES 施設で地絡故障が発生した場合の故障電流の経路 
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2) 併用の条件 

ⅰ 漏電遮断器が設置されていない JES 施設の幹線又は分岐回路で地絡故障が発生した場合，B

種接地での電位上昇が 50 Ｖ以下となる条件を付す必要がある。 

ⅱ  JES 施設と IEC 施設の等電位ボンディングを敷設するか，接地端子盤内の接地極を連接して，

IEC 施設の地絡事故による事故電圧発生を抑制できる。 

 

b. 過電流保護 

  1) 両施設への相互影響 

ⅰ 第 3.3.21 図のように幹線で故障が生じた場合，いずれの場合においても，過電流保護は成立して

いる。 

 ⅱ 分岐回路において故障が生じた場合，分岐回路用の配線用遮断器の間では過電流保護は成立して

いる。ただし，IEC 施設に用いる配線用遮断器（附属書 1）と JES 施設に用いる配線用遮断器（附

属書 2）との間には，動作特性上に差異があることから，分岐回路と幹線の配線用遮断器の両方

が動作または，幹線保護器だけが動作するケースが生じる場合がある。その場合は，故障回路以

外の分岐回路も停電が生じることになる。 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.21 図 JES 施設の遮断器と IEC 施設の遮断器の併用による短絡保護と保護協調 

 

2) 併用の条件 

 上記の検討結果から，過電流保護に関しては，問題なく併用することができる。 

 ただし，IEC 施設の分岐回路において故障が発生した場合，当該分岐回路だけでなく，上位幹線の

保護器が先に，又は同時に動作してしまう場合も考えられる。 
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c. 過電圧保護  

    選定モデル（2）の 4.2（2）c. に同じ。 

 

（3）設計・施工面からの検討  

併用した施設の設計・施工面からの検討 

選定モデル(3)について，JES 施設と IEC 施設を併用する場合の条件は，選定モデル(1)の a. 1) ③と

同様であり，JES 施設の接地端子盤において B 種接地と C，D 種接地とを連結して故障電流が大地を

経由しないようにするなどの措置が必要となる。 

 

（4） 維持・管理面からの検討  

   同一の室において，IEC 施設及び JES 施設がある場合， 

   例えば，IEC 施設のコンセント（３Ｐ：クラスⅠ機器）に JES 施設のプラグ（２Ｐ：クラス 0 機器 

又はクラス０Ⅰ機器）を差し込んだ場合，PE で保護することが不可能となるなどの課題もあることか

ら，JES 施設で施工されている部分と IEC 施設で施工されている部分とは建物的に区分しておく必要

がある。したがって，本モデルにおいて，間仕切り部分は，可動間仕切りのように移動可能な仕切り

は除外する必要がある。  
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4.4 選定モデル（4）の場合 

（1）選定モデルの条件等 

 a. 選定モデル（4）の概要 

1）変圧器及び配電盤は JES 施設 

2）TN 系統の IEC 施設幹線を併用し IEC 施設の分電盤及び TT 系統の JES 施設分電盤に分岐 

3）IEC 施設内に TT 系統の JES 施設分電盤を設置 

4）JES 施設の接地設備を併用 

5）モデル番号：C-7 

 

b. 電気設備の概要 

併用する電気設備概要を以下に示す。 

1）JES 施設 

    ①電源：変圧器 1φ3W 6,600／210-105V 

3φ4W 6,600／230-400V  

    ②幹線設備：単相 3 線式 200／100V 

          三相 4 線式 230／400V 

    ③分岐回路：単相 3 線式，電灯・コンセント及び単相 100V 負荷 

          三相 4 線式，空調・衛生動力 

④低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯，白熱灯他） 

      ⅱ コンセント設備他 100V 負荷（クラス 0 機器又はクラス 0Ⅰ機器） 

      ⅲ 空調・衛生動力他三相負荷 

     ⑤使用機器・材料 

      ⅰ 電線 

        600V CV ケーブル,600V ビニル絶縁電線，VVF ケーブル 

      ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 

        JIS C 8201-2-1(2004)「低圧開閉装置及び制御装置-第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮断器

及びその他の遮断器）」附属書 1 

    2）IEC 施設 

     ①電源：JES 施設使用 

     ②幹線設備：3 相 4 線式 230／400V 

     ③分岐回路：三相 4 線式，電灯・コンセント及び空調・衛生動力 

     ④低圧負荷概要 

      ⅰ 天井照明（蛍光灯，白熱灯他） 

      ⅱ 天井付空調機 

      ⅲ 床面取付コンセントボックス（Class1） 

     ⑤使用機器・材料 

      ⅰ 電線 

        架橋ポリエチレン絶縁ケーブル（XLPE 90℃），ビニル絶縁電線（PVC 70℃） 

      ⅱ 配線用遮断器及び漏電遮断器 
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        JIS C 8201-2-1(2004)「低圧開閉装置及び制御装置-第 2-1 部：回路遮断器（配線用遮断器

及びその他の遮断器）」附属書 1 

 

c. 選定モデル（4）のイメージ図及び単線結線図 

1) イメージ図を第 3.3.22 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1：斜線部分は，IEC 施設を示す。 

注 2：天井面（図中   の位置）で JES 施設と IEC 施設が区分されるような場合，容易に手を触

れることのない天井照明や天井付き空調機への電源供給は，JES 分電盤から行うことで問題

ない。 

第 3.3.22 図 モデル（4）のイメージ図 
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2) 単線結線図を第 3.3.23 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.23 図 選定モデル（4）の単線結線図 
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（2）技術面からの検討 

   選定モデル（4）について技術面からの検討を行う。 

ａ．感電保護 

1) 両施設への相互影響 

ⅰ TN 系統の IEC 施設の幹線及び分岐回路において地絡故障ⅰが発生した場合は，対地電位の

上昇は発生しないので JES 施設の分岐回路に影響を与えない。（第 3.3.24 図参照） 

ⅱ 解釈第 36 条第 3 項で規定する漏電遮断器が設置されていない JES 施設の幹線及び分岐回路

で地絡故障ⅱが発生した場合は，地絡電流と B 種接地の接地抵抗とによって IEC 施設の露出

導電性部分に生じる電位が 50Ｖ以下となる条件を付す必要がある。（第 3.3.25 図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.24 図 PE を JES 施設の B 種接地に接続した TN 系統の IEC 施設で 

地絡故障が発生した場合の故障電流の経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.25 図 JES 施設で地絡故障が発生した場合の故障電流の経路 
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2) 併用の条件 

ⅰ 漏電遮断器が設置されていない JES 施設の分岐回路で地絡故障が発生した場合は， B 種接地

での電位上昇を 50Ｖ以下とする条件を付す必要がある。 

ⅱ 接地端子盤内の接地極を連接して，JES 施設の地絡事故による事故電圧発生を抑制すること

ができる。 

 

b. 過電流保護 

   検討モデル（3）の 4.3（2）b. に同じ。 

     

c. 過電圧保護  

   検討モデル（2）の 4.2（2）c. に同じ。 

    

（3） 設計・施工面からの検討  

   検討モデル（3）の 4.3（3）に同じ。 

（4） 維持・管理面からの検討 

   検討モデル（3）の 4.3（4）に同じ。 
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4.5 太陽光発電システムの併用検討 

ここでは，既存の JES 施設に太陽光発電設備（IEC 施設）を増設した場合の課題について検討を行う。 

（1）検討モデルの条件等 

検討モデルのイメージ図を以下に示す。本モデルでは，太陽電池ストリングの開放電圧を 450V 以下

とした場合を取り扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.26 図 太陽光発電システムのイメージ図 
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検討モデルの結線図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3.3.27 図 太陽光発電システム検討モデルの結線図 
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4.5.1 検討のまとめ 

IEC 施設の要件を 5.5.2 以降のように検討した結果，第 3.3.10 表のようにまとめることができる。 

 

第 3.3.10 表 PV システム（IEC 施設）要件検討表 

検討項目 IEC 要件内容 併用可否 

配電系統 

の種類 

接地系統の種類 

（712.312.2） 

パワーコンディショナ（PCS）内に絶縁変圧器を有す

る場合，直流導体の 1 本を接地可 

可 

感電保護 特別低電圧に 

よる保護 

（712.411.1） 

直流 120V 以下 検討対象外

電源の自動遮断 

（712.413.1） 

a. PCS 内に絶縁変

圧器無し 

B タイプ漏電遮断器（直流も感

知する）を設置 

可 

b. PCS 内に絶縁変

圧器有り 

漏電遮断器省略可 可 

過負荷 

保護 

直流部分での 

過負荷保護 

（712.433） 

ケーブルの連続許容電流が規定値以上であれば，過負

荷保護省略可 

可 

短絡保護 短絡保護 

（712.434） 

交流部分の太陽電池電源ケーブルは，短絡／過電流保

護器により保護 

可 

断路及び 

開閉 

断路 

（712.536.2） 

インバータ保守のため，直流部分および交流部分を断

路する手段を講じる 

可 

商用電源系統と並列運転する

太陽電池設備の断路について 

JIS C 60364-5-55 の 551.7「発電機を商用配電系統を含

むその他の電源と並列運転する設備に対する追加要

求事項」の内容を検討 

可 
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4.5.2 検討内容詳細 

①配電系統の種類 

 

712.312.2 接地系統の種類 

 交流部分と直流部分との間に少なくとも単純分離（※）が施されている場合は，直流部分の充電

用導体の 1 本を接地してもよい。 

 

太陽光発電設備の直流部分の接地に関わる規定は，電技解釈には存在しないが，「JIS C 8981:2006 住宅

用太陽光発電システム電気系安全設計標準」の「5.5.1 太陽電池アレイの電路の接地」には，「太陽電池ア

レイの電路は，地絡事故が短絡事故に至るおそれがあるため接地しない。ただし，回路構成上必要な場

合で，適切な保護が施されている場合は，この限りでない。」と規定されている。 

このため直流電路は通常非接地とされることが多いが，直流電路の絶縁劣化検出や PID 現象（電流漏

れによる出力低下）の防止などを目的として正極接地あるいは負極接地されるケースが国内でも増加傾

向にある。直流電路の接地を行う場合は，パワーコンディショナ内交流電路に絶縁変圧器を設置し系統

部分への影響を防止するほか，直流電路劣化の検出しパワーコンディショナを系統から解列させるなど

の対策が採られている。 

上記 712.312.2 についても，太陽光発電設備が系統部分と単純分離されており，また同 7-712 部の他条

項において規定されている過電流保護が適切になされている場合，電路を接地しても系統部分への影響

はないと考えられる。 

（※）「単純分離」の IEC における定義は「基礎絶縁の手段による，回路間又は回路と大地との間の分

離」とされており，太陽光発電設備においては，パワーコンディショナ内交流電路に絶縁変圧器を有し，

太陽光発電設備と系統部分が絶縁されている状態を指す。 
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②感電保護 

ア）特別低電圧による保護 

IEC では，PV に対しての SELV，PELV といった特別低電圧による保護を適用可能としている。 

しかしながら，今回の検討モデルでは系統への連係を条件としており，既存の系統の電源電圧よりも低

い電圧の PV を施設するケースは少ないと考えられることから，検討の対象外とした。 

 

イ）電源の自動遮断 

 

712.413.1.1.1.2 電気設備が，交流部分と直流部分との間に単純分離すらもたない太陽光発電システ

ムを含んでいる場合，電源の自動遮断による故障保護を果たすために施設する漏電遮断器は，

IEC/TR60755 の追補 2 に従った B タイプでなければならない。 

構成上の太陽電池インバータが，電気設備へ直流故障電流を供給できない場合，IEC/TR60755 の追

補 2 に従った B タイプの漏電遮断器は必要ない。 

 

パワーコンディショナがトランスレス型の場合，直流電路の絶縁劣化により直流の漏れ電流が発生し，

系統側に流出する可能性がある。このため 712.413.1.1.1.2 では「漏電遮断器は直流電流を検知して動作す

る B タイプ（注）のものを使用する」と定められており，自動遮断による保護を行うこととなっている。

一方，パワーコンディショナがトランス内蔵型の場合，直流漏れ電流は電源側に流出せず，他への影響

はない。 

以上により，併用の問題はない。 

（注）「JIS C 8201-2-2 低圧開閉装置及び制御装置－第 2-2 部：漏電遮断器」においては B タイプの漏

電遮断器についての規定はなく，IEC/TR60755 の追補 2 に従った海外製造品を使用することとな

る。 

 

③過電流保護（過負荷保護・短絡保護） 

結論として，過電流保護に関しては併用による支障は発生しない。 

発電設備である太陽光発電設備は，短絡点への短絡電流供給源となる。 

このため，JIS C 60364-5-55「電気機器の選定及び施工−その他の機器」の 551.2.2 において「推定短絡

電流及び推定地絡電流は，その他の個別電源又は組合せ電源から独立して運転することができる個別電

源又は組合せ電源それぞれについて評価しなければならない。その設備及び商用配電系統へ接続する場

合の保護装置の短絡遮断容量とは，各電源の運転方法がいかなるものであっても，推定短絡電流及び推

定地絡電流以上でなければならない。」と規定されており，これを満足することを確認すれば，併用の問

題はない。 

なお，太陽光発電設備から供給される短絡電流の大きさは定格電流の 1.2 倍程度とされており，上記の

短絡保護協調を検討するうえで問題が発生するケースは，実際には少ないものと推測される。 

 

④過電圧保護 

選定モデル（3）の検討結果に準ずる。 
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⑤断路及び開閉 

 

712.536.2.1.1  太陽電池インバータの保守を可能にするために，直流部分及び交流部分から太陽電池

インバータを断路する手段を講じなければならない。 

注記  商用電源系統と並列運転する太陽電池設備の断路に関するこれ以上の要求事項は，JIS C 

60364-5-55 の 551.7 に示す。 

 

JIS C 60364-5-55 の 551.7「発電機を商用配電系統を含むその他の電源と並列運転する設備に対する追

加要求事項」の内容（第 3.3.11 表）を検討した結果，併用に対しての問題はないと判断した。 

 

第 3.3.11 表 JIS C 60364-5-55 の 551.7 概要および併用可否検討結果 

箇条番号   可否 

551.7.1 熱の影響および過電

流に対する保護 

全ての場合においてその有効性を維持する 可 

551.7.2 発電機の設置 発電機は，分岐回路保護器の電源側に接続 可 

551.7.3 商用配電系統および

他電源への影響 

力率，電圧変動，高調波，直流成分，不平衡，始動，

同期又は電圧フリッカ現象の面で，商用配電系統及び

その他の設備に対して有害な影響を及ぼさない 

可 

551.7.4 系統異常発生および

単独運転時の発電機

の保護 

系統電圧や系統周波数の異常時に，系統から発電機を

切り離す自動遮断装置を設ける 

可 

551.7.5 〃 系統電圧や系統周波数の異常時に，系統への発電機の

接続を防止する装置を設ける 

可 

551.7.6 〃 系統から発電機を切り離すことができる装置を設け

る 

可 

551.7.7 発電機を常用電源と

切り替えて電力供給

を行う場合の設備 

発電機を商用配電系統から切り替える電源としても

運転する場合，インタロックなどにより並列運転を防

止する，等 

可 
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5．併用の方向性 

 これまで検討を行ってきた併用として考えられる併用検討モデルについて，ニーズを評価するとともに，

特定の検討モデルについては，併用する場合の技術的要件の確認に加えて，施工，維持管理等の視点から

検討を行った。その結果を取りまとめるとともに併用の方向性について提案する。 

 

5.1 検討結果の考察 

（1）接地系統の種類の選定 

① IEC には TN, TT 及び IT 系統の接地系統がある。電源の自動遮断において接地系統の選定は重

要な事項である。 

② IT 系統は，我が国においては特殊な設備での使用に限定されている。 

③ TT 系統は，1 点だけを直接接地（系統接地）し，低圧機器の露出導電性部分は系統接地極とは電

気的に独立した接地極に接続する接地システムである。JES 施設の接地設備は TT 系統を原則とし

ている。 

④ IEC 施設の接地設備を TT 系統とした場合，JES 施設の接地極との相互影響の組合せが多数発生

し，運用上の管理が煩雑になる。 

⑤ 上記のことなどから，同一建物での併用に当たっては，IEC 施設は TN 系統を前提とした。 
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（2）併用モデルの選定 

   併用ニーズがあるもの（ニーズが大又は中）及び前項により，IEC 施設は TN 系統とすることを前

提として，多数の併用モデルの中から本検討における併用モデルを選定すると第 3.3.12 表のとおりと

なる。 

第 3.3.12 表 検討モデル選定の取りまとめ表 

併用検討メニュー 
モデル

番号 
技術面 ニーズ 選定モデル

変圧器単位

で併用 

(TN 系統の

IEC 施設) 

a. JES 施設と IEC 施設の接地設備を共

用する場合 
A-1 

△ 

(中性点非接地式

高圧電路で，接地

抵抗が 2Ω以下) 

大 

 

b. JES 施設と

IEC 施設の接地

設備を共用しな

い場合 

干渉あり 

A-2 

△ 

(JES 施設の B 種

接地以下の接地

抵抗) 

（1） 

干渉なし A-3 ○  

c.JES 施 設 が

EBS接地の場合

に，IEC 施設の

TN 系統を施設

する場合 

EBS の接地と共用 A-4 ○  

IEC 施設

の接地極

は単独 

干渉あり

A-5 

△ 

(IEC 施設の接地

極を EBS に連接) 
 

干渉なし A-6 ○  

変圧器の低

圧側で併用 

（1） 

JES 施設の低圧回路の一部に TN 系統

である IEC 施設を施設する場合 
B-1 

△ 

(地絡故障時のB種

接地極での電位上

昇が 50Ｖ以下) 

大 （2） 

（3） 

JES 施設が EBS 接地の場合に，IEC 施

設の TN 系統を施設する場合 

B-3 

○ 

大  

幹線と分岐

回路での併

用 

ケース F１ 幹線：JES 施設 

分岐： TN 系統の IEC

施設と JES施設
C-1 

△ 

(地絡故障時のB種

接地極での電位上

昇が 50Ｖ以下) 

大 （3） 

ケース F２ 幹線：JES 施設 

分岐： TN 系統の IEC

施設 
C-3 

△ 

(地絡故障時のB種

接地極での電位上

昇が 50Ｖ以下) 

大  

ケース F３ 幹線：TN 系統の IEC 施

   設 

分岐：JES 施設 
C-5 

△ 

(地絡故障時のB種

接地極での電位上

昇が 50Ｖ以下) 

中  

ケース F４ 幹線：TN 系統の IEC 施

 設 

分岐：TN 系統の IEC 施

設と JES 施設 

C-7 

△ 

(地絡故障時のB種

接地極での電位上

昇が 50Ｖ以下) 

中 （4） 
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5.2 併用モデルにおける併用条件のまとめ 

第 3.3.12 表に示す併用モデルのモデル検討結果も踏まえた，検討条件のまとめを第 3.3.13 表に示す。 

 

5.3 併用条件の方向性 

   前項で考察した結果から同一建物内における併用条件の方向性を次に示す。 

（1）IEC 施設の接地系統 

IEC 施設の接地系統は TN 系統とする。 

（2） IEC 施設の系統接地 

IEC 施設に供給する変圧器において，高圧又は特別高圧と低圧の混触時に低圧系統の充電部と露

出導電性部分間に生じるストレス電圧の制限値が IEC 規格のほうが大きい値となる。その結果現在

我が国で使用されている機器の耐圧レベル以上となる。このことにより生じる問題として，IEC 施

設の系統接地を B 種接地に合わせる必要がある。このことから，IEC 施設の接地系統は，JES 施設

に施す B 種接地の基準を適用する。 

（3）高圧又は特別高圧系統地絡故障時の遮断時間 

変圧器内での高圧又は特別高圧と低圧の混触又は，高圧又は特別高圧系統の地絡故障時の場合，

IEC 施設の低圧機器の露出導電性部分に故障電圧 Uｆが発生する。この値を JES 施設の低圧機器の

耐圧許容値まで下げるための対策として，次のいずれかが必要となる。 

① 高圧又は特別高圧側遮断器の遮断時間を 0.16 秒以内に制限する。 

② IEC 施設において，同時に触れることのできる金属製部分間の電位差が 50V 以下になるよう

に等電位ボンディングを施す。 

（4）感電保護用の漏電遮断器を設置しない回路の対応 

感電保護用の漏電遮断器が設置されていない JES施設の回路に地絡故障が発生した場合の IEC 施

設の系統接地の対地電位上昇を 50Ｖ以下に抑制する必要がある。なお，JES 施設の B 種接地と C，

D 接地を連接することも対策として考えられる。 

（5）モデルＣでの併用条件 

    モデルＣにおいては上記に加え，次の条件が必要となる。 

同一室内では，3 極コンセント（クラスⅠ機器）と 2 極プラグ（クラス 0 機器）との混用が発生

するなどのことから，同一室内での異種電源の併用はできない。 
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6．電気設備技術基準解釈 改正(案)について  

6.1 電技解釈改正(案) 

電技解釈第 218 条第 2 項を次のように改正する。 

 

2 同一の電気使用場所においては，前項の規定による施設（「IEC 施設」という。以下同じ。）と第 3

条から第 217 条までの規定による施設（「JES 施設」という。以下同じ。）とは，併用して低圧の電

気設備を施設しないこと。ただし，JES 施設と変圧器の二次側に施す系統接地線と低圧機械器具の

外箱等に施す接地線が連結されている IEC 施設とが明確に区分できるように施設し，かつ，次の各

号のいずれかにより施設する場合は，この限りでない。 

一 IEC 施設と JES 施設が異なる変圧器に接続されている場合において，IEC 施設の系統接地の接

地極と JES 施設の第 24 条第１項第一号（ハを除く。）による接地極が分離されており，一の施設

で生じた高圧又は特別高圧電路の地絡事故等の故障によって当該施設の接地線に流れる故障電流

により，他方の施設の接地線に生じる対地電圧が 50V 以下であるとき。 

二 前号に掲げる場合以外の場合において，次の条件を満足する場合 

イ 電源となる変圧器(IEC施設と JES施設が異なる変圧器に接続されている場合はそれぞれの電

源となる変圧器)の系統接地が第 24 条第１項第一号（ハを除く。）の規定により行われており，

かつ，当該変圧器(IEC 施設と JES 施設が異なる変圧器に接続されている場合は JES 施設の電源

となる変圧器)において次に掲げるときに IEC 施設の低圧機械器具の金属製外箱に 50V 以上の

対地電圧が発生しないようにするとき。 

（イ）高圧又は特別高圧電路に地絡事故が発生したとき 

（ロ）高圧又は特別高圧電路と低圧電路が混触したとき 

ロ JES 施設の低圧回路に感電保護用の漏電遮断器が施設されている回路以外の回路がある場合

は，当該回路に地絡事故が発生した場合に IEC 施設の系統接地の接地点の対地電圧が 50V 以下

であるとき。 

三 電源となる変圧器(IEC施設と JES施設が異なる変圧器に接続されている場合はそれぞれの変圧

器)が非接地式高圧電路に接続されている場合において，当該変圧器の低圧回路に施す接地抵抗値

が 2 オーム以下であるとき。 

四 JES 施設が第 18 条第 1 項の規定により接地工事が行われている建物において，IEC 施設を同条

第 1 項の規定により施設するとき。 

 

6.2 電技解釈改正(案)の解説 

（1）第 2 項 

  ただし書きにおける「変圧器の二次側に施す系統接地線と低圧機械器具の外箱等に施す接地線が連結

されている IEC 施設」とは，TN 系統における IEC 施設を意味する。 

 

（2）第 2 項 第一号 

  「当該施設の接地線に流れる故障電流により，他方の施設の接地線に生じる対地電圧が 50V 以下であ

るとき。」に関し， 
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   ① 「故障電流」とは，変圧器高圧又は特高側の一線地絡電流のことである。 

   ② 「対地電圧 50V 以下」は，上記の故障電流（If）と当該変圧器の A 種接地又は／及び系統接地の

値（R）との関係が次式となることを意味している。 

          R ≦ 
f

50

Ι
 

（3）第 2 項 第二号 イ 

  「IEC 施設の低圧機械器具の金属製外箱に 50V 以下」は，前項②と同様の考え方である。 

 

（4）第 2 項 第二号 ロ 

   ① 「IEC 施設の系統接地の接地点」とは，本規定において，IEC 施設は TN システムに限定してい

ることから，系統接地の接地点の対地電位は，IEC 施設の低圧機械器具の金属製外箱の対地電圧

と同一となる。 

   ② 「対地電圧が 50V 以下」は，漏電遮断器が施設されていない回路における低圧機械器具の金属

製外箱の接地抵抗の値（RC又は RD）と系統接地の値（RB）に関し，RDの場合は次式となること

を意味している。 

            
50 ≦

RD+RB

RD
・U0

 

                            U0：公称対地電圧 

     なお，実際的には，上式を満足するのは困難な場合が多いものと思われる。その場合においては，

RC（又は RD）と RBとを電気的に接続（連接）する方法も考えられる。 

 

6.3 今後の課題 

（1）運用上の課題 

   ① 今回提案した併用の条件においては，JES 施設と IEC 施設とが明確に区分できるようにしている

ことが前提となっている。その形態や表示等の具体的な手法について考慮する必要がある。 

   ② IEC 施設の適用に当たり，その具体的なガイド等の作成の必要性は，昨年の海外調査の状況から

も明らかであるが，JES 施設と IEC 施設の併用に関しては，より一層その必要性が大きくなる。 

（2）IEC 施設普及上の課題 

 ａ．IEC 施設普及の観点から，今回検討した併用条件の拡大のほかに，JES 施設に使用できる機材等が

IEC 施設においても同等に使用できるような検討を十分に行うなどの環境整備が重要である。 

   電気設備に用いる機材等については，関係方面において IEC 整合 JIS の制定などにより IEC 施設で

使用できる環境の整備が行われてきているが，まだ十分に普及しているとは言い難い状況にある。 

   例えば，電線について，昨年度に調査した韓国においては，IEC 規格への一本化を国の主導で推進

し，電圧も IEC 規格に合わせるなどして，IEC 施設の強制的な普及を行ったという例がある。日本に

おいても IEC 施設で使用できる JIS 規格が整備されているが，普及していない。 

   今後の機材等の国際整合化への進捗状況も踏まえ，適当な時期に IEC 施設に使用できる機材等の拡

大に関する検討も必要であろう。 

 ｂ．接地系統の種類に対応した感電保護方法の差異が，IEC 60364 の特長としてある。 

   今回の提案においては，IEC 施設は TN 系統で，かつ，感電保護方法は電源の自動遮断とすること

を前提とした。 
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   今後は，併用による IEC 施設の普及状況等も踏まえながら，必要に応じ，他の接地系統や感電保護

方法による IEC 施設の併用に関しても検討することが望ましい。 
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A．保護手段検討 WG（箇条 443）の検討結果 [要旨] 

  

A.1 検討の背景 

近年，雷過電圧に起因する低圧電気設備の損傷や誤動作が増加し，民間はもとより全国の社

会インフラなど，公共サービスも大きな影響が出ている。このため，平成 21 年度電気設備技術

基準国際化委員会及び平成 23 年度低圧電気設備技術基準国際化委員会では，配電系統を伝播す

る雷過電圧保護を規定する IEC 60364 規格群の箇条 443 の活用方法の検討として，国内におけ

る雷被害の実態調査，箇条 443 の取入れ状況に関する諸外国調査及び関連のある委員会委員の

意向調査等を実施した。これらの調査に基づき，箇条 443 の電技解釈取入れの必要性を検討し，

取入れは必要との結論に至っている。 

今年度は上記の結果を受け，雷過電圧保護の具体的施設方法の検討，適用対象施設の判断基

準等に関する国内外の文献調査等を実施し，その上で，規定内容，導入時期等の具体的な電技

解釈への取入れ手順に関する検討を行ったものである。 

A.2 調査内容並びにその結果 

（１）具体的施設方法の検討  

箇条 443 の規定を逐条精査し，過電圧保護対策を実施する上で支障となる事項を抽出した

（表-1 参照）。その上で，これらの課題に対する解決策として，次の４項目を作成し，規定内

容と併せて施設方法の指針とした（表-2 参照）。 

① 解説：箇条 443 の中で使用されている難解な用語及び曖昧な表現等について，用語解

説，文意解説を行い，各箇条の主旨の正確な伝達を図る。 

② 修正：箇条 443 を取巻く環境に関する IEC と我国との相違に基づく修正，及び，より

適切な表現による訳語の修正等を行い，施設方法の具体化を図る。 

③ 補完：箇条 443 には規定されていないが，雷過電圧保護を行う上で必要となる事項に

ついて，関連する IEC 規格等の文献を示し，具体的な施設方法を補完する。 

④ 整備：雷過電圧保護の普及と充実のため，整備すべき事項とその方向性を提示する。 

（２）適用対象施設の判断基準の検討 

適用対象施設の判断基準として，箇条 443 では外的影響の条件並びに危険性評価に基づく

重要性レベルを規定している。このうち，重要性レベルについては箇条 443 で規定する対象

施設の範囲が広く，電技解釈に取入れた場合の判断基準とはなりにくいことから，施設の重

要性基準の参考として，次の文献調査を実施した。このうち，①～④では各国の雷保護規格

が規定する施設の重要性レベルを調査し，更に参考として⑤～⑧の国内法規が定めるそれぞ

れの保護対象としての重要性レベルを調査した。 

① 英国の雷保護規格（BS 6651） 

② 米国の雷保護規格（NFPA, UL, IEEE） 

③ オーストラリア/ニュージーランドの雷保護規格（NZS/AS） 

④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2 2010-12 リスクマネジメント） 

⑤ 建築基準法 

⑥ 消防法   
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⑦ 国土交通省「建築設備計画基準」 

⑧ 東京都火災予防条例 

これらの調査に基づき，箇条 443 の保護過電圧抑制の規定（443.3.2）の部分的修正を検討

した結果，次のフローチャートを判断基準とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a，b，c の施設が選定された理由は，これらは，配電系統を伝播する過電圧により，人命

の損失を生ずる可能性があるからである。過電圧による被害は，人命の損失以外にも機器の

損傷やそれによる公共サービスの中断等の発生の可能性があるが，これらは電技の規制対象

とはなりにくい。 

（３）規定内容の検討 

前項までの検討，並びに，箇条 443 はパッケージとして取入れるべきであるが，全文を解

釈の規定文とするには不適当であることなど，前提条件を整理した結果，規定内容として次

の結論を得た。 

① 規定案 

「 配電系統を伝播して侵入する誘導雷に起因する過電圧によって低圧電気設備が損傷

を受け，その結果，人命が危険にさらされるおそれがある場合には，当該電気設備に

対して過電圧保護の対策を施さなければならない。」 

② 解説案 

「 配電系統を伝播して侵入する誘導雷に起因する過電圧に対する低圧電気設備の保護

対策については，IEC 60364-4-44 規格の箇条 443 に規定されている。また，この規定

を適用する場合の留意事項については，「平成 24 年度 電気施設技術基準国際化調査

 注：電技規定の基本原則の対象となる施設とは，次のものをいう。 
  a. 爆発の危険性のある建築物 
  b. 電気・電子システムの故障が直ちに人命を危険にさらす，病院その他の建築物 
  c. 防災設備の故障が，人命の損失を含む深刻な二次被害を引き起こすおそれのある公共建築物 

外的条件に基づく 

保護過電圧抑制 

（箇条 443.3.2.1） 

危険性評価に基づく 

保護過電圧抑制 

（箇条443.3.2.2の修正） 

ＳＴＡＲＴ 

Yes 

No 

Yes 

No 

過電圧保護が必要 

引込線に架空線

を含むか？

AQ2 か？ 

電技規定の基本原則 

の対象となる施設か？ 

Yes 

No 

過電圧保護が不要 

＜注参照＞ 
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（電気設備）報告書」を参照されたい。」 

（４）解釈への取入れ時期 

年々増加する雷被害の低減の観点から，箇条 443 を活用した雷過電圧対策の電技解釈取入

れは行われることが望ましい。しかし，何らかの事情により解釈へ取入れられない場合には，

次善の手段もある。例えば，被害の低減効果からは解釈取入れには及ばないが，民間規格と

して雷過電圧対策の普及が図られることである。民間規格がある程度定着したことが確認で

きた段階で，改めて解釈への取入れの検討が行われる可能性もある。 

A.3 結論 

IEC 60364-4-44 規格の箇条 443 を活用した配電系統を伝播する過渡過電圧の保護対策に関す

る規定の電技解釈への取入れを検討し，取入れる場合の具体的施設方法，適用対象施設及び電

技解釈の規定案を得た。この規定が解釈へ取入れられた場合，雷害全体からすれば限定的では

あるにせよ，電技の規定対象である配電系統を伝播する雷過電圧による被害の減少が期待でき

る。 

なお，箇条 443 は，配電系統を伝播する雷過電圧に対して低圧電気設備の保護対策が必要か

否かの判断基準を示す規格であり，これだけでは過電圧対策を構築することはできず，保護装

置の要求特性，選定及び施工等の関連規格を補完して適用しなければならない。過電圧保護の

普及に当たっては，関連規格の確実な適用のためのこれらに関する指針の類の整備が課題とな

る。一方，被保護機器側としても IEC 規格と整合した定格インパルス耐電圧を含む低圧絶縁協

調に関する製品規格の整備も課題となる。 

また，今回の箇条 44 に規定する雷保護対策は，雷保護対策全体を網羅するものではないこと

から，電気設備に対する総合的な雷保護対策の規制の検討が必要である。 

以 上 
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1．箇条 443（大気現象又は開閉による過電圧に対する保護） 

1.1 はじめに 

  近年，高度情報化社会の進展に伴い，雷過電圧に起因する低圧電気設備の損傷や誤動作が増加

し，民間はもとより全国の社会インフラなど，公共サービスにも大きな影響が出ている。 

このため，平成21年度の電気設備技術基準国際化委員会において，雷被害の実態調査を実施し，

電気設備の技術基準（以下，電技という）の規定対象である配電系統を伝播する雷過電圧につい

て，既に多くの規格が電技解釈に取入れられている IEC 60364 規格群の中の箇条 443 の活用を検

討した。その結果，箇条 443 の電技解釈取入れは雷害対策の普及と雷被害の減少に有効ではある

が，具体的な規制方法などについてはさらに検討が必要との結論となった。 

  この結論を受け，平成 23 年度の低圧電気設備技術基準国際化委員会では，箇条 443 の活用も含

め，技術基準等に雷過電圧保護について規定することの必要性とその根拠等に関し，諸外国の実

態調査，関連する各種委員会の委員への意向調査，配電系統を伝播する雷過電圧による被害調査

等を実施した。その結果，諸外国の動向並びに雷被害の低減への期待などの理由から，種々の条

件付きではあるが，箇条 443 の電技解釈への取入れが必要との結論に至った。 

  今年度は，上記の流れを更に進めて，箇条 443 を電技解釈へ取入れる場合に課題となる，雷過

電圧保護の具体的施設方法，保護対策の有効性を確保するために整備すべき事項，適用対象施設

の判断基準等について，国内外の文献調査を含めて検討し，その結果を踏まえて規定内容，導入

時期等の具体的な電技解釈への取入れの手順について検討することとした。 

 

1.2 調査及び検討範囲 

（１）具体的施設方法の検討 

   箇条 443 に基づき，配電系統を伝播する雷過電圧からの保護の具体的施設方法を検討した。 

  先ず，箇条 443 の内容を逐条ごとに精査し，具体的に過電圧保護対策を実施する上で支障とな

る可能性のある事項を抽出した。その上で，これらの課題に対して次のような解決策を準備する

ことにより，雷過電圧保護の施設方法をより具体的に示すこととした。 

  ① 解説：箇条 443 の中での難解な用語及び曖昧な表現について用語解説，文意解説等を行い，

各箇条の主旨の正確な伝達を図る。 

  ② 修正：箇条 443 を取巻く環境に関する IEC と我国との相違の基づく修正，及びより適切な 

表現による訳語の修正を行い，施設方法の具体化を図る。 

  ③ 補完：箇条 443 には規定されていないが，雷過電圧保護を行う上で必要となる事項について      

関連する IEC 規格等の文献を示し，具体的な施設方法を補完する。 

  ④ 整備：雷過電圧保護の普及と充実のため，今後整備すべき事項とその方向性を提示する。 

 

（２）適用対象施設の検討 

   箇条 443 では，条文 443.3.1（本質的過電圧抑制）及び 443.3.2.1（外的影響の条件に基づく保

護過電圧抑制）の規定により，引込線の特性，並びに年間雷雨日数という要因に基づき対象施

設の保護の必要性を判断している。このことは，雷害の発生頻度の規定として他の雷保護規格

と比較しても妥当性がある。 一方，箇条 443 の条文 443.3.2.2 では，危険性評価に基づく保護過

電圧抑制として，次の重要性レベルのうち，a) から c) のレベルに対しては過電圧保護を行わ

- 98 -



 

なければならないと規定している。 

   a) 人命に関する重要性，例えば，安全設備，病院の医療機器 

      b) 公共サービスに関する重要性，例えば，公共サービス，IT センター，博物館の損失 

      c) 商業又は工業活動に対する重要性，例えば，ホテル，銀行，工場，マーケット，農場 

      d) 個人のグループに対する重要性，例えば，大型住居建築，教会，事務所，学校 

      e) 個人に対する重要性，例えば，住居建築，小規模事務所 

しかし，この規定をそのまま電技解釈に取入れると，適用対象施設が広範囲となり，規制強

化となるおそれがあることから，適用対象施設の重要性レベルに関してこの条文の見直し（代

替案）を検討した。 

   適用対象施設の検討については，先ず保護すべき施設の重要性が国内外の法規でどのように

規定されているかに関する文献調査を実施した。この文献調査に基づき，施設の重要性の一般

的要因を確認した上で，箇条 443 に規定する配電系統を伝播する雷過電圧からの保護対象とし

ての重要性，さらには電技解釈への取入れを前提とした適用対象施設の検討を行った。    

調査対象として取上げた法規は次の通りである。 

    ① 英国の雷保護規格（BS 6651） 

    ② 米国の雷保護規格（NFPA, UL, IEEE） 

    ③ オーストラリア／ニュージーランドの雷保護規格（NZS/AS） 

    ④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2  2010-12 リスクマネジメント） 

    ⑤ 建築基準法 

  ⑥ 消防法 

    ⑦ 国土交通省「建築設備計画基準」 

    ⑧ 東京都火災予防条例 

 

（３）電技解釈への取入れ検討 

   上記の検討結果に基づき，箇条 443 の活用による雷過電圧保護の規定を電技解釈に取入れる

ことに関し，① 電気事業法に基づく電技の規定の原則，② 電技解釈の条文の規定形態， 

③ 近取入れられた電技解釈の事例，の調査を行い，具体的な規定内容及び導入時期等につい

て検討した。 

 

1.3 調査結果 

（１）具体的施設方法の検討 

   箇条 443 は，雷保護の一部である配電系統を伝播する過電圧に対する保護のうちの，更にそ

の一部である近傍雷に起因する過電圧に対する保護の必要性の判断を規定する規格である。 

そのため，この箇条からだけでは，雷過電圧保護の具体的な施設方法は入手できない。 

そこで，箇条 443 の規定に基づき雷過電圧保護を具体的に施設する上で，支障となる可能性

のある項目を逐条精査により抽出した。その内容を添付資料(1)に示す。 

   これら抽出した課題に対し，その解決策として解説，修正，補完，整備など， も適切な対

応策を提示し，雷過電圧保護対策の円滑な実施を目指した。主な事例を次に示す。   

① 解説によるもの 
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■ 解説例（その１） 

規定文：「本節は，供給配電系統によって伝播される大気現象による過渡過電圧・・・に対

する電気設備の保護を取り扱う。」（箇条 443.1） 

課 題：大気現象による過渡過電圧とはどのような現象によるもので，箇条 443 の対象と

する現象が何であるかが不明確である。  

解 説：箇条 443.1 に規定する，大気現象による過渡過電圧については，JIS C 60364-5-53       

の箇条 534.2.1 に「JIS C 60364-4-44 の箇条 443 は，大気現象に起因する（間接雷，

遠方雷撃による）過電圧・・・」との記述があり，過渡過電圧の原因となる大気

現象を限定している。さらに，「通常，この保護は，クラスⅡ試験の SPD 又は必

要な場合はクラスⅢ試験の SPD の設置によって行う」と規定している。したがっ

て，箇条 443 で検討すべき雷放電は，建築物に接続した引込線への近傍雷が対象

となり，引込線への直接的な雷放電は，減衰が著しい遠方雷撃を除いて含まれて

いない。 

        

■ 解説例（その２） 

規定文：「AQ 値に関係なく，より高い信頼性又はより高い危険性（例えば火災）が想定さ

れる場合には，過電圧保護を必要とする場合がある。」（箇条 443.3.1 注記 2） 

課 題：より高い信頼性又はより高い危険性（例えば火災）が想定される場合とは，具体

的にどのようなケース又は施設を指すのかが不明確である。 

解 説：より高い信頼性又はより高い危険性（例えば火災）が想定される場合とは，JIS Z 

9290-4 附属書 JA の箇条 JA.4 雷による損傷 表 JA.1 によれば，軍需工場，花火工

場，化学プラント，精油所（精製所），核関連施設，生化学の研究所及びプラント

等が挙げられている。さらに，消防法に関わるエリア／細菌培養／薬品プロセス

など小規模でも誤って周辺に飛散や流出すると甚大な被害が想定される施設等が

考えられる。 

 

② 修正によるもの 

■ 修正例（その１） 

規定文：「IEC 62305-3 の箇条 A.1 によると，雷雨日数が 25 日/年は，雷撃頻度が 2.5 回/km2・

年に等しい。」（箇条 443.3.2.1 注記 2） 

課 題：IEC 62305-3 の箇条 A.1 にはこの規定は無い。また，雷撃は落雷における 1 回の雷

放電であるため，雷雨日数の換算では雷撃頻度ではなく落雷頻度となる。 

修 正：IEC 62305-3 は，IEC 62305-2 に読み替える。また，雷撃頻度は，落雷頻度に読み

替える。 

 

■ 修正例（その２） 

規定文：443.4 機器の必要なインパルス耐電圧 

機器は，その定格インパルス耐電圧が，表 44B に示す必要なインパルス耐電圧

より小さくならないように，選定しなければならない。JIS C60664-1 に従って機
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器の当該規格で定格インパルス耐電圧を要求することは，各製品委員会の責任で

ある。 

 

表 44B 機器の必要な定格インパルス耐電圧 

設備の公称電圧ａ） 
V 

必要なインパルス耐電圧ｂ） 
kV 

三相系統 単相３線 
 系統 

設備の源点の機器

(耐インパルスカ

テゴリⅣ) 

幹線及び分岐回

路の機器

(耐インパルスカ

テゴリⅢ) 

電気器具及び 
電気使用機器 (耐
インパルスカテゴ

リⅡ) 

特別に保護され 
る機器 
(耐インパルスカ

テゴリⅠ) 

－ 120-240 4 2.5 1.5 0.8 
230/400 
277/480 

－ 6 4 2.5 1.5 

400/690 － 8 6 4 2.5 
1000 － 12 8 6 4 

注ａ） IEC 60038 (標準電圧) による。 
ｂ） このインパルス耐電圧は，線導体と PE 間に適用する。 

   （原文のｂ）は，サムカントリーノートとして，省略する） 

 

課 題：設備の公称電圧が日本の電圧に一致していない。 

修 正：IEC 60661-1 の対応 JIS である JIS C 60661-1 では，我国の電圧を取入れて表 44B を

修正しているため，表 44B を次表に置き換える。 

 

給電系統 a)c)の公称電圧 交流又は直流公称電圧， 

充電線の対地電圧 

定格インパルス電圧 b) 

過電圧カテゴリ d) 

三相 単相 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

V V V V V V V 

    50   330   500   800  1 500

      100e)   500   800 1 500  2 500

  100 

100 - 200 

   150e)   800 1 500 2 500  4 000

200 230/400    300  1 500 2 500 4 000  6 000

     600  2 500 4 000 6 000  8 000

   1 000  4 000 6 000 8 000 12 000

注 a) 既存の異なる低電圧主電源及びその公称電圧への適用は，附属書 B を参照。 
b) これらの定格インパルス電圧をもつ機器は，JIS C 0364-4-44 に準拠する設備で使用することができる。
c) ／マークは，三相 4 線式配電方式を示す。小さい値は充電線と中性線との間，大きい値は充電線間電

圧である。一つの値しか示していない場合は，三相 3 線式配電方式を示し，線間値を規定している。
d) 過電圧カテゴリの説明は，4.3.3.2.2 を参照。 
e) 日本では，単相系統の公称電圧は 100 V 又は 100 - 200 V である。しかしながら，電圧に対する定格イ

ンパルス電圧の値は，150 V の充電線の対地電圧に適用する欄で決定する(附属書 B 参照)。 

 

③ 補完によるもの 

■ 補完例（その１） 

規定文：「設備が架空電線路によって又はそれを含む線路によって電源を供給され，かつ，

その場所の雷雨日数が年 25 日を超える（AQ2）場合は，大気現象による過電圧に

対する保護が必要である。」（箇条 443.3.2.1） 
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課 題：保護が必要な場合における具体的な保護対策の施設方法，即ち，SPD の選定と施

工に関して箇条 443 は何も規定していない。 

補 完：SPD の選定と施工については，JIS C 60364-5-53 箇条 534 によること。（JIS C 

60364-5-53 箇条 534 の概要については次の[参考]を参照のこと） 

 

    [参考] 雷過電圧保護対策を施設するために，箇条 443 を補完する規格の概要 

    ○JIS C 60364-5-53 箇条 534 

箇条 534 は．絶縁協調を得るための電圧抑制の適用に関して規定している。注） 

      併せてこの規格は，箇条 443 が取り扱う大気現象によって発生し，供給配電系統を通

って伝播する過渡過電圧の抑制を行うための，サージ防護デバイス（SPD）の選定及び

施工に関する要求事項も規定している。 

      また，箇条 534 では，箇条 443 で雷過電圧保護が必要と判断された場合，通常この保

護はクラスⅡ試験の SPD で，または必要な場合は，クラスⅢ試験の SPD の設置によって

行われるとしている。さらに，電圧防護レベル Upは箇条 443 の表 44B のインパルス耐電

圧カテゴリⅡである。この場合の公称放電電流 Inは，5kA（8/20μs）以上，雷インパルス

電流 Iimp は 12.5kA 以上でなければならないことが記述されている。 

そのほかに， 

・ SPD の設置場所（設備の源点の近く又はこれに も近い主分電盤内に設置） 

・ 追加の SPD を設置する場合，電源側の SPD との保護協調 

・ SPD の接続：配電系統毎に SPD を接続する線間の指示（表 53A） 

・ SPD の連続使用電圧（Uc）に関する選定（表 53B） 

・ 一時的過電圧（TOV）に耐えなければならず，それに関する選定 

・ 短時間過電流に関する選定 

・ SPD の故障に伴う過電流保護 

・ 接続導体， 適な過電圧保護を達成するための接続方法 

・ 接地線の断面積 

     等も示している。さらに，詳細な内容については，JIS C 5381-1（低圧配電システムに接

続するサージ防護デバイスの所要性能及び試験方法），JIS C 5381-12（低圧配電システム

に接続するサージ防護デバイスの選定及び適用基準）を引用規格として参照している。 

      したがって，箇条 443 を適用して大気現象による過電圧保護を行う場合の SPD の選定

と施工は，箇条 534 を適用することが必要であると考えられる。 

注）：JIS C 60364-4-44（建築電気設備－第 4-44 部：安全保護－妨害電圧及び電磁妨害

に対する保護），JIS C 60664-1（低圧系統内機器の絶縁協調－第 1 部：基本原則，

要求事項及び試験），JIS Z 9290-4（雷保護－第 4 部：建築物内の電気及び電子シス

テム），及び JIS C 5381-12（低圧配電システムに接続する SPD の選定及び適用基

準）に示す場合について。 

    

■ 補完例（その２） 

規定文：機器は，その定格インパルス耐電圧が，表 44 に示す必要なインパルス耐電圧より         
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小さくならないように，選定しなければならない。 

課 題：機器については，性能的には IEC 60664-1 のインパルス耐電圧を満足するが，製品

規格によっては，耐電圧試験の代わりに耐電圧値に対応する空間距離で絶縁協調

を確保している場合もある。箇条 443 では，この考え方が明記されていないため，

この場合に表 44B に適合していることが不明瞭である。 

補 完：IEC 60664-1 の対応 JIS である JIS C 60664-1 では，定格インパルス電圧に対応する

空間距離を規定しているため，これに基づいて表 44B との適合性を判断してもよ

い。 

 

④ 整備すべき事項 

箇条 443 では，IEC 60664-1 に従って，機器のインパルス耐電圧を要求することを定めてい

る。しかし，我国の電気用品安全法技術基準は，機器のインパルス耐電圧の規定がなく，箇

条 443 が要求する IEC 60664-1（対応 JIS は，JIS C 60664-1）と整合が取れていない。 

このため， IEC 60664-1 に適合していない機器が存在し，IEC 60664-1 で規定する絶縁協調

の考え方に基づいた機器の普及が進まない要因の一つとなっている。 

今後，箇条 443 に基づく雷過電圧保護を普及させるためには，各種の電気機器の製品規格

を国際規格との整合に向けて整備して行くことが重要である。 

    

なお，以上の事例は解決策のすべてではなく，解決策全体の内容は添付資料(2)を参照のこと。 

    

（２）適用対象施設の検討 

配電系統を伝播する雷過電圧からの保護対象施設の検討として，国内外の法規におけるそれ

ぞれの規制対象の被害の影響度合いなど，重要性の判断基準に関する文献調査を行った。その

結果は次の通りである。 

   

① 英国の雷保護規格（BS 6651） 

BS 6651 によるリスク評価計算では，対象施設の次表の要素について計算又は選択して数値

を求め，これらを乗じて得たリスク値を許容リスク値(10-5)と比較して保護の要否を判断する

と規定している。 

NO 要 素 内  容 （一部を抜粋） 

 

１ 

雷撃のリスク 

収集領域 

雷放電密度 

P 

Ac 

Ng 

P= Ac×Ng×10-6 

Ac は，建物の高さ，幅，奥行きから算出する 

Ng は，年間雷雨日数から求める 

２ 建築物の用途 A 住宅～工場～ホテル～教会，博物館～学校，病院，保育所等

３ 建築物の構造材質 B RC＋金属屋根～RC＋非金属屋根～木造＋ ～茅葺屋根 

４ 収容物又は影響 C 工場，事務所ビル～発電所，放送局～博物館～学校，病院等

５ 建築物の離隔程度 D 大都市又は森林の中，建物等の散在地区，殆どない地区 

６ 建築物の立地場所 E 平地，丘陵地域，300m～900m の山地，900m 超の山地 
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上記要素のうち，P は本質的抑制に関するものであり，B，D，E は建築物への直撃雷又は

近傍雷に関するリスクであるため，箇条 443 の適用対象施設の重要性に関係する要素は A と

C である。A と C は殆どその内容が同一であるが，それぞれのリスク値の詳細を次に示す。 

 

建 築 物 の 用 途 要素 A の値 

住宅及び類似サイズのその他の建物 0.3 

屋外空間のある住宅及び類似サイズのその他の建物 0.7 

工場，作業所及び試験所 1.0 

事務所街区，ホテル，住居街区及び低層を除く住居用ビル 1.2 

建物集合地域，例えば，教会，ホール，劇場，博物館，展示場，百貨店，

郵便局，駅，飛行場及びスタジアム構造物 

1.3 

学校，病院，保育園及びその他のホーム 1.7 

 

建 築 物 の 収 容 物 及 び 被 害 の 影 響 要素 C の値 

通常の住宅又は事務所ビル，高価な又は影響され易い収納物がない工場

及び作業所 

0.3 

影響され易い収納物のある工業用及び農業用ビル 0.8 

発電所，ガス設備，電話交換所，ラジオ局 1.0 

重要な工業用プラント，古代の遺跡及び歴史的建物，博物館，美術館又

は特に価値のある収納物があるその他の建物 

1.3 

学校，病院，保育園及びその他のホーム，建物集合地域 1.7 

  

 両要素 A 及び C から，保護対象として も重要性が高い建築物は，学校，病院，保育園等

であることを示している。 

  

②米国の雷保護規格（NFPA，UL，IEEE） 

米国における建築物の防災に関して，（社）日本損害保険協会安全防災部発行の「海外安全

防災に係る法令･規制に関する調査･研究報告書 アメリカ編」によると，「アメリカにおける

建築物の防災に関する事項は，州毎に立法権があり，連邦法には直接建築物防災を定めた法

律がない。（中略）また，州による規制の仕方も必ずしも統一的ではない。」としている。 

 

米国の雷防護に関連する規定としては，NFPA（National Fire Protection Association）が制定

した NFPA 70，NFPA780，UL（Underwriters Laboratories Inc.）が制定した UL96A 及び UL1449，

及び IEEE（The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc）が制定した IEEE C62 シリー

ズなどがある。いずれの規格も国家機関が制定したものでないため，法的に制約されるもの

でなく，日本の JIS 及び民間団体等の規定に相当するものとなっている。 
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一般の建築物などの雷対策で指定される規格としては，NFPA 70（National Electrical Code：

NEC 米国電気工事基準），NFPA 780（Standard for the Installation of Lightning Protection Systems 

雷保護システム規格） 及び UL 1449 (Standard for Surge Protective Device SPD の規格)がある。

これらの規定の中で，SPD を取り付ける場合の設置場所，SPD の型式，取り付け方法，接地

などが定められている。この概要を図 2-1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 一般建築物の雷保護及び接地について 

 

以上の基準，規格類を調査した範囲では，保護すべき個別の施設ごとについての雷対策を

規定するものはなかった。また，リスク評価については，NFPA780(雷保護規格)の附属書 L

として，雷リスク評価が記載されている。しかしこれは，NFPA780 の要求事項ではなく，建

物所有者，安全の専門家，建築家/技術者などへの参考情報の目的で記載されている。更に，

雷保護すべき施設等を連邦法で規定しているかについても，調査した範囲では見当たらなか

った。 

一般に米国では，計画した施設等の施主，雷保護／安全に関する専門家，及び建築家／技

術者によって上記リスク評価を行い，費用対効果を勘案しつつ電源設備及び通信設備などに

対して，雷サージ防護に関連する NFPA／UL 規格に基づいて行なっているようである。 

 

NFPA780 の附属書 L のリスク評価は，IEC 62305-2（リスクマネジメント）と類似の構成に

なっており，人命損傷のリスクに関係するものとして，生き物の傷害，物的損傷，内部シス

テム故障の損失の平均値が次表に示されている。（NFPA 附属書 L 表 L.6.7.10） 

 

 

 

 

 

交流メータ及び 
遮断器盤 

電話局 

加入者 SPD（NID） 

衛星アンテナ 交流 N-G 接続 

電話器 

柱接地 

中性線を 
他の柱接地
に連接 

交流電源装置 

3 相 5-25 kV 

配電線 
接地極 

TV へ 

建築物の 
接地極 装置へ 

CATV 

放送用 SPD 

120V 
120V 

放送電源供給へ接続 

接地ブロック

金属管 
金属構造体 

NFPA 780：In 20kA 8/20 

NFPA 780：Imax 10kA 8/20 
NFPA 70 800：Communication Systems 

NFPA 70 250：Grounding and Bonding 
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建築物の種類 
生き物の傷害 

(感電 Lt) 

物的損傷 

(火災 Lf) 

システム故障

(過電圧 Lo) 

全ての種類(内部に人の居る建物) 10-5   

全ての種類(外部に人に居る建物) 10-3   

病院  10-1 10-3 

ホテル，市庁舎  10-1  

工業用及び商業用建物，学校  5×10-2  

興行場，教会，博物館  2×10-2  

その他  10-2  

爆発の危険性の有る建物   10-1 

     

この表における値は，IEC のものとは一部異なる箇所もあるが，建物の種類を含めてほぼ

同じ構成である。そして，過電圧による内部システムの故障が人命の損傷のリスクに関係す

る建築物として，爆発の危険性のある建物と病院とを挙げている。 

     

    米国の雷保護規格に関する調査の一環として，米国の雷保護関係の専門家 2 名にヒアリン

グを行った。回答の主な内容は次の通りであり，文献調査の結果を裏付けている。（詳細につ

いては，添付資料(3)を参照） 

 

   ・ NFPA-780 や NFPA-70 などの基準は，SPD の適用について簡単で不十分な内容で記述して

いるだけである。 

   ・ SPD の設置については，自主設置であり，完全に施設のオーナーの意向次第である。 

   ・ 一般的に雷のリスクは大変低いと信じられており，何か雷による損害額の大きな被害が起

こらないとこの考えは変わらない。 

   ・ 米国やアジアよりも落雷密度が低いにもかかわらず，ヨーロッパで SPD の利用が広く行

われているのは保険会社がそのように主張するからである。 

   ・ 連邦のプロジェクト以外は，州によって規制が異なっている。例えば，フロリダ州では病

院と学校は雷保護が必要であるが，その隣の州では必要ないとしている，などである。 

 

③ オーストラリア/ニュージーランドの雷保護規格 

NZS/AS によるリスク評価計算では，対象施設の次表の指標について選択して数値を求め，

これらを加えて得たリスク値を許容リスク値(12～13)と比較して保護の要否を判断すると規

定している。本規格では，建築物の用途と収納物はまとめて 1 つの指標としており，この点

では英国規格とは異なっている。 
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NO 指 標 内  容 （一部を抜粋） 

１ 建築物の用途及び

収納物 

A 

 

保護不要な建物～納屋，金属製煙突～住宅，店舗，鉄道駅 

～高架水槽，事務所～学校～美術館～ガソリン設備，病院 

２ 建築物の構造材質 B 全体が金属製構造体～RC～小規模木造～木造で非金属屋根

３ 建築物の高さ C 0-6～12～17～25～35～50～70～100～140～200～ 

４ 建築物の立地場所 D 平地～丘陵地又は 1000ｍまでの山地，1000m 超の山地 

５ 年間雷雨日数 E 0-2～4～8～16～32～64～ 

 

上記指標のうち，箇条 443 の適用対象施設の重要性に関係する指標は A である。A のリス

ク値の詳細を次表に示す。この表でリスク値の高い建物，即ち保護の重要性の高い建物とし

て，爆発性のビル，ガソリン及びガス施設，病院が挙げられている。 

 

建 築 物 の 用 途 及 び 収 納 物 指標 A の値 

建築物の特性，収容人員及び収納物に関係から保護が不要 -10 

建築物及び収納物の価値が低い，利用者が少ない，例えば，住宅の離れ， 

農場の小屋，道路脇の貯蔵所，金属製の煙突又はマスト 

0 

通常の機械又は少人数の人員のいる建築物，例えば，住宅，店舗，商店， 

小規模工場，テント又は園遊会の大天幕 

1 

かなり重要な建築物又は収納物，例えば，高架水槽，価値のある収納物の

ある商店，事務所，工場又は住宅ビル，非金属製の煙突又はマスト 

2 

映画館，教会，学校，小型船，中程度に重要な歴史的記念建造物，密集し

た住居用大天幕 

3 

博物館，美術館，スタジアム，興行用複合施設，電話交換所，電算機セン

ター，航空機格納庫，空港ターミナル，航空管制塔，灯台，工業プラント， 

発電所，重要な歴史的建造物又は樹木 

4 

ガソリン及びガス設備，病院 5 

爆発性のビル 15 

 

④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2.0 2010-12  第 2 部リスクマネジメント） 

IEC 62305-2 Ed.2 2010-12 の規定では，引込線への誘導雷で発生する過電圧により建築物に

発生する損失として次の 3 つを挙げている(箇条 4.2.5)。これらのリスク評価の値から対象施

設の重要性を判断することができる。 

・L1（人命の損失） 

・L2（公共サービスの損失） 

・L4（経済的価値の損失） 

 

(1)  L1（人命の損失） 
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     ３つのうち L1 については，L1 が発生する原因である LT(感電), LF(火災･爆発), LO(過電圧)

の中で LT(感電)を除き，次の２つの建築物に L1 発生のリスクがあると規定している。 

(1)-1 爆発の危険のある建築物（LFが原因） 

(1)-2 病院のように内部システムの故障が直ちに人命を危険に晒す建築物（LOが原因） 

     上記の LF(火災･爆発), 及び LO(過電圧)の建築物の種類による代表的な損失の平均値が次

表（規格附属書の表 C.2）に示されており，保護対象施設の重要性を判断できる。 

 

損傷の種類 代表的な損失の値 建 築 物 の 種 類 

 

D2 

物的損傷 LF 

10-1 爆発の危険性のある建築物 

10-1 病院，ホテル，学校，市民会館 

5×10-2 公共興行施設，教会，博物館 

2×10-2 工業用施設，商業用施設 

10-2 その他 

D3 

内部システムの

故障 

LO 

10-1 爆発の危険性のある建築物 

10-2 病院の集中治療室及び手術区域 

10-3 病院の他の部分 

 

(2)  L2（公共サービスの損失） 

L2 については，発生の原因として LF(火災･爆発)及び LO(過電圧)により，公共サービス

の種類による損失の値を次表（規格付属書の表 C.8）で規定している。 

損傷の種類 代表的な損失の値 公 共 サ ー ビ ス の 種 類 

D2 

物的損傷 
LF 

10-1 ガス，水道，電力 

10-2 TV，通信線 

D3 

内部システムの故障 
LO

10-2 ガス，水道，電力 

10-3 TV，通信線 

 

(3)  L4（経済的価値の損失） 

L4 については，発生の原因として LF(火災･爆発)及び LO(過電圧)により，建築物の種類

に基づく経済的価値による損失の値を次表（表 C.12）で規定している。 
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損傷の種類 代表的な損失の値 建 築 物 の 種 類 

D2 

物的損傷 
LF 

1 爆発の危険性のある建築物 

0.5 病院，工業用施設，博物館，農業用施設 

0.2 ホテル，学校，事務所，教会，公共興行施設，

商業施設 

10-1 その他 

D3 

内部システム

の故障 

LO 

10-1 爆発の危険性のある建築物 

10-2 病院，工業用施設，事務所，ホテル，商業施設

10-3 博物館，農業施設，学校，教会，公共興行施設

10-4 その他 

 

以上の L1，L2 及び L4 の結果から，引込線への誘導雷による過電圧に起因する損失のリス

クの高い建築物，即ち箇条 443 における保護すべき重要度の高い施設は次のように判断され

る。 

L1 の条件から，爆発の危険性の高い建築物（例：精油所，ガソリンスタンド，火薬工場，       

花火工場等），火災時に人命の危険性の高い建築物（例：病院，ホテル，学校

等）及び内部システムの故障が人命を危険に晒す建築物（例：病院等）が挙

げられる。 

L2 の条件から，爆発･火災及び内部システムの故障による公共サービスの損失の大きい施設

（例：ガス，水道，電力の供給施設）が挙げられる。 

L3 の条件から，爆発･火災による経済的価値の損失の大きい建築物（例：爆発の危険性の高

い建築物，病院，工業用施設，ホテル等）及び内部システムの故障により経

済的価値の損失の大きい建築物経済的価値の損失の大きい建築物（例：爆発

の危険性の高い建築物，病院，工業用施設，ホテル等）が挙げられる。 

  

以上が IEC 62305-2 Ed.2 に規定する引込線への誘導雷に起因する過電圧による損失の種類

とそのリスクの高い建築物（施設）である。 

    

⑤ 建築基準法 

建築基準法で他の施設より重要と定義している特殊建築物がある。一定の規模を超える特

殊建築物の場合耐火建築物か準耐火建築物にしなければならない等の制限が出る。 

特殊建築物の施設としては学校（専修学校及び各種学校を含む。以下同様とする。），体育

館，病院，劇場，観覧場，集会場，展示場，百貨店，市場，ダンスホール，遊技場，公衆浴

場，旅館，共同住宅，寄宿舎，下宿，工場，倉庫，自動車車庫，危険物の貯蔵場，と畜場，

火葬場，汚物処理場その他これらに類する用途に供する建築物が該当する。 
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⑥ 消防法 

消防法で他の施設より重要と定義している特定防火対象物がある。不特定多数の人が利用

する施設が特定防火対象物となっており，一定の規模を超えると他の防火対象物はより強固

な消防設備を設置しなければならない。 

施設としては 劇場，映画館，演芸場又は観覧場，公会堂又は集会場，キャバレー，カフ

ェー，ナイトクラブ，遊技場又はダンスホール，風俗営業店，カラオケボックス等，待合，

料理店，飲食店，百貨店，マーケットその他の物品販売業を営む店舗又は展示場，旅館，ホ

テル，宿泊所，病院，診療所又は助産所，老人短期入所施設，養護老人ホーム，特別養護老

人ホーム，有料老人ホーム，老人デイサービスセンター，軽費老人ホーム，老人福祉センタ

ー，老人介護支援センター，有料老人ホーム，幼稚園又は特別支援学校，公衆浴場のうち，

蒸気浴場，熱気浴場，地下街が該当する。 

    

⑦ 国土交通省 「建築設備計画基準」 

官庁施設の建築設備の基本計画に関する基準で，雷保護設備に関しては，次のように規定

している。 

(1) 雷保護設備は，当該建築物の保護レベルに応じて外部雷保護及び内部雷保護を計画する。 

   (2) 外部雷保護及び内部雷保護は，雷電流を有効に地中に流し，建築物等への被害が 小限

となるよう計画する。 

   (3) 雷による電磁インパルスに対する機器の保護は，業務内容及び設置機器の重要性を考慮

のうえ電磁インパルスの影響を適切に低減できるよう計画する。 

上記のうち箇条 443 の適用に関係するのは(3)項であり，保護対象の機器は，業務内容及び

設置機器の重要性を考慮するものとしている。 

    

  ⑧ 東京都火災予防条例 

東京都火災予防条例では，東京都の特別区の存する区域及び地方自治法の規定に基づく火

を使用する設備の位置，構造及び管理の基準等，住宅用火災警報器の設置及び維持に関する

基準等，指定数量未満の危険物等の貯蔵及び取扱いの技術上の基準等，消防用設備等の技術

上の基準の付加並びに火災に関する警報の発令中における火の使用の制限について定めると

ともに，火災予防上必要な事項が定められている。 

避雷設備に関しては，第一章 総則第十六条に下記の記述がある。避雷設備（外部雷保護

システム）の位置及び構造は，現在の JIS A 4201(2003)に適合する必要がある。 

    [参考] 東京都火災予防条例 抜粋 

     第一章 総則 

     （避雷設備） 

     第十六条 避雷設備の位置及び構造は，消防総監が指定する日本工業規格（工業標準化

法（昭和二十四年法律第百八十五号）第十七条第一項に規定する日本工業規格をいう。

以下同じ。）に適合するものとしなければならない。 

 

以上の文献調査結果をまとめると，国内の法規における施設の重要性の判断基準は，人命，
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経済的価値，公共サービスなどの被害規模と二次被害への影響の度合いに基づいていると考え

られる。また，雷保護対策については，建築基準法，消防法，国土交通省建築設備計画基準，

東京都火災予防条例がそれぞれ規定しているが，何れも LPS（雷保護システム）の設置基準に

関するものであって配電系統を伝播する雷過電圧への対策ではなく，雷過電圧に対する規定は

電気設備の技術基準（省令 49 条，解釈 41 条）だけである。 

   一方，海外の雷保護国家規格では，英国，オーストラリア/ニュージーランドとも，リスク評

価を建築物への撃雷に限定している。しかし，IEC との整合化が完全に終了していれば，IEC の

規格に基づいて配電系統の過電圧対策を実施していると思われる。米国では，SPD の強制設置

の規定はないため，自主設置する際に，民間規格として IEC に準拠したものを判断基準に使用

している。したがって，箇条 443 を除けば IEC 62305-2 だけが，誘導雷に起因して配電系統を伝

播する過電圧の危険性評価の規定を含んでいることになる。この場合，人命損傷のリスクが高

い保護対象施設としては，「爆発の危険性のある建築物」，及び「病院その他の電気電子機器の

故障が直ちに人命を危険にさらす建築物」を規定している。このことは，人命の損失という被

害の大きさを 重要の判断基準としており，この点では他の法規とも共通している。 

    

   以上のことから，箇条 443 の条文 443.3.2.2 の危険性評価に基づく保護過電圧抑制は，次のフ

ローチャートにより危険性を評価すべきと読み替えることとする。 
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外的条件に基づく 

保護過電圧抑制 

（箇条 443.3.2.1） 

危険性評価に基づく 

保護過電圧抑制 

（箇条 443.3.2.2 の修正） 

ＳＴＡＲＴ 

Yes 

No 

Yes 

No 

過電圧保護が必要 

引込線に架空線

を含むか？ 

AQ2 か？ 

電技規定の基本原則 

の対象となる施設か？ 

Yes 

No 

過電圧保護が不要 

 

 

 

   なお，上記フローの第 3 の判断ボックス「電技規定の基本原則の対象となる施設か」は，次

の基準による。 

 

イ．電技として守るべき規定の原則については，電気事業法第 39 条 2 項及び第 56 条第 2 項

があり，その基本原則とされるものは省令第 4 条，第 16 条及び 18 条である。このうち，

箇条 443 に関連するものは，第 4 条である。 

「省令第 4 条：電気設備は，感電，火災その他人体に危害を及ぼし，又は物件に損傷

を与えるおそれのないように施設しなければならない。」 

したがって，過電圧保護抑制の必要性の判断は，基本的にこの省令第 4 条の対象である

ことが重要となる。  

ロ．箇条 443 に規定する配電系統を伝播する雷過電圧による被害が，省令第 4 条に規定する

ような被害となる可能性のある建築物を特定する場合，IEC 62305-2（雷保護 第 2 部リスク

マネジメント）の箇条 4.2.5（建築物の引込線近傍への雷放電による建築物のリスクコンポ

ーネント：RZ）の規定が参考となる。RZは，次のように規定されている。 

「RZ：RZは，引込線に誘導され，建築物へ伝播する過電圧に起因する内部システム（建

築物内の電気電子システム）の故障に関係するコンポーネントであり，すべて

のケースで L2 及び L4 の損失が発生するが，爆発のリスクのある建築物，及び

内部システムの故障が直ちに人命を危険にさらす病院又はその他の建築物では

L1 も発生する。」 

すなわち，引込線を伝播する雷過電圧で発生する損失は，通常は L2(公共サービスの損失)
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と L4(経済的価値の損失) だけであるが，ある特定の建築物では L1(人命の損失)も発生する。

そして，これらは電技省令第 4 条の対象となり得る。 

ハ．過去の雷被害の調査では，自動火災報知設備，防災無線設備，非常放送設備，警報設備，

などの防災設備の被害事例が多く報告され，また，被害建築物では環境施設，学校，文化

施設，リクリエーション施設の被害が目立っている（全国市有物件災害共済会 報告書）。 

  防災設備は，その電気電子機器の故障が直ちに人命を危険さらすわけではないが，例え

ば，過電圧保護対策を実施していない学校の自動火災報知設備の故障中に火災が発生した

場合，或いは津波又は洪水の発生時に防災無線が故障していた場合などを想定すれば，深

刻な二次被害を引起こすおそれもある。そして，これらの場合は，行政側の不作為を問わ

れることもありうる（ 全国自治協会 平成 20 年 5 月 22 日発行「落雷損害の傾向と対策パ

ンフレット」から）。 

したがって，防災設備の損傷による二次被害を考慮すれば，防災設備のある公共建築物

は，省令第 4 条の対象になると判断される。なお，民間の建築物については公共建築物に

比べて影響の度合いが低いことから対象とはなりにくい。 

ニ．以上の検討結果から，次の建築物（施設）が保護対策の対象となる。 

ａ．爆発の危険性のある建築物 

ｂ．電気電子システムの故障が直ちに人命を危険にさらす病院及びその他の建築物 

ｃ．防災設備の故障が，人命の損失を含む深刻な二次被害を引起こすおそれのある公共 

建築物 

 

1.4 電技解釈取入れの検討 

（１）前提条件の確認 

   前項までの具体的施設方法及び適用対象施設についての結果を踏まえ，規定内容，導入時期

等の電技解釈への取入れ手順について検討した。検討の過程で幾つかの前提条件を整理し，確

認した。それらは次の通りである。 

  ① 箇条 443 は，補完すべき他の IEC 規格も含めてパッケージとしてまとまっており，今後の IEC

規格の改訂を考慮すれば，これを解体して活用することは避けるべきである。 

  ② 解釈の規定条文として，箇条443の全文を記載することは不適当であり，定性的ではあるが，    

既に解釈に取入れられている，「・・・のおそれがある場合には，・・・の対策を施すこと」

という規定の形態とし，併せて，詳細内容を含めた解説を示す。（解釈 51 条，52 条参照） 

  ③ 電技の規定の基本原則として，電気事業法では省令第 4 条，16 条，18 条を定めている。    

即ち，人体への危害，物件の損傷，電磁障害，供給支障である。 

箇条 443 を解釈に取入れた場合，適用対象施設の項で検討したように，この解釈は省令第 4    

条の関連解釈と考えられるが，高電圧の侵入による被害の防止という面では，省令第 10 条    

の関連解釈とも位置づけられる。（省令第 10 条参照） 

    

   参考として，省令第 10 条，解釈第 51 条，同 52 条を次に示す（一部抜粋）。 
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  [参考] 

■ 電技省令第 10 条 

         【電気設備の接地】 

電気設備の必要な箇所には，異常時の電位上昇，高電圧の侵入等による感電，火災，

その他人体に危害を及ぼし，又は物件への損傷を与えるおそれがないよう，接地その他

の適切な措置を講じなければならない。ただし，電路に係る部分にあっては，第 5 条第

1 項の規定に定めるところによりこれを行わなければならない。 

■ 解釈第 51 条 

  【電波障害の防止】（省令第 42 条第 1 項） 

第 51 条 架空電線路は，無線設備の機能に継続的かつ重大な障害を及ぼす電波を発生

するおそれがある場合には，これを防止するように施設すること。 

２ 前項の場合において，低圧又は高圧の架空電線路から発生する電波の許容限度は，

次の各号により測定したとき，各回の測定値の 大値の平均値が，526.5kHz から

1,606.5kHz までの周波数帯において準せん頭値で 36.5dB 以下であること。 

（以下略） 

■ 解釈第 52 条 

【架空弱電流電線路への誘導作用による通信障害の防止】（省令第 42 条第 2 項） 

第 52 条 低圧又は高圧の架空電線路（き電線路（第 201 条第五号に規定するものをい

う。）を除く。）と架空弱電流電線路とが並行する場合は，誘導作用により通信上の障

害を及ぼさないように，次の各号により施設すること。 

一 架空電線と架空弱電流電線との離隔距離は，2ｍ以上とすること。 

二 第一号の規定により施設してもなお架空弱電流電線路に対して誘導作用により

通信上の障害を及ぼすおそれがあるときは，更に次に掲げるものその他の対策のう

ち 1 つ以上を施すこと。 

イ 架空電線と架空弱電流電線との離隔距離を増加すること。 

ロ 架空電線路が交流架空電線路である場合は，架空電線を適当な距離でねん架す

ること。 

（中 略） 

４ 特別高圧架空電線路は，弱電流電線路に対して電磁誘導作用により通信上の障害を

及ぼすおそれがないように施設すること。 

（以下略） 

 

（２）解釈の規定案等 

   上記の検討結果に基づき作成された電技解釈の規定案を次に示す。 

  ① 規定案 

    配電系統を伝播して侵入する誘導雷に起因する過電圧によって低圧電気設備が損傷を受け，

その結果，人命が危険にさらされるおそれがある場合には，電気設備に対して過電圧保護の

対策を施さなければならない。 

  ② 解説案 
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    配電系統を伝播して侵入する誘導雷に起因する過電圧に対する低圧電気設備の保護対策に

ついては，IEC 60364-4-44 規格の箇条 443 に規定されている。また，この規定を適用する場

合の留意事項については，「平成 24 年度 電気施設技術基準国際化調査報告書」を参照され

たい。 

 

（３）解釈への取入れ時期 

  ① 雷被害は件数，被害額とも年々増加しており，その原因は直撃雷よりも誘導雷による件数

が圧倒的に多い。 

また，建築物形態別による発生件数では配電線への雷害が も多い（雷害リスクコンソー

シアム第 21 回研究会 全国市有物件災害共済会資料）。その意味からも箇条 443 の解釈への取

入れが望ましい。低圧電気設備の雷害対策の普及と被害の低減は喫緊の課題であり，そのた

めには電技解釈への取入れが も効果的であるからである。 

② しかし，何らかの事情により解釈へ取入れられない場合には，箇条 443 の活用を図るため

の次善の手段もある。例えば，電気設備学会規格，あるいは日本電気技術規格委員会規格な

どの民間規格として雷過電圧保護対策の普及を図られることである。民間規格がある程度定

着したことが確認できた段階で，改めて解釈への取入れ検討が行われる可能性もある。 

 

1.5 結論  

箇条 443 を活用した配電系統を伝播する過渡過電圧に対する低圧電気設備の保護に関する規

定の電技解釈への取入れを検討した結果，前項の電技解釈の規定案を得た。 

この規定を解釈へ取入れた場合，雷害全体からすれば限定的ではあるにせよ，電技の規定対

象である配電系統を伝播する雷過電圧による被害の減少が期待できる。 

更に，現行の箇条 443 は IEC の TC64 において改定作業中であり，現在 CDV（投票用委員会

原案）の段階にある。改定案では，配電系統への直撃雷による被害に対する保護も含まれるこ

とから，今回の案を解釈へ取入れた場合，今後予定される IEC における箇条 443 の改定後には，

より効果的な解釈の規定の検討も期待できることとなる。 

なお，今回電技解釈への取入れを検討した箇条 443 は，配電系統を伝播する雷過電圧に対し

て低圧電気設備の保護対策が必要か否かの判断基準を示す規格である。したがって，具体的な

過電圧保護対策を講ずるためには箇条 443 だけでは不十分であり，箇条 443 と合わせて SPD の

要求特性及び選定並びに施工に関する規格を補完して適用する必要があるため，これらの適切

な適用に関する指針の類の整備が過電圧保護の普及にとって肝要である。 

一方，過電圧による被害の低減には，保護機器側でも IEC 規格と整合した定格インパルス耐

電圧を含む低圧絶縁協調に関する製品規格の整備が重要な要件となっている。しかし，この製

品規格の IEC との整合化は，未整備の製品分野が多く，昨年の意識調査でも反対意見が寄せら

れたことから解決すべき今後の大きな課題である。 

雷現象に起因して配電系統を伝播する過電圧は，雷害の原因の一つに過ぎないため，電気設

備に対する総合的な雷保護対策の規制の整備が課題である。その際必要となるのは，IEC の雷

保護規格の導入，特にリスクマネジメントによる保護の必要性の判断と 適な保護対策の選定

手法であり，これらの中には各国が独自に検討すべき事項も含まれていることが課題となって
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いる。 

 

1.6 添付資料 

(1) 表-1：箇条 443 の具体的施設方法に関する課題とその対策 

 (2) 表-2：具体的施設方法に関する規定文の解説・修正・補完等 

 (3) 米国調査報告書「米国の過電圧保護に関する法的な規制について」 
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条

44
3
は
，
大
気
現
象
に
起
因
す
る
（
間
接
雷
，
遠
方
雷
に
よ
る
）
過
電
圧
・
・
・
」
と
の
記
述
が
あ
り
，
過
渡
過
電
圧
の
原
因
と
な
る

大
気
現
象
を
限
定
し
て
お
り
，
更
に
「
通
常
，
こ
の
保
護
は
，
ク
ラ
ス
Ⅱ
試
験
の

SP
D
又
は
必
要
な
場
合
は
ク
ラ
ス
Ⅲ
試
験
の

SP
D
の
設
置

に
よ
っ
て
行
う
。」

と
し
て
い
る
。
 
し
た
が
っ
て
，
検
討
す
べ
き
雷
放
電
は
，
建
築
物
に
接
続
し
た
引
込
線
の
近
傍
雷
だ
け
が
対
象
と
な
り
，

引
込
線
へ
の
直
接
的
な
雷
放
電
は
含
め
て
い
な
い
。

 

 
さ
ら
に
，
こ
の
規
定
は
，
低
圧
供
給
配
電
系
統
に
限
定
さ
れ
，
高

-低
圧
変
換
後
の
低
圧
供
給
配
電
系
統
も
含
ま
れ
る
。

 

 源
点
と
は
，
設
備
や
回
路
な
ど
の
対
象
に
対
す
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
点
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
，
設
備
の
源
点
と
は
，
設
備
へ
の
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
点
，
即
ち
，
電
源
の
引
込
点
を
指
す
。

 

 「
サ
ー
ジ
保
護
装
置
（

su
rg

e 
pr

ot
ec

tiv
e 

de
vi

ce
s）
」
は
，「

サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
」，
「

SP
D
」，
「
雷
保
護
装
置
」，
「
避
雷
器
」，
「
保
安
器
」，

「
ア
レ
ス
タ
」
等
の
用
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。〔

JI
S 

C
 5

38
1
群
で
は
，
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
（

SP
D
）
と
し
て
い
る
。〕

 

な
お
，
低
圧
電
源
用
の

SP
D
は
，
交
流

50
/6

0H
z，

定
格
電
圧

1 
00

0V
ま
で
の
電
源
に
接
続
す
る
機
器
を
保
護
す
る
た
め
に
用
い
る
も
の

で
，
サ
ー
ジ
電
圧
を
制
限
し
，
サ
ー
ジ
電
流
を
分
流
す
る
た
め
の
一
個
以
上
の
非
線
形
素
子
を
内
蔵
し
て
い
る
デ
バ
イ
ス
で
あ
る
。
 
 

 
 

 こ
こ
で
規
定
す
る
直
撃
雷
又
は
近
傍
雷
と
は
，
建
築
物
に
対
し
て
の
直
撃
雷
又
は
近
傍
雷
で
あ
る
。

 

 建
築
物
内
の
電
気
・
電
子
設
備
へ
の
雷
に
よ
る
被
害
の
発
生
は
，
次
の

4
種
類
の
雷
放
電
が
原
因
で
あ
る
（

JI
S 

Z  
92

90
-4

:2
00

6 
附
属
書

JA
 参

照
）。

 

①
 
建
築
物
へ
の
直
撃
雷
（

S1
）

 

②
 
建
築
物
近
傍
へ
の
雷
放
電
（

S2
）

 

③
 
引
込
線
（
配
電
線
・
通
信
線
）・

引
込
管
へ
の
直
撃
雷
（

S3
）

 

④
 
引
込
線
（
配
電
線
・
通
信
線
）・

引
込
管
近
傍
へ
の
雷
放
電
（

S4
）

 

し
た
が
っ
て
，
こ
の
規
格
で
は
，
上
記
の
原
因
④
の
配
電
線
近
傍
へ
の
雷
放
電
（

S4
）
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
だ
け
規
定
し
て
い
る
。

 

な
お
，
そ
の
他
の
雷
放
電
に
よ
る
電
気
・
電
子
設
備
の
保
護
に
関
す
る

IE
C
規
格
類
は
，
基
本
的
に
ほ
と
ん
ど

JI
S
と
し
て
発
行
さ

 

れ
て
い
る
の
で
，
そ
れ
ら
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 

IE
C

 6
23

05
-1
 
雷
保
護

 第
1
部
 
一
般
原
則
 
⇒
 

JI
S 

Z
 9

29
0-

4:
20

06
 
附
属
書

JA
～

JF
 

  
  

IE
C

 6
23

05
-3
 
雷
保
護

 第
3
部
 
建
築
物
の
物
的
損
傷
及
び
人
命
へ
の
危
険
 
⇒
 

JI
S 

Z
 9

29
0-

3
と
し
て
発
行
予
定

 

  
  

IE
C

 6
23

05
-4
 
雷
保
護

 第
4
部
 
建
築
物
内
の
電
気
及
び
電
子
シ
ス
テ
ム
 
⇒
 

JI
S 

Z
 9

29
0-

4:
20

06
と
し
て
発
行
済

 

  
  

IE
C

 6
16

43
 
 
低
圧
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
 
⇒
 

JI
S 

C
 5

38
1
群
と
し
て
発
行
済

 

  
  

IE
C

 6
16

62
 
 
落
雷
に
よ
る
損
害
リ
ス
ク
の
評
価
（
既
に
廃
止
）
 
⇒
 

IE
C

 6
23

05
-2
と
し
て
発
行
済

 

 44
3.

2.
1 
注
記

1 

表
44

B
は
，
機
器
に
必
要
と
す
る
定
格
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
示
し
て
い
る
。

IE
C
で
は
，
機
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
に
関
す
る
製
品
規
格

が
あ
る
が
，

JI
S
で
は
電
力
計
な
ど
の
一
部
の
機
器
を
除
き
こ
の
規
格
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
（
箇
条

44
3.

4
の
解
説
を
参
照
）。

 

44
3.

2.
1 
注
記

2 

 
JI

S 
C

 6
06

64
-1
：
低
圧
系
統
内
機
器
の
絶
縁
協
調
－
第

1
部
：
基
本
原
則
，
要
求
事
項
及
び
試
験
を
参
照
。

 

   

 （
解
説
）
 

      （
解
説
）
 

  （
解
説
）
 

    （
解
説
）
 

 （
解
説
）
 

              （
解
説
）
 

  （
解
説
）
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規
定
内
容
 

解
説
，
修
正
，
補
完
，
整
備
等
の
内
容
 

備
 
 
考
 

分
類
さ
れ
た
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
で
機
器
の
選
定
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
，
故
障
の
危
険
性
を
許
容
レ
ベ
ル
に
ま
で
低
減
さ
せ
，
設
備
全
体
の

絶
縁
協
調
が
達
成
で
き
る
。

 

注
記

3 
供
給
配
電
系
統
か
ら
伝
播
す
る
過
渡
過
電
圧
は
，
ほ
と
ん
ど
の
設
備
の
末
端
で
顕
著
に
減
衰
し
な
い
。
 

44
3.

2.
2 

機
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
と
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
と
の
関
連
性
 

 

過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅳ
に
該
当
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
も
つ
機
器
は
，
設
備
の
源
点
又
は
そ
の
近
傍
，
例
え
ば
主
分
電
盤
の
電
源
側
で
の

使
用
に
適
し
て
い
る
。

 

カ
テ
ゴ
リ
Ⅳ
の
機
器
は
，
必
要
と
さ
れ
る
高
い
信
頼
性
を
提
供
す
る
非
常
に
高
い
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
性
能
を
も
っ
て
い
る
。

 

注
記

1 
こ
の
よ
う
な
機
器
の
例
と
し
て
は
，
電
力
量
計
，
一
次
側
過
電
流
保
護
器
及
び
リ
ッ
プ
ル
抑
制
装
置
が
あ
る
。

 

過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅲ
に
該
当
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
も
つ
機
器
は
，
高
い
利
用
性
を
備
え
て
い
て
，
主
分
電
盤
を
含
む
固
定
形

設
備
の
負
荷
側
に
使
用
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

 

注
記

2 
こ
の
よ
う
な
機
器
の
例
と
し
て
は
，
固
定
形
設
備
の
分
電
盤
，
遮
断
器
，
配
線
設
備

 (
IE

C
 6

00
50

 (8
26

)，
用
語
の
定
義

 8
26

-1
5-

01

参
照

)，
電
線
，
母
線
，
接
続
箱
，
開
閉
器
，
コ
ン
セ
ン
ト
を
含
む
，
及
び
工
業
用
機
器
並
び
に
そ
の
他
の
機
器
，
例
え
ば
固
定
形
設

備
に
常
時
接
続
し
て
い
る
据
付
形
電
動
機
が
あ
る
。

 

 過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
に
該
当
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
も
つ
機
器
は
，
電
気
使
用
機
器
に
通
常
要
求
さ
れ
る
普
通
の
利
用
等
級
を
備
え
て

い
て
，
固
定
形
設
備
に
接
続
す
る
の
に
適
し
て
い
る
。

 

注
記

3 
こ
の
よ
う
な
機
器
の
例
と
し
て
は
，
家
庭
用
電
気
器
具
及
び
こ
れ
に
類
す
る
負
荷
が
あ
る
。

 

過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅰ
に
該
当
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
も
つ
機
器
は
，
規
定
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
過
渡
過
電
圧
を
抑
制
す
る
た
め
に
，

機
器
の
外
部
に
保
護
手
段
を
適
用
す
る
建
築
物
の
固
定
形
設
備
で
の
使
用
だ
け
に
し
か
適
し
て
い
な
い
。

 

注
記

4 
こ
の
よ
う
な
機
器
の
例
と
し
て
は
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
，
電
子
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
付
き
電
気
器
具
な
ど
の
よ
う
な
電
子
回
路
を
内
蔵
す
る

機
器
が
あ
る
。

 

過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅰ
に
該
当
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
も
つ
機
器
は
，
供
給
配
電
系
統
に
直
接
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

44
3.

3 
過
電
圧
抑
制
の
た
め
の
措
置

 

過
電
圧
抑
制
は
，
次
の
要
求
事
項
に
よ
っ
て
行
う
。

 

 44
3.

3.
1 

本
質
的
過
電
圧
抑
制
 

 

本
箇
条
は
，

44
3.

3.
2.

2 
に
よ
る
危
険
性
評
価
が
用
い
ら
れ
る
と
き
は
適
用
し
な
い
。

 

                 

          44
3.

2.
2 
注
記

2 
 I

E
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
01

) 
の
内
容
（
仮
訳
）

 

 
配
線
設
備
：

 

一
本
又
は
複
数
の
絶
縁
電
線
，
ケ
ー
ブ
ル
又
は
ブ
ス
バ
ー
及
び
そ
れ
ら
を
安
全
に
固
定
す
る
部
品
が
必
要
な
ら
ば
，
そ
れ
ら
を
機
械
的
保

護
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
集
合
体

 

          44
3.

3.
1 

 本
質
的
過
電
圧
抑
制
と
は
，
設
備
を
取
り
巻
く
外
的
環
境
条
件
が
，
特
別
な
過
電
圧
保
護
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本

質
的
過
電
圧
抑
制
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
解
説

4.
4.

4
図
に
示
す
。

 

               

 

 

 
解
説

4.
4.

4
図
 
本
質
的
過
電
圧
抑
制
に
よ
る
保
護
の
必
要
性
判
定
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

 

          （
解
説
）
 

             （
解
説
）
 

                   

注
：
地
中
引
き
込
み
及
び

A
Q

1
の
場

合
で
も
，
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ

の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
の
機
器
に

対
し
て
は
，
過
電
圧
保
護
を
考
慮

す
る
こ
と
。

 

 
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ

Ｔ
 

Ye
s 

No
 

Ye
s 

No
 高

い
信
頼
性
又
は
高
い
危

険
性
が
想
定
さ
れ
る
か
？
 

Ye
s 

No
 

過
電
圧
保

護
が

必
要
で
あ
る
。

 

S
P
D
の
選
定
と

施
工

に
つ
い
て
は
，
 

JI
S

 C
 5

38
1-

12
及
び
 

JI
S

 C
 6

03
64

-5
-5

3
箇
条

53
4
参

照
 

過
電
圧
保

護
は
必
要
な
い
。
 

た
だ
し
，
表

44
B
に
適
合

す
る

こ
と

引
込

線
は

架
空

線

を
含

む
か
？
 

AQ
2
か
？
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規
定
内
容
 

解
説
，
修
正
，
補
完
，
整
備
等
の
内
容
 

備
 
 
考
 

 設
備
が
，
完
全
に
低
圧
地
中
系
統
に
よ
っ
て
電
源
を
供
給
さ
れ
，
架
空
線
を
含
ま
な
い
場
合
は
，
機
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
は
表

44
B

 に

適
合
す
れ
ば
十
分
で
あ
り
，
大
気
現
象
に
よ
る
過
電
圧
に
対
す
る
特
別
の
保
護
を
必
要
と
し
な
い
。

 

注
記

1 
接
地
し
た
金
属
シ
ー
ル
ド
を
も
つ
絶
縁
導
体
か
ら
な
る
架
空
ケ
ー
ブ
ル
は
，
地
中
ケ
ー
ブ
ル
と
同
等
で
あ
る
と
み
な
す
。

 

設
備
が
低
圧
架
空
電
線
路
に
よ
っ
て
又
は
そ
れ
を
含
む
線
路
に
よ
っ
て
電
源
を
供
給
さ
れ
，
か
つ
雷
雨
日
数
が
年

25
日
以
下

(A
Q

 1
)で

あ
る

場
合
は
，
大
気
現
象
に
よ
る
過
電
圧
に
対
す
る
特
別
の
保
護
は
必
要
と
し
な
い
。

 

       注
記

2 
A

Q
 値

に
関
係
な
く
，
よ
り
高
い
信
頼
性
又
は
よ
り
高
い
危
険
性

(例
え
ば
火
災

)が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
，
過
電
圧
保
護
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

両
方
の
場
合
に
お
い
て
，
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅰ
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 (
44

3.
2.

2 
参
照

) 
を
も
つ
機
器
に
対
し
て
は
，
過
渡
過
電
圧
保
護
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

 

 

44
3.

3.
2 
保
護
過
電
圧
抑
制

 

（
サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
に
類
す
る
記
述
は
，

JI
S
か
ら
省
く
）

 

す
べ
て
の
場
合
に
，
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅰ
に
よ
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

(4
43

.2
.2

 参
照

)を
も
つ
機
器
に
対
し
て
は
，
過
渡
過
電
圧
保
護
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

44
3.

3.
2.

1 
外
的
影
響
の
条
件
に
基
づ
く
保
護
過
電
圧
抑
制
 

 

設
備
が
架
空
電
線
路
に
よ
っ
て
又
は
そ
れ
を
含
む
線
路
に
よ
っ
て
電
源
を
供
給
さ
れ
，
か
つ
そ
の
場
所
の
雷
雨
日
数
が
年

25
日
を
超
え
る

(A
Q

 2
)場

合
は
，
大
気
現
象
に
よ
る
過
電
圧
に
対
す
る
保
護
が
必
要
で
あ
る
。

 

保
護
装
置
の
保
護
レ
ベ
ル
は
，
表

44
B
に
示
す
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
レ
ベ
ル
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

注
記

1 
過
電
圧
レ
ベ
ル
は
，
設
備
の
源
点
付
近
で
架
空
電
線
（
附
属
書
Ｂ
参
照
）
又
は
建
築
設
備
の
い
ず
れ
か
に
設
置
す
る

SP
D

 に
よ
っ

て
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

         

 

機
器
が
，
表

44
B
の
適
合
品
か
否
か
の
確
認
方
法
は
，
当
該
製
品
の
製
造
業
者
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

 

  検
討
す
る
施
設
等
の
あ
る
地
域
の
年
間
雷
雨
日
数
を
知
る
方
法
，
文
献
等
を
以
下
に
示
す
。

 

・
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
気
象
庁

/気
象
統
計
情
報

/地
域
別

/年
ご
と
の
値

/大
気
現
象

/雷
日
数
。

 

ht
tp

://
w

w
w

.d
at

a.
jm

a.
go

.jp
/o

bd
/s

ta
ts

/e
trn

/in
de

x.
ph

p 

・
理
科
年
表
 
国
立
天
文
台
編
 
「

気
象

部
」

に
地

域
別

の
雷

日
数

の
月
別
平
年
値
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

 

注
）
気
象
庁
は

19
81
～

20
10

年
の
観
測
値
に
よ
る
新
し
い
平
年
値
を
作
成
し
た
。
新
平
年
値
は
平
成

23
年

5
月

18
日
か
ら
使
用
。

 

こ
れ

に
伴

い
「

理
科

年
表

」
の

気
象

に
関

す
る

平
年

値
の

デ
ー

タ
も

20
12

年
版

か
ら

は
，
「

19
81

－
20

10
年

」
の

数
値

に
更

新
さ

れ
て

い
る

。
最

新
版

を
活

用
し

年
間

雷
日

数
に

換
算

し
て

用
い

る
。

従
来

は
，
「

19
71

－
20

00
年

」
の

30
年

間
の

平
均

値
を

用
い

て
い

た
。

 

 

「
よ
り
高
い
信
頼
性
又
は
よ
り
高
い
危
険
性

(例
え
ば
火
災

)が
想
定
さ
れ
る
場
合
」
と
は
，

JI
S 

Z
 9

29
0-

4 
附
属
書

JA
（

IE
C

62
30

5-
1）

の
箇

条
JA

.4
 
雷
に
よ
る
損
傷
，
表

JA
.1
に
よ
れ
ば
，
軍
需
工
場
，
花
火
工
場
，
化
学
プ
ラ
ン
ト
，
製
油
所
（
精
製
所
），

核
関
連
施
設
，
生
化
学

の
研
究
所
及
び
プ
ラ
ン
ト
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
，
消
防
法
に
関
わ
る
エ
リ
ア
／
細
菌
培
養
／
薬
品
プ
ロ
セ
ス
な
ど
小
規
模
で
も
誤

っ
て
周
辺
に
飛
散
や
流
出
す
る
と
甚
大
な
被
害
が
考
え
ら
れ
る
施
設
等
が
考
え
ら
れ
る
。

 

こ
こ
で
言
う
「
両
方
の
場
合
」
と
は
，
次
の
二
つ
の
場
合
を
指
す
。

 

①
 設

備
が
完
全
に
低
圧
地
中
系
統
に
よ
っ
て
電
源
を
供
給
さ
れ
，
架
空
線
を
含
ま
な
い
場
合

 

 ②
 設

備
が
低
圧
架
空
線
又
は
そ
れ
を
含
む
線
路
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
，
か
つ
，
雷
雨
日
数
が
年

25
日
以
下

(A
Q

1)
で
あ
る
場
合

 

 44
3.

3.
2 
保
護
過
電
圧
抑
制
と
は
，
過
電
圧
の
抑
制
の
た
め
に
，
設
備
又
は
機
器
等
に
保
護
を
行
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

 最
近
で
は
，
製
品
規
格
に
よ
り
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅰ
の
製
品
に

SP
D

を
組
み
込
ん
だ
機
器
が
，
輸
出
用
を
初
め
と
し
て
多
く
製
造
さ
れ
て
き

て
い
る
。
こ
の
場
合
は
，
こ
れ
ら
の
機
器
用
と
し
て
の
過
渡
過
電
圧
保
護
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
い
。
但
し
，
設
備
の

SP
D

と
の
保
護
協
調

に
つ
い
て
は
，
メ
ー
カ
ー
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 44
3.

3.
2.

1 
外
的
影
響
の
条
件
に
基
づ
く
保
護
過
電
圧
抑
制
と
は
，
設
備
の
外
的
環
境
条
件
が
本
質
的
抑
制
の
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
，

過
電
圧
に
対
す
る
保
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
な
お
，
具
体
的
な
過
電
圧
保
護
対
策
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3
の
箇
条

53
4 
過

電
圧
保
護
用
装
置
に
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
，

JI
S 

C
 5

38
1-

11
電
源
用

SP
D
の
要
求
性
能
及
び
試
験
方
法
が
近
く
【
今
年
度
中
】
改
訂
予

定
で
あ
る
。
こ
れ
を
補
完
的
に
参
照
す
る
。

 

 注
記

1 
SP

D
の
設
置
場
所
を
，
設
備
の
源
点
近
く
の
「
架
空
電
線
」
又
は
「
建
築
設
備
」
と
規
定
し
て
い
る
。
解
説

4.
4.

5
図
に

SP
D
の
設

置
場
所
の
一
例
を
示
す
。

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解
説

4.
4.

5
図
 
設
備
の
源
点
付
近

SP
D
の
設
置
場
所

 

 

 （
解
説
）
 

  （
補
完
）
 

        （
解
説
）
 

       （
解
説
）
 

 （
解
説
）
 

   （
補
完
）
 

    （
解
説
）
 

           

受
電
盤

架
空
電
線

架
空
電
線
の

SP
D

 
建
築
設
備
の

SP
D

 

屋
内

屋
外
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，
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，
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容
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注
記

1
に
よ
る
条
件
で
，
過
電
圧
レ
ベ
ル
の
抑
制
は
，
サ
ー
ジ
保
護
装
置

SP
D
を
直
接
設
備
に
設
置
す
る
か
，
又
は
配
電
網
運
用
者
の
同
意

を
得
て
配
電
網
の
架
空
線
に
設
置
し
達
成
す
る
（
附
属
書

B
）。

つ
ま
り
，
架
空
電
線
の
引
き
込
み
口
付
近
で
対
策
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
，
原
則
，
受
電
盤
の
前
に
は
接
続
点
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
，
一
般
に
は
受
電
盤
，
即
ち
，
建
築
設
備
に

SP
D

を
設
置
す
る
こ

と
に
な
る
。

 

こ
の
場
合

SP
D

の
設
置
者
は
受
益
者
と
な
る
需
要
家
側
の
負
担
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
昨
年
度
に
行
っ
た
諸
外
国
で
の
箇
条

44
3

の
取
り
入
れ
状
況
の
調
査
で
も
，

SP
D
の
設
置
者
は
需
要
家
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

 

な
お
，
受
電
盤
内
に

SP
D

を
設
置
す
る
場
合
，
漏
電
遮
断
器
と
の
位
置
関
係
に
は
次
の
二
通
り
が
あ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
の
特
徴
を
解

説
す
る
。

 

①
漏
電
遮
断
器
の
負
荷
側
に

SP
D
を
設
置
す
る
場
合

 

・
 雷

過
電
圧
（
サ
ー
ジ
）
の
侵
入
に
対
し
て
，

SP
D
へ
の
サ
ー
ジ
電
流
分
流
に
よ
り
，
負
荷
側
の
機
器
へ
の
過
電
圧
保
護
が
可
能
と
な

る
。

 

・
 万

一
SP

D
が
劣
化
又
は
損
傷
す
る
と
，
漏
れ
電
流
が
発
生
す
る
。
こ
の
場
合
，
大
き
な
過
電
流
又
は
短
絡
電
流
が
流
れ
な
く
て
も
漏

れ
電
流
が
規
定
値
に
達
す
る
と
漏
電
遮
断
器
が
直
ち
に
動
作
す
る
。

 

・
 過

大
な
サ
ー
ジ
電
流
が

SP
D
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
，
漏
電
遮
断
器
（
高
感
度
形
）
が
不
要
動
作
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 

解
説

4.
4.

6-
1
図
 

T
T
系
統
（
漏
電
遮
断
器
の
負
荷
側
の

SP
D
）
で
の
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
の
設
置
例

 

 
 ②
漏
電
遮
断
器
の
電
源
側
に

SP
D
を
設
置
す
る
場
合

 

・
 雷

過
電
圧
（
サ
ー
ジ
）
の
侵
入
に
対
し
て
，

SP
D
へ
の
サ
ー
ジ
電
流
分
流
に
よ
り
，
負
荷
側
の
機
器
へ
の
過
電
圧
保
護
が
可
能
と
な

る
（
上
記
①
に
同
じ
）。

 

・
 万

一
SP

D
が
劣
化
又
は
損
傷
し
短
絡
電
流
が
流
れ
た
場
合
，
上
位
の
遮
断
器
（
解
説

4.
4.

6-
2
図
中
の

1）
が
動
作
す
る
。

 

・
 過

大
な
サ
ー
ジ
電
流
が

SP
D
を
通
過
し
て
も
，
漏
電
遮
断
器
（
高
感
度
形
）
は
不
要
動
作
す
る
こ
と
は
な
い
。
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    注
記

2 
IE

C
 6

23
05

-3
 の

箇
条

A
.1
に
よ
る
と
，
雷
雨
日
数
が

25
日
／
年
は
，
雷
撃
頻
度
が

2.
5 
回
／

km
2 ・

年
に
等
し
い
。

 こ
れ
は
次
の

式
か
ら
算
出
で
き
る
。

 

  
  

  
  

 
 
 

N
g 
＝

0.
1 

T d
 

こ
こ
に
，

 N
g 
：
雷
撃
頻
度

(回
／

km
2 ・

年
) 

  
  

  
  

  
 
 
 

 T
d 

 ：
雷
雨
日
数

(日
／
年

) 

  44
3.

3.
2.

2 
危
険
性
評
価
に
基
づ
く
保
護
過
電
圧
抑
制
 

 

注
記

1 
一
般
的
な
危
険
性
評
価
の
方
法
は
，

IE
C

 6
16

62
 に

記
述
さ
れ
て
い
る
。
箇
条

44
3に

関
す
る
限
り
，
こ
の
方
法
の
要
点
の
簡
略
化

が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
引
込
線
の
臨
界
長

dc
 及

び
次
に
述
べ
る
重
要
性
の
レ
ベ
ル
に
依
存
す
る
。

 

次
の
も
の
は
，
保
護
に
関
す
る
種
々
の
重
要
性
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

 

a)
 人

命
に
関
す
る
重
要
性
，
例
え
ば
，
安
全
設
備
，
病
院
の
医
療
機
器

 

b)
 公

共
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
重
要
性
，
例
え
ば
，
公
共
サ
ー
ビ
ス
，

IT
 セ

ン
タ
ー
，
博
物
館
の
損
失

 

c)
 商

業
又
は
工
業
活
動
に
対
す
る
重
要
性
，
例
え
ば
，
ホ
テ
ル
，
銀
行
，
工
場
，
マ
ー
ケ
ッ
ト
，
農
場

 

d)
 個

人
の
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
重
要
性
，
例
え
ば
，
大
形
住
居
建
築
，
教
会
，
事
務
所
，
学
校

 
 

e)
 個

人
に
対
す
る
重
要
性
，
例
え
ば
，
住
居
建
築
，
小
規
模
事
務
所

 

重
大
性

 a
) 
か
ら
ｃ

) 
の
レ
ベ
ル
に
対
し
て
，
過
電
圧
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 注
記

2 
重
大
性

a)
か
ら
ｃ

)の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
附
属
書

C
 に

よ
る
危
険
性
評
価
計
算
は
，
こ
の
計
算
が
常
に
，
保
護
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
な
る
の
で
，
実
施
す
る
必
要
は
な
い
。

 

重
大
性

 d
) 
及
び

 e
) 
の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
保
護
の
必
要
性
は
，
計
算
の
結
果
に
依
存
す
る
。
計
算
は
，
長
さ

d 
の
決
定
に
関
す
る
附
属
書

C
 

の
式
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
長
さ

dは
慣
例
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
，
規
約
長
と
呼
ば
れ
る
。

 

保
護
は
，

 

 
 
 
 
 
 

d 
＞

 d
c 

 

解
説

4.
4.

6-
2
図
 

T
T
系
統
（
漏
電
遮
断
器
の
電
源
側
の

SP
D
）
で
の
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
の
設
置
例

 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
，
漏
電
遮
断
器
と

SP
D
の
取
付
位
置
は
，
感
電
保
護
の
観
点
か
ら
①
の
接
続
が
望
ま
し
い
。

 

 
し
か
し
，
漏
電
遮
断
器
の
不
要
動
作
の
心
配
が
あ
る
場
合
に
は
②
の
接
続
と
し
，

SP
D
に
は
直
列
に

SP
D
製
造
業
者
の
指
定
す
る
防
護
デ

バ
イ
ス
（
図
中
の

F）
を
必
ず
接
続
す
る
こ
と
。

 

 注
記

2 
次
の
通
り
規
定
文
を
修
正
す
る
。
 
 

 

 
 
 

IE
C

 6
23

05
-2
の
箇
条

A
.1
に
よ
る
と
，
雷
雨
日
数
が

25
日
／
年
は
，
落
雷
頻
度
が

2.
5 
回
／

km
2 ・

年
に
等
し
い
。

 こ
れ
は
次
の
式

か
ら
算
出
で
き
る
。

 

  
  

  
  

 
 
 

N
g 
＝

0.
1 

T d
 

こ
こ
に
，

 N
g 
：
落
雷
頻
度

(回
／

km
2 ・

年
) 

  
  

  
  

  
 
 
 

 T
d 

 ：
雷
雨
日
数

(日
／
年

) 

 44
3.

3.
2.

1 
外
的
影
響
の
条
件
及
び

44
3.

3.
2.

2 
危
険
性
評
価
の
両
方
に
基
づ
く
保
護
過
電
圧
抑
制
の
必
要
性
判
定
フ
ロ
ー
を
解
説

4.
4.

7
図
に

示
す
。

44
3.

3.
2.

2
の
危
険
性
評
価
の
保
護
に
関
す
る
重
要
性
レ
ベ
ル
は
，
電
技
解
釈
へ
の
取
入
れ
に
伴
い
図

-2
の
よ
う
に
修
正
す
る
。

 

               

                    （
修
正
）
 

      （
修
正
）
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で
あ
る
場
合
は
必
要
で
あ
る
。

 

こ
こ
に
，

 

 
 
 
 

d：
当
該
建
築
物
の
給
電
線
路
の
規
約
長
さ

(k
m

)で
最
大
長
さ

 1
km

 

  
  

  
  

d c
：
臨
界
長

 

 
 
 
 

d c
 (k

m
) 

 
：
重
大
性

 d
) 
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は

ｇ
N1

に
等
し
く
，
ま
た
，
重
大
性

 e
) 
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は

 

ｇ
N2

に
等
し
い
。
こ
こ
に
，

N
g 
は
雷
撃
頻
度
／

km
2  ・

年
）

 

こ
の
計
算
が

 S
PD

 が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
す
場
合
は
，
そ
の

 S
PD

 の
保
護
レ
ベ
ル
は
表

44
B

 に
示
す
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
レ
ベ
ル

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

 

             44
3.

4 
機
器
の
必
要
な
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
 

 

機
器
は
，
そ
の
定
格
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
が
，
表

44
B

 に
示
す
必
要
な
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
よ
り
小
さ
く
な
ら
な
い
よ
う
に
，
選
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

JI
S 

C
60

66
4-

1
に
従
っ
て
機
器
の
当
該
規
格
で
定
格
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
を
要
求
す
る
こ
と
は
，
各
製
品
委
員
会
の
責
任
で

あ
る
。

 

 

表
44

B
 
機
器
の
必
要
な
定
格
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 

設
備
の
公
称
電
圧

ａ
）
 

V
 

必
要
な
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

ｂ
）
 

kV
 

三
相
系
統

 
単

 相
 ３

 

線
 系

 統
 

設
備

の
源

点
の

機
器

 
(
耐

イ
ン

パ
ル

ス
カ

テ
ゴ

リ

Ⅳ
) 

幹
線

及
び

分
岐

回

路
の

機
器

(耐
イ
ン
パ
ル
ス
カ

テ
ゴ
リ
Ⅲ
) 

電
気
器
具
及
び
 

電
気

使
用

機
器
 

(耐
イ
ン
パ
ル
ス
カ

テ
ゴ
リ
Ⅱ
) 

特
別
に
保
護
さ
れ
 

る
機
器
 

(
耐
イ
ン
パ
ル
ス
カ

テ
ゴ
リ
Ⅰ
) 

－
 

12
0-

24
0 

4 
2.

5 
1.

5 
0.

8 

23
0/

40
0 

27
7/

48
0 

－
 

6 
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添付資料 (3)443 

米国の過電圧保護に関する法的な規制について 

 

1．はじめに 

 米国での雷過電圧保護に関する法的な規制の現状について概要を調査した。さらに法令等で保護

すべき施設の重要性についてどのように規定されているかも調査した。文献の調査と併せて，米国

の雷保護関係の専門家にも問い合わせたので併せて報告する。 

 

2．米国での法規制の状況 

 『海外の安全防災に係る法令・規制に関する調査・研究報告書 アメリカ編：1999/03 社団法人

日本損害保険協会安全防災部発行』によれば， 

「アメリカにおける建築物防災に関する事項は，州毎に立法権限があり，連邦法には直接建築物防

災を定めた法律がない。・・中略・・規制の仕方は必ずしも統一的でない。」 

・民間機関による規格 

  安全防災基準を概観した場合，連邦政府ではなく民間機関が標準基準を作成しているのが最大

の特徴である。代表的なものにビルディング・コード（Building Code：建築基準）があり，各州

が州法や州規格の中で本基準を採用している。従って法的な効力（拘束力）も有している。ビル

ディング・コード以外にも民間団体が制定した安全防災基準・規格で，全米あるいは米国内広域

で利用されているものも数多くある。 

・NFPA（全米防火協会：National Fire Protection Association）規格 

NFPA は 1896 年に設立された民間非営利団体で 1930 年に法人化されている。主な事業内容

は①防火基準の制定②技術アドバイザリー③教育④出版⑤火災安全調査⑥公的防災機関への協力

の 6 分野に亘る。NFPA の制定している防火安全規格は全米で広く認知されている。図 2-1 に，建

築物の防火に関するアメリカの法令・基準体系を示す。雷保護についてもこの体系に含まれる。 

引用文献：海外の安全防災に係わる法令・規則に関する調査・研究報告書 アメリカ編 

1999/03 社団法人日本損害保険協会安全防災部 

 

3．雷保護に係る同様な民間規格 

米国の雷防護に関連する規定としては，NFPA（National Fire Protection Association）が制定した NFPA 

70，NFPA780，UL（Underwriters Laboratories Inc.）が制定した UL96A 及び UL1449，IEEE（The Institute 

of Electrical and Electronics Engineers, Inc.）が制定した IEEE C62 シリーズなどがある。いずれの規格

も国家機関が制定したものでないため，法的に制約されるものでなく，日本の JIS 及び民間会社等

の規定に相当するものとなっている。 
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 一般の建築物などの雷対策で指定される規格としては，NFPA 70（National Electrical Code：NEC 米

国電気工事基準），NFPA 780（Standard for the Installation of Lightning Protection Systems 雷保護システ

連邦法 

州法 

ビルディング・コード 

その他民間規格 

職業安全法 

（OSHA） 

職業安全衛生規則

○○州 OSHA State of ○○Building Act/Code 

NBC USB SBC 

ASTM UL 

ASML 

NFPA 

建築物自体を対象とした

連邦法，規則はない 

詳細 
内容的には

ほぼ同じ 

参考規格と

して指定 相互に影響 具体的内容について 
準拠するとこを規定 

Life Safety Code (101) 

他多数の規格あり 

中西部，北東部諸州 西部諸州 南部諸州 

名称は州によって異なる 

ビルディング・コードに従うように指定 

労働者の安全確保の観

点から主に避難，消火設

備に関して規定 

図 1 建築物の防災に関するアメリカの法令・基準体系 
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ム規格） 及び UL 1449 (Standard for Surge Protective Device SPD の規格)がある。これらの規定の中

で，SPD を取り付ける場合の設置場所，SPD の型式，取り付け方法，接地などが定められている。

この概要を図 2-2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 一般建築物の雷保護及び接地について 

 

以上の基準，規格類を調査した範囲では，保護すべき個別の施設ごとにていての雷対策を規定す

るものはなかった。また，リスク評価については，NFPA780(雷保護規格)の附属書 L として Lightning 

Risk Assessment が記載されている。しかしこれは，NFPA780 の要求事項ではなく，単に，参考情報

の目的で記載されている。更に，雷保護すべき施設等を連邦法で規定しているかについても，調査

した範囲では見当たらなかった。 

一般に米国では，計画した施設等の施主，雷保護／安全に関する専門家，及び建築家／技術者に

よって上記リスクアセスメントを行い，費用対効果を勘案しつつ電源設備及び通信設備などに対し

て，雷サージ防護に関連する NFPA／UL 規格に基づいて行なっているようである。 

 

4. 米国の雷保護関係の専門家に対するヒアリング 

 以下の 2 名の米国の雷保護専門家に，雷保護に関して，米国で保護すべき施設の重要性を規定す

る法令等の有無について問い合わせた。結果は上記 3 項を裏付ける内容であった。 

1）Richard Kithil, President National Lightning Safety Institute (NLSI) 

 www.lightningsafety.com 

The USA is hopelessly behind the times on this topic. 

1. Codes such as NFPA-780 and NFPA-70 only address the application of SPDs in a brief and 

incomplete manner.  

2. They are no requirements mandated for SPDs and their use if entirely up to the facility owner. 

3. There is general belief that risk is very low. Hence, why do anything? Only when a costly 

交流メータ及び 
遮断器盤 

電話局 

加入者 SPD（NID） 

衛星アンテナ 交流 N-G 接続 

電話器 

柱接地 

中性線を 
他の柱接地
に連接 

交流電源装置 

3 相 5-25 kV 

配電線 
接地極 

TV へ 

建築物の 
接地極 装置へ 

CATV 

放送用 SPD 

120V 
120V 

放送電源供給へ接続 

接地ブロック

金属管 
金属構造体 

NFPA 780：In 20kA 8/20 

NFPA 780：Imax 10kA 8/20 
NFPA 70 800：Communication Systems 

NFPA 70 250：Grounding and Bonding 
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lightning incident happens do minds change. (This is based on our 20 years experience.) 

In Europe, SPD application is widespread since insurance companies insist on them. Note: Europe’s general 

lightning flash density is lower (2-6 FD/yr./sq.km/?) than much of the USA, Asia, Africa. 

The USA overall market for SPDs is small. Last figure I read it was less than $1 billion/yr. A multitude of 

vendors fighting for a small market, I suggest. 

 

Hope this helps, 

-Rich 

 

2）Mitchell Guthrie 現 TC81 委員長，NFPA 雷保護委員会委員，雷コンサルタント 

The applicable standard for power supply SPDs in the US is UL 1449, Edition 3.  NFPA 70 (NEC) provides 

requirements for the installation of these SPDs.  The primary standard for the general requirement relating to 

the application of SPDs on incoming power lines is NFPA 780 (with similar requirements in UL 96A).   

You are probably aware that the lightning protection standards in the US (NFPA 780, UL 96A, and IEC 62305 

as applicable) are voluntary standards so they may be omitted from any project by the Authority Having 

Jurisdiction (AHJ) or the Design Engineering firm where not required by the AHJ.  

 Requirements for the various applications vary from state to state unless it is a federal project.  For example, 

Florida statues require lightning protection for hospitals and schools but neighboring states do not.  The GAO 

reported that most federal agencies require lightning protection for their projects unless a risk assessment be 

performed to justify its omission.  

 For IT Centers and telecom facilities, industry norms generally require surge protection in the incoming 

power but these may not be to the levels required for lightning protection (addressing only switching 

transients and typical noise levels related to the power quality at the site).   

 Finally, the Construction Specification Institute (CSI) Master Spec program includes sections for lightning 

protection and surge protection (among numerous other sections running the entire construction spectrum) but 

it is up to the Engineering firm to determine which section is applicable for a given project.   

 

Hope this helps and that it answered the specific question. 

Mitch 

以上 

 

-----参考----- 

NFPA 780:2011 の 4.18 項で規定する SPD に関する規定の訳文を，次に示す。 

 

4.18 サージ防護  

4.18.1 一般 

電気，通信（含めるが，CATV，警報及びデータに限定しない。）系統又はアンテナ系統，あるい

は電気系統の機械設備に設置するサージ防護システムについての要求事項は，固定して設置した

SPD にのみ適用しなければならない。 

- 130 -



 

4.18.2 サージ防護の要求事項 

4.18.2.1  全ての電力供給線の入口に，SPD を設置しなければならない。 

4.18.2.2  導電性の通信系統（含めるが，CATV，警報及びデータに限定しない。）及びアンテナ系統

の入口に，SPD を設置しなければならない。 

4.18.2.3  電気又は電子システムの導体が，ある建築物から他の建築物に，導体又はケーブルが

30m(100ft)以上敷設しておかれている全ての場所に，SPD を設置しなければならない。 

4.18.2.4  配電盤又は分電盤及び利用場所（コンセント又は信号端子；さらに用語で，追加保護）に

設置するため，サージ防護をしてもよい。 

4.18.2.5  設計監督のもとで，サージ脅威が無視できる又は回線が同等に保護されている又は設置が

安全性を解決している場所であると決定できる場所は，SPD を要求しなくてもよい。 

 

4.18.3 サージ脅威のレベル 

4.18.3.1  電力回路 

4.18.3.1.1 SPD は，1.2/50μs 及び 8/20μs のコンビネーション波形発生器で発生するサージに対して

保護しなければならない。 

4.18.3.1.2 供給線の入口の SPD は，一相当たり 8/20 で公称放電電流定格（In）が 20kA 以上でなけ

ればならない。 

4.18.3.2  信号，データ及び通信の防護 

SPD は，信号，データ及び通信系統用として一覧表にしなければならなく，入口で設置

する場合は，8/20μs で Imax 定格が 10kＡ以上なければならない。 

 

4.18.4 測定制限電圧 

 各防護モードに対して，公表した電圧防護定格（VPR）は，SPD を接続する異なる電力配電シス

テムに対して表 4.18.4 に示す値以下を，選ばなければならない。 

 

表 4.18.4：SPD を接続する異なる配電システムに対する保護モードごとの 

最大許容保護電圧定格 

電力システムの配線形態 回線-中性線 回線-接地 中性線-接地 回線-回線 

120 2W + ground 600 600 600 － 

240 2W + ground 1000 1000 1000 － 

120/240 3W + ground 600 600 600 1200 

120/208 WYE 4W+ ground 600 600 600 1200 

277/480 WYE4 W +g round 1200 1200 1200 1200 

277/480 WYE 4W + HRG 

(high resistance ground) 
1200 1200 1200 1200 

347/600 WYE 4W + ground 1800 1800 1800 4000 

240 DELTA 3W + ground 

(corner grounded) 
1000 1000 1000 1000 

240 DELTA 3W (ungrounded) 1000 1000 1000 1000 

480 DELTA 3W + ground 1800 1800 1800 1800 
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4.18.5 交流設備のサージ防護 

4.18.5.1 SPD の短絡回路電流定格は，NFPA70 の NEC に従って，SPD を接続する電源（パネル）

の許容故障電流定格と協調しなければならない。 

4.18.5.2 SPD の最大連続動作電圧（MCOV）は，SPD を接続する公共の電力システムの上限以上

になるように選定しなければならない。 

4.18.5.3 供給線の入口の保護は，サージ防護デバイスの安全性に対する UL 規格，UL1449 のよう

な適切な規格に従って，タイプ 1 又はタイプ 2 を使用しなければならない。 

4.18.5.4 設置された供給線の入口の SPD は，回線と接地（L-G）との間又は回線と中性線（L-N）

との間に配線しなければならない。 

4.18.5.4.1 入口で，追加のモードで，回線と回線（L-L）との間，中性線と接地（N-G）との間，接

続してもよい。 

4.18.5.4.2 中性線がない供給線にたいして，SPD 素子は回線と接地との間で接続しなければならな

い。追加として回線と回線との間へ接続してもよい。 

 

4.18.6 通信のサージ防護 

4.18.6.1 全ての通信システム（含めるが，CATV，警報及びデータに限定しない。）及びアンテナ

システムの設備の入口で，SPD を施設しなければならない。 

4.18.6.2 SPD の選定は，周波数，帯域幅及び電圧のような様相について考慮しなければならない。 

4.18.6.3 SPD により取り込む損失（反射減衰量，挿入損失，インピーダンスの不整合，又は他の

減衰のような）は，許容できる動作限界以内でなければならない。 

4.18.6.4 通信システムを保護する SPD は，接地しなければならない。 

4.18.6.4.1 通信システムを保護する SPD は，NFPA70 の NEC 第 8 章に従って，接地しなければなら

ない。 

4.18.6.4.2 4.18.6.4.1 で接地した点が 6ｍ(20ft)以上離れた場合，補助接地極又は接地システムを SPD

の場所に設けなければならない。 

4.18.6.4.3 SPD は，雷保護システムの引き下げ導体を経由して接地してはならない。 

4.18.6.4.4 データ及び信号回線の保護用 SPD は，コモンモードの保護を施設しなければならない。 

 

4.18.7 設置 

4.18.7.1  サージ抑制設備の設置は，NFPA70 の NEC の要求に従わなければならない。 

4.18.7.2  SPD は，配線長を最小限になるよう設置及び据付けなければならない。 

4.18.7.3  SPD の接地導体は，製造業者の指示に従って設置しなければならない。 

4.18.7.4  全ての SPD は，検査及びメンテナンスのため接近できなければならない。 

 

(corner grounded) 

480 DELTA 3W (ungrounded) 1800 1800 1800 1800 
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4.18.8 アース接地極 

 SPD の接地で使用する接地極システムは，NFPA70 の NEC に適合しなければならない。 

 

4.18.9 物理的特長 

4.18.9.1 SPD は，動作環境を考慮して及び製造業者の指示に基づき，保護しなければならない。 

4.18.9.2  外箱及び補助的な装置をこの目的で記載しなければならない。 
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B．保護手段検討 WG（箇条 444）の検討結果 [要旨] 

  

B.1 検討の背景 

近年，電磁的影響に起因する電気設備の損傷や誤動作が増加し，民間はもとより全国の社会

インフラなど，公共サービスにも大きな影響が出ている。このため，平成 21 年度電気設備技術

基準国際化委員会及び平成 23 年度低圧電気設備技術基準国際化委員会では，電磁妨害の低減手

段を規定する IEC 60364 規格群の箇条 444 の活用方法の検討として，国内における電磁妨害の

実態調査，箇条 444 の取入れ状況に関する諸外国調査及び関連のある委員会委員の意向調査等

を実施した。これらの調査に基づき，箇条 444 の電技解釈取入れの必要性を検討し，取入れは

必要との結論に至った。 

今年度はその結果を受け，電磁妨害低減手段の具体的施設方法の検討，適用対象施設の判断

基準等に関する国内外の文献調査等を実施し，その上で，規定内容，導入時期等の具体的な電

技解釈への取入れ手順に関する検討を行ったものである。 

B.2 調査内容並びにその結果 

（１）具体的施設方法の検討 

箇条 444 の規定を逐条精査し，具体的な電磁妨害の低減対策を実施する上で問題になると

考えられる事項に対し検討した。その解決策として，以下の４項目を作成し，規定内容と併

せて施設方法の指針とするため，逐条解説に加えた。（表-1 参照） 

① 解説：箇条 444 の中で使用されている難解な用語及び曖昧な表現等について，用語解

説，文意解説を行い，各箇条の主旨の正確な伝達を図る。 

② 修正：箇条 444 を取巻く環境に関する IEC と我国との相違に基づく修正，及び，より

適切な表現による訳語の修正等を行い，施設方法の具体化を図る。 

③ 補完：箇条 444 には規定されていないが，電磁妨害の低減対策を行う上で必要となる

事項について，関連する IEC 規格等を示し，具体的な施設方法を補完する。 

④ 整備：電磁妨害低減対策の普及と充実のため，整備すべき事項とその方向性を提示す

る。 

（２）適用対象施設の判断基準の検討 

箇条 444 は，“情報技術システムまたは情報技術機器への妨害・損傷”“医用電気機器への

障害”など，被害を受けるシステムや機器等を示しているが，適用対象施設を決めるための

判断基準に関する記述はない。そこで，本箇条に関わる危険性から判断し，適切に対象施設

を決める必要がある。電気的・磁気的影響により機器やシステムに異常が発生し，人命や公

共サービスに重大な影響を与えることは，原因は異なるが結果は雷被害と同様であり，箇条

443 と同様に危険性評価に基づく重要性レベルの考え方に基づいて決めることが適当と考え

られる。施設の重要性基準の参考として，次の文献調査を実施した。 

① 英国の電磁障害関連保護規格（BS7671） 

② 米国の電磁障害関連保護規格（IEEE 1100 std-1999） 

③ ドイツの電磁障害関連法（EMVG 法） 

④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2  2010-12 リスクマネジメント） 
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⑤ 建築基準法 

⑥ 消防法 

これらの調査に基づき，次の判定フローを必要性の判断基準とした。 

 Start 

電磁的影響に敏感

な重要機器が設置

されているか 

ｲﾝﾊﾞｰﾀなど電磁妨害

の発生源となる機器

が設置されているか 

高圧又は特別高圧受電 

で受電容量 50kW 以上の 

自家用電気設備か 

電技規定の基本原則の

対象となる施設か 

電磁妨害低減対策が必要 電磁妨害低減対策が不要 

Ｙ 

Ｙ 

Ｙ 

Ｙ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

内部ｼｽﾃﾑの故障が人

命の損失に至る可能性

が高い施設か 

Ｙ 

Ｎ 

（注参照）

 

注 1：電気事業法第 39 条第 2 項第一号及び第 56 条第 2 項（技術基準として守るべき規定の基本原則） 

注 2：電気設備の技術基準 省令第 4 条，第 16 条 
注 3：電磁的障害により人体に危害を及ぼすおそれのある施設は，爆発の危険のある建築物と病院である。 

(※）内部システムの故障が人命の損失に至る可能性が高い施設等とは次の①②③である 

① 爆発の危険性の高い建築物 

② 電気電子システムの故障が直ちに人命を危険にさらす病院及びその他の建築物 

③ 防災設備の故障が，人命の損失を含む深刻な二次被害を引起こすおそれのある公共建築物 

 

（３）規定内容の検討 

前項までの検討，並びに，箇条 444 はパッケージとして取入れるべきであるが，全文を解

釈の規定文とするには不適当であることなど，前提条件を整理した結果，規定内容として次

の結論を得た。 

 

(※参照) 

(注 1～3 参照) 
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① 規定案 

『高圧又は特別高圧で受電する自家用電気設備は，誘導作用など電気的・磁気的影響に

より，他の電気設備に関わる電気，電子機器等の機能低下を生ずるおそれがあり，その

機能低下により人命や人命を含む重大な二次被害に至らないように，次の各号により施

設すること。 

一 電子回路を持つ制御装置等の電磁障害を受けやすい電気，電子機器等は，充分な電

磁的耐性を有するものを選定すること。（イミュニティの確保）(※) 

二 電磁的影響に対して敏感な電気，電子機器等を，誘導性負荷の開閉装置，電動機な

ど電磁妨害の潜在的発生源に接近して設置しないこと。（発生源からの離隔）(※) 

三 電気機械器具に電気を供給する電線（以下電力用電線という）及び電気機械器具に

信号や制御情報を供給する弱電流電線（以下信号用電線という）は，分離して配置

し，実施可能な場所では相互に直角に交差させること。電力用及び信号用配線を共

通経路とする場合は，ループ状配線を避けること。（配線の分離）(※) 

四 電磁障害を受けやすい電気，電子機器等の外箱は，できるだけ低いインピーダンス

で接地すること。（接地）(※) 

 

前記各号の規定により施設してもなお電気的・磁気的影響により，電気，電子機器等

の機能低下を生ずるおそれがあるときは，さらに次に掲げる対策を施すほか，JIS 

C60364-4-44 規格の箇条 444（電磁的影響に対する手段）の規定に従い施設すること。 

イ 信号用電線には，シールド線や対より線を使用すること。（配線材料の改善）(※) 

ロ 電磁的影響に敏感な電気機器に対しては，伝導する電磁現象との電磁両立性を改善

するために，サージ保護装置やフィルタを用いること。（イミュニティの強化）(※) 
(※)は実際の条文では削除 

② 解説案 

「 電気的磁気的影響による電気設備の障害を防止するための具体的実現手段は，IEC 

60364-4-44 の箇条 444 に規定されている。また，この規定を適用する場合の留意事項

については，「平成 24 年度 電気施設技術基準国際化調査報告書」を参照されたい。」 

B.3 結論 

IEC 60364-4-44 規格の箇条 444 を活用した電磁妨害の低減に関する規定の電技解釈への取入

れを検討し，取入れる場合の具体的施設方法，適用対象施設及び電技解釈の規定案を得た。 

この規定を解釈へ取入れた場合，省令 16 条の規定に基づいた，需要設備に対する電気的・磁

気的な障害による被害の減少が期待できる。 

なお，箇条 444 に基づく電磁妨害低減対策を的確に行うために，EMC 関連規格の早期国際整

合化と導入，適用対象施設に対する具体的な建物規模や収容人員等に関する判定基準の要否検

討，対策具体化のため 444 規格の趣旨に沿った基準値の提示，及びわが国において一般的な TT

方式に適用する場合の条件や注意事項等の補強が今後の課題である。 

                                    以 上 
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2．箇条 444（電磁的影響に対する手段） 

 

2.1 はじめに 

近年，高度情報化社会の進展に伴い，電磁的影響に起因する電気設備の損傷や誤動作が増加し，

民間はもとより全国の社会インフラなど，公共サービスにも大きな影響が出ている。 

このため，平成 21 年度の電気設備技術基準国際化委員会において，電磁的影響による被害の実

態調査を実施し，電気設備の技術基準（以下，電技という）の規定対象である電気的・磁気的障

害の防止について，既に多くの規格が電技解釈に取入れられている IEC 60364 規格群の中の箇条

444 の活用を検討した。その結果，箇条 444 の電技解釈取入れは電磁妨害への低減対策の普及と被

害の減少に有効ではあるが，具体的な規制方法などについてはさらに検討が必要との結論を得た。 

  この結論を受け，平成 23 年度の低圧電気設備技術基準国際化委員会では，箇条 444 の活用も含

め，電技解釈等に電磁妨害低減対策について規定することの必要性とその根拠等に関し，諸外国

の実態調査，関連する各種委員会の委員への意向調査，電磁的影響による被害調査等を実施した。

その結果，諸外国の動向並びに電磁妨害低減への期待などの理由から，種々の条件付きではある

が，箇条 444 の電技解釈への取入れが必要との結論に至った。 

  今年度は，上記の流れを更に進めて，箇条 444 を電技解釈に取入れる場合に問題となる，電磁

妨害低減対策の具体的施設方法，保護対策の有効性を確保するために整備すべき事項，適用対象

施設の判断基準等について，国内外の文献調査を含めて検討し，具体的な電技解釈への取入れの

手順について検討することとした。 

 

2.2 調査及び検討範囲 

（１）具体的施設方法の検討 

   箇条 444 に基づき，電磁妨害低減のための具体的施設方法を検討した。 

先ず，箇条 444 の内容を逐条ごとに精査し，具体的に電磁妨害低減対策を実施する上で問題

となる可能性のある事項を抽出する。その上で，これらの問題点に対して次のような解決策を

準備することにより，電磁妨害低減のための施設方法をより具体的に示すこととした。 

   ① 解説：箇条444の中での難解な用語及び曖昧な表現について用語解説，文意解説等を行い，

各箇条の主旨の正確な伝達を図る。 

   ② 修正：箇条 444 を取巻く環境に関する IEC と我国との相違の基づく修正，及びより適切な 

表現による訳語の修正を行い，施設方法の具体化を図る。 

   ③ 補完：箇条 444 には規定されていないが，電磁妨害の低減を行う上で必要となる事項につ

いて関連する IEC 規格等を示し，具体的な施設方法を補完する。 

   ④ 整備：電磁妨害低減対策の普及と充実のため，今後整備すべき事項とその方向性を提示す

る。 

 

（２）適用対象施設の検討 

   箇条 444 は，444.1 一般事項において，“情報技術システムまたは情報技術機器を妨害・損傷”“医

用電気機器に障害”など，被害を受けるシステムや機器等を示しているが，その適用対象施設を

示していない。そこで，本箇条に関わる危険性から判断し，適切に対象施設を決める必要があ
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る。電気的・磁気的影響により機器やシステムに異常が発生し，人命や公共サービスに重大な

影響を与えることは，原因は異なるが結果は雷被害と同様であり，箇条 443 と同様に危険性評

価に基づく重要性レベルの考え方に基づいて決めることが適当と考えられる。 

   電気的・磁気的影響から保護すべき施設の検討については，施設の重要性が国内外の法規で

どのように規定されているかに関する文献調査を実施した。この文献調査に基づき，施設の重

要性の一般的要因を確認した上で，箇条 444 の保護対象としての重要性，さらには電技解釈へ

の取入れを前提とした適用対象施設の検討を行った。 

調査対象として取上げた法規は次の通りである。 

① 英国の電磁障害関連保護規格（BS 7671） 

② 米国の電磁障害関連保護規格（IEEE 1100 std-1999） 

③ ドイツの電磁障害関連法（EMVG 法） 

④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2  2010-12 リスクマネジメント） 

⑤ 建築基準法 

⑥ 消防法 

 

（３）電技解釈への取入れ検討 

   上記（２）の検討結果に基づき，箇条 444 の活用による電磁妨害保護の規定を電技解釈に取

入れることに関し，①電気事業法に基づく電技の規定の原則，②電技解釈の条文の規定形態，  

③ 近取り入れられた電技解釈の事例 の調査を行い，具体的な規定内容及び導入時期につい

て検討した。 

  （なお，取入れの必要性とその根拠については，昨年度の報告書で既に結論が出されている） 

 

2.3 調査結果 

（１）具体的施設方法の検討 

電磁障害は原因側と被害側の相対的関係から発生し，その対策はそれぞれに対して可能とい

う特性がある。箇条 444 は，その特性を考慮し原因側及び被害側への対策を示し，対策の選択，

組み合わせは施設者の判断に委ねるという規定がみられる。従って，対策として示された技術

的内容の理解が不可欠である。また，わが国では IEC 規格に基づいた EMC 関連の共通規格・

製品規格への適合は，現状では規制されていない。 

そのため，この箇条からだけでは具体的な施設方法が明確になりにくい。そこで，箇条 444

の規定に基づいて電磁妨害の低減対策を実施する上で，問題となる可能性のある項目を逐条精

査により抽出し，それらの項目に対し，その解決策として解説，修正，補完，整備など， も

適切な対応策を提示し，電磁妨害対策の円滑な実施を目指した。主な事例を次に示す。 

（解決策全体の内容は表－1「444 逐条解説」を参照のこと） 

 

① 解説によるもの 

（解説例その１） 

    規定文：「公共の低圧配電網から電力供給し，かつ相当数の情報技術機器があるか又は施設

する可能性のある既存の建築物においては，設備の源点の負荷側には TN-S 系統を施
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設することが望ましい」（箇条 444.4.3.2） 

    問題点：わが国では「公共の低圧配電網から電力供給を受け，かつ相当数の情報技術機器が

ある」というケースは考えにくい。また，わが国においては TT 方式に準ずる方式

が一般的なため，TN-S 系統を施設するための条件等の提示が必要である。 

    解 説：諸外国においては，自家用受変電設備を設置せず，公共の配電会社から低圧で大容

量電力の供給を受けることが可能なため「公共の低圧配電網から電力供給を受け，

かつ相当数の情報技術機器がある」というケースがありうる。 

IEC 規格では，TN 方式が基本的な電気方式として想定されているが，電磁的影響

を低減するために TN-S 方式を推奨している。その理由は，通常の運転状況下で保護

導体に沿った電圧降下 ΔU が発生しないので，電磁的影響が発生しにくいためであ

る。わが国においては TT 方式に準ずる方式が一般的であるが，電磁障害を低減する

ために，電技解釈第 18 条第 1 項または第 2 項による TN-S 方式に基づく「接地等電

位ボンディング方式」の採用が推奨される。 

   （解説例その２） 

   規定文：「等電位ボンディングの接続は，次のような方法によって，できるかぎり低いインピ

ーダンスにすることが望ましい。 

        － できるだけ短くする。 

        － 径路の 1m 当たりの誘導性リアクタンス及びインピーダンスが低くなるよう

な断面の形状を用いる。例えば，幅に対する厚さの比率が 5 対 1 となるボンディン

グ用編組線。」（箇条 444.4.2  k）電磁妨害を低減するための手段） 

      問題点： 「できるだけ短くする」「1m 当たりの誘導性リアクタンス及びインピーダンスが低

くなるような断面の形状（例えば，幅に対する厚さの比率が 5 対 1 となるボンディ

ング用編組線）」に対し，定量的な判断ができる根拠が必要である。 

   解 説：高周波電流の場合，波長の 1/4 長さの電線があると共振するため，等電位ボンディ

ング用電線は極力短くすることが望ましい。例えば，周波数 10MHz では 7.5m より

短くする必要がある。また，誘導雷が侵入した場合，IEC 62305-1 では予想されるイ

ンパルス電流を雷保護レベルⅢ，Ⅳで波高値 2.5kA（波形 8/20μs）としている。分電

盤に取り付けた SPD で機器を雷過電圧から保護する場合，SPD 以降のボンディング

導体の長さを１ｍとすると，5mm
2
の電線の自己インダクタンスは 1.32μH/m（後記）

であるから，ボンディング導体に発生する電圧は V＝L･di／dt より，V＝

1.32×10
-6

(H)×2.5×10
3
(A)／8×10

-6
(s)≒410(V)。よって保護対象機器に対して，SPD の

制限電圧に１ｍあたり 410V が加算された電圧がかかることになる。 

次に，平板状導体のインダクタンスについては Transmission Line Design Handbook 

6.2.2 に示された計算方法により，導体断面積を 5mm2 として幅に対する厚みの比を

変えて計算すると，平板状導体は厚みが小さいほどインダクタンスは小さくなるが，

導体の強度的条件から 5 対 1 程度が適切である。①半径 1.26mm の通常の電線（断

面積 5mm2）と②厚み 1 mm×幅 5mm とした平板状導体，2 種類の導体の単位長さ当

たりのインダクタンスを比較すると，①の場合 1.32μH/m となるのに対し，②の場合

は 1.16μuH/m となり 1m あたり 12％程度低減する。このように断面を平板状とする
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ことで，インピーダンスを低減させることができる。 

 

② 修正によるもの 

   （修正例その１） 

         規定文：「この規格の目的を達成するためには，電磁環境が JIS C 61000-6-1～JIS C 

61000-6-2 及び IEC 61000-6-3～IEC 61000-6-4 で規定する伝導及び放射妨害の試験レベ

ルより低い妨害レベルになることを目的としていて，その妨害レベルを満足する場合，

平行布設した電力用電線及び情報技術用電線には，次を適用する。 

・平行電線の長さが 35 m 以下の場合は，分離の必要はない。 

・非遮へいの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，コンセントに接続する分岐線

15 m を除いた全長に，分離用間隔を適用する。 

 ・遮へい層付きケーブルの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，分離用間隔なしが

適用できる。」 

（箇条 444.6.2 設計指針） 

問題点：IEC 61000-6 シリーズは，“共通規格”として，製品 EMC 規格がない機器に EMC を要

求する場合に適用される規格であり，製品規格がある機器には適用されない。 

また，EMC 規格への適合に関しては，欧州など実質的に強制法規として採用されて

いる国・地域もあるが，我が国においては，IEC の共通規格・製品規格への適合は強

制とはなっていない。よって JIS 化にあたっては，箇条 444.4「電磁妨害の低減」にお

いて，IEC 原文では『適切な EMC 規格の要求事項又は関連製品規格の EMC 要求事項

を満足する電気機器だけを使用しなければならない』としているが，わが国において

は現状において，規格適合品の採用を義務付けることは困難なことから，JIS では『す

ることが望ましい』としている。 

444.6.2 では，エミッション・イミュニティのいずれも共通規格に適合した機器だけ

が使用されている場合には，上記規定に基づく平行電線の布設が可能であるが，そう

でない場合は，下記修正条文に従った施設が必要となる。 

修 正：「この規格の目的を達成するためには，電磁環境が JIS C 61000-6-1～JIS C 61000-6-2 

及び IEC 61000-6-3～IEC 61000-6-4 で規定する伝導及び放射妨害の試験レベルより低

い妨害レベルになることを前提として，その妨害レベルを満足する場合，平行布設し

た電力用電線及び情報技術用電線には，次を適用する。 

・平行電線の長さが 35 m 以下の場合は，分離の必要はない。 

・非遮へいの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，コンセントに接続する分岐線

15 m を除いた全長に，分離用間隔を適用する。 

 ・遮へい層付きケーブルの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，分離用間隔なしが

適用できる。 

ただし，上記の妨害レベルを満足しない場合，平行布設した電力用電線及び情報技

術用電線には以下を適用する。 

・遮へい層付きケーブルの平行長さが 35 m 以下の場合は，分離の必要はない。 

・遮へい層付きケーブルの平行長さが 35 m を超える場合は，コンセントに接続する分
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岐線 15 m を除いた全長に，分離用間隔を適用する。 

  ただし，コンセントに接続する分岐線 15ｍにも，分離用間隔を適用することが望ま

しい。 

  （修正例その２） 

   規定文： 444.7.3.1 電磁両立性を目的として特別に設計した金属製又は複合製のケーブル配線

方式 

「金属製トレイ断面形状は，全長にわたって同じであることが望ましい。すべての相

互接続は，低インピーダンスでなければならない。ケーブル配線方式の二つの部分間

での短い単線による接続は，局部的に高インピーダンスとなり，そのために電磁両立

性の性能を劣化させる（図 44.R20 参照）。数 MHz を超過する周波数では，ケーブル

配線方式の二つの部分間の長さ 10 cm

のメッシュ状の線は，シールドの影響

をシールドなしに比較して 1/10 以下

に低減する。」 

  問題点： 上記規定文の    部分“長さ 10 

cm のメッシュ状の線は，シールドの

影響をシールドなしに比較して 1/10

以下に低減する”は明確でない。 

「図 44.R20－金属製ケーブル配線方式部品の接続」の下段の図（ケーブルトレイを接

続する長さ 10 cm のメッシュ状接続部品）は，上段の図（電線で接続）の接続方法に

対し，10 倍以上のシールド効果があるとしたほうが適切である。 

   修 正： 長さ 10 cm のメッシュ状接続部品（下段の図）は，電線で接続（上段の図）に比較

して，10 倍以上のシールド効果がある。 

 

③ 補完によるもの 

（補完例その１） 

電磁妨害の低減対策を実施するに当たって，箇条 444 を補完する規格の概要 

a. JIS C 61000-6-1:電磁両立性―第６－１部：共通規格―住宅，商業及び軽工業環境におけるイ

ミュニティ 

b. JIS C 61000-6-2:電磁両立性―第６－２部：共通規格―工業環境におけるイミュニティ 

特定の機器に依存しない“性能判定基準”を規定し，試験要求事項として，印加する電磁現

象・試験レベル・試験したときの性能判定基準を規定している。 

○性能判定基準 

性能判定基準 A：試験中及び試験後に，機器が意図したように動作し続ける。機器を意図

した方法で用いた場合，製造業者が指定する性能レベル以下への性能低

下又は機能喪失は許されない。 

性能判定基準 B：試験後に，機器が意図したように動作し続ける。機器を意図した方法で

用いた場合，製造業者が指定する性能レベル以下への性能低下又は機能

喪失は許されない。 

 

好ましくない 

推奨しない 

良の手法 
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性能判定基準 C：自動的に回復するか，又は制御装置の操作で回復する場合には，一時的

な機能喪失が許される。 

○試験要求事項(一例) 

現 象 
試験仕様・試験レベル 

基本規格 判定基準 
JIS C 61000-6-1 JIS C 61000-6-2 

電源周波数磁界 3A/m 30A/m JIS C 61000-4-8 A 

放射 

80～1000MHz 

1.4～2.0GHz 

2.0～2.7GHz 

 

3V/m 

3V/m 

1V/m 

 

10V/m 

3V/m 

1V/m 

 

JIS C 61000-4-3 

 

A 

静電気放電 

接触放電 

気中放電 

 

±4kV 

±8kV 

 

±4kV 

±8kV 

 

JIS C 61000-4-2 

 

B 

c. IEC 61000-6-3:電磁両立性―第 6-3 部：共通規格―住宅，商業及び軽工業環境におけるエミ

ッション 

d. IEC 61000-6-4:電磁両立性―第 6-4 部：共通規格―工業環境におけるエミッション 

特定の機器に依存しない共通的な試験条件，ポート・周波数帯域ごとの限度値を規定して

いる。規定している限度値の一例を次に示す。 

○放射妨害の限度値 

周波数範囲 

MHz 

限度値(10m 法) 

μV/m 

 IEC 61000-6-3 IEC 61000-6-4 

30～230 30 40 

230～1000 37 47 

 

○伝導妨害の限度値(交流電源ポート) 

周波数範囲 

MHz 

限度値(準せん頭値) 

dB(μV) 

 IEC 61000-6-3 IEC 61000-6-4 

0.15～0.5 66～56a) 79b) 

0.5～5 56 73 

5～30 60 73 

注 a) 限度値は，周波数の対数値に対して直線的に減少する。

b) 周波数の境界では，小さい方の限度値を適用する。 

（補完例その２） 

    規定文：「TT 系統では，異なる建築物の露出導電性部分を異なる接地極に接続する場合，充

電部分と露出導電性部分との間に存在する過電圧を考慮することが望ましい。」 

（箇条 444.4.4 TT 系統） 
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    問題点：わが国においては TT 方式に準ずる方式が一般的なため，“充電部分と露出導電性部

分との間に存在する過電圧を考慮する”ための対策についてより具体的な説明と，

必要関連規格を補完する必要がある。 

      補 完：TT 方式においては，建築物の露出導電性部分を変圧器の中性点接地と異なる接地

極に接続することになる。この場合，充電部分（変圧器の中性点に基づく電位）と

露出導電性部分（建物やその近傍，引込線やその近傍への落雷時に電位上昇する）

との間に過電圧が発生し機器が損傷する可能性があるため，SPD を挿入することに

より損傷を防止する。（具体的な施設方法については IEC62305-3 に示されている） 

 

  ④ 整備すべき事項 

     箇条 444 では，適切な EMC 規格の要求事項又は関連製品規格の EMC 要求事項を満足す

る電気機器だけを使用しなければならないことを規定している。 

国内において，エミッションについては，電波法，電気用品安全法技術基準などによって，

多くの機器が規制されているほか，VCCI（情報処理装置等電波障害自主規制協議会），JIS な

どの規格に適合している機器が多いが，特に産業機器では規格への取入れが進んでいないも

のもある。イミュニティについては，製品規格の JIS に適合している機器もあるが，電気用

品安全法技術基準など法規による規制はされていない。また，性能的には国際規格を満足し

ていても，独自の社内基準などによって適合を確認している場合もあり，国際規格による適

合判定が進んでいるとは言えない。 

今後，箇条 444 に基づく電磁妨害の低減対策を普及させるためには，各種機器の製品規格

と国際規格との整合に向けて整備していくことが重要である。 

  【参考】電子機器に対する各国の EMC 規制状況 

国・地域 規制概要 

アメリカ 

(エミッションのみ) 

・無線周波機器またはそれらの構成部品に対する EMC 規 

制は，FCC（米国連邦通信委員会）の技術基準（FCC Part 15 

Subpart B）に基づく 

・電子機器は認定対象である 

・認証は FCC が指名した適合性評価機関が行う 

EU 諸国 

EMC 指令 

欧州整合規格（EN55022/EMI，EN55024/EMS， 

EN61000-3-2/電源高調波，EN61000-3-3/電圧変動）等に基づき適

合性証明と宣言（DoC）を行う 

オセアニア 

(エミッションのみ) 

AS/NZS(CISPR22/EMI)に基づき適合性認証を行う 

 

韓国 

KN22(CISPR22/EMI) 

KN24(CISPR24/EMS) 

9kHz を超えるパルス回路を伴う電子機器は KC マークに基づき

EMC 規制される 

UL Japan 資料による 
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（２）適用対象施設の検討 

電磁妨害の低減対策を実施すべき保護対象施設の検討として，国内外の法規における被害の

影響度など，重要性の判断基準に関する調査を行った。その結果は次の通りである。 

① 英国の電磁障害関連保護規格（BS 7671） 

BS7671「Requirements for electrical installations」は，基本的に IEC60364 に準じた規格であり，

その 444 節に電磁妨害保護が示されている。444 節は，EMC に関する EU 指令に基づき 2007 年

に導入された。BS 規格は日本の JIS 規格と同様の位置付けであり法的拘束力はなく，施設者の

必要に応じて適用される。 

本規格には，電磁妨害の低減対策を実施すべき対象施設や被害の影響度などに関する事項は

述べられていない。 

② 米国の電磁障害関連保護規格（IEEE Std 1100-1999） 

米国における電磁障害関連保護は IEEE（Institute of Electrical and Electronics Engineers 米国電

気電子学会）規格に示されている。IEEE 規格は日本の JIS 規格と同様に法的拘束力はない。関

連する規格としては，IEEE Std 1100-1999「Recommended Practice for Electrical Powering and 

Grounding Electronic Equipment」がある。以下に概要を示す。 

IEEE Std 1100 は，商業及び産業分野で使用される高感度の電子式処理装置の給電と接地（電

源及び信号配線に関するノイズ制御を含む）の設計，施工及び保守について述べている。 

本規格には，電磁妨害の低減対策を実施すべき対象施設や被害の影響度などに関する記述は

ない。ただし，安全システム（防災設備，環境制御，セキュリティなど）については，事故に

よる損傷や故障から生命，財産を守るために重要であり，保護のレベルは設備の価値及び危険

度に基づかねばならないことが示されている。人身の安全は，NEC（National Electrical Code 米

国電気基準）及び多くの他の標準によって厳密に規定されている。従って，そのレベルを確保

するために，安全システムに供給される電力

の品質（擾乱や高調波含有率など）はシステ

ムの停止を引き起こすことがあり，IT シス

テムに供給される電力の品質と同様に重要

であるとしている。 

同規格に電力品質に影響を与える擾乱源

の図 2.1 が示され，多くの擾乱源は建物内部

にあり設備の安定動作に影響を与えること

が説明されている。 

③ ドイツの電磁障害関連法（EMVG 法） 

   EU は「電磁両立性に関する加盟国の法律規定一致に向けた委員会指針（1,989 年 5 月）」を公

布し EMC を保護目標として宣言。1,992 年 1 月のＥＭＣ指令により，電子部品を含む全ての電

気・電子装置，システム及び設備は，電磁ノイズに対して適切な強度の義務付けを要求した。

この指針を受け，ドイツでは 1,992 年 11 月「装置の電磁両立性に関する法律（ＥＭＶＧ法）」を

公布，1,998 年 9 月に施行され規制が開始されている。 

ＥＭＶＧ法は，第１部「運転手段に対する要求」，第２部「連邦ネットワーク庁による市場監

視」，第３部「罰則規定」，第４部「暫定と 終規定」で構成される。 

落雷

並列負荷 

輻射 EMI 

データリンク 

接地電位上昇 地絡 

電力会社電源 負荷 

図 3-1  負荷擾乱源（内部及び外部） 
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この法律に基づき，連邦ネットワーク庁は機器耐性に関する試験を独自に実施している。 

本法律は，我国の電気用品安全法に相当するもので，電磁干渉を引き起こす可能性のあるす

べての機器に適用されるが，電磁妨害の低減対策を実施すべき対象施設や被害の影響度に関す

る事項についての規定は見当たらない。 

ドイツにおいては，法律として箇条 444 を引用していないが，必要に応じて州ごとに条例で

規制されている。 

④ IEC の雷保護規格（IEC 62305-2 Ed.2.0 2010-12  第 2 部リスクマネジメント） 

IEC62305-2（雷保護 第 2 部リスクマネジメント）に示された，リスクコンポーネントの考え

方を参考に適用対象施設の選定を検討する。 

雷による被害の発生原因として同規格では，建物への落雷／建物近傍への落雷／引込線への落雷

／引込線近傍への落雷／による内部システム故障のリスク（電磁的影響）をあげている。 

電気的・磁気的影響による障害についても，雷被害のように機器のイミュニティ（耐性）を超え

る伝導妨害波／放射妨害波を受けることにより機器が損傷し，人命の損失（L1），公共サービス

の損失（L2）に至るのは，原因は異なるが結果は同様である。 

L1，L2 は，物的損傷（D2）と内部システムの故障（D3）であるが，電気的・磁気的影響によ

る障害に関係するのは，電気・電子システムの故障（D3）である。 

以上から，内部システムの故障が人命の損失に至る可能性が高い，次の施設等とする。 

イ．爆発の危険性の高い建築物（製油所，ガソリンスタンドなど），火災時に人命の危険性 

の高い建築物（病院，ホテル，学校など）及び内部システムの故障が人命を危険にさらす

建築物（病院など） 

ロ．内部システムの故障が公共サービスへの重大な影響を与える可能性が高い施設（ガス，

水道，電力供給施設など） 

これらの用途に対し，建物規模（収容人員）による判定基準，電磁障害発生可能性の大小の判

定基準を設けることも考えられる。 

例えば，雷に関しては発生頻度として，年間雷雨日数（IKL）があるが，それに対応するもの

として，高調波抑制対策ガイドラインに示された高調波発生機器の等価容量に対する上限値を定

めるなどが考えられる。 

⑤ 建築基準法 

建築基準法で他の施設より重要と定義している特殊建築物がある。一定の規模を超える特殊

建築物の場合耐火建築物か準耐火建築物にしなければならない等の制限が出る。 

特殊建築物の施設としては学校（専修学校及び各種学校を含む。以下同様とする。），体育館，

病院，劇場，観覧場，集会場，展示場，百貨店，市場，ダンスホール，遊技場，公衆浴場，旅

館，共同住宅，寄宿舎，下宿，工場，倉庫，自動車車庫，危険物の貯蔵場，と畜場，火葬場，

汚物処理場その他これらに類する用途に供する建築物が該当する。 

⑥ 消防法 

消防法で他の施設より重要と定義している特定防火対象物がある。不特定多数の人が利用す

る施設が特定防火対象物となっており，一定の規模を超えると他の防火対象物はより強固な消

防設備を設置しなければならない。 

施設としては 劇場，映画館，演芸場又は観覧場，公会堂又は集会場，キャバレー，カフェ
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ー，ナイトクラブ，遊技場又はダンスホール，風俗営業店，カラオケボックス等，待合，料理

店，飲食店，百貨店，マーケットその他の物品販売業を営む店舗又は展示場，旅館，ホテル，

宿泊所，病院，診療所又は助産所，老人短期入所施設，養護老人ホーム，特別養護老人ホーム，

有料老人ホーム，老人デイサービスセンター，軽費老人ホーム，老人福祉センター，老人介護

支援センター，有料老人ホーム，幼稚園又は特別支援学校，公衆浴場のうち，蒸気浴場，熱気

浴場，地下街が該当する。 

 

以上の文献調査結果をまとめると，国内の法規では施設の重要性の判断基準は，人命，経済

的価値，公共サービスなどの被害規模と二次被害への影響の度合いに基づいていると考えられ

る。 

また，電気的・磁気的障害への対策については，建築基準法，消防法には規定がなく，規定

しているのは電気設備の技術基準だけである。（省令 16 条，解釈 51 条,52 条） 

一方，海外の電磁障害関連規格では，英国規格，米国規格，ドイツ規格とも電磁妨害の低減

対策を実施すべき対象施設や被害の影響度などに関する記述はない。米国 IEEE 規格には安全シ

ステムに供給される電力の品質（電磁的影響の原因となるノイズ制御を含む）が重要であるこ

とが述べられている。 

電気的・磁気的影響により機器やシステムに異常が発生し，人命や公共サービスの損失に至

ることは，原因は異なるがその結果は雷被害と同様であり，IEC 62305-2 のリスクコンポーネン

トの考え方を参考に決めることが適当と考えられる。 

この場合該当する対象施設としては，「爆発の危険性の高い建築物」，「病院その他の電気電子

機器の故障が直ちに人命を危険にさらす建築物」であり，人命の損失を 重要の判断基準とし

ている。 

   以上より，電気的・磁気的障害の発生に伴い，人命への危険性評価に基づく低減対策の適用

対象施設は次のフローで決定するものとする。 
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電磁妨害低減対策の必要性判定フロー 

 Start 

電磁的影響に敏感

な重要機器が設置

されているか 

ｲﾝﾊﾞｰﾀなど電磁妨害

の発生源となる機器

が設置されているか 

高圧又は特別高圧受電 

で受電容量 50kW 以上の 

自家用電気設備か 

電技規定の基本原則の

対象となる施設か 

電磁妨害低減対策が必要 電磁妨害低減対策が不要 

Ｙ 

Ｙ 

Ｙ 

Ｙ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

Ｎ 

内部ｼｽﾃﾑの故障が人

命の損失に至る可能性

が高い施設か 

Ｙ 

Ｎ 

（注参照）

注 1：電気事業法第 39 条第 2 項第一号及び第 56 条第 2 項（技術基準として守るべき規定の基本原則） 

注 2：電気設備の技術基準 省令第 4 条，第 16 条 

注 3：電磁的障害により人体に危害を及ぼすおそれのある施設は，爆発の危険のある建築物と病院である。 

(※）内部システムの故障が人命の損失に至る可能性が高い施設等とは次の①②③である 

① 爆発の危険性の高い建築物 

② 電気電子システムの故障が直ちに人命を危険にさらす病院及びその他の建築物 

③ 防災設備の故障が，人命の損失を含む深刻な二次被害を引起こすおそれのある公共建築物 

 

前記フローの判断ボックス「電技規定の基本原則の対象となる施設か」は，次の基準による。 

 

イ．電技として守るべき規定の原則については，電気事業法第 39 条第 2 項及び第 56 条第 2 項

があり，その基本原則とされるものは省令第 4 条，第 16 条及び第 18 条である。このうち，

(※参照) 

(注 1～3 参照) 
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箇条 444 に関連するものは第 4 条と第 16 条である。 

「省令第 4 条：電気設備は，感電，火災その他人体に危害を及ぼし，又は物件に損傷を与

えるおそれがないように施設しなければならない。」 

「省令第 16 条：電気設備は，他の電気設備その他の物件の機能に電気的又は磁気的な障害

を与えないように施設しなければならない。」 

  したがって，電磁妨害低減対策の必要性の判断は，基本的にこの省令第 4 条と第 16 条の

対象であることが重要となる。 

ロ．箇条 444 に規定する電磁妨害による被害が，省令第 4 条に規定する被害となる可能性のあ

る建築物を特定する場合，IEC 62305-2（雷保護 第 2 部リスクマネジメント）が参考となる。

同規定には，引込線から入り込む過電圧に起因する内部システム（建築物内の電気電子シ

ステム）の故障に関するリスクが示されているが，電磁的影響に起因する電気電子システ

ムの故障においても，結果として特定の建築物では L1(人命の損失)，L2(公共サービスの損

失)が発生すると考えられ，電技省令第 4 条の対象となり得る。 

ハ．過去の被害例調査では，電子機器による制御・通信回路をもつ各種設備（エレベータ，非

常用発電機，自動火災報知設備などの防災設備）の被害事例が報告されている。 

   エレベータの被害例は，電磁ノイズで制御用コンピュータに異常が発生したことが一因

となった死亡事故であり，非常用発電機，自動火災報知設備などの防災設備は，その電気

電子機器の故障が直ちに人命を危険さらすわけではないが，それら設備の故障中に火災が

発生した場合などを想定すれば，深刻な二次被害を引起こすおそれもある。 

したがって，防災設備の損傷による二次被害を考慮すれば，防災設備のある公共建築物

は，省令第 4 条の対象になると判断される。なお，民間の建築物については公共建築物に

比べて影響の度合いが低いことから対象とはなりにくい。 

ニ．以上の検討より，次の建築物が保護対策の対象となる。 

ａ．爆発の危険性の高い建築物 

ｂ．電気電子システムの故障が直ちに人命を危険にさらす病院及びその他の建築物 

ｃ．防災設備の故障が，人命の損失を含む深刻な二次被害を引起こすおそれのある公共建

築物 

 

2.4 電技解釈取入れの検討 

現在，電技省令第 16 条として「電気設備に対する電気的，磁気的障害の防止」の規定があるが，

具体的な実現手段を示す電技解釈には，使用場所の電気設備に関しては具体的な規定が示されて

いない。実態として，重要施設などは防止対策が考慮されているが，自主判断に任されているた

め対策にばらつきがある。現状は経験等に基づいた対策が行われているため，充分ではなく事故

や不具合発生後に対処しているのが実情である。 

  このような状況を踏まえ，箇条 444 に示された電気的，磁気的障害への低減対策を電技解釈へ

取入れることは，法の主旨に沿った施設の実現が可能となるため，取り入れは必要であると判断

される。 

これまでの検討を踏まえ，次に示す前提条件を考慮し，取り入れ方法，規定内容，導入時期等

電技解釈への取入れについて検討を行った。 
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（１）電技解釈への取り入れ方法及び規定内容 

電技解釈への取り入れに方法については，次の案が考えられる。 

（A）444 規格に示された対策の全てを解釈規定とする 

（B）解釈規定上は必要 低限とし，具体的実現手段については箇条 444 を引用する 

 

以下各案について検討結果を示す。 

（A）444 規格に示された対策の全てを解釈規定とする案 

444 規格は，電磁妨害低減のための基礎的推奨事項について，その技術的内容を示しながら

対策を示したものである。電磁妨害の低減対策は，原因側と被害側それぞれに対して可能で

あり，そのような電磁的影響の特性上，限定的・断定的な規定となりにくく，また建物等の

状況により規定に従うことが難しい場合もある。それらを勘案し「･･･することが望ましい」

という表現を採っていることが多く，施設者の判断により組み合わせによる対策も可能なこ

とから，それを解釈規定条文とすることは非常に難しいと判断される。 

あわせて，箇条 444 は，パッケージとしてまとまっており，今後の IEC 規格の改訂を考慮

すれば，この修正や部分的導入は避けるべきである。 

添付資料２「444 規格（一部）を解釈規定とした場合の例文」に示すように，表現方法に相

違があるため，原文の削除や追加など大幅な修正，それに伴う技術的な検証も必要となり，

非常に困難であることがわかる。 

 

（B）解釈規定上は必要 低限とし，具体的実現手段については箇条 444 を引用する案 

解釈の規定条文として，箇条 444 の全文を記載することは不適当であり，定性的ではある

が，既に解釈に取入れられている，「・・・のおそれがある場合には，・・・の対策を施すこ

と」という規定の形態とし，併せて，詳細内容を含めた解説を示す。 

    

[参考：解釈第 52 条] 

  【架空弱電流電線路への誘導作用による通信障害の防止】(省令第 42 条第 2 項) 

第 52 条 低圧又は高圧の架空電線路（き電線路（第 201 条第五号に規定するものをいう。）を除

く。）と架空弱電流電線路とが並行する場合は，誘導作用により通信上の障害を及ぼさないよう

に，次の各号により施設すること。 

 一 架空電線と架空弱電流電線との離隔距離は，2ｍ以上とすること。 

 二 第一号の規定により施設してもなお架空弱電流電線路に対して誘導作用により通信上の障

害を及ぼすおそれがあるときは，更に次に掲げるものその他の対策のうち 1 つ以上を施すこ

と。 

  イ 架空電線と架空弱電流電線との離隔距離を増加すること。 

  ロ 架空電線路が交流架空電線路である場合は，架空電線を適当な距離でねん架すること。 

  ハ 架空電線と架空弱電流電線との聞に，引張強さ 5.26kN 以上の金属線又は直径 4mm 以上

の硬銅線を 2 条以上施設し，これに D 種接地工事を施すこと。 

  ニ 架空電線路が中性点接地式高圧架空電線路である場合は，地絡電流を制限するか，又は 2

以上の接地箇所がある場合において，その接地箇所を変更する等の方法を講じること。 

- 149 -



 

２ 次の各号のいずれかに該当する場合は，前項の規定によらないことができる。 

  一 低圧又は高圧の架空電線が，ケーブルである場合 

  二 架空弱電流電線が，通信用ケーブルである場合 

  三 架空弱電流電線の管理者の承諾を得た場合 

 ３ 中性点接地式高圧架空電線路は，架空弱電流電線路と並行しない場合においても，大地に流

れる電流の電磁誘導作用により通信上の障害を及ぼすおそれがあるときは，第 1 項第二号イか

らニまでに掲げるものその他の対策のうち 1 つ以上を施すこと。 

 ４ 特別高圧架空電線路は，弱電流電線路に対して電磁誘導作用により通信上の障害を及ぼすお

それがないように施設すること。 

 ５ 特別高圧架空電線路は，次の各号によるとともに，架空電話線路に対して，通常の使用状態

において，静電誘導作用により通信上の障害を及ぼさないように施設すること。ただし架空電

話線が通信用ケーブルである場合，又は架空電話線路の管理者の承諾を得た場合は，この限り

でない。 

          （以下，一～三号は省略） 

 

  以下に規定条文案を示す。 

規定条文（案） 

『高圧又は特別高圧で受電する自家用電気設備は，誘導作用など電気的・磁気的影響によ

り，他の電気設備に関わる電気，電子機器等の機能低下を生ずるおそれがあり，その機能

低下により人命や人命を含む重大な二次被害に至らないように，次の各号により施設する

こと。 

一 電子回路を持つ制御装置等の電磁障害を受けやすい電気，電子機器等は，充分な電磁

的耐性を有するものを選定すること。（イミュニティの確保）(※) 

二 電磁的影響に対して敏感な電気，電子機器等を，誘導性負荷の開閉装置，電動機など

電磁妨害の潜在的発生源に接近して設置しないこと。（発生源からの離隔）(※) 

三 電気機械器具に電気を供給する電線（以下電力用電線という）及び電気機械器具に信

号や制御情報を供給する弱電流電線（以下信号用電線という）は，分離して配置し，

実施可能な場所では相互に直角に交差させること。電力用及び信号用配線を共通経路

とする場合は，ループ状配線を避けること。（配線の分離）(※) 

四 電磁障害を受けやすい電気，電子機器等の外箱は，できるだけ低いインピーダンスで

接地すること。（接地）(※) 

前記各号の規定により施設してもなお電気的・磁気的影響により，電気，電子機器等の

機能低下を生ずるおそれがあるときは，さらに次に掲げる対策を施すほか， JIS 

C60364-4-44 規格の箇条 444（電磁的影響に対する手段）の規定に従い施設すること。 

イ 信号用電線には，シールド線や対より線を使用すること。（配線材料の改善）(※) 

ロ 電磁的影響に敏感な電気機器に対しては，伝導する電磁現象との電磁両立性を改善す

るために，サージ保護装置やフィルタを用いること。（イミュニティの強化）(※) 
(※)は実際の条文では削除 
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解釈規定は必要 低限とし，具体的実現手段については箇条 444 を引用することにより，同

規格に示された対策のすべてを漏れなく検討することを義務付けることができる。 

また，箇条 444 に関するわが国独自の留意事項については，「電技国際化委員会報告書」が参

考になることを，併せて「解説」に示すことによって，実質的に具体的実現手段を示す機能を

果たすことができると考える。以下に解説案を示す。 

 

解説案 

電気的磁気的影響による障害を防止するための具体的実現手段は，IEC 60364-4-44 の箇条 444

に詳細に規定されている。また，この規定をわが国で適用する場合の留意事項については，「平

成 24 年度 電気施設技術基準国際化調査報告書」（→経済産業省ウェブサイトに掲載）を参照

されたい。例えば，箇条 444 逐条解説には，以下のような留意事項が示されている。 

イ．電磁妨害低減のための対策は，原因側と被害側それぞれに対して可能であるため，限定

的・断定的な規定となりにくく，また建物等の状況により規定に従うことが難しい場合も

ある。それらを勘案し，規定内容は，場合によって「することが望ましい」という表現を

採っていると考えられるため，対策にあたっては規定内容を充分検討し，電気工作物設置

者の判断で 善の対策を行うことが求められる。 

ロ．444 規格の目的を達成するためには，電磁環境が EMC 関連 JIS 規格，IEC 規格に規定す

る妨害レベル以下になることが前提である。例えば，電線の平行布設については，その妨

害レベルを満足し，かつ機器のイミュニティレベルが IEC 規格を満足することを条件とし

て，平行布設距離及び分離用間隔の適用が定められている。 

EMC 規格への適合に関しては，欧州など強制法規となっている国・地域もあるが，我が

国においては，IEC の共通規格・製品規格への適合は強制とはなっていない。そのため規定

内容の一部読み替えが必要となっている。 

 

（２）解釈への取入れ時期 

① 近年の電気設備の多くは電子回路により動作するため，電磁的要因に基づく電気設備の被害

が発生している。これらに対する適切な対策を実施しないと，エレベータ制御回路の故障が一

因となった閉じ込め事故の例でなど，電気設備の損傷が人に影響を与えることも懸念される。

電磁妨害の低減を図る意味から，箇条 444 の解釈への取入れが行われることが望ましい。今回

の提案内容は，重要施設については，民間がある程度自主的に取り組んでいるものであるが，

これを電技解釈に位置付け確実に実施していくことが，より効果的である。 

② 何らかの事情により電技解釈へ取入れられない場合，箇条 444 の普及・活用を図るため，例

えば電気設備学会規格，日本電気技術規格委員会規格などの民間規格とし，必要に応じて電気

設備工事標準仕様書の一部として，あるいは条例等への引用できるようにする方法もある。 

民間規格がある程度定着したことが確認できた段階で，改めて解釈への取入れ検討が行われる

可能性もある。 

ただ，このケースでは施設者の自主判断となることから，保護対策の普及に時間が掛かり，

被害の低減効果から見て解釈への取入れには及ばないと思われる。 
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2.5 結論 

IEC 60364-4-44 規格の箇条 444 を活用した，電磁妨害の低減に関する規定の電技解釈への具体

的取入れを検討した結果，前項の電技解釈規定案を提案した。 

  この規定が解釈へ取入れられれば，省令 16 条の規定に沿った，需要設備に対する電気的・磁気

的な障害に基づく被害の減少が期待できる。 

  なお，箇条 444 に基づく電磁妨害低減対策を的確に行うためには，EMC 関連規格の適用が必要

である。 

しかし，わが国においては IEC 共通規格・製品規格への適合が強制となっていない。 

そのため，IEC 規格の EMC 要求事項を満足する適切な電気機器採用の義務付けが困難となり，

的確な対策がなされない懸念がある。よって，早急に各種機器の製品規格と国際規格の整合化と

導入が必要である。 

適用対象施設については，電気電子システムの故障が直接あるいは二次的被害として人命に影

響を及ぼす施設で，高圧又は特別高圧で受電容量 50kW 以上の自家用電気設備とした。これは，

箇条 443 において，その適用対象を年間雷雨日数 25 日以上とし，雷被害の発生確率を考慮してい

ることに対応したものである。今後，具体的な建物規模や収容人員等に関する判定基準を設ける

ことの要否についても検討する必要がある。 

また，電磁現象の特性から，対策内容が具体的でない箇条もあるため，本報告では施設者の判

断で 善の対策を行うことが必要としたが，444 規格の趣旨に沿った基準値の提示，さらに同箇条

は TN-S 方式主体で規定されているが，わが国において一般的な TT 方式に適用する場合の条件や

注意事項等の補強も今後の課題である。 

 

2.6 添付資料 

(1) 表-１：箇条 444 逐条解説 

(2) 箇条 444（一部）を電技解釈規定とした場合の例文 
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(3) ドイツの電磁障害関連法（EMVG） 
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ip

ot
en

tia
l b

on
di

ng
 c

on
du

ct
or

/p
ar

al
le

l e
ar

th
in

g 
co

nd
uc

to
r）

 

 
遮
へ
い
層
を
流
れ
る
電
流
を
制
限
す
る
目
的
で
，
信
号
用
電
線
及
び
／
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
の
遮
へ
い
層
と
並
列
に
接
続
し
た
接
地
導
体
。

 44
4.

4 
電
磁
妨
害
の
低
減

 

 
電
気
機
器
へ
の
電
気
的
及
び
磁
気
的
影
響
を
低
減
す
る
た
め
に
，
電
気
設
備
の
設
計
者
及
び
施
工
者
は
，
次
に
規
定
す
る
手
段
に
つ
い
て
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
適
切
な

E
M

C
規
格
の
要
求
事
項
又
は
関
連
製
品
規
格
の

E
M

C
要
求
事
項
を
満
足
す
る
電
気
機
器
だ
け
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

         44
4.

4.
1 

電
磁
妨
害
の
発
生
源

 

 
電
磁
的
影
響
に
対
し
て
敏
感
な
電
気
機
器
を
，
次
の
よ
う
な
電
磁
妨
害
の
潜
在
的
発
生
源
に
接
近
し
て
設
置
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

－
 
誘
導
性
負
荷
の
開
閉
装
置

 

－
 
電
動
機

 

－
 
蛍
光
灯
照
明

 

－
 
溶
接
機

 

－
 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

 

－
 
整
流
器

 

－
 
チ
ョ
ッ
パ

 

－
 
周
波
数
変
換
器

/レ
ギ
ュ
レ
ー
タ

 

－
 
エ
レ
ベ
ー
タ

 

－
 
変
圧
器

 

－
 
配
電
盤

 

－
 
配
電
用
母
線

 

 

            44
4.

3.
7 

バ
イ
パ
ス
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
並
列
接
地
導
体

(P
E

C
)と

も
呼
び
，
広
義
で
は
電
線
管
，
ダ
ク
ト
，
ト
レ
イ
，
帯
板
，
ワ
イ
ヤ
な

ど
も

P
E

C
に
含
ま
れ
る
。

 

 44
4.

4 

条
文

44
4.

4
は
、

44
4.

4.
1
か
ら

44
4.

4.
12

に
規
定
し
た
低
減
手
段
の
す
べ
て
に
つ
い
て
考
慮
し
、
採
否
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

 

E
M

C
（
電
磁
両
立
性
）
と
は
，
装
置
又
は
シ
ス
テ
ム
の
存
在
す
る
環
境
に
お
い
て
，
許
容
で
き
な
い
よ
う
な
電
磁
妨
害
を
い
か
な
る
も
の
に

対
し
て
も
与
え
ず
，
か
つ
，
そ
の
電
磁
環
境
に
お
い
て
満
足
に
機
能
す
る
た
め
の
装
置
又
は
シ
ス
テ
ム
の
能
力
を
い
う
。

 

E
M

C
の
規
格
に
は
，
基
本
規
格
，
共
通
規
格
，
製
品
規
格
，
製
品
群
規
格
の

4
種
類
が
あ
り
，

IE
C

/T
C

77
及
び

C
IS

P
R
な
ど
の
国
際

機
関
で
多
く
の
規
格
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
規
格
の
例
を
次
に
示
す
。

 

①
 J

IS
 C

 6
10

00
-6

-1
 ：

電
磁
両
立
性
－
第

6-
 1
部
：
共
通
規
格
－
住
宅
，
商
業
及
び
軽
工
業
環
境
に
お
け
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

 
②

 J
IS

 C
 6

10
00

-6
-2

 ：
電
磁
両
立
性
－
第

6-
 2
部
：
共
通
規
格
－
工
業
環
境
に
お
け
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

 ③
 I

E
C

 6
10

00
-6

-3
  
：
電
磁
両
立
性
－
第

6-
 3
部
：
共
通
規
格
－
住
宅
，
商
業
及
び
軽
工
業
環
境
に
お
け
る
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

 

④
 I

E
C

 6
10

00
-6

-3
  
：
電
磁
両
立
性
－
第

6-
 4
部
：
共
通
規
格
－
工
業
環
境
に
お
け
る
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

 

 
（
①
～
④
の
概
要
に
つ
い
て
は

44
4.

6.
2
の
解
説
参
照
）

 

 44
4.

4.
1 

E
M

Iの
発
生
源
の
う
ち
，
電
磁
放
射
の
発
生
源
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
，
例
え
ば
照
明
で
は
蛍
光
灯
以
外
に
も
，

 

H
ID

ラ
ン
プ
及
び
ネ
オ
ン
も
発
生
源
で
あ
る
。
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44
4.

4.
2 

電
磁
妨
害
を
低
減
す
る
た
め
の
手
段

 

 
次
の
手
段
が
電
磁
妨
害
を
低
減
す
る
。

 

a)
 
電
磁
的
影
響
に
敏
感
な
電
気
機
器
に
対
し
て
は
，
伝
導
す
る
電
磁
現
象
と
の
電
磁
両
立
性
を
改
善
す
る
た
め
に
，
サ
ー
ジ
保
護
装
置
及
び

／
又
は
フ
ィ
ル
タ
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記
 
フ
ィ
ル
タ
の
設
置
に
よ
っ
て
，
高
周
波
の
漏
れ
電
流
が
増
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

 

     b)
 
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
製
被
覆
は
，

C
B

N
に
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

                               c)
 
電
力
用
，
信
号
用
及
び
デ
ー
タ
回
路
用
配
線
の
共
通
ル
ー
ト
を
選
定
す
る
場
合
は
，
誘
導
性
ル
ー
プ
を
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 

44
4.

4.
2 

電
磁
妨
害
を
低
減
す
る
た
め
の
手
段

 

a)
 機

器
・
設
備
を
開
閉
過
電
圧
や
雷
過
電
圧
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
電
源
線
や
通
信
線
へ
の
サ
ー
ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
の
設
置

が
あ
る
。
サ
ー
ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
は
、
ガ
ス
放
電
管
（
GD
T）

や
酸
化
亜
鉛
バ
リ
ス
タ
（
ZN
R
又
は

VD
R）

の
避
雷
素
子
で
構
成
さ
れ
る
。
ま

た
、
機
器
・
設
備
を
伝
導
妨
害
波
か
ら
保
護
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
電
源
線
や
通
信
線
へ
の
フ
ィ
ル
タ
の
設
置
が
あ
る
。
通
常
、
一
線

－
大
地
間
で
伝
搬
す
る
コ
モ
ン
モ
ー
ド
（
Un
sy
mm
et
ri
ca
l 
Co
mm
on
 M
od
e）

の
妨
害
波
に
対
し
て
は
、
線
に
直
列
に
取
り
付
け
る
チ
ョ
ー

ク
コ
イ
ル
や
、
一
線
－
大
地
間
に
設
置
す
る
コ
ン
デ
ン
サ
等
が
用
い
ら
れ
る
。
但
し
、
コ
ン
デ
ン
サ
等
の
設
置
に
よ
っ
て
線
の
高
周
波
に
対

す
る
対
地
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
低
下
す
る
た
め
、
高
周
波
の
漏
れ
電
流
が
設
置
前
よ
り
も
増
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
コ
モ
ン
モ
ー

ド
妨
害
波
に
は
、
二
線
の
仮
想
中
点
－
大
地
間
で
伝
搬
す
る
コ
モ
ン
モ
ー
ド
（
As
ym
me
tr
ic
al
 C
om
mo
n 
Mo
de
）
が
あ
り
、
こ
の
種
の
コ
モ

ン
モ
ー
ド
妨
害
波
の
低
減
に
は
コ
モ
ン
モ
ー
ド
チ
ョ
ー
ク
の
挿
入
等
が
用
い
ら
れ
る
。
 

 b)
 平

行
に
配
線
さ
れ
た
ケ
ー
ブ
ル
に
電
流
が
流
れ
て
生
じ
る
磁
界
が
他
の
ケ
ー
ブ
ル
に
誘
導
し
て
妨
害
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
誘
導
を
軽
減

す
る
た
め
の
方
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
を
ア
ー
ス
面
に
近
接
さ
せ
て
配
線
す
る
方
法
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
製

被
覆
を
ア
ー
ス
す
る
、
両
端
が
接
地
さ
れ
た
導
電
性
の
ト
レ
イ
に
ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す
る
等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
金
属
被
覆
や
金
属
性

の
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
の
両
端
を
接
地
す
る
こ
と
に
よ
り
、
導
体
に
外
部
か
ら
の
磁
界
を
打
ち
消
す
向
き
誘
導
電
流
が
生
じ
て
、
ケ
ー
ブ
ル
ト

レ
イ
内
部
の
ケ
ー
ブ
ル
と
外
部
の
ケ
ー
ブ
ル
の
誘
導
性
結
合
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
図
１
 
ア
ー
ス
に
近
接
し
て
配
線
す
る
こ
と
で
電
磁
誘
導
を
軽
減
す
る
方
法
の
説
明
図
 

 
図
２
 
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
に
収
納
し
て
電
磁
誘
導
を
軽
減
す
る
方
法
の
説
明
図
 

 c)
 信

号
用
配
線
や
デ
ー
タ
回
路
用
配
線
に
流
れ
る
信
号
は
微
弱
で
あ
り
、
電
力
線
に
流
れ
る
電
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
電
磁
界
の
影
響
を
受

け
る
場
合
が
あ
る
。
電
力
線
か
ら
の
誘
導
を
避
け
る
た
め
に
、
信
号
用
電
線
及
び
デ
ー
タ
回
路
用
電
線
を
分
離
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
。
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 d)
 
電
力
用
電
線
及
び
信
号
用
電
線
は
，
分
離
し
て
配
置
し
，
実
施
可
能
な
場
所
で
は
相
互
に
直
角
に
交
差
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（

44
4.

6.
3

参
照
）。

 

       e)
 

 保
護
導
体
へ
の
誘
導
電
流
を
低
減
す
る
た
め
に
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
る
。

 

   f)
 

 周
波
数
制
御
電
動
機
運
転
の
変
換
装
置
と
電
動
機
と
の
間
の
電
気
的
接
続
の
た
め
の
平
衡
形
多
心
ケ
ー
ブ
ル
（
例
え
ば
，
分
離
し
た
保
護

導
体
を
含
む
遮
へ
い
層
付
き
電
線
）
の
使
用
。

 

                g)
  
製
造
業
者
の
説
明
書
の

E
M

C
要
求
事
項
に
従
っ
た
信
号
用
電
線
及
び
デ
ー
タ
用
電
線
の
使
用
。

 

 h)
 
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
合
は
，
次
に
よ
る
。

 

 
 
－
 
電
力
用
電
線
及
び
信
号
用
電
線
は
，

小
離
隔
距
離
の
確
保
又
は
遮
へ
い
層
の
使
用
に
よ
っ
て
，
雷
保
護
シ
ス
テ
ム

 (
L

PS
) 
の
引
下

げ
導
体
か
ら
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
離
隔
距
離
は
，I

E
C

 6
23

05
-3
に
従
っ
て

L
PS

の
設
計
者
が
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
－
 
電
力
用
電
線
及
び
信
号
用
電
線
の
金
属
製
被
覆
又
は
シ
ー
ル
ド
は
，

IE
C

 6
23

05
-3
及
び

IE
C

 6
23

05
-4
に
規
定
す
る
雷
保
護
の
要
求

事
項
に
従
っ
て
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

     

 d)
 

 回
路
の
分
離
に
つ
い
て
は

44
4.
6
節
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
施
工
指
針
が

44
4.
6.
3
節
で
示
さ
れ
て
い
る
。
施
工
指
針
に
は
、
ま
ず
「
情

報
技
術
装
置
用
電
線
と
蛍
光
灯
、
ネ
オ
ン
及
び
水
銀
ラ
ン
プ
（
又
は
そ
の
他
の
高
輝
度
放
電
管
）
と
の
間
は
、
13
0m
m
を
超
え
る
間
隔
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
蛍
光
灯
の
イ
ン
バ
ー
タ
か
ら
放
射
さ
れ
る
ノ
イ
ズ
妨
害
波
が
情
報
技
術
装
置
用
電

線
に
誘
導
し
機
器
の
誤
動
作
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
る
。
ノ
イ
ズ
妨
害
波
源
か
ら
情
報
技
術
装
置
用
電
線
を
離
し
て
配
線
す
る
こ
と
で
、

ノ
イ
ズ
妨
害
波
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
電
磁
的
に
分
離
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
異
な
る
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル
は
別
々
の
ケ

ー
ブ
ル
ト
レ
イ
に
収
め
、
情
報
技
術
機
器
用
電
線
や
鋭
敏
な
回
路
は
ふ
た
の
付
い
た
金
属
製
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
内
に
設
置
す
る
方
法
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
を
直
交
に
配
線
す
る
こ
と
で
鎖
交
す
る
磁
束
数
を
減
ら
し
、
電
磁
誘
導
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

も
で
き
る
。
 

 e)
 保

護
導
体
へ
の
誘
導
電
流
を
低
減
す
る
た
め
に
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
る
。（

注
：
故
障
電
流
で
な
く
誘
導
電
流
で
あ
る
と
す
る
と
）
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
の
中
心
導
体
と
外
部
導
体
の
間
で
往
復
す
る
電
流
の
和
が

0
と
な
り
、
外
部
に
磁
界
が
漏
れ
な
い
の
で
保
護
導
体
に
誘
導
し
な

い
。
 

 f)
 上

記
b)
に
記
載
し
た
金
属
被
覆
ケ
ー
ブ
ル
の
両
端
を
接
地
す
る
方
法
の
他
、
誘
導
性
結
合
を
軽
減
す
る
他
の
方
法
と
し
て
よ
り
対
線
を
使

用
す
る
方
法
が
あ
る
。
よ
り
対
線
の
外
部
磁
界
に
よ
っ
て
誘
起
さ
れ
る
誘
導
電
流
は
正
負
逆
方
向
と
な
る
た
め
、
各
々
打
ち
消
し
あ
い
磁
界

の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遮
蔽
ケ
ー
ブ
ル
と
よ
り
対
線
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
で
誘
導
性
結
合
の
影
響
を
少
な
く
す

る
効
果
が
あ
る
。
 

 
図

3 
よ
り
対
線
を
用
い
た
誘
導
性
結
合
の
軽
減
方
法
 

 h)
 IE

C
 6

23
05

-3
「
雷
保
護
規
格
第

3
部
 
建
築
物
の
物
的
損
傷
と
人
命
へ
の
危
険
」

 

IE
C

 6
23

05
-4
「
雷
保
護
規
格
第

4
部
 
建
築
物
内
の
電
気
及
び
電
子
シ
ス
テ
ム
」
 

雷
保
護
シ
ス
テ
ム

 (
L

PS
) 
と
の

小
離
隔
距
離
は
，

IE
C

 6
23

05
-3
に
従
っ
て

L
PS

の
設
計
者
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

小
離
隔
距

離
は
、
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
保
護
レ
ベ
ル
に
よ
り
決
ま
る
係
数

ki
、
引
き
下
げ
導
体
に
流
れ
る
雷
電
流
の
係
数

K
c、

絶
縁
材
料
の
係
数

K
m
、

小
離
隔
距
離
を
考
慮
す
べ
き
場
所
か
ら

も
近
い
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
箇
所
ま
で
の
受
雷
部
や
引
き
下
げ
導
体
に
沿
っ
た
長
さ

lか
ら
次

式
で
計
算
さ
れ
る
。
各
係
数
の
値
や
計
算
方
法
の
詳
細
は

IE
C

 6
23

05
-3
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

 

等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
他
、
①
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
方
法
に
よ
り
誘
導
性
ル
ー
プ
を
減
ら
す
方
法
や
②
シ
ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
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                         i) 
遮
へ
い
層
付
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
を
用
い
る
場
合
は
，
接
地
し
た
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
の
遮
へ
い
層
及
び

心
線
を
経
由
し
て
流
れ
る
電
力
系
統
か
ら
の
故
障
電
流
を
制
限
す
る
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
，
遮
へ
い
層
を

強
化
す
る
た
め
の
バ
イ
パ
ス
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
な
ど
の
追
加
導
体
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。
図

44
.R

1
参
照
。

 

 

       

図
44

.R
1－

共
通
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
の
遮
へ
い
強
化
用
の
バ
イ
パ
ス
導
体

 

注
記

1 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
の
被
覆
に
近
接
す
る
バ
イ
パ
ス
導
体
の
使
用
は
，
大
地
へ
保
護
導
体
に
よ
っ
て
だ
け
接
続
し
て
い

る
機
器
に
関
連
す
る
ル
ー
プ
面
積
を
も
低
減
す
る
。
こ
の
方
法
は
，
雷
電
磁
イ
ン
パ
ル
ス
（

L
E

M
P）

の
電
磁
妨
害
を
大
幅
に
低
減
す
る
。

 

 j) 
遮
へ
い
し
た
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
が
，

T
T
系
統
か
ら
電
力
供
給
す
る
複
数
の
建
築
物
に
共
通
で
あ
る
場
合
は
，
バ
イ
パ
ス
等

電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

2
参
照
）。

バ
イ
パ
ス
導
体
は
，
銅
で

16
 m

m
２
又
は
同
等
の

小
断
面
積
の

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
等
の
断
面
積
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
の

54
4.

1
に
従
っ
た
寸
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

に
よ
っ
て
サ
ー
ジ
か
ら
の
誘
導
を
軽
減
す
る
方
法
も

IE
C

 6
23

05
-4
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は

IE
C

 6
23

05
-4
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

 
図

4 
シ
ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
誘
導
を
軽
減
す
る
方
法
 

 
 
図

5 
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
方
法
に
よ
り
誘
導
性
ル
ー
プ
面
積
を
減
ら
す
方
法
 

 i) 
遮
へ
い
層
強
化
の
た
め
の
バ
イ
パ
ス
導
体
に
は
，
①
故
障
電
流
を
バ
イ
パ
ス
導
体
に
分
流
し
て
遮
へ
い
層
へ
の
流
入
を
制
限
す
る
こ
と
，
②

機
器
に
関
連
す
る
ル
ー
プ
面
積
を
縮
小
し
て

L
E

M
P
の
電
磁
誘
導
に
よ
る
誘
導
電
圧
を
低
減
す
る
こ
と
の

2
つ
の
効
果
に
よ
り
，

E
M

Iの

低
減
が
可
能
と
な
る
。

 

例
え
ば
、
CL
AS
SⅠ

機
器
（
IE
C 
60
95
0-
1）

で
は
使
用
者
を
感
電
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
接
地
さ
れ
た
保
護
導
体
と
筺
体
が
接
続
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
機
器
内
部
で
電
源
の
短
絡
故
障
が
生
じ
て
も
、
故
障
電
流
を
保
護
導
体
に
流
す
こ
と
で
使
用
者
を
感
電
か
ら
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
方
、
ノ
イ
ズ
妨
害
波
抑
制
の
目
的
で
信
号
用
電
線
や
デ
ー
タ
用
電
線
の
遮
蔽
層
も
接
地
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
電
線

に
電
源
系
統
の
故
障
電
流
が
流
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る
。
信
号
用
電
線
や
遮
蔽
層
に
十
分
な
電
流
容
量
が
な
い
場
合
は
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
が

被
害
を
受
け
る
た
め
、
信
号
用
電
線
に
流
れ
込
む
故
障
電
流
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
。
故
障
電
流
を
制
限
す
る
方
法
と
し
て
、
バ
イ
パ
ス
用

の
導
体
を
遮
蔽
層
と
平
行
に
敷
設
し
て
故
障
電
流
を
バ
イ
パ
ス
導
体
に
流
す
こ
と
で
、
信
号
用
電
線
に
流
れ
込
む
故
障
電
流
を
軽
減
さ
せ
る
方

法
が
あ
る
。
 

     ｊ
）
TT

系
統
に
お
い
て
は
、
接
地
さ
れ
た
保
護
導
体
が
電
力
系
統
か
ら
配
線
さ
れ
ず
、
建
物
内
部
で
独
立
し
た
接
地
に
保
護
導
体
が
接
続
さ

れ
る
。
建
物
毎
に
接
地
が
独
立
し
て
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
な
わ
な
い
場
合
は
、
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
の
各
端
末
の
接
地

抵
抗
値
が
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
建
物
間
を
信
号
用
電
線
で
配
線
す
る
と
、
回
線
が
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
ノ
イ
ズ
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
。

ま
た
、
故
障
発
生
時
に
建
物
毎
の
保
護
導
体
に
電
位
差
が
生
じ
、
信
号
用
電
線
に
故
障
電
流
が
流
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る
。
建
物
間
を
等
電

                                            

I故
障

 

遮
へ
い
層
強
化
の
た
め
の
バ
イ
パ
ス
導
体
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図
44

.R
2－

T
T
系
統
に
お
け
る
代
替
又
は
バ
イ
パ
ス
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
例

 

 

 
 
注
記

2 
接
地
し
た
シ
ー
ル
ド
線
を
信
号
帰
線
と
し
て
用
い
る
場
合
は
，
二
重
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
る
。

 

 
 
注
記

3 
41

1.
3.

1.
2（

終
文
節
）
と
一
致
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
，
当
該
電
線
を
主
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
接
続
を
し
な
い
こ
と
に
よ

る
す
べ
て
の
危
険
を
避
け
る
こ
と
は
，
所
有
者
又
は
管
理
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
。

 

 
 
注
記

4
大
規
模
公
共
通
信
網
に
お
け
る
対
地
電
位
差
の
問
題
は
，
他
の
手
段
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
通
信
網
管
理
者
の
責
任
で
あ
る
。

 k)
 
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
接
続
は
，
次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
，
で
き
る
か
ぎ
り
低
い
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 
－
 
で
き
る
だ
け
短
く
す
る
。

 

 
 
－
 
径
路
の

1 
m
当
た
り
の
誘
導
性
リ
ア
ク
タ
ン
ス
及
び
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
低
く
な
る
よ
う
な
断
面
の
形
状
を
用
い
る
。
例
え
ば
，
幅

に
対
す
る
厚
さ
の
比
率
が

5
対

1
と
な
る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
編
組
線
。

 

          l) 
接
地
母
線
が
，
建
築
物
内
の
相
当
数
の
情
報
技
術
設
備
の
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
支
援
を
目
的
と
す
る
場
合

 (
44

4.
5.

7
に
よ

る
) 
に
は
，
閉
鎖
リ
ン
グ
と
し
て
施
設
し
て
も
よ
い
。

 

 
 注

記
5 

通
信
産
業
の
建
築
物
に
は
，
こ
の
手
段
を
適
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 44
4.

4.
3 

TN
系
統
 

 
電
磁
的
影
響
を

小
に
す
る
た
め
に
，
次
の
細
分
箇
条
を
適
用
す
る
。

 

44
4.

4.
3.

1 
T

N
-C

系
統
は
，
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
か
又
は
施
設
す
る
可
能
性
の
あ
る
既
存
の
建
築
物
に
は
永
く
継
続
さ
せ
な
い
こ

と
が
望
ま
し
い
。

 

T
N

-C
系
統
は
，
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
か
又
は
施
設
す
る
可
能
性
の
あ
る
新
築
建
築
物
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
す
べ
て
の

T
N

-C
の
設
備
は
，
建
築
物
の
負
荷
電
流
又
は
故
障
電
流
が
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
建
築
物
の
中
の
金
属
性
施
設

位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
で
接
続
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
ス
間
の
電
位
差
を
抑
え
、
信
号
用
電
線
に
流
れ
込
む
故
障
電
流
・
ノ
イ
ズ
信
号
の
遮
へ

い
層
へ
の
流
入
を
制
限
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
 

             注
記

 2
 

41
3.

1.
2.

1
の

終
分
節
に
は
，「

各
建
築
物
に
お
い
て
主
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
，
全
て
の
電
気
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
外
装
に
も
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
こ
の
場
合
，
ケ
ー
ブ
ル
の
所
有
者
又
は
管
理
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
規
定
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
，
同
意
と
は
こ
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
こ
と
を
指
し
，
ま
た
，
所
有
者
又
は
管
理
者
と
は
ケ
ー
ブ
ル
の
そ
れ
を
指
す
。
 

 k)
 高

周
波
電
流
の
場
合
、
波
長
の

1/
4
長
さ
の
電
線
が
あ
る
と
共
振
す
る
た
め
、
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
電
線
は
極
力
短
く
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
周
波
数

10
M

H
z
で
は

7.
5m

よ
り
短
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
誘
導
雷
が
侵
入
し
た
場
合
、

IE
C

62
30

5-
1
で
は
予
想
さ
れ
る
イ
ン
パ
ル
ス
電
流
を
雷
保
護
レ
ベ
ル
Ⅲ
，
Ⅳ
で
波
高
値

2.
5k

A
（
波
形

8/
20

μ
s）

と
し
て
い
る
。

分
電
盤
に
取
り
付
け
た

SP
D
で
機
器
を
雷
過
電
圧
か
ら
保
護
す
る
場
合
、

SP
D
以
降
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
長
さ
を
１
ｍ
と
す
る

と
、

5m
m

2
の
電
線
の
自
己
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
は

1.
32

μ
H

/m
（
後
記
）
で
あ
る
か
ら
、
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
に
発
生
す
る
電
圧
は

V

＝
L
･d

i／
dt

よ
り
、

V
＝

1.
32

×
10

-6
(H

)×
2.

5×
10

3 (A
)／

8×
10

-6
(s

)≒
41

0(
V

)。
よ
っ
て
保
護
対
象
機
器
に
対
し
て
、

SP
D

の

制
限
電
圧
に
１
ｍ
あ
た
り

41
0V

が
加
算
さ
れ
た
電
圧
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

 

次
に
、
平
板
状
導
体
の
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
に
つ
い
て
は

Tr
an

sm
is

si
on

 L
in

e 
D

es
ig

n 
H

an
db

oo
k 

6.
2.

2
に
示
さ
れ
た
計
算
方
法
に

よ
り
、
導
体
断
面
積
を

5m
m

2
と
し
て
幅
に
対
す
る
厚
み
の
比
を
変
え
て
計
算
す
る
と
、
平
板
状
導
体
は
厚
み
が
小
さ
い
ほ
ど
イ
ン

ダ
ク
タ
ン
ス
は
小
さ
く
な
る
が
、
導
体
の
強
度
的
条
件
か
ら

5
対

1
程
度
が
適
切
で
あ
る
。
①
半
径

1.
26

m
m

の
通
常
の
電
線
（
断

面
積

5m
m

2 ）
と
②
厚
み

1 
m

m
×
幅

5m
m

と
し
た
平
板
状
導
体
、

2
種
類
の
導
体
の
単
位
長
さ
当
た
り
の
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
を
比

較
す
る
と
、
①
の
場
合

1.
32

μ
H

/m
と
な
る
の
に
対
し
、
②
の
場
合
は

1.
16

μ
uH

/m
と
な
り

1m
あ
た
り

12
％
程
度
低
減
す
る
。

こ
の
よ
う
に
断
面
を
平
板
状
と
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

      44
4.

4.
3 

T
N

-C
系
統
は
、
故
障
電
流
等
が
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
導
体
等
を
介
し
て
建
築
物
の
構
造
体
な
ど
に
流
れ
、

E
M

Iの
発
生
原
因
と
な
る
た
め
、
情
報
技
術
機
器
を
多

く
設
置
す
る
建
築
物
に
は

T
N

-S
系
統
の
使
用
を
規
定

し
て
い
る
。

 

                                            

建
築
物

1 
建

築
物

2 
建

築
物

3

 

代
替

又
は

バ
イ
パ

ス
等
電

位
ボ

ン
デ
ィ

ン
グ
導
体

 

遮
へ

い
し

た
信

号
線
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及
び
構
造
体
に
流
れ
や
す
い
。

 

 44
4.

4.
3.

2 
公
共
の
低
圧
配
電
網
か
ら
電
力
供
給
し
，か

つ
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
か
又
は
施
設
す
る
可
能
性
の
あ
る
既
存
の
建
築
物

に
お
い
て
は
，
設
備
の
源
点
の
負
荷
側
に
は

T
N

-S
系
統
を
施
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

3A
参
照
）。

 

新
築
の
建
築
物
に
お
い
て

T
N

系
統
を
使
用
す
る
場
合
は
，
設
備
の
源
点
の
負
荷
側
に
は

T
N

-S
系
統
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図

44
，

R
3A

参
照
）。

 

  

    注
記
 

IE
C

 6
20

20
に
適
合
す
る
漏
電
電
流
監
視
装
置
（

R
C

M
）
の
使
用
に
よ
っ
て
，

T
N

-S
系
統
の
効
果
を
強
化
で
き
る
。

 

                        
 
 
 
 
 
注
（
１
）
 
通
常
の
運
転
状
況
下
で
，
保
護
導
体

PE
に
沿
っ
た
電
圧
降
下

Δ
U
な
し

 

 
 
 
 
 

  
注
（
２
）
 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
で
形
成
さ
れ
る
限
定
さ
れ
た
面
積
の
ル
ー
プ

 

図
44

.R
3A

－
建
築
物
内
で
公
共
電
力
供
給
の
源
点
か
ら
分
岐
回
路
ま
で

T
N

-S
系
統
を
使
用
す
る
こ
と

 

に
よ
る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
た
構
造
体
へ
の
中
性
線
電
流
の
回
避

 

 

   

  T
N

-S
系
統
で
あ
っ
て
も
，
配
線
の
接
続
間
違
い
に
よ
り
，

T
N

-C
を
構
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
確
認
方
法
と
し
て
，

実
負
荷
を
接
続
す
る
方
法
が
あ
る
。

 

 44
4.

4.
3.

2 
公
共
の
低
圧
配
電
網
か
ら
電
力
供
給
し
，か

つ
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
か
又
は
施
設
す
る
可
能
性
の
あ
る
建
築
物
に
お

い
て
、
そ
れ
が
既
存
の
場
合
は
、
設
備
の
源
点
の
負
荷
側
に
は

E
M

C
の
影
響
を

小
限
に
す
る
た
め
に

T
N

-S
系
統
を
施
設
す
る
こ
と
を
推

奨
し
、
新
築
の
場
合
で

T
N
系
統
と
す
る
場
合
は
、

T
N

-S
系
統
と
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

 

諸
外
国
に
お
い
て
は
、
自
家
用
受
変
電
設
備
を
設
置
せ
ず
、
公
共
の
配
電
会
社
か
ら
低
圧
で
大
容
量
電
力
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
「
公
共
の
低
圧
配
電
網
か
ら
電
力
供
給
を
受
け
，
か
つ
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
」
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
う
る
。

 

IE
C
規
格
で
は
、

T
N
方
式
が
基
本
的
な
電
気
方
式
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
電
磁
的
影
響
を
低
減
す
る
た
め
に

T
N

-S
方
式
を
推
奨
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
通
常
の
運
転
状
況
下
で
保
護
導
体
に
沿
っ
た
電
圧
降
下
Δ

U
が
発
生
し
な
い
の
で
、
電
磁
的
影
響
が
発
生
し
に
く
い

た
め
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は

T
T
方
式
に
準
ず
る
方
式
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
電
磁
障
害
を
低
減
す
る
た
め
に
、
電
技
解
釈
第

18
条

第
1
項
ま
た
は
第

2
項
に
よ
る

T
N

-S
方
式
に
基
づ
く
「
接
地
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式
」
の
採
用
が
推
奨
さ
れ
る
。

 

 注
記

 

T
N

-C
系
統
で
は

R
C

M
の
使
用
は
で
き
な
い
が
、

T
N

-S
系
統
に

R
C

M
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
漏
洩
電
流
の
早
期
解
消
に
な
る
こ
と
か

ら
E

M
C
の
点
か
ら
も
効
果
的
で
あ
る
。

 

                          

                                            

 
必

要
な

場
合
は

，
等
電

位
ボ

ン
デ
ィ

ン
グ
導

体

機
器

1 

信
号

用
電
線
又
は
デ

ー
タ

用
電

線
 

機
器

2 

公
共
電
力
供
給

 

 
構

造
体

 

△
U
（

１
）

 
（

２
）
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
3.

3 
変
圧
器
を
含
む
全
て
の
低
圧
設
備
を
使
用
者
だ
け
が
運
転
し
，
か
つ
，
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
か
又
は
施
設
す
る
可
能
性

の
あ
る
既
存
建
築
物
に
お
い
て
は
，

T
N

-S
系
統
を
施
設
す
る
の
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

3B
参
照
）

 

                               
 
 
 
 
 
 
注
（
１
）
 
通
常
の
運
転
状
況
下
で
，
保
護
導
体

PE
に
沿
っ
た
電
圧
降
下
Δ

U
な
し

 

 
  

 
 
 

  
注
（
２
）
 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
で
形
成
さ
れ
る
限
定
さ
れ
た
面
積
の
ル
ー
プ

 

図
44

.R
3B

－
使
用
者
の
自
家
用
変
圧
器
の
負
荷
側
に

T
N

-S
系
統
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

 

る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
た
構
造
体
へ
の
中
性
線
電
流
の
回
避

 

        

                                            

                                            

必
要

な
場

合
は
，

等
電
位

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ
導

体

機
器

1 

信
号

用
電

線
又

は
デ

ー
タ

用
電

機
器

2 

 

構
造

体
 

△
U
（

１
）

 

（
２

）
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
3.

4 
既
存
設
備
が

T
N

-C
-S

系
統
（
図

44
.R

4
参
照
）
の
場
合
，
信
号
用
電
線
及
び
デ
ー
タ
用
電
線
の
ル
ー
プ
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
避
け
る
の
が
望
ま
し
い
。

 

－
 
図

44
.R

4
に
示
す
設
備
の
す
べ
て
の

T
N

-C
部
分
を
図

44
.R

3A
に
示
す
よ
う
な

T
N

-S
系
統
へ
の
変
更

 

－
 
こ
の
変
更
が
不
可
能
な
場
合
は
，

T
N

-S
設
備
の
種
々
の
部
分
間
の
信
号
用
電
線
及
び
デ
ー
タ
用
電
線
の
相
互
接
続
の
回
避

 

                          
 
 
 

  
注
（
１
）
 
通
常
運
転
に
お
け
る

PE
N
導
体
に
沿
っ
た
電
圧
降
下

Δ
U

 

 
 
 
 
 

 注
（
２
）
 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
で
形
成
さ
れ
る
限
定
さ
れ
た
面
積
の
ル
ー
プ

 

 
 
 
 
 

 注
（
３
）
 
系
統
外
導
電
性
部
分

 

 
 
 
 

  
注
記
 

T
N

-C
-S

系
統
に
お
い
て
は
，

T
N

-S
系
統
で
あ
れ
ば
中
性
線
だ
け
を
通
し
て
流
れ
る
電
流
が
，
信
号
用
電
線
の
遮
へ
い
層

又
は
基
準
電
位
導
体
，
露
出
導
電
性
部
分
及
び
構
造
体
金
属
製
工
作
物
な
ど
の
系
統
外
導
電
性
部
分
を
通
し
て
も
流
れ
る
。

図
44

.R
4－

既
存
建
築
物
内
の

T
N

-C
-S

系
統

 

         

                                            

                                            

機
器

2 

 

機
器

1 

信
号
用
電

線
又

は
デ

ー
タ
用
電
線

 

 

構
造

体
 

△
U
（

１
）

（
２

）
 

（
３

）
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
4 

TT
系
統

 

 
図

44
.R

5
に
示
す
よ
う
な

T
T
系
統
で
は
，
異
な
る
建
築
物
の
露
出
導
電
性
部
分
を
異
な
る
接
地
極
に
接
続
す
る
場
合
，
充
電
部
分
と
露
出

導
電
性
部
分
と
の
間
に
存
在
す
る
過
電
圧
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

                         

 
 
 
 
注
（
１
）
 
通
常
運
転
に
お
け
る

PE
N
導
体
部
分
の
電
圧
降
下

Δ
U

 

 
 
 
 
 

 注
（
２
）
 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
用
電
線
で
形
成
さ
れ
る
局
所
的
な
部
分
の
ル
ー
プ

 

図
44

.R
5－

建
築
物
設
備
内
の

T
T
系
統

 

             

44
4.

4.
4 

TT
方
式
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の
露
出
導
電
性
部
分
を
変
圧
器
の
中
性
点
接
地
と
異
な
る
接
地
極
に
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、

充
電
部
分
（
変
圧
器
の
中
性
点
に
基
づ
く
電
位
）
と
露
出
導
電
性
部
分
（
建
物
や
そ
の
近
傍
，
引
込
線
や
そ
の
近
傍
へ
の
落
雷
時
に
電
位
上
昇

す
る
）
と
の
間
に
過
電
圧
が
発
生
し
機
器
が
損
傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
SP
D
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
損
傷
を
防
止
す
る
。（

具
体
的

な
施
設
方
法
に
つ
い
て
は

IE
C6
23
05
-3

に
示
さ
れ
て
い
る
）
 

                                       

                                            

必
要
な

場
合
は

，
等

電
位

ボ
ン
デ

ィ
ン

グ
導

体

機
器

1 

信
号

用
電

線
又

は
デ
ー
タ
用
電

線

機
器

2 

構
造

体
 

△
U
（

１
）

 

（
２

）
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
5 

IT
系
統

 

 
三
相

IT
系
統

 (
図

44
.R

6
参
照

) 
に
お
い
て
，
健
全
な
線
導
体
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の
間
の
電
圧
は
，
線
導
体
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の

間
に
単
一
の
絶
縁
故
障
が
あ
る
場
合
，
線
間
電
圧
の
レ
ベ
ル
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
状
態
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
注
記
 
線
導
体
と
中
性
線
と
の
間
に
直
接
電
力
供
給
さ
れ
る
電
気
機
器
は
，
線
導
体
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の
間
の
電
圧
に
耐
え
る
よ
う
に

設
計
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
情
報
技
術
機
器
に
対
す
る

JI
S 

C
 6

95
0-

1
の
対
応
要
求
事
項
参
照
）。

 

                          
 
 
 
 
 
注
（
１
）
 
通
常
運
転
に
お
け
る

PE
N
導
体
に
沿
っ
た
電
圧
降
下
Δ

U
 

 
 
 
 
 
 

 注
（
２
）
 
信
号
用
電
線
又
は
デ
ー
タ
用
電
線
で
形
成
さ
れ
る
局
所
的
な
部
分
の
ル
ー
プ

 

図
44

.R
6－

建
築
物
設
備
内
の

IT
系
統

 

           

44
4.

4.
5 

IT
系
統
 
規
格
名
称

 

JI
S 

C
 6

95
0-

1：
 

情
報
技
術
機
器
－
安
全
性
－
第

1
部
：
一
般
要
求
事
項

 

                                          

                                            

 
 必

要
な

場
合

は
，

等
電

位
ボ

ン
デ

ィ
ン

グ
導

体

機
器

1 

信
号
用
電
線
又
は
デ

ー
タ

用
電

線
 

機
器

2 

 

構
造

体
 

△
U
（

１
）

 

（
２

）
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
6 

多
電
源
供
給

 

 
多
電
源
供
給
で
は
，

44
4.

4.
6.

1
及
び

44
4.

4.
6.

2
の
条
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
多
電
源
の
星
形
接
続
の
中
性
点
の
多
点
接
地
を
適
用
す
る
場
合
に
は
，
中
性
線
電
流
は
，
図

44
.R

7A
に
示
す
よ
う
に
，
中
性
線
導

体
を
経
由
す
る
だ
け
で
な
く
，
保
護
導
体
を
経
由
し
て
も
星
形
接
続
の
中
性
点
へ
帰
流
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
原
因
の
た
め
に
，
設
備
に

流
れ
る
電
流
の
総
和
は
零
に
は
な
ら
ず
，
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
に
類
似
し
た
漏
れ
電
磁
界
が
発
生
す
る
。

 

 
交
流
電
流
を
流
す
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
に
は
，
電
子
機
器
で
障
害
を
与
え
る
可
能
性
の
あ
る
円
形
の
電
磁
界
が
心
導
体
の
周
囲
に
発
生
す

る
。
高
調
波
電
流
は
類
似
の
電
磁
界
を
発
生
す
る
が
，
そ
れ
ら
は
基
本
波
電
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
電
磁
界
よ
り
急
速
に
減
衰
す
る
。

 

                

図
44

.R
7A

－
P

E
N
導
体
と
大
地
と
の
間
で
不
適
切
な
複
数
接
続
を
も
つ

T
N
多
電
源
供
給

 

                    

44
4.

4.
6 

多
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
中
性
点
の
接
地
方
法
に
つ
い
て
、
多
点
接
地
は

E
M

Iの
面
か
ら
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
多
電
源
の
中
性
点

間
を
相
互
接
続
す
る
絶
縁
導
体
の
一
点
で
接
地
し
、
そ
の
導
体
に
は
電
気
使
用
機
器
を
接
続
し
な
い
方
法
を
と
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

                                         

                                            

電
源

1 
設

備
 

電
源

2 

露
出
導
電

性
部

分
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
6.

1 
T

N
多
電
源
供
給

 

 
設
備
へ
の

T
N
多
電
源
供
給
の
場
合
に
は
，
異
な
る
電
源
の
星
形
接
続
の
中
性
点
は
，

E
M

C
の
理
由
か
ら
中
央
部
の
同
じ

1
点
で
，
大
地
に

接
続
し
た
絶
縁
導
体
に
よ
っ
て
相
互
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                      
 
 
 
 

 a
) 

変
圧
器
中
性
点
又
は
発
電
機
の
星
形
接
続
の
中
性
点
か
ら
大
地
へ
直
接
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 

  
b)
 
複
数
の
変
圧
器
の
中
性
点
又
は
発
電
機
の
星
形
接
続
の
中
性
点
を
相
互
接
続
す
る
導
体
は
，
い
ず
れ
も
絶
縁
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
導
体
は
，

PE
N
導
体
と
し
て
機
能
し
，
そ
の
よ
う
に
表
示
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
，
こ
の
導
体
に
は
電
気
使

用
機
器
を
接
続
し
て
は
な
ら
ず
，
か
つ
，
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
警
告

 表
示
を
こ
の
導
体
に
取
り
付
け
る
か
又
は
そ
の
近

く
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 

 c
) 

 多
電
源
の
相
互
接
続
し
た
中
性
点
と

PE
と
の
間
の
接
続
は
，

1
点
だ
け
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
接
続
は
，
主

配
電
盤
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 

  
 d

) 
設
備
内
で

PE
の
追
加
接
地
を
施
し
て
も
よ
い
。

 

図
44

.R
7B

 －
 同

じ
1
点
で
，
星
形
接
続
の
中
性
点
を
大
地
へ
接
続
し
た
設
備
へ
の

T
N
多
電
源
供
給

 

           

                             c )
電
盤
内
で
行
う
理
由
は
，
管
理
の
し
や
す
さ
か
ら
で
あ
る
。
 

              

                                            

 

電
源

ｎ
 

電
源

2 

電
源

1 

電
源

の
接

地
 

露
出
導
電
性
部

分
 

設
備
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
6.

2 
TT

多
電
源
供
給

 

 
設
備
へ
の

T
T
多
電
源
供
給
の
場
合
，
異
な
る
電
源
の
星
形
接
続
の
中
性
点
は
，

E
M

C
の
理
由
か
ら
相
互
接
続
し
，
か
つ
，
中
央
部
の

1
点

で
，
大
地
に
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

8
参
照
）。

 

                     
 
 
 
 
 

a)
 
変
圧
器
中
性
点
又
は
発
電
機
の
星
形
接
続
の
中
性
点
か
ら
大
地
へ
直
接
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 

  
b)
 
複
数
の
変
圧
器
の
中
性
点
又
は
発
電
機
の
星
形
接
続
の
中
性
点
を
相
互
接
続
す
る
導
体
は
，
い
ず
れ
も
絶
縁
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
導
体
は
，

PE
N

導
体
と
し
て
機
能
し
，
そ
の
よ
う
に
表
示
し
て
も
よ
い
。
た
だ
し
，
こ
の
導
体
に
は
電

気
使
用
機
器
を
接
続
し
て
は
な
ら
ず
，
か
つ
，
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
警
告
表
示
を
こ
の
導
体
に
取
り
付
け
る
か
又
は
そ

の
近
く
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 

  
c)
 
多
電
源
の
相
互
接
続
し
た
中
性
点
と

PE
と
の
間
の
接
続
は
，

1
点
だ
け
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
接
続
は
，
主

配
電
盤
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

図
44

.R
8 
－

 同
じ

1
点
で
，
星
形
接
続
の
中
性
点
を
大
地
へ
接
続
し
た
設
備
へ
の

T
T
多
電
源
供
給

 

             

                                            

                                            

電
源

ｎ
 

電
源

2

電
源

1 

電
源

の
接

地

露
出

導
電

性
部

分
 

設
備

 

 

- 166 -



 

規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
7 

電
源
の
切
換
 

 
TN

系
統
に
お
い
て
，
一
つ
の
電
源
か
ら
代
替
電
源
へ
の
切
換
は
，
線
導
体
及
び
中
性
線
が
あ
れ
ば
中
性
線
を
も
開
閉
す
る
開
閉
器
を
用
い
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図

44
.R

9A
，

44
.R

9B
及
び

44
.R

9C
参
照
）。

 

                       
 
注
記
 
こ
の
方
法
は
，
設
備
の
主
電
力
供
給
設
備
に
お
け
る
漏
れ
電
流
に
よ
る
電
磁
界
を
防
止
す
る
。

1
本
の
ケ
ー
ブ
ル
内
の
電
流
の
総

和
は
，
零
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
閉
路
さ
れ
た
回
路
の
中
性
線
だ
け
に
中
性
線
電
流
が
流
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
線

導
体
の
第

3
調
波
（

15
0 

H
z/

18
0H

z）
電
流
は
，
同
位
相
角
で
中
性
線
電
流
に
加
わ
る
。

 

図
44

.R
9A

－
4
極
開
閉
器
を
も
つ
三
相
切
換
電
源

 

               

44
4.

4.
7 

T
N
系
統
に
お
い
て
、
電
源
の
切
換
は
線
導
体
と
共
に
中
性
線
を
同
時
に
開
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
開
閉
器
を
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い

る
。
線
導
体
だ
け
の
開
閉
の
場
合
は
循
環
電
流
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
電
磁
界
が
発
生
し
、

E
M

Iの
原
因
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

 

                                         

                                            

 
電

源
1 

電
源

2 

電
気
使
用
機
器
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定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

                 

注
記
 

3
極
開
閉
器
を
不
適
切
に
使
用
し
た
場
合
の
三
相
切
換
電
源
は
，
好
ま
し
く
な
い
循
環
電
流
の
原
因
と
な
り
，
電
磁
界
を
発
生

す
る
。

 

図
44

.R
9B

－
3
極
開
閉
器
を
不
適
切
に
使
用
し
た
場
合
の
三
相
切
換
電
源
に
お
け
る
中
性
線
電
流
の
流
れ

 

                     
  
 
 
注
記
 
無
停
電
電
源
装
置
の
二
次
側
回
路
へ
の
接
地
接
続
は
，
強
制
的
で
は
な
い
。
接
地
接
続
を
外
し
た
場
合
，
無
停
電
電
源
装
置

に
お
け
る
供
給
は
，

IT
系
統
の
形
態
と
な
り
，
か
つ

, 
バ
イ
パ
ス
モ
ー
ド
に
お
い
て
は
，
低
圧
供
給
シ
ス
テ
ム
と
同
じ
と
な

る
。

 

図
44
.R
9C
－
2
極
開
閉
器
を
も
つ
単
相
切
換
電
源
 

                                            

                                            

 

無
停

電
電
源
装
置

 

電
気
使
用

機
器
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
8 

建
築
物
へ
の
設
備
の
引
込
み
 

 
金
属
管
（
例
え
ば
，
水
用
，
ガ
ス
用
，
又
は
地
域
暖
房
用
）
及
び
引
込
電
力
用
電
線
及
び
信
号
用
電
線
は
，
同
一
場
所
で
建
築
物
に
引
き
込

む
こ
と
が
望
ま
し
い
。
金
属
管
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
製
が
い
装
は
，
低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
導
体
を
用
い
て
主
接
地
端
子
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
図

44
.R

10
参
照
）。

 

注
記
 
相
互
接
続
は
，
外
部
の
供
給
設
備
の
管
理
者
の
同
意
に
よ
る
場
合
だ
け
許
可
さ
れ
る
。

 

              
 
 
 

M
E

T
：
主
接
地
端
子

 

 
 
 
 

 I
  

 ：
誘
導
電
流

 

 
 
 
 
注
記
 
共
通
引
込
点
は
，

U
＝

0 
V
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

図
44

.R
10
－
建
築
物
に
引
き
込
む
鋼
帯
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
及
び
金
属
管
（
例
）

 

  
EM

C
の
理
由
か
ら
，
電
気
設
備
の
一
部
分
を
収
容
す
る
建
築
物
の
空
所
を
監
視
，
制
御
又
は
保
護
器
，
接
続
器
な
ど
の
よ
う
な
電
気
及
び
電

子
機
器
だ
け
の
た
め
に
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
，
か
つ
，
そ
れ
ら
の
保
守
の
た
め
に
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 44
4.

4.
9 

離
れ
た
建
築
物

 

 
異
な
っ
た
複
数
の
建
築
物
が
分
離
し
た
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
場
合
に
は
，
金
属
を
使
用
し
て
い
な
い
光
ケ
ー
ブ
ル
又
は

他
の
非
導
電
性
シ
ス
テ
ム
を
信
号
及
び
デ
ー
タ
伝
送
の
た
め
に
使
用
し
て
も
よ
い
。
例
え
ば
，

JI
S 

C
  

61
55

8-
2-

1，
JI

S 
C

 6
15

58
-2

-4
，

JI
S 

C
 

61
55

8-
2-

6，
IE

C
 6

15
58

-2
-1

5
及
び

JI
S 

C
 6

95
0-

1
に
従
っ
た
絶
縁
の
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
信
号
用
変
圧
器
で
あ
る
。

 

         
注
記

1 
大
き
な
公
共
通
信
網
に
お
け
る
接
地
電
位
差
の
問
題
は
，
別
の
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
者
の
責
任

で
あ
る
。

 

 
注
記

2 
非
導
電
性
デ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
場
合
に
は
，
バ
イ
パ
ス
導
体
の
使
用
は
必
要
な
い
。

 

   

44
4.

4.
8 

建
築
物
へ
の
金
属
管
、
引
込
電
線
等
を
同
一
場
所
か
ら
引
き
込
む
理
由
は
、
各
引
込
線

/管
か
ら
主
接
地
端
子
ま
で
の
距
離
を
短
く
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
た
め
、

E
M

Iを
低
減
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

 

                    こ
の
こ
と
は
、
建
築
物
の
空
所
（
例
え
ば
、
パ
イ
プ
シ
ャ
フ
ト
な
ど
）
は
、
強
電
用
と
弱
電
用
を
別
個
に
設
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

 

  44
4.

4.
9 

分
離
さ
れ
た
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
は
種
々
の
原
因
か
ら
電
位
差
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
光
の
特
性
で
あ
る
絶
縁
性
、
無

誘
導
性
を
利
用
し
て
信
号
を
光
化
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

E
M

I
対
策
が
可
能
と
な
り
分
離
し
た
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
間
の
信

号
お
よ
び
デ
ー
タ
伝
送
用
の
通
信
シ
ス
テ
ム
は
非
導
電
性
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
。

 

【
規
格
名
称
】

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-1
：
変
圧
器
，
電
源
装
置
，
リ
ア
ク
ト
ル
及
び
こ
れ
に
類
す
る
装
置
の
安
全
性
―
第
２
－
１
部
：
一
般
用
複

巻
変
圧
器
の
個
別
要
求
事
項

 

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-4
：

 
変
圧
器
，
電
源
装
置
，
リ
ア
ク
ト
ル
及
び
こ
れ
に
類
す
る
装
置
の
安
全
性
―
第
２
－
４
部
：
一
般
用
絶
縁
変
圧
器
の

 
 

個
別
要
求
事
項

 

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-6
：

 
変
圧
器
，
電
源
装
置
，
リ
ア
ク
ト
ル
及
び
こ
れ
に
類
す
る
装
置
の
安
全
性
―
第
２
－
６
部
：
一
般
用
安
全
絶
縁

 変
圧

器
の
個
別
要
求
事
項

 

IE
C

 6
15

58
-2

-1
5：

 
電
源
変
圧
器
，
電
源
装
置
及
び
類
似
装
置
の
安
全
性
－
第

2-
15

部
：
医
療
設
備
に
供
給
す
る
変
圧
器
を
分
離
す
る

 
 

た
め
の
特
定
要
求
事
項

 

JI
SC

69
50

-1
：

 
情
報
技
術
機
器
－
安
全
性
－
第

1
部
：
一
般
要
求
事
項

 

 注
記

2 

非
導
電
性
デ
ー
タ
伝
送
シ
ス
テ
ム
で
は
、
故
障
電
流
の
遮
へ
い
層
へ
の
流
入
や
誘
導
性
ル
ー
プ
に
よ
る
電
磁
誘
導
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
の

で
、
こ
れ
ら
の
対
策
と
し
て
の
バ
イ
パ
ス
導
体
の
使
用
は
必
要
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 

                                            

 
電
話

 
電
力

供
給

 
基
礎

接
地

極
 

ア
ン

テ
ナ

か
ら
の

 

ケ
ー

ブ
ル

 

水
用

，
ガ
ス
用
，
地

域
暖

房
用
，

排
水

用
 

II

I 
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

4.
10
 
建
築
物
の
内
部

 

 
既
存
建
築
物
設
備
に
電
磁
的
影
響
に
よ
る
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
，
次
の
手
段
で
状
況
を
改
良
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図

44
.R

11
参
照
）。

1)
 
信
号
及
び
デ
ー
タ
回
路
に
対
し
て
金
属
を
使
用
し
て
い
な
い
光
フ
ァ
イ
バ
･リ

ン
ク
の
使
用
（

44
4.

4.
9
参
照
）。

 

2)
 
ク
ラ
ス
Ⅱ
機
器
の
使
用

 

3)
 

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-1
，

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-4
，

JI
S 

C
 6

15
58

-2
-6
又
は

IE
C

 6
15

58
-2

-1
5
に
従
っ
た

2
巻
線
変
圧
器
の
使
用
。
二
次
回
路
は
，

T
N

-S

系
統
と
し
て
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，

IT
系
統
は
，
特
別
な
適
用
の
要
求
が
あ
る
場
合
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

                              

記
号

 
図
解
し
た
手
段
の
説
明

 
細
分
箇

 
 

1)
 

電
線
及
び
金
属
管
が
同
一
場
所
で
建
築
物
に
入
る

 
44

4.
4.

8 

2)
 

適
切
な
離
隔
及
び
ル
ー
プ
を
回
避
し
た
共
通
ル
ー
ト

 
44

4.
4.

2 

3)
 

 

短
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
リ
ー
ド
線
及
び
電
線
に
並
行
す
る
接
地
導
体

の
使
用

 

IE
C

 6
10

00
-2

-5
 

44
4.

4.
2 

4)
 

遮
へ
い
層
付
き
及
び
／
又
は
対
よ
り
信
号
用
電
線

 
44

4.
4.

12
 

5)
 

電
力
引
込
点
以
降
の

T
N

-C
系
統
の
回
避

 
44

4.
4.

3 

44
4.

4.
10

 

  2)
 ク

ラ
ス
Ⅱ
機
器
は
二
重
絶
縁
を
も
ち
、
保
護
導
体
に
接
続
さ
れ
な
い
機
器
で
あ
る
た
め
、
接
地
電
位
上
昇
の
影
響
を
受
け
な
い
と
共
に
、

ノ
イ
ズ
が
侵
入
し
な
い
た
め
電
磁
的
影
響
を
改
善
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

 

                                       

                                            

ク
ラ
ス

Ⅰ
 

機
器

 
ク
ラ
ス
Ⅰ

機
器

 

床
 

デ
ー

タ
用

電
線

床
 

デ
ー

タ
用
電

線

こ
の

規
格

に
示

す
手

段
に

適
合

し
な

い
既

存
の
電
気

設
備

 

電
話
交

換
又

は
情

報
 

技
術
機

器
へ

の
導

体
 

電
力

供
給

 
基

礎
接

地
極

等
の

接
地

極
へ

 

主
接

地
端

子

（
M

E
T
）

 
保

護
用

又
は

機
能

用
の

接

地
 

導
体

接
続
点

P
E
導

体
 

中
性

線
 

線
導

体
 

 

 

分 電 盤 分 電 盤 

F
E

ク
ラ
ス
Ⅱ

機
器

 
8) ク

ラ
ス

Ⅰ
 

機
器

ク
ラ
ス

Ⅱ
 F
E

 

ク
ラ
ス
Ⅰ

機
器

凡
例

 

取
扱

説
明
書

に
従

っ
て

使
用

及
び

接
続

す
る

機
能

用
接

地
導

体
 (
任

意
)

サ
ー

ジ
保
護

装
置
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

6)
 

分
離
巻
線
変
圧
器

 
使
用

 
44

4.
4.

10
 

7)
 

局
部
的
水
平
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

 
 

44
 

5.
4 

8)
 

ク
ラ
ス
Ⅱ
機

 
の
使
用

 
44

4  
4.

10
 

図
44

.R
11
－
既
存
建
築
物
に
お
け
る
手
段
の
図
解

 

 44
4.

4.
11
 
保
護
装
置

 

 
大
き
な
過
渡
電
流
に
よ
る
不
要
動
作
を
避
け
る
た
め
，
例
え
ば
，
時
延
形
の
も
の
，
フ
ィ
ル
タ
の
使
用
な
ど
，
適
切
な
機
能
を
も
つ
保
護
器

を
選
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

44
4.

4.
12
 
信
号
用
電
線

 

 
信
号
用
電
線
に
は
，
シ
ー
ル
ド
線
及
び
／
又
は
対
よ
り
線
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 44
4.

5 
接
地
及
び
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

44
4.

5.
1 

接
地
極
の
相
互
接
続

 

 
複
数
の
建
築
物
に
関
し
て
，
専
用
の
か
つ
独
立
し
た
接
地
極
を
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
と
い
う
概
念
は
，

電
子
機
器
が
異
な
っ
た
建
築
物
間
の
通
信
及
び
デ
ー
タ
交
換
に
用
い
る
場
合
は
，
次
の
理
由
に
よ
っ
て
適
切
で
は
な
い
。

 

－
 
こ
れ
ら
の
異
な
る
接
地
極
間
に
結
合
が
存
在
し
，
か
つ
，
機
器
に
対
し
制
御
さ
れ
な
い
電
圧
上
昇
を
招
く
。

 

－
 
相
互
接
続
し
た
機
器
が
異
な
る
接
地
基
準
を
も
つ
可
能
性
が
あ
る
。

 

－
 
特
に
気
象
条
件
に
よ
る
過
電
圧
発
生
の
場
合
に
，
感
電
の
危
険
が
あ
る
。

 

 
し
た
が
っ
て
，
す
べ
て
の
保
護
用
及
び
機
能
用
接
地
導
体
は
，
一
つ
の
単
一
主
接
地
端
子
に
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
さ
ら
に
，
一
つ
の
建
築
物
に
関
す
る
す
べ
て
の
接
地
極
，
す
な
わ
ち
保
護
用
，
機
能
用
及
び
雷
保
護
用
は
，
相
互
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
図

44
.R

12
参
照
）。

 

 
複
数
の
建
築
物
の
場
合
，
接
地
極
の
相
互
接
続
が
不
可
能
か
，
又
は
実
際
的
で
な
い
場
合
に
は
，
通
信
網
を
，
例
え
ば
光
フ
ァ
イ
バ
の
利
用

に
よ
り
，
電
気
的
分
離
を
適
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（

44
4.

4.
10

参
照
）。

 

          

図
44

.R
12
－
接
地
極
の
相
互
接
続

 

  
保
護
用
及
び
機
能
用
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
一
つ
の
導
体
が
断
線
し
た
場
合
に
は
，
他
の
す
べ
て
の
導
体
が
確
実
に
残
る
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
，
個
別
に
主
接
地
端
子
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 44
4.

5.
2 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
引
込
み
及
び
接
地
設
備
の
相
互
接
続

 

 
一
つ
の
建
築
物
内
で
の
情
報
技
術
機
器
及
び
電
子
機
器
の
露
出
導
電
性
部
分
は
，
保
護
導
体
を
経
由
し
て
相
互
接
続
す
る
。

 

通
常
，
限
ら
れ
た
数
の
電
子
機
器
を
用
い
る
住
居
に
対
し
て
は
，
星
形
の
保
護
導
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
用
し
て
も
よ
い
（
図

44
.R

13
参
照
）。

 
多
く
の
電
子
応
用
を
含
む
商
業
用
及
び
工
業
用
建
築
物
並
び
に
類
似
の
建
築
物
に
対
し
て
は
，
共
通
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
，

異
な
っ
た
種
類
の
機
器
の

E
M

C
要
求
事
項
に
合
致
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
る
（
図

44
.R

15
参
照
）。

 

 

     44
4.

4.
11

 

過
渡
電
流
は
伝
導
で
伝
播
す
る
電
磁
現
象
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
電
磁
現
象
に
よ
る
不
要
動
作
を
避
け
る
、
時
延
特
性
を
持
つ
保
護
装
置
、
大

き
な
過
渡
電
流
抑
制
の
た
め
の
フ
ィ
ル
タ
及
び

SP
D
な
ど
が
有
効
で
あ
る
。

 

44
4.

4.
12

 

シ
ー
ル
ド
線
及
び

/又
は
よ
り
対
線
は

E
M

I対
策
の
信
号
用
電
線
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
特
に
よ
り
対
線
（
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア
ケ
ー
ブ
ル
）
は
、

電
磁
的
に
平
衡
で
あ
り
、
優
れ
た
特
性
が
あ
る
た
め
比
較
的
低
い
高
周
波
電
磁
障
害
の
低
減
に
有
効
で
あ
る
。

 

 44
4.

5.
1 

異
な
る
建
築
物
間
の
通
信
及
び
デ
ー
タ
交
換
に
、
複
数
の
建
築
物
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
接
地
極
を
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

接
続
す
る
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
は
、

E
M

I
の
理
由
か
ら
も
、
感
電
保
護
の
理
由
か
ら
も
適
切
で
は
な
く
、
一
つ
の
建
築
物
に
す
べ
て
の
接

地
極
を
接
続
し
た
一
つ
の
主
接
地
端
子
を
設
け
、
す
べ
て
の
保
護
用
、
機
能
用
接
地
導
体
を
こ
れ
に
接
続
す
る
方
法
と
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。

 

 T
T
接
地
方
式
を
採
用
す
る
場
合
は
，
変
圧
器
中
性
点
の
接
地
は
，
単
一
主
接
地
端
子
に
接
続
せ
ず
別
と
な
る
た
め
、

44
4.

4
に
示
す
よ
う
に
充

電
部
分
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の
間
に
存
在
す
る
過
電
圧
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 

                        

                                            

保
護

用
及

び
機

能
用

 
接

地
導

体
 

雷
保

護
シ

ス
テ

ム
 

の
引

き
下

げ
導

体
 

主
接

地
端

子
 

相
互

接
続

し
た
接
地

極
 

試
験

用
 

接
続

部
 

機
能

用

接
地

極

保
護

用

接
地

極

雷
保

護
シ

ス
テ

ム

用
 

接
地

極
の

分
離
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

44
4.

5.
3 

等
電
位
導
体
及
び
接
地
導
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
種
々
の
構
造

 

 
機
器
の
重
要
性
及
び
弱
点
に
対
応
し
て
，
次
の
細
分
箇
条
に
示
す
四
つ
の
基
本
構
造
を
用
い
る
。

 

44
4.

5.
3.

1 
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ン
グ
導
体
へ
接
続
す
る
保
護
導
体
 

 
建
築
物
の

上
階
に
お
け
る
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ン
グ
導
体

B
R

C
の
形
の
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
図

44
.R

16
に
示
す
。B

R
C

は
，
銅
線
，
裸
電
線
又
は
絶
縁
電
線
を
用
い
，
か
つ
，
例
え
ば
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
ー
，
金
属
管
（

IE
C

 6
13

86
参
照
），

設
備
の
表
面
取
付
，
又
は

ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
使
用
に
よ
っ
て
，
い
か
な
る
場
所
で
も
接
近
可
能
と
す
る
方
法
で
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
す
べ
て
の
保
護

用
及
び
機
能
用
接
地
導
体
を
，

B
R

C
に
接
続
す
る
。

 

44
4.

5.
3.

2 
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
保
護
導
体

 

 
こ
の
種
類
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
，
住
居
に
連
結
し
た
小
規
模
設
備
，
小
規
模
商
業
建
築
物
な
ど
に
適
用
で
き
る
。
そ
し
て
機
器
に
対
す
る
一

般
的
観
点
か
ら
信
号
用
電
線
で
相
互
接
続
し
な
い
（
図

44
.R

13
参
照
）。

 

            

図
44

.R
13
－
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
保
護
導
体
の
例

 

 44
4.

5.
3.

3 
複
数
の
メ
ッ
シ
ュ
状
ボ
ン
デ
イ
ン
グ
の
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

 
こ
の
種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
，
相
互
接
続
し
た
通
信
機
器
の
異
な
る
小
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
小
規
模
設
備
に
適
用
で
き
る
。
そ
れ
は
電
磁
妨
害

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
電
流
の
局
部
的
分
散
を
可
能
に
す
る
（
図

44
.R

14
参
照
）。

 

              

図
44

.R
14
－
複
数
の
メ
ッ
シ
ュ
状
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例

 

  

  44
4.

5.
3.

1 
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ン
グ
導
体
へ
接
続
す
る
保
護
導
体
 
規
格
名
称

 

 IE
C

 6
13

86
 「

ケ
ー
ブ
ル
管
理
の
た
め
の
コ
ン
ジ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
」

 

  44
4.

5.
3.

2 

導
体
自
身
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
下
げ
る
た
め
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
で
き
る
だ
け
短
く
、
か
つ
、
使
用
機
器
ご
と
の
長
さ
を
同
程
度
と
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
小
規
模
建
築
物
の
場
合
は
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
で
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
適
用
で
き
る
。

 

              こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
相
互
接
続
し
た
機
器
を
小
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
電
磁
妨
害
に
よ
る
影
響
を
小
グ
ル
ー
プ
内
に

抑
え
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
 

                  

                                            

分
電

盤
 

電
気

使
用
機
器

 

主
接
地

 
端

子
 

(M
E

T
) 

接
地

線
 

保
護
導
体

 

電
気

使
用

機
器

 

分
電

盤
 

主
接
地
端
子 接

地
導
体
（
保

護
用
又
は
機

能
用
）

 
機

能
用

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ

導
体

。
こ

れ
ら

の
導

体
の

長
さ

は
，

で
き

る

だ
け

短
く
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
（
例

え
ば
，

50
 c

m
未
満

）
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考
 

44
4.

5.
3.

4 
共
通
メ
ッ
シ
ュ
状
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

 
こ
の
種
類
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
，
重
要
な
用
途
に
対
応
し
た
高
密
度
の
通
信
機
器
を
も
つ
設
備
に
適
用
す
る
（
図

44
.R

15
参
照
）。

 

 
メ
ッ
シ
ュ
状
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
，
建
築
物
の
既
存
の
金
属
構
造
体
に
よ
っ
て
強
化
す
る
。
そ
の
こ
と
は
，
四
角
の
メ

ッ
シ
ュ
を
形
成
す
る
導
体
に
よ
っ
て
補
足
す
る
。

 

 
メ
ッ
シ
ュ
の
寸
法
は
，
選
定
し
た
雷
保
護
レ
ベ
ル
，
設
備
の
一
部
で
あ
る
機
器
部
分
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
及
び
デ
ー
タ
伝
送
に
使
用
す

る
周
波
数
に
依
存
す
る
。

 

メ
ッ
シ
ュ
の
寸
法
は
，
被
保
護
設
備
の
寸
法
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
，
電
磁
障
害
に
敏
感
な
機
器
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
は
，

2 
m

×2
 m

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
そ
れ
は
，
自
動
電
話
交
換
機
及
び
中
央
デ
ー
タ
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
保
護
に
適
し
て
い
る
。

 

 
あ
る
場
合
に
は
，
特
別
な
要
求
事
項
に
応
じ
る
た
め
に
，
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
更
に
細
か
い
メ
ッ
シ
ュ
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

                
 
 
 
メ
ッ
シ
ュ
で
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
，
全
面
積
に
わ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
ッ
シ
ュ
寸
法
は
，
メ
ッ
シ
ュ
を
形
成
す
る
導
体
に

よ
っ
て
囲
ま
れ
る
四
角
い
空
間
の
寸
法
を
い
う
。

 

図
44

.R
15
－
共
通
メ
ッ
シ
ュ
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例

 

                

44
4.

5.
3.

4 

建
築
物
の
既
存
の
金
属
構
造
体
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
る
と
は
、
建
築
物
の
床
、
壁
、
柱
、
梁
等
の
鉄
筋
、
鉄
骨
等
と
メ
ッ
シ
ュ
を
接
続
す
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。

 

雷
保
護
レ
ベ
ル
が
高
い
ほ
ど
雷
電
流
が
大
き
く
（

JI
S 

A
 4

20
1
参
照
）、

機
器
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
が
低
い
ほ
ど
電
磁
感
受
性
が
高
く
、

周
波
数
が
高
い
ほ
ど
高
周
波
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
高
く
な
る
た
め
、
メ
ッ
シ
ュ
寸
法
を
小
さ
く
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

メ
ッ
シ
ュ
寸
法
が
機
器
の
寸
法
に
比
較
し
て
大
き
く
な
る
と
、
機
器
か
ら
メ
ッ
シ
ュ
ま
で
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
導
体
が
長
く
な
る
た
め
、
メ
ッ

シ
ュ
寸
法
を
被
保
護
機
器
の
寸
法
に
適
合
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

  あ
る
場
合
と
は
、
電
磁
障
害
に
対
し
て
特
別
敏
感
な
機
器
が
あ
る
場
合
を
い
う
。

 

                                  

                                            

 
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ

 
接
続

 

分
電
盤

 

メ
ッ

シ
ュ

 

電
気

使
用
機
器

 

主
接
地
端

子
 

（
M

E
T
）

 ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

導
体

 
（
保

護
用
又
は
機

能
用
）

機
能

用
ボ
ン

デ
ィ
ン

グ
導
体

。
こ
れ

ら
の

導
体
の

長
さ

は
，

で
き

る
だ
け

短
く
し

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

，
例
え
ば
，

50
 c

m
未

満
。

44
4.

5.
5
参
照
。
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44
4.

5.
4 

複
数
階
の
建
築
物
に
お
け
る
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

 
複
数
階
の
建
築
物
に
は
，
各
階
に
お
い
て
，
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
に

1
種
類

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
共
用
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例
を
図

44
.R

16
に
示
す
。
異
な
る
階
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
，

2

箇
所
以
上
で
導
体
に
よ
っ
て
相
互
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

                            

図
44

.R
16
－
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
な
い
建
築
物
の
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
例

 

 44
4.

5.
5 

機
能
用
接
地
導
体

 

 
あ
る
電
子
機
器
は
，
正
し
く
動
作
さ
せ
る
た
め
に
，
ほ
ぼ
大
地
電
位
に
等
し
い
電
位
の
基
準
電
位
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
基
準
電
位
は
，
機

能
的
接
地
導
体
に
よ
っ
て
確
保
す
る
。

 

 
機
能
用
接
地
導
体
は
，
金
属
製
平
板
，
平
ら
な
編
組
線
及
び
丸
い
断
面
の
電
線
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

 

 
高
周
波
で
運
転
す
る
機
器
は
，
金
属
製
平
板
又
は
平
ら
な
編
組
線
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
，
か
つ
，
そ
の
接
続
は
で
き
る
だ
け
短
く
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
機
能
用
接
地
導
体
の
色
は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
，
接
地
導
体
用
に
決
め
ら
れ
た
緑
及
び
黄
色
は
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
各
端
末
に

お
い
て
機
能
用
接
地
導
体
を
識
別
す
る
た
め
に
，
全
設
備
を
通
じ
て
同
じ
色
を
用
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
低
周
波
数
で
運
転
す
る
機
器
は
，
導
体
形
状
に
関
係
な
く
断
面
積
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
の

54
4.

1.
1
に
示
す
断
面
積
で
十
分
と
み
な
す

（
44

4.
4.

2 
 b

) 
及
び

 k
) 
参
照
）。

 

44
4.

5.
4 

2
箇
所
以
上
で
導
体
に
よ
り
相
互
接
続
す
る
こ
と
は
、
断
線
に
よ
る
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

                                44
4.

5.
5 

基
準
電
位
を
機
能
的
接
地
導
体
に
よ
っ
て
確
保
す
る
の
は
、
対
地
静
電
容
量
に
よ
っ
て
ふ
ら
つ
く
こ
と
の
あ
る
電
位
を
安
定
さ
せ
る
た
め
で
あ

る
。
電
技
解
釈
第

19
条

6
項
に
も
機
能
接
地
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

 

 高
周
波
で
運
転
さ
れ
る
機
器
の
機
能
用
接
地
導
体
は
、
高
周
波
電
流
の
表
皮
効
果
を
考
慮
し
て
、
金
属
製
平
板
や
平
ら
な
編
組
線
を
使
用
す
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

我
が
国
の
機
能
用
接
地
導
体
の
色
に
つ
い
て
は
、「

信
号
回
路
に
関
す
る
接
地
線
は
、
保
安
接
地
の
接
地
線
以
外
の
色
で
、
一
般
に
電
圧
側
線

に
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
黄
色
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

[日
本
電
気
技
術
規
格
委
員
会
制
定
指
針

/電
気
設
備

学
会
指
針

 J
E

SC
 E

 0
00

2(
19

99
)/I

E
IE

-G
-0

00
1(

19
99

)] 

 

                                            

 

等
電

位
B

R
C

 
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

 

共
通
メ
ッ
シ
ュ

 
ボ

ン
デ
ィ
ン
グ

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
 

多
重

星
形

/メ
ッ

シ
ュ

ボ
ン

デ
ィ
ン

グ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

 

主
接
地

端
子

 
星
形
ボ

ン
デ
ィ
ン
グ

ネ
ッ
ト

 
ワ
ー
ク

 

機
能
用
接

地
極

 
構
造
体
の
金

属
部
分
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44
4.

5.
6 

非
常
に
多
く
の
数
の
情
報
技
術
機
器
が
あ
る
商
業
用
及
び
工
業
用
建
築
物

 

 
次
の
追
加
規
定
は
，
情
報
技
術
機
器
の
運
転
に
お
け
る
電
磁
妨
害
の
影
響
を
低
減
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

 

 
過
酷
な
電
磁
環
境
に
お
い
て
，

44
4.

5.
3.

3
に
規
定
す
る
共
通
メ
ッ
シ
ュ
状
ボ
ン
デ
ン
ィ
ン
グ
星
形
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
採
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

 

44
4.

5.
6.

1 
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
導
体
の
寸
法
及
び
設
置

 

 
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
設
計
し
た
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

小
寸
法
は
，
次
に
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
 
平
ら
な
銅
の
断
面
積
：

30
 m

m
×2

 m
m

 

－
 
円
形
の
銅
の
直
径
：

8 
m

m
 

 
裸
銅
は
，
そ
の
支
持
部
及
び
そ
の
壁
貫
通
部
で
の
腐
食
か
ら
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

44
4.

5.
6.

2 
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
べ
き
部
位

 

 
次
に
示
す
部
位
も
，
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
デ
ー
タ
伝
送
用
電
線
又
は
情
報
技
術
機
器
の
導
電
性
遮
へ
い
体
，
導
電
性
被
覆
又
は
が
い
装

 

－
 
ア
ン
テ
ナ
シ
ス
テ
ム
の
接
地
導
体

 

－
 
情
報
技
術
機
器
の
た
め
の
直
流
電
源
の
接
地
極
の
接
地
導
体

 

－
 
機
能
用
接
地
導
体

 

44
4.

5.
7 

機
能
目
的
の
た
め
の
情
報
技
術
設
備
の
接
地
設
備
及
び
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

44
4.

5.
7.

1 
接
地
母
線

 

接
地
母
線
が
機
能
目
的
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
は
，
建
築
物
の
主
接
地
端
子

 (
M

E
T

) 
を
，
接
地
母
線
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
張
し
て

も
よ
い
。
こ
の
こ
と
は
，
建
築
物
の
ど
の
点
か
ら
も
実
施
可
能
な

短
の
経
路
に
よ
っ
て
，
情
報
技
術
設
備
を
主
接
地
端
子
に
接
続
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
。

 

接
地
母
線
を
，
建
築
物
内
の
相
当
数
の
情
報
技
術
機
器
の
等
電
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
た
め
に
設
置
す
る
場
合
は
，
そ
れ
を
ボ
ン
デ

ィ
ン
グ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
設
置
し
て
も
よ
い
（
図

44
.R

16
参
照
）。

 

 
注
記

1 
 接

地
母
線
は
，
裸
又
は
絶
縁
し
て
も
よ
い
。

 

 
注
記

2 
 接

地
母
線
は
，
例
え
ば
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
表
面
な
ど
，
そ
の
全
長
に
わ
た
り
接
近
可
能
な
よ
う
に
設
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

腐
食
を
防
止
す
る
た
め
に
，
裸
導
体
を
，
そ
の
支
持
部
及
び
壁
貫
通
部
で
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

44
4.

5.
7.

2 
接
地
母
線
の
断
面
積

 

 
接
地
母
線
の
有
効
性
は
，
経
路
及
び
採
用
し
た
導
体
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
依
存
す
る
。

1
相
当
た
り

20
0 

A
以
上
の
容
量
の
あ
る
電
源
に
接

続
す
る
設
備
で
は
，
接
地
母
線
の
断
面
積
は
，
銅
で

50
 m

m
２
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
か
つ

44
4.

4.
2 

k)
 に

よ
っ
て
寸
法
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
規
定
は
，

10
 M

H
z
ま
で
の
周
波
数
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
。

 

接
地
母
線
を
直
流
帰
線
経
路
の
一
部
と
し
て
用
い
る
場
合
は
，
そ
の
断
面
積
は
，
予
想
さ
れ
る
直
流
帰
線
電
流
に
よ
っ
て
設
計
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
直
流
配
電
帰
線
導
体
と
し
て
利
用
す
る
各
接
地
母
線
の

大
直
流
電
圧
降
下
は
，

1 
V

未
満
と
な
る
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 44
4.

6 
回
路
の
分
離

 

44
4.

6.
1 

一
般
事
項

 

 
同
じ
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
又
は
同
じ
経
路
に
あ
る
情
報
技
術
用
電
線
及
び
電
力
用
電
線
は
，
次
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 
JI

S 
C

 6
03

64
-6
及
び
／
又
は

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の

52
8.

1
に
従
っ
た
電
気
安
全
の
検
証
及
び
電
気
的
分
離
が
要
求
さ
れ
る
。J

IS
 C

 6
03

64
-4

-4
1

の
箇
条

41
3
及
び
／
又
は

44
4.

7.
2
参
照
。
電
気
安
全
及
び
電
磁
両
立
性
は
，
場
合
に
よ
っ
て
は
異
な
る
離
隔
距
離
を
必
要
と
す
る
。
電
気
安
全

は
，
常
に
他
よ
り
も
高
い
優
先
権
を
も
つ
。

 

例
え
ば
被
覆
，
フ
イ
ッ
テ
ィ
ン
グ
，
バ
リ
ア
な
ど
の
配
線
設
備
の
露
出
導
電
性
部
分
は
，
故
障
保
護
の
た
め
の
要
求
事
項
に
よ
っ
て
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の
箇
条

41
3
参
照
）。

 

 

    44
4.

5.
6.

1 

   こ
こ
で
い
う
腐
食
と
は
、
異
種
金
属
接
触
腐
食
（

ga
lv

an
ic

 c
or

ro
si

on
）
を
指
し
て
い
る
。

 

44
4.

5.
6.

2 

こ
れ
ら
の
部
位
を
す
べ
て
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
の
は
、
回
路
に
接
続
さ
れ
た
機
器
、
ケ
ー
ブ
ル
遮
へ
い
体
な
ど

を
す
べ
て
同
一
電
位
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

             44
4.

5.
7.

2 

接
地
母
線
の
有
効
性
と
は
、
高
周
波
電
流
に
対
す
る
表
皮
効
果
な
ど
を
考
慮
し
た
場
合
の
有
効
性
で
あ
り
、
こ
こ
に
規
定
す
る
設
備
の
接
地
母

線
の
断
面
積
は
、

10
 M

H
z
の
高
周
波
電
流
ま
で
有
効
と
定
め
て
い
る
。

 

 内
線
規
定
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
表
（

JC
S0

16
8
に
よ
る
）
で
は
、
規
定
温
度

40
℃
、
導
体
温
度

90
℃
と
し
た
と
き
の

60
0V

 C
V
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
値
は
、
公
称
断
面
積

38
 m

m
2
で

19
0 

A
、
公
称
断
面
積

60
 m

m
2
で

25
5 

A
と
な
り
、

IE
C

60
36

4-
4-

44
の

規
定
と
類
似
の
値
と
な
る
。
接
地
母
線
は
地
絡
事
故
が
発
生
し
た
際
で
も
損
傷
し
な
い
条
件
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
常
時
短
絡
電
流

が
流
れ
て
も
溶
断
し
な
い
値
を
要
求
し
て
い
る
。

 

  44
4.

6.
1 

E
M

C
の
観
点
か
ら
、
情
報
技
術
用
電
線
，
弱
電
流
電
線
や
信
号
用
電
線
と
電
力
用
電
線
と
の
離
隔
距
離
及
び
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
等
に
つ
い

て
の
一
般
事
項
を
規
定
し
て
い
る
。

 

 電
気
安
全
の
離
隔
距
離
と
は
、
使
用
電
圧
に
よ
る
空
間
距
離
と
沿
面
距
離
を
い
う
。
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44
4.

6.
2 

設
計
指
針

 

 
電
磁
妨
害
を
回
避
す
る
た
め
に
電
力
用
電
線
と
情
報
技
術
用
電
線
と
の
間
の

低
限
の
分
離
は
，
次
の
よ
う
な
多
く
の
要
素
と
関
連
が
あ
る
。

a)
 
種
々
の
電
磁
妨
害
（
過
渡
現
象
，
雷
イ
ン
パ
ル
ス
，
バ
ー
ス
ト
，
リ
ン
グ
波
，
連
続
電
磁
波
な
ど
）
に
対
す
る
情
報
技
術
配
線
設
備
に
接

続
し
て
い
る
機
器
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル

 

b)
 
接
地
設
備
へ
の
機
器
の
接
続

 

c)
 
局
部
的
電
磁
環
境
（
妨
害
の
同
時
発
生
，
例
え
ば
高
調
波
，
バ
ー
ス
ト
，
連
続
的
電
磁
波
の
同
時
発
生
）

 

d)
 
電
磁
周
波
数
ス
ペ
ク
ト
ル

 

e)
 
平
行
布
設
し
た
電
線
間
の
間
隔
（
結
合
の
発
生
す
る
領
域
）

 

f)
 
電
線
の
種
類

 

g)
 
電
線
の
結
合
の
減
衰

 

h)
 
接
続
器
と
電
線
と
の
間
の
接
続
部
の
特
性

 

i) 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
の
種
類
及
び
施
工

 

 
こ
の
規
格
は
，
電
磁
環
境
が

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-1

 ～
JI

S 
C

 6
10

00
-6

-2
 及

び
IE

C
 6

10
00

-6
-3
～

IE
C

 6
10

00
-6

-4
で
規
定
す
る
伝
導
及
び
放
射

妨
害
の
試
験
レ
ベ
ル
よ
り
低
い
妨
害
レ
ベ
ル
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
，
そ
の
妨
害
レ
ベ
ル
を
満
足
す
る
場
合
，
平
行
布
設
し
た
電
力

用
電
線
及
び
情
報
技
術
用
電
線
に
は
，
次
を
適
用
す
る
（
図

44
.R

17
A
及
び
図

44
.R

17
B
参
照
）。

 

平
行
電
線
の
長
さ
が

35
 m

以
下
の
場
合
は
，
分
離
の
必
要
は
な
い
。

 

 

         

図
44

.R
17

A
－

35
 m

以
下
の
電
線
経
路
の
こ
う
長
に
対
す
る
電
力
用
電
線
と
情
報
技
術
用
電
線
と
の
間
の
分
離

 

  
非
遮
へ
い
の
平
行
配
線
の
長
さ
が

35
 m

を
超
え
る
場
合
は
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
す
る
分
岐
線

15
 m

を
除
い
た
全
長
に
，
分
離
用
間
隔
を

適
用
す
る
。

 

 
注
記
 
分
離
は
，例

え
ば
気
中

30
 m

m
の
分
離
用
間
隔
又
は
電
線
間
に
設
置
し
た
金
属
製
セ
パ
レ
ー
タ
に
よ
っ
て
行
っ
て
も
よ
い（

図
44

.R
18

も
参
照
）。

 

 
遮
へ
い
層
付
き
ケ
ー
ブ
ル
の
平
行
配
線
の
長
さ
が

35
 m

を
超
え
る
場
合
は
，
分
離
用
間
隔
は
適
用
で
き
な
い
。

 

           

44
4.

6.
2 

 a)
バ
ー
ス
ト
と
は
、
あ
る
限
ら
れ
た
個
数
の
異
な
る
パ
ル
ス
か
ら
成
る
パ
ル
ス
列
又
は
限
ら
れ
た
時
間
の
間
継
続
す
る
振
動
を
い
う
。

JI
S 

C
 

61
00

0-
4-

4:
 電

磁
両
立
性

(E
M

C
)－

第
4-

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
電
気
的
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
 
バ
ー
ス
ト
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

試
験
で
は
、
開
閉
動
作
を
繰
り
返
す
電
気
接
点
か
ら
発
生
す
る
電
磁
妨
害
を
模
擬
し
て
い
る
。

 

リ
ン
グ
波
と
は
、
減
衰
時
定
数
が

1
周
期
程
度
の
減
衰
振
動
波
を
い
う
。
即
ち
減
衰
振
動
波
の
継
続
時
間
が
、
減
衰
振
動
波
の
周
波
数
の

1

周
期
程
度
し
か
継
続
し
な
い
波
形
を
指
す
。

 

 

    IE
C

 6
10

00
-6

シ
リ
ー
ズ
は
，“

共
通
規
格
”
と
し
て
，
製
品

E
M

C
規
格
が
な
い
機
器
に

E
M

C
を
要
求
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ

る
規
格
で
あ
り
，
製
品
規
格
が
あ
る
機
器
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
ま
た
，

E
M

C
規
格
へ
の
適
合
に
関
し
て
は
，
欧
州
な
ど
実
質
的
に

強
制
法
規
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
国
・
地
域
も
あ
る
が
，
我
が
国
に
お
い
て
は
，

IE
C
の
共
通
規
格
・
製
品
規
格
へ
の
適
合
は
強
制

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
よ
っ
て

JI
S
化
に
あ
た
っ
て
は
、
箇
条

44
4.

4「
電
磁
妨
害
の
低
減
」
に
お
い
て
、

IE
C
原
文
で
は
『
適
切
な

E
M

C
規
格
の
要
求
事
項
又
は
関
連
製
品
規
格
の

E
M

C
要
求
事
項
を
満
足
す
る
電
気
機
器
だ
け
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と

し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
現
状
に
お
い
て
、
規
格
適
合
品
の
採
用
を
義
務
付
け
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、

JI
S
で
は
『
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
』
と
し
て
い
る
。

 

44
4.

6.
2
で
は
，
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
い
ず
れ
も
共
通
規
格
に
適
合
し
た
機
器
だ
け
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
，

上
記
規
定
に
基
づ
く
平
行
電
線
の
布
設
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
下
記
修
正
条
文
に
従
っ
た
施
設
が
必
要
と
な
る
。

修
正
文

 

「
こ
の
規
格
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
，
電
磁
環
境
が

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-1
～

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-2

 及
び

IE
C

 6
10

00
-6

-3
～

IE
C

 

61
00

0-
6-

4
で
規
定
す
る
伝
導
及
び
放
射
妨
害
の
試
験
レ
ベ
ル
よ
り
低
い
妨
害
レ
ベ
ル
に
な
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
，
そ
の
妨
害
レ
ベ

ル
を
満
足
す
る
場
合
，
平
行
布
設
し
た
電
力
用
電
線
及
び
情
報
技
術
用
電
線
に
は
，
次
を
適
用
す
る
。

 

・
平
行
電
線
の
長
さ
が

35
 m

以
下
の
場
合
は
，
分
離
の
必
要
は
な
い
。

 

・
非
遮
へ
い
の
平
行
配
線
の
長
さ
が

35
 m

を
超
え
る
場
合
は
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
す
る
分
岐
線

15
 m

を
除
い
た
全
長
に
，
分
離

用
間
隔
を
適
用
す
る
。

 

・
遮
へ
い
層
付
き
ケ
ー
ブ
ル
の
平
行
配
線
の
長
さ
が

35
 m

を
超
え
る
場
合
は
，
分
離
用
間
隔
な
し
が
適
用
で
き
る
。

 

た
だ
し
、
上
記
の
妨
害
レ
ベ
ル
を
満
足
し
な
い
場
合
，
平
行
布
設
し
た
電
力
用
電
線
及
び
情
報
技
術
用
電
線
に
は
以
下
を
適
用
す
る
。

・
遮
へ
い
層
付
き
ケ
ー
ブ
ル
の
平
行
長
さ
が

35
 m

以
下
の
場
合
は
，
分
離
の
必
要
は
な
い
。

 

・
遮
へ
い
層
付
き
ケ
ー
ブ
ル
の
平
行
長
さ
が

35
 m

を
超
え
る
場
合
は
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
す
る
分
岐
線

15
 m

を
除
い
た
全
長
に
，

分
離
用
間
隔
を
適
用
す
る
。

 

 
た
だ
し
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
す
る
分
岐
線

15
ｍ
に
も
、
分
離
用
間
隔
を
適
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

（
注
）
分
離
し
た
配
線
が
誘
導
性
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
場
合
、
分
離
に
よ
る
ル
ー
プ
面
積
の
増
加
で
他
の
妨
害
源
か
ら
の
悪
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 

イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
共
通
規
格
で
あ
る

IE
C

 6
10

00
-6

-1
，

2
に
つ
い
て
は
，
対
応
す
る

JI
S
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
，
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
関
す
る
共
通
規
格
で
あ
る

IE
C

 6
10

00
-6

-3
，

4
に
つ
い
て
は
，

JI
S
は
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。

JI
S
名
称
及
び

IE
C
の
翻
訳
名
称
を
次

に
示
す
。

 

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-1

: 
電
磁
両
立
性
―
第
６
－
１
部
：
共
通
規
格
―
住
宅
，
商
業
及
び
軽
工
業
環
境
に
お
け
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-2

: 
電
磁
両
立
性
―
第
６
－
２
部
：
共
通
規
格
―
工
業
環
境
に
お
け
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

特
定
の
機
器
に
依
存
し
な
い
“
性
能
判
定
基
準
”
を
規
定
し
，
試
験
要
求
事
項
と
し
て
，
印
加
す
る
電
磁
現
象
・
試
験
レ
ベ
ル
・
試

験
し
た
と
き
の
性
能
判
定
基
準
を
規
定
し
て
い
る
。

 

○
性
能
判
定
基
準

 

                      （
JI
S
正
誤
表
が
必
要
）
 

             

分
電
盤

 
ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾄ

35
 m

以
下
は
分
離
の
必
要

な
し

 

電
力

用
電

情
報
技
術
用
電

線
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考
 

                 

図
44

.R
17

B
－

35
 m

超
過
の
電
線
経
路
の
こ
う
長
に
対
す
る
電
力
用
電
線
と
情
報
技
術
用
電
線
と
の
間
の
分
離

 

                     44
4.

6.
3 

施
工
指
針

 

 
情
報
技
術
用
電
線
と
蛍
光
灯
，
ネ
オ
ン
及
び
水
銀
ラ
ン
プ
（
又
は
そ
の
他
の
高
輝
度
放
電
管
）
と
の
間
は
，

13
0 

m
m
を
越
え
る
間
隔
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
電
気
配
線
の
集
合
体
及
び
デ
ー
タ
配
線
の
集
合
体
は
，
で
き
れ
ば
分
離
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
収
め
た
ほ
う
が
よ
い
。
デ
ー
タ
配

線
用
ラ
ッ
ク
及
び
電
気
機
器
は
，
常
に
分
離
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 

 
実
施
可
能
な
場
合
は
常
に
電
線
は
直
角
に
交
さ
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
異
な
る
目
的
の
電
線
（
例
え
ば
，
電
力
用
電
線
と
情
報
技
術
用
電
線
）

性
能
判
定
基
準

A
：
試
験
中
及
び
試
験
後
に
，
機
器
が
意
図
し
た
よ
う
に
動
作
し
続
け
る
。
機
器
を
意
図
し
た
方
法
で
用
い
た
場
合
，

製
造
業
者
が
指
定
す
る
性
能
レ
ベ
ル
以
下
へ
の
性
能
低
下
又
は
機
能
喪
失
は
許
さ
れ
な
い
。

 

性
能
判
定
基
準

B
：
試
験
後
に
，
機
器
が
意
図
し
た
よ
う
に
動
作
し
続
け
る
。
機
器
を
意
図
し
た
方
法
で
用
い
た
場
合
，
製
造
業
者
が

指
定
す
る
性
能
レ
ベ
ル
以
下
へ
の
性
能
低
下
又
は
機
能
喪
失
は
許
さ
れ
な
い
。

 

性
能
判
定
基
準

C
：
自
動
的
に
回
復
す
る
か
，
又
は
制
御
装
置
の
操
作
で
回
復
す
る
場
合
に
は
，
一
時
的
な
機
能
喪
失
が
許
さ
れ
る
。

 ○
試
験
要
求
事
項

(一
例

) 

現
 
象

 
試
験
仕
様
・
試
験
レ
ベ
ル

 
基
本
規
格

 
判
定
基
準

 
JI

S 
C

 6
10

00
-6

-1
 

JI
S 

C
 6

10
00

-6
-2

 

電
源
周
波
数
磁
界

 
3A

/m
 

30
A

/m
 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-8

 
A

 

放
射

 

80
～

10
00

M
H

z 

1.
4～

2.
0G

H
z 

2.
0～

2.
7G

H
z 

 

3V
/m

 

3V
/m

 

1V
/m

 

 

10
V

/m
 

3V
/m

 

1V
/m

 

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-3

 

 A
 

静
電
気
放
電

 

接
触
放
電

 

気
中
放
電

 

 

±
4k

V
 

±
8k

V
 

 

±
4k

V
 

±
8k

V
 

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-2

 

 B
 

 IE
C

 6
10

00
-6

-3
: 

電
磁
両
立
性
―
第
６
－
３
部
：
共
通
規
格
－
住
宅
，
商
業
及
び
軽
工
業
環
境
の
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

 

IE
C

 6
10

00
-6

-4
: 

電
磁
両
立
性
―
第
６
－
４
部
：
共
通
規
格
－
工
業
環
境
の
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

 

特
定
の
機
器
に
依
存
し
な
い
共
通
的
な
試
験
条
件
，
ポ
ー
ト
・
周
波
数
帯
域
ご
と
の
限
度
値
を
規
定
し
て
い
る
。
規
定
し
て
い
る
限

度
値
の
一
例
を
次
に
示
す
。

 

○
放
射
妨
害
の
限
度
値

 

      

○
伝
導
妨
害
の
限
度
値

(交
流
電
源
ポ
ー
ト

) 

周
波
数
範
囲

 

M
H

z 

限
度
値

(準
せ
ん
頭
値

) 

dB


V
) 

 
IE

C
 6

10
00

-6
-3

 
IE

C
 6

10
00

-6
-4

 

0.
15

～
0.

5 
66

～
56

a)
 

79
b)
 

0.
5～

5 
56

 
73

 

5～
30

 
60

 
73

 

注
a)
 
限
度
値
は
，
周
波
数
の
対
数
値
に
対
し
て
直
線
的
に
減
少
す
る
。

 

b)
 
周
波
数
の
境
界
で
は
，
小
さ
い
方
の
限
度
値
を
適
用
す
る
。

 

 44
4.

6.
3 

電
磁
放
射
に
よ
る

E
M

Iを
防
止
す
る
た
め
、
発
生
源
か
ら
の
離
隔
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
へ
の
収
納
方
法
、
配
線
経
路
等
の
施
工
指
針
を
規
定
し

て
い
る
。

 

情
報
技
術
用
電
線
と
の
離
隔
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
，
蛍
光
灯
，
ネ
オ
ン
及
び
水
銀
ラ
ン
プ
の
他
に
，
エ
レ
ベ
ー
タ
や

周
波
数
範
囲

 

M
H

z 

限
度
値

(1
0m

法
) 

V
/m

 

 
IE

C
 6

10
00

-6
-3

 
IE

C
 6

10
00

-6
-4

 

30
～

23
0 

30
 

40
 

23
0～

10
00

 
37

 
47

 

 

分
電

盤
 

ｺ
ﾝ
ｾ
ﾝ

電
力
用
電
線

情
報

通
信
用
電
線

 

分
離
（
図

44
.R

18
参

照
）

 
 

 

15
m

以
下

は
分
離

の
必
要
な
し

 

35
m

超
過
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は
，
同
じ
束
と
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
異
な
る
束
は
，
互
い
に
電
磁
的
に
分
離
す
る
の
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

18
参
照
）。

 

              

図
44

.R
18
－
配
線
方
式
に
お
け
る
電
線
の
分
離

 

 

44
.7
 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式

 

44
4.

7.
1 

一
般
事
項

 

 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
に
は
，
金
属
製
及
び
非
金
属
製
の
形
状
も
の
が
利
用
で
き
る
。
金
属
製
の
方
式
は
，

44
4.

7.
3
に
従
っ
て
施
工
す
る
場
合

に
は
，
電
磁
妨
害
に
対
す
る
様
々
な
程
度
の
強
化
保
護
を
提
供
で
き
る
。

 

44
4.

7.
2 

設
計
指
針

 

 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
の
材
質
及
び
形
状
の
選
定
は
，
次
の
こ
と
を
考
慮
し
て
行
う
。

  

a)
 
布
設
路
に
沿
っ
た
電
磁
界
強
度
（
電
磁
的
に
伝
導
及
び
放
射
す
る
妨
害
源
と
の
近
接
性
）

 

b)
 
伝
導
及
び
放
射
の
放
出
の
適
切
な
レ
ベ
ル

 

c)
 
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
（
遮
へ
い
層
付
き
，
対
よ
り
，
光
フ
ァ
イ
バ
）

 

d)
 
情
報
技
術
配
線
方
式
に
接
続
す
る
機
器
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

e)
 
他
の
環
境
上
の
制
約
（
化
学
的
，
機
械
的
，
気
候
上
，
火
災
な
ど
）

 

f)
 
将
来
に
お
け
る
情
報
技
術
配
線
の
拡
張

 

 
非
金
属
製
配
線
方
式
は
，
次
の
よ
う
な
場
合
に
適
用
で
き
る
。

 

－
 
永
続
的
に
妨
害
の
低
い
レ
ベ
ル
を
も
つ
電
磁
環
境

 

－
 
低
い
放
射
レ
ベ
ル
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式

 

－
 
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
配
線

 

 
ケ
ー
ブ
ル
支
持
方
式
の
金
属
製
部
品
に
つ
い
て
は
，
そ
の
断
面
積
よ
り
も
む
し
ろ
形
状
（
平
板
，
Ｕ
字
形
状

,管
状
な
ど
）
が
ケ
ー
ブ
ル
配
線

方
式
の
特
性
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
る
。
囲
わ
れ
た
形
状
は
，
コ
モ
ン
モ
ー
ド
の
結
合
を
低
減
す
る
の
で

適
で
あ
る
。

 

 
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
中
の
有
効
な
ス
ペ
ー
ス
は
，
追
加
電
線
を
設
置
す
る
の
に
適
し
た
分
量
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ケ
ー
ブ
ル
の
束
の
高

さ
は
，
図

44
.R

19
に
示
す
よ
う
に
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
の
側
壁
よ
り
も
低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
重
ね
ぶ
た
の
使
用
は
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
の

電
磁
両
立
性
の
性
能
を
高
め
る
。

 

 
Ｕ
字
形
状
の
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
で
は
，
磁
界
は
，
両
隅
付
近
で
減
少
す
る
。
こ
の
理
由
で
，
深
い
側
壁
が
望
ま
し
い
（
図

44
.R

19
参
照
）。

 
注
記
 
断
面
の
深
さ
は
，
想
定
さ
れ
る

も
太
い
ケ
ー
ブ
ル
の
直
径
の

2
倍
以
上
が
望
ま
し
い
。

 

    

空
調
機
な
ど
半
導
体
電
力
変
換
装
置
を
用
い
た
機
器
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

 

電
磁
的
に
分
離
す
る
と
は
、
異
な
る
束
同
士
が
お
互
い
に
電
磁
的
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
離
隔
距
離
を
と
る
こ
と
や
電
磁
遮
へ
い
を

行
う
こ
と
を
い
う
。

 

              4 4
4.

7.
2 

ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
に
関
し
、
電
磁
妨
害
の
発
生
源
と
そ
の
レ
ベ
ル
、
被
保
護
機
器
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
考
慮
し
、
採
用
可
能
な
ケ
ー
ブ
ル
配

線
方
式
選
定
の
項
目
を
規
定
し
て
い
る
。

 

     非
金
属
製
配
線
方
式
は
、
金
属
製
の
も
の
に
比
較
し
て
電
磁
妨
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
使
用
で
き
る
環
境
及
び
配
線
方
式
に
つ
い
て
、

特
に
規
定
し
て
い
る
。

 

   コ
モ
ン
モ
ー
ド
と
は
、
各
導
体
と
大
地
又
は
シ
ャ
ー
シ
な
ど
の
共
通
電
位
と
な
る
も
の
と
の
間
の
電
圧
の
ベ
ク
ト
ル
的
平
均
値
を
い
う
。
こ
れ

が
原
因
で
発
生
す
る
ノ
イ
ズ
を
コ
モ
ン
モ
ー
ド
ノ
イ
ズ
と
い
う
。

 

  ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
囲
わ
れ
た
形
状
が

適
で
あ
る
の
は
、
大
地
（
筐
体
）
に
対
す
る
各
導
体
の
距
離
が
同
じ
と
な
り
、

 

静
電
容
量
の
差
が
均
一
と
な
っ
て
電
位
差
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

 

        

推
奨

し
な
い

 
電

力
用

配
線

 

補
助

回
路
（

例
え
ば
，

 
火

災
警

報
，

扉
の
開
閉

）

情
報

技
術
用

配
線

 

推
奨
す
る

 

電
力
用

配
線

 

補
助
回
路

 
鋭

敏
な

回
路
（
例

え
ば
，

測
定

又
は
計

器
用
）

 

情
報
技
術

用
配
線

 

鋭
敏

な
回

金
属

製
ケ
ー
ブ
ル

ト
レ
イ

 

正
し
い
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図
44

.R
19
－
金
属
製
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
内
の
ケ
ー
ブ
ル
配
置

 

 44
4.

7.
3 

施
工
指
針

 

44
4.

7.
3.

1 
電
磁
両
立
性
を
目
的
と
し
て
特
別
に
設
計
し
た
金
属
製
又
は
複
合
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式

 

 
電
磁
両
立
性
を
目
的
と
し
て
特
別
に
設
計
し
た
金
属
製
又
は
複
合
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
は
，
常
に
両
端
で
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

50
 m

超
過
の
長
い
距
離
の
場
合
は
，
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
へ
の
追
加
的
な
接
続
が

望
ま
し
い
。
す
べ
て
の
接
続
は
，
で
き
る
だ
け
短
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
が
幾
つ
か
の
構
成
品
で
構
築
す
る
場
合
は
，

隣
接
し
た
構
成
品
の
効
果
的
な
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
連
続
性
を
確
立
す
る
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
成
品
は
，
そ
れ
ら
の

す
べ
て
の
端
部
に
わ
た
っ
て
共
に
溶
接
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
，
塗
装
又
は
絶
縁
被
覆
を
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
接
触
面
が
良
好
な

導
体
で
あ
り
，
腐
食
に
対
し
て
保
護
手
段
を
講
じ
て
お
り
，
か
つ
，
良
好
な
電
気
的
接
触
を
隣
接
す
る
構
成
品
の
間
で
確
保
す
る
場
合
は
，
リ

ベ
ッ
ト
，
ボ
ル
ト
締
め
又
は
ね
じ
止
め
を
し
て
も
よ
い
。

 

 
金
属
製
ト
レ
イ
断
面
形
状
は
，
全
長
に
わ
た
っ
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
す
べ
て
の
相
互
接
続
は
，
低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
の
二
つ
の
部
分
間
で
の
短
い
単
線
に
よ
る
接
続
は
，
局
部
的
に
高
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
と
な
り
，
そ
の
た

め
に
電
磁
両
立
性
の
性
能
を
劣
化
さ
せ
る
（
図

44
.R

20
参
照
）。

 

             

図
44

.R
20
－
金
属
製
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
部
品
の
接
続

 

  
数

M
H

z
を
超
過
す
る
周
波
数
で
は
，
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
の
二
つ
の
部
分
間
の
長
さ

10
 c

m
の
メ
ッ
シ
ュ
状
の
線
は
，
シ
ー
ル
ド
の
影
響
を

シ
ー
ル
ド
な
し
に
比
較
し
て

1/
10

以
下
に
低
減
す
る
。

 

 
調
整
又
は
延
長
を
行
う
場
合
は
，
金
属
管
を
合
成
樹
脂
管
に
変
更
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
，
電
磁
両
立
性
の
推
奨
事
項
を
確
実
に
満
た
す
た

め
，
当
該
作
業
を
厳
重
に
管
理
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
｡ 

 
建
築
物
の
金
属
製
構
造
物
は
，
電
磁
両
立
性
の
目
的
に
よ
く
適
合
す
る
。

L
，

H
，

U
及
び

T
形
状
の
鋼
製
の
は
り
は
，
し
ば
し
ば
連
続
す
る

接
地
構
造
物
を
形
成
し
，
大
地
と
多
く
の
相
互
接
続
を
す
る
大
き
な
断
面
及
び
大
き
な
表
面
を
も
つ
。
で
き
れ
ば
電
線
は
，
こ
の
よ
う
な
型
鋼

に
沿
わ
せ
て
布
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
内
側
の
隅
の
ほ
う
が
外
側
の
表
面
よ
り
よ
い
（
図

44
.R

21
参
照
）。

 

 

          44
4.

7.
3.

1 

E
M

C
を
目
的
と
し
た
金
属
製
又
は
複
合
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
に
つ
い
て
、
そ
の
施
工
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
規
定
し
て
い
る
。

 

特
に
接
続
箇
所
、
即
ち
、
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
と
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
の
接
続
部
及
び
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
の
部
分
間
の
接
続
部
等
を
、

低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
と
な
る
方
法
で
接
続
す
る
こ
と
の

E
M

C
上
の
重
要
性
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

 

                      

図
44
.R
20

に
お
い
て
、
長
さ

10
 c

m
の
メ
ッ
シ
ュ
状
接
続
部
品
（
下
段
の
図
）
は
、
電
線
で
接
続
し
た
場
合
（
上
段
の
図
）
に
比
較

し
て
、

10
倍
以
上
の
シ
ー
ル
ド
効
果
が
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。

 

  内
側
の
隅
の
ほ
う
が
外
側
の
表
面
よ
り
よ
い
理
由
は
、
内
側
の
隅
の
ほ
う
が
外
側
よ
り
型
鋼
に
周
囲
を
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
雷
な
ど
の
外
部

か
ら
の
電
磁
的
影
響
を
受
け
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

 

  

 

推
奨
し
な
い

 
望
ま
し
い

 
 

 

好
ま

し
く
な
い

 

推
奨
し
な
い

 

良
の
手

法
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規
定
内
容
 

逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

     

図
44

.R
21
－
金
属
製
構
造
体
構
成
品
内
側
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
の
布
設
場
所

 

  
金
属
製
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
の
ふ
た
は
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
と
同
様
な
要
求
事
項
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
長
に
わ
た
っ
て
多
く
の

接
触
箇
所
の
あ
る
ふ
た
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
が
不
可
能
な
場
合
は
，
ふ
た
は
，
少
な
く
と
も
そ
の
両
端
で

10
 c

m
以
下
の
短
い
接
続
部
，
例
え

ば
編
組
線
又
は
メ
ッ
シ
ュ
状
の
線
で
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
に
接
続
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 

 
電
磁
両
立
性
の
目
的
で
特
別
に
設
計
し
た
金
属
製
又
は
複
合
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
を
防
火
壁
の
よ
う
な
壁
を
貫
通
す
る
目
的
で
分
断
す

る
と
き
は
，
二
つ
の
金
属
製
部
品
を
編
組
線
又
は
メ
ッ
シ
ュ
状
の
線
の
よ
う
な
低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
接
続
で
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

          

図
44

.R
22
－
金
属
製
断
面
の
接
続

 

 44
4.

7.
3.

2 
非
金
属
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式

 

 
非
遮
へ
い
ケ
ー
ブ
ル
で
配
線
設
備
に
接
続
す
る
機
器
が
，
低
周
波
妨
害
に
よ
る
影
響
を
受
け
な
い
場
合
は
，
非
金
属
製
の
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方

式
の
性
能
は
，
そ
の
配
線
方
式
の
中
に

1
本
の
リ
ー
ド
線
を
バ
イ
パ
ス
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
と
し
て
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
改
良
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
リ
ー
ド
線
は
，
両
端
を
機
器
の
接
地
設
備
（
例
え
ば
，
機
器
の
外
箱
の
金
属
部
分
の
上
）
に
効
果
的
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
バ
イ
パ
ス
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
大
き
な
コ
モ
ン
モ
ー
ド
及
び
線
間
故
障
電
流
に
耐
え
る
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

   

       ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
が
壁
を
貫
通
す
る
場
合
の
具
体
的
方
法
が
、
図

44
.R

22
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

                 44
4.

7.
3.

2 

低
周
波
障
害
は
主
に
短
絡
、
地
絡
及
び
機
器
の
電
磁
界
に
よ
り
発
生
す
る
。
短
絡
、
地
絡
に
よ
る
故
障
電
流
の
分
流
が
発
生
し
な
い
場
合
に
は
、

非
遮
へ
い
ケ
ー
ブ
ル
内
の
空
芯
の
一
本
の
両
端
を
接
地
す
る
こ
と
で
、
シ
ー
ル
ド
両
端
接
地
と
同
等
の
効
果
が
あ
り
、

E
M

Iに
対
し
て
有
効
で

あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

両
端
接
地
は
、
機
器
、
ケ
ー
ブ
ル
の
遮
へ
い
体
の
す
べ
て
を
同
一
電
位
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
片
端
接
地
で
は
同
一
電
位
を
持
ち

に
く
い
こ
と
と
、
ア
ン
テ
ナ
効
果
に
よ
り
外
部
の
ノ
イ
ズ
を
拾
う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 

 

良
の
手
法

 

推
奨
し
な

い
 

好
ま
し

く
な
い

 

好
ま
し
く
な

い
 

良
い

 
よ

り
良
い
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添付資料 (2)444 

 

箇条 444（一部）を電技解釈規定とした場合の例文 

 

444.6.2 設計指針及び 444.6.3 施工指針を解釈の規定文とした場合の例を以下に示す。 

（二重取り消し線は 444 規格原文の削除，アンダーラインは追加事項を示す） 

 

444.6.2 設計指針電力用電線と情報技術用電線の分離 

 電磁妨害を回避するために，下記 a)～i)の各項目を考慮のうえ電力用電線と情報技術用電線を分離

し，JIS C 61000-6-1 ～JIS C 61000-6-2 及び IEC 61000-6-3～IEC 61000-6-4 に規定する伝導及び放射

妨害の試験レベルより低い妨害レベルの電磁環境とすること。との間の最低限の分離は，次のよう

な多くの要素と関連がある。 

a) 種々の電磁妨害（過渡現象，雷インパルス，バースト，リング波，連続電磁波など）に対する情

報技術配線設備に接続している機器のイミュニティレベル 

b) 接地設備への機器の接続 

c) 局部的電磁環境（妨害の同時発生，例えば高調波，バースト，連続的電磁波の同時発生） 

d) 電磁周波数スペクトル 

e) 平行布設した電線間の間隔（結合の発生する領域） 

f) 電線の種類 

g) 電線の結合の減衰 

h) 接続器と電線との間の接続部の特性 

i) ケーブル配線方式の種類及び施工 

 この規格は，電磁環境が JIS C 61000-6-1 ～JIS C 61000-6-2 及び IEC 61000-6-3～IEC 61000-6-4 で

規定する伝導及び放射妨害の試験レベルより低い妨害レベルになることを目的としていて，そこの

妨害レベルを満足する場合，平行布設した電力用電線及び情報技術用電線には，次を適用する（図

44.R17A 及び図 44.R17B 参照）。平行電線の長さが 35 m 以下の場合は，分離の必要はない。非遮へ

いの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，コンセントに接続する分岐線 15 m を除いた全長に，

分離用間隔を適用する。 

注記 分離は，例えば気中 30 mm の分離用間隔又は電線間に設置した金属製セパレータによって行

ってもよい（図 44.R18 も参照）。 

 遮へい層付きケーブルの平行配線の長さが 35 m を超える場合は，分離用間隔は適用できない。（分

離用間隔についてその内容を示す） 

 

444.6.3 施工指針 

 情報技術用電線と蛍光灯，ネオン及び水銀ランプ（又はその他の高輝度放電管）との間は，130 mm

を越える間隔でなければならない。電気配線の集合体及びデータ配線の集合体は，できれば分離キ

ャビネットに収め，データ配線用ラック及び電気機器は分離し，上記試験レベルより低い妨害レベ

ルの電磁環境とすること。たほうがよい。データ配線用ラック及び電気機器は，常に分離するのが

望ましい。 

 実施可能な場合は常に電線は可能な限り直角に交さするように布設すること。するのが望ましい。

異なる目的の電線（例えば，電力用電線と情報技術用電線）は，同じ束としないことが望ましい。

異なる束は，互いに電磁的に分離するのが望ましい（図 44.R18 参照）。 
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資料‐1 

 

 

電技解釈第218条の改正案の作成に関する検討 

       ・IEC 60364-5-55 

・IEC 60364-7-709  

・IEC 60364-7-714 

・IEC 60364-7-715 
 

 



 



 

電
技
解
釈
第

21
8
条
の
改
正
案
の
作
成
に
関
す
る
検
討

（
改
正
規
格
の
場
合
）

 
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

建
築
電
気
設
備

 
第

5-
55

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
そ
の
他
の
機
器

 
序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5
を
基
に
，
技
術
的
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本

語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

55
0 

概
要

 

55
0.

1 
 適

用
範
囲

 

こ
の
規
格
は
，
低
圧
発
電
機
の
選
定
と
施
工
並
び
に
固
定
設
備
と
し
て
の
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
と
施
工
に
つ
い
て
規
定
す

る
。

 

注
記
 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5:

20
08
，

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
-P

ar
t5

-5
5:

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 e

qu
ip

m
en

ts
-O

th
er

 

eq
ui

pm
en

ts
（

ID
T
）

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

“I
D

T
”は

，
IS

O
/I

E
C

 G
ui

de
 2

1-
1
に
基
づ
き
，

“一
致
し
て
い
る

”こ
と
を
示
す
。

 

 

55
0.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格
の

う
ち
で
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，そ

の
後
の
改
正
版
･

追
補
に
は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の

終
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

00
79

-0
 
爆
発
性
雰
囲
気
で
使
用
す
る
電
気
機
械
器
具
（
す
べ
て
の
部
）

 

 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
00

79
 (a

ll 
pa

rts
), 

E
le

ct
ric

al
 a

pp
ar
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こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
及
び
定
義
は
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次
に
よ
る
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内
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 蓄
電
池
並
び
に
充
電
及
び
確
認
装
置
で
構
成
す
る
装
置
。
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常
用
の
電
気
供
給
が
故
障
し
た
と
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だ
け
運
転
す
る
，
安
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設
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と
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ド
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運
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す
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運
転
モ
ー
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次
の
も
の
に
対
し
て
不
可
欠
な
，
建
築
物
の
設
備
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－
 
人
々
の
安
全

 

－
 
環
境
又
は
そ
の
他
の
物
質
に
対
す
る
損
傷
の
防
止
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の
例
と
し
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，
次
の
も
の
が
あ
る
。
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非
常
（
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）
照
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常
用
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火
災
警
報
，
煙
警
報
，
一
酸
化
炭
素
警
報
，
侵
入
警
報
な
ど
の
警
報
設
備
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避
難
設
備
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排
煙
設
備

 

－
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要
な
医
用
機
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と
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囲

 

こ
の
箇
条
は
，
電
気
設
備
の
全
体
又
は
一
部
に
，
連
続
的
又
は
必
要
時
に
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
低
圧
及
び
特
別
低
電

圧
発
電
装
置
の
選
定
及
び
施
工
に
関
す
る
要
求
事
項
を
提
供
す
る
。
要
求
事
項
は
，
次
の
電
力
供
給
設
備
を
も
つ
電
気
設
備
の
施
工
に
対

す
る
も
の
を
も
含
む
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
に
接
続
し
な
い
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
切
り
換
え
て
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
並
列
で
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
上
記
の
も
の
の
適
切
な
組
合
せ
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こ
の
部
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
負
荷
の
双
方
を
組
み
込
み
，
か
つ
，
電
気
安
全
に
関
す
る
要
求
事
項
を
含

む
当
該
機
器
の
製
品
規
格
が
存
在
す
る
特
別
低
電
圧
機
器
の
内
蔵
製
品
に
は
，
適
用
し
な
い
。
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い
る
設
備
内
に
設
置
す
る
際
は
，
事
前
に
電
気
事
業
者
の
要
求
事
項
を
確
か
め
る
こ

と
。

 

55
1.

1.
1 

次
の
動
力
源
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
内
燃
機
関

 

－
 
タ
ー
ビ
ン

 

－
 
電
動
機

 

－
 
太
陽
光
電
池
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
12

も
適
用
）

 

                                       

                                       

1-3



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

－
 
燃
料
電
池

 

－
 
そ
の
他
の
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

 

55
1.

1.
2 

次
の
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
主
励
磁
同
期
発
電
機
及
び
他
励
磁
同
期
発
電
機

 

－
 
主
励
磁
非
同
期
発
電
機
及
び
自
励
磁
非
同
期
発
電
機

 

－
 
バ
イ
パ
ス
設
備
付
き
又
は
バ
イ
パ
ス
設
備
な
し
の
主
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ
及
び
自
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ

 

－
 
他
の
適
切
な
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置

 

55
1.

1.
3 

次
の
目
的
を
も
つ
発
電
装
置
の
使
用
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
恒
久
的
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
仮
設
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
恒
久
的
な
設
備
に
接
続
し
な
い
可
搬
形
機
器
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
移
動
形
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
電
気
の
供
給
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
17

も
適
用
）

 

 55
1.

2 
一
般
要
求
事
項
 

 

55
1.

2.
1 

励
磁
及
び
整
流
の
手
段
は
，
発
電
装
置
の
目
的
と
す
る
用
途
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
他
の
電
源
の
安

全
及
び
適
切
な
機
能
を
，
そ
の
発
電
装
置
が
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
の
特
別
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，

55
1.

7
を
参
照
。

 

55
1.

2.
2 

推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
は
，
他
の
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電

源
又
は
組
合
せ
電
源
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
設
備
と
商
用
配
電
系
統
へ
接
続
す
る
場
合
の
保
護
装
置
の

短
絡
遮
断
容
量
と
は
，
各
電
源
の
運
転
方
法
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
，
推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
以
上
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 
注
記
 
設
備
内
の
保
護
装
置
に
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

55
1.

2.
3 

発
電
装
置
の
容
量
及
び
運
転
特
性
は
，
所
定
の
負
荷
の
接
続
後
又
は
電
圧
及
び
周
波
数
が
設
定
し
た
運
転
範
囲
を
逸
脱
し
た
こ

と
に
よ
る
遮
断
後
，
機
器
に
危
険
又
は
損
傷
を
発
生
さ
せ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
電
装
置
の
容
量
を
超
え
る
場
合
は
，
設

備
の
切
り
離
す
必
要
が
あ
る
部
分
を
自
動
遮
断
す
る
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
発
電
装
置
の
容
量
に
対
す
る
個
別
の
負
荷
の
大
き
さ
の
割
合
及
び
電
動
機
の
始
動
電
流
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

2 
設
備
内
の
保
護
装
置
の
，
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

3 
既
存
の
建
築
物
又
は
設
備
の
中
に
発
電
装
置
を
設
置
す
る
と
，
例
え
ば
，
駆
動
部
の
導
入
，
高
温
部
，
可
燃
性
液
体
及
び
有
害

な
ガ
ス
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
設
備
の
外
的
影
響
の
条
件
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1
参
照
）。

 

55
1.

2.
4 

断
路
に
関
す
る
保
護
手
段
の
要
素
は
，
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
す
る
箇
条

53
7
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 55
1.

3 
保
護
手
段
：

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
よ
る
特
別
低
電
圧

 

55
1.

3.
1 

設
備
が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
る
場
合
の

SE
LV

及
び

PE
LV

に
対
す
る
追
加
要
求
事
項
 

 

SE
LV

又
は

PE
LV

が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
供
給
を
受
け
る
場
合
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 2
00

5)
の

41
4.

3
の
要
求
事
項
を
各
電
源
に

適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
以
上
の
電
源
を
接
地
す
る
場
合
は
，

PE
LV

を
対
象
と
す
る

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
4.

4
の
要
求

事
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
つ
以
上
の
電
源
が

41
4.

3
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
場
合
は
，
こ
の
方
式
は

FE
LV

系
統
と
み
な
し
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 2
00

5)
の

41
1.

7
の
要
求
事
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                                       

                                       

1-4



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

55
1.

3.
2 

特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
電
力
供
給
を
持
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
追
加
要
求
事
項
 

 

 
一
つ
以
上
の
電
源
の
喪
失
の
際
に
，
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
電
気
の
供
給
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
，
他
の
個
別
電
源

又
は
組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
は
，
特
別
低
電
圧
の
対
象
と
す
る
負
荷
へ
供
給

で
き
る
能
力
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
低
電
圧
電
力
供
給
が
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
他
の

特
別
低
電
圧
機
器
に
危
険
又
は
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
な
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
安
全
設
備
に
対
す
る
電
気
の
供
給
に
お
い
て
，こ

の
よ
う
な
予
防
措
置
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1

(: 
20

05
)

の
箇
条

35
参
照
）。

 

 55
1.

4 
故
障
保
護
（
間
接
接
触
保
護
）

 

55
1.

4.
1 

 

他
の
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
対
し
て
独
立
し
て
運
転
で
き
る
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
し
て
は
，
設
備
の
た
め
に
故
障
保
護
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
同
じ
設
備
内
又
は
設
備
の
一
部
内
で
使
用
す
る
電
源
に
よ
っ
て
故
障
保
護
手
段
が
異
な
っ
た
方
法
で
実
施
す
る
場
所
で
は
，
そ
の
有
効

性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
，
ま
た
，
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
選
択
あ
る
い
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
例
え
ば
，
異
な
っ
た
接
地
系
統
を
使
用
し
て
い
る
設
備
の
部
分
間
に
電
気
的
分
離
を
施
す
変
圧
器
の
使
用
を
必
要
と
す
る
場
合

が
あ
る
。

 

55
1.

4.
2 

設
備
の
保
護
手
段
と
し
て

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
に
従
っ
た
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
保
護
を
使
用
す
る
場
合
，い

か
な
る
電
源
の
組
合

せ
に
お
い
て
も
，
そ
の
保
護
方
式
の
有
効
性
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
，
発
電
装
置
を
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
発
電
機
の
中
性
点
の
接
地
接
続
は
，
保
護
手
段
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

4.
3 

電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

55
1.

4.
3.

1 
一
般
事
項

 

 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
が
感
電
保
護
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
の
要
求
事

項
を
適
用
す
る
，
た
だ
し

55
1.

4.
3.

2
又
は

55
1.

4.
3.

3
に
示
す
特
殊
な
場
合
と
し
て
修
正
し
た
も
の
を
除
く
。

 

55
1.

4.
3.

2 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
替
え
て
電
力
供
給
す
る
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

 
発
電
機
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
か
ら
切
り
替
え
て
運
転
を
す
る
場
合
，
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
は
，
配
電
系
統
の
接
地
点
と
の

接
続
に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
。
適
切
な
別
の
接
地
手
段
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

4.
3.

3 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

4.
3.

3.
1 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
源
供
給
を
受
け
る
設
備
に
つ
い
て
，
各
部
分
へ
の
故
障
保
護
が
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
自
動

閉
路
に
依
存
し
，
か
つ
，
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
電
源
側
に
設
置
す
る
保
護
装
置
の
動
作
が
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1

で
要
求
す
る
時
間
内
に
行
わ
れ
な
い
場
合
は
，
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
あ
る
，
同
時
に
接
触
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
と
系
統

外
導
電
性
部
分
と
の
間
に
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の

41
5.

2
に
従
っ
て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
接
触
可
能
な
導
電
性
部
分
相
互
間
に
要
求
さ
れ
る
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
抵
抗
は
，
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ

≦
I

R
50

 

 
 
こ
こ
に
，

I ａ
：

長
5
秒
間
静
止
コ
ン
バ
ー
タ
が
単
独
で
供
給
可
能
な

大
地
絡
電
流

 

注
記
 
こ
の
よ
う
な
機
器
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，

55
1.

7
の
要
求
事
項
も
適
用
す
る
。

 

55
1.

4.
3.

3.
2 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
又
は
フ
ィ
ル
タ
の
存
在
に
よ
っ
て
発
生
す
る
直
流
電
流
に
よ
っ
て
，
保
護
装
置
の
正
常
な
動
作
を
損

                                       

                                       

1-5



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

な
わ
な
い
よ
う
に
，
予
防
措
置
を
講
じ
る
か
又
は
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

4.
3.

3.
3 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
及
び
負
荷
側
の
両
方
に
断
路
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
こ
の
要
求
事
項
は
，
電
源
と
し
て
同
じ
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
統
合
し
て
い
る
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 55
1.

5 
過
電
流
保
護

 

55
1.

5.
1 

発
電
装
置
の
過
電
流
保
護
が
必
要
な
場
合
は
，
そ
の
装
置
を
可
能
な
限
り
発
電
機
端
子
の
近
く
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

注
記
 
発
電
装
置
に
よ
る
推
定
短
絡
電
流
へ
の
寄
与
度
は
，
時
間
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
，
電
源
が
高
圧
／
低
圧
の
変
圧
器
の
装
置
に
よ

る
寄
与
度
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

5.
2 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
の
電
力
供
給
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
場
合
，
又
は
複
数
の
発
電
装
置
を
並
列
運

転
す
る
場
合
に
は
，
導
体
の
温
度
定
格
を
超
え
な
い
よ
う
に
，
高
調
波
電
流
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

高
調
波
電
流
の
影
響
は
，
次
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
補
償
巻
線
を
も
つ
発
電
装
置
の
選
定

 

－
 
発
電
機
の
中
性
点
に
適
切
な
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
接
続
す
る
措
置

 

－
 
回
路
は
遮
断
す
る
が
，
故
障
保
護
を
常
時
損
な
わ
な
い
よ
う
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
開
閉
器
の
設
置

 

－
 
フ
ィ
ル
タ
の
設
置

 

－
 
そ
の
他
の
適
切
な
手
段

 

注
記

1 
高
調
波
電
流
を
制
限
す
る
た
め
に
接
続
し
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
両
端
に
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
，

大
電
圧
に
考
慮
を

払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

15
57

-1
2
に
適
合
す
る
監
視
機
器
は
，
高
調
波
の
存
在
に
よ
る
異
常
電
圧
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

 

 55
1.

6 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
換
え
て
電
気
の
供
給
を
行
う
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

6.
1 

発
電
機
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
で
き
な
い
よ
う
に
，
断
路
に
関
す
る

IE
C

 C
 6

03
64

-5
-5

3
の
当
該
要
求
事
項
に
適
合
す

る
予
防
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

適
切
な
予
防
措
置
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

 

－
 
操
作
機
構
又
は
切
換
開
閉
装
置
の
制
御
回
路
相
互
間
の
電
気
的
，
機
械
的
又
は
電
気
機
械
的
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク

 

－
 

1
個
の
可
搬
式
キ
ー
に
よ
る
施
錠
シ
ス
テ
ム

 

－
 
「
断
」
を
間
に
含
む

3
段
切
換
開
閉
器

 

－
 
適
切
な
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
機
能
を
備
え
た
自
動
切
換
開
閉
器

 

－
 
運
転
面
で
同
等
の
安
全
性
を
備
え
て
い
る
そ
の
他
の
方
法

 

 
注
記
 
発
電
機
の
制
御
回
路
の
電
源
も
含
め
て
断
路
す
る
こ
と
。

 

55
1.

6.
2 

中
性
線
を
開
閉
し
な
い

T
N

-S
系
統
の
場
合
，
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
点
接
地
の
並
列
経
路
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
動
作

を
回
避
す
る
位
置
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
T

N
系
統
で
は
，
雷
に
起
因
す
る
誘
導
電
圧
サ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
妨
害
電
圧
を
回
避
す
る
た
め
に
，
商
用
配
電
系
統
の
中
性
線

又
は

PE
N
導
体
か
ら
設
備
の
中
性
線
を
切
り
離
す
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
。

 

 
注
記

2 
I E

C
 C

 6
03

64
-4

-4
4(

: 2
00

7)
の

44
4.

4.
7
も
参
照
。

 

 55
1.

7 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

7.
1 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
発
電
装
置
を
使
用
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

2
に
従
っ
た
熱
の
影
響
に
対
す
る
保

                                       

                                       

1-6



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

護
及
び

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

3
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
は
，
す
べ
て
の
場
合
に
，
そ
の
有
効
性
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

 

分
岐
回
路
内
の
特
定
の
電
気
使
用
機
器
に
電
力
供
給
す
る
た
め
の
無
瞬
断
電
力
供
給
が
分
岐
回
路
に
施
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
，

発
電
装
置
は
設
備
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
2 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
使
用
す
る
発
電
装
置
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
負
荷
側
，
し
か
し
こ
の
場
合
，
次
の
す
べ
て
の
追
加
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 
分
岐
回
路
の
電
線
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

I ｚ
≧

I ｎ
＋

I ｇ
 

こ
こ
に
，

I ｚ
：
分
岐
回
路
電
線
の
許
容
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｎ
：
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
定
格
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｇ
：
発
電
装
置
の
定
格
出
力
電
流

 

 
 
 

b)
 
発
電
装
置
は
，
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
方
法
で
分
岐
回
路
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

c)
 

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
又
は
箇
条

41
5
に
従
っ
た
分
岐
回
路
の
保
護
用
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む

す
べ
て
の
線
導
体
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

d)
 
分
岐
回
路
及
び
発
電
装
置
の
線
導
体
及
び
中
性
線
は
，
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
二
次
側
で
大
地
へ
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
注
記
 
分
岐
回
路
用
保
護
器
が
線
導
体
及
び
中
性
線
を
遮
断
す
る
場
合
を
除
き
，
発
電
装
置
を
そ
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器

の
負
荷
側
で
分
岐
回
路
に
設
置
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の

41
1.

3.
2
に
従
っ
た
遮
断
時
間
は
，
分
岐
回
路
用
保
護

器
の
遮
断
時
間
と
発
電
装
置
の
出
力
電
圧
を

50
 V

以
下
に
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
時
間
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。

 

 55
1.

7.
3 

商
用
配
電
系
統
を
含
め
て
，
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
発
電
装
置
の
選
定
及
び
使
用
に
当
た
っ
て
は
，
力
率
，
電
圧
変
動
，

高
調
波
ひ
ず
み
，
直
流
成
分
，
不
平
衡
，
始
動
，
同
期
又
は
電
圧
フ
リ
ッ
カ
現
象
の
面
で
，
商
用
配
電
系
統
及
び
他
の
設
備
に
対
し
て
有

害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
用
配
電
系
統
の
場
合
は
，
電
気
事
業
者
と
，
特
別
な
要
求
事
項

に
つ
い
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
期
が
必
要
な
場
合
は
，
周
波
数
，
位
相
及
び
電
圧
を
調
整
す
る
自
動
同
期
装
置
を
利
用
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

55
1.

7.
4 

発
電
装
置
が
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
を
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数

の
正
常
な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
自
動
遮
断
装
置

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
保
護
の
種
類
，
感
度
及
び
動
作
時
間
は
，
商
用
配
電
系
統
の
保
護
及
び
接
続
さ
れ
る
発
電
装
置
の
数
に
よ
る
。
そ
し
て
，
電
気
事
業
者

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
が
あ
る
場
合
，
遮
断
装
置
は
，
こ
の
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
5 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数
の

正
常
な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
へ
の
発
電
装
置
の
接
続
を
防
止
す
る
装
置
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
6 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
こ
と
が
可
能
な
装
置
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
切
り
離
す
手
段
は
，
国
の
規
定
及
び
配
電
系
統
管
理
者
の
要
求
事
項
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
7 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
切
り
換
え
る
電
源
と
し
て
も
運
転
す
る
場
合
は
，
設
備
も
ま
た

55
1.

6
に
適
合
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

                                       

                                       

1-7



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 55
1.

8 
据
置
き
形
蓄
電
池
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
関
す
る
要
求
事
項

 

55
1.

8.
1 

据
置
き
形
蓄
電
池
は
，
技
能
者
及
び
熟
練
者
だ
け
が
接
近
で
き
る
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
通
常
，
蓄
電
池
は
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
又
は
小
形
の
蓄
電
池
は
安
全
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す

る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

 

 
そ
の
よ
う
な
場
所
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，
適
切
に
換
気
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

8.
2 

蓄
電
池
の
接
続
は
，
絶
縁
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
基
本
保
護
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
又
は
電
位
差

12
0 

V
超
過
の

二
つ
の
裸
導
体
部
分
に
無
意
識
に
同
時
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
9 

照
明
器
具
及
び
照
明
設
備

 

55
9.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
箇
条
の
特
別
要
求
事
項
は
，
固
定
設
備
の
一
部
を
意
図
し
た
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。
 

 

 
照
明
設
備
の
特
殊
タ
イ
プ
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，
次
の
規
格
を
包
含
す
る
。
 

 

 
－
 
水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02

 

 
－
 
展
示
会
，
シ
ョ
ー
及
び
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
11

 

 
－
 
家
具
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
13

 

 
－
 
屋
外
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

 

 
－
 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

 

 
こ
の
箇
条
の
要
求
事
項
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 
－
 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）

 

 
 
 
注
記

1 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）
に
関
す
る
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
4
に
含
ま
れ
る
。

 

 
－
 
定
格
無
負
荷
出
力
電
圧

1k
V
超
～

10
kV

以
下
の
サ
イ
ン
及
び
発
光
放
電
管
設
備
 
 
 

 

－
 
臨
時
の
ツ
リ
ー
状
照
明

 

 
 
 
注
記

2 
照
明
器
具
の
安
全
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
。
 

 

55
9.

2 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
箇
条
の
目
的
の
た
め
，
次
の
用
語
に
加
え
て

IE
C

 6
03

64
-1
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
，

IE
C

 6
00

50
-1

95
，

IE
C

 6
00

50
-8

26
及

び
IE

C
 6

05
70

の
一
般
的
な
用
語
及
び
定
義
を
適
用
す
る
。

 

55
9.

2.
1 

照
明
器
具
（

L
um

in
ai

re
）

 

 
1
本
以
上
の

 ラ
ン
プ
か
ら
放
射
さ
れ
た
光
を
配
光
し
，
濾
光
し
又
は
変
換
し
，
か
つ
，
ラ
ン
プ
を
固
定
し
，
保
護
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
ラ
ン
プ
を
除
く
す
べ
て
の
部
品
を
含
み
，
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
，
照
明
器
具
を
電
源
に
接
続
す
る
手
段
と
共
に
回
路
の
附
属
品

を
含
む
器
具

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
45

: 1
98

7,
 8

45
-1

0-
01
］

 

55
9.

2.
2 

照
明
器
具
の
展
示
台
（

D
is

pl
ay

 st
an

ds
 fo

r 
lu

m
in

ai
re

s）
 

  
照
明
器
具
を
展
示
す
る
た
め
に
使
用
す
る
売
店
又
は
売
店
の
一
部
に
置
く
恒
久
的
な
台

 

 
注
記
 
次
の
も
の
は
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

－
 
頒
布
会
用
の
台
で
，
そ
の
会
の
期
間
中
照
明
器
具
を
接
続
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

 

          55
9 

照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
 

 

55
9.

1 
適
用
範
囲
 
こ
の
箇
条
は
，
固
定
形
設
備
の
部
分
と
な
る
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。

 

特
殊
な
種
類
の
照
明
設
備
に
対
す
る
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-7
の
各
箇
条
（
例
え
ば
，

7-
71

3，
7-

71
4
及
び

7-
71

5）
で
取
り
扱
う
。

      こ
の
箇
条
の
要
求
事
項
は
，
臨
時
の
装
飾
照
明
に
は
適
用
し
な
い
。

 

    注
記
 
照
明
器
具
に
対
す
る
安
全
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 8

10
5
で
取
り
扱
う
。

 

55
9.

3 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
箇
条
に
用
い
る
主
な
用
語
の
定
義
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
，

JI
S 

C
 8

10
5，

IE
C

 6
00

50
 (1

95
) 
及
び

IE
C

 6
00

50
(8

26
) 
に
よ
る
ほ
か
，

次
に
よ
る
。

 

      55
9.

3.
1 

照
明
器
具
用
展
示
台

(D
is

pl
ay

 s
ta

nd
s f

or
 lu

m
in

ai
re

s)
 照

明
器
具
を
展
示
す
る
た
め
に
使
用
す
る
売
店
又
は
売
店
の
一
部
に

置
く
恒
久
的
な
台

 

 
次
の
も
の
は
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

－
 
頒
布
会
用
の
台
で
，
そ
の
会
の
期
間
中
照
明
器
具
が
接
続
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

 

－
 
照
明
器
具
を
恒
久
的
に
接
続
し
て
い
る
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル

 

           55
9.

1
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

特
殊
な
種
類
の
照
明
設
備
が
明
確
に
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

文
章
を
整
理
し
た
だ
け
で
内
容
に
変
更
が
な

い
の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な

く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

                   

1-8



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

－
 
照
明
器
具
を
恒
久
的
に
接
続
し
て
い
る
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル

 

－
 
差
込
接
続
器
で
接
続
可
能
な
一
連
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
た
展
示
パ
ネ
ル

 

     

  55
9.

3 
設
備
に
関
す
る
一
般
要
求
事
項

 

 
照
明
器
具
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
て
選
定
及
び
施
工
を
行
い
，
か
つ
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
照
明
器
具
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
は
，

IE
C

 6
05

70
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
ラ
ン
プ
と
制
御
装
置
と
の
間
の
よ
う
な
適
合
性
に
関
し
て
は

51
2.

1.
5
を
引
用
す
る
こ
と
。
照
明
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
，

低
限
次
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
－
 
始
動
電
流

 

 
 
 
 
－
 
高
調
波
電
流

 

 
 
 
 
－
 
電
流
の
補
正

 

 
 
 
 
－
 
漏
れ
電
流

 

 
 
 
 
－
 

初
の
放
電
電
流

 

 
 
 
 
－
 
耐
電
圧
降
下

 

注
記

2 
保
護
装
置
及
び
制
御
装
置
の
適
正
な
選
択
に
つ
い
て
は
，
ラ
ン
プ
か
ら
発
生
さ
れ
る
す
べ
て
の
周
波
数
に
関
連
す
る
電
流
及

び
す
べ
て
の
過
渡
的
な
電
流
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

3 
照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
制
御
装
置
及
び
照
明
設
備
に
使
用
す
る
記
号
の
説
明
に
関
し
て
は
，
附
属
書
Ａ
参
照
。

 

こ
の
箇
条
の
目
的
と
し
て
，
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
が
な
く
，
か
つ
，
直
列
に
接
続
し
た
特
別
低
電
圧
（

E
LV

）
電
球
を
使
用
し
て
い

る
照
明
器
具
は
，
低
圧
機
器
と
考
え
る
べ
き
で
，
特
別
低
電
圧
（

EL
V
）
機
器
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
照
明
器
具
は
，

ク
ラ
ス
Ⅰ
機
器
か
又
は
ク
ラ
ス
Ⅱ
機
器
の
ど
ち
ら
か
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 

カ
ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
又
は
他
の
建
築
上
の
若
し
く
は
装
飾
的
な
建
物
の
場
所
の
内
に
取
り
付
け
た
照
明
器
具
は
，
カ
ー
テ
ン
又
は
ブ
ラ

イ
ン
ド
の
存
在
及
び
／
又
は
操
作
に
よ
っ
て
悪
影
響
が
な
い
よ
う
に
，
か
つ
，
普
通
の
使
用
に
お
い
て
火
災
又
は
感
電
の
危
険
を
生
じ
な

い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
9.

4 
熱
的
影
響
に
対
す
る
周
囲
の
保
護

 

 
照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
周
囲
環
境
に
及
ぼ
す
輻
射
及
び
対
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
的
影
響
に
つ
い
て
，
次
の
点
を
含
め
て
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 

ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値

 

注
記

1 
ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値
は
，
照
明
器
具
の
上
に
表
示
し
て
あ
る
。

 

b)
 

次
の
箇
所
又
は
範
囲
に
あ
る
近
接
材
料
の
耐
熱
性

 

－
 
施
設
箇
所

 

 
  
－
 
熱
的
影
響
を
受
け
る
範
囲

 

c)
 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
ー
ム
の
経
路
内
に
あ
る
も
の
を
含
め
，
可
燃
性
材
料
と
の

小
離
隔
距
離

 

d)
 

照
明
器
具
の
関
連
表
示

 

－
 
差
込
接
続
器
で
接
続
可
能
な
一
連
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
た
展
示
パ
ネ
ル

 

        55
9 .

4 
設
備
に
対
す
る
一
般
要
求
事
項
 

 

照
明
器
具
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
及
び

JI
S 

C
 8

10
5
に
よ
っ
て
選
定
し
，
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                  55
9.

5 
熱
的
影
響
に
対
す
る
保
護
 

 

55
9.

5.
1 

照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
周
囲
環
境
に
及
ぼ
す
照
明
器
具
の
熱
的
影
響
に
つ
い
て
，
次
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

a)
 
ラ
ン
プ
で
熱
と
し
て
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値

 

 b)
 
次
の
箇
所
又
は
範
囲
に
あ
る
近
接
材
料
の
耐
火
性

 

－
施
設
箇
所

 

－
熱
的
影
響
を
受
け
る
範
囲

 

c)
 
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
ー
ム
の
経
路
に
あ
る
も
の
を
含
め
，
可
燃
性
材
料
と
の

小
離
隔
距
離

 

 

         55
9.

3
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

・
照
明
器
具
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
の
要
求

事
項
が
明
記
さ
れ
た
。

 

・
注
記
１
，
２
，
３
が
追
記
さ
れ
，
照
明
器
具

を
設
置
す
る
場
合
に
考
慮
す
べ
き
要
件
が

記
述
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
設
計
･施

工
の
適
正
化
が
図

ら
れ
，
保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な

の
で
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

       55
9.

4
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

・「
ｄ

) 
照
明
器
具
の
関
連
表
示
」
の
項
目
が
追

記
さ
れ
た
。

 

・
注
記
１
，
２
，
３
が
追
記
さ
れ
た

 

【
整
合
性
評
価
】

 

熱
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
表
示
の
あ
る
照

明
器
具
の
選
定
を
規
定
し
て
お
り
，
保
安
レ
ベ

ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整
合
し
て
い

る
。

 

1-9



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

注
記

2 
熱
的
影
響
の
表
示
及
び
記
号
に
関
し
て
は
，
附
属
書

B
参
照
。
 
 

  
 

 
 注

記
3 

IE
C

 6
01

55
に
従
っ
た
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
の
使
用
を
推
奨
す
る
。

 

 
照
明
器
具
に
つ
い
て
の
熱
的
保
護
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，

42
2.

3
及
び

42
2.

4
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

  55
9.

5 
照
明
設
備
用
の
配
線
設
備

 

55
9.

5.
1 

固
定
配
線
へ
の
接
続

 

 
配
線
設
備
は
次
の
い
ず
れ
か
の
中
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
06

70
の
関
連
す
る
部
に
適
合
し
た
ボ
ッ
ク
ス
。

 

 
－
 
ボ
ッ
ク
ス
内
に
設
置
し
た

IE
C

 6
19

95
に
よ
る
照
明
器
具
コ
ン
セ
ン
ト
用
接
続
器
（

D
C

L
）

 

 
－
 
配
線
設
備
に
直
接
接
続
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
電
気
機
器

 

      55
9.

5.
2 

照
明
器
具
の
取
付
け

 

 
照
明
器
具
は
，
確
実
に
構
造
の
安
定
し
た
部
材
に
適
切
な
方
法
で
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
方
法
は
，
照
明
器
具
を
支
持
で
き
る
金
属
製
付
属
品
（
例
え
ば
，
フ
ッ
ク
又
は
ス
ク
リ
ュ
ー
），

ボ
ッ
ク
ス
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
（

IE
C

 6
06

70
-2

1）
又
は
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
支
持
装
置
で
も
よ
い
。

 

そ
の
固
定
方
法
は
，

5k
g
以
上
の
重
量
を
吊
る
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
照
明
器
具
が

5 
kg

以
上
の
場
合
は
，
設
置
者
は
取
付
け

方
法
が
照
明
器
具
の
重
量
を
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
手
段
の
設
置
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
照
明
器
具
，
ボ
ッ
ク
ス
，
そ
れ
ら
の
固
定
手
段
及
び
必
要
な
場
合
も
あ
る
付
属
品
の
重
量
は
，
支
持
構
造
材
の
機
械
的
能
力
に
適
合
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
こ
れ
ら
の
条
件
に
お
い
て
，
天
井
又
は
吊
り
天
井
は
，
構
造
体
の
安
定
し
た
構
成
材
と
考
え
て
よ
く
，
し
た
が
っ
て

照
明
器
具
は
こ
れ
ら
に
固
定
し
て
も
よ
い
。

 

 
固
定
手
段
と
照
明
器
具
と
の
間
の
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
は
，
導
体
，
端
子
及
び
端
末
に
お
い
て
予
期
さ
れ
る
応
力
が
設
備

の
安
全
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

2（
: 2

00
9）

の
52

2.
8
も
参
照
。

 

55
9.

5.
3 

通
過
配
線

 

照
明
器
具
内
の
通
過
配
線
の
施
工
は
，
通
過
配
線
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
だ
け
が
実
施
で
き
る
。

 

 
接
続
器
が
必
要
だ
が
，
配
線
が
通
過
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
照
明
器
具
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
接
続
器

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
へ
の
接
続
に
対
し
て
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
通
過
配
線
の
接
続
に
使
用
す
る
接
続
器

 

 
－
 
そ
の
他
の
適
切
で
，
か
つ
，
妥
当
な
接
続
器

 

 
通
過
配
線
用
の
ケ
ー
ブ
ル
は
，
照
明
器
具
上
へ
の
表
示
又
は
製
造
業
者
の
説
明
書
で
示
さ
れ
る
情
報
が
あ
る
場
合
は
，
そ
の
温
度
情
報

55
9.

5.
2 

設
置
箇
所
及
び
熱
的
影
響
を
受
け
る
範
囲
内
の
材
料
の
耐
火
性
に
従
っ
て
，
製
造
業
者
の
施
工
説
明
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
表
示
付
照
明
器
具
は
，

JI
S 

C
 8

10
5
に
規
定
す
る
表
示
に
よ
っ
て
選
定
し
，
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
つ
い
て
は
，
追
加
要
求
事
項
を
適
用
す
る
。
例
え
ば
，
火
災
の
危
険
性
の
あ
る
場
所
の
場
合
に
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2
の
要
求
事
項
，
ま
た
，
家
具
の
場
合
は

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

3
の
要
求
事
項
。

 

 55
9.

6 
配
線
設
備
 

 

           55
9.

6.
1 

つ
り
下
げ
形
照
明
器
具
を
施
設
す
る
場
合
，
取
付
け
用
器
具
は
接
続
す
る
照
明
器
具
の
質
量
の

5
倍
で
，
か
つ
，

25
 k

g
以
上

を
支
持
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

つ
り
下
げ
装
置
と
照
明
器
具
と
の
間
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
は
，導

体
及
び
終
端
部
に
過
大
な
引
張
力
及
び
ね
じ
れ
応
力
が
加
わ
ら
な

い
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の

52
2.

8
も
参
照
。

 

         55
9.

6.
2 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
又
は
絶
縁
電
線
を
中
に
配
線
し
て
い
る
取
付
装
置
を
経
て
照
明
器
具
に
引
き
通
す
場
合
は
，

55
9.

6.
3
の
規

定
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
又
は
絶
縁
電
線
を
選
定
し
，
通
線
に
適
し
た
照
明
器
具
に
だ
け
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

     55
9.

6.
3 

ケ
ー
ブ
ル
は
，
照
明
器
具
に
次
の
よ
う
な
温
度
表
示
が
あ
る
場
合
は
，
そ
れ
に
よ
っ
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

    55
9.

5.
1
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

「
固
定
配
線
へ
の
接
続
」
の
項
目
が
追
記
さ
れ
，

配
線
設
備
の
接
続
方
法
が
明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
施
工
の
標
準
化
が
図
ら
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

5.
2
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

照
明
器
具
の
取
付
方
法
が
明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
施
工
の
標
準
化
が
図
ら
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

     55
9.

5.
3
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

接
続
器
の
使
用
が
明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
施
工
の
標
準
化
が
図
ら
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

1-10



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
，
温
度
表
示
が
あ
る
場
合
は
，
表
示
し
た
温
度
に
適
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
て
い
る
が
，
温
度
表
示
が
な
い
照
明
器
具
に
関
し
て
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
，

ケ
ー
ブ
ル
を
耐
熱
性
と
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 

 
－
 
何
ら
説
明
が
な
い
場
合
は
，

IE
C

 6
02

45
-3
に
よ
る
耐
熱
性
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
若
し
く
は
絶
縁
電
線
又
は
同
等
の
種
類
の
ケ
ー

ブ
ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
照
明
器
具
に
表
示
し
た
温
度
は
，

IE
C

 6
05

98
-1
（

: 2
00

8）
の
表

12
.2
に
従
っ
た

高
温
度
を
示
し
，
記
号
 

で
表
示
さ
れ
る
（
附
属
書

B
参
照
）。

 

55
9.

5.
4 

電
源
へ
接
続
す
る
た
め
の
器
具

 

 
照
明
器
具
に
電
源
へ
の
接
続
の
た
め
の
接
続
器
が
な
い
場
合
，
接
続
器
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
19

95
に
従
っ
た
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
装
置
（

D
C

L
）

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
カ
プ
ラ
ー

 

－
 
そ
の
他
の
適
当
で
，
か
つ
，
専
用
の
接
続
器

 

 
注
記
 
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
施
工
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2（

: 2
00

9）
の

52
2.

2
も
参
照
。

 

     55
9.

5.
5 
 
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ

 

1
本
だ
け
の
共
通
中
性
線
と
三
相
回
路
の

3
本
の
線
導
体
間
に
分
割
さ
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ
は
，
一
つ
以
上
の
保
護
器
で

す
べ
て
の
線
導
体
を
同
時
に
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 

IE
C

 0
36

4-
5-

53
（

: 2
00

1）
の
箇
条

53
6
も
参
照
。

 

    55
9.

5.
6 

照
明
器
具
内
の
熱
及
び
紫
外
線
放
射
（

U
V

 r
ad

ia
tio

n 
ef

fe
ct

s）
 に

対
す
る
保
護

 

 
外
部
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
照
明
器
具
内
で
接
続
す
る
か
又
は
通
過
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
心
線
は
，
照
明
器
具
又
は
そ
の
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
発

生
す
る
熱
及
び
紫
外
線
放
射
に
よ
る
損
傷
又
は
劣
化
を
受
け
な
い
よ
う
に
（
例
え
ば
，
遮
蔽
）
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

       

－
 

JI
S 

C
 8

10
5
に
適
合
し
て
い
る
が
，
温
度
表
示
が
な
い
照
明
器
具
で
は
，
耐
熱
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

 

－
 

JI
S 

C
 8

10
5
に
適
合
し
，
温
度
表
示
付
き
の
照
明
器
具
で
は
，
表
示
す
る
温
度
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
 

JI
S 

C
 8

10
5
に
適
合
す
る
よ
う
な
表
示
の
な
い
照
明
器
具
で
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
何
ら
説
明
が
な
い
場
合
は
，

JI
S 

C
 3

66
3-

3
に
よ
る
耐
熱
性
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
若
し
く
は
絶
縁
電
線
又
は
同
等
の
種
類
の
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 注
記
 
絶
縁
材
料
の
局
部
的
な
補
強
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
用
い
て
も
よ
い
。

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の

52
2 .

2
を
参
照
。

 

              55
9.

6.
4 

三
相
系
統
に
お
い
て

1
本
の
共
通
中
性
線
と

3
本
の
線
導
体
と
の
間
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ
は
，
三

相
の
電
気
機
器
と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3
の

53
6.

2.
1.

1
も
参
照
。

 

               

 
可

 

        55
9.

5.
4
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

「
電
源
へ
接
続
す
る
た
め
の
器
具
」
の
項
目
が

追
記
さ
れ
，
電
源
へ
の
接
続
の
方
法
が
明
記
さ

れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
施
工
の
標
準
化
が
図
ら
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

5.
5
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

5.
6
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

「
照
明
器
具
内
の
熱
及
び
紫
外
線
放
射
に
対

す
る
保
護
」
の
項
目
が
追
記
さ
れ
，
照
明
器
具

内
の
ケ
ー
ブ
ル
の
選
定
及
び
施
工
に
つ
い
て

明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
配
線
の
劣
化
を
防
ぎ
，
保
安

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整
合
し

て
い
る
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

   55
9.

6 
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
安
定
器
）

 

 
照
明
器
具
の
外
部
に
は
，
当
該
規
格
に
よ
っ
て
別
置
き
使
用
に
適
し
て
い
る
旨
の
表
示
の
あ
る
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
だ
け
を
使
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
記
号
は
，

IE
C

 6
04

17
-5

13
8（

: 2
01

1）
別
置
形
安
定
器
 
 
 
 
で
あ
る
。

 

 
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
だ
け
，
可
燃
性
の
表
面
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 

 P
 表

示
の
あ
る
ク
ラ
ス

P
の
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

 
－

  
･･
･表

示
の
あ
る
温
度
表
示
を
し
た
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

 55
9.

7 
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ

 

 
合
計
容
量
が

0.
5μ

F
を
超
え
る
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
は
，

IE
C

 6
10

48
（

: 2
00

6）
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
放
電
抵
抗
を
付
け
ず
に

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

     55
9.

8 
照
明
器
具
用
展
示
台
に
関
す
る
感
電
保
護

 

 
照
明
器
具
の
た
め
の
展
示
台
に
電
力
供
給
す
る
回
路
に
関
し
て
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
感
電
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 
－
 

SE
LV

又
は

PE
LV

に
よ
る
電
力
供
給

 

 
－
 

41
1
に
従
っ
た
電
源
の
自
動
遮
断
及
び

41
5.

1
に
従
っ
た
追
加
保
護
の
両
方
を
提
供
す
る
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮

断
器

 

   55
9.

9 
ス
ト
ロ
ボ
効
果

 

 
可
動
部
分
を
も
つ
機
械
を
運
転
す
る
構
内
用
照
明
の
場
合
は
，
可
動
部
分
が
静
止
し
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た
感
覚
を
与
え
る
こ
と
が
あ

り
得
る
ス
ト
ロ
ボ
効
果
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
，
適
切
な
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
高
周
波
電
子
制

御
装
置
）
を
も
つ
照
明
器
具
を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡  

    55
9.

10
 
地
中
埋
込
み
形
の
照
明
器
具

 

 
地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
に
関
す
る
選
定
及
び
施
工
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
3（

: 2
00

6）
の
表

A
.1
に
示
す
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

   55
9.

7 
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
安
定
器
）
 
照
明
器
具
の
外
部
に
は
，
当
該
規
格
に
よ
っ
て
別
置
き
使
用
に
適
し
て
い

る
旨
の
表
示
の
あ
る
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
だ
け
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
記
号
は
，

IE
C

 6
04

17
の

51
38

別
置
形
安
定
器

 で
あ
る
。

 

     55
9.

8 
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
 
合
計
容
量
が

0.
5 
μF

を
超
え
る
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
は
，
放
電
抵
抗
を
付
け
ず
に
使
用
し
て

は
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
JI

S 
C

 6
03

64
-5

-5
3
の

53
6.

2.
1.

4
も
参
照
。

 

注
記

2 
コ
ン
デ
ン
サ
及
び
そ
の
表
示
は
，

JI
S 

C
 4

90
8
に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

    55
9.

9 
照
明
器
具
用
展
示
台
に
対
す
る
感
電
保
護
 
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
感
電
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

SE
LV

に
よ
る
電
気
の
供
給

 

－
 
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
を
用
い
た
電
源
の
自
動
遮
断

 

      55
9.

10
 
ス
ト
ロ
ボ
効
果
 
可
動
部
分
を
も
つ
機
械
を
運
転
す
る
構
内
用
照
明
の
場
合
は
，
可
動
部
分
が
静
止
し
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た

感
覚
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
ス
ト
ロ
ボ
効
果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
，
適
切
な
ラ
ン
プ
制
御
装
置
を

選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

6
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

7
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

8
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

・「
PE

LV
」
の
記
述
が
追
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
安
レ
ベ
ル
を
さ
げ
る
も
の
で
は
な
く
，
整
合

し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

9
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 55
9.

10
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

「
地
中
埋
込
み
形
の
照
明
器
具
」
の
項
目
が
追
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

          

附
属
書

A
（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

 

   

附
属
書

B
（
参
考
）

 

 

照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ギ
ア
及
び
照
明
器
具
の
設
置
で
使
用
す
る
記
号
の
説
明

 

 

 

耐
短
絡
性
（
本
質
的
又
は
非
本
質
的
）
安
全
絶
縁
変
圧
器
（

IE
C

 6
15

58
-2

-6
）

 

 
表
面
温
度
を
制
限
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-2

-2
4）

 

 

熱
絶
縁
材
料
で
カ
バ
ー
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1
 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
埋
込
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
直
付
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1

E
d.

6）
 

 注
記
 
一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
は
，
以
前
は

IE
C

 
60

59
8-

1:
20

03
 

(E
d.

6)
に

従
っ

た
記

号
 

 
 
を

表
示

し
て

い
た

。
IE

C
 

記
さ
れ
，
地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
の
要
求
事

項
が
明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

こ
の
こ
と
は
，
施
工
の
標
準
化
が
図
ら
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

 

F
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

60
59

8-
1:

20
08

 (
E

d.
7)
の
発
行
に
よ
り
，
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
に
は
特

別
の
表
示
は
せ
ず
，
一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
だ

け
に
記
号
 
 

  
  

及
び
／
又
は
 
 
 

 を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。（

そ
れ
以
上
の

説
明
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
05

98
-1

:2
00

8 
(E

d.
7)
の
箇
条

N
.4
参
照
）。

 

 

IE
C

 6
04

17
シ
リ
ー
ズ

N
o.

51
38

の
別
置
形
安
定
器

 

 
上
限
温
度

11
0 
℃
の
コ
ン
バ
ー
タ

 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
別
置
形
安
定
器

 

 

可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（
非
可
燃
材
表
面
に
だ
け
適

す
る
）（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。

 

 

熱
絶
縁
材
料
で
照
明
器
具
を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
，
一
般
的
な
可
燃
材
表
面
に
直

接
及
び
／
又
は
埋
込
み
で
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。

 

 

 

耐
熱
形
安
定
器
及
び
／
又
は
変
圧
器
（
ク
ラ
ス

P）
（

IE
C

61
34

7-
1）

 

 

電
力
供
給
，
相
互
接
続
又
は
外
部
配
線
に
関
す
る
耐
熱
線
の
使
用
（
導
体
の
本
数
は
，
任

意
）（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 
ボ
ー
ル
ミ
ラ
ー
電
球
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 
定
格

高
周
囲
温
度
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

ク
ー
ル
ビ
ー
ム
ラ
ン
プ
の
使
用
に
対
す
る
警
告
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 
被
照
物
体
と
の

小
離
隔
（
ｍ
）（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

厳
し
い
使
用
条
件
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

別
置
形
点
灯
装
置
が
必
要
な
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 

点
灯
装
置
内
蔵
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 

す
べ
て
の
壊
れ
た
保
護
ス
ク
リ
ー
ン
の
取
換
え
（
長
方
形
）
又
は
（
円
形
）

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 

自
己
シ
ー
ル
ド
形
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
だ
け
を
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
し
た

照
明
器
具
。（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
及
び
解
放
形
照
明
器
具
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ

 

 

保
護
カ
バ
ー
の
あ
る
照
明
器
具
だ
け
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ

 

  

 1-15



 

電
技
解
釈
第

21
8
条
の
改
正
案
の
作
成
に
関
す
る
検
討

（
改
正
規
格
の
場
合
）

 
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09
 

E
d.

2.
1（

: 2
01

2）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
70

9
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所

 

序
文

 

こ
れ
は
，

20
12

年
に
第

2.
1
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09

: 
20

12
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

70
0.

1 
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は

置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
70

9
部
を
示

す
固
有
番
号
（

70
9）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

 70
9.

1 
適
用
範
囲

 

 
JI

S 
C

 0
36

4
の
こ
の
部
に
規
定
す
る
特
別
要
求
事
項
は
，
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト

に
電
力
供
給
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
回
路
に
だ
け
適
用
す
る
。

 

 
注
記

1 
こ
の
部
に
お
い
て

“マ
リ
ー
ナ

”と
は
，

“マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所

”を
い
う
。

 

 
特
別
要
求
事
項
は
，
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
が
公
共
配
電
網
か
ら
直
接
電
力
供
給
を
受
け
る
場
合
に
は
，
適
用
し
な
い
。

 

 
特
別
要
求
事
項
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
内
部
に
施
設
す
る
電
気
設
備
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 
注
記

2 
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
00

92
-5

07
を
参
照
の
こ
と
。

 

 
注
記

3 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
電
気
設
備
は
，J

IS
 C

 0
36

4-
7
の
関
連
す
る
特
別
要
求
事
項
と
共
に

JI
S 

C
 6

03
64

の
一
般
要
求
事
項
に
適

合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所
の
電
気
設
備
の
こ
の
規
定
以
外
の
も
の
に
関
し
て
は
，

 J
IS

 C
 0

36
4-

7
の
関
連
す
る
特
別
要
求
事
項
と

と
も
に

JI
S 

C
 6

03
64

の
一
般
要
求
事
項
を
適
用
す
る
。

 

注
記

4 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09

:2
00

7，
Lo

w
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 -
 P

ar
t 7

-7
09

: R
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 s

pe
ci

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

r 

lo
ca

tio
ns

 - 
M

ar
in

as
 a

nd
 si

m
ila

r l
oc

at
io

ns
 (I

D
T

) 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

(I
D

T
)は

，
IS

O
/I

E
C

 G
ui

de
 2

1
に
基
づ
き
，
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

 

70
9.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規
格

は
，
そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3,

  
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
g－

Pa
rt 

4-
43

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

Pr
ot

ec
tio

n 

ag
ai

ns
t o

ve
rc

ur
re

nt
（

ID
T）

 

IE
C

 6
00

38
, I

EC
 st

an
da

rd
 v

ol
ta

ge
s 

  
IE

C
 6

03
09

-1
, P

lu
gs

, s
oc

ke
t-o

ut
le

ts
 a

nd
 c

ou
pl

er
s f

or
 in

du
st

ria
l p

ur
po

se
s－

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 

IE
C

 6
03

09
-2

, P
lu

gs
, s

oc
ke

t-o
ut

le
ts

 a
nd

 c
ou

pl
er

s 
fo

r i
nd

us
tri

al
 p

ur
po

se
s－

Pa
rt 

2:
 D

im
en

si
on

al
 in

te
rc

ha
ge

ab
ili

ty
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r 

pi
n 

an
d 

co
nt

ac
t-t

ub
es

 a
cc

es
so

rie
s 

  ※
 
箇
条

70
9.

1～
70

9.
52

1.
7.

5
及
び

70
9.

53
3
以
降
に
つ
い
て
は
，
改
正
前
の

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09

 E
d.

2.
0 

(2
00

7)
か
ら
の
変
更
が
な
い
た

め
，
今
回
は
取
入
れ
検
討
を
行
わ
な
か
っ
た
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

IE
C

 6
15

58
-2

-4
, S

af
et

y 
of

 p
ow

er
 t

ra
ns

fo
rm

er
s, 

po
w

er
 s

up
pl

y 
un

its
 a

nd
 s

im
ila

r－
Pa

rt 
2:

 p
ar

tic
ul

ar
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 i
so

la
tin

g 

tra
ns

fo
rm

er
s f

or
 g

en
er

al
 u

se
 

IE
C

 6
22

62
, D

eg
re

es
 o

f p
ro

te
ct

io
n 

pr
ov

id
ed

 b
y 

en
cl

os
ur

es
 fo

r e
le

ct
ric

al
 e

qu
ip

m
en

t a
ga

in
st

 e
xt

er
na

l m
ec

ha
ni

ca
l i

m
pa

ct
s (

IK
 c

od
e)

 70
9.

3 
用
語
及
び
定
義

 

こ
の
規
格
で
用
い
る
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
｡ 

70
9.

3.
1 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
（

pl
ea

su
re

 c
ra

ft
）

 

 
ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ジ
ャ
ー
に
専
用
に
使
用
さ
れ
る
ボ
ー
ト
，
船
，
ヨ
ッ
ト
，
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
チ
，
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
又
は
そ
の
他
の
小
型

の
船
舶

 

70
9.

3.
2 

マ
リ
ー
ナ
（

m
ar

in
a）

 

 
複
数
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
停
泊
が
可
能
な
固
定
し
た
波
止
場
，
桟
橋
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
設
備
が
あ
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
係
留
用
の
施
設

 

70
9.

3.
3 

ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
（

ho
us

eb
oa

t）
 

し
ば
し
ば
内
海
の
一
つ
の
場
所
に
留
ま
り
，
恒
久
的
な
居
住
の
場
所
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
設
計
又
は
改
造
し
た
水
に
浮
く
甲
板
状

の
構
造
物

 

70
9.

31
 
目
的
，
電
力
供
給
及
び
構
成

 

70
9.

31
2 

導
体
の
配
列
及
び
接
地
系
統

 

70
9.

31
2.

2 
接
地
系
統
の
種
類

 

70
9.

31
2.

2.
1 

T
N
系
統

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
T

N
系
統
に
関
し
て
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
電
力
供
給
用
の
分
岐
回
路
に
は
，

PE
N
導
体
を
含
ん
で
は
な
ら

な
い
。

 

70
9.

31
3 

電
力
供
給

 

70
9.

31
3.

1.
2 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
公
称
供
給
電
圧
は
，
単
相

23
0 

V
以
下
又
は
三
相

40
0 

V
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

4 
安
全
保
護

 

70
9.

41
 
感
電
保
護

 

70
9.

41
1.

2 
基
本
保
護
に
関
す
る
要
求
事
項

 

70
9.

41
.B

.2
 
オ
ブ
ス
タ
ク
ル

 

 
オ
ブ
ス
タ
ク
ル
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

70
9.

 4
1.

B
 .3
 
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
へ
の
設
置

 

 
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
へ
の
設
置
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

70
9.

41
.C

.1
 
非
導
電
性
場
所

 

 
非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
，
ク
ラ
ス

0
機
器
の
使
用
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

70
9.

41
.C

.2
 
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護

 

 
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護
を
，
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

70
9.

41
3 

保
護
手
段
：
電
気
的
分
離

 

 
電
気
的
分
離
の
保
護
手
段
を
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
電
力
供
給
す
る
た
め
に
使
用
す
る
場
合
は
，
箇
条

41
3
の
す
べ
て
の
要
求
事
項

並
び
に

70
9.

41
3.

3.
2
及
び

70
9.

41
3.

3.
6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

41
3.

3.
2 

そ
の
回
路
へ
は
，

IE
C

 6
15

58
-2

-4
に
適
合
し
た
固
定
形
の
絶
縁
変
圧
器
を
介
し
て
電
力
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
絶
縁
変
圧
器
に
供
給
す
る
保
護
導
体
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
電
力
供
給
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
接
地
端
子
に
接
続
し
て
は
な
ら
な

い
。

 

 
注
記
 
附
属
書

A
参
照
。

 

70
9.

41
3.

3.
6 

 

 
次
の
文
章
を
追
加
す
る
。

 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
，
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

70
9.

51
2 

運
転
条
件
及
び
外
的
影
響

 

70
9.

51
2.

2 
外
的
影
響

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
注
記
 
マ
リ
ー
ナ
に
関
し
て
は
，
こ
の
部
に
お
い
て
腐
食
作
用
の
可
能
性
，
構
造
体
の
動
き
，
機
械
的
損
傷
，
可
燃
性
燃
料
の
存
在
及

び
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
感
電
の
危
険
が
増
加
す
る
こ
と
に
特
に
注
意
す
る
。

 

 
 
 
 
－
 
水
の
存
在

 

 
 
 
 
－
 
人
体
抵
抗
の
減
少

 

 
 
 
 
－
 
人
体
の
大
地
電
位
へ
の
接
触

 

70
9.

51
2.

2.
1.

1 
水
の
存
在
（

A
D
）

 

 
マ
リ
ー
ナ
で
は
，
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
外
的
影
響

に
従
っ
て
次
の
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
水
の
飛
ま
つ
（

A
D

4）
：
 
 
 

IP
X

4 
 

 
－
 
噴
流
（

A
D

5）
：
 
 
 
 
 
 

IP
X

5 

 
－
 
波
（

A
D

6）
：
 
 
 
 
 
 
 

IP
X

6 

70
9.

51
2.

2.
1.

2 
固
形
侵
入
物
の
存
在
（

A
E
）

 

 
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
の
保
護
等
級
は
，
極
小
物
体
（

A
E

3）
の
侵
入
に
対
し
て
保

護
す
る
た
め
に

IP
4X

以
上
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

51
2.

2.
1.

3 
腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在
（

A
F
）

 

 
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
大
気
中
に
腐
食
又
は
汚
染
物
質
が
存
在
（

A
F2
）
す
る

中
で
の
使
用
に
適
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
炭
化
水
素
が
存
在
す
る
場
合
は
，

A
F3

が
適
用
で
き
る
。

 

70
9.

51
2.

2.
1.

4 
衝
撃
（

A
G
）

 

桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
そ
の
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
機
械
的
損
傷
（
厳
し
さ
中

A
G

2
の
衝
撃
）
に
対

し
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
は
，
次
の
一
つ
以
上
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
機
器
の
位
置
又
は
場
所
は
，
す
べ
て
の
当
然
予
見
で
き
る
衝
撃
に
よ
る
損
傷
を
避
け
る
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
部
分
的
に
又
は
全
般
的
に
機
械
的
保
護
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                                         

                                       

1-18



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 
－
 
機
器
は
，
外
部
か
ら
の
機
械
的
衝
撃
に
対
す
る
最
低
の
保
護
等
級
で
あ
る

IK
07
（

IE
C

 6
22

62
参
照
）
に
応
じ
て
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

52
1 

配
線
方
法
の
種
類

 

70
9.

52
1.

7 
マ
リ
ー
ナ
の
配
線
方
法

 

70
9.

52
1.

7.
1 

次
の
配
線
方
法
は
，
マ
リ
ー
ナ
の
配
電
回
路
に
適
し
て
い
る
。

 

 
a)
 
地
中
ケ
ー
ブ
ル

 

 
b)
 
架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
c)
 
移
動
，
衝
撃
，
腐
食
及
び
周
囲
温
度
の
よ
う
な
外
的
影
響
を
考
慮
し
た
適
切
な
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
内
に
布
設
し
た
，
導
体
が
銅

で
，
熱
可
塑
性
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
の
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

 

 
d)
 
塩
化
ビ
ニ
ル
保
護
被
覆
を
も
つ

M
Iケ

ー
ブ
ル

 

 
e)
 
熱
可
塑
性
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
の
が
い
（
鎧
）
装
ケ
ー
ブ
ル

 

 
f)
 

a)
 ～

 e
) 
に
掲
げ
た
も
の
と
同
等
以
上
に
適
切
な
他
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
材
料

 

70
9.

52
1.

7.
2 

次
の
配
線
方
法
は
，
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
そ
の
上
部
で
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
a)
 
例
え
ば
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の
表

52
-3
の
項
目
番
号

35
及
び

36
の
施
設
方
法
の
よ
う
に
，
自
由
空
間
で
支
持
線
か
ら
吊
り
下

げ
る
か
又
は
支
持
線
に
組
み
込
ん
だ
架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
b)
 
例
え
ば
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の
表

52
-3
の
項
目
番
号

4
及
び

6
の
施
設
方
法
の
よ
う
に
，
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

な
ど
の
中
に
布
設
し
た
絶
縁
電
線

 

 
c)
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
の
ケ
ー
ブ
ル

 

 
d)
 

M
Iケ

ー
ブ
ル

 

70
9.

52
1.

7.
3 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
は
，
浮
遊
構
造
体
の
潮
の
干
満
及
び
他
の
動
き
に
よ
る
機
械
的
損
傷
を
防
止
す
る
よ

う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
は
，
水

/結
露
の
排
水
，
例
え
ば
導
水
路
及
び

/又
は
排
水
孔
を
考
慮
し
て
布
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

52
1 .

7.
4 

地
中
ケ
ー
ブ
ル

 

 
地
中
配
電
路
は
，
機
械
的
保
護
を
追
加
し
な
い
限
り
，
例
え
ば
自
動
車
の
動
き
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
十
分

な
深
さ
に
埋
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
こ
の
要
求
事
項
を
満
た
す
最
小
深
さ
は
，
通
常

0.
5 

m
と
見
做
す
。

 

  
注
記

2 
地
中
に
埋
設
す
る
電
線
管
方
式
は
，

IE
C

 6
13

86
-2

4
を
参
照
の
こ
と
。

 

 70
9.

52
1.

7.
5 

架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
す
べ
て
の
架
空
電
線
は
，
絶
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
架
空
線
用
の
電
柱
又
は
他
の
支
持
物
は
，
自
動
車
の
す
べ
て
の
予
想
さ
れ
る
動
き
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
か
又

は
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
架
空
電
線
は
，
自
動
車
が
通
る
す
べ
て
の
場
所
で
は
地
上

6 
m
以
上
，
ま
た
，
こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
場
所
で
は
地
上

3.
5 

m
以
上
の

高
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

53
.1
 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
の
た
め
の
装
置

 

70
9.

53
1.

2 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
s）

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
定
格
電
流

63
Ａ
以
下
の
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                                    70
9.

53
.1
 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
の
た
め
の
装
置

 

70
9.

53
1.

2 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
s）

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，
定
格
感
度
電
流

30
m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，

中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                                   70
9.

53
1.

2 
は
、

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
後
は
、
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
の
値

を
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
格
電
流
が

63
A
以
下
の
場

1-19



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 
定
格
電
流

63
Ａ
超
過
の
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，
定
格
感
度
電
流

30
0 

m
A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
選
定
に
あ
た
っ
て
は
，
例
え
ば
，
タ
イ
プ
Ｓ
の
漏
電
遮
断
器
の
使
用
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
へ
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
固
定
接
続
を
意
図
し
た
分
岐
回
路
は
す
べ
て
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮

断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

  70
9.

53
3 

過
電
流
保
護
の
た
め
の
装
置

 

次
の
適
用
を
加
え
る
：

 

 
ど
の
コ
ン
セ
ン
ト
も
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
要
求
事
項
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
装
置
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
へ
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
固
定
接
続
の
た
め
の
分
岐
回
路
は
す
べ
て
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
要
求
事
項
に
従
っ
た

過
電
流
保
護
装
置
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

70
9.

53
6.

2 
断
路

 

70
9.

53
6.

2.
1 

一
般
事
項

 

70
9.

53
6.

2.
1.

1 
一
つ
以
上
の
断
路
手
段
を
，
各
分
電
盤
ご
と
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
装
置
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て

の
充
電
用
導
体
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
 
そ
の
他
の
機
器

 

70
9.

55
.1
 
コ
ン
セ
ン
ト
の
一
般
事
項

 

70
9.

55
.1

.1
 
定
格
電
流

63
 A

以
下
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IE
C

 6
03

09
-2
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
格
電
流

63
 A

を
超

え
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IE
C

 6
03

09
-1
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IP
44

以
上
の
保
護
等
級
に
合
致
す
る
か
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
保
護
を
施
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
記
号

A
D

5
又
は

A
D

6
が
適
用
さ
れ
る
場
所
で
は
，
保
護
等
級
は
，
そ
れ
ぞ
れ

IP
X

5
又
は

IP
X

6
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
.1

.2
 
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，
電
力
を
供
給
す
べ
き
停
泊
位
置
の
で
き
る
だ
け
近
く
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
コ
ン
セ
ン
ト
は
，
分
電
盤
又
は
分
離
し
た
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
.1

.3
 
長
い
接
続
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
，
一
つ
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

4

個
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
マ
リ
ー
ナ
内
の
各
コ
ン
セ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
隣
接
し
て
設
置
す
べ
き
注
意
書
き
に
関
し
て
，
附
属
書

B
を
参
照
の
こ
と
。

 

70
9.

55
.1

.4
 
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

1
艘
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
だ
け
に
電
力
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

70
9.

55
.1

.5
 
一
般
に
，
定
格
電
圧

20
0 

V
－

25
0 

V
で
定
格
電
流

16
 A

の
単
相
コ
ン
セ
ン
ト
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
よ
り
大
き
な
電
力
需
要
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
，
よ
り
大
き
な
定
格
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
て
も
よ
い
。

 

70
9.

55
.1

.6
 
固
定
し
た
桟
橋
，
又
は
ふ
頭
及
び
浮
き
桟
橋
上
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，
適
切
な
手
段
を
講
じ
な
い
限
り
，
飛
ま
つ
及

び
/又

は
水
没
の
影
響
を
避
け
る
よ
う
な
位
置
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

   

 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
へ
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
固
定
接
続
を
意
図
し
た
分
岐
回
路
は
す
べ
て
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮

断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

      

合
と

63
A
超
過
の
場
合
と
に
分
け
て
規
定
し
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

漏
電
遮
断
器
は
、
使
用
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
格

電
流
に
見
合
っ
た
定
格
感
度
電
流
の
も
の
を
選

定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
保
安
レ
ベ
ル
を

下
げ
る
も
の
で
は
な
く
、
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

27
2
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

 
可

 

                               

1-20



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

附
属
書

A
 

（
参
考
）

 

マ
リ
ー
ナ
に
お
い
て
電
源
を
得
る
方
法
の
例

 

  
 

          

注
記
 
図

70
9A

.1
～
図

70
9A

.5
で
は
，
機
能
的
開
閉
器
は
示
し
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
 
岸
へ
の
保
護
導
体
中
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
に
起
因
す
る
電
食
の
危
険
が
あ
る
。

 

図
70

9A
.1
－
単
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

 

             
 
 
船
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金
属
部
分
と

の
間
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

図
70

9.
A

.2
－
船
上
の
絶
縁
変
圧
器
に
よ
る
単
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

     

                                       

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 

岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

 

P
E

 

船
船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ

 

3
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

漏
電

 

遮
断
器

 

過
電
流

 

保
護
装
置

 

岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

3
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

P
E

 

船
 

 
船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ
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岸
へ
の
保
護
導
体
中
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
に
起
因
す
る
電
食
の
危
険
が
あ
る
。

 

図
70

9A
.3
－
三
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

            
 
 
 
 

 

船
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金
属
部
分
と

の
間
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

図
70

9.
A

.4
－
船
上
の
絶
縁
変
圧
器
に
よ
る
三
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

         

                                       

岸
 

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 

船
 

漏
電
遮
断

器
 

5
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

P
E

 

船
 

船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ

 

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

 

5
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

P
E

 

船
 

船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
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分
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船
上
の
電
源
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金

属
部
分
と
の
間
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

 
 
 
絶
縁
変
圧
器
の
各
二
次
巻
線
に
接
続
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

1
個
だ
け
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
水
に
接
し
て
い
る
船
の
金
属
部
分
は
，
船
の
保
護
導
体
へ
電
気
的
に
接
続
す
る
。

 

図
70

9A
.5
－
岸
側
に
設
置
し
た
絶
縁
変
圧
器
を
介
し
た
単
相
電
源
へ
の
接
続

 

  

附
属
書

B
 

（
参
考
）

 

マ
リ
ー
ナ
に
設
置
す
る
使
用
説
明
注
意
書
の
例

 

 B
.1
 
マ
リ
ー
ナ
の
管
理
者
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
電
源
へ
接
続
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
操
縦
者
の
す

べ
て
に
，
こ
の
使
用
説
明
書
の
最
新
の
写
し
を
提
供
す
る
と
と
も
に
，
電
力
供
給
場
所
の
す
べ
て
に
こ
の
使
用
説
明
注
意
書
の
最
新
の
，

明
瞭
で
読
み
や
す
く
，
か
つ
，
耐
候
性
の
あ
る
写
し
を
備
え
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 

B
.2
 
使
用
説
明
注
意
書
は
，
そ
の
国
の
国
語
及
び
英
語
で
併
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

B
.3
 
使
用
説
明
注
意
書
は
，
最
小
限
次
の
こ
と
を
記
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

岸
側
電
源
へ
の
接
続
説
明
書

 

こ
の
マ
リ
ー
ナ
は
，
岸
側
の
電
源
へ
の
接
地
を
施
し
た
直
接
の
接
続
を
備
え
て
い
る
。

 

一
般
事
項

 

ａ
) 

岸
側
電
源
か
ら
あ
な
た
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
あ
る
電
気
系
統
を
絶
縁
す
る
た
め
の
絶
縁
変
圧
器
が
船
側
に
設
置

し
て
い
な
け
れ
ば
，
あ
な
た
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
損
傷
す
る
電
食

(電
気
分
解

)の
危
険
が
増
加
す
る
。

 

b)
 
こ
の
マ
リ
ー
ナ
で
の
供
給
は
，
 
 
 
 

1 ）
V
，
 
 
 
 

1 ）
H

z 
（
一
般
的
に
は
単
相

23
0 

V
 5

0 
H

z 
及
び
三
相

40
0 

V
 5

0 

H
z）

で
あ
り
，

IE
C

 6
03

09
-2
に
適
合
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
供
給
す
る
。

 

c)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
接
続
器
が
，
接
続
及
び
切
り
離
し
時
に
水
中
に
落
下
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
手
段
を
と
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

d)
 
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
接
続
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
か
ら
の
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
行
う
こ
と
が
望

             

過
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流

 

保
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装
置

 

岸
 

船
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電
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心
可
と
う
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す
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ま
し
い
。

 

e)
 

1
個
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
は
，

1
艘
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
だ
け
を
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

f)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
は
，
損
傷
が
な
く
接
続
の
な
い

1
本
の
も
の
が
望
ま
し
く
，
ま
た
，
接
続
器
は
よ
い
状
態
の
も

の
が
望
ま
し
い
。

 

g)
 

 プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
内
の
湿
度
，
ほ
こ
り
及
び
塩
分
は
重
大
な
危
険
と
な
り
得
る
。

 

器
具
用
プ
ラ
グ
受
を
点
検
す
る
こ
と
：
必
要
な
ら
ば
，
マ
リ
ー
ナ
の
岸
側
の
電
源
か
ら
の
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
の
プ
ラ

グ
を
差
し
込
む
前
に
清
掃
し
，
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

 

h)
 
修
理
又
は
変
更
を
行
う
こ
と
は
慣
れ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
危
険
で
あ
る
。
何
ら
か
の
困
難
が
発
生
し
た
と
き
は
，
マ

リ
ー
ナ
管
理
者
に
相
談
の
こ
と
。

 

着
岸
時

 

a)
 
係
留
す
る
前
に
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
す
べ
て
の
電
気
使
用
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と
。

 

b)
 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
及
び
そ
の
接
続
器
が
損
傷
し
て
い
な
い
か
及
び
よ
い
状
態
に
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
点
検
を
す
る

こ
と
。

 

c)
 
最
初
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
で
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
し
て
，
そ
れ
か
ら
岸
側
の
電
源
に
接
続

す
る
こ
と
。

 

d)
 
損
傷
を
受
け
な
い
場
所
に
ケ
ー
ブ
ル
を
置
く
こ
と
及
び
人
が
つ
ま
づ
く
危
険
が
な
い
こ
と
。

 

離
岸
時

 

a)
 

 プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
す
べ
て
の
電
気
使
用
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と
。

 

b)
 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
岸
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
取
り
外
し
，
そ
の
後
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受

か
ら
取
り
外
す
こ
と
。

 

c)
 
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
た
め
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
に
あ
る
ふ
た
を
元
に
戻
す
こ
と
。

 

d)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
巻
き
取
る
こ
と
，
接
続
器
に
汚
れ
が
な
く
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
そ
し
て

損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
な
乾
燥
し
た
場
所
に
ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す
る
こ
と
。

 

１
）
 
マ
リ
ー
ナ
管
理
者
が
記
入
す
る
こ
と
。

 

  

附
属
書

C
 

（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
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検
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IE
C

 6
03

64
-7

-7
14
 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
71

4
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
屋
外
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

: 
20

11
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

  70
0.

1
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は

置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
71

4
部
を
示

す
固
有
番
号
（

71
4）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

  71
4.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
規
格
の
特
別
要
求
事
項
は
，
固
定
形
屋
外
設
備
の
一
部
を
構
成
す
る
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。

 
屋
外
照
明
設
備
の
源
点
は
，
電
力
供
給
当
局
に
よ
る
電
力
の
需
給
点
又
は
屋
外
照
明
設
備
専
用
の
電
力
供
給
回
路
の
源
点
で
あ
る
。

 

こ
の
要
求
事
項
は
，
例
え
ば
，
道
路
，
公
園
，
庭
園
，
公
共
の
場
所
，
運
動
場
，
記
念
物
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
投
光
照
明
，
公
衆

電
話
室
，
バ
ス
待
合
室
，
広
告
パ
ネ
ル
，
市
街
案
内
図
及
び
道
路
標
識
の
照
明
設
備
に
適
用
す
る
。

 

こ
の
要
求
事
項
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

―
 
公
共
電
力
網
の
部
分
で
あ
る
公
共
道
路
照
明
設
備
。

 

―
 
装
飾
用
臨
時
照
明
設
備
。

 

―
 
道
路
交
通
信
号
設
備
。

 

―
 
建
築
物
の
外
部
に
固
定
し
，
そ
の
建
築
物
の
屋
内
配
線
か
ら
直
接
電
気
を
供
給
す
る
照
明
設
備
。

 

水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
用
の
照
明
設
備
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02

を
参
照
。

 

 

      71
4.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規
格

は
，
そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14
 

E
d.

1（
: 1

99
6）

 
建
築
電
気
設
備

 
第

7
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
第

71
4
節
：
屋
外
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
の
規
格
は
，

19
96

年
に
第

1
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

, 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs
－

Pa
rt7

 :
 

R
eq

ui
re

m
en

ts
fo

r s
pe

ci
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
r l

oc
at

io
ns
－

Se
ct

io
n 

71
4 

: E
xt

er
na

l l
ig

ht
in

g 
in

st
al

la
tio

n
を
翻
訳
し
，
技
術
的
内
容
及
び
規
格
票

の
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。
そ
の
た
め
，
箇
条
番
号
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

に
よ
る
。

 

 70
9.

0 
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
03

64
の
一
般
要
求
事
項
の
幾
つ
か
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は
置
き
換
え
る
。
第

71
4
節
の
番
号
に
続

く
番
号
は
，

IE
C

 6
03

64
の
対
応
す
る
部
，
章
，
節
又
は
箇
条
の
番
号
で
あ
る
。
章
，
節
又
は
箇
条
が
な
い
場
合
は
，

IE
C

 6
03

64
の
一

般
要
求
事
項
が
適
用
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

 71
4.
 
屋
外
照
明
設
備

 

 71
4.

1 
適
用
範
囲
，
目
的
及
び
基
本
原
則

 

71
4.

11
 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
規
格
は
，
固
定
形
屋
外
照
明
設
備
を
取
り
扱
う
。

 

 
 

 

備
考
 
屋
外
照
明
は
，
建
築
物
の
外
部
に
施
設
す
る
照
明
器
具
，
配
線
設
備
及
び
配
線
器
具
類
か
ら
な
る
。

 

 
こ
の
要
求
事
項
は
，
主
に
次
の
も
の
に
適
用
す
る
。

 

 
 
―
 
例
え
ば
，
道
路
，
公
園
，
庭
園
，
公
共
の
場
所
及
び
運
動
場
用
の
照
明
設
備
，
記
念
物
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
並
び
に
投
光

照
明
。

 

―
 
公
衆
電
話
室
，
バ
ス
待
合
室
，
広
告
パ
ネ
ル
，
市
街
案
内
図
，
道
路
標
識
の
よ
う
な
，
照
明
を
組
み
込
ん
だ
そ
の
他
の
設
備
。

 

こ
れ
ら
の
規
定
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

―
 
公
共
電
力
網
の
部
分
で
あ
っ
て
，
か
つ
，
安
全
に
関
し
て
責
任
が
あ
り
，
ま
た
す
べ
て
の
必
要
な
手
段
を
行
う
公
共
電
力
供

給
当
局
が
運
用
す
る
公
共
照
明
設
備
。

 

―
 
装
飾
用
臨
時
照
明
設
備
。

 

―
 
道
路
交
通
信
号
設
備
。

 

―
 
建
築
物
の
外
部
に
固
定
し
，
そ
の
建
築
物
の
屋
内
配
線
か
ら
直
接
電
気
を
供
給
す
る
照
明
設
備
。

 

 
 
 
 
水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
用
の
照
明
設
備
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-7
-7

02
を
参
照
。

 

 71
4.

2 
引
用
規
格

 

 
次
の
規
格
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-7
-7

14
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
規
定
を
含
ん
で
い
る
。
出
版
時
に
明
示
し
て
い
る
版
号
が
有
効
で
あ

る
が
，
す
べ
て
の
規
格
は
改
正
さ
れ
る
の
で
，

JI
S 

C
 6

03
64

-7
-7

14
の
関
係
者
は
，
次
の
規
格
の
最
新
の
も
の
を
調
査
し
適
用
す
る
こ
と

                 71
4.

1
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の
用
語
の
定
義

71
4.

13
.1

を
改
正
後
の

71
4.

1
の
第
２
節
に
移
行
し
て
規
定
文
と
し
，
改

正
前
の
備
考
を
削
除
し
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

文
章
を
整
理
し
た
だ
け
で
内
容
に
変
更
が
な
い

の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

          

1-25



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1：

20
05
 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
41

 :
 P

ro
te

ct
io

n 
fo

r 
sa

fe
ty
－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t e
le

ct
ric

 sh
oc

k（
ID

T
）

 

 
JI

SC
 6

03
64

-5
-5

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
51

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
一
般
事
項

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1：

20
05
 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

5-
51

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

C
om

m
on

 ru
le

s（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

 2
00

1，
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
－

Pa
rt 

5-
53
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

Is
ol

at
io

n,
 sw

itc
hi

ng
 a

nd
 c

on
tro

l (
ID

T 
) 

 

           71
4.

4 
安
全
保
護

 

71
4.

41
 
感
電
保
護

 

71
4.

41
0.

3 
一
般
要
求
事
項

 

71
4.

41
0.

3.
6 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1（

: 2
00

5）
の
附
属
書

C
に
示
す
非
導
電
性
場
所
及
び
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
保
護
手
段

は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

      

    71
4.

41
1 

保
護
手
段
：
電
源
の
自
動
遮
断

 

71
4.

41
1.

3.
1 

保
護
接
地
及
び
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

を
推
奨
す
る
。

 

 
IE

C
，

IS
O
へ
加
盟
し
て
い
る
各
国
機
関

(日
本
の
場
合
は
日
本
工
業
標
準
調
査
会

)は
，
最
新
の
有
効
な
国
際
規
格
を
保
持
し
て
い
る
。

 
JI

S 
C

 6
03

64
-1
：

20
0X

 
建
築
電
気
設
備
 
第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
，
用
語
の
定
義
の

30
節
：
一
般
特
性
の
評

価
 

 
 
備
考
 

IE
C

 6
03

64
-1
：

20
01
 

E
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
  

Pa
rt 

1 
: 

Fu
nd

am
en

ta
l 

pr
in

ci
pl

es
, a

ss
es

sm
en

t 
of

 g
en

er
al

 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s, 
de

fin
iti

on
s－

30
 a

ss
es

sm
en

t o
f g

en
er

al
 c

ha
ra

ct
er

is
tic

s
が
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

 
JI

SC
60

36
4-

7-
70

2：
20

00
 
建
築
電
気
設
備
 
第

7
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－
第

70
2
節
：
水
泳
プ
ー

ル
及
び
そ
の
他
の
水
槽

 

 
 
備
考
 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02
：

19
97
 

El
ec

tri
ca

l 
in

st
al

la
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
  

Pa
rt 

7 
:R

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 s
pe

ci
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns
－

Se
ct

io
n 

70
2 

: S
w

im
m

in
g 

po
ol

s a
nd

 o
th

er
 b

as
in

s 
が
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

 
JI

S 
C

 8
10

5-
1:

20
00
 
照
明
器
具
－
第

1
部
：
安
全
性
要
求
事
項
通
則

 

 
備
考
 

IE
C

 6
05

98
-1
：

19
92

 L
um

in
ai

re
s－

Pa
rt 

1 
: G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 a

nd
 te

st
s 
が
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

71
4.

13
 
用
語
の
定
義

 

71
4.

13
.1
 
屋
外
照
明
設
備
の
源
点
（

O
ri

gi
n 

of
 th

e 
ex

te
rn

al
 li

gh
tin

g 
in

st
al

la
tio

n）
 

 
屋
外
照
明
設
備
の
源
点
は
，
電
力
供
給
当
局
に
よ
る
電
力
の
需
給
点
，
又
は
屋
外
照
明
設
備
専
用
に
電
気
を
供
給
す
る
回
路
の
源
点
で

あ
る
。

 

71
4.

13
.2
 
照
明
器
具
（

L
um

in
ai

re
）

 

 
1
個
以
上
の
ラ
ン
プ
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
光
を
，
分
配
し
，
ろ
光
し
又
は
変
換
す
る
も
の
で
，
ラ
ン
プ
そ
れ
自
身
以
外
の
ラ
ン
プ
の
支

持
，
固
定
及
び
保
護
に
必
要
な
す
べ
て
の
部
品
並
び
に
電
源
に
接
続
す
る
た
め
の
手
段
と
と
も
に
必
要
な
回
路
補
助
物
を
も
つ
装
置
。

 

 71
4.

4 
安
全
保
護

 

71
4.

41
 
感
電
保
護

 

 71
4.

41
3 

間
接
接
触
保
護

 

 
非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
及
び
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

            71
4.

41
3.

1 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

 
近
接
し
て
い
る
が
屋
外
照
明
設
備
の
一
部
で
は
な
い
金
属
性
構
造
物

(さ
く
，
格
子
な
ど
の
よ
う
な

)は
，
接
地
端
子
に
接
続
す
る
必
要

                       71
4.

41
0.

3.
6
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

41
3
の
規
定
内
容
を
改
正
後
の

71
4.

41
0.

3.
6
に
移
行
し
た
。

{改
正
前
の

IE
C

 

60
36

4-
4-

41
の

41
3.

3 
(非

導
電
性
場
所
に
よ
る
保

護
）
及
び

41
3.

4 
(非

接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護

) 
に
関
す
る
規
定
は
，
改
正

後
の

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
の
附
属
書

C
に
移
行
さ
れ

た
。

} 

【
整
合
性
評
価
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を

下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

  

1-26



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

71
4.

41
1.

3.
1.

2 
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

露
出
導
電
性
部
分
で
は
な
く
，
か
つ
，
屋
外
照
明
設
備
の
一
部
で
は
な
い
金
属
性
構
造
物
（
さ
く
，
格
子
な
ど
の
よ
う
な
）
は
，
接
地

端
子
に
接
続
す
る
必
要
な
な
い
。

 

        71
4.

41
1.

3.
3 

追
加
保
護

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

公
衆
電
話
室
，
バ
ス
待
合
室
，
広
告
パ
ネ
ル
，
市
街
案
内
図
及
び
類
似
の
設
備
内
に
照
明
を
組
み
込
ん
だ
機
器
は
，
定
格
感
度
電
流

30
 m
Ａ
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
追
加
保
護
（

IE
C

60
36

4-
4-

41
，

41
5.

1
も
参
照
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

        71
4.

41
 
附
属
書

A
 
基
本
保
護
に
関
す
る
保
護
手
段

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
照
明
器
具
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
及
び
照
明
設
備
は
，
工
具
又
は
か
ぎ
を
使
わ
ず
に
充
電
部
へ
接
近
す
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
，
た
だ
し
，
照
明
器
具
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
及
び
照
明
設
備
が
熟
練
者
又
は
技
能
者
だ
け
が
接
近
可
能
な
場
所
に
あ
る
場
合
は
こ
の

限
り
で
な
い
。

 

 
電
気
機
器
へ
の
接
近
入
口
と
な
り
，
か
つ
地
上

2.
5m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
扉
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
で
施
錠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
扉
を
開
い
た
と
き
，
構
造
若
し
く
は
施
設
方
法
に
よ
る
保
護
等
級

IP
X

X
B
若
し
く
は

IP
2X

以
上
の
機
器
を
使
用
す
る
か
，
又

は
同
等
の
保
護
等
級
を
提
供
す
る
バ
リ
ア
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
を
設
け
る
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
，
充
電
部
へ
の
接
触
保
護
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
地
上

2.
8m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
照
明
器
具
に
あ
っ
て
は
，
光
源
へ
の
接
近
は
，
工
具
の
使
用
を
必
要
と
す
る
バ
リ
ア
又
は
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
を
取
り
外
し
た
後
に
限
り
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  71
4.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

71
4.

51
 
一
般
事
項

 

は
な
い
。

 

          
 

 

71
4.

11
の
第

2
イ
ン
デ
ン
ト
に
掲
げ
る
よ
う
な
照
明
を
組
み
込
ん
だ
設
備
は
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

Ａ
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
保
護

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
人
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
は
な
い
そ
の
よ
う
な
設
備
の
照
明
に
は
，
直
接
接
触
に
対
す
る
追
加
保
護

と
し
て
保
護
装
置
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

         71
4.

41
2 

直
接
接
触
保
護

 

 
電
気
機
器
の
す
べ
て
の
充
電
部
は
，
絶
縁
に
よ
る
か
，
又
は
無
意
識
な
若
し
く
は
意
識
的
な
直
接
接
触
を
防
止
す
る
バ
リ
ア
若
し
く
は

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
っ
て
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
接
近
可
能
な
充
電
部
を
収
め
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
で
施
錠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
熟

練
者
又
は
技
能
者
だ
け
が
接
近
可
能
な
場
所
に
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
電
気
機
器
へ
の
接
近
入
口
と
な
り
，
か
つ
地
表
上

2.
5m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
扉
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
で
施
錠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
扉
を
開
い
た
と
き
，
構
造
若
し
く
は
施
設
方
法
に
よ
る
保
護
等
級

IP
2X

若
し
く
は

IP
X

X
B
以
上
の
機
器
を
使
用
す
る
か
，
又

は
同
等
の
保
護
等
級
を
提
供
す
る
バ
リ
ア
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
を
設
け
る
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
，
直
接
接
触
保
護
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
地
表
上

2.
8m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
照
明
器
具
に
あ
っ
て
は
，
光
源
へ
の
接
近
は
，
工
具
の
使
用
を
必
要
と
す
る
バ
リ
ア
又
は
エ
ン
ク

ロ
ー
ジ
ャ
を
取
り
外
し
た
後
に
限
り
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    

71
4.

41
1.

3.
1.

2
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

41
3.

1
の
第

1
文
節
を
改
正
後
の

71
4.

41
1.

3.
1.

2
に
移
行
し

,文
章
の
一
部
を
整
理
し

た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

文
章
を
整
理
し
た
だ
け
で
内
容
に
変
更
が
な
い

の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
4.

41
1.

3.
3
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

41
3.

1
の
第

3
文
節
を
改
正
後
の

71
4.

41
1.

3.
3
に
移
行
し
，
文
章
の
一
部
を
整
理
し

た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

文
章
を
整
理
し
た
だ
け
で
内
容
に
変
更
が
な
い

の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
4.

41
 
附
属
書

A
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

41
2
を
改
正
後
の

71
4.

41
に
移
行

し
，
文
章
の
一
部
を
整
理
し
た
。
改
正
前
の
「
直

接
保
護
」
は
，
改
正
後
の
附
属
書

A
（
基
本
保
護

の
た
め
の
保
護
手
段
の
要
素
）
に
改
正
さ
れ
て
い

る
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

文
章
を
整
理
し
た
だ
け
で
内
容
に
変
更
が
な
い

の
で
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

  

1-27



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

71
4.

51
2 

運
転
条
件
及
び
外
的
影
響

 

71
4.

51
2.

2 
外
的
影
響

 

71
4.

51
2.

2.
1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

周
囲
温
度
及
び
気
候
条
件
に
関
す
る
外
的
影
響
の
等
級
分
類
は
，
そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。
一
般
的
に
次
の
分
類
を
推
奨
す
る
。

 

 
－
 
周
囲
温
度
：
－

40
℃
～
＋

5℃
（

A
A

2）
及
び
－

5℃
～
＋

40
℃
（

A
A

4）
 

 
－
 
気
候
条
件
（
相
対
湿
度
）：

10
％
～

10
0％

（
A

B
2）

及
び

5％
～

95
％
（

A
B

4）
 

 
次
の
外
的
影
響
に
関
す
る
分
類
は
，
最
低
要
求
事
項
で
あ
る
。

 

 
－
 
水
の
存
在
：

A
D

3（
散
水
）

 

 
－
 
侵
入
固
形
物
の
存
在

A
E

2（
小
物
体
）

 

 
外
的
影
響
の
そ
の
他
の
条
件
の
等
級
分
類
は

,そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。

 

 
注
記
 
外
的
影
響
そ
の
他
の
等
級
分
類
は
，
例
え
ば
，
腐
食
物
質
，
機
械
的
衝
撃
，
太
陽
放
射
な
ど
の
あ
る
一
定
条
件
を
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
（

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1
参
照
）。

 

 次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
4.

51
2.

2.
10

5 

電
気
機
器
は
，
そ
の
構
造
に
よ
る
か
又
は
施
設
方
法
に
よ
っ
て
，
保
護
等
級

IP
33

以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
あ
る
場
合
に
は
，
運
転
条
件
又
は
清
掃
条
件
に
よ
っ
て
，
よ
り
高
い
保
護
等
級
を
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
注
記

2 
照
明
器
具
の
構
造
及
び
安
全
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

   71
4.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

71
4.

53
6.

2 
断
路

 

71
4.

53
6.

2.
1 

一
般
事
項

 

71
4.

53
6.

2.
1.

1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
す
べ
て
の
回
路
は
，

53
6.

1.
2
の
規
定
を
除
い
て
，
充
電
用
導
体
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
個
別
に
断
路
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

           

  71
4.

32
 
外
的
影
響
の
等
級
分
類

 

 
周
囲
温
度
及
び
気
候
条
件
に
関
す
る
外
的
影
響
の
等
級
分
類
は
，
そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。
通
常
，
次
の
等
級
分
類
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

 

 
 
―
 
周
囲
温
度
：

A
A

2
及
び

A
A

4（
－

40
 ℃

～
＋

40
 ℃

）
 

―
 
気
候
条
件
：

A
B

2
及
び

A
B

4（
相
対
湿
度

5 
％
～

10
0 
％
）

 

 
次
の
外
的
影
響
に
関
し
て
示
す
等
級
分
類
が
，
最
低
要
求
事
項
で
あ
る
。

 

―
 
水
の
存
在
：

A
D

3（
散
水
）

 

―
 
侵
入
固
形
物
の
存
在
：

A
E

2（
小
動
物
）

 

 
外
的
影
響
の
そ
の
他
の
条
件
の
等
級
分
類
は
，
そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。

 

 
 
備
考
 
外
的
影
響
の
そ
の
他
の
等
級
分
類
は
，
例
え
ば
，
腐
食
物
質
，
機
械
的
衝
撃
，
太
陽
放
射
な
ど
は
，
あ
る
一
定
条
件
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
（

JI
S 

C
 6

03
64

-1
参
照
）。

 

  71
4.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

71
4.

51
 
共
通
規
定

 

 
電
気
機
器
は
，
そ
の
構
造
に
よ
る
か
又
は
設
置
方
法
に
よ
っ
て
，
保
護
等
級

IP
33

以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
備
考
 
あ
る
場
合
に
は
，
運
転
条
件
又
は
清
掃
条
件
に
よ
っ
て
，
よ
り
高
い
保
護
等
級
を
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
照
明
器
具
に
つ
い
て
は
，
例
え
ば
，
住
宅
地
域
及
び
田
園
地
域
に
お
け
る
よ
う
に
，
汚
染
の
危
険
を
無
視
し
得
る
場
合
，
並
び
に
照
明

器
具
が
地
表
上

2.
5 

m
を
超
え
る
高
さ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
保
護
等
級

IP
23

で
十
分
で
あ
る
。

 

 
照
明
器
具
の
構
造
及
び
安
全
の
要
求
事
項
は

JI
S 

C
 8

10
5
に
示
す
｡ 

            

  71
4.

51
2.

2.
1
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

32
を
改
正
後
の

71
4.

51
2.

2.
1
に
移

行
し
た
も
の
で
規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

     71
4.

51
2.

2.
10

5
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の

71
4.

51
を
改
正
後
の

71
4.

51
2.

2.
10

5

に
移
行
し
，
文
章
の
一
部
を
整
理
し
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

注
記
の
一
部
を
整
理
し
た
だ
け
で
，
保
安
レ
ベ
ル

を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
4.

53
6.

2.
1.

1
は

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
後
は
，「

TN
-C

系
統
の

PE
N

導
体
を
除
く

全
て
の
回
路
が
，
充
電
用
導
体
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

個
別
に
断
路
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

の
箇

条
が
追
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
安
上
の
理
由
か
ら
，
電
気
設
備
の
す
べ
て
ま
た

は
一
部
を
す
べ
て
の
電
源
か
ら
分
離
す
る
こ
と

に
よ
り
，
電
気
設
備
の
す
べ
て
又
は
分
離
し
た
部

分
を
，
無
電
圧
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で

あ
り
，
保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。

 

な
お
，

71
4.

53
6.

2.
1.

1
で
言
う
「

53
6.

1.
2
の
規
定
」

1-28



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

      

附
属
書

A
（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

 

  

と
は

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3
の

53
6.

1.
2「

T
N

-C
系
統

に
お
い
て
は
，

PE
N
導
体
は
断
路
又
は
開
閉
し
て

は
な
ら
な
い
。」

を
指
す
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 1-29



 

電
技
解
釈
第

21
8
条
の
改
正
案
の
作
成
に
関
す
る
検
討

（
改
正
規
格
の
場
合
）

 
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15
 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
71

5
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

: 2
01

1
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成

を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

 70
0.

1
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は

置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
71

5
部
を

示
す
固
有
番
号
（

71
5）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

  71
5.

1 
適
用
範
囲

 

こ
の
部
の
特
別
要
求
事
項
は
，
定
格
電
圧
が
交
流

50
V

 以
下
又
は
直
流

12
0V

 以
下
の
電
源
か
ら
供
給
す
る
特
別
低
電
圧
照
明
設
備

に
適
用
す
る
。

 

注
記

 1
. 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
定
義
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 8

l0
5
を
参
照
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

2.
 
交
流
電
圧
は
，
実
効
値
で
示
す
。

 

注
記

3 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
を
，
次
に
示
す
。

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
は
，

IS
O

/I
E

C
 G

ui
de

 2
1 
に
基
づ
き
，

ID
T

(一
致
し
て
い
る

)，
M

O
D

(修
正
し
て
い
る

)，

N
E

Q
(同

等
で
な
い

)と
す
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

:1
99

9,
 E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

7-
71

5 
R

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 s
pe

ci
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns

 
- 

E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
R

eq
ui

re
m

en
ts

 
fo

r 
sp

ec
ia

l 
in

st
al

la
tio

ns
 

or
 

lo
ca

tio
ns

 
– 

E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
 

lig
ht

in
g 

in
st

al
la

tio
ns

 （
ID

T
）

 

 71
5.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規

格
は
，
そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1：

20
05

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
41

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t e
le

ct
ric

 sh
oc

k（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2：

20
10

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
42

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t t
he

rm
al

 e
ff

ec
ts
（

ID
T）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15
 
（

: 1
99

9）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
71

5
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
の
規
格
は
，

19
99

年
に
第

1
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15
，

E
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
―

Pa
rt 

7-
71

5:
R

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r s

pe
ci

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

r l
oc

at
io

ns
―

E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
 li

gh
tin

g 
in

st
al

la
tio

ns
を
翻
訳
し
，
技
術
的
内
容
及
び
規

格
票
の
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。

 

は
じ
め
に

 

 
JI

S 
C

 0
36

4
の
こ
の
部
分
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 0

36
4
の
一
般
要
求
事
項
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は
置
き
換
え
る
。

 

箇
所
番
号
は

JI
S 

C
 0

36
4
の
様
式
及
び
対
応
す
る
引
用
規
格
に
従
っ
て
い
る
。

 

7-
71

5
の
固
有
番
号
で
あ
る

71
5
に
続
く
番
号
は
，

JI
S 

C
 0

36
4
の
対
応
す
る
部
分
又
は
箇
条
の
番
号
で
あ
る
。

 

部
又
は
箇
条
が
な
い
部
分
は
，

JI
S 

C
 0

36
4
の
一
般
要
求
事
項
を
適
用
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

 71
5 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備

 

71
5.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
部
の
特
別
要
求
事
項
は
，
定
格
電
圧
が
交
流

50
V
以
下
又
は
直
流

12
0V

以
下
の
電
源
か
ら
供
給
す
る
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に

適
用
す
る
。

 

 
備
考
１
．
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
定
義
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 8

10
5
を
参
照
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

  
備
考
２
．
交
流
電
圧
は
，
実
効
値
で
示
す
。

 

 
備
考
３
．
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
を
，
次
に
示
す
。

 

 
 
 
 
 
な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
は
，

IS
O

/I
E

C
 G

ui
de

 2
1
に
基
づ
き
，

ID
T（

一
致
し
て
い
る
），

M
O

D
（
修
正
し
て
い

る
），

N
E

Q
（
同
等
で
な
い
）
と
す
る
。

 

 
 
 
 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

:1
99

9 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs
―

Pa
rt 

7-
71

5:
R

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 s
pe

ci
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns
―

E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
 li

gh
tin

g 
in

st
al

la
tio

ns
（

ID
T
）

 

  71
5.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格

の
う
ち
で
，
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
後
の
改

正
版
・
追
補
に
は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
建
築
電
気
設
備
 
第

4
部
：
安
全
保
護
 
第

41
章
：
感
電
保
護

 

 
 
備
考
 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1：

19
92
 

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
―

Pa
rt4
：

Pr
ot

ec
tio

n 
fo

r s
af

et
y―

C
ha

pt
er

 4
1 
：

Pr
ot

ec
tio

n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

 
JI

SC
 6

03
64

-4
-4

2 
建
築
電
気
設
備
 
第

4
部
：
安
全
保
護
 
第

42
章
：
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

 
 
備
考
 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2：

19
80
 

 E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
―

Pa
rt4
：

Pr
ot

ec
tio

n 
fo

r s
af

et
y―

C
ha

pt
er

 4
2 
：

Pr
ot

ec
tio

n 

ag
ai

ns
t t

he
rm

al
 e

ff
ec

ts
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

                71
5.

1
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

               

1-30



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3：

20
08

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
43

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t o
ve

rc
ur

re
nt
（

ID
T
）

 

 
JI

SC
 6

03
64

-5
-5

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
配
線
設
備

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2：

20
09

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

5-
52

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

W
iri

ng
 sy

st
em

s（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

 2
00

1，
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
53
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

Is
ol

at
io

n,
 sw

itc
hi

ng
 a

nd
 c

on
tro

l (
ID

T 
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

5 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
55

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
そ
の
他
の
機
器

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5:

 2
00

1，
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
55
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

O
th

er
 e

qu
ip

m
en

t (
ID

T 
) 

  
IE

C
 6

05
70

: 2
00

3，
E

le
ct

ric
al

 su
pp

ly
 tr

ac
k 

sy
st

em
s f

or
 lu

m
in

ai
re

s 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3:

 1
99

6，
L

um
in

ai
re

s－
Pa

rt 
2:

 P
ar

tic
ul

ar
 r

eq
ui

re
m

en
ts
－

Se
ct

io
n 

23
: 

E
xt

ra
-lo

w
 v

ol
ta

ge
 l

ig
ht

in
g 

sy
st

em
s 

fo
r 

fil
am

en
t l

am
ps

 

  
IE

C
 6

09
98

-2
-1

: 2
00

2，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s f
or

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
irc

ui
ts

 fo
r h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r p

ur
po

se
s－

 

Pa
rt 

2-
1:

 P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s a

s s
ep

ar
at

e 
en

tit
ie

s w
ith

 sc
re

w
-ty

pe
 c

la
m

pi
ng

 u
ni

ts
 

  
IE

C
 6

09
98

-2
-2

: 2
00

2，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s f
or

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
irc

ui
ts

 fo
r h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r p

ur
po

se
s－

 

Pa
rt 

2-
2:

 P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s a

s s
ep

ar
at

e 
en

tit
ie

s w
ith

 sc
re

w
le

ss
-ty

pe
 c

la
m

pi
ng

 u
ni

ts
 

  
IE

C
 6

13
47

-2
-2

: 
20

00
，

L
am

p 
co

nt
ro

lg
ea

r－
Pa

rt 
2-

2:
 P

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 d

.c
. 

or
 a

.c
. 

su
pp

lie
d 

el
ec

tro
ni

c 
st

ep
-d

ow
n 

co
nv

er
to

rs
 fo

r f
ila

m
en

t l
am

ps
 

  
IE

C
 6

13
47

-2
-1

3:
 2

00
6，

L
am

p 
co

nt
ro

lg
ea

r－
Pa

rt 
2-

13
: P

ar
tic

ul
ar

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r d

.c
. o

r a
.c

. s
up

pl
ie

d 
el

ec
tro

ni
c 

co
nt

ro
lg

er
e 

fo
r 

L
E

D
 m

od
ul

es
 

  
IE

C
 6

15
58

-2
-6

: 2
00

9，
Sa

fe
ty

 o
f t

ra
ns

fo
rm

er
s, 

re
ac

to
rs

, p
ow

er
 s

up
pl

y 
un

its
 a

nd
 s

im
ila

r p
ro

du
ct

s f
or

 s
up

pl
y 

vo
lta

ge
 u

p 
to

 1
 1

00
 

V
－

Pa
rt 

2-
6:

 P
ar

tic
ul

ar
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 a
nd

 te
st

s 
fo

r 
sa

fe
ty

 i
so

la
tin

g 
tra

ns
fo

rm
er

s 
an

d 
po

w
er

 s
up

pl
y 

un
its

 in
co

rp
or

at
in

g 
sa

fe
ty

 

is
ol

at
in

g 
tra

ns
fo

rm
er

s 

 71
5.

4 
安
全
保
護

 

71
5.

41
 
感
電
保
護

 

71
5.

41
4 

保
護
手
段
：

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
よ
る
特
別
低
電
圧

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
対
し
て
は
，

SE
LV

だ
け
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
は
，
最
高
電
圧
を

JI
S 

C
 0

36
4-

4-
41

の
41

4.
4.

5
に
よ
る
交
流

25
V
又
は
直
流

60
V

 と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
電
源
は
，
次
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 

IE
C

 6
15

58
-2

-2
（
：

20
09
）
に
適
合
す
る
安
全
絶
縁
変
圧
器

 

 
二
次
側
回
路
で
変
圧
器
を
並
行
運
転
す
る
こ
と
は
，
変
圧
器
が
一
次
側
も
並
列
接
続
さ
れ
，
同
一
な
電
気
的
特
性
を
も
つ
も
の
に
限

り
認
め
る
。

 

 
－
 

IE
C

 6
13

47
-2

-2
（
：

20
00
）
の
白
熱
電
球
に
関
す
る
附
属
書
１
又
は

IE
C

 6
13

47
-2

-1
3（

：
20

06
）
の

L
E

D
に
関
す
る
附
属

書
１
に
適
合
す
る
安
全
絶
縁
コ
ン
バ
ー
タ

 

 
コ
ン
バ
ー
タ
は
並
列
運
転
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

JI
SC

 6
03

64
-4

-4
3 

建
築
電
気
設
備
 
第

4
部
：
安
全
保
護
 
第

43
章
：
過
電
流
保
護

 

 
 
備
考
 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3：

19
77
 

 E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
―

Pa
rt4
：

Pr
ot

ec
tio

n 
fo

r s
af

et
y―

C
ha

pt
er

 4
3 
：

Pr
ot

ec
tio

n 

ag
ai

ns
t o

ve
rc

ur
re

nt
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

59
 建

築
電
気
設
備
－
第

5
部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
第

55
9
節
：
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備

 

備
考

  
IE

C
 6

03
64

-5
-5

59
：

19
99
，

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
－

Pa
rt 

5：
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 e
qu

ip
m

en
t

－
C

ha
pt

er
55
：

O
th

er
 e

qu
ip

m
en

t―
Se

ct
io

n 
55

9：
L

um
in

ai
re

s 
an

d 
lig

ht
in

g 
in

st
al

la
tio

ns
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い

る
。

 

 
JI

S 
C

 2
81

3 
屋
内
配
線
用
差
込
形
電
線
コ
ネ
ク
タ

 

 
 

備
考

 
IE

C
 

60
99

8-
2-

2
：

19
91

，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s 
fo

r 
lo

w
 

vo
lta

ge
 

ci
rc

ui
ts

 
fo

r 
ho

us
eh

ol
d 

an
d 

si
m

ila
r 

pu
rp

os
es

―
Pa

rt2
-2：

Pa
rti

cu
la

r r
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s a

s s
ep

ar
at

e 
en

tit
ie

s w
ith

 sc
re

w
le

ss
―

ty
pe

 c
la

m
pi

ng
 u

ni
ts
が
，

こ
の
規
格
と
同
様
で
あ
る
。

 

JI
S 

C
 2

81
4 
屋
内
配
線
用
電
線
コ
ネ
ク
タ
通
則
―
分
離
可
能
形

 

備
考

 
IE

C
 

60
99

8-
2-

1
：

19
90

，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s 
fo

r 
lo

w
 

vo
lta

ge
 

ci
rc

ui
ts

 
fo

r 
ho

us
eh

ol
d 

an
d 

si
m

ila
r 

pu
rp

os
es

―
Pa

rt2
-1
：

Pa
rti

cu
la

r r
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s 

as
 s

ep
ar

at
e 

en
tit

ie
s 

w
ith

 s
cr

ew
―

ty
pe

 c
la

m
pi

ng
 u

ni
ts
が
，

こ
の
規
格
の
参
考
で
あ
る
。

 

 
JI

S 
C

 8
10

5 
照
明
器
具
（
第

1
部
，
第

2
部
，
第

3
部
）

 

 
 
備
考
 

IE
C

60
59

8（
al

l p
ar

ts
），

L
um

in
ai

re
s
が
，
こ
の
規
格
と
同
等
で
あ
る
。

 

JI
S 

C
 8

47
2 
照
明
器
具
用
電
源
供
給
ト
ラ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

 

 
備
考
 

IE
C

60
57

0：
19

95
，

E
le

ct
ric

al
 su

pp
ly

 tr
ac

k 
sy

st
em
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m
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が
，
こ
の
規
格
と
同
等
で
あ
る
。
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71
5.

41
1 

直
接
接
触
及
び
間
接
接
触
双
方
に
対
す
る
感
電
保
護

 

71
5.

41
1.

1 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
対
し
て
は
，

SE
LV

だ
け
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
（

71
5.

52
1.

7

参
照
）
は
，
最
高
電
圧
を

J I
S 

C
 0

36
4-

4-
41

の
41

1.
1.

4.
3
に
よ
る
交
流

25
V
又
は
直
流

60
V
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

71
5.

41
1.

1.
2 

 安
全
絶
縁
変
圧
器
は
，

IE
C

61
55

8-
2-

6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 

SE
LV

回
路
は
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
二
次
側
回
路
で
変
圧
器
を
平
行
運
転
す
る
こ
と
は
，
変
圧
器
が
一
次
側
も
並
列
接
続
さ
れ
，
同
一
な
電
気
的
特
性
を
も
つ
も
の
に
限

り
認
め
る
。

 

  

  

                            71
5.

41
4
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
電
源
と
し
て
白
熱
電

球
に
関
す
る
白
熱
電
球
に
関
す
る
附
属
書
，

L
E

D

に
関
す
る
附
属
書
に
適
合
す
る
安
全
絶
縁
コ
ン
バ

ー
タ
の
要
求
事
項
が
明
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

1-31



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 71
5.

42
 
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

71
5.

42
2.

3 
処
理
又
は
貯
蔵
た
い
積
物
質
の
性
質
に
起
因
す
る
火
災
の
危
険
が
あ
る
場
所

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

可
燃
性
又
は
不
燃
性
仕
上
げ
面
へ
の
設
置
に
関
す
る
説
明
も
含
め
て
，
製
造
業
者
の
施
工
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
照
明
器
具
及
び
そ
れ
ら
の
付
属
品
は
，材

料
又
は
そ
の
周
囲
が
危
険
な
ほ
ど
過
熱
し
な
い
よ
う
に
設
計
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
注
記
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5（

: 2
00

1）
の
箇
条

55
9
も
参
照
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

  71
5.

42
2.

10
6 

変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
火
災
の
危
険

 

変
圧
器
は
，
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

 7
15

.4
22

.1
07

.2
で
要
求
す
る
保
護
装
置
に
よ
る
一
次
側
の
保
護
。

 

 
―

  
耐
短
絡
変
圧
器

(本
質
的
及
び
非
本
質
的
耐
短
絡
能
力
を
も
つ

)。
記
号
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5
箇
条

55
9
附
属
書

A

参
照
。

 

電
子
式
コ
ン
バ
ー
タ
は
，

 I
E

C
 6

13
47

-2
-2
（

: 
20

00
）
に
適
合
す
る
も
の
で
，
か
つ
，

L
E

D
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は

IE
C

 

61
34

7-
2-

13
(: 

20
06

)の
附
属
書

Iに
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
記
号

11
0

を
表
示
し
た
コ
ン
バ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
三
角
形
内
の
制
限
温
度
値
（
コ
ン
バ
ー
タ
の
）
は
，

一
例
に
過
ぎ
な
い
。

 

 

71
5.

42
2.

10
7 

短
絡
に
よ
る
火
災
の
危
険
性

 

71
5.

42
2.

10
7.

1 
回
路
導
体
の
両
方
が
非
絶
縁
で
あ
る
場
合
は
，
導
体
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

71
5.

42
2.

10
7.

2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
特
別
の
保
護
装
置
を
備
え
る
。

 

―
  
容
量
が

20
0V

A
以
下
の
変
圧
器
又
は
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
。

 

―
 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3（

: 1
99

6）
に
適
合
す
る
導
体
。

 

71
5.

42
2.

10
7.

2 
 火

災
の
危
険
性
に
対
す
る
特
別
の
保
護
装
置
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
い
。

 

 
―

  
照
明
器
具
の
電
力
需
要
の
連
続
的
監
視
。

 

 
―

  
短
絡
時
又
は

60
W

を
超
え
る
電
力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
の
場
合
に
，

0.
3
秒
以
内
に
電
源
の
自
動
遮
断
｡ 

 
―

  
電
源
回
路
の
電
力
低
減
運
転

(例
え
ば
，
ゲ
ー
ト
制
御
，
調
節
操
作
又
は
ラ
ン
プ
の
故
障

)し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，

60
W

を
超

え
る
電
力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
電
源
を
自
動
遮
断
｡ 

 
―

  
電
源
回
路
を
投
入
し
た
と
き
，

60
W

を
超
え
る
電
力
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
自
動
遮
断
｡ 

 
―

  
特
別
の
保
護
装
置
は
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
注
記
 
始
動
電
流
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 71
5.

43
 
過
電
流
保
護

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
5.

43
0.

10
4 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
お
け
る
過
電
流
保
護

 

 
自
己
復
帰
形
過
電
流
保
護
器
の
使
用
は
，

50
Ｖ
Ａ
以
下
の
変
圧
器
に
対
し
て
だ
け
許
容
で
き
る
。

 

 71
5.

48
2 

火
災
に
対
す
る
保
護

 

71
5.

48
2.

2 
処
理
又
は
貯
蔵
た
い
積
物
質
の
性
質

 

71
5.

48
2.

2.
3 

可
燃
性
又
は
不
燃
性
仕
上
げ
面
へ
の
設
置
に
関
す
る
説
明
も
含
め
て
，
製
造
業
者
の
施
工
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
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参
照
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     71
5.

48
2.

4 
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
火
災
の
危
険
性

 

71
5.

48
2.

4.
1 

変
圧
器
は

 ，
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

71
5.

48
2.

5.
2
で
要
求
す
る
保
護
装
置
に
よ
る
一
次
側
の
保
護
。

 

―
 
耐
短
絡
変
圧
器
（
本
質
的
及
び
非
本
質
的
耐
短
絡
能
力
を
も
つ
）。

表
示
に
つ
い
て
は
，
付
属
書
Ａ
を
参
照
。

 

 

71
5.

48
2.

4.
2 

電
子
式
コ
ン
バ
ー
タ
は
，

IE
C

 6
10

46
に
適
合
す
る
も
の
で
，
か
つ
，

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3
の

23
.7

.6
の
要
求
事
項
に

 

適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
記
号

11
0

を
表
示
し
た
コ
ン
バ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
記
号
に
つ
い
て
は
付
属
書

A
を
参
照
。

 

  71
5.

48
2.

5 
短
絡
に
よ
る
火
災
の
危
険
性

 

71
5.

48
2.

5.
1 

回
路
導
体
の
両
方
が
非
絶
縁
で
あ
る
場
合
は
，
導
体
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

71
5.

48
2.

5.
2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
特
別
の
保
護
装
置
を
備
え
る
。

 

―
 

IE
C

 6
15

58
-2

-6
に
適
合
す
る
変
圧
器
又
は
容
量
が

20
0V

A
以
下
の
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
。

 

―
 

IE
C

60
59

8-
2-

23
に
適
合
す
る
設
備

 

71
5.

48
2.

5.
2 

 火
災
の
危
険
性
に
対
す
る
特
別
の
保
護
装
置
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 
照
明
器
具
の
電
力
需
要
の
連
続
的
監
視
。

 

―
 
短
絡
時
又
は

60
W

を
超
え
る
電
力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
の
場
合
に
，

0.
3
秒
以
内
に
電
源
の
自
動
遮
断
。

 

―
 
電
源
回
路
の
電
力
低
減
運
転
（
例
え
ば
，
ゲ
ー
ト
制
御
，
調
節
操
作
又
は
ラ
ン
プ
の
故
障
）
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，

60
W

を

超
え
る
電
力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
電
源
を
自
動
遮
断
。

 

 
―
 
電
源
回
路
を
投
入
し
た
と
き
，

60
W

を
超
え
る
電
力
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
自
動
遮
断
。

 

―
 
特
別
の
保
護
装
置
は
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  71
5.

43
 
過
電
流
保
護

 

 
SE

LV
回
路
は
，

JI
S 

C
 0

36
4-

4-
43

の
要
求
事
項
に
よ
っ
て
，
共
通
の
保
護
装
置
か
又
は

SE
LV

回
路
ご
と
の
保
護
装
置
の
い
づ
れ
か

で
過
電
流
保
護
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
１
．
一
次
側
回
路
用
の
保
護
装
置
の
選
定
に
際
し
て
は
，
変
圧
器
の
励
磁
突
入
電
流
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 71
5.

42
2.

3
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

照
明
器
具
の
設
置
要
件
が
追
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

火
災
の
危
険
を
防
止
さ
せ
，
保
安
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
5.

42
2.

10
6
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

L
E

D
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
要
求
事
項
が
追
記
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

   71
5.

42
2.

10
7
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

注
記
と
し
て
「
始
動
電
流
へ
の
配
慮
」
が
追
記
さ

れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

     71
5.

43
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

過
電
流
保
護
装
置
の
自
動
復
帰
形
が

50
VA

以
下

の
変
圧
器
に
認
め
ら
れ
た
。
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改
正
さ
れ
た
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C
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03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
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C

 6
03

64
（
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C
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64

／
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検
討
結
果

 

   71
5.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

71
5.

52
 
配
線
設
備

 

71
5.

52
1 

配
線
方
法
の
種
類

 

71
5.

52
1.

1 
 

 
次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

次
の
配
線
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
  
電
線
管
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
／
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
に
収
め
た
絶
縁
電
線

 

 
―

  
非
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル

 

 
―

  
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド

 

 
―

  
IE

C
 6

05
98

-2
-2

3（
: 1

99
6）

に
よ
る
特
別
低
電
圧
照
明
用
シ
ス
テ
ム

 

 
―

  
IE

C
 6

05
70
（

: 2
00

3）
 に

よ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト

 

―
 
裸
導
体
（

71
5.

52
1.

06
参
照
）

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
部
分
が
接
近
可
能
で
あ
る
場
合
は
，

IE
C

60
36

4-
4-

42
の
箇
条

42
3
の
要
求
事
項
を
も
適
用
す
る
。

 

建
築
物
の
金
属
構
造
部
分
，
例
え
ば
，
配
管
設
備
又
は
装
備
品
の
一
部
は
，
充
電
用
導
体
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 71
5.

52
1.

10
6 

裸
導
体

 

 
公
称
電
圧
が
交
流

25
V
以
下
又
は
直
流

60
V
以
下
の
場
合
で
あ
っ
て
，特

別
低
電
圧
照
明
設
備
が
次
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
場
合

は
，
裸
導
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
―

  
短
絡
の
危
険
性
を
最
小
限
に
低
減
す
る
よ
う
な
方
法
で
照
明
設
備
を
設
計
し
，
施
設
し
又
は
周
囲
を
囲
う
こ
と
。

 

 
―

  
71

5.
52

4
に
従
っ
た
最
小
断
面
積
を
も
つ
導
体
を
使
用
す
る
こ
と
。

 

 
―

  
導
体
又
は
電
線
を
可
燃
性
材
料
上
に
直
接
設
置
し
な
い
。

 

 
裸
つ
り
下
げ
導
体
は
，
短
絡
を
防
ぐ
た
め
に
，
変
圧
器
と
保
護
装
置
間
の
回
路
部
分
に
つ
い
て
，

1
本
以
上
の
導
体
及
び
そ
の
端
子

を
絶
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
は
，
可
燃
性
物
質
の
存
在
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

  71
5.

52
1.

10
7 

 つ
り
下
げ
形
設
備

 

 
つ
り
下
げ
導
体
を
も
つ
照
明
器
具
の
つ
り
装
置
は
，
つ
り
下
げ
る
照
明
器
具
（
そ
れ
ら
の
ラ
ン
プ
を
含
む
）
の

5
倍
で
，
か
つ
，

5 
kg

以
上
の
質
量
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
導
体
の
終
端
及
び
接
続
は

, I
E

C
 6

09
98

-2
-1
（

: 2
00

2）
に
適
合
す
る
ね
じ
締
め
端
子
又
は

IE
C

 6
09

98
-2

-2
（

: 2
00

2）
に
適
合
す
る

ね
じ
な
し
接
続
器
具
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

 
導
体
に
想
定
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す
る
設
備
の
安
全
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5（

: 
20

01
）
の

55
9.

5.
2
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

 
つ
り
下
げ
導
体
に
掛
っ
て
い
る
釣
合
い
お
も
り
付
き
の
も
の
に
は
，
絶
縁
貫
通
形
電
線
コ
ネ
ク
タ
及
び
終
端
接
続
線
を
使
用
し
て
は

な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
過
電
流
保
護
装
置
は
，
手
動
復
帰
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
２
．
過
電
流
保
護
装
置
は

71
5.

48
2.

5.
2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
保
護
装
置
で
行
な
っ
て
も
よ
い
。

 

  

71
5.

52
 
配
線
設
備

 

71
5.

52
1 

配
線
設
備
の
種
類

 

71
5.

52
1.

1.
1 

  

次
の
配
線
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
―
 
電
線
管
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
に
収
め
た
絶
縁
電
線

 

 
―
 
ケ
ー
ブ
ル

 

 
―
 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド

 

 
―
 

JI
S 

C
 8

10
5
に
よ
る
特
別
低
電
圧
照
明
用
設
備

 

 
―
 

JI
S 

C
 8

47
2
に
よ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
部
分
が
接
近
可
能
で
あ
る
場
合
は
，

JI
S 

C
 0

36
4-

4-
42

の
第

42
3
節
の
要
求
事
項
を
適
用
す
る
。

 

建
築
物
の
金
属
構
造
部
分
，
例
え
ば
，
配
管
設
備
又
は
装
備
品
の
一
部
は
，
充
電
用
導
体
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

    71
5.

52
1.

7 
裸
導
体

 

 
公
称
電
圧
が
交
流

25
V
以
下
又
は
直
流

60
V
以
下
の
場
合
で
あ
っ
て
，
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
が
次
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
場
合

は
，
裸
導
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

  
―

  
短
絡
の
危
険
性
を
最
小
限
に
低
減
す
る
よ
う
な
方
法
で
照
明
設
備
を
設
計
し
，
施
設
し
又
は
収
め
る
こ
と
。

 

 
―

  
使
用
す
る
導
体
は
機
械
的
な
理
由
に
よ
っ
て
断
面
積

4m
m

2
以
上
と
す
る
。

 

 
―

  
導
体
又
は
電
線
を
可
燃
性
材
料
上
に
直
接
施
設
し
な
い

 

  
裸
つ
り
下
げ
導
体
は
，
短
絡
を
防
ぐ
た
め
に
，
変
圧
器
と
保
護
装
置
間
の
回
路
部
分
に
つ
い
て
，

1
本
以
上
の
導
体
及
び
そ
の
端
子
を

絶
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 71
5.

52
1.

8 
 つ

り
下
げ
形
設
備

 

 
つ
り
下
げ
導
体
を
も
つ
照
明
器
具
の
つ
り
装
置
は
，
つ
り
下
げ
る
照
明
器
具
の

5
倍
で
，
か
つ
，

10
kg

 

以
上
の
質
量
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  
導
体
の
終
端
及
び
接
続
は

,JI
S 

C
 2

81
4
に
適
合
す
る
ね
じ
締
め
端
子
又
は

JI
S 

C
 2

81
3
に
適
合
す
る
ね
じ
な
し
接
続
器
具
で
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

  
つ
り
下
げ
設
備
は
，
絶
縁
離
隔
の
ク
リ
ー
ト
で
壁
又
は
天
井
に
固
定
し
，
ま
た
配
線
ル
ー
ト
全
般
に

 

わ
た
っ
て
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

【
整
合
性
評
価
】

 

電
技
解
釈
に
規
定
が
な
く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

  71
5.

52
1.

1
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

規
定
内
容
に
変
更
が
な
い
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

      71
5.

52
1.

10
6
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

・
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
の
可
燃
性
物
質
の
存

在
に
つ
い
て
追
加
さ
れ
た
。

 

・
注
記
が
追
加
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

改
正
前
よ
り
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で

は
な
く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
5.

52
1.

10
7
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

・
つ
り
下
げ
導
体
を
も
つ
照
明
器
具
の
つ
り
装
置

の
支
持
で
き
る
最
小
の
質
量
に
つ
い
て
変
更
さ

れ
た
。

 

・
導
体
に
掛
り
得
る
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す
る
設
備

の
安
全
と
つ
り
下
げ
導
体
に
掛
っ
て
い
る
釣
合

い
お
も
り
付
き
の
も
の
に
つ
い
て
の
注
意
点
が

追
加
さ
れ
た
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

裸
導
体
を
も
つ
つ
り
下
げ
設
備
の
場
合
，
つ
り
下
げ
設
備
は
，
絶
縁
固
定
手
段
で
壁
又
は
天
井
に
固
定
し
，
ま
た
配
線
ル
ー
ト
全
般

に
わ
た
っ
て
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

  71
5.

52
3 

許
容
電
流

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
注
記
 
裸
導
体
の
許
容
電
流
値
は
，
検
討
中
。

 

 71
5.

52
4 

導
体
の
断
面
積

 

次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
出
力
端
子
又
は
終
端
に
接
続
し
て
い
る
特
別
低
電
圧
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
負
荷
電
流
に
よ
っ
て
選
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
導
体
か
ら
つ
り
下
げ
て
い
る
照
明
器
具
が
あ
る
設
備
の
場
合
，
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
出
力
端
子
又
は
終
端
に
接
続
し
て
い
る
特

別
低
電
圧
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
機
械
的
な
理
由
か
ら

4 
m

m
2
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    71
5.

52
5 

需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下

 

次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

 特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
お
い
て
は
，
変
圧
器
と
最
遠
端
の
照
明
器
具
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
特
別
低
電
圧
設
備
の
公
称
電
圧
の

5 
%
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    71
5.

53
 
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

71
5.

53
0.

3 
一
般
及
び
共
通
要
求
事
項

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
5.

53
0.

3.
10

4 

保
護
装
置
に
は
，
容
易
に
接
近
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

保
護
装
置
は
，
そ
の
装
置
の
存
在
及
び
位
置
の
情
報
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
，
移
動
可
能
又
は
容
易
に
接
近
可
能
な
二
重
天
井
内
に

置
い
て
も
よ
い
。

 

あ
る
回
路
の
保
護
装
置
の
識
別
が
す
ぐ
に
明
白
に
な
ら
な
い
場
合
は
，
保
護
装
置
の
す
ぐ
そ
ば
に
目
印
又
は
回
路
図

(ラ
べ
ル

)を
付

す
こ
と
に
よ
っ
て
回
路
及
び
そ
の
目
的
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
二
重
天
井
内
又
は
こ
れ
に
類
す
る
場
所
内
に
設
置
し
た
特
別
低
電
圧
電
源
，
保
護
装
置
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
器
は
，
恒
久
的
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
特
別
低
電
圧
電
源
及
び
そ
れ
ら
の
保
護
器
は
，
次
の
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
保
護
器
の
電
気
的
接
続
に
対
す
る
機
械
的
ス
ト
レ
ス
の
回
避

 

    71
5.

52
3 

 
許
容
電
流

 

  
裸
導
体
の
許
容
電
流
値
は
，
検
討
中
。

 

 71
5.

52
4 
 
導
体
の
断
面
積

 

 71
5.

52
4.

1 
特
別
低
電
圧
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
次
に
よ
る
。

 

  
―
 
上
記
の
配
線
設
備
で
は
，

1.
5m

m
2
の
銅
導
体
。
た
だ
し
，
長
さ

3m
以
下
の
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
は
，
断
面
積

1m
m

2
の
銅

導
体
を
使
用
し
て
よ
い
。

 

 
―
 
つ
り
下
げ
る
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
場
合
は
，
機
械
的
な
理
由
か
ら

4m
m

2
の
銅
導
体
｡ 

   71
5.

52
5 
 
需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下

 

71
5.

52
5.

1 
特
別
低
電
圧
照
明
器
具
設
備
に
お
い
て
は
，
電
圧
降
下
の
要
求
事
項
に
対
し
て
特
別
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                   

【
整
合
性
評
価
】

 

改
正
前
よ
り
，
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で

は
な
く
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

   71
5.

52
4
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
後
は
，
規
定
文
を
整
理
し
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

表
現
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
，
改
正
前
よ
り
，
保

安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
く
，
整
合
し

て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 71
5.

52
5
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

改
正
前
の
内
容
に
対
し
，
改
正
後
は
具
体
的
な

電
圧
降
下
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る

 

【
整
合
性
評
価
】

 

示
さ
れ
た
数
値
は
妥
当
な
も
の
で
あ
り
，
改
正
前

よ
り
保
安
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

  71
5.

53
0.

3.
10

4
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

保
護
装
置
に
つ
い
て
の
記
述
が
追
加
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

保
護
装
置
の
具
体
的
な
施
設
方
法
が
示
さ
れ
，

保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の
な
の
で
，
整

合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

現
在
の
解
釈
第

21
8
条
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

／
JI

S 
C

 0
36

4）
 

検
討
結
果

 

 
－
 
適
切
な
支
持

 

 
－
 
熱
絶
縁
に
よ
る
機
器
の
過
熱
の
回
避

 

 71
5.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

71
5.

53
6.

1.
1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

変
圧
器
を
並
行
運
転
す
る
場
合
は
，
一
次
側
回
路
を
１
台
の
共
通
の
断
路
装
置
に
恒
久
的
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

   

     

  

 

71
5.

53
6.

1.
1
は
，

 

【
改
正
点
の
検
討
】

 

変
圧
器
を
並
行
運
転
す
る
場
合
の
断
路
装
置
に

つ
い
て
の
記
述
が
追
加
さ
れ
た
。

 

【
整
合
性
評
価
】

 

変
圧
器
の
並
行
運
転
に
関
す
る
具
体
的
な
方
法

が
示
さ
れ
，
保
安
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
も
の

な
の
で
，
整
合
し
て
い
る
。

 

【
解
釈
第

21
8
条
改
正
案
へ
の
反
映
】

 

可
 

 

  

 1-35



 



 

 

資料‐2 

 

 

取入れ後に改正されたIEC 60364 

(JIS C 60364/JIS C 0364)逐条解説 

・IEC 60364-5-55 

・IEC 60364-7-709 

・IEC 60364-7-714 

・IEC 60364-7-715 



 



 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

建
築
電
気
設
備

 
第

5-
55

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
そ
の
他
の
機
器

 
序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5
を
基
に
，
技
術
的
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の

仮
訳
で
あ
る
。

 

55
0 

概
要

 

55
0.

1 
 適

用
範
囲

 

こ
の
規
格
は
，
低
圧
発
電
機
の
選
定
と
施
工
並
び
に
固
定
設
備
と
し
て
の
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
と
施
工
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

注
記
 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5:

20
08
，

El
ec

tri
ca

l 
in

st
al

la
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
-P

ar
t5

-5
5:

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 e

qu
ip

m
en

ts
-O

th
er

 

eq
ui

pm
en

ts
（

ID
T）

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

“I
D

T
”は

，
IS

O
/I

E
C

 G
ui

de
 2

1-
1
に
基
づ
き
，

“一
致
し
て
い
る

”こ
と
を
示
す
。

 

55
0.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格
の
う
ち

で
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
後
の
改
正
版
･追

補
に

は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の

終
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

00
79

-0
 
爆
発
性
雰
囲
気
で
使
用
す
る
電
気
機
械
器
具
（
す
べ
て
の
部
）

 

 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
00

79
 (a

ll 
pa

rts
), 

El
ec

tri
ca

l a
pp

ar
at

us
 fo

r e
xp

lo
si

ve
 g

as
 a

tm
os

ph
er

es
 (I

D
T 

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-1
 
低
圧
電
気
設
備
－
第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
用
語
の
定
義

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-1

:2
00

5，
Lo

w
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns
－

Pa
rt 

1：
Fu

nd
am

en
ta

l p
rin

ci
pl

es
, a

ss
es

sm
en

t o
f 

ge
ne

ra
l c

ha
ra

ct
er

is
tic

s, 
de

fin
iti

on
s 

 (
ID

T 
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1:

20
05
，

Lo
w

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
41
：

Pr
ot

ec
tio

n 
fo

r 
sa

fe
ty

 -
 P

ro
te

ct
io

n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k 

(I
D

T 
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 －

Pa
rt 

4-
42
：

Pr
ot

ec
tio

n 
fo

r s
af

et
y－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t 

th
er

m
al

 e
ffe

ct
s (

ID
T 

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
43

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r s

af
et

y 
- P

ro
te

ct
io

n 
ag

ai
ns

t 

ov
er

cu
rr

en
t (

ID
T 

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

20
01
，

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
53
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 

eq
ui

pm
en

t－
Is

ol
at

io
n,

 sw
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tro
l (

ID
T 

) 

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

7-
71

2
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-7

-7
12

, 
 E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

7-
71

2：
R

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r s

pe
ci

al
 in

st
al

la
tio

ns
 

or
 lo

ca
tio

ns
－

So
la

r p
ho

to
vo

lta
ic

 (P
V

) p
ow

er
 su

pp
ly

 sy
st

em
s (

ID
T 

) 

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

7 
低
圧
電
気
設
備
－
第

7-
71

7
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－
移
動
形
又
は
運
搬
可
能
形
ユ
ニ
ッ

                                      

                                      

2-1



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

ト
 注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-7

-7
17

, 
 L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 －
Pa

rt 
7-

71
7：

R
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r s
pe

ci
al

 in
st

al
la

tio
ns

 

or
 lo

ca
tio

ns
－

M
ob

ile
 o

r t
ra

ns
po

rta
bl

e 
un

its
 (I

D
T 

) 

 J
IS

 C
 0

36
5 

感
電
保
護
－
設
備
及
び
機
器
の
共
通
事
項

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
11

40
, 

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k－

C
om

m
on

 a
sp

ec
ts

 fo
r i

ns
ta

lla
tio

n 
an

d 
eq

ui
pm

en
t (

ID
T 

) 

 J
IS

 C
 3

66
3-

3 
定
格
電
圧

45
0／

75
0 

V
以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
－
第

3
部
：
耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
02

45
-3

, R
ub

be
r i

ns
ul

at
ed

 c
ab

le
s－

R
at

ed
 v

ol
ta

ge
s u

p 
to

 a
nd

 in
cl

ud
in

g 
 

45
0/

75
0 

V
－

Pa
rt3

: H
ea

t r
es

is
ta

nt
 si

lic
on

e 
in

su
la

te
d 

ca
bl

es
 (I

D
T 

) 

JI
S 

C
 8

10
5 

照
明
器
具

 

 
注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
05

98
 (a

ll 
pa

rts
), 

L
um

in
ai

re
s (

ID
T 

) 

IE
C

 6
00

50
 (1

95
), 

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l V
oc

ab
ul

ar
y－

Pa
rt 

19
5：

E
ar

th
in

g 
an

d 
pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k 

IE
C

 6
00

50
 (8

26
), 

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l V
oc

ab
ul

ar
y－

Pa
rt 

82
6：

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
 

IE
C

 6
03

31
-1

1,
 T

es
ts

 f
or

 e
le

ct
ri

c 
ca

bl
es

 u
nd

er
 f

ir
e 

co
nd

iti
on

s－
C

irc
ui

t 
in

te
gr

ity
－

Pa
rt 

11
: 

A
pp

ar
at

us
－

Fi
re

 a
lo

ne
 a

t 
a 

fla
m

e 

te
m

pe
ra

tu
re

 o
f a

t l
ea

st
 7

50
 ℃

 

IE
C

 6
03

31
-2

1,
 T

es
ts

 f
or

 e
le

ct
ri

c 
ca

bl
es

 u
nd

er
 f

ir
e 

co
nd

iti
on

s－
C

irc
ui

t i
nt

eg
rit

y－
Pa

rt 
21

:P
ro

ce
du

re
s 

an
d 

re
qu

ire
m

en
ts
－

C
ab

le
s 

of
 

ra
te

d 
vo

lta
ge

 u
p 

to
 a

nd
 in

cl
ud

in
g 

0.
6／

1.
0k
Ｖ

 

IE
C

 6
04

17
 (a

ll 
pa

rts
), 

G
ra

ph
ic

al
 sy

m
bo

ls
 fo

r u
se

 o
n 

eq
ui

pm
en

t 

IE
C

 6
05

70
, E

le
ct

ric
al

 su
pp

ly
 tr

ac
k 

sy
st

em
s f

or
 lu

m
in

ai
re

s 

IE
C

 6
05

98
-2

-1
3:

20
06

, L
um

in
ai

re
s－

Pa
rt 

2-
13

: P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
－

G
ro

un
d 

re
ce

ss
ed

 lu
m

in
ai

re
s 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
2:

19
97

, L
um

in
ai

re
s－

Pa
rt 

2-
22

: P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
－

L
um

in
ai

re
s f

or
 e

m
er

ge
nc

y 
lig

ht
in

g 

IE
C

 6
06

70
 (a

ll 
pa

rt
s)

, B
ox

es
 a

nd
 e

nc
lo

su
re

s f
or

 e
le

ct
ri

ca
l a

cc
es

so
ri

es
 fo

r 
ho

us
eh

ol
d 

an
d 

si
m

ila
r 

fix
ed

 e
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 

IE
C

 6
06

70
-2

1,
 B

ox
es

 a
nd

 e
nc

lo
su

re
s 

fo
r 

el
ec

tr
ic

al
 a

cc
es

so
ri

es
 f

or
 h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 s
im

ila
r 

fix
ed

 e
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
－

Pa
rt 

21
: 

Pa
rti

cu
la

r r
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r b
ox

es
 a

nd
 e

nc
lo

su
re

s w
ith

 p
ro

vi
si

on
 fo

r s
us

pe
ns

io
n 

m
ea

ns
 

IE
C

 6
07

02
-1

, M
in

er
al

 in
su

la
te

d 
ca

bl
es

 a
nd

 th
ei

r 
te

rm
in

at
io

ns
 w

ith
 a

 r
at

ed
 v

ol
ta

ge
 n

ot
 e

xc
ee

di
ng

 7
50

 V
－

Pa
rt 

1:
 C

ab
le

s 

IE
C

 6
07

02
-2

, M
in

er
al

 in
su

la
te

d 
ca

bl
es

 a
nd

 th
ei

r 
te

rm
in

at
io

ns
 w

ith
 a

 r
at

ed
 v

ol
ta

ge
 n

ot
 e

xc
ee

di
ng

 7
50

 V
－

Pa
rt 

2:
 T

er
m

in
at

io
ns

 

IE
C

 6
09

98
 (a

ll 
pa

rt
s)

, C
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s f

or
 lo

w
-v

ol
ta

ge
 c

ir
cu

its
 fo

r 
ho

us
eh

ol
d 

an
d 

si
m

ila
r 

pu
rp

os
es
－

 

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 

IE
C

 6
10

48
:2

00
6,

 A
ux

ili
ar

ie
s 

fo
r 

la
m

ps
－

C
ap

ac
ito

rs
 f

or
 u

se
 in

 tu
bu

la
r 

flu
or

es
ce

nt
 a

nd
 o

th
er

 d
is

ch
ar

ge
 l

am
p 

ci
rc

ui
ts
－

G
en

er
al

 a
nd

 

sa
fe

ty
 re

qu
ire

m
en

ts
 

IE
C

 6
15

35
, I

ns
ta

lla
tio

n 
co

up
le

rs
 in

te
nd

ed
 fo

r 
pe

rm
an

en
t c

on
ne

ct
io

n 
in

 fi
xe

d 
in

st
al

la
tio

ns
 

IE
C

 6
19

95
  

(a
ll 

pa
rt

s)
, 

 D
ev

ic
es

 fo
r 

th
e 

co
nn

ec
tio

n 
of

 lu
m

in
ai

re
s f

or
 h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r 

pu
rp

os
es

 

IS
O

 8
52

8-
12

, R
ec

ip
ro

ca
tin

g 
in

te
rn

al
 c

om
bu

st
io

n 
en

gi
ne

 d
riv

en
 a

lte
rn

at
in

g 
cu

rr
en

t g
en

er
at

in
g 

se
ts －

 

Pa
rt 

12
: E

m
er

ge
nc

y 
po

w
er

 su
pp

ly
 to

 sa
fe

ty
 se

rv
ic

es
 

55
0.

3 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
。

 

55
0.

3.
1 

機
器
内
蔵
形
蓄
電
池

 (
se

lf-
co

nt
ai

ne
d 

ba
tt

er
y 

un
it)
 

 蓄
電
池
並
び
に
充
電
及
び
確
認
装
置
で
構
成
す
る
装
置
。

 

55
0.

3.
2 

非
常
用
モ
ー
ド

(n
on

-m
ai

nt
ai

ne
d 

m
od

e)
 
常
用
の
電
気
供
給
が
故
障
し
た
と
き
だ
け
運
転
す
る
，
安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠
な
電

気
機
器
の
運
転
モ
ー
ド
。

 

55
0.

3.
3 

常
用
モ
ー
ド

 (
m

ai
nt

ai
ne

d 
m

od
e)
 
常
時
運
転
す
る
，
安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠
な
電
気
機
器
の
運
転
モ
ー
ド
。

 

                                       

                                       

2-2



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

55
0.

3.
4 

安
全
設
備

 (
sa

fe
ty

 se
rv

ic
es

) 
次
の
も
の
に
対
し
て
不
可
欠
な
，
建
築
物
の
設
備
。

 

－
 
人
々
の
安
全

 

－
 
環
境
又
は
そ
の
他
の
物
質
に
対
す
る
損
傷
の
防
止

 

注
記
 
安
全
設
備
の
例
と
し
て
，
次
の
も
の
が
あ
る
。

 

－
 
非
常
（
避
難
）
照
明

 

－
 
消
火
ポ
ン
プ

 

－
 
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ

 

－
 
火
災
警
報
，
煙
警
報
，
一
酸
化
炭
素
警
報
，
侵
入
警
報
な
ど
の
警
報
設
備

 

－
 
避
難
設
備

 

－
 
排
煙
設
備

 

－
 
重
要
な
医
用
機
器

 

55
0.

3.
5 

安
全
電
源

 (
el

ec
tr

ic
al

 s
af

et
y 

so
ur

ce
) 

安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠
な
電
気
機
器
に
対
し
て
電
気
の
供
給
を
継
続
す
る
た
め
の
電

源
。

 

55
0.

3.
6 

安
全
設
備
用
電
気
供
給
設
備

 (
el

ec
tr

ic
al

 su
pp

ly
 sy

st
em

 fo
r 

sa
fe

ty
 se

rv
ic

es
) 

IE
C

 6
00

50
(8

26
) 

参
照
。

 

55
0.

3.
7 

安
全
電
源
の
定
格
運
転
時
間

 (
ra

te
d 

op
er

at
in

g 
tim

e 
of

 s
af

et
y 

so
ur

ce
) 

安
全
電
源
を
通
常
の
運
転
条
件
で
設
計
し
た
運
転
時

間
。

 

55
1 

低
電
圧
発
電
装
置

 

55
1.

1 
適
用
範
囲

 

こ
の
箇
条
は
，
電
気
設
備
の
全
体
又
は
一
部
に
，
連
続
的
又
は
必
要
時
に
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
低
圧
及
び
特
別
低
電
圧
発

電
装
置
の
選
定
及
び
施
工
に
関
す
る
要
求
事
項
を
提
供
す
る
。
要
求
事
項
は
，
次
の
電
力
供
給
設
備
を
も
つ
電
気
設
備
の
施
工
に
対
す
る
も
の

を
も
含
む
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
に
接
続
し
な
い
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
切
り
換
え
て
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
並
列
で
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
上
記
の
も
の
の
適
切
な
組
合
せ
。

 

こ
の
部
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
負
荷
の
双
方
を
組
み
込
み
，
か
つ
，
電
気
安
全
に
関
す
る
要
求
事
項
を
含
む
当

該
機
器
の
製
品
規
格
が
存
在
す
る
特
別
低
電
圧
機
器
の
内
蔵
製
品
に
は
，
適
用
し
な
い
。

 

 
注
記
 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
に
接
続
し
て
い
る
設
備
内
に
設
置
す
る
際
は
，
事
前
に
電
気
事
業
者
の
要
求
事
項
を
確
か
め
る
こ
と
。

55
1.

1.
1 

次
の
動
力
源
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
内
燃
機
関

 

－
 
タ
ー
ビ
ン

 

－
 
電
動
機

 

－
 
太
陽
光
電
池
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
12

も
適
用
）

 

－
 
燃
料
電
池

 

－
 
そ
の
他
の
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

 

55
1.

1.
2 

次
の
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
主
励
磁
同
期
発
電
機
及
び
他
励
磁
同
期
発
電
機

 

－
 
主
励
磁
非
同
期
発
電
機
及
び
自
励
磁
非
同
期
発
電
機

 

－
 
バ
イ
パ
ス
設
備
付
き
又
は
バ
イ
パ
ス
設
備
な
し
の
主
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ
及
び
自
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ

 

                                       

                                       

2-3



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

－
 
他
の
適
切
な
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置

 

55
1.

1.
3 

次
の
目
的
を
も
つ
発
電
装
置
の
使
用
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
恒
久
的
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
仮
設
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
恒
久
的
な
設
備
に
接
続
し
な
い
可
搬
形
機
器
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
移
動
形
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
電
気
の
供
給
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
17

も
適
用
）

 

 55
1.

2 
一
般
要
求
事
項
 

 

55
1.

2.
1 

励
磁
及
び
整
流
の
手
段
は
，
発
電
装
置
の
目
的
と
す
る
用
途
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
他
の
電
源
の
安
全
及

び
適
切
な
機
能
を
，
そ
の
発
電
装
置
が
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
の
特
別
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，

55
1.

7
を
参
照
。

 

55
1.

2.
2 

推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
は
，
他
の
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電
源
又

は
組
合
せ
電
源
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
設
備
と
商
用
配
電
系
統
へ
接
続
す
る
場
合
の
保
護
装
置
の
短
絡
遮
断

容
量
と
は
，
各
電
源
の
運
転
方
法
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
，
推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
設
備
内
の
保
護
装
置
に
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

55
1.

2.
3 

発
電
装
置
の
容
量
及
び
運
転
特
性
は
，
所
定
の
負
荷
の
接
続
後
又
は
電
圧
及
び
周
波
数
が
設
定
し
た
運
転
範
囲
を
逸
脱
し
た
こ
と
に

よ
る
遮
断
後
，
機
器
に
危
険
又
は
損
傷
を
発
生
さ
せ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
電
装
置
の
容
量
を
超
え
る
場
合
は
，
設
備
の
切
り

離
す
必
要
が
あ
る
部
分
を
自
動
遮
断
す
る
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
発
電
装
置
の
容
量
に
対
す
る
個
別
の
負
荷
の
大
き
さ
の
割
合
及
び
電
動
機
の
始
動
電
流
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

2 
設
備
内
の
保
護
装
置
の
，
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

3 
既
存
の
建
築
物
又
は
設
備
の
中
に
発
電
装
置
を
設
置
す
る
と
，
例
え
ば
，
駆
動
部
の
導
入
，
高
温
部
，
可
燃
性
液
体
及
び
有
害
な
ガ

ス
の
存
在
な
ど
に
よ
っ
て
設
備
の
外
的
影
響
の
条
件
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1
参
照
）。

 

55
1.

2.
4 

断
路
に
関
す
る
保
護
手
段
の
要
素
は
，
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
す
る
箇
条

53
7
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 55
1.

3 
保
護
手
段
：

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
よ
る
特
別
低
電
圧

 

55
1.

3.
1 

設
備
が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
る
場
合
の

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項
 

 

SE
LV

又
は

P
E

LV
が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
供
給
を
受
け
る
場
合
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 2
00

5)
の

41
4.

3
の
要
求
事
項
を
各
電
源
に
適
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
以
上
の
電
源
を
接
地
す
る
場
合
は
，

PE
LV

を
対
象
と
す
る

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
4.

4
の
要
求
事
項
を
適

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
つ
以
上
の
電
源
が

41
4.

3
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
場
合
は
，
こ
の
方
式
は

FE
LV

系
統
と
み
な
し
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 2
00

5)
の

41
1.

7

の
要
求
事
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

3.
2 

特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
電
力
供
給
を
持
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
追
加
要
求
事
項
 

 

 
一
つ
以
上
の
電
源
の
喪
失
の
際
に
，
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
電
気
の
供
給
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
，
他
の
個
別
電
源
又
は

組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
は
，
特
別
低
電
圧
の
対
象
と
す
る
負
荷
へ
供
給
で
き
る
能

力
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
低
電
圧
電
力
供
給
が
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
他
の
特
別
低
電
圧
機

器
に
危
険
又
は
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
な
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
安
全
設
備
に
対
す
る
電
気
の
供
給
に
お
い
て
，
こ
の
よ
う
な
予
防
措
置
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1

(: 
20

05
)の

箇
条

35
参
照
）。

 

                   回
路
の
短
絡
電
流
の
う
ち
直
流
分
含
有
率
を
定
め
る
要
素
を
回
路
の
短
絡
力
率
と
い
い
，
短
絡
力
率
＝

co
s(

ta
n-1

X
/Ｒ

)と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

 

     55
1.

3
の
特
別
低
電
圧
回
路
の
種
類
は
以
下
の
通
り
。

 

SE
LV

 (s
af

et
y 

ex
tr

a 
lo

w
 v

ol
ta

ge
; 
安
全
特
別
低
電
圧

) 
 

危
険
な
電
圧
か
ら

 二
重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
非
接
地
回
路
で
，

 単
一
故
障
状
態
に
お
い
て
も

 E
LV

 の
範

囲
を
超
え
る
電
圧
を
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
。
公
称
電
圧
が
交
流

 2
5V

，
あ
る
い
は
直
流

 6
0V

 を
超
え
る
場
合
に
は
，
直
接
接
触
に
対
す

る
保
護
が
必
要
と
な
る
。

  

P
E

LV
 (p

ro
te

ct
ed

 e
xt

ra
 lo

w
 v

ol
ta

ge
; 
保
護
特
別
低
電
圧

) 
 

危
険
な
電
圧
か
ら
二
重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
接
地
回
路
で
，
単
一
故
障
状
態
に
お
い
て
も

 E
LV

 の
範
囲
を

超
え
る
電
圧
を
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
。
通
常
，
直
接
接
触
に
対
す
る
保
護
が
必
要
と
な
る
。

  

F
E

LV
 (f

un
ct

io
na

l e
xt

ra
 lo

w
 v

ol
ta

ge
; 
機
能
的
特
別
低
電
圧

) 
 

危
険
な
電
圧
か
ら
少
な
く
と
も
基
礎
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
回
路
で
，
そ
の
公
称
電
圧
が

 E
LV

 の
範
囲
を
超
え
な
い
も
の
。

  

E
LV

 (e
xt

ra
 lo

w
 v

ol
ta

ge
; 
特
別
低
電
圧

) 
 

交
流
で

 5
0V

，
直
流
で

 1
20

V
 以

下
の
電
圧
。

 

た
だ
し
，
規
格
に
よ
り

SE
LV

の
定
義
が
異
な
る
。

 

・
IE

C
 6

09
50

 (J
60

95
0)

 に
お
い
て
は
，

SE
LV

 回
路
と
は
，
正
常
状
態
や
単
一
故
障
状
態
に
電
圧
が
安
全
な
値

 (
ピ
ー
ク

 4
2.

4V
 か

直
流

 6
0V

 

                                       

2-4



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

         55
1.

4 
故
障
保
護
（
間
接
接
触
保
護
）

 

55
1.

4.
1 

 

他
の
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
対
し
て
独
立
し
て
運
転
で
き
る
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
し
て
は
，
設
備
の
た
め
に
故
障
保
護
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
同
じ
設
備
内
又
は
設
備
の
一
部
内
で
使
用
す
る
電
源
に
よ
っ
て
故
障
保
護
手
段
が
異
な
っ
た
方
法
で
実
施
す
る
場
所
で
は
，
そ
の
有
効
性
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
，
ま
た
，
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
選
択
あ
る
い
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
例
え
ば
，
異
な
っ
た
接
地
系
統
を
使
用
し
て
い
る
設
備
の
部
分
間
に
電
気
的
分
離
を
施
す
変
圧
器
の
使
用
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

る
。

 

55
1.

4.
2 

設
備
の
保
護
手
段
と
し
て

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
に
従
っ
た
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
保
護
を
使
用
す
る
場
合
，
い
か
な
る
電
源
の
組
合
せ

に
お
い
て
も
，
そ
の
保
護
方
式
の
有
効
性
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
，
発
電
装
置
を
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
発
電
機
の
中
性
点
の
接
地
接
続
は
，
保
護
手
段
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

4.
3 

電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

55
1.

4.
3.

1 
一
般
事
項

 

 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
が
感
電
保
護
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
の
要
求
事
項
を

適
用
す
る
，
た
だ
し

55
1.

4.
3.

2
又
は

55
1.

4.
3.

3
に
示
す
特
殊
な
場
合
と
し
て
修
正
し
た
も
の
を
除
く
。

 

55
1.

4.
3.

2 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
替
え
て
電
力
供
給
す
る
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

 
発
電
機
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
か
ら
切
り
替
え
て
運
転
を
す
る
場
合
，
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
は
，
配
電
系
統
の
接
地
点
と
の
接
続

に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
。
適
切
な
別
の
接
地
手
段
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

4.
3.

3 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

4.
3.

3.
1 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
源
供
給
を
受
け
る
設
備
に
つ
い
て
，
各
部
分
へ
の
故
障
保
護
が
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
自
動
閉
路

に
依
存
し
，
か
つ
，
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
電
源
側
に
設
置
す
る
保
護
装
置
の
動
作
が
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
で
要
求
す

る
時
間
内
に
行
わ
れ
な
い
場
合
は
，
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
あ
る
，
同
時
に
接
触
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
と
系
統
外
導
電
性
部
分

と
の
間
に
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の

41
5.

2
に
従
っ
て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

同
時
に
接
触
可
能
な
導
電
性
部
分
相
互
間
に
要
求
さ
れ
る
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
抵
抗
は
，
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ

≦
I

R
50

 

 
 
こ
こ
に
，

I ａ
：

長
5
秒
間
静
止
コ
ン
バ
ー
タ
が
単
独
で
供
給
可
能
な

大
地
絡
電
流

 

注
記
 
こ
の
よ
う
な
機
器
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，

55
1.

7
の
要
求
事
項
も
適
用
す
る
。

 

―
―

 故
障
状
態
で
の
ピ
ー
ク

 7
1V

 か
直
流

 1
20

V
 ま

で
の
過
渡
的
な
電
圧
は
許
容
さ
れ
る

) 
を
超
え
な
い
二
次
回
路
の
こ
と
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
，
こ
の
規
格
で
は

 S
E

LV
 回

路
を
接
地
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。

  

・
IE

C
 6

03
35

-1
 (J

60
33

5-
1)

 で
は
，

 S
EL

V
 は

，
危
険
な
電
圧
か
ら
二
重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
で
分
離
さ
れ
た
，

 4
2V

 以
下

 (
無

負
荷
電
圧
は

 5
0V

 以
下

) 
の
電
圧
と
さ
れ
て
い
る
。

  

・
電
気
用
品
安
全
法
の
た
め
の
基
準
の
１
つ
で
あ
る

 J
60

59
8-

1 
(H

14
) 
で
は

 S
E

LV
 の

電
圧
の
上
限
は

 交
流

 3
0V

 か
直
流

 4
5V

と
規
定
さ
れ

て
お
り
，
こ
れ
は

 I
EC

 6
05

98
-1

 と
も
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

  

・
IE

C
 6

10
10

-1
 (J

IS
 C

 1
01

0-
1)

 の
 A

nn
ex

 で
も

 S
E

LV
 と

い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
が
，
こ
れ
は

 s
ep

ar
at

ed
 e

xt
ra

 lo
w

 v
ol

ta
ge

 の
略
と
さ
れ

て
お
り
，
さ
ら
に

 S
E

LV
 を

接
地
し
た
も
の
を
示
す

 S
E

LV
-E

 と
い
う
用
語
も
見
ら
れ
る
。

 

 55
1.

4
の
間
接
接
触
と
は

 

露
出
導
電
部
の
故
障
な
ど
の
要
因
に
よ
る
漏
電
に
よ
っ
て
，
機
械
装
置
の
導
体
（
金
属
）
部
分
に
危
険
電
圧
が
生
じ
，
そ
の
部
分
に
人
体
の
一
部

が
接
触
し
て
起
こ
る
感
電
事
故
の
こ
と
。

 

露
出
導
電
部
と
は
通
常
は
通
電
さ
れ
な
い
も
の
の
絶
縁
故
障
時
に
通
電
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
導
電
性
の
部
分
の
う
ち
で
，
工
具
を
使
用
せ
ず
，

か
つ
，
容
易
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
い
う
。

 

                         

                                       

2-5



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

55
1.

4.
3.

3.
2 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
又
は
フ
ィ
ル
タ
の
存
在
に
よ
っ
て
発
生
す
る
直
流
電
流
に
よ
っ
て
，
保
護
装
置
の
正
常
な
動
作
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
，
予
防
措
置
を
講
じ
る
か
又
は
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

4.
3.

3.
3 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
及
び
負
荷
側
の
両
方
に
断
路
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
こ
の
要
求
事
項
は
，
電
源
と
し
て
同
じ
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
統
合
し
て
い
る
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 55
1.

5 
過
電
流
保
護

 

55
1.

5.
1 

発
電
装
置
の
過
電
流
保
護
が
必
要
な
場
合
は
，
そ
の
装
置
を
可
能
な
限
り
発
電
機
端
子
の
近
く
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
発
電
装
置
に
よ
る
推
定
短
絡
電
流
へ
の
寄
与
度
は
，
時
間
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
，
電
源
が
高
圧
／
低
圧
の
変
圧
器
の
装
置
に
よ
る

寄
与
度
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

5.
2 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
の
電
力
供
給
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
場
合
，
又
は
複
数
の
発
電
装
置
を
並
列
運
転
す

る
場
合
に
は
，
導
体
の
温
度
定
格
を
超
え
な
い
よ
う
に
，
高
調
波
電
流
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

高
調
波
電
流
の
影
響
は
，
次
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
補
償
巻
線
を
も
つ
発
電
装
置
の
選
定

 

－
 
発
電
機
の
中
性
点
に
適
切
な
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
接
続
す
る
措
置

 

－
 
回
路
は
遮
断
す
る
が
，
故
障
保
護
を
常
時
損
な
わ
な
い
よ
う
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
開
閉
器
の
設
置

 

－
 
フ
ィ
ル
タ
の
設
置

 

－
 
そ
の
他
の
適
切
な
手
段

 

注
記

1 
高
調
波
電
流
を
制
限
す
る
た
め
に
接
続
し
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
両
端
に
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
，

大
電
圧
に
考
慮
を
払
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

15
57

-1
2
に
適
合
す
る
監
視
機
器
は
，
高
調
波
の
存
在
に
よ
る
異
常
電
圧
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

 

 55
1.

6 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
換
え
て
電
気
の
供
給
を
行
う
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

6.
1 

発
電
機
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
で
き
な
い
よ
う
に
，
断
路
に
関
す
る

IE
C

 C
 6

03
64

-5
-5

3
の
当
該
要
求
事
項
に
適
合
す
る

予
防
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

適
切
な
予
防
措
置
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

 

－
 
操
作
機
構
又
は
切
換
開
閉
装
置
の
制
御
回
路
相
互
間
の
電
気
的
，
機
械
的
又
は
電
気
機
械
的
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク

 

－
 

1
個
の
可
搬
式
キ
ー
に
よ
る
施
錠
シ
ス
テ
ム

 

－
 
「
断
」
を
間
に
含
む

3
段
切
換
開
閉
器

 

－
 
適
切
な
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
機
能
を
備
え
た
自
動
切
換
開
閉
器

 

－
 
運
転
面
で
同
等
の
安
全
性
を
備
え
て
い
る
そ
の
他
の
方
法

 

 
注
記
 
発
電
機
の
制
御
回
路
の
電
源
も
含
め
て
断
路
す
る
こ
と
。

 

55
1.

6.
2 

中
性
線
を
開
閉
し
な
い

T
N

-S
系
統
の
場
合
，
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
点
接
地
の
並
列
経
路
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
動
作
を
回

避
す
る
位
置
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 注
記

1 
T

N
系
統
で
は
，
雷
に
起
因
す
る
誘
導
電
圧
サ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
妨
害
電
圧
を
回
避
す
る
た
め
に
，
商
用
配
電
系
統
の
中
性
線
又
は

PE
N
導
体
か
ら
設
備
の
中
性
線
を
切
り
離
す
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
。

 

 
注
記

2 
I E

C
 C

 6
03

64
-4

-4
4(

: 2
00

7)
の

44
4.

4.
7
も
参
照
。

 

  

                                  JI
C

 C
 6

03
64

-1
に
記
載
さ
れ
て
い
る
配
電
系
統
の
用
語
の
解
説
と
種
類
の
一
例
を
以
下
に
示
す
。

 

・
 第

一
文
字
 
電
力
系
統
と
大
地
と
の
関
係

 

 
Ｔ
＝
一
点
を
大
地
に
直
接
接
続
す
る
。

 

 
Ｉ
＝
全
充
電
部
を
大
地

(接
地

)か
ら
絶
縁
す
る
か
，
又
は
高
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
介
し
て
一
点
を
大
地
に
直
接
接
続
す
る
。

 

・
 第

二
文
字
 
設
備
の
露
出
導
電
性
部
分
と
大
地
と
の
関
係

 

                                       

2-6



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

                                       

 
Ｔ
＝
電
力
系
統
の
接
地
と
は
無
関
係
に
，
露
出
導
電
性
部
分
を
大
地
に
直
接
接
地
す
る
。

 

 
Ｎ
＝
露
出
導
電
性
部
分
を
電
力
系
統
の
接
地
点
へ
直
接
接
続
す
る
。

 

・
 そ

の
次
の
文
字
 
中
性
線
及
び
保
護
導
体
と
の
措
置

 

 
Ｓ
＝
保
護
導
体
の
機
能
を
中
性
線
（
又
は
接
地
側
相
）
と
別
の
導
体
で
行
う
。

 

 
Ｃ
＝
中
性
線
及
び
保
護
導
体
の
機
能
を
１
本
の
導
体
で
兼
用
す
る
（
Ｐ
Ｅ
Ｎ
導
体
）
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

                55
1.

7 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

7.
1 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
発
電
装
置
を
使
用
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

2
に
従
っ
た
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
及

び
IE

C
 C

 6
03

64
-4

-4
3
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
は
，
す
べ
て
の
場
合
に
，
そ
の
有
効
性
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

分
岐
回
路
内
の
特
定
の
電
気
使
用
機
器
に
電
力
供
給
す
る
た
め
の
無
瞬
断
電
力
供
給
が
分
岐
回
路
に
施
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
，
発
電

装
置
は
設
備
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
2 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
使
用
す
る
発
電
装
置
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
負
荷
側
，
し
か
し
こ
の
場
合
，
次
の
す
べ
て
の
追
加
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

a)
 
分
岐
回
路
の
電
線
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

I ｚ
≧

I ｎ
＋

I ｇ
 

こ
こ
に
，

I ｚ
：
分
岐
回
路
電
線
の
許
容
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｎ
：
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
定
格
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｇ
：
発
電
装
置
の
定
格
出
力
電
流

 

 
 
 

b)
 
発
電
装
置
は
，
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
方
法
で
分
岐
回
路
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

c)
 

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
又
は
箇
条

41
5
に
従
っ
た
分
岐
回
路
の
保
護
用
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ

て
の
線
導
体
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

d)
 
分
岐
回
路
及
び
発
電
装
置
の
線
導
体
及
び
中
性
線
は
，
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
二
次
側
で
大
地
へ
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
分
岐
回
路
用
保
護
器
が
線
導
体
及
び
中
性
線
を
遮
断
す
る
場
合
を
除
き
，
発
電
装
置
を
そ
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器
の
負

荷
側
で
分
岐
回
路
に
設
置
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 

20
05

)の
41

1.
3.

2
に
従
っ
た
遮
断
時
間
は
，
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
遮

断
時
間
と
発
電
装
置
の
出
力
電
圧
を

50
 V

以
下
に
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
時
間
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。

 

 55
1.

7.
3 

商
用
配
電
系
統
を
含
め
て
，
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
発
電
装
置
の
選
定
及
び
使
用
に
当
た
っ
て
は
，
力
率
，
電
圧
変
動
，
高
調
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03
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改
正
さ
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た

IE
C
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03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

波
ひ
ず
み
，
直
流
成
分
，
不
平
衡
，
始
動
，
同
期
又
は
電
圧
フ
リ
ッ
カ
現
象
の
面
で
，
商
用
配
電
系
統
及
び
他
の
設
備
に
対
し
て
有
害
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
用
配
電
系
統
の
場
合
は
，
電
気
事
業
者
と
，
特
別
な
要
求
事
項
に
つ
い
て
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
期
が
必
要
な
場
合
は
，
周
波
数
，
位
相
及
び
電
圧
を
調
整
す
る
自
動
同
期
装
置
を
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

55
1.

7.
4 

発
電
装
置
が
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
を
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数
の
正

常
な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
自
動
遮
断
装
置
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
保
護
の
種
類
，
感
度
及
び
動
作
時
間
は
，
商
用
配
電
系
統
の
保
護
及
び
接
続
さ
れ
る
発
電
装
置
の
数
に
よ
る
。
そ
し
て
，
電
気
事
業
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
が
あ
る
場
合
，
遮
断
装
置
は
，
こ
の
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
5 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数
の
正
常

な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
へ
の
発
電
装
置
の
接
続
を
防
止
す
る
装
置
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
6 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
こ
と
が
可
能
な
装
置
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
切
り
離
す
手
段
は
，
国
の
規
定
及
び
配
電
系
統
管
理
者
の
要
求
事
項
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
7 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
切
り
換
え
る
電
源
と
し
て
も
運
転
す
る
場
合
は
，
設
備
も
ま
た

55
1.

6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 55
1.

8 
据
置
き
形
蓄
電
池
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
関
す
る
要
求
事
項

 

55
1.

8.
1 

据
置
き
形
蓄
電
池
は
，
技
能
者
及
び
熟
練
者
だ
け
が
接
近
で
き
る
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
通
常
，蓄

電
池
は
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
又
は
小
形
の
蓄
電
池
は
安
全
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
る
。

 

 
そ
の
よ
う
な
場
所
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，
適
切
に
換
気
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

8.
2 

蓄
電
池
の
接
続
は
，
絶
縁
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
基
本
保
護
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
又
は
電
位
差

12
0 

V
超
過
の
二
つ

の
裸
導
体
部
分
に
無
意
識
に
同
時
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
9 

照
明
器
具
及
び
照
明
設
備

 

55
9.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
箇
条
の
特
別
要
求
事
項
は
，
固
定
設
備
の
一
部
を
意
図
し
た
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。
 

 

 
照
明
設
備
の
特
殊
タ
イ
プ
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，
次
の
規
格
を
包
含
す
る
。
 

 

 
－
 
水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02

 

 
－
 
展
示
会
，
シ
ョ
ー
及
び
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
11

 

 
－
 
家
具
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
13

 

 
－
 
屋
外
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

 

 
－
 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

 

 
こ
の
箇
条
の
要
求
事
項
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 
－
 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）

 

 
 
 
注
記

1 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）
に
関
す
る
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
4
に
含
ま
れ
る
。

 

 
－
 
定
格
無
負
荷
出
力
電
圧

1k
V
超
～

10
kV

以
下
の
サ
イ
ン
及
び
発
光
放
電
管
設
備
 
 
 

 

                            照
明
器
具
自
体
に
関
す
る
安
全
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 8

10
5
シ
リ
ー
ズ
「
照
明
器
具
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
適
用
さ
れ
る
。

 

          

                                7-
71

3
は
適
用
除
外
。

 

      

2-9



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

－
 
臨
時
の
ツ
リ
ー
状
照
明

 

 
 
 
注
記

2 
照
明
器
具
の
安
全
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
。
 

 

55
9.

2 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
箇
条
の
目
的
の
た
め
，
次
の
用
語
に
加
え
て

IE
C

 6
03

64
-1
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
，

IE
C

 6
00

50
-1

95
，

IE
C

 6
00

50
-8

26
及
び

IE
C

 

60
57

0
の
一
般
的
な
用
語
及
び
定
義
を
適
用
す
る
。

 

55
9.

2.
1 

照
明
器
具
（

L
um

in
ai

re
）

 

 
1
本
以
上
の

 ラ
ン
プ
か
ら
放
射
さ
れ
た
光
を
配
光
し
，
濾
光
し
又
は
変
換
し
，
か
つ
，
ラ
ン
プ
を
固
定
し
，
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
ラ
ン
プ
を
除
く
す
べ
て
の
部
品
を
含
み
，
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
，
照
明
器
具
を
電
源
に
接
続
す
る
手
段
と
共
に
回
路
の
附
属
品
を
含
む
器

具
 

［
IE

C
 6

00
50

-8
45

: 1
98

7,
 8

45
-1

0-
01
］

 

55
9.

2.
2 

照
明
器
具
の
展
示
台
（

D
is

pl
ay

 st
an

ds
 fo

r 
lu

m
in

ai
re

s）
 

  
照
明
器
具
を
展
示
す
る
た
め
に
使
用
す
る
売
店
又
は
売
店
の
一
部
に
置
く
恒
久
的
な
台

 

 
注
記
 
次
の
も
の
は
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

－
 
頒
布
会
用
の
台
で
，
そ
の
会
の
期
間
中
照
明
器
具
を
接
続
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

 

－
 
照
明
器
具
を
恒
久
的
に
接
続
し
て
い
る
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル

 

－
 
差
込
接
続
器
で
接
続
可
能
な
一
連
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
た
展
示
パ
ネ
ル

 

 

55
9.

3 
設
備
に
関
す
る
一
般
要
求
事
項

 

 
照
明
器
具
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
て
選
定
及
び
施
工
を
行
い
，
か
つ
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

照
明
器
具
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
は
，

IE
C

 6
05

70
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
ラ
ン
プ
と
制
御
装
置
と
の
間
の
よ
う
な
適
合
性
に
関
し
て
は

51
2.

1.
5
を
引
用
す
る
こ
と
。
照
明
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
，

低
限
次
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
－
 
始
動
電
流

 

 
 
 
 
－
 
高
調
波
電
流

 

 
 
 
 
－
 
電
流
の
補
正

 

 
 
 
 
－
 
漏
れ
電
流

 

 
 
 
 
－
 

初
の
放
電
電
流

 

 
 
 
 
－
 
耐
電
圧
降
下

 

注
記

2 
保
護
装
置
及
び
制
御
装
置
の
適
正
な
選
択
に
つ
い
て
は
，
ラ
ン
プ
か
ら
発
生
さ
れ
る
す
べ
て
の
周
波
数
に
関
連
す
る
電
流
及
び
す

べ
て
の
過
渡
的
な
電
流
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

 3
 
照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
制
御
装
置
及
び
照
明
設
備
に
使
用
す
る
記
号
の
説
明
に
関
し
て
は
，
附
属
書
Ａ
参
照
。

 

こ
の
箇
条
の
目
的
と
し
て
，
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
が
な
く
，
か
つ
，
直
列
に
接
続
し
た
特
別
低
電
圧
（

E
LV

）
電
球
を
使
用
し
て
い
る
照

明
器
具
は
，
低
圧
機
器
と
考
え
る
べ
き
で
，
特
別
低
電
圧
（

EL
V
）
機
器
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
照
明
器
具
は
，
ク
ラ
ス

Ⅰ
機
器
か
又
は
ク
ラ
ス
Ⅱ
機
器
の
ど
ち
ら
か
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 

カ
ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
又
は
他
の
建
築
上
の
若
し
く
は
装
飾
的
な
建
物
の
場
所
の
内
に
取
り
付
け
た
照
明
器
具
は
，
カ
ー
テ
ン
又
は
ブ
ラ
イ
ン

ド
の
存
在
及
び
／
又
は
操
作
に
よ
っ
て
悪
影
響
が
な
い
よ
う
に
，
か
つ
，
普
通
の
使
用
に
お
い
て
火
災
又
は
感
電
の
危
険
を
生
じ
な
い
よ
う
に

選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 IE
C

 6
05

98
-2

-1
4 

:照
明
器
具
－
第

2-
14

部
 
特
定
要
求
事
項
－
冷
陰
極
管
状
放
電
ラ
ン
プ
（
ネ
オ
ン
管
）
及
び
類
似
機
器

 

 IE
C

 6
00

50
 

:J
IS

 Z
81

15
 
デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語

 

IE
C

 6
00

50
-1

95
 

:デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

19
6
部
 
電
気
シ
ョ
ッ
ク
保
護
と
ア
ー
ス

 

IE
C

 6
00

50
-8

26
 

:デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

82
6
部
 
電
気
設
備

  

IE
C

 6
05

70
 

:J
IS

 C
84

73
 
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
 
照
明
器
具
用
ダ
ク
ト
の
安
全
性
要
求
事
項

 

IE
C

 6
00

50
-8

45
 

:デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

84
5
部
 
照
明

  

   55
9.

2.
2 

は
，
照
明
器
具
の
展
示
台
に
つ
い
て
用
語
の
定
義
を
し
て
い
る
が
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
も
の
と
し
て
は
，
短
期
の
仮
設
展
示
台

や
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
三
つ
の
具
体
例
を
示
し
規
定
し
て
い
る
。

 

       JI
S 

C
81

05
-1
（
照
明
器
具
－
第

1
部
 
安
全
性
要
求
事
項
通
則
）
に
よ
れ
ば

 

ク
ラ
ス

0
照
明
器
具
（
普
通
型
照
明
器
具
に
だ
け
適
用
で
き
る
）

 

 
基
礎
絶
縁
に
よ
っ
て
感
電
に
対
す
る
保
護
を
行
う
照
明
器
具
。

 

ク
ラ
ス

0Ⅰ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
と
し
て
，
少
な
く
と
も
基
礎
絶
縁
を
も
ち
，
基
礎
絶
縁
部
が
破
損
し
た
場
合
に
充
電
部
と
な
る
可
触
導
電
部
を
建
物

 

 
の
固
定
配
線
の
保
護
接
地
用
導
体
に
接
続
す
る
た
め
の
接
地
用
端
子
又
は
接
地
用
口
出
し
線
を
も
ち
，
接
地
用
導
体
が
な
い
電
源
コ
ー
ド

 

 
及
び
接
地
極
が
な
い
プ
ラ
グ
を
用
い
て
い
る
照
明
器
具

 

ク
ラ
ス
Ⅰ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
が
基
礎
絶
縁
だ
け
に
依
存
し
て
お
ら
ず
，
追
加
安
全
予
防
措
置
を
も
つ
照
明
器
具

 

ク
ラ
ス
Ⅱ
照
明
器
具

 

感
電
に
対
す
る
保
護
が
，
基
礎
絶
縁
だ
け
に
依
存
し
て
お
ら
ず
，
二
重
絶
縁
又
は
強
化
絶
縁
の
よ
う
な
追
加
安
全
予
防
措
置
を
持
つ
照
明
器
具
。

ク
ラ
ス
Ⅲ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
を
安
全
特
別
低
電
圧
（

SE
LV

）
の
電
源
に
依
存
し
，
か
つ
，
内
部
で
安
全
特
別
低
電
圧
を
超
え
る
電
圧
を
発
生
し
な
い

 

照
明
器
具

 

     

 

2-10



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

55
9.

4 
熱
的
影
響
に
対
す
る
周
囲
の
保
護

 

 
照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
周
囲
環
境
に
及
ぼ
す
輻
射
及
び
対
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
的
影
響
に
つ
い
て
，
次
の
点
を
含
め
て
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 

ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値

 

注
記

1 
ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値
は
，
照
明
器
具
の
上
に
表
示
し
て
あ
る
。

 

b)
 

次
の
箇
所
又
は
範
囲
に
あ
る
近
接
材
料
の
耐
熱
性

 

－
 
施
設
箇
所

 

 
  
－
 
熱
的
影
響
を
受
け
る
範
囲

 

c)
 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
ー
ム
の
経
路
内
に
あ
る
も
の
を
含
め
，
可
燃
性
材
料
と
の

小
離
隔
距
離

 

d)
 

照
明
器
具
の
関
連
表
示

 

注
記

2 
熱
的
影
響
の
表
示
及
び
記
号
に
関
し
て
は
，
附
属
書

B
参
照
。
 
 

  
 

 
 注

記
3 

IE
C

 6
01

55
に
従
っ
た
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
の
使
用
を
推
奨
す
る
。

 

 
照
明
器
具
に
つ
い
て
の
熱
的
保
護
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，

42
2.

3
及
び

42
2.

4
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

55
9.

5 
照
明
設
備
用
の
配
線
設
備

 

55
9.

5.
1 

固
定
配
線
へ
の
接
続

 

 
配
線
設
備
は
次
の
い
ず
れ
か
の
中
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
06

70
の
関
連
す
る
部
に
適
合
し
た
ボ
ッ
ク
ス
。

 

 
－
 
ボ
ッ
ク
ス
内
に
設
置
し
た

IE
C

 6
19

95
に
よ
る
照
明
器
具
コ
ン
セ
ン
ト
用
接
続
器
（

D
C

L
）

 

 
－
 
配
線
設
備
に
直
接
接
続
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
電
気
機
器

 

 55
9.

5.
2 

照
明
器
具
の
取
付
け

 

 
照
明
器
具
は
，
確
実
に
構
造
の
安
定
し
た
部
材
に
適
切
な
方
法
で
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
方
法
は
，
照
明
器
具
を
支
持
で
き
る
金
属
製
付
属
品
（
例
え
ば
，
フ
ッ
ク
又
は
ス
ク
リ
ュ
ー
），

ボ
ッ
ク
ス
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ

ャ
（

IE
C

 6
06

70
-2

1）
又
は
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
支
持
装
置
で
も
よ
い
。

 

そ
の
固
定
方
法
は
，

5k
g
以
上
の
重
量
を
吊
る
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
照
明
器
具
が

5 
kg

以
上
の
場
合
は
，
設
置
者
は
取
付
け
方
法

が
照
明
器
具
の
重
量
を
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
手
段
の
設
置
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
照
明
器
具
，
ボ
ッ
ク
ス
，
そ
れ
ら
の
固
定
手
段
及
び
必
要
な
場
合
も
あ
る
付
属
品
の
重
量
は
，
支
持
構
造
材
の
機
械
的
能
力
に
適
合
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
こ
れ
ら
の
条
件
に
お
い
て
，
天
井
又
は
吊
り
天
井
は
，
構
造
体
の
安
定
し
た
構
成
材
と
考
え
て
よ
く
，
し
た
が
っ
て
照
明
器
具
は

こ
れ
ら
に
固
定
し
て
も
よ
い
。

 

 
固
定
手
段
と
照
明
器
具
と
の
間
の
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
は
，
導
体
，
端
子
及
び
端
末
に
お
い
て
予
期
さ
れ
る
応
力
が
設
備
の
安

全
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

2（
: 2

00
9）

の
52

2.
8
も
参
照
。

 

   55
9.

5.
3 

通
過
配
線

 

照
明
器
具
内
の
通
過
配
線
の
施
工
は
，
通
過
配
線
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
だ
け
が
実
施
で
き
る
。

 

55
9.

4
は
，
照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
り
熱
的
影
響
に
つ
き
考
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
が
，
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
は
ａ
），

ｂ
），

ｃ
），

ｄ
）
の
４
種
類
を
記
し
て
い
る
。

 

         IE
C

 6
01

55
 

:J
IS

 C
76

19
 
蛍
光
ラ
ン
プ
用
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
－
一
般
及
び
安
全
性
要
求
事
項

 

    IE
C

 6
06

70
 :

 J
IS

 C
 8

46
2 

家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
固
定
電
気
設
備
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
関
す
る
一
般
要
求
事

項
 

IE
C

 6
06

70
-2

1 
: J

IS
 C

84
62

-2
1 

第
21

部
 
懸
架
手
段
を
備
え
た
ボ
ッ
ク
ス
及
び
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
対
す
る
個
別
要
求
事
項

 

 55
9.

5.
2
の
「
説
明
書
」
 
と
は
，
通
常
，
我
が
国
に
お
い
て
は
「
取
扱
説
明
書
」
で
包
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
取
扱
説
明
書
」
に
は
，
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
確
実
な
施
工
を
す
る
た
め
の
説
明
及
び
長
期
間
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
注
意
事
項
な
ど
，
施
工
上
・
使
用
上
の
重
要
な
項
目
を
記
載

す
る
よ
う
，

 J
IS

 S
 0

13
7：

00
「
消
費
生
活
用
製
品
の
取
扱
説
明
書
に
関
す
る
指
針
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 

参
考
 

JI
S 

C
 8

10
5
は
，
照
明
器
具
の
分
類
，
表
示
並
び
に
機
械
的
及
び
電
気
的
構
造
に
関
す
る
安
全
上
の
一
般
的
要
求
事
項
を
規
定
し
て
い
る
。

一
方
，

JI
S 

S 
01

37
は
，

終
使
用
者
に
製
品
を
正
し
く
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
方
法
を
伝
え
る
手
段
で
あ
る
取
扱
説
明
書
の
構
成
及
び
作
成

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

       注
記

2 
に
あ
る

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の

55
2.

8 
は
，
そ
の
他
の
機
械
的
応
力
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

 

「
52

2.
8.

1 
配
線
設
備
は
，
そ
の
工
事
中
，
使
用
中
又
は
保
守
の
際
に
，
ケ
ー
ブ
ル
及
び
絶
縁
電
線
の
外
装
及
び
絶
縁
物
並
び
に
そ
れ
ら
の
端
末

に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

 

 55
9.

5.
3
は
，
照
明
器
具
に
温
度
表
示
が
有
る
場
合
は
，
そ
の
表
示
に
従
っ
て
通
過
配
線
用
の
ケ
ー
ブ
ル
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，

何
ら
表
示
が
な
い
場
合

JI
S 

C
 3

66
3-

3:
03
（
定
格
電
圧

45
0/

75
0Ｖ

以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
－
第

3
部
：

 

2-11



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 
接
続
器
が
必
要
だ
が
，
配
線
が
通
過
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
照
明
器
具
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
接
続
器
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
へ
の
接
続
に
対
し
て
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
通
過
配
線
の
接
続
に
使
用
す
る
接
続
器

 

 
－
 
そ
の
他
の
適
切
で
，
か
つ
，
妥
当
な
接
続
器

 

 
通
過
配
線
用
の
ケ
ー
ブ
ル
は
，
照
明
器
具
上
へ
の
表
示
又
は
製
造
業
者
の
説
明
書
で
示
さ
れ
る
情
報
が
あ
る
場
合
は
，
そ
の
温
度
情
報
に
従

っ
て
次
の
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
，
温
度
表
示
が
あ
る
場
合
は
，
表
示
し
た
温
度
に
適
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
て
い
る
が
，
温
度
表
示
が
な
い
照
明
器
具
に
関
し
て
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
，
ケ

ー
ブ
ル
を
耐
熱
性
と
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 

 
－
 
何
ら
説
明
が
な
い
場
合
は
，

IE
C

 6
02

45
-3
に
よ
る
耐
熱
性
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
若
し
く
は
絶
縁
電
線
又
は
同
等
の
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル

を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
注
記
 
照
明
器
具
に
表
示
し
た
温
度
は
，

IE
C

 6
05

98
-1
（

: 2
00

8）
の
表

12
.2
に
従
っ
た

高
温
度

を
示
し
，
記
号
 

で
表
示
さ
れ
る
（
附
属
書

B
参
照
）。

 

55
9.

5.
4 

電
源
へ
接
続
す
る
た
め
の
器
具

 

 
照
明
器
具
に
電
源
へ
の
接
続
の
た
め
の
接
続
器
が
な
い
場
合
，
接
続
器
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
19

95
に
従
っ
た
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
装
置
（

D
C

L
）

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
カ
プ
ラ
ー

 

－
 
そ
の
他
の
適
当
で
，
か
つ
，
専
用
の
接
続
器

 

 
注
記
 
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
施
工
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2（

: 2
00

9）
の

52
2.

2
も
参
照
。

 

55
9.

5.
5 
 
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ

 

1
本
だ
け
の
共
通
中
性
線
と
三
相
回
路
の

3
本
の
線
導
体
間
に
分
割
さ
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ
は
，
一
つ
以
上
の
保
護
器
で
す
べ

て
の
線
導
体
を
同
時
に
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 

IE
C

 0
36

4-
5-

53
（

: 2
00

1）
の
箇
条

53
6
も
参
照
。

 

            55
9.

5.
6 

照
明
器
具
内
の
熱
及
び
紫
外
線
放
射
（

U
V

 r
ad

ia
tio

n 
ef

fe
ct

s）
 に

対
す
る
保
護

 

 
外
部
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
照
明
器
具
内
で
接
続
す
る
か
又
は
通
過
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
心
線
は
，
照
明
器
具
又
は
そ
の
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
発
生
す

耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
）
で
は
，
定
格
電
圧

45
0/

75
0Ｖ

以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
 
第

3
部
：
耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ

ル
を
用
い
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

IE
C

 6
09

98
 

:J
IS

 C
28

14
 
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用
接
続
器
具

 

IE
C

 6
15

35
 

:固
定
配
線
用
の
永
久
接
続
を
意
図
し
た
施
工
カ
プ
ラ
ー

 

                 55
9.

5 .
5 
は
，
三
相
４
線
式
回
路
の
各
線
導
体
と
一
本
の
中
性
線
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
各
グ
ル
ー
プ
は
，
一
つ
の
三
相
電
気
使

用
機
器
と
み
な
し
，
各
グ
ル
ー
プ
を
同
時
に
断
路
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
例
と
し
て
下
記
に
そ
の
結
線
図
を
示
す
。

 

照
明

グ
ル

ー
プ

1
照

明
グ

ル
ー

プ
3

照
明

グ
ル

ー
プ

2

一
つ

の
三

相
電

気
使

用
機

器
と

み
な

す

全
て

の
回

路
を

各
充

電
電

線
か

ら
断

路
で

き
る

L
1

L
2

L
3

N P
E

 
 55

9.
6
は
，
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
の
表
示
が
な
い
照
明
器
具
は
，
外
部
に
安
定
器
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

る
熱
及
び
紫
外
線
放
射
に
よ
る
損
傷
又
は
劣
化
を
受
け
な
い
よ
う
に
（
例
え
ば
，
遮
蔽
）
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
9.

6 
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
安
定
器
）

 

 
照
明
器
具
の
外
部
に
は
，
当
該
規
格
に
よ
っ
て
別
置
き
使
用
に
適
し
て
い
る
旨
の
表
示
の
あ
る
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
だ
け
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
記
号
は
，

IE
C

 6
04

17
-5

13
8（

: 2
01

1）
別
置
形
安
定
器
 
 
 
 
で
あ
る
。

 

 
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
だ
け
，
可
燃
性
の
表
面
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 

P 
 表

示
の
あ
る
ク
ラ
ス

P
の
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

 
－

 ･
･･

 表
示
の
あ
る
温
度
表
示
を
し
た
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

55
9.

7 
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ

 

 
合
計
容
量
が

0.
5μ

F
を
超
え
る
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
は
，

IE
C

 6
10

48
（

: 2
00

6）
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
放
電
抵
抗
を
付
け
ず
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

 

55
9.

8 
照
明
器
具
用
展
示
台
に
関
す
る
感
電
保
護

 

 
照
明
器
具
の
た
め
の
展
示
台
に
電
力
供
給
す
る
回
路
に
関
し
て
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
感
電
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

SE
LV

又
は

PE
LV

に
よ
る
電
力
供
給

 

 
－
 

41
1
に
従
っ
た
電
源
の
自
動
遮
断
及
び

41
5.

1
に
従
っ
た
追
加
保
護
の
両
方
を
提
供
す
る
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器

55
9.

9 
ス
ト
ロ
ボ
効
果

 

 
可
動
部
分
を
も
つ
機
械
を
運
転
す
る
構
内
用
照
明
の
場
合
は
，
可
動
部
分
が
静
止
し
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た
感
覚
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
得

る
ス
ト
ロ
ボ
効
果
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
，
適
切
な
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
高
周
波
電
子
制
御
装
置
）

を
も
つ
照
明
器
具
を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡ 

55
9.

10
 
地
中
埋
込
み
形
の
照
明
器
具

 

 
地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
に
関
す
る
選
定
及
び
施
工
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
3（

: 
20

06
）
の
表

A
.1
に
示
す
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

  

附
属
書

A
（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

 

  

附
属
書

B
（
参
考
）

 

照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ギ
ア
及
び
照
明
器
具
の
設
置
で
使
用
す
る
記
号
の
説
明

 

 

 

耐
短
絡
性
（
本
質
的
又
は
非
本
質
的
）
安
全
絶
縁
変
圧
器
（

IE
C

 6
15

58
-2

-6
）

 

 
表
面
温
度
を
制
限
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-2

-2
4）

 

    IE
C

 6
04

17
 : 
機
器
，
装
置
用
図
記
号

 

    IE
C

 6
10

48
 : 
ラ
ン
プ
補
助
具
―
管
状
蛍
光
灯
及
び
そ
の
他
の
放
電
ラ
ン
プ
回
路
で
使
用
す
る
コ
ン
デ
ン
サ
 
一
般
及
び
安
全
要
求
事
項

 

 55
9.

8
は
，
照
明
器
具
用
展
示
台
の
感
電
保
護
は
，

SE
LV

電
源
（
安
全
特
別
低
電
圧
回
路
），

PE
LV

電
源
（
保
護
特
別
低
電
圧
回
路
）
又
は
，
自

動
遮
断
器
に
定
格
感
度
電
流

30
 m
Ａ
以
下
の
漏
電
遮
断
器
を
用
い
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

  55
9.

9
の
ス
ト
ロ
ボ
効
果
と
は
，
光
源
の
点
滅
や
ち
ら
つ
き
な
ど
に
よ
っ
て
，
動
く
物
体
が
止
ま
っ
て
見
え
た
り
，
コ
マ
送
り
な
ど
の
よ
う
に
見
え

る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
，
放
電
灯
の
周
波
数
制
御
や
放
電
灯
に
白
熱
灯
又
は
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
を
加
え
る
な
ど
の
方
法
が

あ
る
。

 

  IE
C

 6
05

98
-2

-1
3 

:J
IS

 C
81

05
-2

-1
3 

地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
に
関
す
る
安
全
性
要
求
事
項

 

表
Ａ

.1
：
 
特
定
の
照
明
器
具
の
用
途
並
び
に
温
度
限
度
，
寸
法
及
び
耐
静
荷
重
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 

熱
絶
縁
材
料
で
カ
バ
ー
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1
 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
埋
込
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
直
付
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1
 

E
d.

6）

 注
記
 
一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
は
，
以
前
は

IE
C

 6
05

98
-1

:2
00

3 
(E

d.
6)
に
従
っ
た
記
号
 
 

 を
表
示
し
て
い
た
。

IE
C

 6
05

98
-1

:2
00

8 

(E
d.

7)
の
発
行
に
よ
り
，
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
に
は
特
別
の
表
示
は
せ
ず
，

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
だ
け
に
記
号
 
 

  
 及

び
／
又
は
 
 
 

 を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
そ
れ
以
上
の
説
明
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 

60
59

8-
1:

20
08

 (E
d.

7)
の
箇
条

N
.4
参
照
）。

 

 

IE
C

 6
04

17
シ
リ
ー
ズ

N
o.

51
38

の
別
置
形
安
定
器

 

 
上
限
温
度

11
0 
℃
の
コ
ン
バ
ー
タ

 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
別
置
形
安
定
器

 

 

可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（
非
可
燃
材
表
面
に
だ
け
適
す

る
）（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。

 

 

熱
絶
縁
材
料
で
照
明
器
具
を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
，
一
般
的
な
可
燃
材
表
面
に
直
接

及
び
／
又
は
埋
込
み
で
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。

 

 

 

耐
熱
形
安
定
器
及
び
／
又
は
変
圧
器
（
ク
ラ
ス

P）
（

IE
C

61
34

7-
1）

 

 

電
力
供
給
，
相
互
接
続
又
は
外
部
配
線
に
関
す
る
耐
熱
線
の
使
用
（
導
体
の
本
数
は
，
任
意
）

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 
ボ
ー
ル
ミ
ラ
ー
電
球
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

F

2-14



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 
定
格

高
周
囲
温
度
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

ク
ー
ル
ビ
ー
ム
ラ
ン
プ
の
使
用
に
対
す
る
警
告
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 
被
照
物
体
と
の

小
離
隔
（
ｍ
）（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

厳
し
い
使
用
条
件
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）

 

 

別
置
形
点
灯
装
置
が
必
要
な
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 

点
灯
装
置
内
蔵
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 

す
べ
て
の
壊
れ
た
保
護
ス
ク
リ
ー
ン
の
取
換
え
（
長
方
形
）
又
は
（
円
形
）

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）

 

 

自
己
シ
ー
ル
ド
形
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
だ
け
を
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
し
た
照

明
器
具
。（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
及
び
開
放
形
照
明
器
具
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ

 

 

保
護
カ
バ
ー
の
あ
る
照
明
器
具
だ
け
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ

 

  

 

2-15



 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09
 

E
d.

2.
1（

: 2
01

2）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
70

9
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所

 

序
文

 

こ
れ
は
，

20
07

年
に
第

2
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09

: 2
00

7,
 A

m
en

dm
en

t 1
: 2

01
2
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国

際
規
格
の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

70
0.

1 
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は
置
き

換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
70

9
部
を
示
す
固

有
番
号
（

70
9）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

 70
9.

1 
適
用
範
囲

 

 
JI

S 
C

 0
36

4
の
こ
の
部
に
規
定
す
る
特
別
要
求
事
項
は
，
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所
で
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
に
電

力
供
給
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
回
路
に
だ
け
適
用
す
る
。

 

 
注
記

1 
こ
の
部
に
お
い
て

“マ
リ
ー
ナ

”と
は
，

“マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所

”を
い
う
。

 

 
特
別
要
求
事
項
は
，
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
が
公
共
配
電
網
か
ら
直
接
電
力
供
給
を
受
け
る
場
合
に
は
，
適
用
し
な
い
。

 

 
特
別
要
求
事
項
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
内
部
に
施
設
す
る
電
気
設
備
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 
注
記

2 
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
00

92
-5

07
を
参
照
の
こ
と
。

 

 
注
記

3 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
電
気
設
備
は
，

JI
S 

C
 0

36
4-

7
の
関
連
す
る
特
別
要
求
事
項
と
共
に

JI
S 

C
 6

03
64

の
一
般
要
求
事
項
に
適
合
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所
の
電
気
設
備
の
こ
の
規
定
以
外
の
も
の
に
関
し
て
は
， 

JI
S 

C
 0

36
4-

7
の
関
連
す
る
特
別
要
求
事
項
と
と
も
に

JI
S 

C
 6

03
64

の
一
般
要
求
事
項
を
適
用
す
る
。

 

注
記

4 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
09

:2
00

7，
L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 -
 P

ar
t 

7-
70

9:
 R

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 s
pe

ci
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns

 - 
M

ar
in

as
 a

nd
 si

m
ila

r l
oc

at
io

ns
 (I

D
T

) 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

(I
D

T
)は

，
IS

O
/I

E
C

 G
ui

de
 2

1
に
基
づ
き
，
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

 

70
9.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規
格
は
，

そ
の

新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3,

  
El

ec
tri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

g－
Pa

rt 
4-

43
: P

ro
te

ct
io

n 
fo

r s
af

et
y－

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t 

ov
er

cu
rr

en
t（

ID
T
）

 

IE
C

 6
00

38
, I

E
C

 st
an

da
rd

 v
ol

ta
ge

s 

  
IE

C
 6

03
09

-1
, P

lu
gs

, s
oc

ke
t-o

ut
le

ts
 a

nd
 c

ou
pl

er
s f

or
 in

du
st

ria
l p

ur
po

se
s－

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 re

qu
ire

m
en

ts
 

IE
C

 6
03

09
-2

, P
lu

gs
, s

oc
ke

t-o
ut

le
ts

 a
nd

 c
ou

pl
er

s 
fo

r i
nd

us
tri

al
 p

ur
po

se
s－

Pa
rt 

2:
 D

im
en

si
on

al
 in

te
rc

ha
ge

ab
ili

ty
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 p
in

 

an
d 

co
nt

ac
t-t

ub
es

 a
cc

es
so

rie
s 

             70
9.

1
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
内
の
電
気
設
備
は

IE
C

 6
00

92
-5

07
を
適
用
す
る
と
し
て
，
こ
の
部
で
は
マ
リ
ー
ナ
及
び
類
似
の
場
所
で
プ

レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
に
電
力
供
給
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
回
路
に
だ
け
に
適
用
範
囲
を
規
定
し
て
い
る
。

 

       70
9.

1
に
規
定
さ
れ
る
回
路
以
外
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

の
一
般
要
求
事
項
を
適
用
す
る
と
し
て
お
り
，
使
用
場
所
と
し
て
の
共
通
性
を
図
っ
て
い

る
。

 

              

 

2-16



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

IE
C

 6
15

58
-2

-4
, 

Sa
fe

ty
 o

f 
po

w
er

 t
ra

ns
fo

rm
er

s, 
po

w
er

 s
up

pl
y 

un
its

 a
nd

 s
im

ila
r－

Pa
rt 

2:
 p

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 i

so
la

tin
g 

tra
ns

fo
rm

er
s f

or
 g

en
er

al
 u

se
 

IE
C

 6
22

62
, D

eg
re

es
 o

f p
ro

te
ct

io
n 

pr
ov

id
ed

 b
y 

en
cl

os
ur

es
 fo

r e
le

ct
ric

al
 e

qu
ip

m
en

t a
ga

in
st

 e
xt

er
na

l m
ec

ha
ni

ca
l i

m
pa

ct
s (

IK
 c

od
e)

 

 70
9.

3 
用
語
及
び
定
義

 

こ
の
規
格
で
用
い
る
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
｡ 

70
9.

3.
1 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
（

pl
ea

su
re

 c
ra

ft
）

 

 
ス
ポ
ー
ツ
又
は
レ
ジ
ャ
ー
に
専
用
に
使
用
さ
れ
る
ボ
ー
ト
，
船
，
ヨ
ッ
ト
，
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
チ
，
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
又
は
そ
の
他
の
小
型
の
船

舶
 

70
9.

3.
2 

マ
リ
ー
ナ
（

m
ar

in
a）

 

 
複
数
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
停
泊
が
可
能
な
固
定
し
た
波
止
場
，
桟
橋
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
設
備
が
あ
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト

係
留
用
の
施
設

 

70
9.

3.
3 

ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
（

ho
us

eb
oa

t）
 

し
ば
し
ば
内
海
の
一
つ
の
場
所
に
留
ま
り
，
恒
久
的
な
居
住
の
場
所
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
設
計
又
は
改
造
し
た
水
に
浮
く
甲
板
状
の
構

造
物

 

70
9.

31
 
目
的
，
電
力
供
給
及
び
構
成

 

70
9.

31
2 

導
体
の
配
列
及
び
接
地
系
統

 

70
9.

31
2.

2 
接
地
系
統
の
種
類

 

70
9.

31
2.

2.
1 

T
N
系
統

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
T

N
系
統
に
関
し
て
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
電
力
供
給
用
の
分
岐
回
路
に
は
，

PE
N
導
体
を
含
ん
で
は
な
ら
な
い
。

               

                     70
9.

31
2.

2.
1
は
，

PE
N
導
体
を
含
ん
で
回
路
を
構
成
す
る
と
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
内
で
地
絡
事
故
が
起
き
た
場
合
に

漏
電
遮
断
器
が
正
常
に
動
作
し
な
く
な
る
こ
と
か
ら
禁
止
し
て
い
る
。

 

PE
N
導
体
を
含
ん
で
回
路
を
構
成
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
理
由
は
，
漏
電
遮
断
器
の
動
作
原
理
上
，

TN
-C

系
統
で
は
地
絡
故
障

 

検
出
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

T
N

-C
系
統
に
お
い
て
地
絡
故
障
を
漏
電
遮
断
器
で
検
出
す
る
た
め
に
は
，

PE
N
導
体
は
漏
電
遮
断
器
を
通

さ
ず
に
配
線
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
，
こ
う
し
た
配
線
を
行
う
と
正
常
運
転
時
，
負
荷
電
流
に
よ
る
磁
気
的
不
平
衡
が
生
じ
て
漏
電
遮
断

器
が
動
作
し
て
し
ま
い
電
源
供
給
が
で
き
な
い
，
つ
ま
り
運
転
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る

(解
説

1
図

)。
 

解
説

2
図
は
，

TN
-C

-S
系
統
の

T
N

-C
部
分
に
お
い
て
，
漏
電
遮
断
器
が
地
絡
故
障
時
，
自
動
遮
断
す
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
法
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
図
に
あ
る
よ
う
に
分
岐
回
路

(T
N

-C
部
分

) 
に
漏
電
遮
断
器
を
施
設
す
る
場
合
は
，
保
護
導
体

PE
 は

漏
電
遮
断
器
の
電
源

側
で

PE
N

 導
体
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
，
漏
電
遮
断
器
の
負
荷
側
で
接
続
す
る
と
機
器
内
地
絡
故
障
時
に
漏
電
遮
断
器
が
動

作
し
な
い
こ
と
に
な
る

 。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

                           70
9.

31
3 

電
力
供
給

 

70
9.

31
3.

1.
2 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
公
称
供
給
電
圧
は
，
単
相

23
0 

V
以
下
又
は
三
相

40
0 

V
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

4 
安
全
保
護

 

70
9.

41
 
感
電
保
護

 

70
9.

41
1.

2 
基
本
保
護
に
関
す
る
要
求
事
項

 

70
9.

41
.B

.2
 
オ
ブ
ス
タ
ク
ル

 

 
オ
ブ
ス
タ
ク
ル
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

70
9.

 4
1.

B
 .3
 
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
へ
の
設
置

 

 
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
へ
の
設
置
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

E
L
C
B

P
E
N

故
障

電
流

機
器

Ｒ
B

E
L
C
B
の

流
入

電
流

と
流

出
電

流
に

差
が

無
い

の
で

E
L
C
B
は

故
障

電
流

を
検

出
で
き
ず

、
動

作
し
な
い

。

L
1

L
2

L
3

P
E

N

 

解
説

1
図
 

T
N

-C
系
統
で
漏
電
遮
断
器
を
使
用
し
た
場
合

 

 

N

E
L
C
B

P
E

P
E
N

故
障

電
流

機
器

Ｒ
B

L
1

L
2

L
3

E
L
C
B
に

は
流

入
電

流
し
か

流
れ

な
い

の
で
こ
れ

を
故

障
電

流
と
し
て
検

出
し
、
自

動
遮

断
す

る
。
　
　
　
　
　
　

P
E

NN

 

解
説

2
図
 

T
N

-C
-S

系
統
の

T
N

-C
部
分
に
お
け
る
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
地
絡
故
障
検
出
方
法

 

 

70
9.

31
3.

1.
2
は
，

大
電
圧
を
低
圧

40
0V

級
に
限
定
し
て
い
る
。

 

      70
9.

41
.B

.2
は
，
オ
ブ
ス
タ
ク
ル
は
充
電
部
へ
無
意
識
に
接
触
す
る
の
を
防
止
す
る
の
が
目
的
で
，
迂
回
し
て
故
意
に
接
触
す
る
こ
と
を
防
止

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
，
こ
こ
で
は
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

 

70
9.

41
.B

.3
は
，
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
の
外
に
置
く
こ
と
に
よ
る
保
護
は
充
電
部
へ
無
意
識
に
接
触
す
る
の
を
防
止
す
る
の
が
目
的
で
，
迂
回
し

て
故
意
に
接
触
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
，
こ
こ
で
は
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。
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改
正
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れ
た
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64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C
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03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

70
9.

41
.C

.1
 
非
導
電
性
場
所

 

 
非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
，
ク
ラ
ス

0
機
器
の
使
用
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

70
9.

41
.C

.2
 
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護

 

 
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

41
3 

保
護
手
段
：
電
気
的
分
離

 

 
電
気
的
分
離
の
保
護
手
段
を
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
電
力
供
給
す
る
た
め
に
使
用
す
る
場
合
は
，
箇
条

41
3
の
す
べ
て
の
要
求
事
項
並
び

に
70

9.
41

3.
3.

2
及
び

70
9.

41
3.

3.
6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

41
3.

3.
2 

そ
の
回
路
へ
は
，

IE
C

 6
15

58
-2

-4
に
適
合
し
た
固
定
形
の
絶
縁
変
圧
器
を
介
し
て
電
力
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
絶
縁
変
圧
器
に
供
給
す
る
保
護
導
体
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
電
力
供
給
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
接
地
端
子
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 
注
記
 
附
属
書

A
参
照
。

 

70
9.

41
3.

3.
6 

 

 
次
の
文
章
を
追
加
す
る
。

 

プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
，
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

70
9.

51
2 

運
転
条
件
及
び
外
的
影
響

 

70
9.

51
2.

2 
外
的
影
響

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
注
記
 
マ
リ
ー
ナ
に
関
し
て
は
，
こ
の
部
に
お
い
て
腐
食
作
用
の
可
能
性
，
構
造
体
の
動
き
，
機
械
的
損
傷
，
可
燃
性
燃
料
の
存
在
及
び
次

の
こ
と
に
よ
っ
て
感
電
の
危
険
が
増
加
す
る
こ
と
に
特
に
注
意
す
る
。

 

 
 
 
 
－
 
水
の
存
在

 

 
 
 
 
－
 
人
体
抵
抗
の
減
少

 

 
 
 
 
－
 
人
体
の
大
地
電
位
へ
の
接
触

 

70
9.

51
2.

2.
1.

1 
水
の
存
在
（

A
D
）

 

 
マ
リ
ー
ナ
で
は
，
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
外
的
影
響
に
従

っ
て
次
の
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
水
の
飛
ま
つ
（

A
D

4）
：
 
 
 

IP
Ｘ

4 

 
－
 
噴
流
（

A
D

5）
：
 
 
 
 
 
 

IP
Ｘ

5 

 
－
 
波
（

A
D

6）
：
 
 
 
 
 
 
 

IP
Ｘ

6 

70
9 .

51
2.

2.
1.

2 
固
形
侵
入
物
の
存
在
（

A
E
）

 

 
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
の
保
護
等
級
は
，
極
小
物
体
（

A
E

3）
の
侵
入
に
対
し
て
保
護
す

る
た
め
に

IP
4X

以
上
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

51
2.

2.
1.

3 
腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在
（

A
F
）

 

 
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
大
気
中
に
腐
食
又
は
汚
染
物
質
が
存
在
（

A
F2
）
す
る
中
で

の
使
用
に
適
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
炭
化
水
素
が
存
在
す
る
場
合
は
，

A
F3

が
適
用
で
き
る
。

 

 70
9.

51
2.

2.
1.

4 
衝
撃
（

A
G
）

 

70
9.

41
.C

.1
は
，
マ
リ
ー
ナ
で
は
非
導
電
性
場
所
の
条
件
に
該
当
す
る
環
境
と
は
な
り
得
な
い
た
め
，
非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
手
段
を
禁

止
し
て
い
る
。

 

 70
9.

41
.C

.2
は
，
マ
リ
ー
ナ
で
は
非
導
電
性
場
所
の
条
件
に
該
当
す
る
環
境
と
は
な
り
得
な
い
た
め
，
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
よ
る
保
護
手
段
を
を
禁
止
し
て
い
る
。

 

             70
9.

51
2.

2
は
，
外
的
影
響
に
対
す
る
保
護
等
級
を
規
定
し
て
い
る
。

 

      70
9.

51
2.

2.
1.

1
の
有
害
な
影
響
を
伴
う
水
の
浸
入
に
対
す
る
保
護
等
級
は
，
以
下
の
性
能
で
あ
る
。

 

IP
X

4 
：
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
水
の
飛
沫
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
。

  

IP
X

5 
：
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
ノ
ズ
ル
に
よ
る
噴
流
水
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
。

  

IP
X

6 
：
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
ノ
ズ
ル
に
よ
る
強
力
な
ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
水
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
。
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桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
そ
の
上
部
に
設
置
す
る
機
器
は
，
機
械
的
損
傷
（
厳
し
さ
中

A
G

2
の
衝
撃
）
に
対
し
て

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
は
，
次
の
一
つ
以
上
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
機
器
の
位
置
又
は
場
所
は
，
す
べ
て
の
当
然
予
見
で
き
る
衝
撃
に
よ
る
損
傷
を
避
け
る
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
部
分
的
に
又
は
全
般
的
に
機
械
的
保
護
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
機
器
は
，
外
部
か
ら
の
機
械
的
衝
撃
に
対
す
る

低
の
保
護
等
級
で
あ
る

IK
07
（

IE
C

 6
22

62
参
照
）
に
応
じ
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

70
9.

52
1 

配
線
方
法
の
種
類

 

70
9.

52
1.

7 
マ
リ
ー
ナ
の
配
線
方
法

 

70
9.

52
1.

7.
1 

次
の
配
線
方
法
は
，
マ
リ
ー
ナ
の
配
電
回
路
に
適
し
て
い
る
。

 

 
a)
 
地
中
ケ
ー
ブ
ル

 

 
b)
 
架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
c)
 
移
動
，
衝
撃
，
腐
食
及
び
周
囲
温
度
の
よ
う
な
外
的
影
響
を
考
慮
し
た
適
切
な
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
内
に
布
設
し
た
，
導
体
が
銅
で
，

熱
可
塑
性
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
の
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

 

 
d)
 
塩
化
ビ
ニ
ル
保
護
被
覆
を
も
つ

M
Iケ

ー
ブ
ル

 

 
e)
 
熱
可
塑
性
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
の
が
い
（
鎧
）
装
ケ
ー
ブ
ル

 

 
f)
 

a)
 ～

 e
) 
に
掲
げ
た
も
の
と
同
等
以
上
に
適
切
な
他
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
材
料

 

 70
9.

52
1.

7.
2 

次
の
配
線
方
法
は
，
桟
橋
，
波
止
場
，
ふ
頭
又
は
浮
き
桟
橋
の
上
又
は
そ
の
上
部
で
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
a)
 
例
え
ば
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の
表

52
-3
の
項
目
番
号

35
及
び

36
の
施
設
方
法
の
よ
う
に
，
自
由
空
間
で
支
持
線
か
ら
吊
り
下
げ
る

か
又
は
支
持
線
に
組
み
込
ん
だ
架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
b)
 
例
え
ば
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の
表

52
-3
の
項
目
番
号

4
及
び

6
の
施
設
方
法
の
よ
う
に
，
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど

の
中
に
布
設
し
た
絶
縁
電
線

 

 
c)
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
の
ケ
ー
ブ
ル

 

 
d)
 

M
Iケ

ー
ブ
ル

 

70
9.

52
1.

7.
3 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
は
，
浮
遊
構
造
体
の
潮
の
干
満
及
び
他
の
動
き
に
よ
る
機
械
的
損
傷
を
防
止
す
る
よ
う
に

選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
ケ
ー
ブ
ル
配
線
方
式
は
，
水

/結
露
の
排
水
，
例
え
ば
導
水
路
及
び

/又
は
排
水
孔
を
考
慮
し
て
布
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

52
1.

7.
4 

地
中
ケ
ー
ブ
ル

 

 
地
中
配
電
路
は
，
機
械
的
保
護
を
追
加
し
な
い
限
り
，
例
え
ば
自
動
車
の
動
き
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
る
こ
と
を
避
け
る
よ
う
に
十
分
な
深

さ
に
埋
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
こ
の
要
求
事
項
を
満
た
す

小
深
さ
は
，
通
常

0.
5 

m
と
見
做
す
。

 

  
注
記

2 
地
中
に
埋
設
す
る
電
線
管
方
式
は
，

IE
C

 6
13

86
-2

4
を
参
照
の
こ
と
。

 

70
9.

52
1.

7.
5 

架
空
ケ
ー
ブ
ル
又
は
架
空
絶
縁
電
線

 

 
す
べ
て
の
架
空
電
線
は
，
絶
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
架
空
線
用
の
電
柱
又
は
他
の
支
持
物
は
，
自
動
車
の
す
べ
て
の
予
想
さ
れ
る
動
き
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
配
置
す
る
か
又
は
保

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
架
空
電
線
は
，
自
動
車
が
通
る
す
べ
て
の
場
所
で
は
地
上

6 
m
以
上
，
ま
た
，
こ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
場
所
で
は
地
上

3.
5 

m
以
上
の
高
さ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

           70
9.

52
1.

7.
1
の
ｃ
）
又
は
ｅ
）
で
規
定
し
て
い
る
熱
可
塑
性
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
の
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
，
同
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
と
は
，
以
下

の
性
能
で
あ
る
。

 

－
 
熱
可
塑
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
又
は
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
材
料
の
が
い
装
及
び
耐
食
層
を
も
つ
ケ
ー
ブ
ル
。

 

－
 
エ
ラ
ス
ト
メ
リ
ッ
ク
材
料
と
は
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
系
の
材
料
を
示
し
，
常
温
で
顕
著
な
弾
性
を
持
つ
高
分
子
物
質
で
，
天
然
ゴ
ム
，
合
成

ゴ
ム
な
ど
が
あ
る
。

 

－
 

近
で
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
被
膜
な
ど
の
工
業
製
品
と
し
て
，

T
PE

（
熱
可
塑
性
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
）
が
あ
る
。
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70
9.

53
.1
 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
の
た
め
の
装
置

 

70
9.

53
1.

2 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
s）

 

 
次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
定
格
電
流

63
Ａ
以
下
の
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
定
格
電
流

63
Ａ
超
過
の
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，定

格
感
度
電
流

30
0 

m
A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
選
定
に
あ
た
っ
て
は
，
例
え
ば
，
タ
イ
プ
Ｓ
の
漏
電
遮
断
器
の
使
用
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
へ
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
固
定
接
続
を
意
図
し
た
分
岐
回
路
は
す
べ
て
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器

で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
極
を
遮
断
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

70
9.

53
3 

過
電
流
保
護
の
た
め
の
装
置

 

次
の
適
用
を
加
え
る
：

 

 
ど
の
コ
ン
セ
ン
ト
も
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
要
求
事
項
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
装
置
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
へ
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
固
定
接
続
の
た
め
の
分
岐
回
路
は
す
べ
て
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
要
求
事
項
に
従
っ
た
過
電

流
保
護
装
置
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 70
9.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

70
9.

53
6.

2 
断
路

 

70
9.

53
6.

2.
1 

一
般
事
項

 

70
9.

53
6.

2.
1.

1 
一
つ
以
上
の
断
路
手
段
を
，
各
分
電
盤
ご
と
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
装
置
は
，
中
性
線
を
含
む
す
べ
て
の
充

電
用
導
体
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
 
そ
の
他
の
機
器

 

70
9.

55
.1
 
コ
ン
セ
ン
ト
の
一
般
事
項

 

70
9.

55
.1

.1
 
定
格
電
流

63
 A

以
下
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IE
C

 6
03

09
-2
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
定
格
電
流

63
 A

を
超
え
る

コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IE
C

 6
03

09
-1
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，

IP
44

以
上
の
保
護
等
級
に
合
致
す
る
か
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
保
護
を
施
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 
記
号

A
D

5
又
は

A
D

6
が
適
用
さ
れ
る
場
所
で
は
，
保
護
等
級
は
，
そ
れ
ぞ
れ

IP
X

5
又
は

IP
X

6
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
.1

.2
 
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，
電
力
を
供
給
す
べ
き
停
泊
位
置
の
で
き
る
だ
け
近
く
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
コ
ン
セ
ン
ト
は
，
分
電
盤
又
は
分
離
し
た
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
.1

.3
 
長
い
接
続
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
，
一
つ
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

4
個
以

下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
マ
リ
ー
ナ
内
の
各
コ
ン
セ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
隣
接
し
て
設
置
す
べ
き
注
意
書
き
に
関
し
て
，
附
属
書

B
を
参
照
の
こ
と
。

 

70
9.

55
.1

.4
 
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

1
艘
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
又
は
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
だ
け
に
電
力
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

70
9.

55
.1

.5
 
一
般
に
，
定
格
電
圧

20
0 

V
－

25
0 

V
で
定
格
電
流

16
 A

の
単
相
コ
ン
セ
ン
ト
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
よ
り
大
き
な
電
力
需
要
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
，
よ
り
大
き
な
定
格
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
け
て
も
よ
い
。

 

70
9.

55
.1

.6
 
固
定
し
た
桟
橋
，
又
は
ふ
頭
及
び
浮
き
桟
橋
上
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て
，
適
切
な
手
段
を
講
じ
な
い
限
り
，
飛
ま
つ
及
び

/又

は
水
没
の
影
響
を
避
け
る
よ
う
な
位
置
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

 70
9.

53
1.

2
は
，
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
漏
電
遮
断
器
で
個
々
に
保
護
し
，
使
用
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
の
定
格
電
流
に
見
合
っ
た
定
格
感
度
電
流

の
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

       70
9.

53
3
は
，
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
要
求
事
項
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
装
置
で
個
々
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定

し
て
い
る
。

 

           70
9.

55
.1

.1
は
，

63
Ａ
以
下
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て

IE
C

 6
03

09
-2
（
工
業
用
プ
ラ
グ
，
コ
ン
セ
ン
ト
及
び
カ
プ
ラ
 
―
第
２
部
：
ピ
ン
及
び

差
込
装
置
ア
ク
セ
サ
リ
の
取
替
に
関
す
る
要
求
事
項
），

63
Ａ
を
超
え
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
す
べ
て

IE
C

 6
03

09
-1
（
工
業
用
プ
ラ
グ
，
コ
ン
セ
ン

ト
及
び
カ
プ
ラ
 
―
第
１
部
：
一
般
要
求
事
項
）
に
適
合
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
保
護
等
級

IP
44

と
は
，
直
径

1.
0 

m
m
の
固
形
物
プ
ロ
ー
ブ
が
全
く
侵
入
に
せ
ず
，
水
に
対
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
水
の
飛
ま
つ
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
等
級
を
い
う
。
保
護
等
級

IP
X

5
と
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
ノ
ズ
ル
に
よ
る
噴
流
水
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
等
級
で
あ

り
，

IP
X

6
と
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
ノ
ズ
ル
に
よ
る
強
力
な
ジ
ェ
ッ
ト
噴
流
水
に
よ
っ
て
も
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
等
級
を
い
う
。

IE
C

 6
03

69
に
規
定
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
，
器
具
用
プ
ラ
グ
の
例
を
下
図
に
示
す
。
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色
識
別
：
 

 

 
 
 
 
保
護
導
体
：
緑
／
黄

 

 
 
 
 
中
性
線
：
 
薄
青
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附
属
書

A
 

（
参
考
）

 

マ
リ
ー
ナ
に
お
い
て
電
源
を
得
る
方
法
の
例

 

  
 

          

注
記
 
図

70
9A

.1
～
図

70
9A

.5
で
は
，
機
能
的
開
閉
器
は
示
し
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
 
岸
へ
の
保
護
導
体
中
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
に
起
因
す
る
電
食
の
危
険
が
あ
る
。

 

図
70

9A
.1
－
単
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

 

             
 
 
船
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金
属
部
分
と
の
間

を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

図
70

9.
A

.2
－
船
上
の
絶
縁
変
圧
器
に
よ
る
単
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

     

      異
種
金
属
を
電
気
的
に
接
触
さ
せ
た
と
き
に
各
金
属
の
イ
オ
ン
化
傾
向
の
違
い
に
よ
り
，
流
れ
る
電
流
を
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
と
い
う
。
ま
た

金
属
表
面
か
ら
周
囲
の
電
解
質
へ
電
流
が
流
出
す
る
と
き
に
金
属
が
腐
食
す
る
現
象
を
電
食
と
い
う
。
電
流
の
経
路
に
海
水
な
ど
電
気
を
通
し

や
す
い
液
体
を
含
む
と
そ
の
作
用
が
激
し
く
な
り
電
食
が
進
行
す
る
。

 

 図
70

9A
.1
は
，
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
に
起
因
す
る
電
食
の
危
険
性
を
示
し
て
い
る
。
図
の
よ
う
に
，
３
心
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
の
１
心
を
用
い

て
，
船
側
の
保
護
導
体
と
岸
側
の
保
護
導
体
を
接
続
し
て
，
船
側
の
保
護
導
体
を
船
の
外
郭
に
接
続
す
る
と
，
水
を
介
し
て
岸
側
と
の
間
に
接

地
回
路
が
形
成
さ
れ
る
。
岸
側
の
接
地
極
の
周
囲
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
よ
う
な
異
種
金
属
が
存
在
し
た
場
合
は
，
船
の
鋼
製
外
郭
と
異
種
金
属

間
に
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
が
流
れ
て
船
の
外
郭
に
電
食
の
危
険
が
生
じ
る
。

 

            図
70

9A
.2
は
，
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
の
発
生
を
回
避
す
る
た
め
に
，
図
の
よ
う
に
船
側
の
回
路
に
お
い
て
絶
縁
変
圧
器
を
用
い
て
，
そ
の
二

次
側
の
接
地
側
電
線
を
岸
側
の
保
護
導
体
に
は
接
続
せ
ず
，
船
の
外
郭
を
接
地
極
と
し
て
用
い
る
方
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

           

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

 

P
E

 

船
船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ

 

3
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

漏
電

 

遮
断
器

 

過
電
流

 

保
護
装
置

 

岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

3
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

P
E

 

船
 

 
船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ
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た
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

             

岸
へ
の
保
護
導
体
中
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
に
起
因
す
る
電
食
の
危
険
が
あ
る
。

 

図
70

9A
.3
－
三
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

               
 
 
 
 

 

船
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金
属
部
分
と
の
間

を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

図
70

9.
A

.4
－
船
上
の
絶
縁
変
圧
器
に
よ
る
三
相
主
電
源
へ
の
直
接
接
続

 

      

                                       

岸

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 

船
 

漏
電
遮
断

器
 

5
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

P
E

 

船
 

船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ

 

過
電
流

 

保
護
装
置

 

漏
電

 

遮
断
器

 岸

船
 

漏
電

 

遮
断
器

 

5
心
可
と
う

 

ケ
ー
ブ
ル

 

P
E

船
 

船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ
接
す
る
金
属
部
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改
正
さ
れ
た

IE
C
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64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

              
 
 
船
上
の
電
源
の
保
護
導
体
と
岸
側
電
源
の
保
護
導
体
と
の
間
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，
船
の
外
郭
と
岸
側
の
金
属
部

分
と
の
間
を
循
環
す
る
ガ
ル
バ
ニ
ッ
ク
電
流
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
る
。

 

 
 
 
絶
縁
変
圧
器
の
各
二
次
巻
線
に
接
続
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
は
，

1
個
だ
け
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
水
に
接
し
て
い
る
船
の
金
属
部
分
は
，
船
の
保
護
導
体
へ
電
気
的
に
接
続
す
る
。

 

図
70

9A
.5
－
岸
側
に
設
置
し
た
絶
縁
変
圧
器
を
介
し
た
単
相
電
源
へ
の
接
続

 

  

附
属
書

B
 

（
参
考
）

 

マ
リ
ー
ナ
に
設
置
す
る
使
用
説
明
注
意
書
の
例

 

 B
.1
 
マ
リ
ー
ナ
の
管
理
者
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
電
源
へ
接
続
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
操
縦
者
の
す
べ
て

に
，
こ
の
使
用
説
明
書
の

新
の
写
し
を
提
供
す
る
と
と
も
に
，
電
力
供
給
場
所
の
す
べ
て
に
こ
の
使
用
説
明
注
意
書
の

新
の
，
明
瞭
で
読

み
や
す
く
，
か
つ
，
耐
候
性
の
あ
る
写
し
を
備
え
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 

B
.2
 
使
用
説
明
注
意
書
は
，
そ
の
国
の
国
語
及
び
英
語
で
併
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

B
.3
 
使
用
説
明
注
意
書
は
，

小
限
次
の
こ
と
を
記
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

岸
側
電
源
へ
の
接
続
説
明
書

 

こ
の
マ
リ
ー
ナ
は
，
岸
側
の
電
源
へ
の
接
地
を
施
し
た
直
接
の
接
続
を
備
え
て
い
る
。

 

一
般
事
項

 

a)
 

岸
側
電
源
か
ら
あ
な
た
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
あ
る
電
気
系
統
を
絶
縁
す
る
た
め
の
絶
縁
変
圧
器
が
船
側
に
設
置
し
て
い

な
け
れ
ば
，
あ
な
た
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
損
傷
す
る
電
食

(電
気
分
解

)の
危
険
が
増
加
す
る
。

 

b)
 
こ
の
マ
リ
ー
ナ
で
の
供
給
は
，
 
 
 
 

1 ）
V
，
 
 
 
 

1 ）
H

z 
（
一
般
的
に
は
単
相

23
0 

V
 5

0 
H

z 
及
び
三
相

40
0 

V
 5

0 
H

z）

で
あ
り
，

IE
C

 6
03

09
-2
に
適
合
す
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
供
給
す
る
。

 

c)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
接
続
器
が
，
接
続
及
び
切
り
離
し
時
に
水
中
に
落
下
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
手
段
を
と
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

 

d)
 
す
べ
て
の
コ
ン
セ
ン
ト
へ
の
接
続
は
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
か
ら
の
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し

               

過
電
流

 

保
護
装
置

 

岸
 

船
 

漏
電

 

遮
断
器

 
3
心
可
と
う
ケ

ー
ブ
ル

 

P
E

船
 

船
周
辺
の
水
に
接
す
る

 

金
属
部
分
へ
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

い
。

 

e)
 

1
個
の
コ
ン
セ
ン
ト
に
は
，

1
艘
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
だ
け
を
接
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

f)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
は
，
損
傷
が
な
く
接
続
の
な
い

1
本
の
も
の
が
望
ま
し
く
，
ま
た
，
接
続
器
は
よ
い
状
態
の
も
の
が
望

ま
し
い
。

 

g)
 

 プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
内
の
湿
度
，
ほ
こ
り
及
び
塩
分
は
重
大
な
危
険
と
な
り
得
る
。

 

器
具
用
プ
ラ
グ
受
を
点
検
す
る
こ
と
：
必
要
な
ら
ば
，
マ
リ
ー
ナ
の
岸
側
の
電
源
か
ら
の
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
の
プ
ラ
グ
を

差
し
込
む
前
に
清
掃
し
，
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

 

h)
 
修
理
又
は
変
更
を
行
う
こ
と
は
慣
れ
て
い
な
い
人
に
と
っ
て
は
危
険
で
あ
る
。
何
ら
か
の
困
難
が
発
生
し
た
と
き
は
，
マ
リ
ー

ナ
管
理
者
に
相
談
の
こ
と
。

 

着
岸
時

 

a)
 
係
留
す
る
前
に
，
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
す
べ
て
の
電
気
使
用
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と
。

 

b)
 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
及
び
そ
の
接
続
器
が
損
傷
し
て
い
な
い
か
及
び
よ
い
状
態
に
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
点
検
を
す
る
こ

と
。

 

c)
 

初
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
で
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
し
て
，
そ
れ
か
ら
岸
側
の
電
源
に
接
続
す
る

こ
と
。

 

d)
 
損
傷
を
受
け
な
い
場
所
に
ケ
ー
ブ
ル
を
置
く
こ
と
及
び
人
が
つ
ま
づ
く
危
険
が
な
い
こ
と
。

 

離
岸
時

 

a)
 

 プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
す
べ
て
の
電
気
使
用
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
こ
と
。

 

b)
 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
岸
に
あ
る
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
取
り
外
し
，
そ
の
後
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
か
ら

取
り
外
す
こ
と
。

 

c)
 
水
の
浸
入
を
防
止
す
る
た
め
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
上
の
器
具
用
プ
ラ
グ
受
に
あ
る
ふ
た
を
元
に
戻
す
こ
と
。

 

d)
 
接
続
用
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
を
巻
き
取
る
こ
と
，
接
続
器
に
汚
れ
が
な
く
乾
燥
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
，
そ
し
て
損
傷

を
受
け
な
い
よ
う
な
乾
燥
し
た
場
所
に
ケ
ー
ブ
ル
を
収
納
す
る
こ
と
。

 

１
）
 
マ
リ
ー
ナ
管
理
者
が
記
入
す
る
こ
と
。

 

  

附
属
書

C
（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14
 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
71

4
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
屋
外
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

: 2
01

1
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成
を
変
更

す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

 70
0.

1
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は
置
き

換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
71

4
部
を
示
す
固

有
番
号
（

71
4）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

 7.
14
 
屋
外
照
明
設
備

 
71

4.
1 

適
用
範
囲

 

 
こ
の
規
格
の
特
別
要
求
事
項
は
，
固
定
形
屋
外
設
備
の
一
部
を
構
成
す
る
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。

 

 
屋
外
照
明
設
備
の
源
点
は
，
電
力
供
給
当
局
に
よ
る
電
力
の
需
給
点
又
は
屋
外
照
明
設
備
専
用
の
電
力
供
給
回
路
の
源
点
で
あ
る
。

 

こ
の
要
求
事
項
は
，
例
え
ば
，
道
路
，
公
園
，
庭
園
，
公
共
の
場
所
，
運
動
場
，
記
念
物
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
，
投
光
照
明
，
公
衆
電
話

室
，
バ
ス
待
合
室
，
広
告
パ
ネ
ル
，
市
街
案
内
図
及
び
道
路
標
識
の
照
明
設
備
に
適
用
す
る
。

 

こ
の
要
求
事
項
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

―
 
公
共
電
力
網
の
部
分
で
あ
る
公
共
道
路
照
明
設
備
。

 

―
 
装
飾
用
臨
時
照
明
設
備
。

 

―
 
道
路
交
通
信
号
設
備
。

 

―
 
建
築
物
の
外
部
に
固
定
し
，
そ
の
建
築
物
の
屋
内
配
線
か
ら
直
接
電
気
を
供
給
す
る
照
明
設
備
。

 

水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
用
の
照
明
設
備
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02

を
参
照
。

 

 

71
4.

12
 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規
格
は
，

そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1：

20
05
 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
41

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k（

ID
T
）

 

 
JI

SC
 6

03
64

-5
-5

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
51

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
一
般
事
項

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1：

20
05
 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
－

Pa
rt 

5-
51

 :
 S

el
ec

tio
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 

el
ec

tri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

C
om

m
on

 ru
le

s（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

  第
7-

71
4
部
は
，
道
路
，
公
園
，
庭
園
，
公
共
の
場
所
，
運
動
場
の
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
な
ど
の
選
定
及
び
施
工
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。

 

            71
4.

1
は
，
固
定
形
の
屋
外
照
明
設
備
の
適
用
範
囲
を
規
定
し
て
い
る
が
，
屋
外
照
明
設
備
で
あ
っ
て
も
電
力
会
社
の
公
共
照
明
設
備

等
は
適
用
し
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 
ま
た
，「

建
築
物
の
外
部
に
固
定
し
，
そ
の
建
築
物
の
屋
内
配
線
か
ら
直
接
電
気
を
供
給
す
る
屋
外
照
明
設
備
」
は
適
用
外
と
な
っ

て
い
る
が
，
こ
れ
ら
の
設
備
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
59

の
「
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
」
の
規
格
を
適
用
さ
れ
た
い
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

 2
00

1，
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
53
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 

eq
ui

pm
en

t－
Is

ol
at

io
n,

 sw
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tro
l (

ID
T 

) 
 

 71
4.

4 
安
全
保
護

 

71
4.

41
 
感
電
保
護

 

71
4.

41
0.

3 
一
般
要
求
事
項

 

71
4.

41
0.

3.
6 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1（

: 2
00

5）
の
附
属
書

C
に
示
す
非
導
電
性
場
所
及
び
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
保
護
手
段
は
使

用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

      

71
4.

41
1 

保
護
手
段
：
電
源
の
自
動
遮
断

 

71
4.

41
1.

3.
1 

保
護
接
地
及
び
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

71
4.

41
1.

3.
1.

2 
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

露
出
導
電
性
部
分
で
は
な
く
，
か
つ
，
屋
外
照
明
設
備
の
一
部
で
は
な
い
金
属
性
構
造
物
（
さ
く
，
格
子
な
ど
の
よ
う
な
）
は
，
接
地
端
子

に
接
続
す
る
必
要
な
な
い
。

 

    71
4.

41
1.

3.
3 

追
加
保
護

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

公
衆
電
話
室
，
バ
ス
待
合
室
，
広
告
パ
ネ
ル
，
市
街
案
内
図
及
び
類
似
の
設
備
内
に
照
明
を
組
み
込
ん
だ
機
器
は
，
定
格
感
度
電
流

30
 m

Ａ
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
追
加
保
護
（

IE
C

60
36

4-
4-

41
，

41
5.

1
も
参
照
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 71
4.

41
 
附
属
書

A
 
基
本
保
護
に
関
す
る
保
護
手
段

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
照
明
器
具
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
及
び
照
明
設
備
は
，
工
具
又
は
か
ぎ
を
使
わ
ず
に
充
電
部
へ
接
近
す
る
こ
と
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
，
た
だ
し
，
照
明
器
具
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
及
び
照
明
設
備
が
熟
練
者
又
は
技
能
者
だ
け
が
接
近
可
能
な
場
所
に
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で

な
い
。

 

 
電
気
機
器
へ
の
接
近
入
口
と
な
り
，
か
つ
地
上

2.
5m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
扉
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
で
施
錠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
扉
を
開
い
た
と
き
，
構
造
若
し
く
は
施
設
方
法
に
よ
る
保
護
等
級

IP
X

X
B
若
し
く
は

IP
2X

以
上
の
機
器
を
使
用
す
る
か
，
又
は
同
等
の
保

護
等
級
を
提
供
す
る
バ
リ
ア
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
を
設
け
る
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
，
充
電
部
へ
の
接
触
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

      71
4.

41
0.

3.
6
に
お
い
て
，「

非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
」
と
は
，
機
器
及
び
人
間
が
非
導
電
性
の
場
所
に
あ
っ
て
，
か
つ
，
当
該
場

所
内
の
各
露
出
導
電
性
部
分
と
露
出
導
電
性
部
分
又
は
系
統
外
導
電
性
部
分
と
の
間
に
危
険
と
な
る
機
器
の
故
障
に
よ
る
電
位
差
が

発
生
し
て
も
，
そ
の
間
を
同
時
に
触
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
り
，
感
電
防
止
を
図
ろ
う
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
，
屋
外
に
あ

る
照
明
設
備
に
は
シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
た
な
い
。
ま
た
，「

非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護
」
も
機
器
及
び
人
間

が
非
導
電
性
の
場
所
に
あ
っ
て
，
接
地
し
な
い
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
導
体
に
よ
り
，
同
時
に
接
近
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
及
び

系
統
外
導
電
性
部
分
の
す
べ
て
を
相
互
に
接
続
し
て
，
危
険
な
接
触
電
圧
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
，
同
様
に
屋
外
照
明
設

備
に
は
適
さ
な
い
特
殊
な
保
護
方
法
の
た
め
，
何
れ
も
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
詳
細
は
，

 I
E

C
60

36
4-

4-
41

の
附
属
書

C
の

「
C

.1
非
導
電
性
場
所
に
よ
る
保
護
」
及
び
「

C
.2
非
接
地
局
部
的
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
保
護
」
を
参
照
の
こ
と
。

  

    71
4.

41
1.

3.
1.

2
は
，
屋
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る
，
さ
く
，
格
子
な
ど
は
，
大
地
を
介
し
て
接
地
端
子
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
，
敢
え

て
接
地
端
子
に
接
続
す
る
必
要
が
な
い
と
し
て
い
る
。

 

      71
4.

41
1.

3.
3
は
，

71
4.

11
「
適
用
範
囲
」
の
第
３
イ
ン
デ
ン
ト
に
掲
げ
る
よ
う
な
公
衆
電
話
室
や
バ
ス
待
合
室
等
で
あ
っ
て
は
，
一
般

の
人
が
直
接
照
明
器
具
に
触
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
，
人
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
直
接
接
触
保
護
に
対
す
る
追
加
と
し
て
，
定
格
感

度
電
流

30
 ｍ

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
で
保
護
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

 

  71
4.

41
 
附
属
書

A
に
お
い
て
，「

保
護
等
級

IP
X

X
B
若
し
く
は

IP
2X

以
上
の
機
器
」
は
，

JI
S 

C
 0

92
0：

03
「
電
気
機
械
器
具
の
外

郭
に
よ
る
保
護
等
級
（

IP
コ
－
ド
）」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

 保
護
等
級

IP
X

X
B
は
，
外
来
固
形
物
の
侵
入
に
対
す
る
保
護
等
級
及
び
有
害
な
影
響
を
伴
う
水
の
存
在
に
対
す
る
保
護
を
も
た
ず
，

油
指
に
よ
る
危
険
な
個
所
へ
の
接
近
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
ま
た
，

IP
2X

は
，
指
に
よ
る
危
険
な
個
所
へ
の
接

近
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
お
り
，
有
害
な
影
響
を
伴
う
水
の
存
在
に
対
す
る
保
護
を
も
た
な
い
も
の
を
い
う
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

ら
な
い
。

 

 
地
上

2.
8m

未
満
の
高
さ
に
あ
る
照
明
器
具
に
あ
っ
て
は
，
光
源
へ
の
接
近
は
，
工
具
の
使
用
を
必
要
と
す
る
バ
リ
ア
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ

ャ
を
取
り
外
し
た
後
に
限
り
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

71
4.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

71
4.

51
 
一
般
事
項

 

71
4.

51
2 

運
転
条
件
及
び
外
的
影
響

 

71
4.

51
2.

2 
外
的
影
響

 

71
4.

51
2.

2.
1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

周
囲
温
度
及
び
気
候
条
件
に
関
す
る
外
的
影
響
の
等
級
分
類
は
，
そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。
一
般
的
に
次
の
分
類
を
推
奨
す
る
。

 

 
－
 
周
囲
温
度
：
－

40
℃
～
＋

5℃
（

A
A

2）
及
び
－

5℃
～
＋

40
℃
（

A
A

4）
 

 
－
 
気
候
条
件
（
相
対
湿
度
）：

10
％
～

10
0％

（
A

B
2）

及
び

5％
～

95
％
（

A
B

4）
 

 
次
の
外
的
影
響
に
関
す
る
分
類
は
，
最
低
要
求
事
項
で
あ
る
。

 

 
－
 
水
の
存
在
：

A
D

3（
散
水
）

 

 
－
 
侵
入
固
形
物
の
存
在

A
E

2（
小
物
体
）

 

 
外
的
影
響
の
そ
の
他
の
条
件
の
等
級
分
類
は

,そ
の
場
所
の
条
件
に
よ
る
。

 

 
注
記
 
外
的
影
響
そ
の
他
の
等
級
分
類
は
，
例
え
ば
，
腐
食
物
質
，
機
械
的
衝
撃
，
太
陽
放
射
な
ど
の
あ
る
一
定
条
件
を
適
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
（

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1
参
照
）。

 

 次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
4.

51
2.

2.
10

5 

電
気
機
器
は
，
そ
の
構
造
に
よ
る
か
又
は
施
設
方
法
に
よ
っ
て
，
保
護
等
級

IP
33

以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
あ
る
場
合
に
は
，
運
転
条
件
又
は
清
掃
条
件
に
よ
っ
て
，
よ
り
高
い
保
護
等
級
を
要
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
注
記

2 
照
明
器
具
の
構
造
及
び
安
全
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

 71
4.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

71
4.

53
6.

2 
断
路

 

71
4.

53
6.

2.
1 

一
般
事
項

 

71
4.

53
6.

2.
1.

1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
す
べ
て
の
回
路
は
，

53
6.

1.
2
の
規
定
を
除
い
て
，
充
電
用
導
体
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
個
別
に
断
路
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

        

                    71
4.

51
2.

10
5
の
保
護
等
級

IP
33

は
，
外
来
固
形
物
の
侵
入
（
直
径

2.
5ｍ

ｍ
以
上
）
と
有
害
な
影
響
を
伴
う
水
の
浸
入
（
散
水
）
か
ら

の
保
護
を
表
す
。
注
記

2 
IE

C
 6

05
98

の
照
明
器
具
の
構
造
及
び
安
全
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 8

10
5 
シ
リ
ー
ズ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

      71
4.

53
6.

2.
1.

1
は
，
屋
外
照
明
設
備
に
お
け
る
す
べ
て
の
回
路
を
充
電
用
導
体
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
個
別
に
断
路
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の

こ
と
は
，
保
安
上
の
理
由
か
ら
，
電
気
設
備
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部
を
す
べ
て
の
電
源
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
，
電
気
設
備
の

す
べ
て
又
は
分
離
し
た
部
分
を
，
無
電
圧
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

「
断
路
」
と
は
，

IE
C

 6
00

50
-8

26
(I

E
V

82
6)
の

17
-0

1
で
｢安

全
上
，
電
気
設
備
全
体
又
は
一
部
を
す
べ
て
の
電
源
か
ら
分
離
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
，
電
気
設
備
全
体
又
は
一
部
の
充
電
を
切
る
機
能
｣と

定
義
し
て
い
る
が
，
こ
こ
で
言
う

53
6.

1.
2
の
規
程
を
除
い
て
と
は
，

「
T

N
-C

系
統
に
お
い
て
は
，

PE
N
導
体
は
断
路
又
は
開
閉
し
て
は
な
ら
な
い
。」

を
指
す
。

 

 断
路
装
置
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3
の

53
6.

2.
2.

2
を
以
下
に
引
用
す
る
。

 

53
6.

2.
2.

2 
断
路
用
装
置
は
次
の
二
つ
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 
新
品
で
清
浄
で
か
つ
乾
燥
状
態
に
お
い
て
，
開
位
置
の
と
き
，
各
極
の
端
子
間
で
，
設
備
の
公
称
電
圧
に
応
じ
て
，
表

53
A
の

イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
値
に
耐
え
る
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

                   

附
属
書

A
（
参
考
）

 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表

 

 
 

IE
C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

 

 

備
考
 
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
に
耐
え
る
距
離
よ
り
も
長
い
距
離
が
，
断
路
以
外
の
見
地
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

表
53

A
－
公
称
電
圧
に
対
応
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 

設
備
の
公
称
電
圧

a  
断
路
装
置
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 
kV

 
三
相
系
統

 
V

 
単
相

3
線
系
統

 
V

 
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅲ

 
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅳ

 

  2
30

/4
00

, 2
77

/4
80

 
 4

00
/6

90
, 5

77
/1

00
0 

12
0-

24
0 

3 5 8 

 5
 

 8
 

10
 

a  
IE

C
 6

00
38

に
よ
る
。

 
注
記

 1
 
大
気
過
渡
過
電
圧
に
関
し
て
は
，
接
地
系
統
と
非
接
地
系
統
を
区
分
し
な
い
。

 
2 

こ
の
耐
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
は
，
高
度

20
00
ｍ
に
適
用
す
る
。

 

b)
 

 開
極
間
の
漏
え
い
電
流
は
，
次
の
値
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
新
品
で
清
浄
で
か
つ
乾
燥
し
た
状
態
に
お
い
て
，
極
ご
と
に

0.
5m

A
 

 
－
 
当
該
規
格
に
定
め
ら
れ
た
器
具
の
規
約
耐
用
年
数
の
末
期
で
，
極
ご
と
に

6m
A

 

 
 
 
各
極
の
端
子
間
に
お
い
て
試
験
す
る
と
き
，
電
圧
値
は
設
備
の
公
称
電
圧
に
対
応
す
る
相
と
中
性
線
間
の
電
圧
の

11
0％

に
等

し
い
電
圧

 

 
 
 
直
流
で
試
験
す
る
場
合
の
電
圧
の
値
は
，
交
流
で
試
験
す
る
電
圧
の
実
効
値
と
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    

 

2-30



 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15
 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

低
圧
電
気
設
備

 
第

7-
71

5
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－

 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備

 
 序
文

 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

: 2
01

1
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成
を
変
更

す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語
の
仮
訳
で
あ
る
。

 

 70
0.

1
概
要

 

 
第

7
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
及
び

IE
C

 6
03

64
規
格
群
の
他
の
部
の
要
求
の
あ
る
部
分
を
補
足
し
，
修
正
し
又
は
置
き

換
え
る
も
の
で
あ
る
。

 

箇
条
番
号
の
付
け
方
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
様
式
（
表

A
.1
及
び
表

A
.2
）
及
び
対
応
国
際
規
格
に
従
っ
て
い
る
。
第

7-
71

5
部
を
示
す
固

有
番
号
（

71
5）

に
続
く
番
号
が
，
対
応
す
る
他
の
部
の
要
求
事
項
の
番
号
で
あ
る
。

 

 71
5.

1 
適
用
範
囲

 

こ
の
部
の
特
別
要
求
事
項
は
，
定
格
電
圧
が
交
流

50
V

 以
下
又
は
直
流

12
0V

 以
下
の
電
源
か
ら
供
給
す
る
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
適

用
す
る
。

 

注
記

 1
 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
定
義
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 8

l0
5
を
参
照
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

2 
交
流
電
圧
は
，
実
効
値
で
示
す
。

 

注
記

3 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
を
，
次
に
示
す
。

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
は
，

IS
O

/I
E

C
 G

ui
de

 2
1 
に
基
づ
き
，

ID
T

(一
致
し
て
い
る

)，
M

O
D

(修
正
し
て
い
る

)，
N

E
Q

(同

等
で
な
い

)と
す
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

:1
99

9,
 E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs

 - 
P

ar
t 7

-7
15

 R
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r s
pe

ci
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
r l

oc
at

io
ns

 

- E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
 R

eq
ui

re
m

en
ts

 fo
r s

pe
ci

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

r l
oc

at
io

ns
 –

 E
xt

ra
-lo

w
-v

ol
ta

ge
 li

gh
tin

g 
in

st
al

la
tio

ns
 （

ID
T
）

 

 71
5.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
日
付
の
な
い
引
用
規
格
は
，

そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1：

20
05

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
41

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2：

20
10

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
42

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t t

he
rm

al
 e

ffe
ct

s（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3：

20
08

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

4-
43

 : 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t o

ve
rc

ur
re

nt
（

ID
T）

 

               71
5.

1
は
，
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
お
い
て
使
用
す
る
電
源
の
種
別
と
供
給
電
圧
の
範
囲
を
規
定
し
て
い
る
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 
JI

SC
 6

03
64

-5
-5

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
配
線
設
備

 

 
 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2：

20
09

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
－

Pa
rt 

5-
52

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 

eq
ui

pm
en

t－
W

iri
ng

 sy
st

em
s（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

 2
00

1，
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
53
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 

eq
ui

pm
en

t－
Is

ol
at

io
n,

 sw
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tro
l (

ID
T 

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

5 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
55

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
そ
の
他
の
機
器

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5:

 2
00

1，
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

5-
55
：

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 

eq
ui

pm
en

t－
O

th
er

 e
qu

ip
m

en
t (

ID
T 

) 

  
IE

C
 6

05
70

: 2
00

3，
E

le
ct

ric
al

 su
pp

ly
 tr

ac
k 

sy
st

em
s f

or
 lu

m
in

ai
re

s 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3:

 1
99

6，
Lu

m
in

ai
re

s－
Pa

rt 
2:

 P
ar

tic
ul

ar
 r

eq
ui

re
m

en
ts
－

Se
ct

io
n 

23
: E

xt
ra

-lo
w

 v
ol

ta
ge

 li
gh

tin
g 

sy
st

em
s 

fo
r 

fil
am

en
t 

la
m

ps
 

  
IE

C
 6

09
98

-2
-1

: 2
00

2，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s f
or

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
irc

ui
ts

 fo
r h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r p

ur
po

se
s－

 

Pa
rt 

2-
1:

 P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s a

s s
ep

ar
at

e 
en

tit
ie

s w
ith

 sc
re

w
-ty

pe
 c

la
m

pi
ng

 u
ni

ts
 

  
IE

C
 6

09
98

-2
-2

: 2
00

2，
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s f
or

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
irc

ui
ts

 fo
r h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r p

ur
po

se
s－

 

Pa
rt 

2-
2:

 P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r c
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s a

s s
ep

ar
at

e 
en

tit
ie

s w
ith

 sc
re

w
le

ss
-ty

pe
 c

la
m

pi
ng

 u
ni

ts
 

  
IE

C
 6

13
47

-2
-2

: 2
00

0，
L

am
p 

co
nt

ro
lg

ea
r－

Pa
rt 

2-
2:

 P
ar

tic
ul

ar
 re

qu
ire

m
en

ts
 fo

r d
.c

. o
r a

.c
. s

up
pl

ie
d 

el
ec

tro
ni

c 
st

ep
-d

ow
n 

co
nv

er
to

rs
 

fo
r f

ila
m

en
t l

am
ps

 

  
IE

C
 6

13
47

-2
-1

3:
 2

00
6，

L
am

p 
co

nt
ro

lg
ea

r－
Pa

rt 
2-

13
: P

ar
tic

ul
ar

 re
qu

ire
m

en
ts

 fo
r d

.c
. o

r a
.c

. s
up

pl
ie

d 
el

ec
tro

ni
c 

co
nt

ro
lg

er
e 

fo
r L

E
D

 

m
od

ul
es

 

  
IE

C
 6

15
58

-2
-6

: 2
00

9，
Sa

fe
ty

 o
f t

ra
ns

fo
rm

er
s, 

re
ac

to
rs

, p
ow

er
 su

pp
ly

 u
ni

ts
 a

nd
 si

m
ila

r p
ro

du
ct

s f
or

 su
pp

ly
 v

ol
ta

ge
 u

p 
to

 1
 1

00
 V
－

Pa
rt 

2-
6 :

 P
ar

tic
ul

ar
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 a
nd

 t
es

ts
 f

or
 s

af
et

y 
is

ol
at

in
g 

tra
ns

fo
rm

er
s 

an
d 

po
w

er
 s

up
pl

y 
un

its
 i

nc
or

po
ra

tin
g 

sa
fe

ty
 i

so
la

tin
g 

tra
ns

fo
rm

er
s 

 71
5.

4 
安
全
保
護

 

71
5.

41
 
感
電
保
護

 

71
5.

41
4 

保
護
手
段
：

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
よ
る
特
別
低
電
圧

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
対
し
て
は
，

SE
LV

だ
け
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
は
，
最
高
電
圧
を

JI
S 

C
 

03
64

-4
-4

1
の

41
4.

4.
5
に
よ
る
交
流

25
V
又
は
直
流

60
V

 と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
電
源
は
，
次
の
一
つ
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 

IE
C

 6
15

58
-2

-2
（
：

20
09
）
に
適
合
す
る
安
全
絶
縁
変
圧
器

 

 
二
次
側
回
路
で
変
圧
器
を
並
行
運
転
す
る
こ
と
は
，
変
圧
器
が
一
次
側
も
並
列
接
続
さ
れ
，
同
一
な
電
気
的
特
性
を
も
つ
も
の
に
限
り
認
め

る
。

 

 
－
 

IE
C

 6
13

47
-2

-6
（
：

20
00
）
の
白
熱
電
球
に
関
す
る
附
属
書

I又
は

IE
C

 6
13

47
-2

-1
3（

：
20

06
）
の

L
E

D
に
関
す
る
附
属
書

Iに
適

合
す
る
安
全
絶
縁
コ
ン
バ
ー
タ

 

 
コ
ン
バ
ー
タ
は
並
列
運
転
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

  

                          71
5.

41
4
は
，
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
は
，

SE
LV

の
み
を
適
用
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 
ま
た
回
路
に
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
は
，
交
流

25
V
又
は
直
流

60
V
の
電
源
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

SE
LV

に
よ
る
特
別
低
電
圧
に
つ
い
て
は
，

41
4.

1
の
解
説
を
参
照
。

 

IE
C

 6
15

58
 -2

-6
（

JI
S 

C
 6

15
58

 -2
-6
）：

 変
圧
器
，
電
源
装
置
，
リ
ア
ク
ト
ル
及
び
こ
れ
に
類
す
る
装
置
の
安
全
性
－

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

2-
6
部
：
一
般
用
安
全
絶
縁
変
圧
器
の
個
別
要
求
事
項

 

IE
C

 6
13

47
-2

-2
 
（

JI
S 

C
81

47
-2

-2
）：

 
ラ
ン
プ
制
御
装
置
―
第

2-
2
部
 
直
流
及
び
交
流
電
源
低
電
圧
電
球
用
電
子
ト
ラ
ン
ス
の
個
別
要
求

事
項

 

 
規
格
の
主
な
内
容
を
次
に
示
す
。

 

ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
用
，
白
熱
電
球
用
と
し
て
，

25
0 V

以
下
の
直
流
電
源
，

1,
00

0V
以
下
の

50
H

z／
60

H
z
の
交
流
電
源
を
用
い
，
電
源
周

波
数
と
異
な
る
周
波
数
で
実
効
値
が

50
V
以
下
の
定
格
出
力
電
圧
，
又
は
導
体
間
若
し
く
は
導
体
と
接
地
と
の
間
が

50
V
以
下
の
非
平
滑

直
流
電
圧
で
用
い
る
電
子
ト
ラ
ン
ス
の
個
別
安
全
要
求
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

附
属
書
Ｉ
は
，「

白
熱
電
球
用
独
立
形

SE
LV

直
流
又
は
交
流
入
力
電
子
ト
ラ
ン
ス
の
個
別
追
加
要
求
事
項
」
と
し
て
，
最
大

25
A
の
ク

ラ
ス
Ⅲ
照
明
器
具
用

SE
LV

入
力
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
独
立
形
電
子
ト
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

2-32



 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

          71
5.

42
 
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
 

71
5.

42
2.

3 
処
理
又
は
貯
蔵
た
い
積
物
質
の
性
質
に
起
因
す
る
火
災
の
危
険
が
あ
る
場
所
 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

可
燃
性
又
は
不
燃
性
仕
上
げ
面
へ
の
設
置
に
関
す
る
説
明
も
含
め
て
，
製
造
業
者
の
施
工
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
照
明
器
具
及
び
そ
れ
ら
の
付
属
品
は
，
材
料
又
は
そ
の
周
囲
が
危
険
な
ほ
ど
過
熱
し
な
い
よ
う
に
設
計
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5（

: 2
00

1）
の
箇
条

55
9
も
参
照
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 71
5.

42
2.

10
6 

変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
火
災
の
危
険

 

変
圧
器
は
，
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

 7
15

.4
22

.1
07

.2
で
要
求
す
る
保
護
装
置
に
よ
る
一
次
側
の
保
護
。

 

 
―

  
耐
短
絡
変
圧
器

(本
質
的
及
び
非
本
質
的
耐
短
絡
能
力
を
も
つ

)。
記
号
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5
箇
条

55
9
附
属
書

A
参
照
。

電
子
式
コ
ン
バ
ー
タ
は
，

 I
E

C
 6

13
47

-2
-2
（

: 2
00

0）
に
適
合
す
る
も
の
で
，
か
つ
，

L
E

D
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
し
て
は

IE
C

 6
13

47
-2

-1
3(

: 

20
06

)の
附
属
書

Iに
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
記
号

11
0

を
表
示
し
た
コ
ン
バ
ー
タ
を
使
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
三
角
形
内
の
制
限
温
度
値
（
コ
ン
バ
ー
タ
の
）
は
，
一
例

に
過
ぎ
な
い
。

 

71
5.

42
2.

10
7 

短
絡
に
よ
る
火
災
の
危
険
性

 

71
5.

42
2.

10
7.

1 
回
路
導
体
の
両
方
が
非
絶
縁
で
あ
る
場
合
は
，
導
体
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
 

71
5.

42
2.

10
7.

2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
特
別
の
保
護
装
置
を
備
え
る
。

 

―
  
容
量
が

20
0V

A
以
下
の
変
圧
器
又
は
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
。

 

―
 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3（

: 1
99

6）
に
適
合
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
体
。

 

  

71
5.

42
2.

10
7.

2 
 火

災
の
危
険
性
に
対
す
る
特
別
の
保
護
装
置
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
い
。

 

 
―

  
照
明
器
具
の
電
力
需
要
の
連
続
的
監
視
。

 

 
―

  
短
絡
時
又
は

60
W

を
超
え
る
電
力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
の
場
合
に
，

0.
3
秒
以
内
に
電
源
の
自
動
遮
断
｡ 

 
―

  
電
源
回
路
の
電
力
低
減
運
転

(例
え
ば
，
ゲ
ー
ト
制
御
，
調
節
操
作
又
は
ラ
ン
プ
の
故
障

)し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
，

60
W

を
超
え
る
電

力
の
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
電
源
を
自
動
遮
断
｡ 

 IE
C

 6
13

47
-2

-1
3 
（
：

JI
S 

C
81

47
-2

-1
3 
）：

 ラ
ン
プ
制
御
装
置
―
第

2-
13

部
 
直
流
又
は
交
流
電
源
用

L
ED

モ
ジ
ュ
ー
ル
用
制
御
装
置
の

個
別
要
求
事
項

 

規
格
の
主
な
内
容
を
次
に
示
す
。

 

定
格
入
力
電
圧
が

25
0V

以
下
，
交
流

1,
00

0V
以
下
（

50
H

z／
60

H
z）

で
，
電
源
周
波
数
と
異
な
る
出
力
周
波
数
で
使
用
す
る
た
め

の
L

E
D
モ
ジ
ュ
ー
ル
用
制
御
装
置
の
個
別
要
求
事
項
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

附
属
書

Iは
，「

直
流
又
は
交
流
電
源
用

L
E

D
モ
ジ
ュ
ー
ル
用
独
立
形

SE
LV

制
御
装
置
の
個
別
追
加
要
求
事
項
」
と
し
て
，

25
A
以

下
の
ク
ラ
ス
Ⅲ
照
明
器
具
用

SE
L V

入
力
用
と
し
て
使
用
す
る
た
め
の
独
立
形
制
御
装
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

ク
ラ
ス
Ⅲ
照
明
器
具
と
は
，
感
電
に
対
す
る
保
護
を

SE
LV

の
電
源
に
依
存
し
，
か
つ
，
内
部
で

SE
LV

を
超
え
る
電
圧
を
発
生
し
な

い
照
明
器
具
。

 

        71
5.

42
2.

10
6
は
，
変
圧
器
と
コ
ン
バ
ー
タ
の
火
災
に
対
す
る
危
険
性
に
つ
い
て
，
機
器
の
規
格
等
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

 

耐
短
絡
変
圧
器
（
本
質
的
お
よ
び
非
本
質
的
耐
短
絡
能
力
を
も
つ
。）

と
は
，
変
圧
器
が
過
負
荷
又
は
短
絡
し
た
時
に
，
温
度
上
昇
が
規
定
限

度
を
超
え
ず
，
か
つ
，
過
負
荷
が
解
消
し
た
後
も
作
動
可
能
な
変
圧
器
。

 

本
質
的
耐
短
絡
能
力
と
は
，
保
護
装
置
が
存
在
し
な
く
と
も
，
過
負
荷
又
は
短
絡
時
に
温
度
が
規
定
限
度
を
超
え
ず
に
，
過
負
荷
又
は
短
絡

 

が
解
消
し
た
後
も
作
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
る
能
力
の
こ
と
。

 

 
非
本
質
的
耐
短
絡
能
力
と
は
，
保
護
装
置
が
存
在
し
，
過
負
荷
又
は
短
絡
時
に
保
護
装
置
が
作
動
し
，
温
度
が
規
定
限
度
を
超
え
ず
に
，
過

負
荷
又
は
短
絡
が
解
消
し
た
後
も
作
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
る
能
力
の
こ
と
。

 

L
E

D
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
は
，

L
ED

モ
ジ
ュ
ー
ル
：

LE
D
光
源
を
供
給
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
。
一
つ
又
は
複
数
の

LE
D
を
追
加
し
て
光
学
的
，
電
気

的
，
機
械
的
，
電
子
的
な
ど
の
構
成
要
素
を
含
む
場
合
も
あ
る
。

 

 71
5.

42
2.

10
7.

1
は
，
両
方
の
回
路
導
体
が
非
絶
縁
の
場
合
の
制
限
を
規
定
し
て
い
る
。

 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
3 
（

JI
S 

C
81

05
-2

-2
3）
：
 
照
明
器
具
―
第

2-
23

部
 
白
熱
電
球
用
特
別
低
電
圧
照
明
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
安
全
性
要
求
事
項

規
格
の
主
な
内
容
を
次
に
示
す
。

 

電
源
電
圧

1,
00

0V
以
下
で
，
一
般
の
屋
内
使
用
を
目
的
と
し
た
白
熱
電
球
用
特
別
低
電
圧
照
明
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
要
求
事
項
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。

 

 

71
5.

42
2.

10
7.

2
は
，
火
災
の
危
険
性
に
対
す
る
特
別
の
保
護
装
置
の
機
能
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

火
災
の
危
険
性
に
対
す
る
特
別
の
保
護
装
置
と
は
，
非
本
質
的
短
絡
能
力
で
の
保
護
装
置
で
，
保
護
装
置
の
例
で
は
，
ヒ
ュ
ー
ズ
，
過
負
荷
開

放
，
温
度
ヒ
ュ
ー
ズ
，
サ
ー
マ
ル
リ
ン
ク
，
サ
ー
マ
ル
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
等
が
あ
る
。

 

  

2-33



 

改
正
さ
れ
た

IE
C
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03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 
―

  
電
源
回
路
を
投
入
し
た
と
き
，

60
W

を
超
え
る
電
力
増
加
の
原
因
と
な
る
故
障
が
あ
る
と
き
は
，
自
動
遮
断
｡ 

 
―

  
特
別
の
保
護
装
置
は
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
注
記
 
始
動
電
流
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 71
5.

43
 
過
電
流
保
護

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
5.

43
0.

10
4 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
お
け
る
過
電
流
保
護

 

 
自
己
復
帰
形
過
電
流
保
護
器
の
使
用
は
，

50
Ｖ
Ａ
以
下
の
変
圧
器
に
対
し
て
だ
け
許
容
で
き
る
。

 

 71
5.

5 
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工

 

71
5.

52
 
配
線
設
備

 

71
5.

52
1 

配
線
方
法
の
種
類

 

71
5.

52
1.

1 
 

 
次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

次
の
配
線
設
備
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

―
  
電
線
管
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
／
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
に
収
め
た
絶
縁
電
線

 

 
―

  
非
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル

 

 
―

  
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド

 

 
―

  
IE

C
 6

05
98

-2
-2

3（
: 1

99
6）

に
よ
る
特
別
低
電
圧
照
明
用
シ
ス
テ
ム

 

 
―

  
IE

C
 6

05
70
（

: 2
00

3）
 に

よ
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト

 

―
 
裸
導
体
（

71
5.

52
1.

06
参
照
）

 

特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
部
分
が
接
近
可
能
で
あ
る
場
合
は
，

IE
C

60
36

4-
4-

42
の
箇
条

42
3
の
要
求
事
項
を
も
適
用
す
る
。

 

建
築
物
の
金
属
構
造
部
分
，
例
え
ば
，
配
管
設
備
又
は
装
備
品
の
一
部
は
，
充
電
用
導
体
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 71
5.

52
1.

10
6 

裸
導
体

 

 
公
称
電
圧
が
交
流

25
V
以
下
又
は
直
流

60
V
以
下
の
場
合
で
あ
っ
て
，
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
が
次
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
場
合
は
，

裸
導
体
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
―

  
短
絡
の
危
険
性
を
最
小
限
に
低
減
す
る
よ
う
な
方
法
で
照
明
設
備
を
設
計
し
，
施
設
し
又
は
周
囲
を
囲
う
こ
と
。

 

 
―

  
71

5.
52

4
に
従
っ
た
最
小
断
面
積
を
も
つ
導
体
使
用
す
る
こ
と
。

 

 
―

  
導
体
又
は
電
線
を
可
燃
性
材
料
上
に
直
接
設
置
し
な
い
。

 

 
裸
つ
り
下
げ
導
体
は
，
短
絡
を
防
ぐ
た
め
に
，
変
圧
器
と
保
護
装
置
間
の
回
路
部
分
に
つ
い
て
，

1
本
以
上
の
導
体
及
び
そ
の
端
子
を
絶
縁

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
裸
導
体
を
使
用
す
る
場
合
は
，
可
燃
性
物
質
の
存
在
の
可
能
性
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 

 7
15

.5
21

.1
07
 

 つ
り
下
げ
形
設
備

 

 
つ
り
下
げ
導
体
を
も
つ
照
明
器
具
の
つ
り
装
置
は
，
つ
り
下
げ
る
照
明
器
具
（
そ
れ
ら
の
ラ
ン
プ
を
含
む
）
の

5
倍
で
，
か
つ
，

5 
kg

以
上

の
質
量
を
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
：
部
品
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
故
障
が
確
実
に
安
全
側
の
も
の
に
な
る
こ
と
，
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
確
実
に
安
全
側
の

も
の
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

         71
5.

52
1.

1
は
，
使
用
す
る
配
線
設
備
の
種
類
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

ま
た
，
建
物
構
造
や
他
の
設
備
の
金
属
製
部
分
を
充
電
用
導
体
に
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。

 

     IE
C

 6
05

70
 （

JI
S 

C
84

73
）：

 
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
－
電
源
用
ダ
ク
ト
の
安
全
性
要
求
事
項
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改
正
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た

IE
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64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説

 
備
 
 
考

 

 
導
体
の
終
端
及
び
接
続
は

, I
E

C
 6

09
98

-2
-1
（

: 2
00

2）
に
適
合
す
る
ね
じ
締
め
端
子
又
は

IE
C

 6
09

98
-2

-2
（

: 2
00

2）
に
適
合
す
る
ね
じ
な

し
接
続
器
具
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

 
導
体
に
想
定
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
に
起
因
す
る
設
備
の
安
全
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5（

: 2
00

1）
の

55
9.

5.
2
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 
つ
り
下
げ
導
体
に
掛
っ
て
い
る
釣
合
い
お
も
り
付
き
の
も
の
に
は
，
絶
縁
貫
通
形
電
線
コ
ネ
ク
タ
及
び
終
端
接
続
線
を
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

 

裸
導
体
を
も
つ
つ
り
下
げ
設
備
の
場
合
，
つ
り
下
げ
設
備
は
，
絶
縁
固
定
手
段
で
壁
又
は
天
井
に
固
定
し
，
ま
た
配
線
ル
ー
ト
全
般
に
わ
た

っ
て
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡ 

 71
5.

52
3 

許
容
電
流

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

 
注
記
 
裸
導
体
の
許
容
電
流
値
は
，
検
討
中
。

 

71
5.

52
4 

導
体
の
断
面
積

 

次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
出
力
端
子
又
は
終
端
に
接
続
し
て
い
る
特
別
低
電
圧
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
負
荷
電
流
に
よ
っ
て
選
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
導
体
か
ら
つ
り
下
げ
て
い
る
照
明
器
具
が
あ
る
設
備
の
場
合
，
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
の
出
力
端
子
又
は
終
端
に
接
続
し
て
い
る
特
別
低
電

圧
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
機
械
的
な
理
由
か
ら

4 
m

m
2
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 71
5.

52
5 

需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下

 

次
の
文
章
に
置
き
換
え
る
。

 

 特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
お
い
て
は
，
変
圧
器
と
最
遠
端
の
照
明
器
具
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
特
別
低
電
圧
設
備
の
公
称
電
圧
の

5 
%

以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

          71
5.

53
 
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

71
5.

53
0.

3 
一
般
及
び
共
通
要
求
事
項

 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

71
5.

53
0.

31
04

 

保
護
装
置
に
は
，
容
易
に
接
近
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

保
護
装
置
は
，
そ
の
装
置
の
存
在
及
び
位
置
の
情
報
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
，
移
動
可
能
又
は
容
易
に
接
近
可
能
な
二
重
天
井
内
に
置
い
て

IE
C

 6
09

98
-2

-1
（

JI
S 

C
 2

81
4-

2-
1）
：（

家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用
接
続
器
具
－
第

2-
1
部
：
ね
じ
形
締
付
式
接
続
器
具
の

個
別
要
求
事
項
）

 

IE
C

 6
09

98
-2

-2
（

JI
S 

C
 2

81
4-

2-
2）
：（

家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用
接
続
器
具
－
第

2-
2
部
：
ね
じ
な
し
形
締
付
式
接
続
器

具
の
個
別
要
求
事
項
）

 

               71
5.

52
5
は
，
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
の
変
圧
器
と
最
遠
端
の
照
明
器
具
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
公
称
電
圧
の

5 
%
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
，
低
圧
回
路
の
需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下
は

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2
の
箇
条

52
5
で
規
定
さ
れ
，
設
備
の
源

点
と
す
べ
て
の
負
荷
端
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
設
備
の
公
称
電
圧
値
に
関
し
て
表
し
た
表

G
.5

2.
1
の
値
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
る
。

 

表
G

.5
2.

1－
電
圧
降
下

 

設
備
の
種
類

 
照
明
用
 
％

 
他
の
使
用
 
％

 

A
－
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

 
3 

5 

B
－
自
家
用
低
圧
電
力
か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

ａ
 

6 
8 

注
ａ
 
可
能
な
限
り
，
分
岐
回
路
内
の
電
圧
降
下
は
設
備
の
種
類

A
に
示
す
も
の
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 

 設
備
の
幹
線
が

10
0 
ｍ
よ
り
長
い
と
き
は
，
こ
れ
ら
の
電
圧
降
下
は
，

10
0 
ｍ
を
超
え
る
配
線
設
備
の

1 
ｍ
あ
た
り

0.
00

5％
の
割
合
で
増
加
し
て
も
よ
い
，
こ
の
場
合
増
加
す
る
電
圧
降
下
を

0.
5％

以
内
と
す
る
。

 

 
 

 電
圧
降
下
は
，
適
用
可
能
な
場
所
で
様
々
な
需
要
率
を
適
用
し
て
い
る
電
気
使
用
機
器
に
よ
る
需
要
量
で
決
定
さ
れ

る
，
又
は
回
路
の
設
計
電
流
の
値
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
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た
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備
 
 
考

 

も
よ
い
。

 

あ
る
回
路
の
保
護
装
置
の
識
別
が
す
ぐ
に
明
白
に
な
ら
な
い
場
合
は
，
保
護
装
置
の
す
ぐ
そ
ば
に
目
印
又
は
回
路
図

(ラ
べ
ル

)を
付
す
こ
と

に
よ
っ
て
回
路
及
び
そ
の
目
的
を
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 

 
二
重
天
井
内
又
は
こ
れ
に
類
す
る
場
所
内
に
設
置
し
た
特
別
低
電
圧
電
源
，
保
護
装
置
又
は
こ
れ
に
類
す
る
機
器
は
，
恒
久
的
に
接
続
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
特
別
低
電
圧
電
源
及
び
そ
れ
ら
の
保
護
器
は
，
次
の
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
保
護
器
の
電
気
的
接
続
に
対
す
る
機
械
的
ス
ト
レ
ス
の
回
避

 

 
－
 
適
切
な
支
持

 

 
－
 
熱
絶
縁
に
よ
る
機
器
の
過
熱
の
回
避

 

 71
5.

53
6 

断
路
及
び
開
閉

 

71
5.

53
6.

1.
1 

次
の
文
章
を
加
え
る
。

 

変
圧
器
を
並
行
運
転
す
る
場
合
は
，
一
次
側
回
路
を
１
台
の
共
通
の
断
路
装
置
に
恒
久
的
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

     

   二
重
天
井
内
で
，
コ
ン
セ
ン
ト
や
開
閉
器
の
接
触
が
不
完
全
な
場
合
は
，
接
触
抵
抗
で
過
熱
す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
過
熱
に
よ
り
，

火
災
に
ま
で
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
っ
て
も
，
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
た
め
，
す
ぐ
に
は
異
常
に
気
が
付
か
な
い
た
め
，
恒
久
的
に
接
続
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

     71
5.

53
6.

1.
1
は
，
変
圧
器
を
並
行
運
転
し
て
い
る
場
合
，
そ
れ
ぞ
れ
に
断
路
装
置
が
あ
れ
ば
，
変
圧
器
の
点
検
，
保
守
，
或
い
は
勘
違
い
な

ど
で
片
方
を
開
に
す
る
と
，
閉
の
ま
ま
の
方
の
変
圧
器
が
過
負
荷
に
な
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
，
変
圧
器
の
一
次
側
で
１
台
の
共
通
の
断
路

装
置
に
恒
久
的
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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IEC 60364-5-51～5-55及びIEC 60364-6の逐条解説 

 



 



IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
51

部
:電

気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
一
般
事
項

Lo
w

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
-P

ar
t5

-5
1:

S
el

ec
tio

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 
el

ec
tri

ca
l e

qu
ip

m
en

t-C
om

m
on

 ru
le

s 
 

序
文

 

こ
の
規
格
は
，

20
05

年
に
第
５
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1
を
基
に
検
討
を
行
い
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格

の
構
成
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。

 

な
お
，
こ
の
規
格
で
点
線
の
下
線
を
施
し
て
あ
る
箇
所
は
，
対
応
国
際
規
格
を
変
更
し
て
い
る
事
項
で
あ
る
。

 

 51
0 

概
要
 

 

51
0.

1 
適
用
範
囲
 

 

こ
の
規
格
は
，
建
築
電
気
設
備
の
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
，
安
全
に
対
す
る
保
護
手
段
，
そ
の
設
備
の
使
用
目
的
に
応
じ
た
適
正

な
機
能
要
求
事
項
並
び
に
予
想
さ
れ
る
外
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
要
求
事
項
に
適
合
す
る
た
め
の
共
通
事
項
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

注
記

 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1:

20
05

，
L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ri
ca

l i
ns

ta
lla

ti
on

s-
P

ar
t5

-5
1:

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
ti

on
 o

f e
le

ct
ri

ca
l 

eq
ui

pm
en

t-
C

om
m

on
 r

ul
es

 (I
D

T
) 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

(I
D

T
)は

，
IS

O
/IE

C
 G

ui
de

 2
1
に
基
づ
き
，
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

 

51
0.

2 
引
用
規
格
 

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格
は
，

そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

A
 4

20
1 

建
築
物
の
雷
保
護

 

注
記

 
対

応
国

際
規

格
：

IE
C

 
61

02
4-

1
 

P
ro

te
ct

io
n 

of
 

st
ru

ct
ur

es
 

ag
ai

ns
t 

lig
ht

ni
ng

 
- 

P
ar

t 
1:

 
G

en
er

al
 

pr
in

ci
pl

es
(M

O
D

) 

JI
S 

C
 0

06
6 

環
境
試
験
方
法
－
電
気
･電

子
－
炎
着
火
源
に
よ
る
固
体
非
金
属
材
料
の
燃
焼
性
－
試
験
方
法
の
リ
ス
ト

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
07

07
 

F
la

m
m

ab
ili

ty
 o

f 
so

lid
 n

on
-m

et
al

lic
 m

at
er

ia
ls

 w
he

n 
ex

po
se

d 
to

 f
la

m
e 

so
ur

ce
s 

- L
is

t o
f t

es
t m

et
ho

ds
(I

D
T

) 

JI
S 

C
 0

36
5 

感
電
保
護
－
設
備
及
び
機
器
の
共
通
事
項

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
11

40
 

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

el
ec

tr
ic

 s
ho

ck
 -

 C
om

m
on

 a
sp

ec
ts

 f
or

 in
st

al
la

ti
on

 a
nd

 

eq
ui

pm
en

t(
ID

T
) 

JI
S 

C
 0

44
6 

色
又
は
数
字
に
よ
る
電
線
の
識
別

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
04

46
 

Id
en

ti
fic

at
io

n 
of

 c
on

du
ct

or
s 

by
 c

ol
ou

rs
 o

r 
nu

m
er

al
s(

M
O

D
) 

JI
S 

C
 0

44
7 

マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
（

M
IM

I)
－
操
作
の
基
準

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
04

47
 

M
an

-m
ac

hi
ne

 in
te

rf
ac

e 
(M

IM
I)

 - 
A

ct
ua

ti
ng

 p
ri

nc
ip

le
s(

M
O

D
) 

JI
S 

C
 0

61
7 

電
気
用
図
記
号

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
06

17
-D

B
(1

) 
G

ra
ph

ic
al

 s
ym

bo
ls

 fo
r 

di
ag

ra
m

s(
ID

T
) 

 
 
 
注

(1
) 

“
D

B
”
は

IE
C
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
指
す
。

 

            

“電
気
機
器

”に
つ
い
て

IE
C

 6
00

50
-8

26
-1

6-
01

で
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

 

「
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
，
変
電
，
送
電
，
配
電
又
は
使
用
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
，
例
え
ば
，
電
気
機
械
，
変

圧
器
，
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
，
計
測
器
，
保
護
装
置
，
配
線
機
器
，
電
気
使
用
機
器
。」

な
ど
を
い
う
。

 

 IS
O

/IE
C

 G
ui

de
 2

1
の
対
応
の
程
度
を
示
す
記
号
は
 

ID
T 

: I
de

nt
ic

al
 ( 
一
致

 )
，
 

M
O

D
 : 

M
od

ifi
ed

 ( 
修
正

 )
，
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

N
E

Q
 : 

N
ot

  
E

qu
iv

al
en

t (
 同

等
で
な
い

 )
，
で
表
す
。

 

                   

                                     

3-1



規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

JI
S 

C
 1

08
2 

の
規
格
群
 
電
気
技
術
文
書

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
10

82
 

(a
ll 

pa
rt

s)
 P

re
pa

ra
ti

on
 o

f d
oc

um
en

ts
 u

se
d 

in
 e

le
ct

ro
te

ch
no

lo
gy

(I
D

T
) 

JI
S 

C
 6

00
68

-2
-1

1 
環
境
試
験
方
法
（
電
気
・
電
子
）
塩
水
噴
霧
試
験
方
法

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
00

68
-2

-1
1 

E
nv

ir
on

m
en

ta
l t

es
ti

ng
 - 

P
ar

t 2
: T

es
ts

. T
es

t K
a:

 S
al

t m
is

t(
ID

T
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-1
 
低
圧
電
気
設
備
－
第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
用
語
の
定
義

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-1
 

E
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

ti
on

s 
of

 b
ui

ld
in

gs
 -

 P
ar

t 
1:

 F
un

da
m

en
ta

l 
pr

in
ci

pl
es

, 

as
se

ss
m

en
t o

f g
en

er
al

 c
ha

ra
ct

er
is

ti
cs

, d
ef

in
it

io
ns

(I
D

T
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4－
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1 

E
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
ti

on
s 

of
 b

ui
ld

in
gs

 - 
P

ar
t 4

-4
1:

 P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 

‐
P

ro
te

ct
io

n 
ag

ai
ns

t e
le

ct
ri

c 
sh

od
k(

ID
T

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

4－
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

注
記

 
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2 

E
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

ti
on

s 
of

 b
ui

ld
in

gs
 -

 P
ar

t 
4-

42
: 

P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 - 

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t t

he
rm

al
 e

ffe
ct

s(
ID

T
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4 
建
築
電
気
設
備
－
第

4－
44

部
：
安
全
保
護
－
妨
害
電
圧
及
び
電
磁
妨
害
に
対
す
る
保
護

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4 

E
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
ti

on
s 

of
 b

ui
ld

in
gs

 - 
P

ar
t 4

-4
4:

 P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 - 

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t v

ol
ta

ge
 d

is
tu

rb
an

ce
s 

an
d 

el
ec

tr
om

ag
ne

ti
c 

di
st

ur
ba

nc
es

(I
D

T
) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
配
線
設
備

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2 

E
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

ti
on

s 
of

 b
ui

ld
in

gs
 -

 P
ar

t 
5-

52
:S

el
ec

ti
on

 a
nd

 

er
ec

ti
on

 o
f e

le
ct

ri
ca

l e
qu

ip
m

en
t -

 W
ir

in
g 

sy
st

em
s(

ID
T

) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4 
 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
54

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
接
地
設
備
並
び
に
保
護
導
体
及
び
保
護
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
導
体

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
4 

E
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

ti
on

s 
of

 b
ui

ld
in

gs
 -

 P
ar

t 
5-

54
:S

el
ec

ti
on

 a
nd

 

er
ec

ti
on

 o
f e

le
ct

ri
ca

l e
qu

ip
m

en
t -

 E
ar

th
in

g 
ar

ra
ng

em
en

ts
, p

ro
te

ct
iv

e 
co

nd
uc

to
rs

 a
nd

 p
ro

te
ct

iv
e 

bo
nd

in
g 

co
nd

uc
to

rs
(I

D
T

) 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-0
 
環
境
条
件
の
分
類
 
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
の
厳
し
さ
の
グ
ル
ー
プ
別
分
類
 
通
則

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
07

21
-3

-0
 

C
la

ss
ifi

ca
ti

on
 o

f e
nv

ir
on

m
en

ta
l c

on
di

ti
on

s 
- P

ar
t 

3:
 C

la
ss

ifi
ca

ti
on

 o
f 

gr
ou

ps
 o

f e
nv

ir
on

m
en

ta
l p

ar
am

et
er

s 
an

d 
th

ei
r 

se
ve

ri
ti

es
. I

nt
ro

du
ct

io
n(

ID
T

) 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
 
環
境
条
件
の
分
類
 
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
の
厳
し
さ
の
グ
ル
ー
プ
別
分
類
 
屋
内
固
定
使
用
の
条
件

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
07

21
-3

-3
 

C
la

ss
ifi

ca
ti

on
 o

f e
nv

ir
on

m
en

ta
l c

on
di

ti
on

s 
- P

ar
t 

3:
 C

la
ss

ifi
ca

ti
on

 o
f 

gr
ou

ps
 

of
 

en
vi

ro
nm

en
ta

l 
pa

ra
m

et
er

s 
an

d 
th

ei
r 

se
ve

ri
ti

es
 

- 
Se

ct
io

n 
3:

 
St

at
io

na
ry

 
us

e 
at

 

w
ea

th
er

-p
ro

te
ct

ed
 lo

ca
ti

on
s(

ID
T

) 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 
環
境
条
件
の
分
類
 
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
の
厳
し
さ
の
グ
ル
ー
プ
別
分
類
 
屋
外
固
定
使
用
の
条
件

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
07

21
-3

-4
 

C
la

ss
ifi

ca
ti

on
 o

f e
nv

ir
on

m
en

ta
l c

on
di

ti
on

s 
- P

ar
t 

3:
 C

la
ss

ifi
ca

ti
on

 o
f 

gr
ou

ps
 

of
 

en
vi

ro
nm

en
ta

l 
pa

ra
m

et
er

s 
an

d 
th

ei
r 

se
ve

ri
ti

es
 

- 
Se

ct
io

n 
4:

 
St

at
io

na
ry

 
us

e 
at

 

no
n-

w
ea

th
er

pr
ot

ec
te

d 
lo

ca
ti

on
s(

ID
T

) 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-2
 
電
磁
両
立
性
－
第

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
第

2
節
：
静
電
気
放
電
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験

 

注
記

  
対

応
国

際
規

格
：

IE
C

 
61

00
0-

4-
2
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
4:

Te
st

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
te

ch
ni

qu
es
－

Se
ct

io
n 

2:
E

le
ct

ro
st

at
ic

 d
is

ch
ar

ge
 i

m
m

un
it

y 
te

st
. 

B
as

ic
 E

M
C

 p
ub

lic
at

io
n

（
ID

T
）

 

                                       

                                       

3-2



規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-3
 
電
磁
両
立
性

 第
4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
第

3
節
：
放
射
無
線
周
波
電
磁
界
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験

 

注
記

 
 

対
応

国
際

規
格

：
IE

C
 6

10
00

-4
-3
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
4:

Te
st

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
te

ch
ni

qu
es
－

Se
ct

io
n 

3:
 R

ad
ia

te
d，

 r
ad

io
-fr

eq
ue

nc
y，

 e
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
fie

ld
 im

m
un

it
y 

te
st
（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-4
 
電
磁
両
立
性
－
第

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
第

4
節
：
電
気
的
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
／
バ
ー
ス
ト

イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験

 

注
記

 
対

応
国

際
規

格
：

IE
C

 
61

00
0-

4-
4
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
4:

Te
st

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
te

ch
ni

qu
es
－

Se
ct

io
n 

4:
 E

le
ct

ri
ca

l 
fa

st
 t

ra
ns

ie
nt

/b
ur

st
 i

m
m

un
it

y 
te

st
. 

B
as

ic
 E

M
C

 

pu
bl

ic
at

io
n（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-6
 
電
磁
両
立
性
－
第

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
第

6
節
：
無
線
周
波
電
磁
界
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
伝
導
妨

害
に
対
す
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

注
記

 
対

応
国

際
規

格
：

IE
C

 
61

00
0-

4-
6
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
4:

Te
st

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
te

ch
ni

qu
es

－
Se

ct
io

n 
6:

 
Im

m
un

it
y 

to
 

co
nd

uc
te

d 
di

st
ur

ba
nc

es
，

 
in

du
ce

d 
by

 

ra
di

o-
fr

eq
ue

nc
y 

fie
ld

s（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-8
 
電
磁
両
立
性
－
第

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
－
第

8
節
：
電
源
周
波
数
磁
界
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験

 

注
記

  
対

応
国

際
規

格
：

IE
C

 
61

00
0-

4-
8
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
4:

Te
st

in
g 

an
d 

m
ea

su
re

m
en

t 
te

ch
ni

qu
es
－

Se
ct

io
n 

8:
 P

ow
er

 f
re

qu
en

cy
 m

ag
ne

ti
c 

fie
ld

 i
m

m
un

it
y 

te
st

. 
B

as
ic

 E
M

C
 

pu
bl

ic
at

io
n/

A
m

d.
1（

ID
T
）

 

IE
C

 6
00

73
:1

99
6 

B
as

ic
 a

nd
 s

af
et

y 
pr

in
ci

pl
es

 f
or

 m
an

-m
ac

hi
ne

 i
nt

er
fa

ce
，

 m
ar

ki
ng

 a
nd

 i
de

nt
ifi

ca
ti

on
－

C
od

in
g 

pr
in

ci
pl

es
 fo

r 
in

di
ca

ti
on

 d
ev

ic
es

 a
nd

 a
ct

ua
to

rs
 

IE
C

 6
00

79
 (a

ll 
pa

rt
s)
 

E
le

ct
ri

ca
l a

pp
ar

at
us

 fo
r 

ex
pl

os
iv

e 
ga

s 
at

m
os

ph
er

es
 

IE
C

 6
02

55
-2

2-
1:

19
88

 
E

le
ct

ri
ca

l 
re

la
ys
－

P
ar

t 
22

: 
E

le
ct

ri
ca

l 
di

st
ur

ba
nc

e 
te

st
s 

fo
r 

m
ea

su
ri

ng
 r

el
ay

s 
an

d 

pr
ot

ec
ti

on
 e

qu
ip

m
en

t－
Se

ct
io

n 
1:

 1
 M

H
z 

bu
rs

t d
is

tu
rb

an
ce

 te
st

s 

IE
C

 6
05

29
：

19
89

, D
eg

re
es

 o
f p

ro
te

ct
io

n 
pr

ov
id

ed
 b

y 
en

cl
os

ur
es

 (I
P

 C
od

e)
 

IE
C

 6
08

84
-1

: 2
00

2,
 P

lu
gs

 a
nd

 s
oc

ke
t-

ou
tl

et
s 

fo
r 

ho
us

ho
ld

 a
nd

 s
im

ila
r 

pu
rp

os
es

 –
 P

ar
t 1

: G
en

er
al

 

re
qu

ir
em

en
ts

 

IE
C

 6
10

00
-2

 (a
ll 

pa
rt

s)
 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 2
:E

nv
ir

on
m

en
t 

IE
C

 6
10

00
-2

-2
:1

99
0 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 
2:

E
nv

ir
on

m
en

t－
Se

ct
io

n 
2:

C
om

pa
ti

bi
lit

y 

le
ve

ls
 fo

r 
lo

w
-fr

eq
ue

nc
y 

co
nd

uc
te

d 
di

st
ur

ba
nc

es
 a

nd
 s

ig
na

lli
ng

 in
 p

ub
lic

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 p
ow

er
 s

up
pl

y 
sy

st
em

s 

IE
C

 6
10

00
-2

-5
:1

99
5 

E
le

ct
ro

m
ag

ne
ti

c 
co

m
pa

ti
bi

lit
y 

(E
M

C
)－

P
ar

t 2
:E

nv
ir

on
m

en
t－

Se
ct

io
n 

5:
C

la
ss

ifi
ca

ti
on

 o
f 

el
ec

tr
om

ag
ne

ti
c 

en
vi

ro
nm

en
ts

. B
as

ic
 E

M
C

 p
ub

lic
at

io
n 

IE
C

 6
10

00
-4

-1
2:

19
95

 
E

le
ct

ro
m

ag
ne

ti
c 

co
m

pa
ti

bi
lit

y 
(E

M
C

)－
P

ar
t 4

:T
es

ti
ng

 a
nd

 m
ea

su
re

m
en

t t
ec

hn
iq

ue
s－

Se
ct

io
n 

12
:O

sc
ill

at
or

y 
w

av
es

 im
m

un
it

y 
te

st
. B

as
ic

 E
M

C
 p

ub
lic

at
io

n 

IE
C

 6
13

46
-1

:1
99

6 
In

du
st

ri
al

 s
ys

te
m

s，
 i

ns
ta

lla
ti

on
s 

an
d 

eq
ui

pm
en

t 
an

d 
in

du
st

ri
al

 p
ro

du
ct

s－
St

ru
ct

ur
in

g 

pr
in

ci
pl

es
 a

nd
 r

ef
er

en
ce

 d
es

ig
na

ti
on

s－
P

ar
t 1

:B
as

ic
 r

ul
es

 

    

                                       

                                       

3-3



規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

51
0.

3 
一
般
事
項

 

 
す
べ
て
の
機
器
は
，
こ
の
規
格
の
各
箇
条
の
規
定
及
び

JI
S 

C
 6

03
64

規
格
群
の
他
の
規
格
の
関
連
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
に
選
定

し
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 51
1 

規
格
へ
の
適
合

 

51
1.

1 
す
べ
て
の
機
器
は
，
そ
れ
が
相
当
す
る
規
格
に
，
更
に

IS
O
又
は

IS
O
に
対
応
す
る

 J
IS

の
該
当
す
る
規
格
に
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

51
1.

2 
該
当
す
る

JI
S,

 I
E

C
規
格
又
は

IS
O
規
格
が
な
い
場
合
は
，
設
備
の
仕
様
を
定
め
る
者
と
施
工
業
者
と
の
間
の
特
別
な
合
意

に
よ
っ
て
そ
の
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 51
2 

運
転
条
件
及
び
外
的
影
響

 

51
2.

1 
運
転
条
件

 

51
2.

1.
1 

電
圧

 

 
機
器
は
，
設
備
の
公
称
電
圧
（
交
流
で
は
実
効
値
）
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

IT
系
統
に
お
い
て
中
性
線
が
あ
る
場
合
に
は
，
電
圧
線
と
中
性
線
と
の
間
に
接
続
す
る
機
器
は
，
線
間
電
圧
に
対
す
る
絶
縁
性
能
を
も

つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

 
あ
る
機
器
で
は
，
通
常
の
使
用
時
に
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
最
大
及
び

/又
は
最
小
電
圧
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

                      

       51
1.

2
は
，
該
当
す
る

JI
S，

IE
C
又
は

IS
O
の
規
格
が
な
い
場
合
は
，
安
全
を
踏
ま
え
て
設
計
者
と
施
工
業
者
間
の
合
意
に
よ

っ
て
そ
の
電
気
機
器
を
選
定
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

   51
2.

1.
1
は
，
使
用
す
る
機
械
器
具
の
定
格
電
圧
は
，
設
備
の
公
称
電
圧
（
交
流
で
は
実
効
値
）
に
適
合
す
る
こ
と
と
規
定
し

て
い
る
。

 

“公
称
電
圧

”に
つ
い
て

IE
C

 6
00

50
-8

26
-1

6-
02

で
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

 

「
電
気
設
備
の
全
体
又
は
そ
の
一
部
で
指
定
及
び
認
定
さ
れ
る
電
圧
。」

 

な
お
，
我
が
国
に
お
い
て
は
，

 J
E

C
 0

22
2,

 2
00

9
で
｢電

線
路
の
公
称
電
圧
と
は
，
そ
の
電
線
路
を
代
表
す
る
線
間
電
圧
を

い
う
。」

と
定
義
し
て
お
り
，
低
圧
回
路
の
公
称
電
圧
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

公
称
電
圧

(V
)：

10
0，

20
0，

10
0／

20
0，

41
5，

24
0／

41
5 

IE
C

規
格
で
は
標
準
電
圧
を

IE
C

 6
00

38
で
，「

単
相
３
線
系
統
：

12
0-

24
0V

, 
三
相
系
統
：

23
0／

40
0V

, 
 2

77
V
／

48
0V

, 
 

40
0V

／
69

0V
, 

 1
00

0V
, 
」

 と
規
定
し
て
い
る
。

 

 51
2.

1.
1
の
後
段
は
，
解
説

5.
1
図
の
よ
う
な
中
性
線
が
あ
る

IT
系
統
で
は
，
電
圧
線
と
中
性
線
間
に
接
続
さ
れ
る
機
器
は
相

間
電
圧
に
耐
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

,Y
結
線
の
非
接
地
系
統
の

1
相
で
地
絡
故
障
が
発
生

す
る
と

,他
の
健
全
相
の
対
地
電
圧
が
√3

倍
に
上
昇
す
る
か
ら
で
あ
る
。

 

 
IT

系
統
で
中
性
線
を
用
い
る
例
と
し
て
は

,U
PS

電
源
か
ら
単
相
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
負
荷
へ
の
電
源
供
給
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。

 

 
 
 

ａ

ｂ
c

0

E
a

E
b

E
c

V
0

解
説

5.
1
図

1
線

地
絡

時
の

健
全

相
の

電
圧

上
昇

）
（

E3
V

b

）
（

E
3

V
a

  

51
2.

1.
1
の
注
記
は
，
電
気
機
器
に
よ
っ
て
は
定
格
入
力
電
圧
の
許
容
範
囲
が
あ
る
た
め
，
そ
の
回
路
の
電
圧
変
動
の
最
大
値

及
び

/又
は
最
小
値
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

51
2.

1.
2 

電
流

 

 
機
器
は
，
通
常
の
使
用
時
に
流
れ
る
設
計
電
流
（
交
流
で
は
実
効
値
）
に
適
合
す
る
も
の
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
機
器
は
，
保
護
器
が
動
作
す
る
ま
で
の
間
，
異
常
時
に
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
電
流
を
流
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 51
2.

1.
3 

周
波
数

 

 
周
波
数
が
機
器
の
特
性
に
影
響
す
る
場
合
は
，
機
器
の
定
格
周
波
数
は
，
電
源
の
周
波
数
に
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 51
2.

1.
4 

電
力

 

 
負
荷
の
特
性
を
考
慮
し
た
通
常
の
運
転
条
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
，
そ
の
電
力
特
性
に
基
づ
い
て
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

         51
2.

1.
5 

両
立
性

 

 
施
工
段
階
に
お
い
て
適
切
な
予
防
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
な
い
限
り
，
ほ
か
の
機
器
に
有
害
な
影
響
を
与
え
ず
，
ま
た
，
開
閉
操
作
を

含
め
通
常
の
使
用
期
間
中
に
電
気
の
供
給
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
，
す
べ
て
の
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    51
2.

2 
外
的
影
響

 

51
2.

2.
1 

表
51

A
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
電
気
機
器
を
選
定
し
，
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
表
は
機
器
が
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
外
的
影
響
に
応
じ
て
必
要
と
す
る
機
器
の
特
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 
機
器
の
特
性
は
，
保
護
等
級
又
は
試
験
に
適
合
す
る
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

51
2.

2.
2 

機
器
が
構
造
上
の
理
由
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
の
外
的
影
響
に
対
応
す
る
特
性
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
は
，
設
備
の
施
工
時
に

適
切
な
保
護
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
保
護
は
，
保
護
さ
れ
る
機
器
の
動
作
に
悪
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

    51
2.

2.
3 

種
類
の
異
な
る
外
的
影
響
が
同
時
に
生
じ
る
と
き
は
，
個
別
に
又
は
相
互
に
影
響
し
あ
う
こ
と
が
あ
る
の
で
，
そ
れ
に
応
じ

51
2.

1.
2
は
，
電
気
機
器
は
通
常
使
用
時
に
流
れ
る
設
計
電
流
（
交
流
で
は
実
効
値
）
に
適
合
す
る
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
と

規
定
し
て
い
る
。

 

51
2.

1.
2 
の
設
計
電
流
と
は
通
常
の
供
給
に
お
い
回
路
を
流
れ
る
電
流
を
い
う
。（

IE
C

 6
00

50
-8

26
-1

1-
10

に
規
定
し
て
い
る
。）

回
路
に
異
常
電
流
が
発
生
し
た
場
合
に
，
遮
断
器
又
は
ヒ
ュ
ー
ズ
等
の
保
護
器
が
動
作
す
る
ま
で
の
間
は
，
電
気
機
器
に

 

定
格
電
流
以
上
の
過
電
流
が
流
れ
る
の
で
，
そ
の
過
電
流
を
許
容
で
き
る
機
器
を
選
定
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

51
2.

1.
3
は
，
特
に
回
転
機
等
の
機
器
は
電
源
の
周
波
数
に
よ
っ
て
そ
の
特
性
が
変
化
す
る
の
で
，
機
器
の
定
格
周
波
数
は
電

源
の
周
波
数
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 51
2.

1.
4
は
，
通
常
の
運
転
条
件
に
お
い
て
も
，
負
荷
率
の
変
動
に
よ
る
過
負
荷
又
は
軽
負
荷
の
発
生
を
考
慮
し
て
，
対
応
可

能
な
能
力
を
も
つ
機
器
を
選
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

な
お
，「

負
荷
率
」
に
は
次
の
定
義
が
あ
る
が
，

51
2.

1
の
全
て
の
箇
条
は
，
運
転
条
件
に
お
け
る
電
気
機
器
の
特
性
に
つ
い

て
の
規
定
で
あ
る
た
め
，
こ
こ
で
は
電
気
機
器
に
関
す
る
②
の
定
義
が
該
当
す
る
。

 

①
 
あ
る
期
間
に
お
け
る
負
荷
の
最
大
需
要
電
力
に
対
す
る
そ
の
期
間
の
平
均
需
要
電
力
の
比
で
，
百
分
率
（
％
）
で
表
わ

す
。

％
Ｗ

）
力

（
そ

の
期
間

の
最

大
需
要
電

Ｗ
）

期
間

の
平

均
需

要
電

力
（

負
荷

率
＝

10
0

k

k


 

②
 
電
気
機
器
の
定
格
容
量
に
対
す
る
負
荷
容
量
の
比
で
，
百
分
率
（
％
）
で
表
わ
す
。

 

    51
2.

1.
5
は
，
機
器
が
，
他
の
電
気
機
器
若
し
く
は
供
給
設
備
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
，
ま
た
電
気
の
正
常
な
供
給

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
両
方
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 
こ
れ
に
関
連
し
て
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
要
素
は
，
例
え
ば
，
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 
－
 
力
率

 
－
 
突
入
電
流

 
－
 
不
平
衡
負
荷

 
－
 
高
調
波

 
－
 
設
備
中
の
機
器
に
よ
っ
て
誘
起
さ
れ
る
過
渡
過
電
圧

 

（
JI

S 
C

 6
03

64
-1
の

13
3.

4
参
照
）

 

 51
2.

2.
1
は
，
電
気
機
器
の
選
定
と
施
工
は
表

51
A
の
外
的
影
響
の
分
類
表
の
要
求
事
項
に
従
う
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
こ

の
表
は
，
機
器
を
施
設
す
る
場
所
の
外
的
影
響
に
応
じ
て
考
慮
す
べ
き
機
器
の
特
性
を
示
し
て
い
る
。

 

 51
2.

2.
2
は
，
電
気
機
器
が
構
造
上
の
理
由
に
よ
っ
て
そ
の
場
所
の
外
的
影
響
に
対
す
る
特
性
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
は
，
設

備
の
施
工
時
に
適
切
な
保
護
を
追
加
し
て
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
，
保
護
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
機
器
本
来
の
性
能
を
損
な
う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

例
え
ば
，
屋
外
で
防
水
形
が
要
求
さ
れ
る
場
所
で
，
防
水
形
で
な
い
過
電
流
遮
断
器
を
屋
外
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
中
に
納
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

 

51
2.

2.
3
は
，
種
類
の
異
な
る
外
的
影
響
が
同
時
に
生
じ
る
と
き
は
，
機
器
は
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
を
個
別
に
受
け
る
か
又
は
異

        51
2.

1.
4
は
，

IE
C
の
規
定
文
の

“
po

w
er

 ” 
及
び

“ l
oa

d 
fa

ct
or

 ”の
和

訳
に
つ
い
て
次
の

A
，

B
2
案
が
出
さ

れ
，
平
成

24
年
度
第

3
回
低
圧
電
気

設
備
国
際
化
委
員
会
（
平
成

25
年

2

月
12

日
）
に
お
け
る
審
議
の
結
果
，

B

案
を
採
用
し
た
。

 

A
案
：“

po
w

er
 ”（

電
力
），

 

“ l
oa

d 
fa

ct
or

”（
負
荷
の
特
性
） 

B
案
：“

po
w

er
 ”（

能
力
）

 

“lo
ad

 fa
ct

or
 ”（

負
荷
率
）
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

て
保
護
等
級
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  51
2.

2.
4 

外
的
影
響
に
応
じ
た
機
器
の
選
定
は
，
本
来
の
機
能
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
，
広
く

JI
S 

C
 6

03
64

の
規
定
に
適
合
す
る
安

全
保
護
手
段
の
信
頼
性
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
機
器
の
構
造
に
よ
っ
て
行
う
保
護
手
段
は
，
そ
の
機
器
の
仕
様

書
に
よ
っ
て
試
験
し
た
外
的
影
響
の
条
件
に
限
り
有
効
で
あ
る
。

 

 
こ
の
規
格
に
お
い
て
は
，
外
的
影
響
の
次
の
ク
ラ
ス
を
通
常
“
標
準
”
と
み
な
す
。

 

 A
A
 
周
囲
温
度
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 A
A

4 

A
B
 
大
気
湿
度
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 A
B

4 

そ
れ
以
外
の
環
境
条
件
（

A
C
～

A
R
）
 
 
各
パ
ラ
メ
ー
タ
の

X
X

1 

使
用
及
び
建
築
物
の
構
造
（

B
及
び

C
）

  
各
パ
ラ
メ
ー
タ
の

X
X

1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
だ
し
，
パ
ラ
メ
ー
タ

B
C
で
は

X
X

2 

注
記

 
表

51
A
の

3
番
目
の
欄
に
示
す
“
標
準
”
は
，
そ
の
機
器
が
該
当
す
る

JI
S
又
は

IE
C
規
格
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

                        

な
る
影
響
を
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
，
そ
れ
ぞ
れ
の
外
的
影
響
に
耐
え
う
る
保
護
等
級
を
も
つ
機
器
を
選
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 51
2.

2.
4
は
，
機
器
の
選
定
は
，
機
器
の
本
来
の
温
湿
度
特
性
や
耐
水
性
の
よ
う
な
外
的
影
響
だ
け
で
な
く
，
第

4-
41

部
か
ら

第
4-

44
部
ま
で
の
感
電
保
護
，
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
，
過
電
流
保
護
，
妨
害
電
圧
及
び
電
磁
妨
害
に
対
す
る
保
護
の
要

求
事
項
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
機
器
の
構
造
に
よ
っ
て
外
的
影
響
に
適
合
さ
せ
る
場
合
は
，
そ
の
機
器

の
仕
様
書
に
よ
っ
て
試
験
を
し
た
外
的
影
響
の
条
件
に
お
い
て
の
み
有
効
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

 

 

表
51

A
の
各
記
号
別
の
標
準
を
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

 

A
A
 
 
周
囲
温
度

 
A

A
4：

-5
℃
＋

40
℃

 ･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
標
準

 

A
B
 
 
大
気
湿
度

 
A

B
4：

-5
℃
＋

40
℃
，

5％
（
低
）
＋

95
％
（
高
）
･･
･標

準
 

A
C

 
標
高
 
 
 

 A
C

1：
≦

2 
00

0ｍ
 ･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･標

準
 

A
D

  
  
水
の
存
在

 
A

D
1：

無
視
で
き
る

 ･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
標
準

 

B
C

  
  
人
の
大
地
電
位
へ
の
接
触

  
B

C
2：

低
い

 ･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
･･
標
準

 

注
記
で
は
，
表

51
A

中
の
「
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性
」
の
欄
に
あ
る

“標
準

”と
は
，
そ
の
機
器
が
該
当
す
る

JI
S
又
は

IE
C
規
格
に
適
合
し
た
製
品
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

 
表

51
A
‐
外
的
影
響
の
特
性

 
 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
 

環
境
条
件
 

 
 

A
A

 
          A
A

1 
      A
A

2 
        A
A

3 
      A
A

4 
    A
A

5 
 

周
囲
温
度

 
周
囲
温
度
は
，
そ
の
機
器
を
設
置
す
る
場
所

の
周
囲
空
気
の
温
度
で
あ
る
。

 
周
囲
温
度
は
，
同
じ
場
所
に
設
置
し
た
ほ
か

の
機
器
の
影
響
を
含
む
と
考
え
る
。

 
あ
る
機
器
に
対
す
る
周
囲
温
度
と
は
，
そ
の

機
器
の
熱
的
効
果
を
考
慮
せ
ず
同
じ
場
所

に
設
置
し
た
ほ
か
の
す
べ
て
の
機
器
を
運

転
し
た
と
き
の
温
度
で
あ
る
。

 
周
囲
温
度
の
範
囲
の
下
限
及
び
上
限

 
  
 
－

60
 ℃

 
 
＋

5 
℃

 
        
 
－

40
 ℃

 
 
＋

5 
℃

 
         
 
－

25
 ℃

 
 
＋

5 
℃

 
       
 
－

 5
 ℃

 
 
＋

40
 ℃

 
     
 
＋

 5
 ℃

 
 
＋

40
 ℃

 

                   特
別
に
設
計
し
た
機
器
又
は
適
切
な
措
置

 
(a )               標
準
(場

合
に
よ
っ
て
は
，
特
別
な
予
防
措

置
を
必
要
と
す
る
。
) 

   標
準
 

 

           最
高
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
8
の
温
度

範
囲
を
含
む
。

 
最
低
温
度
を
－

60
 ℃

ま
で
，
及
び
最
高
温

度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 

60
72

1-
3-

4
の
ク
ラ
ス

4K
4
の
温
度
範
囲

の
部
分
。

 
 最
高
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
7
の
温
度

範
囲
の
部
分
。
最
高
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で

に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
の
ク
ラ
ス

4K
3
の
温
度
範
囲
を
含
む
。

 
    最
高
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
6
の
温
度

範
囲
の
部
分
。
最
高
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で

に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
の
ク
ラ
ス

4K
1
の
温
度
範
囲
の
部
分
を
含
む
。

 
  最
高
温
度
を
＋

40
 ℃

ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
5
の
温
度

範
囲
の
部
分
。

 
  JI

S 
C

 6
07

21
-3

-3
の
ク
ラ
ス

3K
3
の
温
度
範
囲
と
同
じ
。

注
(a ) 

あ
る
補
助
予
防
措
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
（
例
 
特
殊
潤
滑
油
）。

 
            

    周
囲
温
度
と
は
空
気
の
平
均
温
度
ま
た
は
機
器
を
設
置
す
る
場
所
の
周
囲
空
気
の
温
度
を
い
う
。（

IE
C

 6
00

50
-8

26
-1

0-
03
）

      JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3

 ：
 環

境
条
件
の
分
類
 
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
の
厳
し
さ
の
グ
ル
ー
プ
別
分
類
，
屋
内
固
定
使
用
の
条
件

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4

 ：
 環

境
条
件
の
分
類
 
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
と
そ
の
厳
し
さ
の
グ
ル
ー
プ
別
分
類
，
屋
外
固
定
使
用
の
条
件
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

 

表
51

A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

参
照

 

A
A

6 

     A
A

7 

  A
A

8 

       

＋
 5

 ℃
 
 
＋

60
 ℃

 

        

－
25

 ℃
 
 
＋

55
 ℃

 

   
 

 
 
－

50
 ℃

 
 
＋

40
 ℃

 

 
 

 周
囲
温
度
の
等
級
は
，
湿
度
の
影
響
が
な
い
場
合
に
だ
け

適
用
す
る
。
 

24
時
間
を
超
え
る
平
均
温
度
は
，
上
限
よ
り

5 
℃
以
上
低

く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

あ
る
特
定
の
環
境
で
は
，
二
つ
の
範
囲
の
組
合
せ
が
必
要

な
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
範
囲
以
外
の
温
度
に
さ
ら
さ

れ
る
設
備
で
は
，
特
別
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

特
別
に
設
計
し
た
機
器
又
は
適
切
な
措

置
 (

a ) 

       特
別
に
設
計
し
た
機
器
又
は
適
切
な
措

置
 (

a ) 

   

最
低
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
，
最
高
温

度
を
＋

60
 ℃

ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
7
の
温
度

範
囲
の
部
分
。
最
低
温
度
を
＋

5 
℃

ま
で
に
限
定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4

の
ク
ラ
ス

4K
4
の
温
度
範
囲
を
含

む
。

 

  －
JI

S 
C

 6
07

21
-3

-3
の
ク
ラ
ス

3K
6

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。

 

  －
JI

S 
C

 6
07

21
-3

-4
の
ク
ラ
ス

4K
3

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。

 

 

A
B

 
     A

B
1 

         A
B

2 
      

大
気
湿
度
 

 
 

空
気
温
度

 

℃
 

a)
低
 

b)
高

 

相
対
湿
度

 

％
 

c)
低
 

d)
高

 

絶
対
湿
度

 

g/
m

3  

e)
低

  
f)高

 

－
60

 
＋

5 

     －
40

 
＋

5 

    

3 
 

10
0 

     10
 
 

10
0 

    

0.
00

3 
7 

     0.
1 

 
7 

    

極
度
に
低
い
周
囲
温
度
の
屋
内
及
び
屋

外
の
場
所

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
 (

c )。
 

    低
い
周
囲
温
度
の
屋
内
及
び
屋
外
の
場

所
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
 (

c )。
 

  

最
高
温
度
を
＋
5 
℃
ま
で
に
限
定
し

た
JI
S 
C 
60
72
1-
3-
3
の
ク
ラ
ス

3K
8

の
温
度
範
囲
を
含
む
。
最
低
温
度
を

－
60
 
℃
ま
で
及
び
最
高
温
度
を
＋

5 
℃

ま
で

に
限

定
し

た
JI
S 

C 

60
72
1-
3-
4
の
ク
ラ
ス

4K
4
の
温
度

範
囲
の
部
分
。
 

 最
高
温
度
を
+5
 
℃
ま
で
に
限
定
し

た
JI
S 
C 
60
72
1-
3-
3
の
ク
ラ
ス

3K
7

の
温
度
範
囲
の
部
分
。
最
低
温
度
を

－
40
 
℃
ま
で
及
び
最
高
温
度
を
＋

5 
℃

ま
で

に
限

定
し

た
JI
S 

C 

60
72
1-
3-
4
の
ク
ラ
ス

4K
4
の
温
度

範
囲
の
部
分
。

 

注
(a ) 

 あ
る
補
助
予
防
措
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
（
例
 
特
殊
潤
滑
油
）。

 

(b
) 

例
え
ば
，
設
備
の
設
計
者
と
機
器
製
造
業
者
と
の
間
で
特
別
に
設
計
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

(c
) 

例
え
ば
，
設
備
の
設
計
者
と
機
械
製
造
業
者
と
の
間
で
特
別
に
設
計
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
い
こ
と
を
意
味
す
る
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
51

A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響
 

機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性
 

参
照
 

温
度

 

℃
 

a)
低

 b
)高

 

相
対
湿
度

 

％
 

c)
低
 

d)
高

 

絶
対
湿
度

 

g/
m

3  

e)
低

  
f)高

 

A
B

3 
      A

B
4 

     A
B

5 
  A

B
6 

       A
B

7 
    A

B
8 

  

－
25
 
＋
5 

      －
5 

＋
40
 

     ＋
5 

＋
40
 

  ＋
5 

＋
60
 

       －
25
 
＋
55
 

    －
50
 
＋
40
 

  

10
 
 
10
0 

      5 
  
 9
5 

      5
  
  
 8
5 

  10
 
 
10
0 

       10
 
 
10
0 

    15
 
 
10
0 

  

0.
5 

 
7 

      1 
  
 2
9 

      1
  
  
25
 

   1
  
  
35
 

       0.
5 

 
29
 

    0.
04
 
 3
6 

  

低
い
周
囲
温
度
の
屋
内
及
び
屋
外
の
場
所

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

     温
度
及
び
湿
度
を
制
御
し
な
い
耐
候
措
置
の
あ

る
場
所

 

低
い
周
囲
温
度
を
上
げ
る
た
め
に
暖
房
す
る
こ

と
が
あ
る
。

 

標
準

 (
b ) 

 温
度
の
制
御
を
行
う
耐
候
措
置
の
あ
る
場
所

 

標
準

 (
b ) 

 極
度
に
高
い
周
囲
温
度
の
屋
内
及
び
屋
外
で
の

冷
た
い
周
囲
温
度
の
影
響
を
防
止
す
る
場
所

 

太
陽
及
び
熱
の
放
射
が
あ
る
。

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

    温
度
及
び
湿
度
を
制
御
し
な
い
耐
候
措
置
の
あ

る
屋
内
で
，
外
気
に
直
接
開
放
さ
れ
た
り
，
太

陽
放
射
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
場
所

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

 低
温
及
び
高
温
の
屋
外
及
び
耐
候
措
置
の
な
い

場
所

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

最
高
温
度
を

+5
 ℃

ま
で
に
限
定

し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
6
の
温
度
範
囲
の
部
分
。
最
高

温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定
し

た
JI

S 
C

 6
07

21
-3

-4
の
ク
ラ
ス

4K
1
の
温
度
範
囲
の
部
分
。

 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
5

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。
最
高
温
度

は
，
＋

40
 ℃

ま
で
に
限
定
さ
れ

る
。

 

  JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
3

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。
 

 最
低
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
，
及
び

最
高
温
度
を
＋

60
 ℃

ま
で
に
限

定
し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ

ス
3K

7
の
温
度
範
囲
の
部
分
。
最

低
温
度
を
＋

5 
℃
ま
で
に
限
定

し
た

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
の
ク
ラ
ス

4K
4
の
温
度
範
囲
を
含
む
。

 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
の
ク
ラ
ス

3K
6

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。

 

   JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
の
ク
ラ
ス

4K
3

の
温
度
範
囲
と
同
じ
。

 

 

注
記

1 
す
べ
て
の
規
定
値
は
，
超
過
す
る
可
能
性
が
低
い
最
大
値
又
は
制
限
値
で
あ
る
。

 

注
記

2 
相
対
空
気
湿
度
の
高
低
は
，
絶
対
空
気
湿
度
の
高
低
に
よ
り
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
，
例
え
ば
，
環
境
パ
ラ
メ
ー
タ
の

a
と

c，
又
は

b
と

d
は
，
表
に
示
す
制
限
値
が
同
時
に
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
た
め
，
指
定
す
る
気
候
上
の
ク
ラ
ス
に
対

す
る
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
温
度
の
相
互
依
存
性
を
表
す
温
湿
度
線
図
を
附
属
書

B
に
記
載
す
る
。

 

注
( a ) 

あ
る
補
助
予
防
措
置
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
（
例
 
特
殊
潤
滑
油
）。

 
(b ) 

外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

(c ) 
 例

え
ば
，
設
備
の
設
計
者
と
機
器
製
造
業
者
と
の
間
で
特
別
に
設
計
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64
）
の
逐
条
解
説

 
 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
C

 
A

C
1 

A
C

2 

 

標
高
 

≦
 2

 0
00

 m
 

＞
 2

 0
00

 m
 

標
準
 (

b ) 
低
減
係
数
な
ど
の
特
別
な
注
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ

る
。

 

機
器
に
よ
っ
て
は
，
標
高

1 
00
0 
m
以
上
で
特
別
な
措
置
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 

A
D

 
A

D
1 

    A
D

2 
   A

D
3 

    A
D

4 
   A

D
5 

  A
D

6 
  A

D
7 

        A
D

8 
    

水
の
存
在
 

無
視
で
き
る

 
    自
由
落
下
水
滴

 
   散
水

 
    飛
ま
つ

 
   噴
流

 
  波

 
  水
浸

 
        水
没

 
  

水
の
存
在
の
確
率
は
無
視
で
き
る
。

 
壁
に
水
の
こ
ん
跡
を
ほ
と
ん
ど
示
さ
な
い
場
所
。
た
だ
し
，

良
好
な
換
気
に
よ
っ
て
急
速
に
乾
燥
さ
せ
る
場
合
の
短
時
間

水
霧
な
ど
は
存
在
し
て
も
よ
い
。

 
IP

X
0 

垂
直
落
下
水
滴
の
可
能
性
が
あ
る
。

 
水
霧
が
と
き
ど
き
水
滴
に
凝
結
す
る
か
，
又
は
蒸
気
が
と
き

ど
き
存
在
す
る
場
所
。

 
IP

X
1
又
は

IP
X

2 
垂
直
面
か
ら

60
度
ま
で
の
角
度
に
お
い
て
噴
霧
を
浴
び
る
可

能
性
が
あ
る
。

 
噴
霧
水
が
床
及
び
壁
に
連
続
し
た
水
膜
を
生
じ
さ
せ
る
場

所
。

 
IP

X
3 

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
飛
ま
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。

 
機
器
に
水
の
飛
ま
つ
が
か
か
る
場
合
が
あ
る
場
所
，
例
え
ば
，

あ
る
種
の
屋
外
照
明
器
具
，
建
設
現
場
用
機
器
。

 
IP

X
4 

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
水
の
噴
流
の
可
能
性
が
あ
る
。

 
ホ
ー
ス
の
水
を
定
期
的
に
使
用
す
る
場
所
（
庭
，
洗
車
場
）。

IP
X

5 
波
の
可
能
性
が
あ
る
。

 
桟
橋
，
浜
，
岸
壁
な
ど
の
海
辺
の
場
所
。

 
IP

X
6 

間
欠
的
に
部
分
的
又
は
完
全
に
水
で
お
お
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。

 
水
が
溢
れ
及
び
／
又
は
機
器
が
次
の
よ
う
に
水
浸
す
る
可
能

性
の
あ
る
場
所
：

 
・
高
さ

85
0 

m
m

未
満
の
機
器
が
，
機
器
の
最
下
部
で
水
深

10
00

m
m
以
内
に
施
設
さ
れ
て
い
る
。

 
・
高
さ

85
0 

m
m

以
上
の
機
器
の
が
，
機
器
の
頂
点
が
水
面

下
15

0 
m

m
以
内
に
な
る
よ
う
に
施
設
さ
れ
て
い
る
。

 
IP

X
7 

恒
久
的
に
か
つ
全
体
が
水
に
よ
っ
て
覆
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。

 
・
水
泳
プ
ー
ル
な
ど
の
よ
う
に
，
常
に
電
気
機
器
の
全
体
が

10
 k

Pa
を
超
え
る
水
圧
で
覆
わ
れ
る
場
所
。

 

IP
X

8 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 
ク
ラ
ス

4Z
6 

  JI
S 

C
 0

92
0 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
 
ク
ラ
ス

3Z
7 

  JI
S 

C
 0

92
0 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
 
ク
ラ
ス

3Z
8 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 
ク
ラ
ス

4Z
7 

  JI
S 

C
 0

92
0 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
 
ク
ラ
ス

3Z
9 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 
ク
ラ
ス

4Z
7 

 JI
S 

C
 0

92
0 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
 
ク
ラ
ス

3Z
10

 
JI

S 
C

 6
07

21
-3

-4
 
ク
ラ
ス

4Z
8 

JI
S 

C
 0

92
0 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 
ク
ラ
ス

4Z
9 

 JI
S 

C
 0

92
0 

        JI
S 

C
 0

92
0 

    JI
S 

C
 0

92
0 

注
(ｂ

) 
外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

      

  

       

JI
S 

C
 0

92
0 
：

 電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
 
（

IP
コ
ー
ド
）

 

IP
コ
ー
ド
と
は
，
規
定
さ
れ
て
い
る
保
護
等
級
や
，
そ
れ
に
付
随
す
る
付
加
的
事
項
を
コ
ー
ド
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

IP
に
続
く
２
つ
の
数
字
が
保
護
等
級
を
表
す
。
第
一
特
性
数
字
は
，
危
険
な
場
所
へ
の
接
近
に
対
す
る
保
護
等
級
及
び

外
来
固
形
物
に
対
す
る
保
護
等
級
を
表
し
，
第
二
特
性
数
字
は
水
の
浸
入
に
対
す
る
保
護
等
級
を
表
す
。
特
性
数
字
を
規
定

す
る
必
要
が
無
い
場
合
，
非
適
用
特
性
数
字
と
し
て
，
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の

 

Ｘ
に
置
き
換
え
て
表
す
。

 

水
に
対
す
る
耐
性
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
，

IP
X

0
か
ら

IP
X

8
ま
で
の
９
段
階
で
表
す
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
E

 
A

E
1 

  A
E

2 
     A

E
3 

    A
E

4 
   A

E
5 

   A
E

6 

侵
入
固
形
物
又
は
じ
ん
あ
い
の
存
在
 

無
視
で
き
る
 

  小
物
体
（
2.
5 
mm
）
 

     極
小
物
体
（

1 
m

m
）

 

    軽
度
の
じ
ん
あ
い
 

   中
度
の
じ
ん
あ
い
 

   重
度
の
じ
ん
あ
い
 

 

じ
ん
あ
い
又
は
侵
入
固
形
物
の
量
又
は
質
と
も
に
問
題
な
い
。
 

 IP
0X

 

最
も
小
さ
い
寸
法
が

2.
5 

m
m
以
上
の
侵
入
固
形
物
の
存
在
 

 IP
3X

 

 工
具
及
び
小
物
体
が
，
最
小
寸
法
が

2.
5 

m
m
以
上
の
侵
入
固
形
物
の
例

で
あ
る
。
 

最
も
小
さ
い
寸
法
が

1 
m

m
以
上
の
侵
入
固
形
物
の
存
在
 

 IP
4X

 

針
金
が
，
最
小
寸
法
が

1 
m

m
以
上
の
侵
入
固
形
物
の
例
で
あ
る
。
 

 わ
ず
か
な
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
の
存
在
：
 

10
＜
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
≦

35
 m

g/
m

２
･日

 

IP
5X

又
は
じ
ん
あ
い
が
機
器
に
侵
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
場

合
は

IP
6X

の
機
器
と
す
る
。

 

じ
ん
あ
い
の
中
度
の
た
い
積
の
存
在
：
 

35
＜
ほ
こ
り
の
た
い
積
≦

35
0 

m
g/

m
２
･日

 

IP
5X

又
は
じ
ん
あ
い
が
機
器
に
侵
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
場

合
は

IP
6X

の
機
器
と
す
る
。

 

多
く
の
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
の
存
在
：
 

35
0＜

じ
ん
あ
い
の
た
い
積
≦
1 
00
0 

m
g/

m
２
･日

 

IP
6X

 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
1 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
1 

JI
S 

C
 0

92
0 

II
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
2 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
2 

JI
S 

C
 0

92
0 

   II
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
3 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
3 

JI
S 

C
 0

92
0 

  JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
2 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
2 

JI
S 

C
 0

92
0 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
3 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
3 

JI
S 

C
 0

92
0 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3S
4 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4S
4 

JI
S 

C
 0

92
0 

A
F 

A
F1

 

  A
F2

 

       A
F3

 

     A
F4

 

 

腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在
 

無
視
で
き
る
 

  大
気
 

       間
欠
又
は
偶
発
 

     連
続
 

 

腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
量
又
は
質
と
も
に
問
題
な
い
。
 

  標
準

(ｂ
) 

大
気
中
の
腐
食
又
は
汚
染
物
質
が
問
題
で
あ
る
。
 

海
辺
，
又
は
化
学
工
場
，
セ
メ
ン
ト
工
場
な
ど
大
き
な
大
気
汚
染
を
出

す
工
業
地
帯
に
設
け
る
設
備
。
こ
の
種
の
汚
染
は
特
に
研
磨
剤
状
，
絶

縁
性
又
は
導
電
性
の
じ
ん
あ
い
を
出
す
と
き
発
生
す
る
。

 

物
質
の
性
質
に
よ
る
（
例
え
ば

JI
S 

C
 6

00
68

-2
-1

1
に
よ
る
塩
水
噴
霧

試
験
に
適
合
す
る
）。

 

 使
用
又
は
製
造
に
よ
り
，
間
欠
的
又
は
偶
発
的
に
腐
食
又
は
汚
染
化
学

物
質
に
さ
ら
さ
れ
る
。
 

化
学
生
成
物
を
少
量
取
り
扱
い
，
生
成
物
が
偶
発
的
に
電
気
機
器
に
触

れ
る
場
合
が
あ
る
場
所
：
こ
の
条
件
は
，
工
場
の
研
究
所
，
そ
の
他
の

研
究
所
又
は
燃
料
を
取
り
扱
う
場
所
（
ボ
イ
ラ
室
，
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
）

に
見
ら
れ
る
。

 

機
器
の
仕
様
に
よ
る
腐
食
に
対
す
る
保
護

 

例
え
ば
化
学
工
場
の
よ
う
に
連
続
し
て
多
量
の
腐
食
又
は
汚
染
化
学
物

質
に
さ
ら
さ
れ
る
。
 

物
質
の
性
質
に
応
じ
て
特
殊
設
計
さ
れ
た
機
器
 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3C
1 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
C

1 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3C
2 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
C

2 

      JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3C
3 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
C

3 

    JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3C
4 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
C

4 

注
(ｂ

) 
外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
G

 

A
G

1 

  A
G

2 

  A
G

3 
 

機
械
的
衝
撃
（
附
属
書

C
参
照
）
 

厳
し
さ
 小

 

  厳
し
さ
 中

 

  厳
し
さ
 大

 

 

標
準
 

例
え
ば
，
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
機
器
 

 標
準
的
な
産
業
機
器
（
そ
の
ま
ま
適
用
又
は
保
護
を
強
化
す

る
）
 

 強
化
保
護

 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
1/

3M
2/

3M
3 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
M

1/
4M

2/
4M

3 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
4/

3M
5/

3M
6 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4 
M

4/
4M

5/
4M

6 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
7/

3M
8 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4M
7/

4M
8 

A
H

 

A
H

1 

   A
H

2 

  A
H

3 

 

振
動
（
附
属
書

C
参
照
）
 

厳
し
さ
 小

 

   厳
し
さ
 中

 

  厳
し
さ
 大

 

 

振
動
の
影
響
を
一
般
に
無
視
で
き
る
住
居
及
び
こ
れ
に
類
す

る
条
件

 

標
準

(a ) 
 

  普
通
の
工
業
の
条
件
 

特
殊
設
計
の
機
器
又
は
特
別
な
措
置
 

 厳
し
い
条
件
を
受
け
る
産
業
設
備
 

特
殊
設
計
の
機
器
又
は
特
別
な
措
置

 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
1/

3M
2/

3M
3 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4M
1/

4M
2/

4M
3 

  JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
4/

3M
5/

3M
6 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4M
4/

4M
5/

4M
6 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3M
7/

3M
8 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4M
7/

4M
8 

A
K

 

A
K

1 

  A
K

2 

植
物
及
び
／
又
は
か
び
の
存
在
 

無
害
 

  有
害

 

植
物
及
び
／
又
は
か
び
の
発
生
に
よ
る
害
は
な
い
。
 

標
準

(a ) 
 

 植
物
及
び
／
又
は
か
び
の
発
生
に
よ
る
害
が
あ
る
。
 

有
害
の
程
度
は
，
地
域
条
件
及
び
植
物
の
性
質
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
植
物
の
有
害
な
成
長
と
か
び
の
繁
殖
の
条
件
と
を
区
別
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

次
の
よ
う
な
特
殊
保
護
：

 

－
保
護
等
級
を
上
げ
る
（

A
E
参
照
）

 

－
特
殊
材
料
の
採
用
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
保
護
コ
ー
テ

ィ
ン
グ

 

－
そ
の
場
所
か
ら
植
物
を
排
除
す
る
措
置
 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3B
1 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4B
1 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3B
2 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4B
2 

 

注
(ａ
) 

外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
L 

A
L

1 

  A
L

2 

動
物
の
存
在
 

無
害
 

  有
害
 

動
物
に
よ
る
害
は
な
い
。
 

標
準

 (
b ) 

 動
物
に
よ
る
害
が
あ
る
（
昆
虫
，
鳥
，
小
動
物
な
ど
）。

 

有
害
の
程
度
は
，
動
物
の
性
質
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

 

次
の
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

－
有
害
な
量
又
は
侵
入
す
る
性
質
の
あ
る
昆
虫
の
存
在

 

－
有
害
な
量
若
し
く
は
侵
入
す
る
性
質
の
あ
る
小
動
物
又
は
鳥

の
存
在

 

次
の
保
護
を
含
む
こ
と
が
あ
る
：

 

－
侵
入
固
形
物
に
対
す
る
適
切
な
等
級
の
保
護
（

A
E
参
照
）

 

－
十
分
な
機
械
的
耐
性
（

A
G
参
照
）

 

－
そ
の
場
所
か
ら
動
物
を
排
除
す
る
予
防
措
置
（
清
潔
，
殺
虫
剤

の
使
用
な
ど
）

 

－
特
殊
機
器
の
採
用
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
保
護
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3B
1 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4B
1 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3
，
ク
ラ
ス

3B
2 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
，
ク
ラ
ス

4B
2 

 

A
M

 
電
磁
，
静
電
又
は
イ
オ
ン
化
の
影
響
（
IE
C 
61
00
0-
2
規
格
群
及
び

JI
S 
C 
61
00
0-
4
規
格
群
参
照
）
 

低
周
波
電
磁
現
象
(伝

導
又
は
放
射
) 

A
M

1 

A
M

1-
1 

 A
M

1-
2 

 A
M

1-
3 

高
調
波
，
内
部
高
調
波
 

 

制
御
で
き
る
レ
ベ
ル

 

 標
準
レ
ベ
ル

 

 高
レ
ベ
ル
 

制
御
し
た
状
態
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
な
注
意
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

設
備
の
設
計
上
の
特
別
措
置
 

例
え
ば
，
フ
ィ
ル
タ
の
採
用
 

  IE
C

 6
10

00
-2

-2
の
表

1
に
適
合

 

部
分
的
に

IE
C 
61
00
0-
2-
2
の
表

1
を

超
過
 

A
M

2 

A
M

2-
1 

A
M

2-
2 

A
M

2-
3 

信
号
電
圧
 

 

制
御
で
き
る
レ
ベ
ル

 

中
レ
ベ
ル

 

高
レ
ベ
ル
 

で
き
る
限
り
：
回
路
を
ブ
ロ
ッ
ク
 

追
加
要
求
な
し
 

適
切
な
措
置
 

次
の
規
定
値
未
満

 

IE
C

 6
10

00
-2

-1
及
び

IE
C

 

61
00

0-
2-

2 

A
M

3 

A
M

3-
1 

A
M

3-
2 

電
圧
振
幅
変
動
 

 

制
御
で
き
る
レ
ベ
ル

 

標
準
レ
ベ
ル
 

 JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
に
適
合
 
 

 

A
M

4 
電
圧
不
平
衡
 

 
IE

C
 6

10
00

-2
-2
に
適
合
 

A
M

5 
電
力
の
周
波
数
変
動
 

 
IE

C
 6

10
00

-2
-2
に
よ
っ
て
±

1 
H

z 

 A
M

6 

 

誘
導
低
周
波
電
圧
 

 

等
級
分
類
な
し
 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
参
照
 

 

開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
の
信
号
及
び
制
御
シ
ス
テ
ム
が
誘
導
周

波
電
圧
に
耐
え
る
措
置
 

IT
U

-T
 

 A
M

7 

交
流
回
路
網
に
お
け
る
直
流
成
分
 

 

等
級
分
類
な
し
 

電
気
使
用
機
器
又
は
そ
の
近
辺
に
お
け
る
直
流
成
分
の
存
在
の

レ
ベ
ル
及
び
時
間
を
制
限
す
る
措
置
 

 

注
(ｂ

) 
外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

  

                 

IE
C

 6
10

00
-2

-2
 
：
電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）

 第
2-

2
部
：
環
境
―
第
２
章
：
公
共
低
電
圧
電
源
系
統
に
お
け
る
低
周
波
伝
導

妨
害
及
び
，
信
号
発
生
の
両
立
性
レ
ベ
ル

 

   
 

   JI
S 

60
36

4-
4-

44
 
は

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4 

 E
d 

 2
.0
（

: 2
01

1 
）
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
M

8 

A
M

8-
1 

A
M

8-
2 

放
射
磁
界
 

 

中
レ
ベ
ル
 

高
レ
ベ
ル
 

標
準
 (

b ) 

適
切
な
措
置
に
よ
る
保
護
を
施
す
。
 

例
え
ば
，
磁
気
遮
へ
い
及
び
／
又
は
分
離
 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-8
の
レ
ベ
ル

2 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-8
の
レ
ベ
ル

4 

A
M

9 

A
M

9-
1 

A
M

9-
2 

M
-9

-3
 

A
M

9-
4 

電
界
 

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
 

中
レ
ベ
ル
 

高
レ
ベ
ル
 

極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
 

標
準

 (
b ) 

IE
C

 6
10

00
-2

-5
参
照

 

IE
C

 6
10

00
-2

-5
参
照

 

IE
C

 6
10

00
-2

-5
参
照
 

 IE
C

 6
10

00
-2

-5
 

 
高
周
波
電
磁
現
象
に
よ
る
伝
導
，
誘
導
又
は
放
射
（
連
続
又
は
過
渡
）
 

 A
M

21
 

誘
導
振
動
電
圧
又
は
電
流
 

 

等
級
分
類
な
し
 

標
準

 (
b ) 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-6
 

A
M

22
 

A
M

22
-1

 

A
M

22
-2

 

A
M

22
-3

 

A
M

22
-4

 

ナ
ノ
秒
時
間
単
位
の
伝
導
性
単
一
方
向
サ
ー
ジ
 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-4
 

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
 

中
レ
ベ
ル
 

高
レ
ベ
ル
 

極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
 

保
護
手
段
が
必
要
 

保
護
手
段
が
必
要
（

32
1.

10
.2

.2
参
照
）
 

標
準
機
器
 

高
い
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
も
つ
機
器
 

レ
ベ
ル

1 

レ
ベ
ル

2 

レ
ベ
ル

3 

レ
ベ
ル

4 

A
M

23
 

マ
イ
ク
ロ
秒
～
ミ
リ
秒
時
間
単
位
の
伝
導
性
単
一
方
向
サ
ー
ジ
 

 

A
M

23
-1

 

A
M

23
-2

 

A
M

23
-3

 

制
御
で
き
る
レ
ベ
ル

 

中
レ
ベ
ル

 

高
レ
ベ
ル
 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
に
従
い
，
機
器
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
量
及
び
過

電
圧
保
護
方
法
は
，
定
格
電
源
電
圧
及
び
耐
イ
ン
パ
ル
ス
カ
テ
ゴ

リ
を
考
慮
し
て
選
択
す
る
。
 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4 

 JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4 

A
M

24
 

A
M

24
-1

 

A
M

24
-1

 

伝
導
性
振
動
サ
ー
ジ
 

 

中
レ
ベ
ル
 

高
レ
ベ
ル
 

IE
C

 6
10

00
-4

-1
2
参
照

 

IE
C

 6
02

55
-2

2-
1
参
照
 

IE
C

 6
10

00
-4

-1
2 

IE
C

 6
02

55
-2

2-
1 

A
M

25
 

A
M

25
-1

 

A
M

25
-2

 

A
M

25
-3

 

放
射
高
周
波
現
象
 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-3
 

無
視
で
き
る
レ
ベ
ル

 

中
レ
ベ
ル

 

高
レ
ベ
ル
 

 標
準

 (
b ) 

強
化
レ
ベ
ル
 

レ
ベ
ル

1 

レ
ベ
ル

2 

レ
ベ
ル

3 

A
M

31
 

A
M

31
-1

 

A
M

31
-2

 

A
M

31
-3

 

A
M

31
-4

 

静
電
気
放
電
 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-2
 

低
レ
ベ
ル
 

中
レ
ベ
ル
 

高
レ
ベ
ル
 

極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
 

標
準

 (
b ) 

標
準
 (

b ) 

標
準
 (

b ) 

強
化
レ
ベ
ル
 

レ
ベ
ル

1 

レ
ベ
ル

2 

レ
ベ
ル

3 

レ
ベ
ル

4 

A
M

41
-1

 
イ
オ
ン
化
 

等
級
分
類
な
し
 

次
の
よ
う
な
特
殊
保
護
：
 

－
放
射
源
か
ら
の
離
隔
 

－
遮
へ
い
層
の
挿
入
，
特
殊
材
料
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
で
覆
う
。

 

注
(ｂ

) 
外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

          

  JI
S 

C
  

61
00

0-
4-

8 
：
電
磁
両
立
性
―
第

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
―
第

4
節
：
電
源
周
波
数
磁
界
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験

 

A
M

8
放
射
磁
界

 

・
試
験
レ
ベ
ル
 

50
H

z
と

60
H

z
の
配
電
系
統
に
適
用
さ
れ
る
。
磁
界
強
度
は

A
/ｍ

で
表
わ
す
。
１

A
/m

の
磁
界
は
，
自
由

空
間
で
は
，

1.
26

μ
T

の
磁
束
密
度
に
相
当
す
る
。
試
験
レ
ベ
ル
に
は
連
続
磁
界
と
短
時
間
磁
界
が
あ
り
，
中
レ
ベ
ル
と
は

下
記
の
表

1．
2
の
レ
ベ
ル

1．
2
を
含
み
，
高
レ
ベ
ル
と
は

3．
4
を
含
む
。

 

 表
１
 
連
続
磁
界
に
対
す
る
試
験
レ
ベ
ル
 
 
 
 
 
 
表

2 
短
時
間
：

1
秒
か
ら

3
秒
に
対
す
る
試
験
レ
ベ
ル

         

 ・
試
験
レ
ベ
ル
は
，
最
も
現
実
的
な
設
置
及
び
環
境
の
条
件
に
従
っ
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
こ
れ
ら
の
レ
ベ
ル
で
は
，

レ
ベ
ル

1~
レ
ベ
ル

X
に
，
概
説
さ
れ
て
い
る
。

 

レ
ベ
ル
１
：
影
響
を
受
け
や
す
い
電
子
ビ
ー
ム
を
利
用
す
る
機
器
が
使
用
で
き
る
環
境
レ
ベ
ル
。
モ
ニ
タ
ー
，
電
子
顕
微
鏡
な
ど
は

 

こ
の
よ
う
な
装
置
の
典
型
で
あ
る
。

 

レ
ベ
ル
２
：
十
分
に
保
護
さ
れ
た
環
境
。
保
護
区
域
は
，
こ
の
環
境
の
典
型
で
あ
る
。

 

レ
ベ
ル
３
：
保
護
環
境
。
商
業
区
域
，
制
御
ビ
ル
，
重
工
業
プ
ラ
ン
ト
で
な
い
区
域
，
高
圧
変
電
所
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
，
こ
の

環
境
は
典
型
と
し
て
よ
い
。

 

レ
ベ
ル
４
：
典
型
的
工
業
環
境
。
重
工
業
プ
ラ
ン
ト
，
発
電
所
及
び
高
圧
変
電
所
の
制
御
室
の
磁
界
は
，
こ
の
環
境
の
典
型
と
し
て

 

 
 
 
 
 
よ
い
。

 

レ
ベ
ル
５
：
厳
し
い
工
業
環
境
。
重
工
業
プ
ラ
ン
ト
，
中
圧
，
高
圧
及
び
発
電
所
の
ス
イ
ッ
チ
ヤ
ー
ド
の
区
域
は
，
こ
の
環
境
の
典
型

と
し
て
よ
い
。

 

レ
ベ
ル

X
：
特
別
環
境
。
機
器
の
回
路
，
ケ
ー
ブ
ル
，
電
線
な
ど
か
ら
の
妨
害
源
の
電
磁
的
な
分
離
の
大
小
に
従
っ
て
，
及
び
設
置

 

 
 
 
 
 
の
品
質
に
よ
っ
て
，
上
記
の
レ
ベ
ル
よ
り
更
に
高
い
又
は
低
い
環
境
レ
ベ
ル
の
使
用
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

 

 

A
M

31
 
静
電
気
放
電

 

 
試
験
レ
ベ
ル
は
，
最
も
現
実
に
則
し
た
設
置
及
び
環
境
条
件
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
る
が
，
そ
の
指
針
を
表
Ａ

.１
に
示
す

 

表
Ａ

.１
 
試
験
レ
ベ
ル
の
選
定
指
針

 

レ
ベ
ル

 
最
低
相
対
湿
度
％
 

帯
電
防
止
材
料
 

合
成
樹
脂
材
料
 

最
大
電
圧

KV
 

1 
35
 

×
 

 
2 

2 
10
 

×
 

 
4 

3 
50
 

 
×
 

8 

4 
10
 

 
×
 

15
 

 

レ
ベ
ル
 

磁
界
強
度
 
Ａ
/ｍ

 

1 
n.
a.

 (2 ) 

2 
n.
a.

 (2 ) 

3 
n.
a.

 (2 ) 

4 
30
0 

5 
10
00
 

X 
(1 ) 

特
別
 

注
(1 ) 

“
X”

は
規
程
せ
ず
。
こ
の
レ
ベ
ル
は
試
験
時
間
を

含
め
製
品
仕
様
の
中
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
。
 

(2 ) 
“
n.
a.
”
に
適
用
せ
ず
 

レ
ベ
ル
 

 
磁
界
強
度
 
Ａ
/ｍ

 

1 
1 

2 
3 

3 
10
 

4 
30
 

5 
10
0 

X 
(1 ) 

特
別
 

注
(1 ) 

“
X”

は
規
程
せ
ず
。
こ
の
レ
ベ
ル
は
試
験
時
間
を

含
め
製
品
仕
様
の
中
に
示
す
こ
と
が
出
来
る
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
N

 

A
N

1 

 A
N

2 

 A
N

3 

太
陽
放
射
 

小
 

 中
 

 大
 

強
さ
≦
50
0 
W/
m２

 

標
準
 (

b ) 

50
0 

W
/m

２
＜
強
さ
≦

70
0 

W
/m

２
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

 

70
0 

W
/m

２
＜
強
さ
≦

1 
12

0 
W

/m
２

 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(c )。
 

次
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

－
紫
外
放
射
に
耐
え
る
材
料
 

－
特
殊
色
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
 

－
遮
へ
い
層
の
挿
入
 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3

 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-3

 

 JI
S 

C
 6

07
21

-3
-4
 

A
P 

A
P1

 

 A
P2

 

 A
P3

 

 A
P4

 

  

地
震
の
影
響
 

無
視
で
き
る

 

 厳
し
さ
小

 

 厳
し
さ
中

 

 厳
し
さ
大
 

加
速
度
≦

30
 G

al
（

1 
G

al
＝

1 
cm

/s
２
）

 

標
準

 

30
 G

al
＜
加
速
度
≦

30
0 

G
al

 

検
討
中

 

30
0 

G
al
＜
加
速
度
≦

60
0 

G
al

 

検
討
中

 

60
0 

G
al
＜
加
速
度

 

検
討
中
 

建
築
物
を
破
壊
す
る
程
度
の
振
動
は
，
こ
の
分
類
外
で
あ
る
。
 

分
類
に
は
周
期
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
，
地
震
波
が
建
築
物
と
共

振
す
る
場
合
は
，
そ
の
影
響
を
特
別
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

般
に
，
地
震
加
速
度
の
周
期
は

0～
10

 H
z
で
あ
る
。
 

 

A
Q

 

A
Q

1 

  A
Q

2 

  A
Q

3 

 

雷
 

無
視
で
き
る
 

  間
接
雷
に
さ
ら
さ
れ
る
状

態
 

 直
接
雷
に
さ
ら
さ
れ
る
状
態

雷
雨
日
数
が

25
日
/年

以
下
又
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
箇
条

44
3
に
従
っ

た
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
 

標
準
 

雷
雨
日
数
が

25
日
/年

超
過
又
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
箇
条

44
3
に
従
っ

た
リ
ス
ク
評
価
の
結
果
 

標
準
 

雷
保
護
が
必
要
な
場
合
は
，

JI
S 

A
 4

20
1
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

A
R

 

A
R

1 

 A
R

2 

 A
R

3 

空
気
の
動
き
 

小
 

 中
 

 大
 

速
度
≦

1 
m

/s
 

標
準

(b ) 

1 
m

/s
≦
速
度
≦

5 
m

/s
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

 

5 
m

/s
≦
速
度
≦

10
 m

/s
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

 

 

注
(ｂ

) 
外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

(ｃ
) 

例
え
ば
，
設
備
の
設
計
者
と
機
器
製
造
業
者
と
の
間
で
特
別
に
設
計
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

       

  IE
C

 6
10

00
-2

-5
 ：

電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第

2-
5
部
：
環
境
―
電
磁
環
境
の
概
要
及
び
分
類

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-6
：
電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第
４
－
６
部
：
試
験
及
び
測
定

-無
線
周
波
磁
界
に
よ
っ
て
誘
導
す
る
伝
導
妨
害

に
対
す
る
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 

JI
S 

C
 6

10
00

-4
-4
：
電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第
４
－

4
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術

-電
気
的
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト

/バ
ー

ス
ト
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
試
験

 

IE
C

 6
10

00
-４

-1
2：

電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第
４

-1
2
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術

-振
動
波
イ
ミ
ュ
ニ
テ
テ
ィ
ー
試
験

 

IE
C

 6
02

55
-2

2-
1：

測
定
リ
レ
ー
及
び
保
護
機
器
―
第

22
-1

部
：
電
気
妨
害
試
験
―
１

M
H

z 
バ
ー
ス
ト
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試

験
 

IE
C

 6
10

00
-4

-3
 ：

電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第
４
－
３
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
―
放
射
，
無
線
周
波
数
，
電
磁
界
イ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
試
験

 

IE
C

 6
10

00
-4

-2
 ：

電
磁
両
立
性
（

E
M

C
）
第
４
－
２
部
：
試
験
及
び
測
定
技
術
―
静
電
気
放
電
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
試
験
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

A
S 

A
S1

 

 A
S2

 

 A
S3

 

風
 

弱
 

 中
 

 強
 

 

風
速
≦

20
 m

/ｓ
 

標
準

 (
b ) 

20
 m

/ｓ
＜
風
速
≦

30
 m

/ｓ
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 (
c )。

 

30
 m

/ｓ
＜
風
速
≦

50
 m

/ｓ
 

適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 (

c )
。
 

 

B
 

使
用
 

 
 

B
A

 

B
A

1 

 B
A

2 

       B
A

3 

  B
A

4 

   B
A

5 

人
の
能
力
 

一
般
人
 

 子
供
 

       心
身
に
障
害
の
あ
る
人

 

  技
能
者
 

   熟
練
者
 

非
技
能
者
 

標
準

(b ) 

子
供
が
集
ま
る
こ
と
を
意
図
し
た
場
所
 

育
児
室
 

保
護
等
級
が

IP
2X

よ
り
高
い
機
器

 

コ
ン
セ
ン
ト
は
，
保
護
等
級
が

IP
2X

又
は

IP
X

X
B
以
上
で
，
か
つ
，

IE
C

 

60
88

4-
1
に
従
っ
た
強
化
保
護
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

表
面
温
度
が

80
 ℃

（
育
児
室
及
び
類
似
の
場
所
で
は

60
 ℃

）
を
超
え
る

機
器
へ
の
接
近
不
可
能

 

高
齢
者
及
び
障
害
の
あ
る
人
 

病
院
 

障
害
の
種
類
に
よ
る
。

 

電
気
が
引
き
起
こ
す
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
熟
練
者
に
よ

っ
て
十
分
に
助
言
又
は
指
揮
さ
れ
て
い
る
人
（
運
転
及
び
保
守
ス
タ
ッ
フ
）

電
気
運
転
領
域
 

電
気
が
引
き
起
こ
す
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
，
技
術
的
知
識

又
は
十
分
な
経
験
を
持
っ
た
人
（
技
術
者
及
び
専
門
家
）
 

閉
鎖
電
気
運
転
領
域
 

 

B
B

 

B
C

 

  B
C

1 

 B
C

2 

  

人
体
の
電
気
抵
抗
（
検
討
中
）
 

人
の
大
地
電
位
へ
の
接
触
 

  な
し
 

 低
い
 

  

JI
S 

C
 0

36
5
に
よ
る
機
器
の
ク
ラ
ス
 

 

0-
0Ⅰ

 
  
Ⅰ

  
  
 
Ⅱ

  
  
 
Ⅲ
 

 

非
導
電
性
場
所
に
い
る
人
 

 
Ａ
 
 
 
Ｙ
 
 
 
Ａ
 
 
 
Ａ
 

通
常
の
条
件
で
系
統
外
導
電
性
部
分
に
接
触
し
な
い
か
又
は
導
電
性
表
面

に
立
た
な
い
人
 

 
Ａ
 
 
 
Ａ
 
 
 
Ａ
 
 
 
Ａ
 

JI
S 

C
 

60
36

4-
4-

41
の

41
3.

3 

注
(b ) 

外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

(c ) 
例
え
ば
，
設
備
の
設
計
者
と
機
器
製
造
業
者
と
の
間
で
特
別
に
設
計
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

          

                  B
A

4 
 技

能
者
と
は
熟
練
者
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
た
人
。（

IE
C

60
05

0-
19

5-
04

-0
1）

 

 

B
A

5 
 熟

練
者
と
は
熟
練
し
た
技
術
者
。（

IE
C

60
05

0-
19

5-
04

-0
2）

 

 

B
A

5
の
閉
鎖
電
気
運
転
領
域
と
は
，

 

熟
練
者
又
は
取
扱
者
若
し
く
は
熟
練
者
又
は
取
扱
者
の
監
督
の
下
に
置
か
れ
た
人
だ
け
に
出
入
り
を
制
限
す
る
こ
と
を
意
図
し

た
電
気
設
備
及
び
電
気
機
器
の
操
作
の
た
め
の
部
屋
又
は
場
所
。
例
え
ば
，
扉
の
開
放
又
は
保
護
バ
リ
ア
の
除
去
は
，
鍵
又
は

工
具
の
使
用
に
よ
っ
て
だ
け
行
わ
れ
，
適
切
な
警
告
標
識
に
よ
り
明
確
に
表
示
し
て
あ
る
部
屋
又
は
場
所
。

 

 JI
S 

C
 6

03
64

-4
—

41
（
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
―
感
電
保
護
）
の

 4
13

，
3（

非
導
電
性
場
所
）
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
  

E
d.

5.
0

（
: 2

00
5）

で
附
属
書

C
の
「
設
備
が
熟
練
者
又
は
技
能
者
の
管
理
又
は
指
揮
下
に
あ
る
場
合
だ
け
に
適
用
す
る
保
護
手
段
」
の

「
C

.1
 
非
導
電
性
場
所
」
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性
（
続
き
）

 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

B
C

3 

     B
C

4 

頻
繁
 

     連
続
 

頻
繁
に
系
統
外
導
電
性
部
分
に
接
触
す
る
か
又
は
導
電
性
表
面
に
立
つ
人
 

非
導
電
性
部
分
が
多
い
か
又
は
大
き
な
面
積
か
の
ど
ち
ら
か
の
場
所
 

 
Ｘ
 
 
 
Ａ
 
 
 
Ａ
 
 
 
Ａ
 

Ａ
 
使
用
で
き
る
機
器
 

Ｘ
 
使
用
で
き
な
い
機
器
 

Ｙ
 
ク
ラ
ス

0
と
し
て
な
ら
使
用
可
 

水
に
浸
る
か
又
は
長
い
時
間
金
属
製
囲
い
に
永
続
的
に
接
触
す
る
人
で
，
か

つ
，
接
触
を
遮
断
す
る
可
能
性
が
限
ら
れ
て
い
る
人
 

ボ
イ
ラ
及
び
タ
ン
ク
の
よ
う
な
金
属
製
囲
い
 

検
討
中
 

 

B
D

 
非
常
時
の
避
難
条
件
 

B
D

1 

  B
D

2 

 B
D

3 

 B
D

4 

 

（
居
住
密
度
が
低
く
避

難
が
容
易
）

 

 （
居
住
密
度
が
低
く
避

難
が
困
難
）

 

（
居
住
密
度
が
高
く
避

難
が
容
易
）

 

（
居
住
密
度
が
高
く
難

が
困
難
）
 

居
住
密
度
が
低
い
居
住
地
，
避
難
の
容
易
な
条
件
 

一
般
の
ビ
ル
又
は
高
さ
が
低
い
居
住
用
の
ビ
ル
 

標
準
 

居
住
密
度
が
低
い
居
住
地
，
避
難
の
困
難
な
条
件
 

高
層
ビ
ル
 

居
住
密
度
が
高
い
居
住
地
，
避
難
の
容
易
な
条
件
 

公
共
に
開
放
し
た
場
所
(劇

場
，
映
画
館
，
百
貨
店
な
ど
) 

居
住
密
度
が
高
い
居
住
地
，
避
難
の
困
難
な
条
件
 

公
共
に
開
放
し
た
高
層
ビ
ル
(ホ

テ
ル
，
病
院
な
ど
) 

 

B
E

 

B
E

1 

 B
E

2 

    B
E

3 

   B
E

4 

処
理
又
は
貯
蔵
物
質
の
性
質
 

重
大
な
危
険
の
お
そ
れ

な
し

 

火
災
の
危
険
性
あ
り

 

    爆
発
の
危
険
性
あ
り

 

   混
入
汚
染
の
危
険
性
あ

り
 

標
準

(b ) 
 

 じ
ん
あ
い
の
存
在
が
あ
る
可
燃
性
物
質
の
製
造
，
処
理
又
は
貯
蔵
 

物
置
，
木
工
所
，
製
紙
工
場
 

炎
の
拡
大
を
遅
延
さ
せ
る
材
料
で
作
っ
た
機
器

 

電
気
機
器
内
部
の
過
大
な
温
度
上
昇
又
は
火
花
が
，外

部
の
火
災
の
原
因
と

な
ら
な
い
よ
う
な
措
置

 

爆
発
性
じ
ん
あ
い
の
存
在
を
含
め
て
爆
発
性
又
は
低
引
火
点
物
質
の
処
理
又

は
貯
蔵
 

精
油
所
，
燃
料
店

 

爆
発
性
雰
囲
気
用
電
気
装
置
に
対
す
る
要
求
事
項
(J

IS
 C

 6
00

79
参
照

) 

保
護
さ
れ
て
い
な
い
食
料
品
，
薬
剤
及
び
保
護
の
な
い
類
似
の
製
品
の
存
在

食
品
工
場
，
台
所
：
 

電
気
機
器
に
よ
る
混
入
汚
染
，
例
え
ば
破
損
し
た
電
球
な
ど
か
ら
取
扱
い
材

料
を
保
護
す
る
た
め
，
一
定
の
注
意
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
 

事
故
の
場
合
に
現
行

JI
S
を
保
護
す
る
た
め
，注

意
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

次
の
よ
う
な
適
切
な
措
置
：
 

－
 
破
損
し
た
電
球
又
は
そ
の
他
壊
れ
や
す
い
も
の
か
ら
の
落
下
物
に
対

す
る
保
護
 

－
 
赤
外
放
射
又
は
紫
外
放
射
な
ど
の
有
害
な
放
射
に
対
す
る
遮
へ
い
 

  JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 

   検
討
中
 

   検
討
中
 

注
(b ) 

外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 

  

                  JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2（
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
―
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
）
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2 

E
d.

3.
0（

 :
20

10
）

に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

5-
52

（
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
―
配
線
設
備
）
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2 

E
d 

3.
0（

 :
20

10
）

に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

表
 5

1A
‐
外
的
影
響
の
特
性

（
続
き
）
 

記
号

 
外
的
影
響

 
機
器
の
選
定
及
び
施
工
に
必
要
な
特
性

 
参
照

 

C
 

建
築
物
の
構
造
 

C
A

 

C
A

1 

C
A

2 

構
成
材
料
 

不
燃
性
 

可
燃
性
 

 標
準
 (

b ) 

主
に
可
燃
性
物
質
で
作
ら
れ
た
建
築
物
 

木
造
建
築
物
 

検
討
中
 

  JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 

  

C
B

 

C
B

1 

C
B

2 

    C
B

3 

   C
B

4 

   

建
築
物
の
設
計
 

無
視
で
き
る
危
険
性

 

火
災
の
拡
大

 

    変
位

 

   可
と
う
又
は
非
固
定
 

標
準

 (
b ) 

形
状
及
び
寸
法
が
火
災
の
拡
大
を
促
進
す
る
よ
う
な
建
築
物
（
例
え
ば
，
煙

突
効
果
）
 

高
層
建
築
物
。
強
制
換
気
設
備

 

電
気
設
備
が
原
因
で
な
い
火
災
を
含
め
，
火
災
の
拡
大
を
遅
延
さ
せ
る
材
料

で
作
っ
た
機
器
。
耐
火
壁

(d ) 

構
造
体
の
変
位
に
よ
る
危
険
（
例
え
ば
，
建
築
物
の
異
な
る
部
分
間
の
変
位

又
は
建
物
と
大
地
又
は
建
物
の
基
礎
と
の
間
の
変
位
）
 

か
な
り
長
い
建
築
物
又
は
不
安
定
な
地
盤
に
建
つ
建
築
物

 

電
気
配
線
の
伸
縮
接
合

 

脆
弱
か
又
は
動
き
（
例
え
ば
，
振
動
）
に
さ
ら
さ
れ
る
構
造
物
 

テ
ン
ト
，
空
気
支
持
構
造
，
二
重
天
井
，
可
動
間
仕
切
 

構
造
的
に
自
己
支
持
形
の
設
備
 

検
討
中
 

 JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 

   伸
縮
接
続

 

（
検
討
中
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 

 可
と
う
配
線

 

（
検
討
中
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 

 

注
(b ) 

外
的
影
響
に
示
す
条
件
下
で
一
般
的
な
機
器
が
安
全
に
動
作
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

 

(ｄ
) 

火
災
感
知
器
を
設
置
し
て
も
よ
い
。
  

 51
3 

接
近
性

 

51
3.

1 
一
般
事
項

 

 
配
線
を
含
む
す
べ
て
の
機
器
は
，
そ
の
運
転
，
検
査
及
び
保
守
並
び
に
そ
の
接
続
部
へ
の
接
近
を
容
易
に
す
る
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
容
易
性
は
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
又
は
区
画
内
に
機
器
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
。

 

  51
4 

識
別

 

51
4.

1 
一
般
事
項

 

 
特
に
混
同
の
可
能
性
が
な
い
場
合
を
除
き
，
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
に
は
，
そ
の
目
的
を
表
示
す
る
た
め
ラ
ベ
ル
又
は
そ
の
他
適
切

な
識
別
用
手
段
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
の
運
転
状
態
が
運
転
員
の
監
視
下
に
な
い
場
合
で
，
か
つ
，
そ
れ
が
危
険
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

は
，

IE
C

 6
00

73
及
び

JI
S 

C
 0

44
7
に
適
合
す
る
適
切
な
表
示
器
を
運
転
員
の
見
え
る
位
置
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 51
4.

2 
配
線
設
備

 

 
配
線
は
，
設
備
の
検
査
，
試
験
，
修
理
又
は
改
造
の
と
き
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
，
配
置
又
は
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

51
4.

3 
中
性
線
及
び
保
護
導
体
の
識
別

 

51
4.

3.
1 

中
性
線
及
び
保
護
導
体
そ
れ
ぞ
れ
の
識
別
は
，

JI
S 

C
 0

44
6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

                    51
3.

1
は
，
配
線
を
含
む
す
べ
て
の
電
気
機
器
は
，
そ
の
運
転
，
検
査
及
び
保
守
並
び
に
そ
の
接
続
部
へ
の
接
近
が
容
易
な

よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
又
は
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
な
場
所
に
機

器
を
据
え
付
け
る
と
き
に
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 

 
例
え
ば
，
低
圧
配
電
盤
内
に
収
め
ら
れ
た
設
備
は
，
外
部
か
ら
容
易
に
運
転
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
，

配
電
盤
内
の
機
器
の
点
検
や
保
守
が
安
全

,か
つ

,容
易
に
で
き
る
よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

 51
4.

1
の
後
段
は
，
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
の
動
作
が
常
時
運
転
員
の
監
視
下
に
な
い
場
合
で
，
か
つ
，
そ
れ
が
運
転
ミ

ス
な
ど
の
危
険
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，

JI
S 

C
 0

44
8:

97
「
表
示
装
置
（
表
示
部
）
及
び
操
作
機
器
（
操
作
部
）
の
た

め
の
色
及
び
補
助
手
段
に
関
す
る
基
準
」
及
び

JI
S 

C
 0

44
7:

97
「
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

(M
M

I)
―
操
作
の
基

準
」
に
適
合
す
る
適
当
な
表
示
器
を
運
転
員
の
見
え
る
位
置
に
取
り
付
け
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

IE
C

 6
00

73
：
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
，
マ
ー
キ
ン
グ
及
び
識
別
の
基
本
安
全
原
則
―
表
示
装
置
及
び
ア
ク
チ
ュ

エ
ー
タ
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
原
則

 

 J
IS

 C
 0

44
7：

マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
，

(M
M

I)
―
操
作
の
基
準

 

 51
4.

3（
51

4.
3.

1～
51

4.
3.

2）
は
，
専
用
の
中
性
線
と
保
護
導
体
が
別
々
に
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，

JI
S 

C
  

04
46

:9
9

「
色
又
は
数
字
に
よ
る
電
線
の
識
別
」
に
適
合
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 0

44
6:

99
「
色
又
は
数
字
に
よ
る
電
線
の
識
別
」
で
は
，
中
性
線
及
び
保
護
導
体
の
識
別
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

        51
4.

3.
2 

絶
縁
し
た

P
E

N
導
体
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

そ
の
全
長
に
わ
た
り
緑

/黄
，
更
に
端
末
に
薄
青
で
，
又
は
全
長
に
わ
た
り
緑
，
端
末
に
白
（
又
は
薄
い
灰
色
）
で
表
示
す
る
。

－
 

そ
の
全
長
に
わ
た
り
薄
青
，
更
に
端
末
に
緑

/黄
で
，
又
は
全
長
に
わ
た
り
白
（
又
は
薄
い
灰
色
），

端
末
に
緑
で
表
示
す
る
。

 51
4.

4
保
護
器

 

 
保
護
器
は
，
そ
の
保
護
す
る
回
路
が
容
易
に
認
識
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
識
別
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
，
分
電
盤
内

で
グ
ル
ー
プ
化
す
る
と
便
利
な
こ
と
も
あ
る
。

 

 51
4.

5 
図
表

 

51
4.

5.
1 

適
切
な
場
所
に

IE
C

 6
13

46
-1

及
び

JI
S 

C
 1

08
2
規
格
群
に
従
っ
た
図
，
チ
ャ
ー
ト
又
は
表
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
に
次
の
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

回
路
の
種
類
及
び
構
成
（
供
給
先
，
電
線
の
数
及
び
サ
イ
ズ
及
び
配
線
の
種
類
）

 

－
 

保
護
，
断
路
及
び
開
閉
の
機
能
を
果
た
す
装
置
を
識
別
す
る
の
に
必
要
な
特
性
及
び
そ
の
位
置

 

単
純
な
設
備
で
は
，
上
記
の
事
項
を
一
覧
表
と
し
て
も
よ
い
。

 

    51
4.

5.
2 

使
用
す
る
図
記
号
は
，

JI
S 

C
 0

61
7
規
格
群
か
ら
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

51
4.

5.
3 

 

51
5 

有
害
な
相
互
影
響
の
防
止

 

51
5.

1 
電
気
設
備
と
す
べ
て
の
非
電
気
設
備
と
の
間
の
い
か
な
る
有
害
な
影
響
を
も
回
避
す
る
よ
う
に
機
器
を
選
定
し
施
工
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

裏
板
が
付
い
て
い
な
い
機
器
は
，
次
の
要
求
事
項
を
満
足
し
な
い
限
り
建
築
物
の
表
面
に
取
り
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

 

－
 

建
築
物
表
面
へ
の
電
位
移
行
を
防
止
す
る
。

 

－
 

機
器
と
建
築
物
の
可
燃
性
表
面
と
の
間
に
耐
火
措
置
を
施
し
て
い
る
。

 

建
築
物
表
面
が
非
金
属
製
で
あ
り
，
か
つ
，
不
燃
性
で
あ
る
場
合
は
，
追
加
手
段
は
必
要
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
，
次
の
手
段
の
い

ず
れ
か
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
要
求
事
項
を
満
足
し
て
も
よ
い
。

 

－
 

建
築
物
表
面
が
金
属
製
の
場
合
，
金
属
部
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1.
6
及
び

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
に
従
っ
て
，
設
備

の
保
護
導
体

(P
E

)又
は
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

建
築
物
表
面
が
可
燃
性
の
場
合
，

JI
S 

C
 0

06
6
に
よ
る
可
燃
度
定
格

F
H

1
の
絶
縁
材
を
用
い
た
適
切
な
中
間
層
で
，
建
築
物

 
①
 
中
性
線
又
は
中
間
線
（
直
流
回
路
の
共
通
線
）
の
色
に
よ
る
識
別
は
，
薄
青
又
は
白
を
用
い
る
。

 

  
②
 
保
護
導
体
の
色
に
よ
る
識
別
は
，
緑

/黄
の
組
合
せ
又
は
緑
の
表
示
と
す
る
。

 

ま
た
，
絶
縁
し
た

P
E

N
導
体
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
表
示
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 
―
 
そ
の
全
長
に
わ
た
り
緑
／
黄
，
更
に
端
末
に
薄
青
で
，
又
は
全
長
に
わ
た
り
緑
，
端
末
に
白
(又

は
薄
い
灰
色
)

で
表
示
す
る
。
 

―
 
そ
の
全
長
に
わ
た
り
薄
青
，
更
に
端
末
に
緑
／
黄
で
，
又
は
全
長
に
わ
た
り
白
(又

は
薄
い
灰
色
)，

端
末
に
緑
で

表
示
す
る
。
 

 51
4.

3.
2
は
，

P
E

N
導
体
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
，
我
が
国
で
の
従
来
か
ら
の
表
示
方
法
で
も
表
示
す
る

こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
，
下
線
部
分
を
追
加
規
定
し
て
い
る
。
 

  51
4.

4
は
，
保
護
器
は
そ
の
保
護
す
る
回
路
が
容
易
に
認
識
で
き
る
よ
う
に
，
分
電
盤
内
で
は
交
・
直
と
か
，

10
0V

･2
00

V

回
路
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

   51
4.

5.
1
は
，
回
路
の
種
類
及
び
構
成
（
電
力
供
給
点
，
電
線
の
数
と
サ
イ
ズ
，
配
線
の
種
類
）
と
，
保
護
，
断
路
及
び
開

閉
の
機
能
を
果
た
す
器
具
を
識
別
す
る
の
に
必
要
な
特
性
及
び
そ
の
位
置
を
明
確
に
す
る
た
め
に
，

IE
C

 6
13

46
-1
（
電
気

工
学
に
お
け
る
品
目
の
名
称
），

JI
S 

C
 1

08
2-

1:
99

「
電
気
技
術
文
書
」
に
従
っ
て
図
，
チ
ャ
ー
ト
又
は
表
を
備
え
る
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 1

08
2 

規
格
群

 

JI
S 

C
 1

08
2-

1 
：
電
気
技
術
文
書
―
第

1
部
：
一
般
事
項

 

JI
S 

C
 1

08
2-

2 
：
電
気
技
術
文
書
―
第

2
部
：
機
能
図

 

JI
S 

C
 1

08
2-
３
：
電
気
技
術
文
書
―
第

3
部
：
接
続
図
，
表
及
び
リ
ス
ト

 

JI
S 

C
 1

08
2-

4 
：
電
気
技
術
文
書
―
第

4
部
：
配
置
及
び
据
付
け
文
書

 

51
4.

5.
2
は
，

JI
S 

C
 0

61
7:

99
「
電
気
用
図
記
号
」
に
規
定
す
る
図
記
号
を
使
用
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

  51
5.

1
は
，
電
気
設
備
と
す
べ
て
の
非
電
気
設
備
（
水
，
蒸
気
，
ガ
ス
供
給
設
備
，
空
調
設
備
及
び
通
信
設
備
な
ど
）
と
の

間
の
い
か
な
る
有
害
な
影
響
を
も
防
止
す
る
よ
う
に
電
気
機
器
を
選
定
及
び
施
工
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

裏
板
が
つ
い
て
い
な
い
機
器
は
，
次
の
場
合
を
除
い
て
建
築
物
の
表
面
に
取
り
付
け
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 
①
 
裏
板
が
つ
い
て
な
い
電
気
機
器
と
建
築
物
の
表
面
と
の
間
に
電
気
的
接
続
が
な
い
よ
う
に
絶
縁
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
。

 

 
②
 
機
器
と
建
築
物
の
可
燃
性
表
面
と
の
間
は
耐
火
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

 
建
築
物
表
面
が
非
金
属
製
で
あ
り
，
か
つ
，
非
可
燃
性
で
あ
る
場
合
は
，
処
置
を
要
し
な
い
が
，
そ
う
で
な
い
場
合
は
，

次
の
い
ず
れ
か
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

①
 
建
築
物
の
表
面
が
金
属
の
場
合
，
金
属
部
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1（
IE

C
 6

03
64

-4
-4

1 
E

d.
5.

0（
:2

00
5）
）
の

41
5.

2.
1(
補
助
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

)及
び

JI
S 
C 
60
36
4-
5-
54
（
IE
C 
60
36
4-
5-
54
 
ed
.3
.0
（
:2
01
1）
）
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

か
ら
機
器
を
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

       51
5.

2 
電
流
の
種
類
又
は
使
用
電
圧
が
異
な
る
機
器
を
共
通
の
装
置
（
開
閉
器
盤
，
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
又
は
制
御
卓
若
し
く
は
制
御
箱
）
に

ま
と
め
る
場
合
で
，
有
害
な
相
互
影
響
を
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
す
べ
て
，
同
一
種
類
の
電
流
又
は
同
一
の
電
圧
に
属
す
る
機
器
ご

と
に
有
効
に
離
隔
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 51
5.

3 
電
磁
両
立
性

 

51
5.

3.
1 

イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
放
射
レ
ベ
ル
の
選
択

 

51
5.

3.
1.

1 
機
器
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
は
，
通
常
の
使
用
目
的
と
し
て
接
続
及
び
施
工
し
た
と
き
に
発
生
す
る
電
磁
的
影
響
（
表

51
A

参
照
）
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
適
用
に
当
た
り
必
要
な
連
続
使
用
状
態
で
想
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 51
5.

3.
1.

2 
機
器
は
，
建
築
物
の
内
部
又
は
外
部
の
他
の
電
気
機
器
と
の
間
で
電
気
的
に
伝
導
又
は
空
中
を
伝
ぱ
す
る
こ
と
に
よ
る
電
磁

障
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
，
十
分
低
い
放
射
レ
ベ
ル
の
も
の
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

必
要
な
場
合
は
，
放
射
を
最
少
に
す
る
た
め
に
緩
和
手
段
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
参
照
）。

 

注
記
 
家
電
機
器
又
は
機
器
は
，
関
連
す
る

C
IS

P
R

 1
1，

C
IS

P
R

 1
2，

C
IS

P
R

 1
3，

C
IS

P
R

 1
4，

C
IS

P
R

 1
5，

C
IS

P
R

 2
2
及
び

IE
C

 6
10

00
規
格
群
を
参
照
。

 

         51
6 

保
護
導
体
電
流
に
関
す
る
保
護
手
段

 

通
常
の
状
態
に
お
け
る
電
気
機
器
の
運
転
で
発
生
す
る
保
護
導
体
電
流
に
よ
っ
て
も
，
電
気
設
備
の
安
全
の
備
え
と
通
常
の
使
用
が
確
実

で
あ
る
よ
う
に
，
電
気
設
備
を
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
機
器
に
対
す
る
許
容
保
護
導
体
電
流
は
，

JI
S 

C
 0

36
5
の

7.
5.

2
に
示
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
こ
の
規
格
の
附
属
書

E
に
再
掲
し
て
い

る
。
そ
し
て
，
製
造
業
者
か
ら
の
情
報
が
入
手
で
き
な
い
時
は
こ
の
規
定
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

施
工
業
者
は
設
備
の
所
有
者
に
製
造
業
者
が
保
護
導
体
電
流
の
値
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
機
器
を
選
定
す
る
よ
う
通
知

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
不
要
動
作
を
さ
け
る
た
め
保
護
導
体
電
流
の
小
さ
い
機
器
を
選
択
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

の
54
4(
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
) 

に
従
っ
て
，
設
備
の
保
護
導
体
（
PE
）
又
は
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
導
体

に
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
。
 

  
②
 
建
築
物
の
表
面
が
可
燃
性
の
場
合
は
，

JI
S 

C
 0

06
6:

01
「
環
境
試
験
方
法
－
電
気
・
電
子
－
炎
着
火
源
に
よ
る
固

体
非
金
属
材
料
の
燃
焼
性
－
試
験
方
法
の
リ
ス
ト
」
に
よ
る

F
H

1
可
燃
度
定
格
を
も
つ
絶
縁
体
を
用
い
た
適
切
な

中
間
層
で
建
築
物
か
ら
機
器
を
分
離
す
る
こ
と
。

 

 
F

H
1
可
燃
度
定
格
と
は
，
絶
縁
材
料
の
引
火
性
の
測
定
試
験
方
法
の
う
ち
，
方
式

F
H
（
火
炎
－
水
平
供
試
体
）

の
カ
テ
ゴ
リ

F
H

1（
試
験
中
に
火
炎
が
全
く
見
え
な
い
）
を
指
す
。

 

 51
5.

2
は
，
電
流
の
種
類
又
は
使
用
電
圧
が
異
な
る
機
器
を
共
通
の
装
置
（
開
閉
器
盤
，
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
又
は
制
御
卓
若
し

く
は
ボ
ッ
ク
ス
）
に
ま
と
め
る
場
合
に
，
有
害
な
相
互
影
響
を
避
け
る
た
め
に
，
同
一
種
類
の
電
流
又
は
同
一
の
電
圧
に
属

す
る
機
器
ご
と
に
有
効
に
分
離
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 
例
え
ば
，
交
流
と
直
流
又
は
配
電
電
圧
の
異
な
る
機
器
を
共
通
の
分
電
盤
等
に
ま
と
め
て
収
容
す
る
場
合
は
，
そ
れ
ぞ
れ

を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
分
け
て
相
互
間
を
セ
パ
レ
ー
タ
等
で
分
離
す
る
。

 

 51
5.

3.
1.

1
は
，
機
器
を
通
常
使
用
状
態
で
回
路
に
接
続
す
る
場
合
に
，
そ
の
機
器
か
ら
発
生
す
る
電
磁
的
影
響
を
考
慮
し
，

そ
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
特
性
（
耐
量
）
を
も
つ
機
器
の
選
定
が
必
要
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

JI
S 

C
 6

03
64

-5
12

.2（
外

的
影
響
）
の
表

51
A
参
照

 

 51
5.

3.
1.

2
は
，
機
器
は
建
築
物
の
内
外
の
他
の
電
気
機
器
と
の
間
に
電
磁
的
干
渉
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
，
充
分
低
い
放

射
レ
ベ
ル
の
も
の
を
選
定
し
，
必
要
な
場
合
は
，
放
射
を
最
小
に
す
る
た
め
に
緩
和
手
段
を
設
け
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

JI
S 

C
 6

03
64

-4
4（

安
全
保
護
－
妨
害
電
圧
及
び
電
磁
妨
害
に
対
す
る
保
護
）
参
照
。

 

例
え
ば
，
静
電
誘
導
，
電
磁
誘
導
，
過
渡
過
電
圧
な
ど
。

 

C
IS

P
R

は
，
国
際
無
線
障
害
特
別
委
員
会
の
規
格
で
あ
り
，
備
考
に
記
載
さ
れ
て
い
る
規
格
の
名
称
は
，
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

 

C
IS

P
R

 1
1：

工
業
用
，
科
学
用
及
び
医
療
用
（

IS
M
）
無
線
周
波
数
機
器
の
無
線
妨
害
特
性
の
限
度
値
及
び
測
定
法

 

C
IS

P
R

 1
2：

自
動
車
，
モ
ー
タ
ボ
ー
ト
及
び
火
花
点
火
エ
ン
ジ
ン
駆
動
装
置
の
無
線
妨
害
特
性
の
限
度
値
及
び
測
定
法

 

C
IS

P
R

 1
3：

ラ
ジ
オ
･T

V
放
送
受
信
機
及
び
関
連
機
器
へ
の
無
線
妨
害
特
性
の
限
度
値
及
び
測
定
法

 

C
IS

P
R

 1
4：

家
庭
用
及
び
類
似
目
的
の
モ
ー
タ
駆
動
機
器
及
び
電
熱
器
，
電
動
工
具
及
び
電
気
機
器
の
無
線
妨
害
特
性
の

限
度
値
及
び
測
定
法

 

C
IS

P
R

 1
5：

電
気
照
明
及
び
類
似
装
置
の
無
線
妨
害
特
性
の
限
度
値
及
び
測
定
法

 

C
IS

P
R

 2
2：

情
報
技
術
装
置
の
無
線
妨
害
特
性
の
限
度
値
及
び
測
定
法

 

 51
6
は
，
安
全
目
的
（
例
え
ば
感
電
保
護
）
の
た
め
に
設
け
る
保
護
導
体
に
流
れ
る
，
保
護
導
体
電
流
に
対
し
考
慮
す
る
基

本
的
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
。

 

 
電
気
設
備
の
設
計
上
考
慮
さ
れ
て
い
る
保
護
導
体
電
流
は
，
保
護
導
体
に
流
れ
る
電
流
が
顕
著
な
大
き
さ
に
な
る
設
備
機

器
の
機
体
内
で
の
地
絡
又
は
外
箱
と
の
短
絡
事
故
発
生
の
場
合
な
ど
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

51
6
で
示
す
「
電
気

機
器
の
運
転
で
発
生
す
る
保
護
導
体
電
流
」
と
は
，
設
備
の
漏
洩
電
流
の
他
に
高
調
波
電
流
な
ど
も
考
慮
に
い
れ
た
電
流
の

こ
と
で
あ
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
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逐
条
解
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注
記

1 
箇
条

51
6
の
意
図
に
関
し
て
，
保
護
導
体
電
流
は
，
機
器
に
故
障
な
く
，
か
つ
，
通
常
運
転
の
と
き
に
，
保
護
導
体
に
流
れ
る

電
流
で
あ
る
。

 

注
記

2 
保
護
導
体
電
流
に
起
因
す
る
漏
電
遮
断
器
の
不
要
動
作
の
予
防
に
つ
い
て
は
，

53
1.

2.
1.

3
参
照
。

 

注
記
３
 
強
化
保
護
導
体
に
関
し
て
は
，

54
3.

7
参
照
。

 

          51
6.

1 
変
圧
器

 

 
電
気
設
備
で
は
，
分
離
巻
線
変
圧
器
を
用
い
て
限
ら
れ
た
範
囲
に
電
力
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
護
導
体
電
流
を
制
限
す
る
保
護
手

段
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

51
6.

2 
信
号
設
備

 

 
信
号
の
帰
路
と
し
て
の
い
か
な
る
充
電
導
体
も
保
護
導
体
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

  
注
記
 
直
流
の
帰
路
導
体
の
使
用
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
の

54
3.

5.
1
参
照
。

 

  

附
属
書

A
 

(参
考

) 

外
的
影
響
の
簡
略
リ
ス
ト

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1
に
は
あ
る
が
，
本

JI
S
で
は
省
略
す
る
。

 

  

附
属
書

B
 

（
参
考
）

 

空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
依
存

 

 こ
の
附
属
書
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
周
囲
気
候
条
件
等
級
に
対
す
る
温
湿
度
線
図
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

こ
の
附
属
書
で
は
，
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
係
を
一
定
の
絶
対
湿
度
曲
線
並
び
に
温
度
と
相
対
湿
度

の
直
線
に
よ
っ
て
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

空
気
温
度
に
関
し
て
は
，
こ
の
温
湿
度
線
図
は
そ
の
等
級
を
適
用
す
る
場
所
の
可
能
最
大
温
度
差
を
示
す
。

 

空
気
湿
度
に
関
し
て
は
，
こ
の
温
湿
度
線
図
は
そ
の
等
級
を
適
用
す
る
範
囲
内
で
生
じ
る
空
気
温
度
に
従
っ
た
相
対
空
気
湿
度
の
完
全
分

散
値
を
意
味
す
る
。
温
度
と
湿
度
と
の
相
互
関
係
は
，
そ
の
等
級
の
範
囲
内
で
生
じ
る
絶
対
湿
度
の
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

 

  

注
記

2
に
示
さ
れ
て
い
る

53
1.

2.
1.

3
の
内
容
を
再
掲
す
る
と
，「
接
続
負
荷
の
通
常
の
使
用
時
に
予
想
さ
れ
る
漏
え
い
電

流
で
不
必
要
動
作
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
漏
電
遮
断
器
を
選
定
し
，
か
つ
，
そ
の
電
気
回
路
を
小
分
割
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」

と
し
て
い
る
。

 

注
記
３
に
示
さ
れ
て
い
る

54
3.

7（
10

m
A
を
超
過
す
る
保
護
導
体
電
流
に
対
し
て
強
化
し
た
保
護
接
地
線
）
の
内
容
を

再
掲
す
る
と
，「

恒
久
的
に
接
続
す
る
こ
と
を
意
図
し
，
保
護
導
体
電
流
が

10
mA

を
超
え
る
電
気
使
用
機
器
に
対
し
て
，

次
の
こ
と
を
適
用
す
る
。
 

－
 
電
気
使
用
機
器
が
保
護
接
地
端
子
を
１
個
だ
け
有
し
て
い
る
場
合
，
保
護
接
地
線
は
，
そ
の
全
亘
長
に
お
い
て
銅

で
10
 m
m2
以
上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 ㎜

２
以
上
の
断
面
積
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（

注
記
省
略
）

 

－
  
電
気
使
用
機
器
が
第
二
番
目
の
保
護
接
地
線
用
の
端
子
を
も
つ
場
合
，
故
障
保
護
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
も
の
と

同
じ
断
面
積
以
上
の
第
二
番
目
の
保
護
接
地
線
は
，
保
護
接
地
線
が
銅
で

10
 m
m2
以
上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 

mm
2
以
上
の
断
面
積
を
も
つ
点
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（

注
記
省
略
）
 

 

51
6.

1
は
，
こ
こ
で
云
う
分
離
巻
線
変
圧
器
と
は
，
通
常
絶
縁
変
圧
器
の
こ
と
で
，
絶
縁
変
圧
器
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
，

細
分
化
さ
れ
た
範
囲
に
電
力
を
供
給
す
る
場
合
，
そ
の
範
囲
に
お
け
る
保
護
導
体
電
流
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 51
6.

2
は
，
一
般
的
に
信
号
の
帰
路
と
し
て

P
E

N
導
体
を
使
用
す
る
と
信
号
設
備
に
ノ
イ
ズ
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
り
，
保
護
導

体
と
兼
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

54
3.

5.
1
で
は
，「

保
護
及
び
機
能
を
兼
ね
る
接
地
線
を
使
用
す
る
場
合
は
，
保
護
導
体
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
規
定
し
て
い
る
。

 

              
相
対
空
気
湿
度
と
は
，
そ
の
温
度
の
空
気
中
に
限
界
ま
で
水
を
含
ま
せ
た
時
の
水
蒸
気
の
圧
力
（
飽
和
水
蒸
気
圧
）
に
対

し
て
，
現
在
ど
れ
く
ら
い
の
圧
力
の
水
蒸
気
が
あ
る
か
を
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
飽
和
水
蒸
気
量
は
気
温
に

よ
っ
て
変
わ
り
，
温
度
が
高
く
な
る
に
従
っ
て
数
値
は
上
が
る
。

 

 

絶
対
空
気
湿
度
と
は
，
空
気
１
ｍ

３
あ
た
り
に
含
ま
れ
て
い
る
水
蒸
気
量
を
重
量
で
示
し
た
も
の
で
，
空
気
温
度
に
は
関
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表
51

A
の
注
記
で
既
に
示
し
た
よ
う
に
，
例
え
ば
，
そ
の
等
級
に
お
け
る
高
い
空
気
温
度
及
び
高
い
相
対
湿
度
の
各
限
度
値
は
，
通
常
同

時
に
起
き
な
い
。
通
常
，
比
較
的
高
い
値
の
空
気
温
度
は
，
比
較
的
低
い
値
の
相
対
空
気
湿
度
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
生
じ
る
。

 

こ
の
規
則
の
例
外
は
，
そ
の
範
囲
に
対
し
て
規
定
す
る
相
対
湿
度
値
が
空
気
温
度
の
最
高
値
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
場
合
の
等
級

A
B

1，
A

B
2

及
び

A
B

3
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
，
こ
れ
ら
の
等
級
の
高
い
空
気
温
度
の
限
度
値
に
対
し
て
，
高
い
絶
対
湿
度
の
よ
り
低
い
値
の
と
き
の

関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

こ
の
状
況
を
整
理
し
，
各
等
級
に
お
い
て
生
じ
得
る
空
気
温
度
の
最
大
値
を
そ
の
等
級
の
相
対
空
気
湿
度
の
最
大
値
と
組
み
合
わ
せ
て
表

B
.1
に
示
す
。
表
に
示
す
値
よ
り
高
い
空
気
温
度
に
お
い
て
，
相
対
空
気
湿
度
は
低
く
な
る
，
す
な
わ
ち
，
そ
の
等
級
の
限
度
値
未
満
と
な

る
。

 

 

表
B

.1
‐
相
対
空
気
湿
度
の
限
度
値
及
び
空
気
温
度
の
最
高
値

 

記
号

 
相
対
空
気
湿
度
の
限
度
値

 
相
対
空
気
湿
度
の
限
度
値
で
起
こ
る
空
気
温
度
の
最
高

値
 

A
B

1 

A
B

2 

A
B

3 

A
B

4 

A
B

5 

A
B

6 

A
B

7 

A
B

8 

10
0 
％

 

10
0 
％

 

10
0 
％

 

  
95

 ％
 

  
85

 ％
 

10
0 
％

 

10
0 
％

 

10
0 
％

 

＋
 5

 ℃
 

＋
 5

 ℃
 

＋
 5

 ℃
 

＋
31

 ℃
 

＋
28

 ℃
 

＋
33

 ℃
 

＋
27

 ℃
 

＋
33

 ℃
 

 図
B

.1
～

B
.8
に
そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
に
お
け
る
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
関
関
係
を
示
す
。

 

実
際
に
は
，
こ
の
温
湿
度
線
図
は
次
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

一
つ
の
等
級
の
温
度
範
囲
内
に
お
け
る
空
気
温
度
に
対
す
る
相
対
空
気
湿
度
の
相
当
値
は
，
絶
対
空
気
湿
度
一
定
の
曲
線
が
空
気
温
度
及

び
相
対
空
気
湿
度
の
直
線
と
交
差
す
る
点
で
あ
る
。

 

例
：

 

あ
る
製
品
に
つ
い
て
等
級

A
B

6
を
適
用
す
る
設
備
条
件
に
対
し
て
選
定
す
る
。
そ
の
製
品
が
例
え
ば

40
 ℃

で
最
大
限
耐
え
る
べ
き
相
対

空
気
湿
度
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
，
等
級

A
B

6
の
温
湿
度
線
図
の
温
度

40
 ℃

の
垂
直
線
を
た
ど
り
，
こ
の
等
級
の
高
い
絶
対
空
気
湿
度

の
限
度
で
あ
る

35
 g

/m
3
の
曲
線
と
交
わ
る
点
を
見
つ
け
る
。
こ
の
点
か
ら
水
平
線
を
相
対
空
気
湿
度
目
盛
ま
で
引
き
，
相
対
空
気
湿
度

67
 ％

の
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

こ
の
方
法
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
等
級
の
範
囲
内
で
の
空
気
温
度
及
び
相
対
空
気
湿
度
の
い
か
な
る
組
合
せ
を
も
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
例
え
ば
，
等
級

A
B

6
で
相
対
空
気
湿
度

27
 ％

の
値
は
，
高
い
空
気
温
度
の
限
界
値
が

60
 ℃

の
と
き
に
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

     

係
し
な
い
。
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図
B

.1
－
温
湿
度
線
図
 
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
係
 
ク
ラ
ス

A
B

1 

        

                                       

空
 気

 温
 度

 

絶
対
空
気
湿
度

 

相 対 空 気 湿 度
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図
B

.2
－
温
湿
度
線
図
 
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
係
 
ク
ラ
ス

A
B

2 

 

                                       

空
 気

 温
 度

 

相 対 空 気 湿 度
 

絶
対
空
気
湿
度

 
絶
対
空
気
湿
度
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図
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温
湿
度
線
図
 
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
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ク
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A
B

3 

         

                                       

空
 気

 温
 度
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図
B

.4
－
温
湿
度
線
図
 
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
係
 
ク
ラ
ス

A
B

4 

        

                                       

絶
対
空
気
湿
度

 

相 対 空 気 湿 度
 

空
 気

 温
 度
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湿
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図
 
空
気
温
度
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相
対
空
気
湿
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び
絶
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気
湿
度
の
相
互
関
係
 
ク
ラ
ス

A
B

5 
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図
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相
対
空
気
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び
絶
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度
の
相
互
関
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ク
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A
B

6 
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空
 気
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空
気
温
度
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相
対
空
気
湿
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び
絶
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空
気
湿
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関
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ク
ラ
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A
B
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図
B
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－
温
湿
度
線
図
 
空
気
温
度
，
相
対
空
気
湿
度
及
び
絶
対
空
気
湿
度
の
相
互
関
係
 
ク
ラ
ス

A
B

8 

         

                                       

絶
対
空
気
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度
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空
 気

 温
 度
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附
属
書

C
 

（
規
定
）

 

機
械
的
条
件
の
等
級
分
類

 

図
C

.1
に
衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
例
と
し
て
，
第
一
級
の
最
大
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
示
す
。

 

環
境
パ
ラ
メ
ー
タ

 
単
位

 
等
級

 

 
 

 
A

G
1/

A
H

1 
A

G
2/

A
H

2 
A

G
3/

A
H

3 

 
 

 
3M

1 

4M
1 

3M
2 

4M
2 

3M
3 

4M
3 

3M
3 

4M
4 

3M
5 

4M
5 

3M
6 

4M
6 

3M
7 

4M
7 

3M
8 

4M
8 

定
常
的
振
動
，
正
弦
波

 

 
 
変
異
振
幅

 

 
 
加
速
度
振
幅

 

周
波
数
範
囲

 

 m
m

 

m
/s

2 

H
z 

 0.
3 

 2~
9

  1 9~
20

0

 1.
5 

 2~
9 

  5 9~
20

0 

 1.
5 

 2~
9 

  5 9~
20

0 

 3.
0 

 2~
9 

  10
 

9~
20

0

 3.
0

 2~
9

  10
 

9~
20

0

 7.
0

 2~
9

  20
 

9~
20

0

 10
 

 2~
9

  30
 

9~
20

0

 15
 

 2~
9

  50
 

9~
20

0

衝
撃
を
含
む
非
定
常
的
振
幅

 

 
 
衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
種
別

L 
(â

) 

 
 

衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
種
別
Ⅰ

 (
â)

 

 
 

衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
種
別
Ⅱ

 (
â)

 

 m
/s

2 

 m
/s

2 

 m
/s

2 

 40
 

 －
 

 －
 

 40
 

 －
 

 －
 

 70
 

 －
 

 －
 

 －
 

 10
0 

 －
 

 －
 

 －
 

 25
0 

 －
 

 －
 

 25
0 

 －
 

 －
 

 25
0 

 －
 

 －
 

 25
0 

注
 

(â
)＝

最
大
加
速
度

 

 

ス
ペ
ク
ト
ル
種
別
 
Ｌ
 
 
継
続
時
間
＝

22
 m

ｓ
 

ス
ペ
ク
ト
ル
種
別
 
Ⅰ
 
 
継
続
時
間
＝

11
 m

ｓ
 

ス
ペ
ク
ト
ル
種
別
 
Ⅱ
 
 
継
続
時
間
＝

 6
 m

ｓ
 

図
C

.1
－
衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
の
モ
デ
ル

 

（
第
一
級
の
最
大
衝
撃
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
）
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附
属
書

D
 

（
規
定
）

 

マ
ク
ロ
環
境
の
等
級
分
類

 

 表
D

.1
に
マ
ク
ロ
環
境
の
分
類
に
対
応
し
た
気
候
条
件
及
び
化
学
的
・
機
械
的
内
容
を
示
す
。

 

 表
D

.１
－
環
境
分
類
に
対
応
し
た
気
候
条
件
及
び
化
学
的
・
機
械
的
内
容

 

環
境
の
分
類

 
気
候
条
件

( a
) 

化
学
的
・
機
械
的
内
容

 (
 b

) 

Ⅰ
 

A
B

5 

3K
3 

A
F

2/
A

E
1 

3C
2/

3S
1 

Ⅱ
 

A
B

4 

3K
5 

た
だ
し
，
最
高
気
温
は

 

40
 ℃

に
制
限
さ
れ
る

 

A
F

1/
A

E
4 

3C
1/

3S
2 

Ⅲ
 

A
B

7 

3K
6 

A
F

2/
A

E
5 

3C
2/

3S
3 

Ⅳ
 

A
B

8 

4K
3 

A
F

3/
A

E
6 

3C
3/

3S
4 

注
記

 
マ
ク
ロ
環
境
と
は
，
機
器
が
設
置
又
は
使
用
さ
れ
る
室
又
は
そ
の
他
の
場
所
に
お
け
る
環
境
で

あ
る
。

 

注
(a

) 
表

51
A
に
基
づ
く
等
級
名
称
を
示
す
。

 

(b
) 

JI
S 

C
 6

07
21

-3
-0

に
基
づ
く
等
級
名
称
を
示
す
。
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附
属
書

E
 

（
参
考
）

 

機
器
に
対
す
る
許
容
保
護
導
体
電
流

 

序
文
 

 

こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 箇
条

51
6
へ
の
追
加
情
報
と
し
て
，

JI
S 

C
 0

36
5
は
保
護
導
体
電
流
及
び
そ
の
限
界
を
次
の
よ
う
に
示
す
。

 

注
記
 

7.
5.

2～
7.

5.
2.

5
は
，

JI
S 

C
03

65
か
ら
直
接
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 7.
5.

2 
保
護
導
体
電
流
 

 

電
気
設
備
の
安
全
又
は
通
常
の
使
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な
，
過
度
な
保
護
導
体
電
流
を
防
ぐ
た
め
に
，
設
備
及
び
機
器
に
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
器
に
供
給
す
る
，
又
は
そ
の
機
器
か
ら
発
生
す
る
，
あ
ら
ゆ
る
周
波
数
の
電
流
に
つ
い
て
両
立
性
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

7.
5.

2.
1 

電
気
使
用
機
器
の
過
大
な
保
護
導
体
電
流
防
止
の
た
め
の
要
求
事
項
 

 

通
常
の
運
転
状
態
の
と
き
に
保
護
導
体
電
流
を
流
す
電
気
機
器
に
対
す
る
要
求
事
項
は
，
通
常
の
使
用
を
可
能
に
し
，
か
つ
保
護
手
段
の

要
素
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7.
5（

JI
S 

C
 0

36
5
参
照
）
の
要
求
事
項
は
，
差
込
接
続
器
又
は
恒
久
的
接
続
で
電
気
を
供
給
す
る

機
器
の
場
合
，
若
し
く
は
据
置
形
機
器
の
場
合
を
考
慮
し
て
い
る
。

 

7.
5.

2.
2 

電
気
使
用
機
器
の
保
護
導
体
電
流
の
最
大
交
流
制
限
値
 

 

注
記
 
保
護
導
体
電
流
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
は
，

T
R

 C
 0

02
3-

2
で
重
要
と
さ
れ
て
い
る
高
周
波
成
分
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
中
で
あ

る
。

 

測
定
は
，
次
に
示
す
機
器
に
つ
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

次
の
制
限
値
は
，
定
格
周
波
数

50
 H

z
又
は

60
 H

z
で
供
給
す
る
機
器
に
適
用
す
る
。

 

a)
 
定
格
が
，

32
 Ａ

以
下
の
単
相
又
は
多
相
の
差
込
接
続
器
で
接
続
す
る
電
気
使
用
機
器
。
制
限
値
を
，

JI
S 

C
 0

36
5
の
附
属
書

B
に

示
す
。

 

b)
 
保
護
導
体
に
対
す
る
特
別
な
対
策
を
講
じ
な
い
恒
久
的
接
続
用
の
電
気
使
用
機
器
及
び
据
置
形
電
気
使
用
機
器
，
又
は
定
格
が

32
 Ａ

を
超
え
る
単
相
若
し
く
は
多
相
の
差
込
接
続
器
で
接
続
す
る
電
気
使
用
機
器
。
制
限
値
を
，

JI
S 

C
 0

36
5
の
附
属
書

B
に
示
す
。

 

c)
 

7.
5.

2.
4（

JI
S 

C
 0

36
5
参
照
）
に
よ
る
強
化
保
護
導
体
に
接
続
す
る
恒
久
的
接
続
用
の
電
気
使
用
機
器
。
保
護
導
体
電
流
が
一
相
当

た
り
の
定
格
入
力
電
流
の

5 
％
を
超
え
な
い
場
合
に
は
，
各
製
品
の

JI
S
は
そ
の
最
大
値
を
決
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

た
だ
し
，
保
護
目
的
で
設
備
に
漏
電
遮
断
器
を
設
け
る
場
合
，
製
品
の

JI
S
は
，
保
護
導
体
電
流
が
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
保
護
手
段
に
適

合
で
き
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
，
個
別
の
巻
線
を
も
つ
，
少
な
く
と
も
単
純
分
離
し
た
変
圧
器
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

7.
5.

2.
3 

直
流
保
護
導
体
電
流
 

 

通
常
の
使
用
に
お
い
て
，
交
流
機
器
は
，
漏
電
遮
断
器
又
は
そ
の
他
の
機
器
の
本
来
の
機
能
に
影
響
を
与
え
る
直
流
成
分
を
含
ん
だ
電
流

を
保
護
導
体
に
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
直
流
成
分
を
含
む
故
障
電
流
に
関
す
る
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

7.
5.

2.
4 

10
 m

A
を
超
え
る
保
護
導
体
電
流
用
の
強
化
保
護
導
体
に
接
続
す
る
機
器
に
お
け
る
保
護
手
段
の
要
素
 

 

次
の
い
ず
れ
か
を
，
電
気
使
用
機
器
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
銅
で
断
面
積

10
 ㎜

2
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
断
面
積

16
 ㎜

2
以
上
の
保
護
導
体
接
続
用
に
設
計
し
た
接
続
端
子

 

－
 
通
常
の
保
護
導
体
と
同
様
に
電
気
使
用
機
器
へ
同
一
断
面
積
の

2
本
目
の
保
護
導
体
を
接
続
す
る
た
め
に
設
計
し
た
第

2
端
子

 

               JI
S 

C
 0

36
5：

感
電
保
護
―
設
備
及
び
機
器
の
共
通
事
項

 

  

T
R

 C
 0

02
3-

2：
人
体
を
通
過
す
る
電
流
の
影
響
―
第
２
部
：
特
殊
分
野
 

 

 （
T

R
）
標
準
報
告
書
と
は

JI
S
と
は
異
な
る
種
類
の
標
準
に
関
連
す
る
情
報
類
と
し
て
，
こ
れ
自
体
は

JI
S
に
は
な
ら
な
い
も

の
の
，
標
準
化
の
推
進
に
資
す
る
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
る
標
準
文
書
を
い
う
。
な
お
，（

T
R
）
標
準
報
告
書
は
，
原
則
と
し
て

発
行
後
５
年
を
も
っ
て
廃
止
と
な
る
が
継
続
す
る
場
合
も
あ
る
。
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取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
 

取
り
入
れ
後
に
改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
（

JI
S 

C
 6

03
64

）
の
逐
条
解
説

 
備
 
考

 

7.
5.

2.
5 

告
知
 

 

強
化
保
護
導
体
で
恒
久
的
に
接
続
す
る
機
器
に
お
い
て
は
，
保
護
導
体
電
流
値
は
，
製
造
業
者
が
文
書
に
記
載
し
，
か
つ
，
機
器
を

7.
5.

3.
2

（
JI

S 
C

 0
36

5
参
照
）
の
規
定
に
よ
っ
て
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
施
設
用
の
説
明
書
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

JI
S 

C
 0

36
5
の
附
属
書

B
の
再
掲

 

（
参
考
）

 

7.
5.

2.
2 

a)
 及

び
7.

5.
2.

2 
b)

 に
関
す
る
保
護
導
体
電
流
の
最
大
交
流
制
限
値

 

 7.
5.

2.
6 

7.
5.

2.
2 

a)
 及

び
7.

5.
2.

2 
b)

 に
関
す
る
保
護
導
体
電
流
の
最
大
交
流
制
限
値

 

こ
れ
ら
の
値
は
，
過
大
な
保
護
導
体
電
流
を
防
止
し
，
ま
た
，
電
気
機
器
と
保
護
手
段
と
の
協
調
を
図
る
た
め
に
，
製
品
の

JI
S
で
検
討

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

 

製
品
の

JI
S
に
対
し
て
，
保
護
導
体
電
流
の
実
用
的
な
最
低
限
度
値
を
使
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。

 

製
品
の

JI
S
は
，
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
次
の
値
を
超
え
な
い
制
限
値
を
採
用
す
る
こ
と
で
漏
電
遮
断
器
の
不
必
要
な
動
作
を
回
避
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

7.
5.

2.
2 

a)
 に

対
す
る
値
：

 

定
格
が

32
 A

以
下
の
単
相
又
は
多
相
の
差
込
接
続
器
で
接
続
す
る
電
気
使
用
機
器
に
対
す
る
値
：

 

機
器
の
定
格
電
流

 
最
大
保
護
導
体
電
流

 

4A
以
下

 
2m

A
以
下

 

4A
を
超
え

10
A
以
下

 
0.

5m
A

/A
＊
 

10
A
超
過

 
5m

A
 

 
 
 
 
 
 
 
 
注

＊
 
“

m
Ａ

/Ａ
”
は
，
機
器
の
定
格
電
流

1 
Ａ
あ
た
り
の
最
大
保
護
導
体
電
流
（

m
Ａ
）
を
表
し
て
い
る
。

 

7.
5.

2.
2 

b)
 に

対
す
る
値

 

保
護
導
体
に
対
し
て
特
別
な
手
段
を
も
た
な
い
恒
久
的
接
続
用
の
電
気
使
用
機
器
及
び
据
置
形
電
気
使
用
機
器
，
又
は
，
定
格
が

32
 A

を

超
え
る
単
相
若
し
く
は
多
相
の
差
込
接
続
器
で
接
続
す
る
電
気
使
用
機
器
に
対
す
る
値
：

 

機
器
の
定
格
電
流

 
最
大
保
護
導
体
電
流

 

7A
以
下

 
3.

5m
A

 

7A
を
超
え

20
A
以
下

 
0.

5m
A

/A
＊
 

20
A
超
過

 
10

m
A

 

 
 
 
 
 
 
 
 
注

＊
 
“

m
Ａ

/Ａ
”
は
，
機
器
の
定
格
電
流

1 
Ａ
当
た
り
の
最
大
保
護
導
体
電
流
（

m
Ａ
）
を
表
し
て
い
る
。

 

  

附
属
書

F
 

（
参
考
）

 

JI
S 

C
60

36
4
の
第

1
部
～
第

6
部
の
再
構
成
 

 

 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

1
に
は
あ
る
が
，
本

JI
S
で
は
省
略
す
る
。

 

 

3-34



 

IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説
 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
配
線
設
備

 

 序
文

 

こ
の
規
格
は
，

20
09

年
に
第

3.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2 

: 2
00

9
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
構
成
を
変
更
す
る
こ
と

な
く
作
成
し
た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。

 

な
お
，
こ
の
規
格
で
点
線
の
下
線
を
施
し
て
あ
る
参
考
事
項
は
，
対
応
国
際
規
格
に
は
な
い
事
項
で
あ
る
。

 

 52
0 

概
要

 

52
0.

1 
適
用
範
囲
 
こ
の
規
格
は
，
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

 
注
記

1 
こ
の
規
格
は
一
般
に
保
護
導
体
に
も
適
用
す
る
が
，
保
護
導
体
に
対
す
る
詳
細
な
要
求
事
項
は

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
に
示
す
。

注
記

2 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2 

: 2
00

9，
L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
n－

Pa
rt 

5-
52

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 e
qu

ip
m

en
t－

W
iri

ng
 sy

st
em

（
ID

T
）

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

“I
D

T
”は

，
IS

O
/I

E
C

 G
ui

de
 2

1-
1
に
基
づ
き
，“

一
致
し
て
い
る
”
こ
と
を
示
す
。

 
 

52
0.

2 
引
用
規
格
 
次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら

の
引
用
規
格
の
う
ち
で
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の

後
の
改
正
版
･追

補
に
は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の

終
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 0

36
6 

建
築
電
気
設
備
の
電
圧
バ
ン
ド
 

 
注
記
 

IE
C

 6
04

49
, V

ol
ta

ge
 b

an
ds

 fo
r e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs

 

 
JI

S 
C

 0
92

0 
電
気
機
械
器
具
の
外
郭
に
よ
る
保
護
等
級
（
IP

コ
ー
ド
）

 

 
 
注
記
 

IE
C

 6
05

29
, D

eg
re

es
 o

f p
ro

te
ct

io
n 

pr
ov

id
ed

 b
y 

en
cl

os
ur

es
（

IP
 C

od
e）

４
） （

ID
T）

 

 
JI

S 
C

 3
66

4 
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
の
導
体

 

 
 
注
記
 

IE
C

 6
02

28
, C

on
du

ct
or

s o
f i

ns
ul

at
ed

 c
ab

le
s（

ID
T）

 

 
JI

S 
C

 3
66

5-
1-

1 
電
気
ケ
ー
ブ
ル
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
燃
焼
試
験
－
第

1-
1
部
：
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
一
条
垂
直
燃
焼

試
験
－
装
置
 

 
 
注
記
 

IE
C

 6
03

32
-1

-1
，

Te
st

s 
on

 e
le

ct
ri

c 
an

d 
op

ti
ca

l f
ib

er
 c

ab
le

s 
un

de
r 

fir
e 

co
nd

iti
on

s－
P

ar
t 

1-
1:

 T
es

t 
fo

r 
ve

rt
ic

al
 

fla
m

e 
pr

op
ag

at
io

n 
fo

r 
a 

si
ng

le
 in

su
la

te
d 

w
ir

e 
or

 c
ab

le
s－

A
pp

ar
at

us
（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2 

電
気
ケ
ー
ブ
ル
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
燃
焼
試
験
－
第

1-
2
部
：
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
一
条
垂
直
燃

焼
試
験
－
1k
Ｗ
混
合
ガ
ス
炎
に
よ
る
方
法
 

 
 
注
記
 

IE
C

 6
03

32
-1

-2
，

Te
st

s 
on

 e
le

ct
ri

c 
an

d 
op

ti
ca

l f
ib

er
 c

ab
le

s 
un

de
r 

fir
e 

co
nd

iti
on

s－
P

ar
t 

1-
2:

 T
es

t 
fo

r 
ve

rt
ic

al
 

fla
m

e 
pr

op
ag

at
io

n 
fo

r 
a 

si
ng

le
 in

su
la

te
d 

w
ir

e 
or

 c
ab

le
s－

P
ro

ce
du

re
 fo

r 
1 

kW
 p

re
-m

ix
ed

 fl
am

e 

 
 J

IS
 C

 6
03

64
-1
 
低
圧
電
気
設
備
－
第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
用
語
の
定
義

 

 
 
注
記
 

IE
C

 6
03

64
-1

: 
20

05
, 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
－

Pa
rt 

1:
 F

un
da

m
en

ta
l 

pr
in

ci
pl

es
, 

as
se

ss
m

en
t 

of
 g

en
er

al
 

ch
ar

ac
te

ris
tic

s, 
de

fin
iti

on
s（

ID
T）

 

 
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1 

低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

 
 
注
記
  

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1 

Lo
w

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
－

P
ar

t 
4-

41
: 

P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

         52
0.

1
の
注
記
は
，「

保
護
導
体
」
の
選
定
と
施
工
に
つ
い
て
の
詳
細
は

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4 
第

5-
54

部
（
接
地
設
備
及
び
保
護
導
体
）

を
参
照
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

                          

                                     

3-35



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

el
ec

tr
ic

 s
ho

ck
（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

注
記

  
IE

C
 6

03
64

-4
-4

2 
El

ec
tri

ca
l 

in
st

al
la

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs
－

P
ar

t 
4-

42
: 

P
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

th
er

m
al

 e
ffe

ct
s（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
54

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
接
地
設
備
，
保
護
導
体
及
び
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

導
体

 

注
記
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
4 

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
－

P
ar

t 5
-5

4:
 S

el
ec

tio
n 

an
d 

er
ec

ti
on

 o
f e

le
ct

ri
ca

l e
qu

ip
m

en
t

－
E

ar
th

in
g 

ar
ra

ng
em

en
ts

, p
ro

te
ct

iv
e 

co
nd

uc
to

rs
 a

nd
 p

ro
te

ct
iv

e 
bo

nd
in

g 
co

nd
uc

to
rs
（

ID
T
）
 

 

JI
S 

C
 8

46
1（

す
べ
て
の
部
）
 
電
線
管
シ
ス
テ
ム
 

 
注
記
 

IE
C

 6
13

86
 (a

ll 
pa

rts
), 

C
on

du
it 

sy
st

em
s f

or
 c

ab
le

 m
an

ag
em

en
t（

M
O

D
）

 

IE
C

 6
02

87
(a

ll 
pa

rt
s)
，

E
le

ct
ri

c 
ca

bl
es
－

C
al

cu
la

ti
on

 o
f t

he
 c

ur
re

nt
 r

at
in

g 

IE
C

 6
02

87
-2

-1
，

El
ec

tri
c 

ca
bl

es
－

C
al

cu
la

tio
n 

of
 th

e 
cu

rr
en

t r
at

in
g－

Pa
rt 

2-
1:

 T
he

rm
al

 re
si

st
an

ce
－

C
al

cu
la

tio
n 

of
 th

er
m

al
 re

si
st

an
ce

１
 

 
IE

C
 6

02
87

-3
-1
，

E
le

ct
ri

c 
ca

bl
es
－

C
al

cu
la

tio
n 

of
 t

he
 c

ur
re

nt
 r

at
in

g－
P

ar
t 

3-
1:

 S
ec

ti
on

s 
on

 o
pe

ra
tin

g 
co

nd
it

io
ns
－

R
ef

er
en

ce
 o

pe
ra

ti
ng

 c
on

di
tio

ns
 a

nd
 s

el
ec

ti
on

 o
f c

ab
le

 ty
pe

２
  

 

IE
C

 6
04

39
-2
，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 s
w

itc
hg

ea
r 

an
d 

co
nt

ro
lg

ea
r 

as
se

m
bl

ie
s－

Pa
rt 

2:
 P

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 b

us
ba

r 
tru

nk
in

g 
sy

st
em

s 

(b
us

w
ay

s)
３
 

IE
C

 6
05

02
(a

ll 
pa

rts
) 

 P
ow

er
 c

ab
le

s 
w

ith
 e

xt
ru

de
d 

in
su

la
tio

n 
an

d 
th

ei
r a

cc
es

so
rie

s 
fo

r r
at

ed
 v

ol
ta

ge
s 

fr
om

 1
 k

V
 (U

m
＝

1.
2 

kV
) u

p 

to
 3

0 
kV

 (U
m
＝

36
 k

V
) 

IE
C

 6
05

70
, E

le
ct

ric
al

 su
pp

ly
 tr

ac
k 

sy
st

em
s f

or
 lu

m
in

ai
re

s 

IE
C

 6
07

02
 (a

ll 
pa

rts
), 

M
in

er
al

 in
su

la
te

d 
ca

bl
es

 a
nd

 th
ei

r t
er

m
un

at
io

ns
 w

ith
 a

 ra
te

d 
vo

lta
ge

 n
ot

 e
xc

ee
di

ng
 7

50
 V

 

  
IE

C
 6

09
47

-7
(a

ll 
pa

rts
 7

), 
L

ow
-v

ol
ta

ge
 s

w
it

ch
ge

ar
 a

nd
 c

on
tr

ol
ge

ar
－

P
ar

t 7
: A

nc
ill

ar
y 

eq
ui

pm
en

t 

  
IE

C
 6

09
98

 (a
ll 

pa
rts

), 
C

on
ne

ct
in

g 
de

vi
ce

s f
or

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
irc

ui
ts 

fo
r h

ou
se

ho
ld

 a
nd

 si
m

ila
r p

ur
po

se
s 

  
IE

C
 6

10
84

 (a
ll 

pa
rts

), 
C

ab
le

 tr
un

ki
ng

 a
nd

 d
uc

tin
g 

sy
st

em
s f

or
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 

  
IE

C
 6

15
34

 (a
ll 

pa
rts

), 
Po

w
er

tra
ck

 sy
st

em
s 

  
IE

C
 6

15
37

, C
ab

le
 m

an
ag

em
en

t－
C

ab
le

 tr
ay

 sy
st

em
s a

nd
 c

ab
le

 la
dd

er
 sy

st
em

s 

IS
O

 8
34

 (a
ll 

pa
rt

s)
，

Fi
re

-r
es

is
ta

nc
e 

te
st

s－
El

em
en

ts
 o

f b
ui

ld
in

g 
co

ns
tru

ct
io

n 

注
1  

IE
C

 6
02

87
-2

-1
(1

99
4)
と
そ
の
追
補

1
及
び

2(
19

99
)と

の
合
併
版

1.
2(

20
06

)が
あ
る
。

 

注
2  

IE
C

 6
02

87
-3

-1
(1

99
5)
と
そ
の
追
補

1(
19

99
)と

の
合
併
版

1.
1(

19
99

)が
あ
る
。

 

注
３
 
IE

C
 6

04
39

-2
(1

99
5)
と
そ
の
追
補

1(
20

05
)と

の
合
併
版

3.
1(

20
05

)が
あ
る
。

 

注
４
 
IE

C
 6

05
29

(1
98

9)
と
そ
の
追
補

1(
19

99
)と

の
合
併
版

2.
1(

20
01

)が
あ
る
。

 

52
0.

3 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
。

 

52
0.

3.
1
配
線
方
法
（

W
ir

in
g 

sy
st

em
）

 

 
裸
導
体
若
し
く
は
絶
縁
導
体
又
は
ケ
ー
ブ
ル
若
し
く
は
ブ
ス
バ
ー
及
び
そ
れ
ら
を
保
護
す
る
部
品
，
必
要
な
ら
ば
ケ
ー
ブ
ル
又
は
ブ
ス
バ

ー
を
格
納
す
る
部
品
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
す
る

 

52
0.

3.
2 

ブ
ス
バ
ー
（

bu
sb

ar
）

 

幾
つ
か
の
回
路
を
別
々
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
低
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
導
体

 [
IE

V
 6

05
-0

2-
01

] 

 

                                       

                                       

3-36



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
0.

4 
一
般
事
項

 

次
の
も
の
に
適
用
す
る
も
の
と
し
て
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
の
基
本
的
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
電
線

 

 
－
 
そ
れ
ら
の
端
末
処
理
及
び
／
又
は
接
続

 

 
－
 
そ
れ
ら
の
支
持
又
は
ち
ょ
う
架

 

 
－
 
そ
れ
ら
の
外
的
影
響
に
対
す
る
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
又
は
保
護

 

 52
1 

配
線
方
法
の
種
類

 

52
1.

1 
使
用
す
る
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
に
関
す
る
配
線
方
法
（

52
1.

4
に
規
定
す
る
方
法
を
含
む
）
の
施
設
方
法
は
，
表

A
52

.1
に

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
箇
条

52
2
に
従
っ
て
与
え
ら
れ
た
外
的
影
響
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
1.

2 
関
連
す
る
場
所
に
関
す
る
配
線
方
法
（

52
1.

4
に
規
定
す
る
方
法
を
含
む
）
の
施
設
方
法
は
，
表

A
52

.2
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
表

A
52

.2
に
含
ま
れ
な
い
ケ
ー
ブ
ル
，
電
線
及
び
ブ
ス
バ
ー
に
つ
い
て
は
，
こ
の
部
の
要
求
事
項
を
満
足
す
る
よ
う
な
他
の
施
設
方
法

を
使
用
し
て
も
よ
い
。

 

52
1.

3 
許
容
電
流
を
算
出
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
施
設
方
法
（

52
1.

4
に
規
定
す
る
方
法
を
含
む
）
に
関
す
る
配
線
方
法
の
例
を
，
表

A
.5

2.
3

に
示
す
。

 

 
注
記
 
表

52
-3
は
，
同
一
の
許
容
電
流
を
安
全
に
使
用
し
得
る
と
み
な
さ
れ
る
設
備
の
基
準
的
方
法
を
示
し
て
い
る
。

 

 
 
 
 
す
べ
て
の
こ
れ
ら
の
項
目
が
す
べ
て
の
国
の
規
定
で
必
然
的
に
認
め
ら
れ
る
か
，
又
は
他
の
施
設
方
法
が
禁
止
さ
れ
る
と
は
い
え

な
い
。

 

52
1.

4 
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
及
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
方
式
 
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
は
，

IE
C

 6
04

39
-2
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，

ま
た
配
線
ダ
ク
ト
方
式
は
，

IE
C

 6
15

34
シ
リ
ー
ズ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
及
び
配
線
ダ
ク
ト
方
式
は
，
外
的

影
響
を
考
慮
し
て
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
て
選
定
し
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

   52
1.

5 
交
流
回
路
－
電
磁
的
影
響
（
渦
電
流
の
防
止
）
 
 

52
1.

5.
1 

強
磁
性
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
納
す
る
交
流
回
路
の
導
体
は
，
各
回
路
の
保
護
導
体
を
含
む
各
回
路
の
全
導
体
を
同
一
エ
ン
ク

ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
め
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
導
体
を
鉄
製
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
納
す
る
場
合
，
導
体

を
強
磁
性
体
で
集
合
的
に
包
み
込
む
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
1.

5.
2 

ス
チ
ー
ル
ワ
イ
ヤ
又
は
ス
チ
ー
ル
テ
ー
プ
で
が
い
（
鎧
）
装
し
た
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
交
流
回
路
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
ス
チ
ー
ル
ワ
イ
ヤ
又
は
ス
チ
ー
ル
テ
ー
プ
が
い
装
は
，
強
磁
性
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
と
み
な
す
。
単
心
の
ワ
イ
ヤ

が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
に
関
し
て
は
，
ア
ル
ミ
が
い
装
の
使
用
を
推
奨
す
る
。

 

 52
1.

6 
電
線
管
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
方
式
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
方
式

す
べ
て
の
導
体
が
，
そ
の
う
ち
の

大
公
称
電
圧
に
対
し
て
絶
縁
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
複
数
の
回
路
を
同
一
の
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク

ト
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
セ
パ
レ
ー
ト
し
た
区
画
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

電
線
管
方
式
は
，

JI
S 

C
 8

46
1
規
格
群
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
グ
又
は
ケ
ー
ブ
ダ
ク
ト
方
式
は
，

IE
C

 6
10

84

シ
リ
ー
ズ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
方
式
は
，

IE
C

 6
15

37
に
適
合
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
電
線
管
方
式
の
選
定
に
関
す
る
指
針
を
附
属
書

F
に
示
す
。

 

52
0.

4
は
，
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
当
た
り
，
絶
縁
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
端
末
処
理
，
接
続
，
そ
れ
ら
に
関
す
る
支
持
，
ち

ょ
う
架
の
施
工
，
あ
る
い
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
（
閉
鎖
箱
）
に
対
す
る
外
的
影
響
，
又
は
保
護
手
段
に
関
し
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
（
第

1

部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
用
語
の
定
義
）
を
考
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

     52
1.

1
は
，
配
線
設
備
を
施
工
す
る
に
当
た
り
，
使
用
す
る
電
線
，
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
に
応
じ
て
表
Ａ

52
.1
に
よ
り

,施
設
方
法
を
選
定

す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お

,使
用
す
る
配
線
材
料
は
布
設
場
所
の
外
的
影
響
に
対
応
し
た
も
の
を
選
定
す
る
こ
と
。

 

52
1.

2
及
び

52
1.

3
は
，
配
線
設
備
を
施
工
す
る
に
当
た
り
，
そ
の
施
設
状
況
（
場
所
，
環
境
）
に
応
じ
て
，
表
Ａ

52
.2
に
よ
っ
て
そ

の
施
設
方
法
の
適
否
を
判
断
し
，
さ
ら
に
施
設
方
法
の
例
（
表
Ａ

52
.3
）
の
項
目
番
号
を
参
考
に
施
工
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

      52
1.

4
は
，
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
及
び
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
方
式
に
よ
っ
て
配
線
を
施
工
す
る
際
は
，

IE
C

60
43

9-
2「

バ
ス
ダ

ク
ト
」
及
び

IE
C

61
53

4｢
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
｣の

内
容
に
準
拠
す
る
と
と
も
に
，
製
造
業
者
の
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
施

設
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

IE
C

60
43

9-
2：

低
電
圧
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
ア
セ
ン
ブ
リ
－
第

2
部
：
バ
ス
ダ
ク
ト
の
個
別
要
求
事
項

 

IE
C

61
53

4：
電
力
経
路
シ
ス
テ
ム

 

 52
1.

5
は
，
そ
の
他
配
線
設
備
を
施
工
す
る
際
，
次
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

強
磁
性
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
施
設
す
る
交
流
回
路
の
導
体
は
，個

々
の
回
路
の
全
導
体
が
同
一
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
め
ら

れ
る
よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
。

 

こ
れ
は
，
１
つ
の
回
路
の
充
電
用
導
体
を
別
々
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
収
め
る
と
，
う
ず
電
流
損
に
よ
る
発
熱
，
電
圧
降
下
な
ど
が
起

こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 

強
磁
性
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
と
し
て
は
，
金
属
製
電
線
管
，
鋼
板
製
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
が
あ
り
，
強
磁
性
で
な
い
も
の
と
し
て
は
，
真
ち
ゅ

う
，
ア
ル
ミ
，
合
成
樹
脂
な
ど
が
あ
る
。

 

  52
1 .

6
は
，
そ
の
他
配
線
設
備
を
施
工
す
る
際
，
次
の
点
を
考
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

複
数
の
回
路
を
同
一
の
電
線
管
及
び
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
に
収
め
る
場
合
は
，す

べ
て
の
導
体
が
そ
の
回
路
の
中
の

大
公
称
電
圧
に

対
し
て
絶
縁
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

JI
S 

C
 8

46
1：

電
線
管
シ
ス
テ
ム

 

IE
C

 6
10

84
：
電
気
設
備
用
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
及
び
ダ
ク
ト
シ
ス
テ
ム

 

IE
C

 6
15

37
：
ケ
ー
ブ
ル
管
理
－
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
方
式
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
方
式

 

                                       

3-37



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
1.

7 
1
本
の
ケ
ー
ブ
ル
内
の
複
数
回
路
 
全
導
体
が

高
公
称
電
圧
に
対
し
て
絶
縁
さ
れ
て
い
る
場
合
，
同
一
の
ケ
ー
ブ
ル
内
に
複
数
の

回
路
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  52
1.

8 
回
路
の
構
成
 

 

52
1.

8.
1 

回
路
の
導
体
は
，
異
な
る
多
心
ケ
ー
ブ
ル
，
異
な
る
電
線
管
，
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
又
は
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
方
式
に
わ
た
っ
て
配
線
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
，

1
回
路
を
構
成
す
る
多
心
ケ
ー
ブ
ル
が
並
列
に
施
設
さ
れ
る
こ
と
は
好
ま

し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
多
心
ケ
ー
ブ
ル
が
並
列
に
施
設
さ
れ
る
場
合
は
，
各
ケ
ー
ブ
ル
は
，
各
相
の

1
本
の
導
体
及
び
あ
る
場
合
は
中
性

線
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
1.

8.
2 

幾
つ
か
の
主
回
路
に
共
通
の
中
性
線
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
，
単
相
交
流
の
分
岐
回
路
は
，
回
路
構
成
と
し
て

1
本
の
中
性
線
だ
け
が
あ
る

1
個
の
多
相
交
流
回
路
の

1
本
の
線
導
体
と
中
性
線
で
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
多
相

回
路
は
，
全
線
導
体
を
断
路
す
る

53
6.

2.
2
に
従
っ
た
断
路
装
置
の
手
段
を
用
い
て
断
路
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
複
数
回
路
に
対
し
て
共
通
の
保
護
導
体
の
配
置
に
関
し
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
を
参
照
。

 

 52
1.

8.
3 

複
数
回
路
が
一
つ
の
接
続
箱
中
で
端
子
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
，
各
回
路
に
対
す
る
端
子
は
，

IE
C

 6
09

98
シ
リ
ー
ズ
に
従
っ
た

接
続
器
及
び

IE
C

 6
09

47
-7
に
従
っ
た
端
子
箱
に
関
す
る
も
の
を
除
い
て
，
絶
縁
仕
切
り
で
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
1.

9 
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
の
使
用

 

52
1.

9.
1 

可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
は
，
こ
の
規
格
に
適
合
す
る
固
定
配
線
に
適
用
で
き
る
。
 

52
1.

9.
2 

使
用
時
に
移
動
を
意
図
し
た
電
気
機
器
は
，
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
か
ら
電
力
供
給
す
る
機
器
を
除
い
て
，
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又

は
コ
ー
ド
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
1.

9.
3 

例
え
ば
調
理
台
又
は
仮
床
内
の
設
備
用
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
よ
う
に
，
接
続
，
洗
浄
の
目
的
で
一
時
的
に
動
か
す
据
付
け
形
機
器
は
，

可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
1.

9.
4 

可
と
う
電
線
管
方
式
は
，
可
と
う
絶
縁
電
線
を
保
護
す
る
目
的
で
使
用
し
て
も
よ
い
。

 

52
1.

10
 
ケ
ー
ブ
ル
設
備

 

固
定
配
線
用
絶
縁
電
線
（
被
覆
な
し
）
は
，
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
内
に
収
納
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
に
に
適
合
す
る
保
護
導
体
に
は
適
用
し
な
い
。

 

52
2 

外
的
影
響
に
関
す
る
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工

 

 
選
定
し
た
施
設
方
法
は
，
予
期
す
る
外
的
影
響
に
対
す
る
保
護
を
配
線
設
備
の
す
べ
て
の
隣
接
す
る
部
分
に
施
す
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

1
の
表

51
A
に
分
類
す
る
外
的
影
響
の
う
ち
，
配
線
設
備
に
と
っ
て
関
係
の
深
い
も
の
を
こ
の
箇
条
に
規
定
す

る
。

 

52
2.

1 
周
囲
温
度

(A
A

) 
 

52
2.

1.
1 

配
線
設
備
は
，
そ
の
使
用
場
所
の

高
周
囲
温
度
と

低
周
囲
温
度
と
の
間
の
す
べ
て
の
温
度
に
対
し
適
切
で
あ
る
よ
う
に
，
ま

た
，
通
常
運
転
で
の
制
限
温
度
（
表

52
.1
参
照
）
及
び
故
障
の
場
合
の
制
限
温
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 
注
記
 
“
制
限
温
度
”
は
，

大
連
続
運
転
温
度
を
意
味
す
る
。

 

52
2.

1.
2 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
配
線
器
具
類
な
ど
の
配
線
設
備
構
成
部
品
は
，
当
該
製
品
規
格
又
は
製
造
業
者
が
示
す
限
度
内
の
温
度
に
限
り
施

設
し
又
は
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

2 
外
部
熱
源
 

 

52
1.

7
は
，
こ
こ
で
は
全
導
体
の

高
公
称
電
圧
に
対
す
る
絶
縁
に
配
慮
す
れ
ば
よ
い
，
と
な
っ
て
い
る
が
，
１
本
の
ケ
ー
ブ
ル
内
の

複
数
回
路
は
，
電
力
供
給
回
路
に
使
用
す
る
場
合
，
導
体
の
温
度
上
昇
に
よ
る
許
容
電
流
の
低
減
（
表

B
.5

2.
20

参
照
）
及
び
１
つ
の

回
路
の
故
障
が
他
の
回
路
に
波
及
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
，
使
用
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
原
則
と
し
て
１
回
路
に
１
ケ
ー
ブ
ル
が

望
ま
し
い
。

 

 52
1.

8.
1
は
，
回
路
の
導
体
を
異
な
る
多
心
ケ
ー
ブ
ル
，
異
な
る
電
線
管
等
，
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン

キ
ン
グ
に
分
け
て
配
線
し
て
は
な
ら
な
い
。
中
性
腺
を
含
む
す
べ
て
の
相
の
導
体
を
同
じ
多
心
ケ
ー
ブ
ル
，
同
じ
電
線
管
等
に
施
設
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
電
磁
的
平
衡
を
と
る
た
め
で
あ
る
，
よ
っ
て

1
回
路
を

1
ケ
ー
ブ
ル
で
配
線
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 52
1.

8.
2
は
，
幾
つ
か
の
主
回
路
に
中
性
線
を
共
通
に
し
た
場
合
，
全
線
導
体
を
遮
断
す
る

53
6.

2.
2
に
従
っ
た
断
路
装
置
の
手
段
を
用

い
て
一
つ
の
主
回
路
を
断
路
す
る
と
，
他
の
主
回
路
に
接
続
さ
れ
て
い
る
単
相
交
流
分
岐
回
路
に
中
性
線
欠
相
が
起
き
る
か
ら
で
あ

る
。

  

              52
2
は
，
配
線
設
備
を
構
築
す
る
に
当
た
り
，
外
的
影
響
に
関
す
る
選
定
と
施
工
の
基
本
的
考
え
方
（
外
的
影
響
の
分
類
）
は

JI
S 

C
 

60
36

4-
5-

51
 
第

5-
51

部
（
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
―

 一
般
事
項
）
の

51
2.

2
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
，
特
に
必
要
な
外
的
影

響
に
つ
い
て
こ
の
箇
条
で
規
定
し
て
い
る
。

 

  52
2.

1
は
，
周
囲
温
度
の
具
体
的
数
値
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A

 (A
A
）
を
参
照
。

 

52
2.

1.
1
は
，
配
線
設
備
が
施
設
場
所
の

高
周
囲
温
度
と

低
周
囲
温
度
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と
と
し
て
お
り
，
電
線
及
び
ケ

ー
ブ
ル
の
許
容
温
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

ま
た
，
電
線
等
に
流
す
電
流
は
，

52
3.

1
の
表

52
.1
に
規
定
す
る
許
容
温
度
以
下
と
な
る
よ
う
な
電
流
値
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

52
2.

1.
2
は
，
配
線
設
備
構
成
部
品
等
を
取
り
扱
い
，
施
設
す
る
場
合
，
そ
の
部
品
の
規
格
又
は
製
造
業
者
が
示
す
許
容
温
度
を
遵
守

す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 52
2.

2
の
外
部
熱
源
と
は
，
施
設
し
た
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
自
体
か
ら
発
生
す
る
熱
以
外
の
外
部
か
ら
の
熱
の
こ
と
を
い
う
。

 

                                       

3-38



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
2.

2.
1 

外
部
熱
源
か
ら
の
悪
影
響
を
避
け
る
た
め
，
次
の
対
策
の
一
つ
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
の
有
効
な
方
法
を
講
じ
，
配
線
設
備
を
保
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
熱
の
遮
へ
い

 

 
－
 
熱
源
か
ら
の
十
分
な
離
隔

 

 
－
 
起
き
る
お
そ
れ
の
あ
る
温
度
上
昇
に
関
し
十
分
に
配
慮
し
た
配
線
方
式
構
成
部
品
の
選
定

 

 
－
 
絶
縁
材
料
の
局
部
的
強
化
，
例
え
ば
，
断
熱
絶
縁
継
ぎ
手
に
よ
る

 

注
記
 
外
部
熱
源
か
ら
の
熱
は
，
次
の
も
の
か
ら
放
射
，
対
流
又
は
伝
導
に
よ
っ
て
伝
わ
る
。
例
え
ば
，

 

－
 

温
水
シ
ス
テ
ム

 

－
 

プ
ラ
ン
ト
装
置
及
び
照
明

 

－
 

生
産
工
程

 

－
 

熱
伝
導
材
料

 

－
 

配
線
設
備
又
は
そ
の
周
囲
媒
体
が
受
け
る
太
陽
熱

 

 

52
2.

3 
水
の
存
在

 (
A

D
) 
又
は
高
い
湿
度
（

A
B
）

 

52
2.

3.
1 

配
線
設
備
は
，
結
露
又
は
水
の
浸
入
に
よ
る
損
傷
が
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
完
成
し
た
配
線
設
備

は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
適
し
た
保
護
等
級

IP
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
一
般
に
固
定
配
線
設
備
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
の
外
装
及
び
絶
縁
物
は
，
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
湿
気
の
浸
入
に
対
し
耐
性
が
あ
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
頻
繁
に
飛
ま
つ
を
受
け
る
か
，
水
浸
又
は
水
没
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
は
，
特
別
な
考
慮
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

3.
2 

配
線
設
備
内
に
水
が
滞
留
又
は
凝
結
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，
そ
れ
を
排
出
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

52
2.

3.
3 

配
線
設
備
が
波
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

(A
D

6)
は
，機

械
的
損
傷
に
対
し
て
保
護
す
る
た
め

52
2.

6，
52

2.
7
及
び

52
2.

8

の
措
置
の
一
つ
以
上
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
2.

4 
侵
入
固
形
物
の
存
在

 (
A

E
) 

52
2.

4.
1 

配
線
設
備
は
，
固
形
物
の
侵
入
に
よ
っ
て
起
こ
る
危
険
を

小
に
す
る
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
完
成
し

た
配
線
設
備
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
適
し
た
保
護
等
級

IP
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

4.
2 

影
響
の
あ
る
量
の
ほ
こ
り
が
存
在
す
る
場
所

(A
E

4)
で
は
，
追
加
予
防
措
置
を
講
じ
て
配
線
設
備
の
放
熱
を
阻
害
す
る
よ
う
な
量

の
ほ
こ
り
又
は
そ
の
他
の
物
質
が
た
い
（
堆
）
積
す
る
の
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
ほ
こ
り
の
除
去
を
よ
り
容
易
に
す
る
よ
う
な
配
線
設
備
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
（
箇
条

52
9
参
照
）。

 

 52
2.

5 
腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在

 (
A

F
) 

 

52
2.

5.
1 

水
を
含
む
腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在
が
腐
食
又
は
劣
化
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，
そ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
る
お

そ
れ
の
あ
る
配
線
設
備
の
部
分
を
こ
れ
ら
の
物
質
に
耐
え
る
材
料
で
適
切
に
保
護
す
る
か
又
は
製
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
施
工
時
に
施
す
適
切
な
保
護
に
は
，
保
護
テ
ー
プ
巻
き
，
塗
装
又
は
グ
リ
ー
ス
塗
布
を
含
め
て
も
よ
い
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
，
製

造
業
者
と
協
議
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 

52
2.

5.
2 

電
解
作
用
を
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
異
種
金
属
は
，
相
互
の
接
触
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
よ
う
な
特
別
措
置
を
施
し
た
場
合
を
除

き
，
相
互
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

5.
3 

材
料
が
相
互
作
用
に
よ
っ
て
又
は
個
別
に
劣
化
若
し
く
は
危
険
な
状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，
そ
れ
ら
を
相
互
に
接
触

し
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

2.
1
の
注
記
に
あ
る
「
周
囲
媒
体
」
に
は
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
金
属
製
電
線
管
，
鋼
板
製
ダ
ク
ト
な
ど
が
あ
り
，

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
太
陽
熱
を
伝
導
す
る
媒
体
物
の
こ
と
を
い
う
。

 

          52
2.

3
の
水
の
存
在
又
は
高
い
湿
度
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，
第

5-
51

部
の

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
D
）（

A
B
）
を
参
照
。

 

52
2.

3.
1
の
保
護
等
級

IP
に
つ
い
て
は
，第

5-
52

部
の

51
2.

2
の
表

51（
A

D
）（

A
B
）及

び
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1 
第

4-
41

部
の
 

41
2.

2.
2

の
逐
条
解
説
を
参
照
。

 

52
2.

3.
1
の
注
記
の
｢特

別
な
考
慮
｣と

は
，
ケ
ー
ブ
ル
を
耐
水
性
の
防
護
管
等
に
入
れ
，
さ
ら
に
造
営
材
に
防
護
管
等
を
固
定
す
る
。

ま
た
，
配
管
口
を
水
密
処
理
（
シ
ー
ル
処
理
）
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

 52
2.

3.
2
の
措
置
と
し
て
は
，
ド
レ
ン
等
を
設
け
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 52
2.

3.
3
は
，
桟
橋
，
岸
壁
な
ど
に
施
設
す
る
配
線
設
備
に
お
い
て
，
波
に
さ
ら
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，
衝
撃
，
振
動
及
び

そ
の
他
の
機
械
的
応
力
に
よ
っ
て
起
こ
る
損
傷
に
対
し
て
防
護
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 52
2.

4
の
侵
入
固
形
物
（
ほ
こ
り
等
）
の
存
在
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
E
）
を
参
照
。

 

52
2.

4.
1
の
保
護
等
級

IP
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
D
）
及
び

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
第

4-
41

部
の

4 
41

2.
2.

2
の
逐
条
解
説
を

参
照
。

52
2.

4.
2
の
影
響
あ
る
量
の
ほ
こ
り
が
存
在
す
る
場
所

(A
E4

)と
は
，
軽
度
の
ほ
こ
り
の
た
い
積
が
存
在
す
る
場
所
（

1
日
㎡
当

た
り

10
㎎
～

35
㎎
）
で
あ
る
。

 

   52
2.

5
の
腐
食
又
は
汚
染
物
質
の
存
在
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
F
）
を
参
照
。

 

52
2.

5.
1
の
腐
食
防
止
対
策
と
し
て
，
耐
腐
食
性
の
材
料
に
は
，
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
製
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
保
護
用
合
成
樹
脂
被
覆

鋼
管
，
ス
テ
ン
レ
ス
製
ケ
ー
ブ
ル
保
護
管
な
ど
が
あ
り
，
製
造
物
に
は
，
耐
溶
剤
性
ケ
ー
ブ
ル
，
耐
硫
化
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
あ
る
。

 

 52
2.

5.
2
の
｢特

別
措
置
｣と

は
，
例
え
ば
銅
導
体
と
ア
ル
ミ
導
体
を
接
続
す
る
場
合
，
銅
電
線
に
す
ず
メ
ッ
キ
又
は
銀
メ
ッ
キ
を
施
す

こ
と
な
ど
を
い
う
。

 

  

                                       

3-39



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
2.

6 
衝
撃

 (
A

G
) 

 

52
2.

6.
1 

配
線
設
備
は
，
例
え
ば
，
工
事
，
使
用
又
は
保
守
中
に
衝
撃
，
貫
通
，
圧
縮
な
ど
の
機
械
的
応
力
に
よ
っ
て
起
こ
る
損
傷
を

小

に
す
る
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  52
2.

6.
2 

固
定
設
備
に
お
い
て
厳
し
さ
中

(A
G

2)
又
は
厳
し
さ
大

(A
G

3)
の
衝
撃
が
発
生
し
得
る
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
施
し
て

保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

配
線
設
備
の
機
械
的
特
性

 

－
 

場
所
の
選
定

 

－
 

部
分
的
又
は
全
体
に
追
加
し
て
施
す
機
械
的
保
護
措
置

 

－
 

上
記
の
い
ず
れ
か
の
組
合
せ

 

注
記

1 
例
と
し
て
は
，
床
が
突
き
通
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
及
び
フ
オ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
す
る
場
所
な
ど
が
あ
る
。
 

注
記

2 
追
加
の
機
械
的
保
護
は
，
適
当
な
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
／
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
又
は
電
線
管
方
式
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
達
成
で
き
る
。
 

52
2.

6.
3 

床
下
又
は
天
井
裏
に
施
設
す
る
ケ
ー
ブ
ル
は
，
床
若
し
く
は
天
井
又
は
そ
れ
ら
の
支
持
材
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け

な
い
よ
う
な
場
所
に
布
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

52
2.

6.
4 

電
線
及
び
導
体
の
敷
設
後
に
電
気
機
器
の
保
護
等
級
を
保
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

52
2.

7 
振
動

 (
A

H
) 

 

52
2.

7.
1 

厳
し
さ
中

 (
A

H
2)

 又
は
厳
し
さ
大

 (
A

H
3)

 の
振
動
を
受
け
る
機
器
の
構
造
体
に
支
持
又
は
固
定
す
る
配
線
設
備
は
，
特
に
ケ
ー

ブ
ル
及
び
そ
の
接
続
部
に
お
い
て
，
こ
れ
ら
の
条
件
に
対
し
て
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
振
動
機
器
へ
の
接
続
に
特
別
な
注
意
を
払
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
部
分
的
に
可
と
う
配
線
設
備
な
ど
を
採
用
し
て
も
よ
い
。

 

52
2.

7.
2 

照
明
器
具
な
ど
つ
り
下
げ
形
電
気
使
用
機
器
の
固
定
形
設
備
は
，
可
と
う
性
心
線
を
も
つ
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
振
動
及
び
移
動
の
お
そ
れ
も
な
い
場
合
は
，
非
可
と
う
性
心
線
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

52
2.

8 
そ
の
他
の
機
械
的
応
力

 (
A

J)
 

 

52
2.

8.
1 

配
線
設
備
は
，
そ
の
工
事
中
，
使
用
中
又
は
保
守
の
際
に
，
ケ
ー
ブ
ル
及
び
絶
縁
電
線
並
び
に
そ
れ
ら
の
端
末
に
損
傷
を
与
え
な

い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
電
線
管
方
式
，
ダ
ク
ト
方
式
，
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
及
び
ト
レ
イ
並
び
に
ラ
ダ
ー
内
に
ケ
ー
ブ
ル
及
び
導
体
を
通
す
た
め
に
シ
リ
コ
ン
油

を
含
ん
だ
潤
滑
油
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

52
2.

8.
2 

電
線
管
方
式
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
，
そ
の
他
，
設
備
の
た
め
に
特
別
に
設
計
し
た
呼
び
線
入
り
の
電
線
管
集
合
体
を
構
造

体
に
埋
め
込
む
場
合
は
，
す
べ
て
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
む
前
に
，
そ
の
間
の
施
工
を
完
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

52
2.

8.
3 

配
線
設
備
の
曲
げ
半
径
は
，
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
な
も
の
で
，
か
つ
，
端
末
が
応
力
を
受
け
な
い
よ
う

な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

8.
4 

電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
が
施
設
方
法
に
よ
っ
て
連
続
的
に
支
持
さ
れ
な
い
場
合
は
，
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
が
そ
の
自
重
に
よ
っ
て
又

は
短
絡
電
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
電
磁
力
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
，
適
切
な
間
隔
及
び
適
切
な
方
法
で
支
持
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 
注
記
 
短
絡
電
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
電
磁
力
に
つ
い
て
は
，
断
面
積

50
 m

m
２
以
上
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
と
き
に
だ
け
警
戒
が
必
要
で

あ
る
。
に

 

52
2.

8.
5 

配
線
設
備
が
連
続
的
な
引
張
応
力
を
受
け
る
場
合
（
例
え
ば
，
垂
直
布
設
に
お
け
る
自
重
）
は
，
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
が
受
け
入

れ
難
い
引
張
応
力
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
に
，
必
要
な
断
面
積
を
も
つ
適
切
な
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
電
線
並
び
に
取
付
方
法
を

選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

52
2.

6
の
衝
撃
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
G
）
を
参
照
。

 

52
2.

6.
1
の
｢配

線
設
備
の
損
傷
を

小
に
す
る
手
段
｣と

は
，
他
物
の
接
触
等
に
よ
っ
て
配
線
が
損
傷
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
所
を
選
定

す
る
こ
と
や
，
配
線
を
金
属
製
電
線
管
，
鋼
板
製
ダ
ク
ト
な
ど
で
外
部
か
ら
の
障
害
を
保
護
す
る
こ
と
，
ま
た
は
金
属
製
電
線
管
，
鋼

板
製
ダ
ク
ト
な
ど
自
体
を
衝
撃
等
か
ら
護
る
た
め
に
，
そ
れ
ら
が
移
動
，
落
下
し
な
い
よ
う
に
支
持
固
定
部
材
を
選
択
及
び
施
工
す
る

こ
と
で
あ
る
。

 

52
2.

6.
2
の
｢厳

し
さ
中

(A
G

2)
又
は
厳
し
さ
大

(A
G

3)
の
衝
撃
｣と

は
，衝

撃
を
含
む
非
定
常
的
振
幅
が
中
は

10
0.

0m
/s

2 ，
大
は

25
0.

0m
/s

2

で
あ
る
。（

JI
S 

C
60

36
4-

5-
51

 附
属
書

C
に
よ
る
。）

 

         52
2.

7
の
振
動
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
H
）
を
参
照
。

 

52
2.

7.
1
の
｢厳

し
さ
中

(A
H

2)
又
は
厳
し
さ
大

(A
H

3)
の
振
動
｣と

は
，
変
位
振
幅
が
中
は

3.
0ｍ

，
大
は

7.
0～

15
.0
ｍ
で
あ
る
。（

JI
S 

C
60

36
4-

5-
51

 附
属
書

C
に
よ
る
。）

 

 52
2.

7.
2
は
，
つ
り
下
げ
方
形
の
電
気
機
器
で
，
振
動
及
び
移
動
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
断
線
又
は
接
触
不
良
等
を
防
ぐ
た
め
に
，

可
と
う
性
心
線
を
も
つ
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

52
2.

8
の
そ
の
他
の
構
械
的
応
カ
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
の
分
類
は
，

IE
C
に
お
い
て
表

51
で
は
，
現
在
検
討
中
と
さ
れ
て
い
る
が
，

施
工
す
る
に
当
た
り
一
般
的
に
留
意
す
る
事
項
が

52
2.

8.
1～

52
2.

8.
9
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
導
体
を
通
す
た
め
に
シ
リ
コ
ン
油
を
含
ん
だ
潤
滑
油
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 52
2.

8.
2
は
，
構
造
体
に
埋
設
す
る
場
合
は
，
電
線
等
を
入
線
す
る
前
に
呼
び
線
入
り
の
電
線
管
の
敷
設
が
終
了
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

22
.8

. 3
は
，
の
曲
げ
半
径
に
つ
い
て
は
，
特
に
数
値
規
格
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
，
施
工
の
際
は
国
内
の
民
間
規
格
（
内
線
規
程
等
）

を
参
照
。

 

     52
2.

8.
 5
の
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
自
重
に
対
す
る
引
張
応
力
に
つ
い
て
は
，
特
に
数
値
規
格
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
，
施
工
の
際

は
国
内
の
民
間
規
格
（
内
線
規
程
等
）
を
参
照
。

 

 

                                       

3-40



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
2.

8.
6 

電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
込
み
又
は
引
き
抜
く
こ
と
を
意
図
し
た
配
線
設
備
は
，
そ
の
作
業
が
で
き
る
よ
う
，
適
切
な
接
近
手

段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

8.
7 

床
内
に
埋
め
込
む
配
線
設
備
は
，
床
の
用
途
に
応
じ
た
使
用
に
よ
っ
て
起
こ
る
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
十
分
に
保
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

52
2.

8.
8 

壁
内
に
堅
固
に
固
定
し
て
埋
め
込
む
配
線
設
備
は
，
水
平
若
し
く
は
垂
直
に
又
は
部
屋
の
縁
に
平
行
に
布
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

天
井
内
又
は
床
内
の
配
線
設
備
は
，
実
用
的
な

短
経
路
を
と
っ
て
も
よ
い
。

 

 

52
2.

8.
9 

導
体
及
び
接
続
部
に
機
械
的
応
力
が
か
か
る
の
を
防
止
す
る
よ
う
に
，
配
線
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

8.
10
 
地
中
に
埋
め
込
ん
だ
ケ
ー
ブ
ル
，
電
線
管
又
は
ダ
ク
ト
は
，
機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
を
行
う
か
，
又
は
そ
の
よ
う
な
機
械

的
損
傷
の
危
険
を

小
限
に
す
る
よ
う
な
深
さ
に
埋
め
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
IE

C
 6

13
86

-2
4
は
，
地
中
埋
込
み
電
線
管
に
対
す
る
規
格
で
あ
る
。

 

 
注
記

2 
機
械
的
保
護
は
，

IE
C

 6
13

86
-2

4
に
従
っ
た
地
中
埋
込
み
電
線
管
方
式
若
し
く
は
が
い
(鎧

)装
ケ
ー
ブ
ル
又
は
覆
板
の
よ
う
な

他
の
適
当
な
方
法
を
使
用
し
て
達
成
し
て
も
よ
い
。

 

52
2.

8.
11
 
ケ
ー
ブ
ル
支
持
物
及
び
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，ケ

ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
電
線
を
に
損
傷
を
与
え
易
い
鋭
利
な
角
を
も
っ
て
い
て

は
な
ら
な
い
。
 

52
2.

8.
12
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
導
体
は
，
固
定
方
法
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
 

52
2.

8.
13
 
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
介
し
て
通
過
す
る
ケ
ー
ブ
ル
，
ブ
ス
バ
ー
及
び
他
の
電
気
導
体
は
，
例
え
ば
可
と
う
配
線

方
式
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
予
想
さ
れ
る
動
き
が
電
気
機
器
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

52
2.

8.
14
 
配
線
が
固
定
間
仕
切
り
を
通
過
す
る
場
所
で
は
，
例
え
ば
金
属
製
被
覆
ケ
ー
ブ
ル
若
し
く
は
が
い
（
鎧
）
装
ケ
ー
ブ
ル
又
は
電

線
管
若
し
く
は
索
環
を
使
用
し
て
，
機
械
的
損
傷
に
対
し
て
配
線
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
注
記
 
配
線
方
式
は
，
耐
荷
重
を
意
図
し
た
建
築
物
の
構
造
体
の
要
素
を
貫
通
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
，
た
だ
し
，
そ
の
よ
う
な
貫
通

の
後
に
耐
荷
重
要
素
を
補
強
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 

52
2.

9 
植
物
及
び
／
又
は
か
び
の
存
在

 (
A

K
) 

 

52
2.

9.
1 

経
験
又
は
予
測
に
よ
っ
て
危
険
条
件

 (
A

K
2)

 と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
に
対
応
し
た
配
線
設
備
を
選
定
す
る
か
又
は
特
別
な
保
護

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
こ
れ
ら
の
植
物
類
の
除
去
を
よ
り
容
易
に
す
る
よ
う
な
施
設
方
法
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
（
箇
条

52
9
参
照
）。

 

注
記

2 
可
能
な
防
止
手
段
は
，
設
備
の
閉
鎖
形
（
電
線
管
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
若
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
），

植
物
に
対
す

る
保
守
離
隔
距
離
及
び
当
該
配
線
設
備
の
定
期
的
清
掃
で
あ
る
。
 

 52
2.

10
 
動
物
の
存
在

 (
A

L
) 

 

52
2.

10
.1
 
経
験
又
は
予
測
に
よ
っ
て
危
険
条
件

 (
A

L
2)

 と
な
る
場
合
は
，
そ
れ
に
対
応
し
た
配
線
設
備
を
選
定
す
る
か
又
は
特
別
な
保
護

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
そ
の
例
を
示
す
。

 

－
 

配
線
設
備
の
機
械
的
特
性

 

－
 

場
所
の
選
定

 

－
 

部
分
的
又
は
全
体
に
追
加
し
て
施
す
機
械
的
保
護
措
置

 

－
 

上
記
の
い
ず
れ
か
の
組
合
せ

 

 52
2.

11
 
太
陽
放
射

 (
A

N
) 
及
び
紫
外
線

 

52
2.

11
.1
 
経
験
又
は
予
測
に
よ
っ
て
影
響
が
あ
る
量
の
太
陽
放
射

 (
A

N
2)

 又
は
紫
外
線
が
あ
る
場
合
は
，
そ
の
条
件
に
適
す
る
配
線
設
備

52
2.

8.
6
の
｢適

切
な
接
近
手
段
｣に

は
，
例
え
ば
，
接
近
の
た
め
の
保
安
通
路
や
は
し
ご
な
ど
を
指
す
。

 

 52
2.

8.
7
の
十
分
な
保
護
と
し
て
，
合
成
樹
脂
製
可
と
う
管
（

PF
管
），

C
D
管
（

C
om

bi
ne

d 
D

uc
t）

が
あ
り
，
機
械
的
衝
撃
や
重
量

物
の
圧
力
が
か
か
る
部
分
に
あ
っ
て
は
，
金
属
製
電
線
管
が
よ
い
。

 

52
2.

8.
8
の
壁
内
で
水
平
若
し
く
は
垂
直
に
又
は
室
の
縁
（
へ
り
）
と
平
行
に
布
設
す
る
の
は
，
そ
の
ル
ー
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
に

よ
り
，
く
ぎ
打
ち
等
に
よ
る
外
傷
を
低
減
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

 

ま
た
，
構
造
体
内
で
固
定
し
な
い
配
線
設
備
は
，
ル
ー
ト
を
明
確
に
す
る
必
要
が
な
い
た
め

短
経
路
を
と
る
こ
と
が
実
用
的
で
あ

る
。

 

52
2.

8.
9
の
「
過
度
の
引
張
応
力
が
か
か
る
部
分
」
で
は
，
許
容
張
力
以
上
の
張
力
に
よ
っ
て
電
線
や
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
部
が
断
線
し

た
り
，
電
線
や
ケ
ー
ブ
ル
の
張
力
に
よ
っ
て
機
器
が
転
倒
・
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
，
配
線
設
備
に
可
と
う
性
を
も
た
せ
，
そ

れ
ら
の
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

       52
2.

8.
14

の
「
索
環
」
と
は
，
ケ
ー
ブ
ル
又
は
電
線
管
を
入
り
口
部
分
で
保
持
し
，
保
護
す
る
た
め
に
用
い
る
構
成
部
品
で
，

こ
れ
に
よ
っ
て
，
湿
気
及
び
汚
染
物
質
の
侵
入
を
防
止
す
る
こ
と
も
あ
る
。

 

   52
2.

9
の
植
物
及
び
又
は
か
び
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
K
）
を
参
照
。

 

52
2.

9.
1
の
「
危
険
条
件
（

A
K

2）
」
と
は
，「

有
害
（
有
害
な
植
物
又
は
か
び
）」

の
こ
と
を
い
う
。
経
験
又
は
予
測
に
よ
り
，
有
害
な

植
物
又
は
か
び
の
発
生
が
予
想
さ
れ
な
い
場
所
を
選
定
す
る
。
ま
た
，
特
別
な
保
護
措
置
と
は
，
植
物
の
接
触
防
止
の
た
め
に
電
線
及

び
ケ
ー
ブ
ル
を
金
属
製
電
線
管
，
鋼
板
製
ダ
ク
ト
な
ど
で
保
護
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
，
か
び
の
被
害
防
止
の
た
め
に
配
線
や
敷
設
場

所
を
防
か
び
処
理
又
は
乾
燥
場
所
な
ど
に
改
善
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 52
2.

10
の
動
物
の
存
在
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
L
）
を
参
照
。

 

52
2.

10
.1

の
「
危
険
条
件
（

A
L2
）」

と
は
，「

有
害
（
動
物
（
昆
虫
，
鳥
，
小
動
物
）
に
よ
る
害
）」

の
こ
と
を
い
う
。
ま
た
，
特
別

な
保
護
措
置
と
は
，
動
物
等
の
侵
入
防
止
の
た
め
に
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
金
属
製
電
線
管
，
鋼
板
製
ダ
ク
ト
な
ど
で
保
護
す
る
こ
と

な
ど
で
あ
る
。
配
線
の
例
と
し
て
は
，
防
蟻
（
ぎ
）
対
策
を
施
し
た
，
防
蟻
シ
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
，
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ケ
ー
ブ
ル
，
波

付
鋼
管
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
，
防
鼠
（
そ
）
対
策
を
施
し
た
，
防
鼠
シ
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
，
Ｓ
Ｕ
Ｓ
ラ
ミ
ネ
ー
ト
ケ
ー
ブ
ル
，
ア
ル
ミ

被
覆
ケ
ー
ブ
ル
，
波
付
鋼
管
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
，
鋼
帯
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
あ
る
。

  

 52
2.

11
の
太
陽
放
射
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
N
）
を
参
照
。

 

52
2.

11
.1
の
「
太
陽
放
射

(A
N

2)
」
と
は
，

50
0＜

強
さ
≦

70
0W

／
m

2
の
こ
と
を
い
う
。
詳
細
は
，

IE
C

 6
07

21
-3

-3
「
耐
候
性
場
所
で
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

を
選
定
し
，
施
工
す
る
か
又
は
適
切
な
遮
へ
い
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
イ
オ
ン
放
射
を
受
け
る
機
器
に
特
に
注
意
を
要
す
る
。

 

注
記
 
温
度
上
昇
を
扱
う

52
2.

2.
1
も
参
照
。

 

 

52
2.

12
 
地
震
の
影
響

 (
A

P
) 

 

52
2.

12
.1
 
そ
の
施
設
場
所
の
地
震
に
よ
る
危
険
を
考
慮
し
て
，
配
線
設
備
を
選
定
し
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
2.

12
.2
 
経
験
に
よ
る
地
震
の
危
険
度
が
厳
し
さ
小

 (
A

P2
) 
又
は
そ
れ
以
上
の
場
合
は
，
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

－
 

配
線
設
備
の
建
築
構
造
体
へ
の
固
定

 

－
 

例
え
ば
安
全
設
備
な
ど
，
す
べ
て
の
重
要
な
機
器
と
固
定
配
線
と
の
接
続
は
，
可
と
う
性
を
考
慮
し
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 52
2.

13
 
風

 (
A

R
) 

 

 

52
2.

13
.1
 

52
2.

7
振
動

 (
A

H
)及

び
52

2.
8
そ
の
他
の
機
械
的
応
力

 (
A

J)
 を

参
照
。

 

 52
2.

14
 
製
造
又
は
貯
蔵
材
料
の
性
質

 (
B

E
) 

 

 
箇
条

42
2
火
災
に
対
す
る
保
護
手
段
，
箇
条

52
7
火
災
の
拡
大
を

小
に
す
る
た
め
の
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工
を
参
照
。

 

52
2.

15
 
建
築
物
の
設
計

 (
C

B
) 

 

52
2.

15
.1
 
構
造
体
等
の
変
位
に
よ
る
危
険
が
存
在
す
る
場
合

 (
C

B
3)

 は
，
そ
の
相
互
変
位
を
許
容
で
き
る
よ
う
な
ケ
ー
ブ
ル
の
支
持
及
び

保
護
方
式
を
採
用
し
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
過
度
な
機
械
的
応
力
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

  

52
2.

15
.2
 
可
と
う
構
造
体
又
は
非
固
定
の
構
造
体

 (
C

B
4)

 に
対
し
て
は
，
可
と
う
配
線
方
式
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
3 

許
容
電
流
 

 

52
3.

1 
通
常
の
使
用
状
態
で
の
耐
用
期
間
に
お
い
て
，
そ
の
電
流
値
は
，
そ
の
絶
縁
物
の
許
容
温
度
を
超
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
要
求
事
項
は
，
こ
の
表
に
示
す
絶
縁
物
の
種
類
に
対
し
て
，
表

52
.1
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
。
電
流
値
は
，

52
3.

2

に
よ
っ
て
選
定
す
る
か
，
又
は

52
3.

3
に
よ
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

表
52

.1
－
絶
縁
物
の
種
類
に
対
す
る

高
許
容
温
度

 

絶
縁
物
の
種
類

 
高
許
容
温
度

ａ
，
ｄ

 

℃
 

熱
可
塑
性
（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

熱
硬
化
性
（
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
）

 

無
機
物
（
熱
可
塑
性
（
塩
化
ビ
ニ
ル
）
又
は
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
被
覆
な
し
）

 

無
機
物
（
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
が
な
く
，
か
つ
可
燃
性
材
料
に
接
触
し
て
い
な
い
被
覆
な

し
）

 

70
 
導
体
に
お
い
て

 

90
 
導
体
に
お
い
て

ｂ
 

70
 
外
装
に
お
い
て

 

10
5 

外
装
に
お
い
て

ｂ
，
ｃ
 

ａ
 
表

52
.1
に
示
す
導
体
の

高
許
容
温
度
は
，
附
属
書

A
に
示
す
許
容
電
流
値
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
，

IE
C

 6
05

02
及
び

IE
C

 6
07

02
か
ら
引
用
し
た
。

 

ｂ
 
導
体
が

70
℃
を
超
え
る
温
度
で
使
用
す
る
場
合
は
，
導
体
に
接
続
さ
れ
て
い
る
機
器
が
接
続
箇
所
に
現
れ
る
温
度
に
適
合

の
条
件
の
分
類
」
を
参
照
。
イ
オ
ン
放
射
と
は
イ
オ
ン
化
さ
れ
た
光
線
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

 

  52
2.

12
の
地
震
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
P
）
を
参
照
。

 

 52
2.

12
.2
の
「
危
険
度
が
小
程
度

(A
P2

)，
又
は
そ
れ
以
上
」
と
は
，

30
G

al
を
超
え
る
加
速
度
の
こ
と
を
い
う
。

 

1G
al
＝

1c
m

/s
2 ＝

0.
01

m
/s

2  

   52
2.

13
の
風
の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

A
R
）
を
参
照
。
こ
の
箇
条
は
，
風
速

10
m

/s
以
下
の
「
空
気
の
動
き

(A
R

)」
を
規
定
し
て
い
る
。

 

52
2.

13
.1
は
，
風
の
影
響
を
考
慮
す
る
際
に
，

52
2.

7，
52

2.
8
も
参
照
。

 

 52
2.

14
の
製
造
又
は
貯
蔵
材
料
の
性
質

(B
E

)の
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
外
的
影
響
の
特
性

(B
E

)を
参
照
。

 

52
2.

14
.1
の
「
火
災
の
拡
大
を

小
に
す
る
た
め
の
方
法
」
に
つ
い
て
は
，
箇
条

52
7
節
の

52
7.

1
防
火
区
画
に
よ
る
措
置
及
び

52
7.

2

配
線
設
備
の
貫
通
部
の
シ
ー
ル
で
具
体
的
に
規
定
し
て
い
る
の
で
，
そ
の
箇
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

52
2.

15
の
建
築
物
の
設
計
に
お
け
る
具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
，

51
2.

2
の
表

51
A
（

C
B
）
を
参
照
。

 

52
2.

15
.1
の
「
構
造
体
の
移
動
に
よ
る
危
険
が
存
在
す
る
場
合

(C
B

3)
」
と
は
，「

構
造
上
の
変
位
に
よ
る
危
険
（
例
え
ば
，
建
物
の
異

な
る
部
分
若
し
く
は
建
築
物
と
大
地
間
の
ず
れ
，
又
は
大
地
若
し
く
は
建
築
物
土
台
の
移
動
）」

を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に
お
い

て
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
過
度
な
機
械
的
応
力
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
例
え
ば
，建

物
の
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
部
分
を
通

過
す
る
配
管
に
は
可
と
う
性
を
も
た
せ
る
か
，
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
等
に
一
定
の
間
隔
を
空
け
，
ラ
ッ
ク
上
の
ケ
ー
ブ
ル
に
た
る
み

を
も
た
せ
る
施
工
方
法
が
あ
る
。

 

52
2.

15
.2
は
，
機
械
的
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
た
め
，
可
と
う
配
線
設
備
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

  52
3.

1
は
，
電
線
に
流
す
電
流
と
し
て
，
表

52
.1
に
示
す
そ
れ
ぞ
れ
の
絶
縁
物
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
許
容
温
度
以
下
で
使
用
す
る
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。

 

           

                                       

3-42



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

ｃ
 
無
機
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
（
Ｍ
Ｉ
）
に
つ
い
て
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
温
度
定
格
，
端
末
処
理
，
環
境
条
件
及
び
そ
の
他
の
外
的
影

響
に
応
じ
て
，
よ
り
高
い
許
容
温
度
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

ｄ
 
導
体
又
は
ケ
ー
ブ
ル
が
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
た

高
許
容
温
度
を
も
つ
と
保
証
さ
れ
た
も
の
。

 

注
記

1 
こ
の
表
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
す
べ
て
の
種
類
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

 

注
記

2 
こ
れ
は
，許

容
電
流
が

IE
C

 6
04

39
-2

や
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
の

IE
C

 6
15

34
-1

な
ど
に
従
っ
て
製
造
業

者
に
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
，
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
方
式
，
照
明
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ダ
ク
ト
方
式
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 注
記

3 
絶
縁
の
他
の
種
類
に
関
す
る
許
容
温
度
に
つ
い
て
は
，
ケ
ー
ブ
ル
仕
様
書
又
は
製
造
業
者
説
明
書
を
参
照
。

 

 52
3.

2 
絶
縁
電
線
及
び
非
が
い

(鎧
)装

ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
電
流
が
，
表

A
.5

2.
3
に
関
連
し
て
附
属
書

B
の
表
か
ら
該
当
す
る
値
を
選
定
し
，

附
属
書

B
に
示
す
必
要
な
補
正
係
数
を
そ
れ
ぞ
れ
適
用
し
た
値
以
下
で
あ
れ
ば
，

52
3.

1
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
も
の
と
み
な
す
。
附
属

書
B
に
示
す
許
容
電
流
は
，
指
針
を
示
し
て
い
る
。

 

注
記

1 
附
属
書

B
 の

表
を
簡
略
化
し
て
も
よ
い
。
簡
略
法
の
一
例
を
附
属
書

C
に
示
す
。

 

注
記

2 
環
境
条
件
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
構
成
に
依
存
し
て
許
容
電
流
に
は
，
若
干
の
誤
差
が
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。

 

 52
3.

3 
許
容
電
流
の
適
正
値
は
，

IE
C

 6
02

87
に
規
定
す
る
方
法
，
試
験
，
又
は
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
承
認
さ
れ
た
方
法
を

用
い
た
計
算
に
よ
っ
て
決
定
し
て
も
よ
い
。
こ
れ
を
採
用
す
る
場
合
は
，
負
荷
の
特
性
，
及
び
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
で
は
土
壌
の
熱
抵
抗
の
影
響

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

52
3.

4 
周
囲
温
度
は
，
当
該
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
が
無
負
荷
の
と
き
の
周
囲
媒
体
の
温
度
で
あ
る
。

 

52
3.

5 
複
数
回
路
の
集
合
 
集
合
減
少
係
数
（
表

B
.5

2.
17
～
表

B
.5

2.
21
）
は
，

高
許
容
温
度
が
同
一
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
集

合
に
対
し
て
適
用
す
る
。

 

高
許
容
温
度
が
異
な
る
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
集
合
で
は
，
集
合
中
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
す
べ
て
の
許
容
電
流
に
，
集

合
中
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
中
で

高
許
容
温
度
が

も
低
い
も
の
を
基
準
と
し
，
適
切
な
集
合
減
少
係
数
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

使
用
条
件
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
，

1
本
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
が
そ
の
集
合
許
容
電
流
の

30
 ％

以
下
の
電
流
し
か
通

さ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
，
そ
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
を
無
視
し
て
，
そ
の
集
合
中
の
残
り
の
も
の
に
対
し
て
減
少
係
数
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 52
3.

6 
 
通
電
導
体
の
数
 

 

52
3.

6.
1 

一
回
路
の
中
で
対
象
と
す
る
導
体
の
数
は
，
負
荷
電
流
が
通
電
さ
れ
る
導
体
の
数
で
あ
る
。
多
相
回
路
の
導
体
の
電
流
が
平
衡
状

態
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
，
そ
の
中
性
線
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
。
こ
の
条
件
の
も
と
に
，

4
心
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
は
，
各
線
導
体

が
同
一
断
面
積
の

3
心
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
と
同
じ
で
あ
る
。

4
心
ケ
ー
ブ
ル
及
び

5
心
ケ
ー
ブ
ル
は
，

3
導
体
だ
け
が
通
電
導
体
で
あ

る
と
き
に
は
，
許
容
電
流
を
よ
り
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

こ
の
論
説
は
，

15
％
以
上
の

TH
D

i（
全
高
調
波
ひ
ず
み
）
が
あ
る
第

3
調
波
又
は

3
の
奇
数
倍
数
の
高
調
波
が
存
在
す
る
場
合
に
は
，

妥
当
で
は
な
い
。

 

52
3.

6.
2 

線
電
流
が
不
平
衡
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
中
性
線
に
電
流
が
流
れ
る
場
合
，
中
性
線
電
流
に
よ
る
温
度
上
昇

は
，

1
本
以
上
の
線
導
体
か
ら
発
生
す
る
熱
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
，
導
体
太
さ
は

も
大
き
い
線
電
流
に

     52
3.

1
の
表

52
.1
の
注
記

2
は
，

IE
C

 6
04

39
-2
「
バ
ス
ダ
ク
ト
」，

IE
C

 6
15

34
-1
「
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
」，

IE
C

 6
05

70

「
照
明
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
」
の
許
容
電
流
に
つ
い
て
は
，
表

52
.1
に
基
づ
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

ま
た
，
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
と
は
，
負
荷
を
照
明
器
具
に
限
定
し
な
い
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
の
こ
と
で
あ
り
，
照
明
用

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
と
は
，
負
荷
を
照
明
器
具
に
限
定
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
の
こ
と
で
あ
る
。

 

  52
3.

2
は
，
絶
縁
電
線
及
び
非
が
い

(鎧
)装

ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
を
選
定
す
る
に
当
た
り
，
具
体
的
な
施
設
方
法
の
図
（
表

A
.5

2.
3

参
照
）
か
ら
許
容
電
流
の
算
出
を
容
易
に
し
た
も
の
で
，
表

B
.5

2.
1（

許
容
電
流
表
の
基
本
を
形
成
す
る
基
準
施
設
方
法
の
一
覧
），

表
B

.5
2.

2～
B

52
.1

3（
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流

(A
)）

に
よ
る
該
当
す
る
値
を
選
定
し
，
表

B
.5

2.
14
～

B
.5

2.
16

の
補
正
係
数
及
び
表

B
.5

2.
17
～

B
.5

2.
21

の
減
少
係
数
を
適
用
し
た
許
容
電
流
値
で
あ
れ
ば
，

52
3.

1
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る

も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

 

 52
3.

3
に
お
け
る
土
壌
の
熱
抵
抗
の
影
響
は
，

B
.5

2.
3
の
「
土
壌
熱
抵
抗
率
」
を
参
照
。

 

   52
3.

5
は
，
複
数
回
路
が
集
合
さ
れ
て
い
る
時
の
，
電
線
，
ケ
－
ブ
ル
等
の

高
使
用
温
度
が
，
同
一
の
場
合
と
，
異
な
る
場
合
と
の
，

集
合
減
少
係
数
の
適
用
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。

 

        52
3.

6.
1
は
，
通
電
導
体
の
数
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
，
通
電
さ
れ
る
数
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
三
相

4
線
式
で
平
衡
が
と
れ
て
い

る
場
合
は

4
本
の
導
体
で
な
く

3
本
の
導
体
と
し
て
許
容
電
流
を
算
出
す
る
。
し
か
し
，
回
路
が
不
平
衡
状
態
で
高
調
波
が
線
電
流
の

15
％
以
上
存
在
す
る
場
合
は
，
中
性
線
に
熱
的
な
影
響
を
無
視
で
き
な
い
程
度
の
電
流
が
流
れ
る
た
め
，

4
本
の
導
体
と
し
て
許
容
電

流
を
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
，
導
体
を
保
護
導
体
（

PE
導
体
）
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
導
体
の
数

に
は
含
め
な
い
。

 

 52
3.

6.
2
は
，
線
電
流
が
不
平
衡
の
場
合
の
，
中
性
線
の
太
さ
に
つ
い
て
の
考
慮
す
る
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

基
づ
い
て
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

い
か
な
る
場
合
で
も
，
中
性
線
は

52
3.

1
に
適
合
す
る
の
に
十
分
な
断
面
積
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
3.

6.
3 

中
性
線
電
流
の
値
が
，
線
導
体
の
負
荷
電
流
に
対
応
し
た
値
よ
り
も
大
き
く
な
る
場
合
は
，
そ
の
回
路
の
許
容
電
流
を
決
定
す
る

上
に
お
い
て
，
中
性
線
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
電
流
は
，
三
相
回
路
内
の
高
調
波
電
流
が
無
視
で
き
な
い
こ
と
に
起

因
し
て
い
る
。
高
調
波
の
含
有
率
が
基
本
波
線
電
流
の

15
 ％

を
超
え
る
場
合
は
，
中
性
線
の
太
さ
は
線
導
体
よ
り
小
さ
く
し
て
は
な
ら
な

い
。
高
調
波
電
流
に
起
因
す
る
熱
の
影
響
及
び
高
次
の
高
調
波
電
流
に
対
応
す
る
減
少
係
数
を
附
属
書

E
に
示
す
。

 

 52
3.

6.
4 

保
護
導
体
（

PE
導
体
）
だ
け
に
使
用
す
る
導
体
は
，
検
討
対
象
と
し
な
い
。

PE
N

導
体
は
，
中
性
線
と
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
3.

7 
並
列
使
用
導
体
 

2
本
以
上
の
充
電
用
導
体
を
同
一
系
統
に
並
列
に
接
続
す
る
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
。

 

a)
 

並
列
導
体
間
に
負
荷
電
流
が
均
等
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

導
体
が
同
一
材
質
，
同
一
断
面
積
で
，
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
で
，
全
長
に
わ
た
っ
て
分
岐
回
路
が
な
い
場
合
で
，
か
つ
，
次
の
い
ず
れ
か

の
場
合
は
，
こ
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
み
な
す
。

 

－
 

並
列
使
用
導
体
が
多
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
単
心
よ
（
撚
）
り
ケ
ー
ブ
ル
若
し
く
は
よ
（
撚
）
り
絶
縁
電
線

 

－
 

並
列
使
用
導
体
が
俵
積
み
若
し
く
は
平
列
配
置
の
非
よ
（
撚
）
り
単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
非
よ
（
撚
）
り
絶
縁
電
線
で
，
断
面
積
が
銅

で
は

50
 m

m
2
以
下
，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
は

70
 m

m
2
以
下
の
も
の

 

－
 

［
並
列
使
用
導
体
が
俵
積
み
若
し
く
は
平
列
配
置
の
非
よ
（
撚
）
り
単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
非
よ
（
撚
）
り
絶
縁
電
線
で
，
断
面
積
が

銅
で
は

50
 m

m
2
超
過
，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
は

70
 m

m
2
超
過
で
あ
る
場
合
］，

そ
の
よ
う
な
構
成
に
必
要
な
特
別
な
配
置
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
も
の
。
こ
れ
ら
の
配
置
は
異
な
る
相
又
は
極
の
適
切
な
組
合
せ
及
び
離
隔
で
構
成
す
る
。（

附
属
書

H
参
照
）

 

b)
 

52
3.

1
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
よ
う
に
，
負
荷
電
流
を
配
分
す
る
特
別
の
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
こ
の
細
分
箇
条
は
，“

 s
pu

r 
co

nn
ec

tio
ns

 ”
か
又
は
“

 s
pu

r 
co

nn
ec

tio
ns

 ”
以
外
の
リ
ン
グ
分
岐
回
路
の
使
用
を
除
外
す
る
も
の
で
は

な
い
。

 

 
適
当
な
電
流
配
分
が
で
き
な
い
か
又
は

4
本
以
上
の
導
体
を
並
列
に
接
続
し
て
い
る
場
合
は
，
バ
ス
ダ
ク
ト
方
式
の
使
用
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
3.

8 
配
線
経
路
中
に
お
け
る
施
設
条
件
の
変
化
 
配
線
経
路
中
の
あ
る
部
分
と
他
の
部
分
と
で
放
熱
が
異
な
る
場
合
は
，
配
線
径
路
中
，

も
悪
い
放
熱
条
件
の
部
分
を
基
準
に
許
容
電
流
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
配
線
が

0.
35

 ｍ
以
下
の
壁
を
通
っ
て
い
る
場
所
だ
け
放
熱
が
異
な
る
場
合
は
，
こ
の
要
求
事
項
は
無
視
で
き
る
。

 

 52
3.

9 
金
属
外
装
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
 
同
じ
回
路
中
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
被
覆
及
び
／
又
は
非
磁
性
体
が
い
（
鎧
）
装
は
，
こ
れ
ら
配

線
の
両
端
で
共
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
通
電
容
量
を
向
上
さ
せ
る
た
め
，

50
 m

m
2
以
上
の
断
面
積
の
導
体
を
も
つ
ケ
ー
ブ

ル
の
場
合
で
は
，
被
覆
又
は
が
い
（
鎧
）
装
及
び
非
導
電
性
被
覆
は
，
接
続
し
な
い
一
端
で
適
当
な
絶
縁
を
施
せ
ば
全
長
の
一
端
で
共
に
接

続
し
て
も
よ
い
。
こ
の
場
合
は
，
下
記
の
要
求
事
項
か
ら
被
覆
及
び
／
又
は
鎧
装
の
対
地
電
圧
を
制
限
す
る
た
め
，
接
続
点
か
ら
の
条
長
を

制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 
電
圧
を

25
Ｖ
に
制
限
し
た
例
と
し
て
，
ケ
ー
ブ
ル
に
全
負
荷
電
流
が
通
じ
て
い
る
時
に
腐
食
を
生
じ
な
い
。

 

b)
 
ケ
ー
ブ
ル
に
短
絡
電
流
が
流
れ
た
時
に
，
設
備
に
危
険
又
は
損
傷
を
生
じ
な
い
。

 

 

   52
3.

6.
3
は
，
中
性
線
に
高
調
波
が
想
定
さ
れ
る
場
合
の
，
中
性
線
の
太
さ
に
つ
い
て
考
慮
す
る
事
項
が
示
さ
れ
て
お
り
，
高
調
波
の

含
有
率
が
基
本
波
線
電
流
の

15
 ％

を
超
え
る
場
合
は
，
中
性
線
の
太
さ
は
線
導
体
よ
り
小
さ
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

      52
3.

7
に
お
い
て
「
負
荷
電
流
が
均
等
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
な
方
法
」
と
は
対
象
と
な
る
電
線
が
，
同
一
サ
イ
ズ
，
同
一
長
さ
，
同
一

材
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

        52
3.

7 
b)

 の
「
幹
線
分
岐
接
続
（

sp
ur

 c
on

ne
ct

io
ns
）」

と
は
，
電
源
線
，
中
性
線
及
び
接
地
線
の
そ
れ
ぞ
れ
を
同
一
の
配
線
用

遮
断
器
か
ら
負
荷
に
対
し
て
環
状
に
配
線
す
る
分
岐
回
路
の
こ
と
で
あ
る
。

 

    52
3.

8
は
，
例
え
ば
ケ
－
ブ
ル
が
気
中
ラ
ッ
ク
と
管
路
を
経
由
す
る
場
合
は
，
条
件
の
悪
い
管
路
で
の
許
容
電
流
を
採
用
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
，
そ
の

も
悪
い
放
熱
条
件
の
部
分
が

0.
35

m
以
下
の
壁
貫
通
箇
所
で
あ
っ
た
場
合
は
，
無
視
で
き
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

 

 52
3.

9
は
，
単
相
ま
た
は
三
相
負
荷
の
電
源
線
と
し
て
金
属
被
覆
又
は
，
非
磁
性
体
鎧
装
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
複
数
本
用
い
た
回
路
を

構
成
し
た
場
合
の
，
金
属
被
覆
又
は
非
磁
性
体
が
い

(鎧
)装

に
発
生
す
る
誘
導
電
流
及
び
誘
導
電
圧
に
よ
る
，
障
害
の
発
生
の
防
止
に

つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。

 

     

                                       

3-44



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
4 

導
体
の
断
面
積

 

52
4.

1 
機
械
的
理
由
で
，
交
流
回
路
の
線
導
体
及
び
直
流
回
路
の
充
電
用
導
体
の
断
面
積
は
，
表

52
.2

に
示
す
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

表
52

.2
－
導
体
の

小
断
面
積

 

配
線
設
備
の
種
類

 
使
用
回
路

 
導
体

 

材
質

 
断
面
積

m
m

２
 

 固
定
設
備

 

ケ
ー
ブ
ル
及
び

 

絶
縁
電
線

 

電
力
及
び
照
明
回
路

 

 

銅
 

1.
5 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
ケ
ー
ブ
ル
規
格

JI
S 

C
 3

66
4 

に
倣
う
（

10
 m

m
２
）

 

（
注
記

1
参
照
）

 

信
号
及
び
制
御
回
路

 
銅

 
0.

5（
注
記

2
参
照
）

 

裸
導
体

 
電
力
回
路

 
銅

 
10

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
16

 

信
号
及
び
制
御
回
路

 
銅

 
4 

可
と
う
絶
縁
電
線
と
可
と
う
ケ

ー
ブ
ル
に
よ
る
接
続

 

特
定
の
機
器
用
回
路

 
銅

 
当
該

JI
S
又
は

IE
C
規
格
に
よ
る

 

上
記
以
外
の
機
器
用
回

路
 

0.
75

ａ
 

特
殊
な
適
用
の
た
め
の

特
別
低
電
圧
回
路

 

0.
75

 

注
記

1 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
の
端
末
処
理
に
使
用
す
る
コ
ネ
ク
タ
は
，
特
定
の
使
用
目
的
に
対
し
試
験
さ
れ
承
認
さ
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

2 
電
子
機
器
用
に
用
い
る
信
号
及
び
制
御
回
路
で
は
，

小
断
面
積
を

0.
1 

m
m

２
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
記

3 
特
別
低
電
圧
回
路
照
明
に
関
す
る
特
別
要
求
事
項
に
関
し
て
は
，

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

5
参
照

 

（
サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
は
省
略
）

 

注
ａ
 

7
心
以
上
の
多
心
可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
注
記

2
を
適
用
す
る
。

 

 52
4.

2 
中
性
線
の
導
体
の
断
面
積
 
よ
り
詳
細
な
情
報
が
な
い
場
合
は
，
次
の
こ
と
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

52
4.

2.
1 

中
性
線
が
あ
る
場
合
は
，
中
性
線
の
断
面
積
を
そ
の
線
導
体
の
断
面
積
と
同
等
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

2
導
体
か
ら
な
る
単
相
回
路

 

 
－
 
線
導
体
の
断
面
積
が
銅
で

16
 m

m
２
以
下
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

25
 m

m
２
以
下
の
多
相
回
路

 

 
－
 
第

3
調
波
電
流
及
び
第

3
調
波
の
奇
数
倍
次
の
高
調
波
電
流
が
流
れ
る
よ
う
な
三
相
回
路
並
び
に
全
高
調
波
ひ
ず
み
が

15
％
～

33
％

の
三
相
回
路

 

 
注
記
 
例
え
ば
，
蛍
光
灯
の
よ
う
な
放
電
灯
を
含
む
照
明
器
具
の
電
力
供
給
回
路
に
は
，
こ
の
よ
う
な
高
調
波
レ
ベ
ル
が
現
れ
る
。

 

 52
4.

2.
2 

第
3
調
波
電
流
及
び
第

3
調
波
の
奇
数
倍
次
の
高
調
波
電
流
が
全
高
調
波
ひ
ず
み
の

33
％
よ
り
高
い
場
合
は
，
中
性
線
の
断
面
積

を
太
く
す
る
必
要
が
あ
る
（

52
3.

6.
3
及
び
附
属
書

E
参
照
）。

 

 
注
記

1 
例
え
ば
，

 I
T
機
器
へ
適
用
し
た
回
路
に
，
こ
れ
ら
の
レ
ベ
ル
が
起
こ
る
。

 

a)
  

多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
は
，
線
導
体
の
断
面
積
は
，
中
性
線
の
断
面
積
に
等
し
い
，
こ
の
断
面
積
は
，
線
導
体
の

1.
45

×
I Ｂ
（
電
線
の

連
続
許
容
電
流
）
を
流
し
う
る
中
性
線
と
し
て
選
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

                                  52
4.

2.
2
は
，
中
性
線
の
断
面
積
を
線
導
体
よ
り
太
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

ま
た
，
中
性
線
の
断
面
積
選
定
に
用
い
て
い
る

 I
Ｂ
 に

関
し
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3「
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護

－
過
電
流
保
護
」
の
箇
条

43
3.

1 
「
電
線
と
過
負
荷
保
護
器
と
の
協
調
」
に
て
，
回
路
の
設
計
電
流
と
電
線
の
連
続
許
容
電
流
の
関
係

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 

 

sp
ur
 c
on
ne
ct
io
ns

は
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
 

                                     

3-45



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

b)
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
場
合
は
，
線
導
体
の
断
面
積
は
，
次
の
よ
う
に
計
算
し
た
中
性
線
の
断
面
積
よ
り
小
さ
く
て
も
よ
い
。

 

－
 
線
導
体
に
関
し
て
は
：

I Ｂ
（
電
線
の
連
続
許
容
電
流
）

 

 
 
－
 
中
性
線
に
関
し
て
は
：
線
導
体
の

1.
45

×
I Ｂ
（
電
線
の
連
続
許
容
電
流
）
に
等
し
い
電
流

 

 
注
記

2 
I Ｂ
（
電
線
の
連
続
許
容
電
流
）
の
説
明
に
つ
い
て
は

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3（

:2
00

8）
参
照
。（

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3）
 

 52
4.

2.
3 

線
導
体
の
断
面
積
が
銅
で

16
 m

m
２
以
上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

25
 m

m
２
以
上
の
場
合
は
，
中
性
線
の
断
面
積
は
，
次
の
条
件
を

同
時
に
満
足
す
る
場
合
，
線
導
体
の
断
面
積
よ
り
小
さ
く
て
も
よ
い
。

 

 
－
 
通
常
運
転
時
に
回
路
に
か
か
る
負
荷
が
相
間
で
平
衡
し
て
お
り
，
か
つ
，
第

3
調
波
電
流
及
び
第

3
調
波
の
奇
数
倍
次
の
高
調
波
電

流
が
線
導
体
電
流
の

15
 ％

を
超
え
な
い
。

 

 
 
注
記
 
通
常
，
中
性
線
断
面
積
を
線
導
体
断
面
積
の

50
 ％

以
下
に
は
減
少
し
な
い
。

 

 
－
 
中
性
線
は
，

43
1.

2
に
従
っ
て
過
電
流
保
護
を
し
て
い
る
。

 

 
－
 
中
性
線
の
断
面
積
は
，
銅
で

16
 m

m
２
以
上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

25
 m

m
２
以
上
で
あ
る
。

 

 52
5 

需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下

 

 
い
か
な
る
他
の
考
慮
す
べ
き
事
柄
も
な
い
場
合
，
需
要
家
設
備
の
源
点
と
電
気
機
器
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
表

G
52

.1
に
示
す
値
以
下

が
望
ま
し
い
。

 

注
記
 
上
記
の
他
の
条
件
に
は
，
電
動
機
及
び
大
き
な
突
入
電
流
を
も
つ
機
器
の
始
動
時
間
を
含
む
。

 

異
常
な
運
転
に
よ
る
過
渡
電
圧
及
び
電
圧
変
動
な
ど
の
一
時
的
条
件
は
無
視
し
て
も
よ
い
。

 

            52
6 

電
気
的
接
続
 

 

52
6.

1 
導
体
相
互
及
び
導
体
と
他
の
機
器
と
の
接
続
は
，
永
続
性
の
あ
る
電
気
的
連
続
性
を
も
ち
，
か
つ
，
十
分
な
機
械
的
強
度
及
び
機
械

的
保
護
を
備
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 

IE
C

 6
12

00
-5

2
参
照
。

 

52
6.

2 
接
続
方
法
は
，
次
に
適
合
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

導
体
及
び
そ
の
絶
縁
の
材
料

 

－
 

導
体
を
構
成
す
る
素
線
の
本
数
及
び
形
状

 

－
 

導
体
の
断
面
積

 

－
 

と
も
に
接
続
す
る
導
体
の
本
数

 

             52
5
は
，
定
常
状
態
に
お
い
て
，
需
要
家
の
電
気
使
用
場
所
内
の
変
圧
器
（
電
気
事
業
者
か
ら
低
圧
で
電
気
の
供
給
を
受
け
て
い
る
場

合
は
，
引
込
線
取
付
点
）
か
ら
機
器
ま
で
の
電
圧
降
下
は
設
備
の
公
称
電
圧
の
表

G
52

.1
に
示
す
値
以
下
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
し

て
い
る
。

 

改
正
前
の
条
文
で
は
，「

電
圧
降
下
は
，
設
備
の
公
称
電
圧
の

4 
％
以
下
と
す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
さ
れ
て
い
が
，
今
回
の
改
正

に
よ
り
，
設
備
を
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備
に
お
け
る
照
明
用
又
は
，
そ
の
他
用
，
及
び
自
家
用
低
圧

電
力
か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備
に
お
け
る
照
明
用
又
は
，
そ
の
他
用
に

4
分
類
し
，
設
備
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
電
圧

降
下
の
値
を
示
し
た
。
ま
た
，
幹
線
条
長
に
よ
る
電
圧
降
下
の
緩
和
条
件
も
加
え
ら
れ
た
。

 

表
G

.5
2.

1－
電
圧
降
下

 

設
備
の
種
類

 
照
明
用
 
％

 
他
の
使
用
 
％

 

A
－
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

 
3 

5 

B
－
自
家
用
低
圧
電
力
か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

ａ
 

6 
8 

注
ａ
 
可
能
な
限
り
，
分
岐
回
路
内
の
電
圧
降
下
は
設
備
の
種
類

A
に
示
す
も
の
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 

 設
備
の
幹
線
が

10
0 
ｍ
よ
り
長
い
と
き
は
，
こ
れ
ら
の
電
圧
降
下
は
，

10
0 
ｍ
を
超
え
る
配
線
設
備
の

1 
ｍ
あ
た

り
0.

00
5％

の
割
合
で
増
加
し
て
も
よ
い
，
こ
の
場
合
増
加
す
る
電
圧
降
下
を

0.
5％

以
内
と
す
る
。

 

 
 

 電
圧
降
下
は
，
適
用
可
能
な
場
所
で
様
々
な
需
要
率
を
適
用
し
て
い
る
電
気
使
用
機
器
に
よ
る
需
要
量
で
決
定
さ
れ

る
，
又
は
回
路
の
設
計
電
流
の
値
か
ら
決
定
さ
れ
る
。

 

  52
6.

1
は
，

 I
E

C
 6

12
00

-5
2「

電
気
設
備
の
手
引
－
第

52
部
：
電
気
機
器
の
選
択
及
び
設
置
－
配
線
系
統
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

IE
C

 

61
20

0-
52

に
は
，
接
続
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
部
分
の
温
度
上
昇
限
界
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

 

 52
6.

2
は
，
接
続
方
法
を
決
め
る
う
え
で
考
慮
す
べ
き
事
項
（
許
容
電
流
，
機
械
的
強
度
，
絶
縁
強
度
，
温
度
上
昇
な
ど
）
に
つ
い
て

示
し
て
い
る
。

 

   

                                       

3-46



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

注
記

1 
は
ん
だ
接
続
は
，
通
信
回
路
を
除
い
て
，
電
力
配
線
に
使
用
し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。
使
用
す
る
と
き
は
，
接
続
部
は
ク
リ

ー
プ
及
び
機
械
的
応
力
及
び
故
障
状
態
で
の
温
度
上
昇
を
考
慮
し
て
設
計
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（

52
2.

6，
52

2.
7
及
び

52
2.

8
参

照
）。

 

 
注
記

2 
適
用
規
格
に
は

IE
C

 6
09

98
シ
リ
ー
ズ
，

IE
C

 6
09

47
（
第

7
部
全
部
）（

T
S 

C
 0

02
3-

1～
T

S 
C

 0
02

3-
2）

及
び

IE
C

 6
15

35

が
あ
る
。

 

   
注
記

3 
表
示
“
ｒ
”（

鋼
性
導
体
だ
け
），

 “
ｆ
”（

可
と
う
導
体
だ
け
），

 “
ｓ
”
又
は
“
ｓ
ol
”（

単
線
導
体
だ
け
）
を
除
く
端
子
は
，

導
体
の
す
べ
て
の
種
類
に
適
し
て
い
る
。
 

 52
6.

3 
接
続
部
は
，
次
の
場
合
を
除
き
，
検
査
，
試
験
及
び
保
守
の
た
め
に
接
近
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
地
中
埋
設
用
に
設
計
し
た
接
続
部

 

－
 
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
詰
め
又
は
カ
プ
セ
ル
内
の
接
続
部

 

－
 
シ
ー
リ
ン
グ
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
，
フ
ロ
ア
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
ト
レ
ー
ス
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
発
熱
体
と
リ
ー
ド
線
と
の
接
続
部

 

－
 
溶
接
，
ハ
ン
ダ
付
け
，
真
鍮
又
は
圧
縮
工
具
に
よ
る
接
続
部

 

－
 
適
切
な
製
造
規
格
に
適
合
す
る
機
器
の
部
分
を
形
成
す
る
接
続
部

 

注
記
 
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
充
填
形
接
続
に
は
，
例
え
ば
樹
脂
充
填
接
続
が
あ
る
。

 

52
6.

4 
必
要
な
場
合
は
，
通
常
の
運
転
時
に
温
度
が
上
昇
す
る
接
続
部
は
，
接
続
部
に
つ
な
が
る
導
体
の
絶
縁
物
及
び
そ
の
導
体
の
支
持
物

の
性
能
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
6.

5 
導
体
の
接
続
（
端
末
接
続
だ
け
で
な
く
中
間
接
続
も
）
は
，
適
切
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
だ
け
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
例
え
ば
，

接
続
箱
，
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
，
又
は
製
造
業
者
が
こ
の
目
的
の
た
め
に
こ
の
目
的
の
た
め
に
作
っ
た
空
間
を
も
つ
機
器
内
。
こ
の
場

合
，
機
器
は
，
固
定
接
続
装
置
が
あ
る
か
又
は
接
続
器
の
施
設
目
的
で
作
ら
れ
た
設
備
で
あ
る
場
合
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
分
岐

回
路
導
体
の
端
末
は
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
6.

6 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
導
体
の
接
続
物
及
び
接
続
点
は
，
ケ
ー
ブ
ル
又
は
導
体
に
か
か
る
す
べ
て
の
応
力
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

張
力
軽
減
装
置
は
，
電
線
又
は
導
体
に
か
か
る
す
べ
て
の
機
械
的
損
傷
を
避
け
る
よ
う
に
設
計
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
6.

7 
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
で
接
続
を
行
う
場
合
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，
十
分
な
機
械
的
保
護
及
び
関
連
す
る
外
的
影
響
に
対
す
る
保
護

を
提
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
6.

8 
多
線
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
の
接
続
 

52
6.

8.
1 

多
線
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
の
個
々
の
線
の
分
離
又
は
ば
ら
つ
き
を
防
止
す
る
た
め
に
，
適
切
な
端
子
を
使
う
か
又
は
導
体
端

部
を
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
6.

8.
2 

適
切
な
端
子
を
使
用
す
る
場
合
は
，
多
線
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
の
す
べ
て
の
導
体
端
部
を
は
ん
だ
付
け
し
て
も
よ
い
。

 

 52
6.

8.
3 

細
線
及
び
極
細
線
導
体
の
は
ん
だ
付
け
（
ス
ズ
で
）
し
た
導
体
端
部
は
，
運
転
中
に
導
体
の
は
ん
だ
付
け
し
た
部
分
と
は
ん
だ
付

け
し
な
い
部
分
と
の
間
に
相
間
的
な
移
動
が
生
じ
易
い
接
続
部
で
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

52
6.

2
の
注
記

1
の
｢ク

リ
ー
プ

(c
re

ep
)｣
と
は
，
物
体
が
応
力
に
よ
っ
て
徐
々
に
ひ
ず
み
が
増
加
す
る
現
象
を
い
う
。

 

  52
6.

2
の
注
記

2
は
，
適
用
さ
れ
る
規
格
を
示
し
て
い
る
。

IE
C

 6
09

98
シ
リ
ー
ズ
「
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用

接
続
器
具
」，

IE
C

 6
09

47
-7

-1
／

7-
2／

7-
3「

低
電
圧
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
－
第

7-
1
部
：
補
助
機
器
－
銅
線
用
端
子
台

 ／
第

7-
2

部
：
補
助
機
器
－
銅
線
用
保
護
導
体
端
子
台

 ／
第

7-
3
部
：
補
助
機
器
－
ヒ
ュ
ー
ズ
端
子
台
の
安
全
要
求
事
項
」
及
び

IE
C

 6
15

35

「
固
定
設
備
に
お
け
る
永
久
接
続
の
た
め
の
設
備
用
カ
プ
ラ
」
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

52
6.

2
の
注
記

3
は
，

IE
C

 6
09

98
-2

-2
「
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用
接
続
器
具
－
第

2-
2
部
：
ね
じ
無
し
形
締
付

接
続
器
具
の
個
別
要
求
事
項
」
に
記
載
の
内
容
で
あ
る
。

 

 52
6.

3
の
「
ト
レ
ー
ス
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
，
製
造
プ
ラ
ン
ト
，
石
油
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
各
種
産
業
プ
ラ
ン
ト
や
石
油
及
び
天
然

ガ
ス
の
開
発
・
精
製
，
及
び
発
電
所
，
鉱
山
な
ど
の
工
業
分
野
に
お
い
て
温
度
保
持
が
必
要
と
す
る
タ
ン
ク
，
ポ
ン
プ
な
ど
の
プ
ロ
セ

ス
設
備
や
プ
ロ
セ
ス
配
管
，
バ
ル
ブ
，
各
種
計
器
等
に
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
直
接
沿
わ
せ
て
，
そ
の
上
か
ら
保
温
材
を
取
り
付
け
て
流
体

の
凍
結
・
凝
固
防
止
，
あ
る
い
は
所
定
の
温
度
の
保
持
を
図
る
も
の
で
あ
り
，
通
常
，
発
熱
抵
抗
体
と
リ
ー
ド
線
に
電
気
絶
縁
被
覆
を

施
し
た
よ
う
な
構
造
の
も
の
を
い
う
。
シ
ー
リ
ン
グ
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は

IE
C

60
36

4-
7-

75
3
参
照
。

 

  52
6.

4
は
，
通
常
通
電
中
に
お
け
る
接
続
部
の
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
，
絶
縁
低
下
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
予
防
措
置
を
取
る
こ
と

と
規
定
し
て
い
る
。

IE
C

 6
12

00
-5

2 
に
は
，
推
定
温
度
上
昇
に
関
す
る
導
体
の
絶
縁
体
の
選
定
な
ど
，
温
度
上
昇
の
影
響
を
制
限
す

る
方
法
を
示
し
て
い
る
。

 

52
6.

5
は
，
導
体
の
接
続
は
適
切
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
，
こ
こ
で
い
う
エ
ン
ク
ロ

ー
ジ
ャ
と
は
接
続
箱
，
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
及
び
機
器
の
端
子
箱
等
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 

         52
6.

8
は
，
多
線
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
の
接
続
に
つ
い
て
定
め
た
内
容
で
あ
る
。
多
線
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
と
は
，

JI
S 

C
 3

66
4：

20
07
｢絶

縁
ケ
ー
ブ
ル
の
導
体
」
に
て
，
そ
れ
ぞ
れ
「
ク
ラ
ス

5：
可
と
う
導
体
」
及
び
「
ク
ラ
ス

6：
高
可
と
う
導
体
」
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
多
心
，
細
線
及
び
極
細
線
導
体
は
個
々
の
線
の
分
離
又
は
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ
易
く
，
そ
の
防
止
の
為
に
適

切
な
端
子
又
は
適
切
な
処
理
法
を
用
い
て
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

    

                                       

3-47



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 
注
記
 
細
線
及
び
極
細
線
は
，

JI
S 

C
 3

66
4
の
ク
ラ
ス

5
及
び
ク
ラ
ス

6
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

 52
6.

9 
電
線
管
，
ダ
ク
ト
又
は
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
端
部
に
て
被
覆
を
剥
い
だ
ケ
ー
ブ
ル
，
及
び
電
線
の
心
線
は
，

52
6.

5
の
要
求
事
項
の
よ

う
に
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
7 

火
災
の
拡
大
を
最
小
に
す
る
た
め
の
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工
 

 

52
7.

1 
防
火
区
画
に
よ
る
措
置
 

 

52
7.

1.
1 

火
災
の
拡
大
を

小
に
す
る
た
め
，
適
切
な
材
料
を
選
定
し
，
箇
条

52
7
に
従
っ
て
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

52
7.

1.
2 

配
線
設
備
は
，
一
般
建
築
構
造
の
性
能
及
び
火
災
安
全
性
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

52
7.

1.
3 

少
な
く
と
も

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
及
び
自
消
性
と
認
め
ら
れ
た
製
品
は
，
特
別
な
予
防
措
置
な

し
に
施
設
し
て
も
よ
い
。

 

注
記
 
特
別
な
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
設
備
で
は
，

IE
C

 6
03

32
-3
シ
リ
ー
ズ
で
規
定
す
る
束
ね
た
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
よ
り
厳
し
い
試

験
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

     52
7.

1.
4 

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2
の
炎
伝
播
に
対
抗
す
る
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
，
機
器
と
恒
久
的
配
線
設
備

と
の
接
続
の
た
め
の
短
い
部
分
に
限
定
し
，
さ
ら
に
，
い
か
な
る
場
合
で
も
，
一
つ
の
防
火
区
画
か
ら
他
の
区
画
に
貫
通
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。

 

52
7.

1.
5 

IE
C

 6
04

39
-2
，

IE
C

 6
15

37
及
び
次
の
シ
リ
ー
ズ
：

IE
C

 6
10

84
及
び

IE
C

 6
13

86
に
規
定
す
る
自
消
性
と
分
類
さ
れ
る
製
品
は
，

特
別
な
予
防
措
置
な
し
に
施
設
し
て
も
よ
い
。
炎
伝
播
に
対
抗
す
る
類
似
の
要
求
事
項
が
あ
る
規
格
に
適
合
す
る
他
の
製
品
は
，
特
別
な
予

防
措
置
な
し
に
施
設
し
て
も
よ
い
。

 

 

52
7.

1.
6 

 I
E

C
 6

04
39

-2
，

IE
C

 6
05

70
，

IE
C

 6
15

37
及
び
次
の
シ
リ
ー
ズ
：

IE
C

 6
10

84
，

IE
C

 6
13

86
及
び

IE
C

 6
15

34
に
規
定
す
る

自
消
性
と
は
分
類
さ
れ
な
い
，
そ
れ
ら
の
個
々
の
製
品
規
格
の
要
求
事
項
に
す
べ
て
の
他
の
関
連
事
項
に
適
合
し
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
以
外
の

配
線
設
備
の
部
分
は
，
こ
れ
を
使
用
す
る
場
合
は
，
適
切
な
不
燃
性
建
築
部
材
で
包
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 52
7.

2 
配
線
設
備
の
貫
通
部
の
シ
ー
ル
 

 

52
7.

2.
1 

配
線
設
備
が
床
，
壁
，
屋
根
，
天
井
，
間
仕
切
り
，
中
空
壁
な
ど
建
築
構
造
物
を
貫
通
す
る
場
合
，
配
線
設
備
が
通
過
し
た
後
に

残
る
開
口
部
は
，
貫
通
前
の
建
築
構
造
の
各
部
材
に
規
定
す
る
耐
火
等
級
に
従
っ
て
シ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

IS
O

 8
34

シ
リ
ー
ズ

参
照
）。

 

注
記

1 
配
線
設
備
を
施
工
す
る
間
に
，
シ
ー
ル
措
置
を
一
時
的
に
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

注
記

2 
改
造
作
業
に
当
た
っ
て
は
，
シ
ー
ル
は
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

52
7.

2.
2 

耐
火
性
能
が
規
定
さ
れ
た
建
築
構
造
部
材
を
貫
通
す
る
配
線
設
備
は
，

52
7.

2.
1
で
要
求
す
る
外
部
の
シ
ー
ル
と
同
様
に
貫
通
前
の

各
部
材
の
耐
火
等
級
に
な
る
よ
う
に
内
部
も
シ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

       52
7.

1.
1
は
，
火
災
の
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
，

52
7
節
に
従
っ
て
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

   52
7.

1.
3
は
，

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
及
び
自
消
性
と
認
め
ら
れ
た
製
品
を
使
用
す
る
場
合
は
，
不
燃
材

で
覆
う
な
ど
の
特
別
な
予
防
措
置
な
し
で
施
設
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2：

20
07
「

1-
2
部
：
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー

ブ
ル
の
一
条
垂
直
燃
焼
試
験
－

1k
W

混
合
ガ
ス
炎
に
よ
る
方
法
」）

は
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
垂
直
方
向
に
延
焼
す
る
と
き
の
難

燃
性
を
試
験
す
る
方
法
及
び
評
価
方
法
に
つ
い
て
示
し
て
い
る
。

 

ま
た
，

IE
C

 6
03

32
-3
シ
リ
ー
ズ
は
，
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
を
束
に
し
た
場
合
の
垂
直
方
向
に
延
焼
す
る
と
き
の
試
験
・
評
価
方
法
に

つ
い
て
示
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2：
電
気
ケ
ー
ブ
ル
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
燃
焼
試
験
―
第

1-
2
部
：
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
一
条
垂
直

IE
C

 

60
33

2-
3：

燃
焼
試
験
―

1ｋ
Ｗ
混
合
ガ
ス
炎
に
よ
る
方
法
火
災
条
件
下
の
電
気
ケ
ー
ブ
ル
及
び
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
試
験

 

 

52
7.

1.
4
の
「

JI
S 

C
 3

66
5-

1-
2
の
炎
伝
ぱ
（
播
）
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
」
と
は
，
す
な
わ
ち
，
難
燃
試
験
を
受
け
て

い
な
い
も
の
で
あ
り
，
そ
れ
を
使
用
す
る
場
合
の
使
用
制
限
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

 

 52
7.

1.
5
は
，

IE
C

 6
04

39
-2
「
低
電
圧
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
ア
セ
ン
ブ
リ
－
第

2
部
：
ブ
ス
バ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

(母
線

路
)」
，

IE
C

 6
15

37
「
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
方
式
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
方
式
」
及
び

IE
C

 6
10

84
「
電
気
設
備
用
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
及
び
ダ
ク
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」，

IE
C

 6
13

86
「
電
線
管
シ
ス
テ
ム
」
に
規
定
す
る
自
消
性
と
分
類
さ
れ
る
製
品
は
，
不
燃
材
で

覆
う
な
ど
の
特
別
な
予
防
措
置
な
し
で
施
設
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

 

52
7.

1.
6
は
，

IE
C

 6
04

39
-2
，

IE
C

 6
05

70
「
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
」，

IE
C

 6
15

37
，

IE
C

 6
10

84
，

IE
C

 6
13

86
及
び

IE
C

 6
15

34

「
電
源
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
」に

規
定
す
る
自
消
性
と
分
類
さ
れ
な
い
製
品
の
ケ
ー
ブ
ル
以
外
の
配
線
設
備
の
部
分
は
不
燃
材
で

覆
う
な
ど
の
特
別
な
予
防
措
置
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

  52
7.

2.
1
は
，
貫
通
前
の
建
築
構
造
部
材
の
耐
火
等
級
と
同
等
以
上
の
耐
火
区
画
貫
通
処
理
を
行
う
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

IS
O

 8
34

は
，
建
築
構
造
の
各
部
材
に
対
す
る
加
熱
試
験
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
が
，
耐
火
等
級
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

従
っ
て
，
我
が
国
の
建
築
基
準
法
に
規
定
さ
れ
る
耐
火
性
能
に
基
づ
き
，
防
火
区
画
の
貫
通
処
理
を
行
え
ば
よ
い
。

 

IS
O

83
4
シ
リ
ー
ズ
：
耐
火
試
験
－
建
築
構
造
の
要
素

 

   

                                       

3-48



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
7.

2.
3 

関
連
製
品
規
格
に
従
っ
た
自
消
性
と
し
て
区
分
さ
れ
，
か
つ
，

大
71

0 
m

m
2
の
内
部
断
面
積
を
も
つ
電
線
管
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
は
，
次
の
よ
う
に
内
部
を
密
閉
す
る
必
要
は
な
い
。

 

 
－
 
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
，
保
護
等
級

IP
33

に
関
す
る

JI
S 

C
 0

92
0
の
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。

 

 
－
 
貫
通
し
て
い
る
建
築
構
造
体
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
区
画
の
一
つ
の
中
に
あ
る
シ
ス
テ
ム
の
終
端
は
，保

護
等
級

IP
33

に
関
す

る
JI

S 
C

 0
92

0
の
試
験
に
合
格
し
て
い
る
。
 

 

 

52
7.

2.
4 

配
線
設
備
は
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
建
築
構
造
部
材
を
貫
通
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
貫
通
後
に
も
そ
の
部
材

が
荷
重
に
耐
え
る
こ
と
が
保
証
で
き
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
（

IS
O

 8
34

シ
リ
ー
ズ
参
照
）。

 

52
7.

2.
5 

上
記

52
7.

2.
1
又
は

52
7.

2.
2
に
適
合
す
る
た
め
の
シ
ー
ル
措
置
は
，
そ
こ
に
使
用
し
た
配
線
設
備
と
同
じ
等
級
の
外
的
影
響
に
耐

え
，
か
つ
，
次
の
要
求
事
項
の
す
べ
て
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

燃
焼
生
成
物
に
対
し
，
貫
通
す
る
建
築
構
造
部
材
と
同
程
度
に
耐
え
る
。

 

－
 

水
の
浸
透
に
対
し
，
施
設
す
る
建
築
構
造
部
材
に
要
求
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
保
護
等
級
を
備
え
る
。

 

－
 

配
線
設
備
を
伝
わ
っ
て
移
動
し
て
き
た
り
，
又
は
シ
ー
ル
の
周
り
に
集
ま
る
滴
下
水
か
ら
シ
ー
ル
及
び
配
線
設
備
を
保
護
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
シ
ー
ル
に
用
い
る
材
料
が

終
的
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
と
き
，
湿
気
に
対
し
す
べ
て
耐
え
る
場
合
は
，
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

注
記

1 
こ
れ
ら
の
要
求
事
項
は
，
製
品
の

IE
C
規
格
が
整
備
さ
れ
れ
ば
，
そ
ち
ら
へ
移
し
て
も
よ
い
。

 

－
 

こ
れ
ら
は
，
接
触
し
て
い
る
配
線
設
備
の
材
料
と
両
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

－
 

こ
れ
ら
は
，
シ
ー
ル
の
性
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
配
線
設
備
の
放
熱
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

－
 

こ
れ
ら
は
，
火
災
時
に
配
線
設
備
の
支
持
材
が
損
傷
し
て
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
応
力
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
十
分
な

機
械
的
耐
久
性
を
も
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

2 
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
は
，

52
7.

2.
5
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
ケ
ー
ブ
ル
ク
リ
ー
ト
，
ケ
ー
ブ
ル
結
束
帯
又
は
ケ
ー
ブ
ル
支
持
材
の
い
ず
れ
か
を
シ
ー
ル
材
か
ら

75
0 

m
m
以
内
に
施
設

し
，
ま
た
，
そ
れ
ら
は
シ
ー
ル
材
に
引
張
力
を
伝
え
な
い
程
度
ま
で
，
シ
ー
ル
材
の
火
災
側
の
支
持
材
が
損
壊
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
機
械
的
荷
重
に
耐
え
得
る
。

 

－
 
シ
ー
ル
方
式
そ
れ
自
体
が
十
分
な
支
持
機
能
を
も
つ
よ
う
に
設
計
す
る
。

 

 52
8 

配
線
設
備
と
他
の
供
給
設
備
と
の
接
近
 

 

52
8.

1 
他
の
電
気
供
給
設
備
と
の
接
近
 

JI
S 

C
 0

36
6
の
バ
ン
ド
Ⅰ
及
び
バ
ン
ド
Ⅱ
の
電
圧
の
回
路
は
，
同
じ
配
線
設
備
の
中
に
収
め
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
次
の
方
法
の
一
つ
に
適
合
す
る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
－
 
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
導
体
は
，
存
在
す
る

高
電
圧
に
対
し
て
絶
縁
さ
れ
て
い
る
。

 

 
－
 
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
全
導
体
が
そ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
加
わ
る

高
大
電
圧
に
対
し
絶
縁
さ
れ
て
い
る
。

 

－
 
ケ
ー
ブ
ル
が
そ
の
系
統
の
電
圧
に
対
し
絶
縁
さ
れ
，
か
つ
，
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
の
別
区
画
に
施
設
す

る
。

 

 
－
 
ケ
ー
ブ
ル
を
区
画
材
で
物
理
的
に
分
離
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
上
に
施
設
す
る
。

 

 
－
 
別
々
の
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
を
用
い
る
。

 

 
SE

LV
及
び

PE
LV

系
統
で
は
，
箇
条

41
4
の
要
求
事
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
電
気
通
信
回
路
，
デ
ー
タ
伝
送
回
路
及
び
類
似
の
も
の
に
対
し
て
，
電
磁
的
及
び
静
電
的
な
電
気
的
障
害
に
関
し
て
特
別
な
配

慮
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

2 
配
線
設
備
と
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
接
近
す
る
場
合
は
，

IE
C

 6
23

05
シ
リ
ー
ズ
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

52
7.

2.
3
は
，
内
部
断
面
積
が

71
0 

m
m

2
以
下
で
，
か
つ
，
電
線
管
又
は
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
自
身
と
そ
れ
ら
の
端
部
開
口
部
と
が

IP
33

に
相
当
す
れ
ば
，
貫
通
部
の
内
部
を
密
閉
し
な
く
て
も
よ
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

                   52
7.

2.
5 
注
記

2
の

75
0 

m
m
の
根
拠
は
，
密
封
材
に
ケ
ー
ブ
ル
の
自
重
に
よ
る
引
張
力
を
加
え
な
い
た
め
の
経
験
上
の
値
で
あ
る
。

     52
8.

1
は
，
同
一
配
線
設
備
内
に
違
う
電
圧
バ
ン
ド
の
回
路
を
収
納
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
が
，
た
だ
し
書
き
と
し
て
，

異
な
る
電
圧
バ
ン
ド
の
回
路
を
同
一
配
線
設
備
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
示
し
て
い
る
。

 

（
電
圧
バ
ン
ド
に
関
し
て
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
の

41
1.

1.
1
の
解
説
を
参
照
。）
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

52
8.

2 
情
報
通
信
ケ
ー
ブ
ル
と
の
接
近
 
地
中
電
気
通
信
ケ
ー
ブ
ル
と
地
中
電
力
ケ
ー
ブ
ル
が
交
差
は
接
近
す
る
場
合
は
，

低
10

0 
ｍ

ｍ
の
間
隔
を
保
持
す
る
か
又
は
次
の

a)
 又

は
b)
 の

要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

a)
 
ケ
ー
ブ
ル
間
に
，
例
え
ば
，
れ
ん
が
，
ケ
ー
ブ
ル
保
護
蓋
（
粘
土
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
），

成
形
ブ
ロ
ッ
ク
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
な
ど
の
耐

火
仕
切
り
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
若
し
く
は
ケ
ー
ブ
ル
電
線
管
又
は
耐
火
材
製
の
ト
ラ
フ
に
よ
っ
て
追
加
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

b)
 
交
差
す
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
間
に
，
例
え
ば
ケ
ー
ブ
ル
電
線
管
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ケ
ー
ブ
ル
保
護
蓋
又
は
成
形
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の

機
械
的
保
護
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
8.

3 
非
電
気
供
給
設
備
と
の
接
近
 

 

52
8.

3.
1 

配
線
設
備
は
，
配
線
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
熱
，
煙
，
蒸
気
な
ど
を
発
生
す
る
設
備
に
接
近
し
て
施
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
，
配
線
か
ら
の
熱
の
発
散
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
配
置
し
た
遮
へ
い
物
に
よ
っ
て
有
害
な
影
響
か
ら
適
度
に
保
護
す
る
場
合
は
，
こ

の
限
り
で
な
い
。

 

 
例
え
ば
，
設
備
シ
ャ
フ
ト
の
よ
う
な
ケ
ー
ブ
ル
設
備
に
関
し
て
特
別
な
設
計
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
は
，
近
接
す
る
設
備
（
例
え
ば
，

ガ
ス
水
又
は
蒸
気
系
統
）
の
通
常
の
運
転
に
よ
る
い
か
な
る
有
害
な
影
響
に
も
晒
さ
れ
な
い
よ
う
に
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

52
8.

3.
2 

結
露
を
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
（
水
，
蒸
気
又
は
ガ
ス
）
の
下
に
配
線
設
備
を
布
設
す
る
場
合
は
，
配
線
設
備
が
有
害
な
影

響
を
受
け
な
い
よ
う
に
予
防
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 52
8.

3.
3 

電
気
供
給
設
備
を
非
電
気
供
給
設
備
に
接
近
し
て
施
設
す
る
場
合
は
，
非
電
気
供
給
設
備
で
予
想
で
き
る
ど
の
よ
う
な
運
転
が
行

わ
れ
て
も
電
気
供
給
設
備
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
，
ま
た
，
そ
の
逆
も
な
い
よ
う
に
電
気
供
給
設
備
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
記
 
こ
れ
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
達
成
し
て
も
よ
い
。

 

－
 

各
供
給
設
備
間
の
十
分
な
離
隔

 

－
 

機
械
的
又
は
熱
的
遮
へ
い
の
使
用

 

 

52
8.

3.
4 

電
気
供
給
設
備
が
非
電
気
供
給
設
備
と
極
め
て
接
近
し
た
配
置
と
な
る
場
合
は
，
次
の
二
つ
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

－
 

非
電
気
供
給
設
備
が
通
常
の
使
用
時
に
起
こ
り
得
る
危
険
に
対
し
，
配
線
設
備
を
適
切
に
保
護
す
る
。

 

－
 

非
電
気
供
給
設
備
の
金
属
性
部
分
は
系
統
外
導
電
性
部
分
と
み
な
し
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1（
: 2

00
5）

の
箇
条

41
3
の
要
求
事
項
に

よ
る
故
障
保
護
を
行
う
。

 

 52
8.

3.
5 

配
線
設
備
は
，
エ
レ
ベ
ー
タ
（
又
は
ホ
イ
ス
ト
）
シ
ャ
フ
ト
内
に
施
設
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
エ
レ
ベ
ー
タ
（
又
は
ホ
イ

ス
ト
）
装
置
用
配
線
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 52
9 

清
掃
を
含
む
保
守
性
に
関
す
る
配
線
設
備
の
選
定
及
び
施
工
 

 

52
9.

1 
保
守
に
関
し
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-1
（

: 2
01

0）
の
箇
条

34
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

   

 

52
8 .

2
は
，
地
中
電
気
通
信
ケ
ー
ブ
ル
と
地
中
電
力
ケ
ー
ブ
ル
が
接
近
ま
た
は
交
差
す
る
場
合
は
，

10
0m

m
以
上
の
離
隔
距
離
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

10
0 

m
m
の
離
隔
距
離
が
と
れ
な
い
場
合
は
，
耐
火
仕
切
り
や
機
械
的
保
護
の
施
設
を

施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

参
考
と
し
て
，
電
技
解
釈

12
5
条
で
は
高
圧
又
は
低
圧
の
地
中
電
線
と
地
中
弱
電
流
電
線
と
の
相
互
の
離
隔
距
離
は

30
cm

超
と
し

て
お
り
，

30
 m

以
下
と
な
る
場
合
は
堅
牢
な
隔
壁
を
設
け
る
か
，
地
中
電
線
を
不
燃
性
又
は
自
消
性
の
あ
る
難
燃
性
の
管
に
収
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

         52
8.

3.
2
は
，
結
露
に
よ
り
水
滴
が
発
生
す
る
よ
う
な
供
給
設
備
の
下
部
に
配
線
設
備
を
施
設
す
る
場
合
は
，
有
害
な
影
響
を
受
け
な

い
よ
う
に
，
予
防
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

有
害
な
影
響
と
は
，
例
え
ば
，
落
下
し
た
水
滴
が
配
管
又
は
配
線
を
つ
た
っ
て
接
続
部
に
至
り
，
事
故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な
ど
で
あ

る
。

 

               52
9.

1
は
，
保
守
は

JI
S 

C
 6

03
64

-1
:2

01
0「

低
圧
電
気
設
備

 ―
 第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
定
義
」
の
箇
条

34
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
，
箇
条

34
に
は
｢保

全
性
｣と

し
て
，
必
要
な
保
守
の
頻
度
及
び
質
に
関
連
す
る
事
項
を

満
た
す
よ
う
に
次
の
事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 

- 
そ
の
耐
用
期
間
中
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
定
期
検
査
，
試
験
，
保
守
及
び
修
理
が
迅
速
に
，
か
つ
，
安
全
に
行
わ
れ
る
。

 

- 
安
全
保
護
手
段
の
効
果
が
，
そ
の
耐
用
期
間
中
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 52
9.

2 
保
守
を
実
行
す
る
た
め
に
何
ら
か
の
保
護
措
置
を
取
り
外
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
，
い
ず
れ
も
当
初
も
っ
て
い
た
保
護
等
級
を
低
減

せ
ず
に
保
護
措
置
を
復
元
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

52
9.

3 
保
守
が
必
要
と
思
わ
れ
る
配
線
設
備
の
部
分
は
す
べ
て
，
安
全
，
か
つ
，
十
分
に
接
近
で
き
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

注
記

 
 
状
況
に
よ
っ
て
は
，
恒
久
的
な
接
近
手
段
と
し
て
，
は
し
ご
，
通
路
な
ど
を
設
け
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

 

附
属
書
Ａ
（
規
定
）
施
設
方
法

 

 

表
A

.5
2.

1 
導
体
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
関
す
る
施
設
方
法

 

電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル

 

施
設
方
法

 

固
定

 

せ
ず

 

直
接

 

固
定

 

電
線
管

 

方
式

 

ケ
ー
ブ
ル

 

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方

式
（
幅
木
形
，
床
面

埋
込
形
を
含
む
）

 

ケ
ー

ブ
ル

ダ

ク
ト
方
式

 

ケ
ー
ブ
ル

 

ラ
ダ
ー
，

 

ケ
ー
ブ
ル

 

ト
レ
イ
，

 

ケ
ー
ブ
ル

 

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

 

が
い
し
引

き
 

支
持

 

用
線

 

裸
電
線

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
－

 
＋

 
－

 

絶
縁
電
線

ｂ
 

－
 

－
 

＋
 

＋
ａ
 

＋
 

－
 

＋
 

－
 

外
装
ケ
ー
ブ
ル

 

（
金
属
が
い
装
及
び

 

無
機
絶
縁
を
含
む
。）

 

多
心

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
0 

＋
 

単
心

 
0 

＋
 

＋
 

＋
 

＋
 

＋
 

0 
＋

 

＋
 
使
用
で
き
る
。

 

－
 
使
用
で
き
な
い
。

 

0 
 適

用
で
き
な
い
，
又
は
通
常
実
用
上
使
用
し
な
い
。

 

注
ａ
 
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
が
保
護
等
級

IP
4X

又
は

IP
X

X
D
以
上
で
あ
る
場
合
，
及
び
蓋
を
工
具
を
用
い
る
手
段
に
よ
っ
て
又
は
故
意
に
よ
っ
て
だ
け
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
，
絶
縁
電
線
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
ｂ
 
保
護
導
体
又
は
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
と
し
て
使
用
す
る
絶
縁
電
線
は
，
設
備
の
す
べ
て
の
施
設
方
法
に
使
用
可
能
で
，
電
線
管
，
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
又
は
ダ

ク
ト
方
式
内
に
布
設
す
る
必
要
は
な
い
。

 

              

- 
設
備
の
正
規
の
機
能
の
た
め
に
機
器
の
信
頼
性
が
，
そ
の
耐
用
期
間
中
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

         表
A

.5
2.

1「
導
体
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
関
す
る
施
設
方
法
」
の
用
語
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

 

固
定
せ
ず
：

 

多
心
の
外
装
ケ
ー
ブ
ル
を
支
持
物
に
固
定
し
な
い
で
，
敷
設
し
た
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
お
く
こ
と
を
い
う
。（

単
心
ケ
ー
ブ
ル
は
適

用
で
き
な
い
。）

 

固
定
し
な
く
て
も
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
な
い
配
線
，
又
は
配
線
ス
ペ
ー
ス
が
非
常
に
狭
い
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
な
い
場

合
も
あ
る
。

 

直
接
固
定
：

 

固
定
材
を
使
用
し
て
外
装
ケ
ー
ブ
ル
を
支
持
物
に
直
接
固
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
固
定
材
と
し
て
，
サ
ド
ル
，
ス
テ
ー
プ
ル
，
結

束
ひ
も
な
ど
が
あ
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
：

 

建
築
物
に
固
定
さ
れ
た
本
体
部
と
，
取
り
外
し
可
能
な
カ
バ
ー
か
ら
成
り
，
絶
縁
電
線
や
ケ
ー
ブ
ル
，
コ
ー
ド
を
完
全
に
収
納
で

き
る
大
き
さ
の
も
の
を
い
う
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
04

)）
 

我
が
国
で
は
蓋
付
き
の
金
属
ダ
ク
ト
，
レ
ー
ス
ウ
エ
イ
及
び
線
ぴ
に
相
当
す
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
：

 

絶
縁
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
等
を
引
き
入
れ
た
り
，
引
き
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
非
円
形
断
面
の
収
納
箱
の
こ
と
を
い
う
。

 

我
が
国
で
は
点
検
カ
バ
ー
の
な
い
閉
鎖
型
金
属
ダ
ク
ト
及
び
フ
ロ
ア
ダ
ク
ト
に
相
当
す
る
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
05

)）
 

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
：

 

長
さ
方
向
の
親
桁
に
ケ
ー
ブ
ル
支
持
用
の
横
桁
を
固
定
し
た
梯
子
状
の
も
の
を
い
う
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
09

)）
 

我
が
国
で
は
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
に
相
当
す
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
：

 

ケ
ー
ブ
ル
を
載
せ
る
た
め
の
連
続
的
な
台
で
，
ケ
ー
ブ
ル
が
転
げ
落
ち
な
い
よ
う
に
縁
を
立
て
た
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
，
蓋
は

な
い
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
08

)）
 

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
に
は
，
穴
が
開
い
て
い
る
場
合
も
，
な
い
場
合
も
あ
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
：

 

ケ
ー
ブ
ル
を
載
せ
る
た
め
の
水
平
の
支
持
材
で
，
片
側
の
み
壁
な
ど
に
固
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
ケ
ー
ブ
ル
長
手
方
向
に
等
間

隔
に
施
設
さ
れ
る
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

5-
10

)）
 

我
が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施
設
方
法
で
あ
る
。

 

支
持
用
線
：

 

単
心
又
は
多
心
の
外
装
ケ
ー
ブ
ル
を
架
空
配
線
す
る
場
合
で
，
ケ
ー
ブ
ル
を
ち
ょ
う
架
す
る
た
め
の
支
持
線
の
こ
と
を
い
う
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

                    

 
表

A
.5

2.
2－

配
線
設
備
の
施
工
 

施
設
状
況

 
施
設
方
法

 

固
定
せ

ず
 

直
接

 

固
定

 

電
線
管

 

方
式

 

ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

 

（
幅
木
形
，
床
面
埋
込
形
を

含
む
）

 

ケ
ー
ブ
ル

ダ
ク
ト

 

方
式

 

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，

ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
，

ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ

ッ
ト

 

が
い
し

引
き

 

支
持
用

線
 

建
築
物

 

空
所

 

接
近
可
能

 
40

 
33

 
41

,4
2 

6,
7,

8,
9,

12
 

43
,4

4 
30

,3
1,

32
,3

3,
34

 
－

 
0 

接
近
不
能

 
40

 
0 

41
,4

2 
0 

43
 

0 
0 

0 

ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ
ル

 
56

 
56

 
54

,5
5 

0 
 

30
,3

1,
32

,3
4 

－
 

－
 

地
中
埋
設

 
72

,7
3 

0 
70

,7
1 

 
70

,7
1 

0 
－

 
－

 

構
造
体
埋
設

 
57

,5
8 

3 
1,

2,
59

,6
0 

50
,5

1,
52

,5
3 

45
,4

6 
0 

－
 

－
 

露
出
取
付

 
－

 
20

,2
1,

22
, 

23
,3

3 

4,
5 

6,
7,

8,
9,

12
 

6,
7,

8,
9 

30
,3

1,
32

,3
4 

36
 

－
 

架
空
／
空
中

 
－

 
33

 
0 

10
,1

1 
10

,1
1 

30
,3

1,
32

,3
4 

36
 

35
 

窓
枠

 
16

 
0 

16
 

0 
0 

0 
－

 
－

 

軒
縁

 
15

 
0 

15
 

0 
0 

0 
－

 
－

 

水
中

 
＋

 
＋

 
＋

 
－

 
＋

 
0 

－
 

－
 

－
 
使
用
で
き
な
い
。

 

我
が
国
で
は
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ワ
イ
ヤ
ー
に
相
当
す
る
。

 

表
A

.5
2.

1「
導
体
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
関
す
る
施
設
方
法
」
に
つ
い
て
，
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

 

①
裸
電
線
を
用
い
て
の
施
設
方
法
は
，
が
い
し
引
き
以
外
の
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
が
い
し
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
電
気
的
絶
縁
を
保
つ
方
法
以
外
は
裸
電
線
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

②
絶
縁
電
線
を
用
い
て
の
施
設
方
法
は
，
固
定
せ
ず
，
直
接
固
定
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ト
レ
イ
，
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
及
び
支
持
用
線
の
方

法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
絶
縁
電
線
は

,導
体
の
被
覆
が
電
気
的
絶
縁
を
目
的
と
し
た
基
礎
絶
縁
だ
け
で
あ
り

,機
械
的
な
保
護
層
を
持
っ
て
い
な
い
た

め
,電

線
管
や
ダ
ク
ト
な
ど
の
機
械
的
に
保
護
で
き
る
も
の
の
中
に
布
設
す
る
方
法
だ
け
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 

た
だ
し
，
が
い
し
引
き
の
場
合
は
裸
電
線
と
同
様
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 

③
外
装
ケ
ー
ブ
ル
（
多
心
）
を
用
い
て
の
施
設
方
法
は
，
が
い
し
引
き
を
除
い
た
す
べ
て
の
施
設
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 

理
由
：
ケ
ー
ブ
ル
の
構
造
は
基
礎
絶
縁
の
他
に
外
傷
保
護
構
造
に
な
っ
て
お
り
，
が
い
し
引
き
を
除
き
す
べ
て
の
施
設
方
法
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。

 

が
い
し
引
き
は
実
用
上
一
般
的
に
使
用
し
な
い
。

 

④
外
装
ケ
ー
ブ
ル
（
単
心
）
を
用
い
て
の
施
設
方
法
は
，
固
定
せ
ず
及
び
が
い
し
引
き
を
除
い
た
す
べ
て
の
施
設
方
法
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

 

理
由
：
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
な
い
で
施
設
し
，
電
流
を
流
し
た
場
合
，
そ
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
磁
界
が
発
生
し
，
他
の
周

囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
，
実
用
上
一
般
的
に
使
用
し
な
い
。
単
心
ケ
ー
ブ
ル
は

2
本
又
は

3
本
撚
り
に

し
た
製
品
を
使
用
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

 

が
い
し
引
き
は
実
用
上
一
般
的
に
使
用
し
な
い
。

 

 

表
A

.5
2.

2「
配
線
設
備
の
施
工
」
の
用
語
に
つ
い
て
，
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

 

建
築
物
空
所
：

 

限
定
さ
れ
た
点
に
近
づ
く
と
き
に
だ
け
利
用
す
る
建
物
の
構
造
内
の
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
を
い
う
。
一
例
と
し
て
，
仕
切
内
の
ス
ペ

ー
ス
，
二
重
床
，
天
井
及
び
一
定
の
タ
イ
プ
の
窓
枠
，
ド
ア
枠
，
額
縁
。

(I
E

C
 6

00
50

(8
26

-1
5-

02
))

  
  

 な
お
，
建
物
の
要
素
と

し
て
特
別
に
作
ら
れ
た
空
所
は
，
ダ
ク
ト
と
も
い
わ
れ
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ
ル
：

 

ケ
ー
ブ
ル
や
電
線
管
を
通
す
こ
と
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で

,人
は
入
れ
な
い
が
，
ケ
ー
ブ
ル
通
線
時
や
配
管
工
事
時
，
工
事
後
に
も

電
線
管
や
ケ
ー
ブ
ル
に
自
由
に
接
近
で
き
る
だ
け
の
大
き
さ
を
も
つ
も
の
を
い
う
。
地
面
や
床
に
掘
り
込
ん
だ
り
，
壁
に
取
り
付

け
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
し
，
開
い
た
空
間
で
あ
っ
た
り
，
閉
じ
た
空
間
で
あ
っ
た
り
，
通
気
口
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
場
合
も

あ
る
。

(I
E

C
 6

00
50

(8
26

-1
5-

06
))

 

構
造
体
埋
設
：

 

モ
ル
タ
ル
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
及
び
断
熱
壁
の
中
に
配
線
を
埋
め
込
む
こ
と
を
い
う
。

 

架
空
／
空
中
：

 

天
井
・
壁
・
床
等
の
造
営
材
に
直
接
支
持
物
を
取
り
付
け
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
空
中
に
か
け
わ
た
す
こ
と
を
い
う
。

 

窓
枠
：

 

 
窓
枠
内
に
配
線
を
施
設
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

軒
縁
：

 

扉
枠
内
に
配
線
を
施
設
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

水
中
：
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

                                    

0 
適
用
で
き
な
い
，
又
は
通
常
実
用
上
使
用
し
な
い
。

 

＋
 
製
造
者
取
扱
説
明
書
に
よ
る
。

 

注
記
 
表
中
の
番
号
，
例
え
ば
，

40
，

46
は
，
表

A.
52

.3
の
設
備
の
番
号
を
引
用
す
る
。

 

水
中
又
は
水
底
に
配
線
を
施
設
す
る
こ
と
を
い
う
。

 

表
A

.5
2.

2「
配
線
設
備
の
施
工
」
に
つ
い
て
，
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。

 

①
建
築
物
空
所
に
お
い
て
，
接
近
不
能
な
場
合
の
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
直
接
固
定
す
る
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な

い
。

 

理
由
：
二
重
天
井
内
は
比
較
的
広
い
空
間
が
あ
る
が
，
床
下
空
間
，
扉
枠
内
及
び
窓
枠
内
に
は
配
線
を
固
定
す
る
空
間
が
な
い
た

め
一
般
的
に
採
用
し
な
い
。

 

②
建
築
物
空
所
に
お
い
て
，
接
近
不
能
な
場
合
の
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
，
ケ
ー
ブ
ル
ブ

ラ
ッ
ケ
ッ
ト
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ッ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
施
設
し
た
場

合
，
空
間
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
か
ら
点
検
不
可
能
に
な
る
た
め
，
ま
た
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は

広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
観
点
か
ら
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

③
ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ
ル
に
お
い
て
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
，
上
記
と
同
様
に
広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
た
め
認
め
ら
れ
な
い
。

 

④
地
中
埋
設
に
お
い
て
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
直
接
固
定
す
る
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
地
中
に
は
固
定
す
る
支
持
物
が
な
い
こ
と
や
そ
の
必
要
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
一
般
的
に
電
線
等
を
直
接
固
定
す
る
こ
と
は

採
用
し
な
い
。

 

ま
た
，
固
定
す
る
支
持
物
（
ク
リ
ー
ト
，
枕
木
）
等
が
あ
っ
て
も
，
引
張
応
力
が
か
か
る
こ
と
か
ら
，
固
定
し
な
い
。

 

⑤
地
中
埋
設
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に

 

使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
腐
食
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
採
用
し
な
い
。

 

⑥
地
中
埋
設
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
は
点
検
不
可
能
に
な
る
た
め
，
ま
た
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
絶
縁

不
良
，
腐
食
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
認
め
ら
れ
な
い
。

 

⑦
構
造
体
埋
設
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的

 

に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
施
設
施
工
が
不
可
能
の
た
め
採
用
し
な
い
。

 

⑧
構
造
体
埋
設
に
お
い
て
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
た
め
認
め
ら
れ
な
い
。

 

⑨
露
出
取
付
に
お
い
て
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
な
い
施
設
方
法
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

理
由
：
露
出
取
付
は
，
支
持
物
等
で
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
重
量
が
支
持
出
来
る
場
合
の
他
，
支
持
物
に
固
定
す
る
こ
と
が
原
則

に
な
っ
て
い
る
た
め
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

⑩
架
空
／
空
中
に
お
い
て
，
電
線
管
に
よ
る
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
電
線
管
を
架
空
に
て
施
設
し
た
場
合
，
電
線
管
の
重
量
が
余
分
に
加
わ
り
，
支
持
用
線
を
よ
り
堅
固
な
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
経
済
的
で
な
い
。
ま
た
，
電
線
管
の
接
続
部
が
自
重
若
し
く
は
風
雨
に
よ
り
，
折
れ
る
危
険
が
あ
る
た

め
一
般
的
に
は
採
用
し
な
い
。

 

⑪
架
空
／
空
中
に
お
い
て
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
し
な
い
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
架
空
は
空
中
を
か
け
わ
た
す
こ
と
で
あ
り
，
固
定
等
の
観
念
は
事
実
上
不
可
能
の
た
め
施
設
方
法
と
し
て
は
な
い
。

 

⑫
架
空
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
点
検
が
不
可
能
，
又
は
容
易
で
な
い
た
め
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

         

⑬
窓
枠
に
お
い
て
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
直
接
固
定
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及

 

び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
施
設
す
る
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
施
設
施
工
が
不
可
能
の
た
め
採
用
し
な
い
。

 

⑭
窓
枠
に
お
い
て
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
た
め
認
め
ら
れ
な
い
。

 

⑮
軒
縁
に
お
い
て
，
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
を
直
接
固
定
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及

 

び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に
よ
り
施
設
す
る
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な
い
。

 

理
由
：
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
施
設
施
工
が
不
可
能
の
た
め
採
用
し
な
い
。

 

⑯
軒
縁
に
お
い
て
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
広
い
空
間
を
必
要
と
す
る
た
め
認
め
ら
れ
な
い
。

 

⑰
水
中
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
の
施
設
方
法
は
実
用
上
一
般
的
に
使
わ
れ
な

い
。

 

理
由
：
腐
食
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
と
，
必
要
性
の
な
い
こ
と
か
ら
採
用
し
な
い
。

 

⑱
水
中
に
お
い
て
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
腐
食
の
お
そ
れ
，
又
は
点
検
が
不
可
能
に
な
る
た
め
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

⑲
水
中
に
お
い
て
，
が
い
し
引
き
及
び
支
持
用
線
に
よ
る
施
設
方
法
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

 

理
由
：
絶
縁
不
良
，
腐
食
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

A
.5

2.
3
は
，
施
設
方
法
の
例
を
示
し
て
い
る
が
，
こ
の
表
は
，
実
際
の
製
品
又
は
設
備
事
例
を
示
す
も
の
で
な
く
，
許
容
電
流
を
求
め

る
指
針
と
し
て
の
施
設
方
法
の
説
明
用
の
も
の
で
あ
る
。

 

                                     

                                       

表
A

.5
2.

3－
許
容
電
流
を
求
め
る
指
針
と
し
て
の
施
設
方
法
の
例

 

項
目

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に
使

用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

室
内

 

室
内

 

室
内

 

断
熱
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁

電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

ａ
，
ｃ

 

断
熱
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
多

心
ケ
ー
ブ
ル

ａ
，
ｃ

 

断
熱
壁
内
に
直
接
埋
め
込
ん
だ
多
心
ケ
ー
ブ

ル
ａ
，
ｃ
 

木
造
若
し
く
は
石
造
壁
面
に
取
り
付
け
た

電
線
管
内
の
，
又
は
そ
の
壁
面
か
ら
電
線
管

外
径
の

0.
3
倍
未
満
の
隙
間
を
設
け
て
施
設

し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ

ー
ブ
ル

ｃ
 

木
造
若
し
く
は
石
造
壁
面
に
取
り
付
け
た

電
線
管
内
の
，
又
は
そ
の
壁
面
か
ら
電
線
管

外
径
の

0.
3
倍
未
満
の
隙
間
を
設
け
て
施
設

し
た
電
線
管
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
 

 木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ

ン
キ
ン
グ
(
多
区
画
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
を
含

む
)内

の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
 

－
 
水
平
施
設

ｂ
 

－
 
垂
直
施
設

ｂ
，
ｃ
 

木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン

キ
ン
グ

(多
区
画
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
を
含
む

)内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 
－
 
水
平
施
設

ｂ
 

－
 
垂
直
施
設

ｂ
，
ｃ
 

検
討
中

ｄ

方
法

B
2
を
使
用
し
て
も
よ
い

注
記

1 
図
は
，
実
際
の
製
品
又
は
設
備
の
実
施
を
描
写
す
る
意
図
は
な
い
が
，
設
計
方
法
の
表
示
で
あ
る
。

注
記

2 
す
べ
て
の
脚
注
は
，
表

A
.5

2.
3
の

終
ペ
ー
ジ
に
示
し
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

    

          表
A

.5
2.

3
よ
り
，
幅
木
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
及
び
，
幅
木
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
施

設
方
法
の
例
が
削
除
さ
れ
た
が
，
こ
れ
は
項
目
番
号

52
，

53
に
示
す
施
設
方
法
の
例
な
ど
類
似
す
る
方
法
が
存
在
す
る
た
め
，
簡
略

化
の
一
環
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
，
水
中
の
単
心
又
は
多
心
外
装
ケ
ー
ブ
ル
の
施
設
例
も
削
除
さ
れ
て
お
り
，
こ
ち
ら
は
実

際
の
施
設
例
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
る
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。

 

                         

                                       

表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に

使
用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

つ
り
下
げ
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の
絶

縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

ｂ
 

つ
り
下
げ
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の

多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｂ
 

線
ぴ
内
に
布
設
し
た
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー

ブ
ル

ｃ
，
ｅ

 

扉
枠
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線
又

は
単
心
若
し
く
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，
ｆ
 

窓
枠
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線
又

は
単
心
若
し
く
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，
ｆ
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

－
木
造
又
は
石
造
壁
面
に
固
定
，
又
は
木
造
壁

面
と
ケ
ー
ブ
ル
直
径
の

0.
3
倍
未
満
の
す

き
間
を
設
け
た
施
設

ｃ
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 
－
天
井
か
ら
離
隔
し
て
施
設

 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

－
木
造
又
は
石
造
天
井
面
に
直
接
固
定
し
て

施
設

 

つ
り
下
げ
形
電
気
使
用
機
器
の
固
定
設
備

 

C
，
表

B
.5

2.
17

の
項

目
3
で
使
用

 

検
討
中

 
方
法

E
は
，
使
用
し
て
も

よ
い

 

C
，
表

B
.5

2.
17

の
項

目
3
で
使
用
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規
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逐
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説

 
備
 
 
考
 

 

                                       

                                       

表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に
使

用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
：

 
水
平
又
は
垂
直
に
施
設
し
た
非
打
抜
き
形
ト

レ
イ
に
施
設

ｃ
，
ｈ
 

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
：

 
水
平
又
は
垂
直
に
施
設
し
た
打
抜
き
形
ト
レ

イ
に
施
設

 
 注
記
 

B
.5

2.
6.

2
の
説
明
を
参
照

 

C
，
表

B
.5

2.
17

の
項
目

2
で
使
用

 E
又
は

F 

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
：

 
水
平
又
は
垂
直
に
施
設
し
た
ブ
ラ
ケ
ッ
ト

又
は
ワ
イ
ヤ
メ
ッ
シ
ュ
に
施
設

ｃ
，
ｈ
 

E
又
は

F 

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
：

 
壁
面
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
直
径
の

0.
3
倍
を
超

え
る
す
き
間

 

E
又
は

F

若
し
く
は
方
法

G
ｇ

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
：

 
ラ
ダ
ー
に
施
設

ｃ
 

E
又
は

F 

ち
ょ
う
架
用
線
か
ら
懸
垂
し
た
又
は
ち
ょ

う
架
用
線
と
一
体
化
し
た
若
し
く
は
組
配

線
し
た
単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

E
又
は

F 

が
い
し
引
き
な
ど
の
裸
線
又
は
絶
縁
電

線
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規
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内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

 

                                       

                                       

表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に

使
用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

建
築
物
空
所
内
の
単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，

ｈ
，
ｉ

 

建
築
物
空
所
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内

の
絶
縁
電
線

ｃ
，
ｉ
，
ｊ
，
ｋ

 

建
築
物
空
所
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
単
心
又

は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，
ｋ

 

検
討
中
 
次
の
も
の
を
使
用
し

て
も
よ
い

建
築
物
空
所
内
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク

ト
内
の
絶
縁
電
線

ｃ
，
ｉ
，
ｊ
，
ｋ

 

建
築
物
空
所
内
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト

内
の
単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，
ｋ
 

検
討
中
 
次
の
も
の
を
使
用

し
て
も
よ
い

 

熱
抵
抗
率

2 
m
･K

 ／
Ｗ
以
下
の
石
造
内
に
施
設

し
た
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
内
の
絶
縁
電
線

ｃ
，
ｈ
，
ｌ
 

熱
抵
抗
率

2 
m
･K

 ／
Ｗ
以
下
の
石
造
内
に
施

設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
内
の
単
心
又
は
多
心

ケ
ー
ブ
ル

 

検
討
中
 
次
の
も
の
を
使
用

し
て
も
よ
い

二
重
床
内
又
は
二
重
天
井
内
に
施
設
し
た
単

心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｈ
，
ｉ
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容
 

逐
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解
説

 
備
 
 
考
 

 

                                       

                                       

表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 
許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に
使

用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

床
面
埋
込
形
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の
絶

縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

床
面
埋
込
形
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の
多

心
ケ
ー
ブ
ル

 

壁
面
埋
込
形
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の

絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
 

壁
面
埋
込
形
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
の

多
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
 

水
平
又
は
垂
直
に
施
設
し
た
非
換
気
形
ケ

ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ
ル
内
に
施
設
し
た
電
線
管

内
の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

ｃ
，
ｉ
，
ｌ
，

ｎ
 床
内
の
開
放
形
又
は
換
気
形
ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ

ル
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線

ｍ
．
ｎ

 

水
平
又
は
垂
直
に
施
設
し
た
開
放
形
又
は
換

気
形
ケ
ー
ブ
ル
チ
ャ
ネ
ル
内
の
単
心
又
は
多

心
外
装
ケ
ー
ブ
ル

ｎ
 

機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
を
施
さ
ず
に
，
熱

抵
抗
率

2 
m
･K

 ／
Ｗ
以
下
の
石
造
内
に
直
接

埋
設
し
た
単
心
又
は
多
心
外
装
ケ
ー
ブ
ル

ｏ
，
ｐ
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逐
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説

 
備
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表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 
施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に
使

用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
を
施
し
て
，熱

抵
抗

率
2 

m
･K

 ／
Ｗ
以
下
の
石
造
内
に
直
接
埋
設
し

た
単
心
又
は
多
心
外
装
ケ
ー
ブ
ル

ｏ
，
ｐ
 

石
造
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線

又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル

ｐ
 

石
造
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
多
心
ケ
ー
ブ

ル
ｐ
 

地
中
に
埋
設
し
た
管
路
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

地
中
に
埋
設
し
た
管
路
内
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

地
中
に
直
接
埋
設
し
た
単
心
又
は
多
心
外
装
ケ
ー

ブ
ル

 
－
 
機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
を
施
さ
な
い

ｑ
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

 
 

 
 

 
 

    

                                       

                                       

表
A

.5
2.

3（
続
き
）

 

項
目

 

番
号

 

施
設
方
法

 
記
 
述

 

許
容
電
流
を
求
め
る
た
め
に
使

用
す
る
基
準
施
設
方
法

 
(附

属
書

B
参
照

) 

地
中
に
直
接
埋
設
し
た
単
心
又
は
多
心
外
装
ケ
ー

ブ
ル

 
－
 
機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
を
施
す

ｑ
 

注
ａ
 
壁
の
内
面
材
の
熱
伝
達
係
数
は
，

10
 Ｗ

／
ｍ

２
･K

以
上
。
 

 
ｂ
 
附
属
書

B
の
施
設
方
法

B
1
及
び
施
設
方
法

B
2
に
対
し
て
示
す
値
は
，
単
一
の
回
路
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
に
複
数
の
回
路
が
存
在
す
る

場
合
は
，
内
部
の
バ
リ
ア
又
は
仕
切
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
，
表

B
.5

2.
17

に
示
す
集
合
減
少
係
数
を
適
用
す
る
。
 

 
ｃ
 
ケ
ー
ブ
ル
を
垂
直
に
施
設
し
，
換
気
が
制
約
さ
れ
る
場
合
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
垂
直
部
の
頂
部
の
周
囲
温
度
は
，
か
な
り
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
検
討
中
で
あ
る
。
 

 
ｄ
 
基
準
施
設
方
法

B2
に
対
す
る
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
ｅ
 
構
造
材
及
び
必
然
的
に
存
在
す
る
空
気
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
熱
抵
抗
率
は
小
さ
い
と
考
え
る
。
構
造
が
施
設
方
法

6
又
は
施
設
方
法

7

と
熱
的
に
同
等
で
あ
る
場
合
は
，
基
準
方
法

B
1
を
使
用
し
て
も
よ
い
。
 

 
ｆ
 
構
造
材
及
び
必
然
的
に
存
在
す
る
空
気
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
熱
抵
抗
率
は
小
さ
い
と
考
え
る
。
構
造
が
施
設
方
法

6，
7，

8，
又
は

9

と
熱
的
に
同
等
で
あ
る
場
合
は
，
基
準
方
法
の

B
1
又
は

B
2
を
使
用
し
て
も
よ
い
。
 

ｇ
 
表

B
.5

2.
17

の
係
数
も
使
用
し
て
よ
い
。
 

 
ｈ
 
Ｄ

ｅ
＝
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
：
 

 
 
 －

 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

3
本
を
俵
積
み
に
束
ね
て
い
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
の

2.
2
倍
，
又
は
，
 

 
 
 －

 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

3
本
を
並
列
に
配
置
し
て
い
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
の

3
倍
。
 

 
ｉ
 
V
は
石
造
の
ダ
ク
ト
若
し
く
は
空
所
の
小
さ
い
方
の
寸
法
若
し
く
は
直
径
，又

は
方
形
ダ
ク
ト
，二

重
床
又
は
二
重
天
井
空
間
若
し
く
は
チ
ャ
ネ
ル
の
垂
直
深
さ
。

チ
ャ
ネ
ル
の
深
さ
は
，
幅
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
 

 
ｊ
 
Ｄ

ｅ
は
，
電
線
管
の
外
径
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
の
垂
直
深
さ
。
 

 
ｌ
 
Ｄ

ｅ
は
，
電
線
管
の
外
径
。
 

 
ｍ
 
方
法

55
で
施
設
し
た
多
心
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
は
，
基
準
方
法

B
2
に
対
す
る
許
容
電
流
を
使
用
す
る
。
 

 
ｎ
 
こ
れ
ら
の
施
設
方
法
は
，
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
に
よ
る
許
容
電
流
の
減
少
及
び
火
災
の
危
険
を
防
止
で
き
る
よ
う
に
，
認
め
ら
れ
た
人
以
外
の
立
入
が
制
限
さ

れ
た
区
域
に
限
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
 

 
ｏ
 
導
体
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
の
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
許
容
電
流
は
よ
り
多
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

 
ｐ
 
石
造
の
熱
抵
抗
率
は
，

2 
ｍ
･K

／
Ｗ
以
下
で
あ
る
，
用
語
“
石
造
”
は
，
れ
ん
が
造
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
，
プ
ラ
ス
タ
及
び
類
似
の
も
の
（
他
の
熱
絶
縁
材
）
と

解
さ
れ
て
い
る
。

 

 
ｑ
 
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･K

／
Ｗ
程
度
で
あ
る
と
き
，
こ
の
項
目
に
直
接
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
低
い
土
壌
熱
抵
抗
率
で
は
，
直
接

埋
設
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
許
容
電
流
は
，
管
路
内
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
も
の
よ
り
も
か
な
り
多
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書

B
 

（
参
考
）

 

許
容
電
流
 

 B
.5

2.
1 

概
要
 
こ
の
附
属
書
の
要
求
事
項
は
，
通
常
の
使
用
期
間
中
に
お
い
て
，
通
電
電
流
の
熱
的
影
響
を
受
け
る
導
体
及
び
絶
縁
物
に

対
し
，
十
分
な
寿
命
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
導
体
断
面
積
の
選
定
に
影
響
す
る
そ
の
他
の
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
，
感
電
保
護

(J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

1)
，
熱
的
影
響
に
対
す
る
保
護

(J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

2)
，
過
電
流
保
護

(J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

3)
，
電
圧
降
下
（

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2

の
箇
条

52
5）
，
電
線
を
接
続
す
る
機
器
端
子
の
温
度
制
限
（

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の
箇
条

52
6）

な
ど
が
あ
る
。

 

現
時
点
で
は
，
こ
の
附
属
書
は
，
公
称
電
圧
が
交
流

1 
kV

以
下
又
は
直
流

1.
5 

kV
以
下
の
非
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
及
び
絶
縁
電
線
を
対
象

と
し
て
い
る
。
こ
の
附
属
書
は
，
が
い
（
鎧
）
装
多
心
ケ
ー
ブ
ル
に
は
適
用
し
て
も
よ
い
が
，
単
心
が
い
（
鎧
）
装
ケ
ー
ブ
ル
に
は
適
用
し

な
い
。

 

注
記

1 
単
心
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
，
こ
の
附
属
書
に
示
す
許
容
電
流
を
か
な
り
低
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ケ
ー
ブ
ル
供
給
者
と
協
議
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
ま
た
，

1
本
の
金
属
管
路
内
の
単
心
非
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
も

適
用
す
る
（

52
1.

5
参
照
）。

 

 
注
記

2 
が
い
（
鎧
）
装
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
，
こ
の
附
属
書
に
示
す
値
は
，
安
全
サ
イ
ド
で
あ
る
。
 

 
注
記

3 
絶
縁
電
線
の
許
容
電
流
は
，
単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
 

表
B

.5
2.

2～
B

.5
2.

13
の
値
は
，
絶
縁
電
線
及
び
非
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
に
適
用
し
，

IE
C

 6
05

02
に
規
定
す
る
寸
法
及
び

JI
S 

C
 3

66
4
に
示

す
導
体
抵
抗
を
使
用
し
，

IE
C

 6
02

87
に
示
す
方
法
に
よ
っ
て
求
め
た
。
ケ
ー
ブ
ル
の
構
造
上
の
既
知
の
実
態
的
な
相
違
（
例
え
ば
，
導
体

の
形
状
）
及
び
製
造
上
の
許
容
誤
差
に
よ
っ
て
，
寸
法
，
ひ
い
て
は
各
導
体
寸
法
に
対
す
る
許
容
電
流
に
あ
る
幅
が
生
じ
る
。
表
示
し
た
許

容
電
流
は
，
こ
の
幅
に
安
全
性
を
考
慮
し
，
さ
ら
に
，
導
体
断
面
積
に
対
し
て
プ
ロ
ッ
ト
し
た
と
き
，
滑
ら
か
な
カ
ー
ブ
上
に
あ
る
よ
う
に

選
定
し
た
。

 

導
体
断
面
積

25
 m

m
2
以
上
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
，
円
形
又
は
成
形
導
体
の
い
ず
れ
に
も
適
用
し
て
差
し
支
え
な
い
。
表
示
の

値
は
，
成
形
導
体
に
よ
る
寸
法
か
ら
求
め
た
。

 

  

    B
.5

2.
2 
 
周
囲
温
度
 

 

B
.5

2.
2.

1 
こ
の
附
属
書
に
表
示
す
る
許
容
電
流
値
は
，
基
準
周
囲
温
度
を
次
の
値
と
し
て
い
る
。

 

－
 

気
中
の
絶
縁
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
は
，
施
設
方
法
に
か
か
わ
ら
ず
：

30
 ℃

 

－
 

埋
設
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
は
，
土
壌
に
直
接
埋
設
又
は
地
中
の
管
路
内
と
も
に
：

20
 ℃

 

B
.5

2.
2.

2 
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
使
用
場
所
の
周
囲
温
度
が
基
準
周
囲
温
度
と
異
な
る
場
合
は
，
表

B
.5

2.
14

及
び
表

B
.5

2.
15

に
示

す
適
切
な
補
正
係
数
を
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
の
許
容
電
流
値
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
は
，
土
壌
の

温
度
が
年
間
数
週
間
し
か

25
 ℃

を
超
え
な
い
と
き
は
補
正
す
る
必
要
は
な
い
。

 

注
記
 
気
中
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
絶
縁
電
線
に
つ
い
て
，
周
囲
温
度
が
ま
れ
に
し
か
基
準
周
囲
温
度
を
超
え
な
い
場
合
に
，
表
示
し
た
許
容

電
流
を
補
正
せ
ず
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

 

B
.5

2.
2.

3 
表

B
.5

2.
14

及
び
表

B
.5

2.
15

の
補
正
係
数
は
，
太
陽
又
は
そ
の
他
の
赤
外
放
射
に
よ
る
温
度
上
昇
が
あ
っ
た
と
し
て
も
，
そ
れ

に
よ
る
温
度
上
昇
を
考
慮
し
て
い
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
が
こ
の
よ
う
な
放
射
を
受
け
る
場
合
，
許
容
電
流
は

IE
C

 6
02

87
シ
リ

ー
ズ
に
規
定
す
る
方
法
で
求
め
て
も
よ
い
。

 

    B
.5

2.
1
は
，
通
常
使
用
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
の
寿
命
を
確
保
す
る
た
め
に
，
通
過
電
流
の
熱
効
果
を
受
け
る
導
体
及
び
絶
縁
物
に
対
し

て
要
求
さ
れ
る
事
項
を
述
べ
て
い
る
。
考
慮
す
べ
き
事
項
と
し
て
導
体
の
断
面
積
の
選
定
が
あ
り
，
感
電
保
護
，
熱
的
影
響
に
対
す
る

保
護
，
過
電
流
保
護
，
電
圧
降
下
及
び
電
線
を
接
続
す
る
機
器
端
子
の
制
限
温
度
に
関
係
す
る
。

 

ま
た
，
現
時
点
で
の
，
こ
の
規
格
の
適
用
公
称
電
圧
は

A
C

1k
Ｖ
以
下
，

D
C

1.
5 

kＶ
以
下
で
，
単
心
が
い
装
ケ
ー
ブ
ル
は
適
用
し
な

い
。

 

      IE
C

60
50

2：
1 

kV
 (U

m
 =

 1
.2

 k
V

)～
30

 k
V

 (U
m

 =
 3

6 
kV

)の
定
格
電
圧
用
の
押
出
成
形
絶
縁
を
持
つ
電
力
ケ
ー
ブ
ル
及
び
附
属
品

 

JI
S 

C
 3

66
4：

絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
の
導
体

 

IE
C

60
28

7：
電
気
ケ
ー
ブ
ル

 

 「
成
形
導
体
」
と
は
，
多
心
ケ
ー
ブ
ル
に
は
，

 “
成
形
よ
り
線

”が
あ
る
。
解
説

5.
2.

1
図
の
と
お
り
，
線
心
相
互
間
の
す
き
間
を
な
く

す
よ
う
に
，
電
線
の
断
面
は
，
円
形
で
な
く
半
円
形
又
は
扇
形
と
な
る
よ
う
に
成
形
し
た
よ
り
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
用
い
る
素
線
を

“成

形
導
体

”と
い
う
。
成
形
し
た
も
の
に
は
，
圧
縮
加
工
を
同
時
に
行
っ
た
圧
縮
成
形
よ
り
線
が
多
い
。

 

 

解
説

5.
2.

1
図
 
成
形
よ
り
線

 

    B
.5

2.
2.

2
の
中
で
，
表

B
.5

2.
14

は
気
中
温
度
が

30
℃
（
標
準
）
以
外
の
場
合
，
表

B
.5

2.
15

は
地
中
温
度
が

20
℃
（
標
準
）
以
外
の

場
合
の
補
正
係
数
を
示
し
て
い
る
｡ 

た
だ
し
，
埋
設
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
土
壌
の
温
度
が
年
間
，
数
週
間
し
か

25
℃
を
越
え
な
い
場
合
は
補
正
を
必
要
し
な
い
と
し
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

B
.5

2.
3 

土
壌
熱
抵
抗
率
 
地
中
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
こ
の
附
属
書
で
表
示
し
た
許
容
電
流
は
，
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 

K
･m

/W
の
場
合
で

あ
る
。
こ
の
値
は
，
土
壌
の
種
類
及
び
地
理
的
位
置
が
指
定
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
，
世
界
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る

（
IE

C
 6

02
87

-3
-1
参
照
）。

 

実
際
の
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 

K
･m

/W
よ
り
大
き
い
場
所
に
お
い
て
は
，
許
容
電
流
を
適
切
に
減
少
さ
せ
る
か
，
又
は
ケ
ー
ブ
ル
に
接
し

て
い
る
周
囲
の
土
壌
を
よ
り
適
切
な
も
の
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
，
通
常
，
非
常
に
乾
燥
し
た
土
地
条
件

の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
。

2.
5 

K
･m

/W
以
外
の
土
壌
熱
抵
抗
率
に
対
す
る
補
正
係
数
を
表

B
.5

2.
15

に
示
す
。

 

注
記
 
地
中
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
こ
の
附
属
書
で
表
示
し
た
許
容
電
流
は
，
建
築
物
の
内
部
及
び
周
囲
に
施
設
す
る
場
合
だ
け
を
意
図
し

て
い
る
。
そ
の
他
の
設
備
に
つ
い
て
は
，
実
際
の
通
電
負
荷
状
態
に
適
合
し
た
土
壌
熱
抵
抗
率
の
よ
り
的
確
な
値
が
調
査
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
場
合
に
は
，
許
容
電
流
値
は

IE
C

 6
02

87
シ
リ
ー
ズ
に
示
す
計
算
方
法
に
よ
っ
て
求
め
る
か
又
は
電
線
製
造
業
者
か
ら
入

手
し
て
も
よ
い
。

 

      B
.5

2.
4 

1
回
路
以
上
の
集
合

 

B
.5

2.
4.

1 
 
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
の
種
類

A
～

D
 
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

7
に
示
す
許
容
電
流
は
，
次
の
導
体
本
数
の
単
一
回
路
に
対
す

る
も
の
で
あ
る
。

 

－
 

2
本
の
絶
縁
電
線
若
し
く
は

2
本
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は

1
本
の

2
心
ケ
ー
ブ
ル

 

－
 

3
本
の
絶
縁
電
線
若
し
く
は

3
本
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は

1
本
の

3
心
ケ
ー
ブ
ル

 

こ
れ
を
超
え
る
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
，
そ
の
他
接
触
に
対
し
て
露
出
し
て
い
な
い
裸
無
機
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
を
集
合
さ
せ
て
施
設
す
る

場
合
は
，
表

B
.5

2.
17
～

B
.5

2.
19

に
規
定
す
る
集
合
減
少
係
数
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
集
合
減
少
係
数
は
，
す
べ
て
の
充
電
用
導
体
が
負
荷
率

10
0 
％
で
連
続
し
て
定
常
運
転
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
計
算
し
て
い

る
。
設
備
の
使
用
条
件
に
よ
っ
て
負
荷
が

10
0 
％
未
満
と
な
る
場
合
は
，
こ
の
集
合
減
少
係
数
は
も
っ
と
高
く
し
て
も
よ
い
。

 

B
.5

2.
4.

2 
 
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
の
種
類

E
及
び

F
 
表

B
.5

2.
8～

表
B

.5
2.

13
の
許
容
電
流
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
施
設
方
法
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

 

ト
レ
イ
，
ク
リ
ー
ト
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
へ
の
施
設
に
つ
い
て
は
，
単
一
の
回
路
及
び
集
合
さ
せ
た
複
数
回
路
と
も
許
容
電
流
は
，

施
設
ご
と
に
気
中
開
放
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
該
当
す
る
配
置
に
つ
い
て
示
す
表

B
.5

2.
8～

表
B

.5
2.

13
の
電
流
値
に
，
表

B
.5

2.
20

及
び
表

B
.5

2.
21

に
示
す
集
合
減
少
係
数
を
乗
じ
て
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
接
触
に
対
し
て
露
出
し
て
い
な
い
裸
無
機
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

に
関
す
る
集
合
減
少
係
数
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
，
表

B
.5

2.
7
及
び
表

B
.5

2.
9
を
参
照
。

 

次
の
注
記
は

B
.5

2.
4.

1
及
び

B
.5

2.
4.

2
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

注
記

1 
集
合
減
少
係
数
は
，
対
象
と
す
る
導
体
太
さ
の
範
囲
，
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
及
び
施
設
条
件
に
対
す
る
平
均
値
と

し
て
計
算
し
て
い
る
。
各
表
の
下
に
あ
る
備
考
に
注
意
し
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
よ
り
正
確
に
計
算
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

2 
集
合
減
少
係
数
は
，
等
負
荷
の
同
種
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
な
る
集
合
を
基
準
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
異
な
る
太

さ
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
か
ら
な
る
集
合
の
場
合
は
，
細
い
方
の
も
の
に
流
れ
る
電
流
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
（

B
.5

2.
5

参
照
）。

 

B
.5

2.
5 

異
な
る
太
さ
の
も
の
が
含
ま
れ
る
場
合
 
表
示
の
集
合
減
少
係
数
は
，
等
負
荷
の
同
種
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
に
適
用
す
る
。

異
な
る
太
さ
の
等
負
荷
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
対
す
る
集
合
減
少
係
数
の
計
算
は
，
そ
の
集
合
中
の
合
計
本
数
及
び
太
さ
の

混
ざ
り
具
合
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
係
数
は
表
示
で
き
な
い
が
，
集
合
ご
と
に
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
係
数
の
計
算
方

法
は
，
こ
の
規
格
の
適
用
範
囲
外
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
算
が
適
用
で
き
る
幾
つ
か
の
例
を
次
に
示
す
。

 

B
.5

2.
3
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
算
出
に
用
い
る
土
壌
の
熱
抵
抗
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
壌
を
構
成
物
質
ご
と
に
分
類
す
る

と
固
体
，
液
体
，
気
体
の
各
成
分
に
分
け
ら
れ
，
土
壌
中
の
熱
伝
達
は
，
固
体
粒
子
ど
う
し
の
熱
伝
導
，
固
体
粒
子
接
触
面
近
傍
の
水

を
通
し
て
の
熱
伝
導
，
固
体
粒
子
表
面
間
の
気
体
を
通
し
て
の
熱
伝
導
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
般
的
に
土
壌
構
成
物
質
の
固
有
熱
抵
抗

は
，
空
気
＞
水
＞
花
崗
岩
・
砂
岩
等
の
固
体
粒
子
の
順
と
な
っ
て
お
り
，
土
壌
中
の
水
分
量
が
多
く
な
る
の
に
従
っ
て
，
空
気
の
か
わ

り
に
固
有
熱
抵
抗
が
小
さ
く
熱
伝
導
の
よ
い
水
が
固
体
粒
子
近
傍
や
間
隙
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
た
め
，土

壌
の
固
有
熱
抵
抗
は
小
さ

く
な
る
。

 

わ
が
国
に
お
け
る
一
般
的
な
土
壌
固
有
熱
抵
抗
率
は
，
日
本
電
線
工
業
会
規
格

JC
S
第

16
8
号

E
に
お
い
て
下
表
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
お
り
，
内
線
規
程
等
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
，

1.
0
を
用
い
た
許
容
電
流
値
が
通
常
の
値
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
，

IE
C

を
適
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
，
許
容
電
流
の
再
計
算
を
要
す
る
場
合
が
生
じ
る
た
め
，
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

固
有
熱
抵
抗
（

K
･ｍ

／
Ｗ
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
湿
地
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

0.
6 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
普
通
地

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
乾
燥
地

  
  

  
  

  
  

  
  

  
1.

5 

  B
.5

2.
4
は
，
複
数
回
路
が
集
合
さ
れ
て
い
る
時
の
，
電
線
，
ケ
－
ブ
ル
等
の

高
使
用
温
度
が
，
同
一
の
場
合
と
，
異
な
る
場
合
と
の
，

集
合
減
少
係
数
の
適
用
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。

 

B
.5

2.
4.

1
及
び

B
.5

2.
4.

2
は
，
施
設
方
法
に
よ
る
許
容
電
流
値
の
求
め
方
を
示
し
て
い
る
。
許
容
電
流
は
，
施
設
方
法
と
ケ
－
ブ
ル
サ

イ
ズ
と
か
ら
算
出
し
た
値
に
，
表

B
.5

2.
17
～
表

B
.5

2.
21

に
示
す
ケ
－
ブ
ル
の
配
列
，
間
隔
，
本
数
，
ダ
ク
ト
，
ト
レ
イ
，
ラ
ッ
ク
等

の
施
設
方
法
に
よ
る
集
合
減
少
係
数
を
乗
じ
て
算
出
す
る
。

 

無
機
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
（

M
Iケ

ー
ブ
ル
）
と
は
，
保
護
銅
管
と
各
導
体
と
を
耐
熱
性
の
高
い
無
機
絶
縁
物
で
絶
縁
し
た
も
の
。

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        B
.5

2.
5
の
注
記
で
は
，
異
な
る
太
さ
の
電
線
，
ケ
ー
ブ
ル
が
含
ま
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
，
異
な
る
太
さ
の
集
合
と
み
な
さ
れ
る
場
合

と
同
一
の
集
合
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
（
表
示
の
集
合
減
少
係
数
を
適
用
で
き
る
）
場
合
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

ラ
ダ
ー
に
布
設
さ
れ
た
多
芯
ケ
ー
ブ
ル
を
例
に
具
体
的
に
説
明
を
加
え
る
。

 

                                       

3-63



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

注
記
 
導
体
太
さ
の
範
囲
が
，
隣
合
う

4
段
階
以
上
に
わ
た
っ
て
い
る
集
合
は
，
異
な
る
太
さ
の
集
合
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
同
種

ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
集
合
は
，
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
許
容
電
流
が
同
一
の

高
許
容
導
体
温
度
を
基
準
と

し
て
い
る
場
合
，
及
び
集
合
中
の
導
体
太
さ
の
範
囲
が
標
準
太
さ
の
隣
合
う

3
段
階
以
内
で
あ
る
場
合
に
，
一
つ
の
集
合
で
あ
る
と

み
な
す
。

 

B
.5

2.
5.

1 
電
線
管
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
内
に
収
納
す
る
場
合
 
電
線
管
方
式
，
ケ
ー
ブ
ル

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方
式
又
は
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
方
式
内
の
異
な
る
太
さ
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
対
し
て
，
安
全
側
に
あ
る
集
合

減
少
係
数
は
，
次
の
式
に
よ
っ
て
求
め
る
。

 n
F

1


 

こ
こ
に
，

 
F：

集
合
減
少
係
数

 

 
n ：

集
合
中
の
ケ
ー
ブ
ル
数
又
は
絶
縁
電
線
数

 

こ
の
等
式
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
集
合
減
少
係
数
は
，
太
さ
が
細
い
方
は
過
負
荷
に
な
る
危
険
が
減
少
す
る
が
，
太
さ
が
太
い
方
の
利
用
率

を
低
下
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
同
一
集
合
中
に
太
さ
が
大
小
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
が
混
在
し
な
け
れ
ば
，
こ
の
よ
う
な
利
用
率
の
低
下

を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

電
線
管
内
の
異
な
る
太
さ
の
絶
縁
電
線
又
は
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
つ
い
て
，
特
別
に
留
意
し
た
計
算
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
で
，
よ
り
正

確
な
集
合
減
少
係
数
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

 

こ
の
課
題
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

B
.5

2.
5.

2 
レ
イ
上
に
施
設
す
る
場
合
 
異
な
る
太
さ
の
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
の
と
き
は
，太

さ
が
細
い
方
を
流
れ
る
電
流
に
注
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
異
な
る
太
さ
の
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
つ
い
て
特
別
に
留
意
し
た
計
算
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

B
.5

2.
5.

1
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
集
合
減
少
係
数
は
，
安
全
側
に
あ
る
値
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

 B
.5

2.
6 

施
設
方
法
 

 

B
.5

2.
6.

1 
基
準
方
法
 
基
準
方
法
は
，
許
容
電
流
を
試
験
又
は
計
算
に
よ
っ
て
決
定
す
る
た
め
の
施
設
方
法
で
あ
る
。

 

a)
 
基
準
方
法

A
1，

表
A.

52
.3
の
項
目

1（
断
熱
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
）
及
び
基
準
方
法

A
2，

表
A.

52
.3
の
項
目

2（
断
熱
壁
内
に
施
設
し
た
電
線
管
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
）

 

壁
は
，
耐
候
性
外
面
材
，
断
熱
材
及
び
木
製
又
は
木
製
に
類
す
る
熱
伝
達
係
数
が

10
 W

/m
2 ･

K
以
上
の
内
面
材
か
ら
な
る
。
電
線
管
は

内
面
材
に
接
近
し
て
固
定
す
る
が
，
内
面
材
と
は
必
ず
し
も
接
触
し
な
く
て
も
よ
い
。
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
の
熱
は
，
内
面
材
だ
け
を
通
し
て
放

散
す
る
も
の
と
す
る
。
電
線
管
は
，
金
属
製
又
は
合
成
樹
脂
製
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。

 

b)
基
準
方
法

B
1，

表
52

.3
の
項
目

4（
木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
電
線
管
内
の
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
）
及
び

B
2，

表
52

.3
の
項

目
5（

木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
電
線
管
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
）

 

電
線
管
と
壁
面
と
の
す
き
間
が
電
線
管
の
直
径
の

0.
3
倍
未
満
で
あ
る
よ
う
に
木
造
壁
に
取
り
付
け
た
電
線
管
。
電
線
管
は
金
属
製
又
は

合
成
樹
脂
製
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
電
線
管
を
石
造
壁
に
固
定
す
る
場
合
に
は
，
ケ
ー
ブ
ル
又
は
絶
縁
電
線
の
許
容
電
流
は
更
に
大
き
く
な

る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

c）
基
準
方
法

C
，
表

52
.3
の
項
目

20
（
木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
）

 

ケ
ー
ブ
ル
と
壁
面
と
の
す
き
間
が
ケ
ー
ブ
ル
の
直
径
の

0.
3
倍
未
満
で
あ
る
よ
う
に
木
造
壁
面
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
。
ケ
ー
ブ
ル
を

石
造
壁
に
固
定
又
は
埋
設
す
る
場
合
に
は
，
許
容
電
流
値
は
更
に
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

注
記

1 
“
石
造
壁
”
に
は
，
れ
ん
が
積
み
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
，
プ
ラ
ス
タ
及
び
こ
れ
に
類
す
る
も
の
（
断
熱
材
以
外
の
）
を
含
む
も
の

と
す
る
。

 

d)
基
準
方
法

D
1，

表
52

.3
の
項
目

70
（
地
中
埋
設
し
た
管
路
内
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
）
及
び
Ｄ

2（
地
中
に
直
接
埋
設
す
る
目
的
で
設
計
し

た
多
心
ケ
ー
ブ
ル
－
製
造
業
者
の
説
明
書
を
引
用
）

 

熱
抵
抗
率

2.
5 

K
･m

/W
の
土
壌
に
直
接
接
触
し
て
深
さ

0.
7 

m
に
置
い
た
直
径

10
0 
ｍ
ｍ
の
合
成
樹
脂
製
，陶

器
製
又
は
金
属
製
の
管
路

15
0

9
5

70
1
20

9
5

7
0

 

導
体
温
度

90
℃
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
導
体
温
度

90
℃
 

 

 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
X

L
PE

/P
V

C
（

m
m

２
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 X
L

PE
/P

V
C
（

m
m

２
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

 解
説

5.
2.

2
図
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解
説

5.
2.

3
図
 
 

 

ケ
ー
ブ
ル
の
標
準
太
さ

(…
35

,5
0,

70
,9

5,
12

0,
15

0,
18

5,
24

0
㎟
等

)の
う
ち
，

70
,9

5,
12

0,
15

0
㎟
は
導
体
太
さ
の
範
囲
が
隣
合
う

4
段
階

以
上
と
な
り
，
解
説

5.
2.

2
図
の
よ
う
な
布
設
例
で
は

,異
な
る
太
さ
の
集
合
と
み
な
さ
れ
る
。

 

解
説

5.
2.

3
図
は
，
集
合
中
の
導
体
太
さ
の
範
囲
が
標
準
太
さ
の
隣
合
う

3
段
階
以
内
の
例
で
あ
り
，
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流

が
同
一
の

高
許
容
導
体
温
度
を
基
準
と
し
て
い
る
場
合
，
同
一
の
集
合
で
あ
る
と
み
な
す
。

 

           B
.5

2.
6.

1
は
，
表

B
.5

2.
1
の
基
準
施
設
方
法
に
よ
る
許
容
電
流
計
算
例
を
示
す
。

 

例
1.
施
設
方
法

B
1
に
て
ビ
ニ
ル
絶
縁
電
線

(P
V

C
)1

0
㎟

2
本
を
収
め
た
場
合
；

 

 
 
表

B
.5

2.
2
欄

4
よ
り
，

57
(Ａ

)と
読
み
取
る
。
た
だ
し
，
周
囲
温
度
が

40
(℃

)の
場
合
，
表

B
.5

2.
14

欄
（
ビ
ニ
ル
）
に
示
す
補

正
係
数
：

0.
87

を
乗
じ
，

50
(A

)と
な
る
。

 

例
2.
施
設
方
法

F
に
て
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
絶
縁

(X
L

PE
)銅

導
体
単
心

15
0
㎟

3
本
を
俵
積
み
に
て
布
設
し
た
場
合
；

 

 
 
表

B
.5

2.
12

欄
5
よ
り
，

44
4(
Ａ

)と
な
る
。
こ
の
時
，
周
囲
温
度
が

20
(℃

)で
あ
れ
ば
，
表

B
.5

2.
14

欄
（
架
橋
ﾎﾟ
ﾘｴ
ﾁﾚ
ﾝ及

び
ｴﾁ

ﾚﾝ
ﾌﾟ
ﾛﾋ
ﾟﾚ
ﾝ）

に
示
す
補
正
係
数
：

1.
08

を
乗
じ
，

48
0(

A
)と

な
る
。

 

例
3.
施
設
方
法

E
に
て
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
絶
縁

(X
L

PE
)銅

導
体

3
心

12
0
㎟
を
布
設
し
た
場
合
；

 

表
B

.5
2.

12
欄

3
よ
り
，

34
6(

A
)と

な
る
。
上
記
の
条
件
で
，
同
サ
イ
ズ
の
ケ
ー
ブ
ル

3
本
を
ラ
ダ
ー
上
に
密
着
さ
せ
て
布
設
す

る
場
合
，
表

B
.5

2
項
目

5
に
示
す
集
合
減
少
係
数
：

0.
82

を
乗
じ
，

28
4(

A
)と

な
る
。

 

ケ
ー
ブ
ル
外
径
以
上
の
離
隔
を
も
っ
て
布
設
し
た
場
合
は
，
集
合
減
少
係
数
：

1.
00

と
な
り
，
許
容
電
流
の
減
少
は
な
い
。

 

例
4
施
設
方
法

D
1
に
て
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
絶
縁

(X
L

PE
)銅

導
体

3
心

95
㎟
を
布
設
し
た
場
合
；

 

 
表

B
.5

2.
5
欄

7
よ
り
，1

97
(Ａ

)と
な
る
。こ

の
時
の
土
壌
が
乾
燥
地
で
あ
り
，土

壌
熱
抵
抗
率
が

1.
5 

K
･m

/W
の
場
合
，表

B
.5

2.
16

欄
（
埋
設
し
た
管
路
内
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
補
正
係
数
）
に
示
す
補
正
係
数
：

1.
1
を
乗
じ
，

21
7(

A
)と

な
る
。

  

こ
こ
で
，
施
設
方
法

B
1：

木
造
壁
面
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
石
造
壁
面
に
取
り
付
け
る
場
合
も
同
様
）
に
取
り
付
け
た
電
線
管
内

に
絶
縁
電
線
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る
場
合

 

施
設
方
法

E 
：
気
中
開
放
状
態
で
多
心
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る
場
合

 

施
設
方
法

F 
：
気
中
開
放
状
態
で
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
密
着
し
て
布
設
す
る
場
合
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

に
引
き
込
む
ケ
ー
ブ
ル
（

B
.5

2.
3
も
参
照
）。

 

熱
抵
抗
率

2.
5 

K
･m

/W
の
土
壌
に
直
接
接
触
し
て
深
さ

0.
7 

m
に
置
い
た
ケ
ー
ブ
ル
（

B
.5

2.
3
も
参
照
）。

 

注
記

2 
地
中
に
埋
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
の
温
度
を
制
限
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
被
覆
の
熱
が
地
中
に
放
散
さ
れ
る
場
合
，
熱

抵
抗
率
が
増
加
し
，
そ
し
て
ケ
ー
ブ
ル
は
過
負
荷
と
な
る
。
こ
の
熱
を
避
け
る
一
つ
の
方
法
は
，

90
℃
で
設
計
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に

対
し
て

70
℃
導
体
温
度
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
表
を
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

e)
基
準
方
法

E
，

F
及
び

G
，
表

A
.5

2.
3
の
項
目

32
及
び
項
目

33
（
気
中
開
放
の
単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
）

 

す
べ
て
の
熱
放
散
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
支
持
し
た
ケ
ー
ブ
ル
。
太
陽
放
射
及
び
そ
の
他
の
熱
源
に
よ
る
加
熱
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
空
気
の
自
然
対
流
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は
，
ケ
ー
ブ
ル
と
あ
ら
ゆ
る
隣
接
物
表
面
と
の

離
隔
が
，
多
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
ケ
ー
ブ
ル
外
径
の

0.
3
倍
以
上
，
又
は
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
ケ
ー
ブ
ル
の
直
径
以
上
で
あ
れ
ば
，
気
中
開
放

条
件
に
適
合
す
る
許
容
電
流
を
用
い
て
も
よ
い
。

 

A
.5

2.
6.

2 
そ
の
他
の
方
法
 

 

a)
 
床
面
又
は
天
井
下
面
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
：
こ
れ
は
，
天
井
面
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
許
容
電
流
が
，
自
然
対
流
の

減
少
に
よ
っ
て
壁
又
は
床
に
対
す
る
値
よ
り
わ
ず
か
に
減
少
す
る
（
表

B
.5

2.
17

参
照
）
こ
と
を
除
け
ば
，
基
準
方
法

C
と
同
様
で
あ
る
。

b)
 
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
：
打
抜
き
形
ト
レ
イ
は
，
ケ
ー
ブ
ル
固
定
具
を
容
易
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
規
則
的
な
配
列
の
孔
を
も
つ
。
打
抜
き

形
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
は
，
底
の
面
積
の

30
 ％

を
孔
が
占
め
る
試
験
用
ト
レ
イ
に
よ
っ
て
求
め
る
。
孔

が
ト
レ
イ
の
底
の
面
積
の

30
 ％

未
満
の
場
合
は
，
そ
の
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
は
非
打
抜
き
形
と
み
な
す
。
こ
れ
は
基
準
方
法

C
と
同
じ
で
あ

る
。

 

c)
 
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
方
式
：
こ
の
構
造
は
，
ケ
ー
ブ
ル
周
囲
の
空
気
の
流
通
抵
抗
を

小
と
な
る
よ
う
に
す
る
。
す
な
わ
ち
，
ケ
ー
ブ
ル

の
下
の
金
属
製
支
持
部
分
が
，
そ
の
布
設
面
積
の

10
 ％

未
満
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

 

d)
 
ケ
ー
ブ
ル
ク
リ
ー
ト
，
ケ
ー
ブ
ル
結
束
帯
：
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
ケ
ー
ブ
ル
を
固
定
す
す
る
か
又
は
ケ
ー
ブ
ル
を
共
に
結
束
す
る
器
具
。

e)
 
ケ
ー
ブ
ル
ハ
ン
ガ
：
ケ
ー
ブ
ル
の
長
さ
方
向
に
間
隔
を
置
い
て
ケ
ー
ブ
ル
を
支
持
し
，
ケ
ー
ブ
ル
周
囲
の
空
気
の
流
通
が
実
質
上
完
全

に
自
由
な
ケ
ー
ブ
ル
支
持
材
。

 

表
B

.5
2.

1～
表

B
.5

2.
21

に
対
す
る
共
通
の
注
記

 

注
記

3 
固
定
電
気
設
備
に
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
絶
縁
電
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
並
び
に
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流
を
表
示
し

た
。
表
の
電
流
値
は
，
直
流
又
は
公
称
周
波
数
が

50
 H

z
又
は

60
 H

z
の
交
流
に
対
す
る
連
続
定
常
使
用
（
負
荷
率

10
0 
％
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

注
記

4 
表

B
.5

2.
1
は
，
表
示
し
た
許
容
電
流
を
適
用
す
る
基
準
施
設
方
法
を
項
目
分
け
し
た
。

 

注
記

5 
設
備
設
計
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
支
援
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合
の
便
宜
の
た
め
に
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
の
許
容
電
流
は
，

導
体
の
寸
法
に
関
連
す
る
簡
単
な
式
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
式
及
び
適
用
す
る
係
数
を
，
附
属
書

D
に
示
す
。

 

f)
 
天
井
内
の
ケ
ー
ブ
ル
：
こ
れ
は
基
準
方
法

A
に
示
す
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
接
続
箱
及
び
天
井
内
に
施
設
し
た
類
似
の
も
の
内
で
起
こ

り
得
る
よ
り
高
い
周
囲
温
度
に
よ
る
補
正
係
数
を
適
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 
注
記

6 
天
井
内
の
接
続
箱
が
照
明
器
具
へ
の
電
力
供
給
に
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
照
明
器
具
か
ら
の
熱
拡
散
に
よ
っ
て
，
表

B
.5

2.
2

～
表

B
.5

2.
5
に
示
す
も
の
よ
り
高
い
周
囲
温
度
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
，

52
2.

2.
1
も
参
照
。
温
度
は

40
℃
か
ら

50
℃
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
，
表

B
.5

2.
14

に
従
っ
た
補
正
係
数
を
適
用
す
る
こ
と
。

 

       

施
設
方
法

D
1 
：
地
中
に
埋
設
し
た
管
路
内
に
単
心
ケ
ー
ブ
ル
ま
た
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る
場
合

 

 

注
記

2
は
，
地
中
に
埋
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
放
熱
に
よ
る
熱
抵
抗
率
の
増
加
を
考
慮
し
て
，
導
体
温
度

90
℃
で
設
計
さ
れ
た
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
の
際
は
，
同
条
件
で
許
容
電
流
値
が
小
さ
い
導
体
温
度

70
℃
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
許
容
電
流
表
を
使
用
す
る
こ
と
を
推

奨
し
て
い
る
。

 

 

                   

    注
記

6
は
，
照
明
器
具
へ
の
電
力
供
給
用
に
使
用
さ
れ
る
天
井
内
の
接
続
箱
等
の
内
部
の
温
度
が
，
通
常
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
を
考

慮
し
，
表

B
.5

2.
14

に
示
す
適
切
な
温
度
補
正
係
数
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

          

 表
B

.5
2.

1
に
お
い
て
，
熱
可
塑
性
絶
縁
は

PV
C
，
熱
硬
化
性
絶
縁
は

X
LP

E
な
ど
を
示
す
。

 

                                     

断
熱

壁
内

に
施

設
し

た
電

線
管
内

の
絶
縁
電
線
（
単
心
ケ

ー
ブ
ル
）

 
室
内

 

表
B

.5
2.

1－
許
容
電
流
表
の
基
本
を
形
成
す
る
基
準
施
設
方
法

 

基
準
施
設
方
法

 

表
及
び
欄

単
一
回
路
に
対
す
る
許
容
電
流

 

熱
可
塑
性
絶
縁

 
熱
硬
化
性
絶
縁

 
無
機
絶
縁

周
囲
温
度

 
補
正
係
数

 
集
合
減
少

係
 
数

 

心
線
数

 

室
内

 

断
熱

壁
内

に
施

設
し

た
電

線
管

内
の

多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

木
造

壁
面

に
取

り
付

け
た

電
線

管
内

の
絶
縁
電
線

(単
心

ケ
ー
ブ
ル

)

木
造
壁
面
に
取
り
付

け
た
電
線
管
内
の
多

心
ケ
ー
ブ
ル

 

木
造

壁
面

に
取

り
付

け
た

単
心

又
は

多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

地
中
に
埋
設
し
た

管
路
内
の
多
心
ケ

ー
ブ
ル

 

D
を
除
く

 
表

B
.5

2.
17

 
(表

B
.5

2.
19

 
適
用

) 

表
 

B
.5

2.
14

 
表
 

B
.5

2.
17

 

表
 

B
.5

2.
14

 

表
 

B
.5

2.
14

 
表
 

B
.5

2.
17

 

表
 

B
.5

2.
14

 

表
 

B
.5

2.
14

 

表
 

B
.5

2.
17

 

表
 

B
.5

2.
17

 

外
装
管

温
度

70
℃

表
B

.5
2.

6 
 外
装
管

 
温
度

10
5℃

表
B

.5
2.

7 

表
 

B
.5

2.
2 

欄
2 

表
 

B
.5

2.
4 

欄
2 

表
 

B
.5

2.
3 

欄
2 

表
 

B
.5

2.
5 

欄
2 

 

表
 

B
.5

2.
2 

欄
3  

表
 

B
.5

2.
4 

欄
3  

表
 

B
.5

2.
3 

欄
3  

表
 

B
.5

2.
5 

欄
3  

表
 

B
.5

2.
2 

欄
4 

表
 

B
.5

2.
4 

欄
4４

 

表
 

B
.5

2.
3 

欄
4  

表
 

B
.5

2.
5 

欄
4  

表
 

B
.5

2.
2 

欄
5 

表
 

B
.5

2.
4 

欄
5  

表
 

B
.5

2.
3 

欄
5 

表
 

B
.5

2.
5 

欄
5

表
 

B
.5

2.
2 

欄
6  

表
 

B
.5

2.
4 

欄
6  

表
 

B
.5

2.
3 

欄
6 

表
 

B
.5

2.
5 

欄
6 

表
 

B
.5

2.
4 

欄
7 

表
 

B
.5

2.
2 

欄
7  

表
 

B
.5

2.
3 

欄
7  

表
 

B
.5

2.
5 

欄
7  

表
 

B
.5

2.
15

 
表
 

B
.5

2.
19
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表
B

.5
2.

1（
続
き
）

 

 

基
準
施
設
方
法

 

 

表
及
び
欄

単
一
回
路
に
対
す
る
許
容
電
流

 

熱
可
塑
性
絶
縁

 
熱
硬
化
性
絶
縁

 

心
線
数

 

地
中
に
直
接
埋
設

し
た
外
装
単
心
又

は
多
心
ケ
ー
ブ
ル

気
中
開
放
の
多
心

ケ
ー
ブ
ル

 

壁
と
の
離
隔
距
離
は
ケ
ー
ブ
ル

外
径
の

0.
3
倍
以
上

 

欄
8 

欄
8 

 

欄
8 

欄
8 

 

欄
8 

 

銅
 

表
B

.5
2.

10
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
11

 

銅
 

表
B

.5
2.

12
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
13

 

外
装
管

温
度

70
℃

表
B

.5
2.

8 
 外
装
管

 
温
度

 
10

5℃
 

表
B

.5
2.

9 

表 B
.5

2.
14

 
表 B

.5
2.

20
 

 

気
中
開
放
の
密
着

し
た
単
心
ケ
ー
ブ

ル
 

壁
と
の
離
隔
距
離
は

 
ケ
ー
ブ
ル
外
径
以
上

 

気
中
開
放
の
離
隔

し
た
単
心
ケ
ー
ブ

ル
 

ケ
ー
ブ
ル
外
径
以
上

 

銅
 

表
B

.5
2.

10
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
11

 

銅
 

表
B

.5
2.

10
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
11

 

銅
 

表
B

.5
2.

12
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
13

 

銅
 

表
B

.5
2.

12
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
表

B
.5

2.
13

 

外
装
管

温
度

70
℃

表
B

.5
2.

8 
 外
装
管

 
温
度

 
10

5℃
 

表
B

.5
2.

9 

外
装
管

温
度

70
℃

表
B

.5
2.

8 
 外
装
管

 
温
度

 
10

5℃
 

表
B

.5
2.

9 

表 B
.5

2.
14

 
 

表 B
.5

2.
20

 
 

表 B
.5

2.
14

 
 周
囲
温
度

 
補
正
係
数

 
集
合
減
少

係
 
数

 
無
機
絶
縁

2
及
び

3 
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

   

表
B

.5
2.

2～
表

B
.5

2.
13

は
，
表

B
.5

2.
1
の
各
基
準
施
設
方
法
に
対
し
，
絶
縁
種
別
，
導
体
種
別
，
通
電
導
体
数
別
，
導
体
温
度
別
，

周
囲
温
度
別
等
の
許
容
電
流
値
を
示
す
。

 

                                     

表
B

.5
2.

2－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

ビ
ニ
ル
絶
縁
／
通
電
導
体
数

:2
／
銅
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
 

架
導
体
温
度

:7
0℃

／
周
囲
温
度

:気
中

30
℃
，
地
中

20
℃

 

導
体

の
公

称
断
面
積

 
ｍ
ｍ

２
 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

注
記
 
欄

3，
5，

6，
7
及
び

8
の
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，

こ
れ
は
円
形
導
体
に
対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

     

                                       

表
B

.5
2.

3－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
絶
縁
，
通
電
導
体
数

:2
／
銅
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
 

導
体
温
度

:9
0℃

／
周
囲
温
度

:気
中

30
℃
，
地
中

20
℃

 

導
体
の
公

称
断
面
積

 
ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

 

銅

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

注
記
 
欄

3，
5，

6，
7
及
び

8
の
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，

こ
れ
は
円
形
導
体
に
対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

    

                                       

表
B

.5
2.

4－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

ビ
ニ
ル
絶
縁
，
通
電
導
体
数

:3
／
銅
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

導
体
温
度

:7
0℃

／
周
囲
温
度

:気
中

30
℃
，
地
中

20
℃

 

導
体
の
公
称
断
面

積
 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

注
記
 
欄

3，
5，

6，
7
及
び

8
の
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の

で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に
対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

     

                                       

表
B

.5
2.

5－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
絶
縁
，
通
電
導
体
数

:3
／
銅
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
 

導
体
温
度

:9
0℃

／
周
囲
温
度

:気
中

30
℃
，
地
中

20
℃

 

導
体

の
公

称
断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

注
記
 
欄

3，
5，

6，
7
及
び

8
の
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の

で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に
対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

        

                                       

表
B

.5
2.

6－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

C
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

無
機
絶
縁
，
銅
導
体
及
び
銅
外
装
管

 

ビ
ニ
ル
被
覆
又
は
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル
（
注
記

2
参
照
）

 

金
属
外
装
管
温
度

:7
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

 

導
体
の
公
称
断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
方
法

C
に
対
す
る
導
体
の
数
及
び
配
置

通
電
導
体
数
：

2 

2
心
又
は
単
心

 
多
心
又
は
俵
積
み
の
単
心

 

通
電
導
体
数
：

3

平
列
の
単
心

 

注
記

1 
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
同
一
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
は
外
装
管
を
そ
の
両
端
で
相
互
に
接
続
す
る
。

 

注
記

2 
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，

0.
9
を
乗
じ
た
値
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

3 
50

0Ｖ
及
び

75
0Ｖ

の
値
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
定
格
電
圧
で
あ
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

    

                                       

表
B

.5
2.

7－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

C
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

無
機
絶
縁
，
銅
導
体
及
び
銅
外
装
管

 

人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
，
及
び
可
燃
性
材
料
に
接
触
し
な
い
，
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル

 

金
属
外
装
管
温
度

:1
05
℃
／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

導
体
の
公
称
断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
方
法

C
に
対
す
る
導
体
の
数
及
び
配
置

通
電
導
体
数
：

2 

2
心
又
は
単
心

 

通
電
導
体
数
：

3

多
心
又
は
俵
積
み
の
単
心

 
平
列
の
単
心

 

注
記

1 
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
同
一
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
は
外
装
管
を
そ
の
両
端
で
相
互
に
接
続
す
る
。

 

注
記

2 
集
合
に
対
す
る
補
正
を
行
う
必
要
は
な
い
。

 

注
記

3 
こ
の
表
の
外
装
管
温
度
は
高
く
，
通
常
は
木
造
壁
に
適
用
で
き
な
い
の
で
，
石
造
壁
に
対
し
て
基
準
方
法

C
を
適
用
す
る
。

 

注
記

4 
50

0Ｖ
及
び

75
0Ｖ

の
値
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
定
格
電
圧
で
あ
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

     

                                       

表
B

.5
2.

8－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
, F

及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

無
機
絶
縁
，
銅
導
体
及
び
銅
外
装
管
／

 

ビ
ニ
ル
被
覆
又
は
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル
（
注
記

2
参
照
）
 

金
属
外
装
管
温
度

:7
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

導
体
の

公
称
断
面

積
 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
方
法

E，
F
及
び

G
に
対
す
る
導
体
の
数
及
び
配
置

通
電
導
体
数
：

2 
2
心
又
は
単
心

 
 方
法

E
又
は
方
法

F 

多
心
又
は
俵
積
み
の

単
心

 
 方
法

E
又
は
方
法

F 

単
心

 
密
着

 
 

方
法

F
 

平
列
の
単
心

 
垂
直
離
隔

 
 

方
法

G
 

単
心

 
水
平
離
隔

 
 

方
法

G
 

注
記

1 
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
同
一
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
は
外
装
管
を
そ
の
両
端
で
相
互
に
接
続
す
る
。

 

注
記

2 
人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，

0.
9
を
乗
じ
た
値
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

3 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。

 

注
記

4 
50

0Ｖ
及
び

75
0Ｖ

の
値
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
定
格
電
圧
で
あ
る
。

 

通
電
導
体
数
：

3
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説
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表
B

.5
2.

9－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
，

F
及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

無
機
絶
縁
，
銅
導
体
及
び
銅
外
装
管

 

人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
被
覆
な
し
の
ケ
ー
ブ
ル
（
注
記

2
参
照
）

 

金
属
外
装
管
温
度

:1
05
℃
／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

導
体
の
公
称
断
面

積
 

ｍ
ｍ

２
 

  

表
B

.5
2.

1
の
方
法

E，
F
及
び

G
に
対
す
る
導
体
の
数
及
び
配
置

通
電
導
体
数
：

2 
2
心
又
は
単
心

 
 方
法

E
又
は
方
法

F 

通
電
導
体
数
：

3

多
心
又
は
俵
積
み
の

単
心

 
 方
法

E
又
は
方
法

F 

単
心

 
密
着

 
 

方
法

F
 

平
列
の
単
心

 
垂
直
離
隔

 
 

方
法

G
 

単
心

 
水
平
離
隔

 
 

方
法

G
 

注
記

1 
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，
同
一
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
は
外
装
管
を
そ
の
両
端
で
相
互
に
接
続
す
る
。

 

注
記

2 
集
合
に
対
す
る
補
正
を
行
う
必
要
は
な
い
。

 

注
記

3 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。

 

注
記

4 
50

0Ｖ
及
び

75
0Ｖ

の
値
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
定
格
電
圧
で
あ
る
。
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逐
条
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説

 
備
 
 
考
 

         

                                       

表
B

.5
2.

10
－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
，

F
及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

ビ
ニ
ル
絶
縁
，
銅
導
体

 

導
体
温
度

:7
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

 

導
体

の
公

称
断
面
積

 
ｍ
ｍ

２
 

  

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

 

多
心
ケ
ー
ブ
ル

 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

通
電

導
体

数
：

2 
通

電
導

体

数
：

3 
通

電
導

体

数
：

2 密
着

 

通
電

導
体

数
：

3 
俵
積
み

 

通
電
導
体
数
：

3 
平
列

密
着

 
離
隔

水
平

垂
直

方
法

E
 

方
法

E
方
法

F 
方
法

F
 

方
法

F
方
法

G
方
法

G

注
記

1 
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に
対

し
安
全
に
適
用
で
き
る
。

 
注
記

2 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

     

                                       

表
B

.5
2.

11
－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
，

F
及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

ビ
ニ
ル
絶
縁
，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

 

導
体
温
度

:7
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

 

導
体
の
公
称

断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

多
心
ケ
ー
ブ
ル

単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

通
電

導
体

数
：

2 

 

通
電

導
体

数
：

3  
通

電
導

体

数
：

2 密
着

 

通
電

導
体

数
：

3  
俵
積
み

 

通
電
導
体
数
：

3
平
列

密
着

 
離
隔

水
平

垂
直

方
法

E
 

方
法

E
方
法

F 
方
法

F
 

方
法

F
方
法

G
方
法

G

注
記

1 
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に

対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。

 
注
記

2 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。
 

3-77



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

      
 

                                       

表
B

.5
2.

12
－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
，

F
及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
絶
縁
，
銅
導
体

 

導
体
温
度

:9
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

 

導
体
の
公
称

断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

多
心
ケ
ー
ブ
ル

単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

通
電

導
体

数
：

2 
通

電
導

体

数
：

3  
通

電
導

体

数
：

2 密
着

 

通
電

導
体

数
：

3 
俵
積
み

 

通
電
導
体
数
：

3 
平
列

密
着

 
離
隔

水
平

垂
直

方
法

E
 

方
法

E
方
法

F
 

方
法

F
 

方
法

F
方
法

G
方
法

G

注
記

1 
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に

対
し
安
全
に
適
用
で
き
る
。

 
注
記

2 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

       

                                       

表
B

.5
2.

13
－
表

B
.5

2.
1
の
施
設
方
法

E
，

F
及
び

G
に
対
す
る
許
容
電
流
（
Ａ
）
 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
又
は
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
絶
縁
，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

 

導
体
温
度

:9
0℃

／
基
準
周
囲
温
度

:3
0℃

 

導
体
の
公
称

断
面
積

 

ｍ
ｍ

２
 

 

表
B

.5
2.

1
の
施
設
方
法

 
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

通
電

導
体

数
：

2  
通

電
導

体

数
：

3  
通

電
導

体

数
：

2 密
着

 

通
電

導
体

数
：

3 
俵
積
み

 

単
心
ケ
ー
ブ
ル

密
着

 
離
隔

水
平

垂
直

方
法

E
 

方
法

E
方
法

F
 

方
法

F
方
法

F
方
法

G
方
法

G

注
記

1 
太
さ
が

16
 ｍ

ｍ
2
以
下
は
，
円
形
導
体
の
も
の
と
す
る
。
こ
れ
よ
り
大
き
い
太
さ
に
対
す
る
値
は
，
成
形
導
体
に
関
す
る
も
の
で
，
こ
れ
は
円
形
導
体
に
対

し
安
全
に
適
用
で
き
る
。

 
注
記

2 
D

ｅ
は
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径
。
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考
 

 

                

                                       

表
B

.5
2.

14
－
気
中
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
適
用
す
る

 

30
℃
以
外
の
周
囲
大
気
温
度
に
対
す
る
補
正
係
数

 

周
囲
温
度

ａ
 

℃
 

塩
化
ビ
ニ
ル

 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

 
及
び

 
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ

ム
 

無
機
（

M
I）

ａ
 

ビ
ニ
ル
被
覆
又
は
人
が
触

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
被
覆

な
し
 

70
℃

 

人
が
触
れ
る
お
そ
れ
の

な
い
被
覆
な
し

 
10

5℃

絶
縁
体

 

注
ａ
 
よ
り
高
い
周
囲
温
度
に
つ
い
て
は
，
製
造
業
者
と
協
議
す
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 
       

                          IE
C

 6
02

87
-2

-1
で
は
，
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
関
係
す
る
熱
抵
抗
率
な
ど
の
計
算
方
法
を
示
し
て
い
る
。

 

            

表
B

.5
2.

15
－
地
中
埋
設
の
管
路
内
の
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
適
用
す
る

 

20
 ℃

以
外
の
周
囲
温
度
に
対
す
る
補
正
係
数

 

地
中
温
度

 
℃

 
絶
縁
体

 

塩
化
ビ
ニ
ル

 
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
及
び

エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム

表
B

.5
2.

16
－
基
準
施
設
方
法

D
に
対
す
る
許
容
電
流
に
適
用
す
る
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ
以
外
の
地
中
に
直
接
埋

設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
又
は
地
中
に
埋
設
し
た
管
路
内
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
補
正
係
数

 

熱
抵
抗
率
 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ

 

埋
設
し
た
ダ
ク
ト
内
の
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
補
正
係
数

直
接
埋
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
補
正
係
数

注
記

1 
補
正
係
数
は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

5
に
含
む
施
設
方
法
に
つ
い
て
，
導
体
太
さ
の
範
囲
及
び
種
類
に
わ
た
っ
て
平
均
化
し
て
示
し
て
い
る
。
補
正
係
数
の

総
体
的
制
度
は
，
±

5 
％
以
内
で
あ
る
。

 

注
記

2 
補
正
係
数
は
，地

中
に
埋
設
し
た
管
路
に
引
き
込
む
ケ
ー
ブ
ル
に
適
用
す
る
。ま

た
，地

中
に
直
接
埋
設
す
る
ケ
ー
ブ
ル
に
対
し
て
は
，熱

抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･

Ｋ
／
Ｗ
未
満
の
場
合
の
補
正
係
数
は
よ
り
大
き
く
な
る
。
よ
り
正
確
な
値
が
必
要
な
場
合
は
，

IE
C

 6
02

87
シ
リ
ー
ズ
に
示
す
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

 

注
記

3 
補
正
係
数
は
，

0.
8 
ｍ
以
内
の
深
さ
に
埋
設
し
た
管
路
に
適
用
す
る
。

 

注
記

4 
土
壌
特
性
は
一
定
で
あ
る
と
す
る
。
ケ
ー
ブ
ル
周
辺
の
熱
抵
抗
率
を
よ
り
高
く
す
る
水
分
の
移
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
土
壌
の
部
分

的
乾
燥
が
予
知
で
き
る
場
合
は
，
許
容
電
流
を

IE
C

 6
02

87
シ
リ
ー
ズ
に
示
す
方
法
で
算
出
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
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考
 

 

                

 表
B

.5
2.

17
～
表

B
.5

2.
21

は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
に
示
す
許
容
電
流
に
対
し
て
，
ケ
ー
ブ
ル
布
設
状
況
ご
と
に
適
用
す
る
減
少

係
数
（
低
減
率
）
を
示
す
。

 

 

 

                                  

表
B

.5
2.

17
－
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
の
許
容
電
流
に
用
い
る

1
回
路
又
は

1
多
心
ケ
ー
ブ
ル
に
対
す
る
減
少
係
数
又
は

複
数
回
路
，
又
は
複
数
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
対
す
る
減
少
係
数

 

項
 

目
 

配
置

 
(ケ

ー
ブ
ル
は
密
着

) 
回
路
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
数

 
許
容
電
流
に
用

い
る
基
準
施
設

方
法

気
中
で
束
ね
る
，
露
出
，

埋
込
み
又
は
隠
ぺ
い

 

壁
，
床
又
は
非
打
抜
き
形

ト
レ
イ
に

1
層

 

木
造
天
井
面
に
直
接
固
定

し
た

1
層

 

打
抜
き
形
水
平
又
は
垂

直
ト
レ
イ
に

1
層

 

ラ
ダ
ー
支
持
又
は
ク
リ
ー

ト
な
ど
に

1
層

 

表
B

.5
2.

2～
表

B
.5

2.
13

 
方
法

A
～

F

表
B

.5
2.

2～
 

表
B

.5
2.

7 
方
法

C
 

表
B

.5
2.

8～
 

表
B

.5
2.

13
 

方
法

E
及
び

F 

9
を
超
え
る
回
路

又
は
多
心
ケ
ー
ブ

ル
の
減
少
係
数
は

な
い

 

注
記

1 
こ
れ
ら
の
係
数
は
，
等
負
荷
の
ケ
ー
ブ
ル
の
同
形
の
集
合
に
適
用
す
る
。

 

注
記

2 
隣
接
す
る
ケ
ー
ブ
ル
間
の
水
平
離
隔
が
そ
の
全
直
径
の

2
倍
を
超
え
る
場
合
は
，
集
合
減
少
係
数
を
適
用
す
る
必
要
は
な
い
。

 

注
記

3 
次
の
場
合
は
，
同
一
係
数
を
適
用
す
る
。

 

 
 
 

 －
 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

2
本
又
は

3
本
の
集
合

 

 
 
 

 －
 
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

注
記

4 
配
線
設
備
が

2
心
ケ
ー
ブ
ル
と

3
心
ケ
ー
ブ
ル
と
で
構
成
す
る
場
合
，
ケ
ー
ブ
ル
の
合
計
数
を
回
路
の
数
と
し
，

2
心
ケ
ー
ブ
ル
に
は

2
通
電
導
体

の
表
に
，

3
心
ケ
ー
ブ
ル
に
は

3
通
電
導
体
の
表
に
そ
の
対
応
す
る
係
数
を
適
用
す
る
。

 

注
記

5 
集
合
が
ｎ
本
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル
で
構
成
す
る
場
合
，

2
通
電
導
体
の
ｎ
／

2
回
路
，
又
は

3
通
電
導
体
の
ｎ
／

2
と
み
な
し
て
よ
い
。

 

注
記

6 
表
の
値
は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
に
含
む
施
設
方
法
に
つ
い
て
，
導
体
太
さ
の
範
囲
及
び
種
類
に
わ
た
っ
て
平
均
化
し
て
示
し
て
い
る
。
表
の

数
値
の
精
度
は
，

5 
％
以
内
で
あ
る
。

 

注
記

7 
上
表
に
示
し
て
い
な
い
幾
つ
か
の
施
設
及
び
そ
の
他
の
方
法
に
つ
い
て
は
，
特
別
な
事
例
と
し
て
計
算
し
た
係
数
を
使
用
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ

る
。
例
と
し
て
，
表

B
.5

2.
20

及
び
表

B
.5

2.
21

参
照
。
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逐
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備
 
 
考
 

 

     

                                       

表
B

.5
2.

18
－
地
中
に
直
接
埋
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
複
数
回
路
に
対
す
る
減
少
係
数
－

 

表
B

.5
2.

2～
表

B
.5

2.
5
の
施
設
方
法

D
2－

 

単
心
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
 

回
路
数

 
ケ
ー
ブ
ル
相
互
間
の
離
隔

ａ
 

0 
(ケ

ー
ブ
ル
密
着

) 
ケ
ー
ブ
ル
直

径
0.

12
5 
ｍ

 
0.

25
ｍ

0.
5
ｍ

ａ
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

ａ
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

注
記

1 
表
の
値
は
，
埋
設
深
さ
が

0.
7 
ｍ
，
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ
の
場
合
に
適
用
す
る
。
こ
の
値
は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

5
に
示
す
ケ
ー
ブ

ル
の
太
さ
の
範
囲
及
び
種
類
に
対
す
る
平
均
値
で
あ
る
。
平
均
を
と
り
，
数
値
を
丸
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
，
大
部
分
の
場
合
は
±

10
 ％

内
の
誤
差
と

い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
更
に
正
確
な
値
が
必
要
な
場
合
は
，

IE
C

 6
02

87
-2

-1
に
規
定
す
る
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
記

2 
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ
以
下
の
場
合
，
通
常
，
補
正
係
数
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
，
か
つ
，

IE
C

 6
02

87
-2

-1
に
規
定
す
る
方
法
で

計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
記

3 
回
路
を

1
相
当
た
り
ｍ
本
の
並
列
導
体
で
構
成
し
て
い
る
場
合
，
減
少
係
数
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
，
こ
の
回
路
を
ｍ
個
の
回
路
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
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表
B

.5
2.

19
－
地
中
埋
設
の
管
路
内
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
複
数
回
路
に
対
す
る
減
少
係
数
－

 

表
B

.5
2.

2～
表

B
.5

2.
5
の
施
設
方
法

D
1 

単
一
管
路
に
多
心
ケ
ー
ブ
ル
を
収
め
る
場
合

 

ケ
ー
ブ
ル
の
数

 
管
路
相
互
間
の
離
隔

ａ

0
(ケ

ー
ブ
ル
密
着

)
0.

25
 ｍ

 
0.

5
ｍ

1.
0 
ｍ
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

                                       

磁
性
体
の
一
組
の
管
路
に
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
収
め
る
場
合

 

単
心
ケ
ー
ブ
ル

2
本
又
は

3
本
に
よ
る
回
路
数

 
管
路
相
互
間
の
離
隔

ｂ
 

0 
(ケ

ー
ブ
ル
密
着

) 
0.

25
 ｍ

 
0.

5
ｍ

ａ
多
心
ケ
ー
ブ
ル

 

ｂ
単
心
ケ
ー
ブ
ル

 

注
記

1 
表
の
値
は
，
埋
設
深
さ
が

0.
7 
ｍ
，
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ
の
場
合
に
適
用
す
る
。
こ
の
値
は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

5
に
示
す
ケ
ー
ブ

ル
の
太
さ
の
範
囲
及
び
種
類
に
対
す
る
平
均
値
で
あ
る
。
平
均
を
と
り
，
数
値
を
丸
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
，
大
部
分
の
場
合
は
±

10
 ％

内
の
誤
差
と
い

う
結
果
を
得
て
い
る
。
更
に
正
確
な
値
が
必
要
な
場
合
は
，

IE
C

 6
02

87
-2

-1
シ
リ
ー
ズ
に
規
定
す
る
方
法
で
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
記

2 
土
壌
熱
抵
抗
率
が

2.
5 
ｍ
･Ｋ

／
Ｗ
以
下
の
場
合
，
通
常
，
補
正
係
数
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
，
か
つ
，

IE
C

 6
02

87
-2

-1
に
規
定
す
る
方
法
で
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

注
記

3 
回
路
を

1
相
当
た
り
ｎ
本
の
並
列
導
体
で
構
成
し
て
い
る
場
合
，
減
少
係
数
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
，
こ
の
回
路
を
ｎ
個
の
回
路
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

 
 

1.
0 
ｍ
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表
B

.5
2.

20
－
気
中
開
放
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
適
用
す
る

 

複
数
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
対
す
る
減
少
係
数
－

 

表
B

.5
2.

8～
表

B
.5

2.
13

の
施
設
方
法

E
 

表
A

.5
2.

3
の
施
設
方
法

 
ト
レ
イ
又
は

ラ
ダ
ー
の
数

 
ト
レ
イ
又
は
ラ
ダ
ー
ご
と
の
ケ
ー
ブ
ル
の
数

打
抜
き
形
ケ
ー

ブ
ル
ト
レ
イ
方

式
 

(注
記

3
参
照

) 

密
着

 

離
隔

 

垂
直
の
打
抜
き

形
ケ
ー
ブ
ル
ト

レ
イ
方
式

 
(注

記
4
参
照

) 

 

密
着

離
隔

打
抜

き
な

し
の

ケ
ー

ブ
ル

ト
レ
イ
方
式

 

密
着

 

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ

ー
方
式
，
ク
リ

ー
ト
な
ど

 
(注

記
3
参
照

) 

密
着
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表
B

.5
2.

20
（
続
き
）
 

表
A

.5
2.

3
の
施
設
方
法

 
ト
レ
イ
又
は

ラ
ダ
ー
の
数

 
ト
レ
イ
又
は
ラ
ダ
ー
ご
と
の
ケ
ー
ブ
ル
の
数

離
隔

注
記

1 
表
の
値
は
，表

A
.5

2.
8～

表
A

.5
2.

13
で
扱
う
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
及
び
導
体
の
太
さ
の
範
囲
に
対
す
る
平
均
値
で
あ
る
。こ

の
値
の
範
囲
は
一
般
的
に

5 
％

未
満
で
あ
る
。

 

注
記

1 
係
数
は
，
上
に
示
す
よ
う
に

1
層
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
適
用
し
，
相
互
に
接
触
し
た

2
層
以
上
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
は
適
用
し
な
い
。

そ
の
よ
う
な
施
設
方
法
で
は
か
な
り
小
さ
い
値
と
な
り
，
そ
の
値
は
適
切
な
方
法
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

注
記

3 
こ
の
値
は
，
ト
レ
イ
間
の
垂
直
距
離
が

30
0 
ｍ
ｍ
で
，
ト
レ
イ
と
壁
の
間
が

20
 ｍ

ｍ
以
上
の
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
狭
い
離
隔
で
は
，
係
数

を
減
少
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

注
記

4 
こ
の
値
は
，
背
面
対
向
に
取
り
付
け
た
ト
レ
イ
間
の
水
平
距
離
が

22
5 
ｍ
ｍ
の
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
狭
い
間
隔
で
は
，
係
数
を
減
少
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
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規
格
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容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

 

 

                                       

表
B

.5
2.

21
－
気
中
開
放
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

1
回
路
の
許
容
電
流
に
適
用
す
る

 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
複
数
回
路
の
集
合
に
対
す
る
減
少
係
数
－

 

表
B

.5
2.

8～
表

B
.5

2.
13

の
施
設
方
法

F
 

表
A

.5
2.

3
の
施
設
方
法

 
ト

レ
イ

又
は

ラ
ダ
ー
の
数

 

ト
レ
イ
又
は
ラ
ダ
ー
ご
と
の
三
相
回

路
の
数

次
の
ケ
ー
ブ
ル
の

許
容
電
流
に
対
し

て
集
合
減
少
係
数

を
適
用

 

打
抜
き
形
ケ

ー
ブ
ル
ト
レ

イ
方
式

 
(注

記
3)

 

密
着

水
平
に
配
置
し
た

3
本
の
ケ
ー
ブ
ル

 

垂
直
の
打
抜

き
形
ケ
ー
ブ

ル
ト
レ
イ
方

式
 

(注
記

4)
 

ケ
ー

ブ
ル

ラ

ダ
ー
方
式
，
ク

リ
ー
ト
な
ど

 
(注

記
3)

 

垂
直
に
配
置
し
た

3
本
の
ケ
ー
ブ
ル

 
 水
平
に
配
置
し
た

3
本
の
ケ
ー
ブ
ル

 
 

密
着 密
着

打
抜

き
形

ケ

ー
ブ

ル
ト

レ

イ
方
式

 
(注

記
3)

 

垂
直
の
打
抜

き
形
ケ
ー
ブ

ル
ト
レ
イ
方

式
 

(注
記

4)
 

ケ
ー
ブ
ル
ラ

ダ
ー
方
式
，ク

リ
ー
ト
な
ど

 
(注

記
3)

 

離
隔

俵
積
み
し
た

3
本

の
ケ
ー
ブ
ル
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
B

.5
2.

21
（
続
き
）
 

 
 
注
記

1 
表
の
値
は
，
表

B
.5

2.
8～

表
B

.5
2.

13
で
扱
う
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
及
び
導
体
の
太
さ
の
範
囲
に
対
す
る
平
均
値
で
あ
る
。

 

 
 
 
 
 
 
こ
の
値
の
範
囲
は
一
般
的
に

5 
％
未
満
で
あ
る
。

 

 
 
注
記

2 
係
数
は
，
表
に
示
す
よ
う
に

1
層
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
（
又
は
俵
積
み
の
集
合
）
に
適
用
し
，
相
互
に
接
触
し
た

2
層

 

以
上
に
施
設
し
た
ケ
ー
ブ
ル
に
は
適
用
し
な
い
。
そ
の
よ
う
な
施
設
方
法
で
は
か
な
り
小
さ
い
値
と
な
り
，
そ
の
値
は
適

 

切
な
方
法
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
注
記

3 
こ
の
値
は
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
間
の
垂
直
離
隔
が

30
0 
ｍ
ｍ
で
，
か
つ
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
と
壁
と
の
間
が

20
ｍ
ｍ
以
上

 

の
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
狭
い
離
隔
で
は
係
数
を
減
少
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 
注
記

4 
こ
の
値
は
，
背
面
対
向
に
取
り
付
け
た
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
間
の
水
平
離
隔
が

22
5 
ｍ
ｍ
の
場
合
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ

 

り
狭
い
離
隔
で
は
，
係
数
を
減
少
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 
注
記

5 
1
相
当
た
り
の
複
数
の
ケ
ー
ブ
ル
が
並
列
に
な
っ
て
い
る
回
路
で
は
，
こ
の
表
で
は

1
相
当
た
り

2
本
並
列
で
あ
れ
ば

2 

回
路
と
み
な
す
。

 

 
 
注
記

6 
1
相
当
た
り
の
ｍ
本
の
導
体
が
並
列
に
な
っ
て
い
る
回
路
で
は
，
減
少
係
数
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
，
こ
の
回
路
を
ｍ

 

個
の
回
路
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書

C
（
参
考
）
箇
条

52
3
の
表
の
簡
略
法
の
一
例

 

 
 こ
の
附
属
書
は
，
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

5，
表

B
.5

2.
10
～
表

B
.5

2.
13

及
び
表

B
.5

2.
17
～
表

B
.5

2.
21

を
簡
略
化
す
る
方
法
の
一
例
を
示

す
。

 

 
こ
れ
以
外
の
適
切
な
方
法
の
使
用
を
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
（

52
3.

2
の
注
記

1
参
照
）。

 

 

 
 
 

参
考

1 
通
電
導
体
の
数
に
つ
い
て
は
，

52
3.

6
を
参
照
。

 

 
 
 
 
 

2 
PV

C
は
塩
化
ビ
ニ
ル
，

X
LP

E
は
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
示
す
。

 

 

      表
 C

.5
2.

1
は
，
表

 B
.5

2.
1
の
基
準
方
法
毎
（

D
:地

中
に
埋
設
し
た
管
路
内
に
布
設
す
る
場
合
及
び

G
:気

中
開
放
の
離
隔
し
た
単
芯

ｹｰ
ﾌﾞ
ﾙを

布
設
す
る
場
合
を
除
く
）
の
許
容
電
流
表
で
あ
る
。
通
電
導
体
単
体
の
数
値
を
示
し
て
お
り
，
布
設
状
況
に
よ
り
別
途
，
集

合
減
少
係
数
，
温
度
係
数
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，
通
電
導
体
の
数
と
し
て
い
る
た
め
，
単
心
，
多
心
の
区
別
は
な
い
。
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

21
（
数
種
の
表
を
除
く
）
の
中
で
の

小
の
値
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
，
表

B
.5

2
各
種
を
簡
略
化
さ
せ
て
い
る
。

 

例
1.
施
設
方
法

B
1
に
て
，

3×
1C

-7
0
㎟
 

PV
C

/P
V

C
（
銅
）
を
布
設
の
場
合
：

17
1(

A
) 

例
2.
施
設
方
法

E
に
て
，

3C
-7

0
㎟
 

X
LP

E
/P

V
C
（
銅
）
を
布
設
の
場
合

  
 ：

24
6(

A
) 

例
3.
施
設
方
法

F
に
て
，

3×
1C

-7
0
㎟
 

X
L

PE
/P

V
C
（
銅
）
を
布
設
の
場
合
：

26
8(

A
) 

 

 
同
施
設
方
法
で
同
サ
イ
ズ
の
ア
ル
ミ
導
体
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
す
る
場
合

  
  
：

19
8(

A
) 

例
4.
施
設
方
法

F
に
て
，

3×
1C

-1
50

㎟
 

X
LP

E
/P

V
C
（
銅
）
を
布
設
の
場
合
：

44
1(

A
) 

 

 
こ
の
値
は
，
表

B
.5

2.
1
の
基
準
施
設
方
法
に
よ
る
許
容
電
流
計
算
例
の
例

2.
で
示
し
た
数
値
：

44
4(

A
)と

異
な
る
が
，

 

簡
略
化
の
た
め
，
表

C
.5

2.
1
が

小
値
を
示
す
こ
と
で
安
全
サ
イ
ド
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

 

                     

表
C

.5
2.

1－
許
容
電
流
（
Ａ
）

 

表
B

.5
2.

1
の
基
準
方

法
 

通
電
導
体
の
数
及
び
絶
縁
の
種
類

 

太
さ

(ｍ
ｍ

２
) 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

注
記
 
附
属
書

B
に
示
す
許
容
電
流
表
は
，
上
の
許
容
電
流
を
適
用
で
き
る
導
体
の
太
さ
の
範
囲
を
決
定
す
る
た
め
に
協
議
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

 
 
 
 
参
考

1 
通
電
導
体
の
数
に
つ
い
て
は
，

52
3.

6
を
参
照
。

 

 
 
 
 
 

2 
PV

C
は
塩
化
ビ
ニ
ル
，

X
LP

E
は
架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
を
示
す
。

 

    

  表
 C

.5
2.

2
は
，
地
中
に
埋
設
し
た
管
路
内
に
布
設
す
る
場
合
の
許
容
電
流
を
示
す
。

 

 例
1 

3C
-9

5 
ｍ
ｍ

２
 X

L
PE

／
PV

C
（
銅
）
を
布
設
す
る
場
合
：

21
1（

Ａ
）

 

例
2 

3×
1C

- 9
5 
ｍ
ｍ

２
 PV

C
／

PV
C
（
銅
）
を
布
設
す
る
場
合
：

17
9（

Ａ
）

 

                                 

表
C

.5
2.

2－
許
容
電
流
（
Ａ
）

 

施
設
方
法

 
太
さ
 
ｍ
ｍ

２
 

通
電
導
体
の
数
及
び
絶
縁
の
種
類

銅

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

 

附
属
書

D
（
参
考
）
許
容
電
流
を
表
す
表
 

 
 

 
表

B
.5

2.
2
か
ら
表

B
.5

2.
13

に
示
す
値
は
，
許
容
電
流
と
導
体
断
面
積
と
の
関
係
を
示
す
滑
ら
か
な
曲
線
状
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
曲
線
は
，

次
の
式
を
用
い
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

n
m

S
b

S
a

I






 

 
 
 
 
こ
こ
に
，

 

 
 
 
 
 
 
Ｉ
 
 
 
：
許
容
電
流

(A
) 

 
 
 
 
 
 
Ｓ
 
 
 
：
導
体
の
公
称
断
面
積

(m
m

2 ) 
５
 

 
 
 
 
 
 
ａ
及
び
ｂ
：
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
及
び
施
設
方
法
に
よ
る
係
数

 

 
 
 
 
 
 
ｍ
及
び
ｎ
：
ケ
ー
ブ
ル
の
種
類
及
び
施
設
方
法
に
よ
る
指
数

 

 
 
 
 
 
 
注
 ５
 
公
称
断
面
積
が

50
 ｍ

ｍ
2
の
押
出
し
絶
縁
の
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，

47
.5

 ｍ
ｍ

２
と
い
う
値
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
そ
の
他
の
す
べ
て
の
太
さ
及
び

M
I
ケ
ー
ブ
ル
の
す
べ
て
の
太
さ
に
対
し
て
は
，
公
称
値
で
十
分
に
正
確
で
あ

る
。

 

 
係
数
及
び
指
数
の
値
を
以
下
の
表
に
示
す
。
許
容
電
流
は
，

20
 A

以
下
に
つ
い
て
は
直
近
の

0.
5 

A
単
位
で
，
ま
た

20
 A

超
過
に
つ
い
て

は
直
近
の

1A
単
位
で
値
を
丸
め
る
。

 

 
得
ら
れ
た
有
効
数
字
の
値
は
，
許
容
電
流
の
精
度
を
表
す
も
の
と
し
て
扱
わ
な
い
。

 

 
実
用
的
に
は
，
第

1
項
は
す
べ
て
の
場
合
に
必
要
で
あ
る
が
，
第

2
項
は
太
い
単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
八
つ
の
場
合
に
だ
け
必
要
と

な
る
。

 

 
表

B
.5

2.
2～

表
B

.5
2.

13
で
使
用
さ
れ
る
該
当
範
囲
以
外
の
導
体
太
さ
に
対
し
て
，
こ
れ
ら
の
係
数
及
び
指
数
を
使
用
す
る
こ
と
は
適
切

で
な
い
。

 

       

                                       

表
C

.5
2.

3－
複
数
回
路
又
は
複
数
の
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
集
合
に
対
す
る
減
少
係
数

 
（
表

C
.5

2.
1
の
許
容
電
流
に
使
用
す
る
）

 

項
目

 
配
置

 
回
路
又
は
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
数

気
中
で
，
表
面
上
に
束
ね
る
，

埋
設
又
は
隠
ぺ
い

 

壁
，
床
又
は
非
打
抜
き
形
ト

レ
イ
に

1
層

 

天
井
面
に
直
接
固
定
し
て

1
層

 

水
平
又
は
垂
直
の
打
抜
き
形

ト
レ
イ
に

1
層

 

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー
支
持
又
は

ク
リ
ー
ト
な
ど
に

1
層
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格
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容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

                                       

表
D

.5
2.

1－
係
数
及
び
指
数
の
表
 

許
容
電
流
表

 
欄

 
銅
導
体

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

係
数
及
び
指
数

注
記
 
ａ
，
ｂ
は
係
数
で
，
ｍ
，
ｎ
は
指
数
で
あ
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

   

                                       

許
容
電
流
表

 
欄

 
銅
導
体

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

 

(ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

) 

表
D

.5
2.

1（
続
き
）

 

1
2
.8

1
1
.4

1
1
.0

 9
.9

1
2
.0

 9
.9

1
0
.2

1
3
.9

1
1
.5

0
.6

2
7

0
.6

4

0
.6

2

0
.6

4

0
.6

5
3

0
.6

6
3

0
.6

6
6

0
.6

4
7

0
.6

6
8
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

  

 

                          

                                       

表
D

.5
2.

1（
続
き
）

 

許
容
電
流
表

 
欄

 
銅
導
体

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

(ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体

) 

1
6
.0

1
3
.4

1
3
.7

1
2
.6

1
4
.7

1
1
.9

1
2
.3

1
6
.5

1
3
.8

0
.6

2
5

0
.6

4
9

0
.6

2
3

0
.6

3
5

0
.6

5
4

0
.6

7
1

0
.6

7
3

0
.6

5
9

0
.6

7
6
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書

E
（
規
定
）
平
衡
三
相
系
統
に
お
け
る
高
調
波
電
流
の
影
響

 

 E
.5

2.
1 

4
心
ケ
ー
ブ
ル
及
び

5
心
ケ
ー
ブ
ル
の

4
心
通
電
時
に
お
け
る
高
調
波
電
流
に
対
す
る
減
少
係
数
 

52
3.

6.
3
で
は
，
中
性
線
電
流
の
値
が
，
線
導
体
の
負
荷
電
流
に
相
当
す
る
値
よ
り
大
き
く
な
る
場
合
は
，
そ
の
回
路
の
許
容
電
流
を
決
定

す
る
上
に
お
い
て
，
中
性
線
を
流
れ
る
電
流
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

こ
の
附
属
書
は
，
平
衡
三
相
系
統
の
中
性
点
に
電
流
が
流
れ
る
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
性
線
電
流
は
，
中
性
点

で
相
殺
さ
れ
な
い
高
調
波
成
分
を
も
つ
線
電
流
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。中

性
点
で
相
殺
さ
れ
な
い
主
要
な
高
調
波
は
通
常
第

3
調
波
で
あ
る
。

第
3
調
波
に
よ
る
中
性
線
電
流
の
大
き
さ
は
，
線
導
体
を
流
れ
る
商
用
周
波
数
電
流
の
大
き
さ
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
，

中
性
線
電
流
は
，
そ
の
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

 

こ
の
附
属
書
に
示
す
減
少
係
数
は
，
平
衡
三
相
回
路
に
適
用
す
る
。
三
相
の
内
の
二
相
に
だ
け
負
荷
が
掛
か
っ
て
い
る
場
合
は

,さ
ら
に
厄

介
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
，
中
性
線
に
は
不
平
衡
電
流
に
加
え
て
高
調
波
電
流
が
流
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
が
中
性
線
の
過
負
荷
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

 

大
き
な
高
調
波
電
流
の
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
機
器
は

,例
え
ば
，
蛍
光
灯
照
明
群
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
直
流
電
源
で

あ
る
。
高
調
波
障
害
に
関
す
る
更
に
詳
し
い
情
報
は
，

IE
C

 6
10

00
シ
リ
ー
ズ
を
参
照
の
こ
と
。

 

表
E

.5
2-

1
に
示
す
減
少
係
数
は
，

4
心
ケ
ー
ブ
ル
又
は

5
心
ケ
ー
ブ
ル
の
中
に
中
性
線
が
あ
り
，
そ
れ
が
線
導
体
と
同
一
材
質
及
び
同
一

断
面
積
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
に
だ
け
適
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
減
少
係
数
は
，
第

3
調
波
電
流
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

10
％

を
超
え
る
，
例
え
ば

9
次
，

12
次
な
ど
の
更
に
高
い
高
調
波
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
，
よ
り
小
さ
い
減
少
係
数
を
適
用
す
る
。
線
間
に

50
％

を
超
え
る
不
平
衡
が
あ
る
場
合
は
，
よ
り
小
さ
い
減
少
係
数
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

3
本
の
通
電
導
体
を
持
つ
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
適
用
す
る
と
き
は
，
表
示
の
減
少
係
数
は
，

4
本
の
通
電
導
体
を
も
つ
ケ
ー
ブ
ル
の

第
4
導
体
の
電
流
が
高
調
波
に
よ
る
も
の
で
あ
る
場
合
の
許
容
電
流
を
示
す
。
減
少
係
数
は

,線
導
体
に
お
け
る
高
調
波
電
流
の
熱
的
影
響
も

考
慮
し
て
い
る
。

 

中
性
線
電
流
が
線
電
流
よ
り
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
太
さ
は
，
中
性
線
電
流
に
基
づ
い
て
選
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

中
性
線
電
流
が
線
電
流
よ
り
あ
ま
り
大
き
く
な
い
場
合
で
，
中
性
線
電
流
に
基
づ
い
て
ケ
ー
ブ
ル
太
さ
を
選
定
す
る
場
合
は
，

3
本
の
通

電
導
体
に
つ
い
て
表
示
し
た
許
容
電
流
を
低
減
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

中
性
線
電
流
が
線
電
流
の

13
5％

を
超
え
る
場
合
で
，
中
性
線
電
流
に
基
づ
い
て
ケ
ー
ブ
ル
太
さ
を
選
定
す
る
場
合
，

3
本
の
線
導
体
は

全
負
荷
状
態
で
は
な
い
の
で
，
線
導
体
か
ら
発
生
す
る
熱
の
減
少
分
で
，
中
性
線
か
ら
発
生
す
る
熱
を
相
殺
し
，

3
本
の
通
電
導
体
の
許

容
電
流
は
，
減
少
係
数
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
程
度
と
な
る
。

 

        

 
注
記
 
線
電
流
の
第

3
調
波
含
有
率
は
，
第

3
調
波
と
基
本
波
と
の
比
を
％
で
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

E
.5

2.
2 

高
調
波
電
流
に
対
す
る
減
少
係
数
の
適
用
例
 

設
計
負
荷
が

39
A
の
三
相
回
路
を
施
設
方
法

C
で
，
壁
に
取
り
付
け
た

4
心
ビ
ニ
ル
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
施
設
す
る
場
合
を
検

討
す
る
。

 

表
B

.5
2.

4
に
よ
っ
て
，
銅
導
体
の

6 
m

m
2
ケ
ー
ブ
ル
は
許
容
電
流
が

41
A
で
あ
り
，
し
た
が
っ
て
，
回
路
に
高
調
波
が
存
在
し
な
け
れ

 

附
属
書

E
（
規
定
）
は
，
平
衡
三
相
回
路
の
中
性
点
で
相
殺
さ
れ
な
い
主
要
な
要
素
で
あ
る
第
３
高
調
波
に
よ
る
中
性
線
電
流
が
，

線
導
体
を
流
れ
る
商
用
周
波
数
電
流
の
大
き
さ
を
超
え
る
場
合
，そ

の
中
性
線
電
流
が
そ
の
回
路
の
ケ
ー
ブ
ル
許
容
電
流
の
決
定
に
影

響
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

 

ま
た
，
表

E
.5

2.
1
で
は
，
４
心
ケ
ー
ブ
ル
及
び
５
心
ケ
ー
ブ
ル
の
中
に
中
性
線
の
あ
る
平
衡
三
相
回
路
に
お
け
る
線
電
流
の
第
３

高
調
波
含
有
率
に
対
す
る
許
容
電
流
の
低
減
率
を
減
少
係
数
と
し
て
示
し
て
い
る
。

 

                                 

表
E

.5
2.

1－
4
心
ケ
ー
ブ
ル
及
び

5
心
ケ
ー
ブ
ル
の
高
調
波
電
流
に
対
す
る
減
少
係
数

 

3-96



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

ば
適
切
で
あ
る
。

 

第
3
調
波
が

20
％
存
在
す
る
場
合
は
，
減
少
係
数

0.
86

を
適
用
し
，
設
計
負
荷
が
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

 
 
 
 
 

39
／

0.
86
＝

45
A
 
 
 

 

こ
の
負
荷
に
は
，

10
 m

m
2
の
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
で
あ
る
。

 

第
3
調
波
が

40
％
存
在
す
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
太
さ
の
選
定
は
次
の
中
性
線
電
流
に
基
づ
い
て
，

 

 
 
 
 
 







8.
46

3
4.0

39
 

そ
し
て
，
減
少
係
数

0.
86

を
適
用
し
，
次
の
設
計
負
荷
を
導
く
。

 

 
 
 
 
 

46
.8
／

0.
86
＝

54
.4

 

こ
の
負
荷
に
対
し
て
は
，

10
 m

m
2
の
ケ
ー
ブ
ル
が
適
切
で
あ
る
。

 

第
3
調
波
が

50
％
存
在
す
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
太
さ
は
再
び
次
の
中
性
線
電
流
に
基
づ
い
て
選
定
す
る
。

 

 
 
 
 
 







5.
58

3
5.0

39
 

こ
の
場
合
は
，
減
少
係
数
は

1
で
あ
り
，

16
 m

m
2
の
ケ
ー
ブ
ル
が
必
要
と
な
る
。

 

上
記
の
ケ
ー
ブ
ル
選
定
は
す
べ
て
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
に
基
づ
い
て
お
り
，
電
圧
降
下
及
び
そ
の
他
の
設
計
上
の
要
因
は
考
慮
し
て
い

な
い
。

 

  

附
属
書

F
（
参
考
）
 
電
線
管
シ
ス
テ
ム
の
選
定

 

 
 

電
線
管
シ
ス
テ
ム
の
選
定
上
の
指
針
を
表

F.
52

.1
に
示
す
。

 

表
F.

52
.1
－
電
線
管
の
特
性
（

JI
S 

C
 8

46
1
に
よ
る
等
級
）
 

場
所

 
耐
圧
縮

 
耐
衝
撃

 
小
使
用
温
度

高
使
用
温
度

屋
外
設
備

 
露
出
設
備

 
3 

3 
2 

1 

屋
内
使
用

 
露
出
設
備

 
2 

2 
2 

1 

床
下
設
備
（

flo
or

 sc
re

ed
）

 
2 

3 
2 

1 

埋
設

 
コ
ン
ク
リ
ー
ト

 
3 

3 
2 

1 

中
空
の
壁
／
木
造

 

( 可
燃
性
物
質

) 

  2 

  2 

  2 

  1 
石
造

 

建
築
物
空
所

 

天
井
裏

 

架
空
施
設

 
4 

3 
3 

1 

注
記

1 
こ
れ
ら
の
値
は
，

JI
S 

C
 8

46
1
に
示
す
電
線
管
の
特
性
の
例
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。
 

注
記

2 
自
消
性
に
従
っ
た
，
オ
レ
ン
ジ
色
の
電
線
管
シ
ス
テ
ム
は
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
の
と
き
だ
け
使
用
で
き
る
。
他

の
施
設
方
法
に
関
し
て
は
，
黄
色
以
外
の
す
べ
て
の
色
の
も
の
が
使
用
で
き
る
。

 

      

                附
属
書

F（
参
考
）
は
，
電
線
管
方
式
の
使
用
場
所
毎
の
選
定
に
関
す
る
等
級
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

参
考
と
し
て
下
記
に

JI
S 

C
 8

46
1
の
等
級
を
示
す
。

 

 

耐
圧
縮
性

 
 

耐
衝
撃
性

 

ベ
リ
ー
ラ
イ
ト

 
１

 
 

 
ベ
リ
ー
ラ
イ
ト

 
１

 

ラ
イ
ト

 
２

 
 

 
ラ
イ
ト

 
２

 

ミ
デ
ィ
ア
ム

 
３

 
 

 
ミ
デ
ィ
ア
ム

 
３

 

ヘ
ビ
ー

 
４

 
 

 
ヘ
ビ
ー

 
４

 

ベ
リ
ー
ヘ
ビ
ー

 
５

 
 

 
ベ
リ
ー
ヘ
ビ
ー

 
５

 

 

下
限
温
度
範
囲

 
 

上
限
温
度
範
囲

 

＋
５
℃

 
１

 
 

＋
６
０
℃

 
１

 

－
５
℃

 
２

 
 

＋
９
０
℃

 
２

 

－
１
５
℃

 
３

 
 

＋
１
０
５
℃

 
３

 

－
２
５
℃

 
４

 
 

＋
１
２
０
℃

 
４

 

－
４
５
℃

 
５

 
 

＋
１
５
０
℃

 
５

 

 
 

 
＋
２
５
０
℃

 
６

 

 
 

 
＋
４
０
０
℃

 
７
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書

G
（
参
考
）
需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下

 

 電
圧
降
下
の
最
大
値
 

 
設
備
の
源
点
と
す
べ
て
の
負
荷
端
と
の
間
の
電
圧
降
下
は
，
設
備
の
公
称
電
圧
値
に
関
し
て
表
し
た
表

G
.5

2.
1
の
値
を
超
え
な
い
こ
と
が

望
ま
し
い
。

 

 

表
G

.5
2.

1－
電
圧
降
下

 

設
備
の
種
類

 
照
明
用
 
％

 
他
の
使
用
 
％

 

A
－
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

 
3 

5 

B
－
自
家
用
低
圧
電
力
か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

ａ
 

6 
8 

注
ａ
 
可
能
な
限
り
，
分
岐
回
路
内
の
電
圧
降
下
は
設
備
の
種
類

A
に
示
す
も
の
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 

 設
備
の
幹
線
が

10
0 
ｍ
よ
り
長
い
と
き
は
，
こ
れ
ら
の
電
圧
降
下
は
，

10
0 
ｍ
を
超
え
る
配
線
設
備
の

1 
ｍ
あ
た
り

0.
00

5％
の
割
合
で
増
加
し
て
も
よ
い
，
こ
の
場
合
増
加
す
る
電
圧
降
下
を

0.
5％

以
内
と
す
る
。

 

 
 

 電
圧
降
下
は
，
適
用
可
能
な
場
所
で
様
々
な
需
要
率
を
適
用
し
て
い
る
電
気
使
用
機
器
に
よ
る
需
要
量
で
決
定
さ
れ

る
，
又
は
回
路
の
設
計
電
流
の
値
か
ら
決
定
さ
れ
る
。

 

 
 
注
記

1 
次
の
よ
り
大
き
い
電
圧
降
下
は
容
認
で
き
る
。

 

 
 
 
 

  
 －

 
始
動
時
間
内
の
電
動
機
に
よ
る
も
の

 

 
 
 
 
 

  
－
 
高
い
イ
ン
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
レ
ン
ト
の
あ
る
他
の
電
気
機
器
に
よ
る
も
の

 

 
 
 
 
 

 二
つ
の
場
合
，
電
圧
降
下
は
，
当
該
機
器
標
準
に
示
す
電
圧
降
下
の
制
限
値
内
に
収
ま
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

 

 
 
注
記

2 
次
の
短
時
間
現
象
は
除
く
。

 

 
 
 
 
 
 
－
 
過
渡
的
な
電
圧

 

 
 
 
 
 
 
－
 
異
常
運
転
に
よ
る
電
圧
変
動

 

 
電
圧
降
下
は
，
次
の
式
を
用
い
て
決
定
で
き
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
こ
こ
に
，
ｕ
：
電
圧
降
下
（
Ｖ
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ｂ
：
三
相
回
路
で
は

1
に
等
し
い
係
数
で
，
か
つ
，
単
相
回
路
で
は

2
に
等
し
い
係
数
で
あ
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
記

3 
完
全
に
不
平
衡
な
中
性
線
を
も
つ
三
相
回
路
（

1
相
に
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
）
は
，
単
相
回
路
と

み
な
す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ρ
１
：
通
常
運
転
時
の
導
体
の
抵
抗
率
，
通
常
運
転
時
の
温
度
で
の
抵
抗
率
に
等
し
い
，
即
ち

20
℃
で
の
抵
抗
率
の

1.
25

倍
，
又
は
銅
で

0.
02

25
 Ω

ｍ
ｍ

２
／
ｍ
及
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で
で

0.
03

6 
Ω
ｍ
ｍ

２
／
ｍ

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

L：
配
線
設
備
の
亘
長
，
単
位
：
ｍ

 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
S：

導
体
の
断
面
積
，
単
位
：
ｍ
ｍ

２
 

 
 
 
 
 
 

  
co

sφ
：
力
率
；
正
確
な
情
報
が
な
い
場
合
は
，

co
sφ

＝
0.

8（
si

nφ
＝

0.
6）

と
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
λ
：
導
体
の
単
位
長
さ
当
た
り
の
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
，
他
の
情
報
が
な
い
場
合
は
，

0.
08

 m
Ω
／
ｍ
と
す
る
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I Ｂ
：
設
計
電
流
（
Ａ
）；

 

 附
属
書

G
（
参
考
）
は
，
表

G
.5

2.
1
に
よ
り
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備
の
場
合
の
許
容
で
き
る
電

圧
降
下
は
，
照
明
設
備
用
で
３
％
以
内
，
他
の
設
備
で
使
用
の
場
合
で
５
％
以
内
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
，
自
家
用
低
圧
電
力

か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備
の
場
合
の
許
容
で
き
る
電
圧
降
下
は
，
照
明
設
備
用
で
６
％
以
内
，
他
の
設
備
で
使
用
の
場
合
で
８
％
以

内
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
％
当
た
り
の
当
該
電
圧
降
下
は
，

0

10
0

Uu
u＝

Δ
 に

等
し
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 

  
U

ｏ
：
線
導
体
と
中
性
線
と
の
間
の
電
圧
（
Ｖ
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
記

4 
特
別
低
電
圧
で
は
，
照
明
以
外
の
使
用
（
例
え
ば
，
信
号
，
制
御
，
電
気
錠
な
ど
）
に
対
し
て
表

G
.5

2.
1

の
電
圧
降
下
の
制
限
を
満
足
す
る
必
要
は
な
い
。

 

  

附
属
書

H
（
参
考
）
並
列
導
体
の
配
列
の
例

 

 52
3.

7
に
示
す
特
別
な
配
列
は
，
次
の
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
a)
 

3
心
ケ
ー
ブ
ル

4
本
に
対
す
る
接
続
の
組
み
立
て
：

L
１
L

２
L

３
，

L
１
L

２
L

３
，

L
１
L

２
L

３
，
L

１
L

２
L

３
 

 
 
ケ
ー
ブ
ル
は
密
着
し
て
よ
い
。

 

b)
 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

6
本
に
対
し
て

 
 

1)
 
平
列
配
置
，
図

H
.5

2.
1
参
照
。

 
 

2)
 
上
記
以
外
，
図

H
.5

2.
2
参
照
。

 
 

3)
 
俵
積
み
，
図

H
.5

2.
3
参
照
。

 
c)
 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

9
本
に
対
し
て

 
 

1)
 
平
列
配
置
，
図

H
.5

2.
4
参
照
。

 

 
2)

  
上
記
以
外
，
図

H
.5

2.
5
参
照
。

 

  
3)
 

 俵
積
み
，
図

H
.5

2.
6
参
照
。

 

d)
 
単
心
ケ
ー
ブ
ル

12
本
に
対
し
て

 
 

1)
 
平
列
配
置
，
図

H
.5

2.
7
参
照
。

 

 
2)

  
上
記
以
外
，
図

H
.5

2.
8
参
照
。

 

  
3)
 

 俵
積
み
，
図

H
.5

2.
9
参
照
。

 
 
こ
れ
ら
の
図
の
離
隔
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
注
記
 
特
別
な
配
列
に
お
い
て
は
，
相
間
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
差
異
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

 

   

        附
属
書

H
（
参
考
）
は
，
２
本
以
上
の
充
電
用
導
体
を
同
一
系
統
に
並
列
に
接
続
す
る
場
合
の
特
別
な
配
列
の
例
で
，
並
列
導
体

間
に
負
荷
電
流
が
均
等
に
配
分
さ
れ
る
よ
う
な
異
な
る
相
又
は
極
の
適
切
な
組
合
せ
及
び
離
隔
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

     

                   

図
H

.5
2.

1－
平
列
配
置
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

6
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7
参
照
）

 

 
図

H
.5

2.
2－

上
記
以
外
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

6
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7
参
照
）
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

       

図
H

.5
2.

3－
俵
積
み
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

6
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7
参
照
）

 

注
記
 

D
ｅ
：
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径

 
 
 
 
 
図

H
.5

2.
4－

平
列
配
置
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

9
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7
参
照
）

 

図
H

.5
2.

5－
上
記
以
外
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

9
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 
 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7
参
照
）

 

Ｎ
3 
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

                                      

 

注
記
 

D
ｅ
：
ケ
ー
ブ
ル
の
外
径

 

図
H

.5
2.

6－
俵
積
み
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

9本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7参
照
）

 

図
H

.5
2.

7－
平
列
配
置
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

12
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7参
照
）

 

図
H

.5
2.

8－
上
記
以
外
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

12
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7参
照
）

 

図
H

.5
2.

9－
俵
積
み
で
の
単
心
ケ
ー
ブ
ル

12
本
並
列
に
対
す
る
特
別
な
配
列

 

 
 
 
 
 
 
（

52
3.

7参
照
）
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IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説

 

規
格
内
容

 
逐
 
条
 
解
 
説

 
備
 
考

 

第
5-

53
部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

 

序
文
 
こ
の
規
格
は
，

20
02

年
に
第

3-
1
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3，

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
－

Pa
rt 

5-
53

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 e
qu

ip
m

en
t－

Is
ol

at
io

n，
sw

itc
hi

ng
 a

nd
 c

on
tro

lを
翻
訳
し
，
技
術
的
内
容
及
び
規
格
票
の
様
式
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し

た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。

 

な
お
，
こ
の
規
格
で
点
線
の
下
線
を
施
し
て
あ
る
“
参
考
”
は
，
原
国
際
規
格
に
は
な
い
事
項
で
あ
る
。

 

 

53
0 

概
要
 

 

53
0.

1 
適
用
範
囲
 
こ
の
規
格
は
，
断
路
，
開
閉
及
び
制
御
の
一
般
要
求
事
項
を
，
ま
た
，
こ
れ
ら
の
機
能
を
満
た
す
た
め
に
設
け
る
装
置
の
選
定
及

び
施
工
に
対
す
る
要
求
事
項
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

備
考

 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
を
，
次
に
示
す
。

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
は
，

IS
O

/I
E

C
 G

ui
de

 2
1
に
基
づ
き
，

ID
T（

一
致
し
て
い
る
），

M
O

D（
修
正
し
て
い
る
），

N
E

Q

（
同
等
で
な
い
）
と
す
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

20
02
，

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f b
ui

ld
in

gs
－

Pa
rt 

5-
53

 : 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 e
qu

ip
m

en
t－

Is
ol

at
io

n，

sw
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tro
l (

ID
T

) 

 

53
0.

2 
引
用
規
格
 
次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用

規
格
の
う
ち
で
，
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
後
の
改
正
版
・

追
補
に
は
適
用
し
な
い
。
発
効
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の

新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

A
 4

20
1 

建
築
物
等
の
雷
保
護

 

備
考

 
IE

C
 6

10
24

-1
 

Pr
ot

ec
tio

n 
of

 st
ru

ct
ur

es
 a

ga
in

st
 li

gh
tn

in
g－

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 p

rin
ci

pl
es
が
，
こ
の
規
格
と
同
等
で
あ
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

1 
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

4-
41

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ric
 sh

oc
k
が
，

こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

2 
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

4-
42

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t t

he
rm

al
 e

ff
ec

ts
が
，

こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

3 
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

4-
43

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t o

ve
rc

ur
re

nt
が
，
こ

の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
44

部
：
安
全
保
護
－
妨
害
電
圧
及
び
電
磁
妨
害
に
対
す
る
保
護

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

4 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs
－

Pa
rt 

4-
44

: 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
－

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

vo
lta

ge
 

di
st

ur
ba

nc
es

 a
nd

 e
le

ct
ro

m
ag

ne
tic

 d
is

tu
rb

an
ce

s
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-6
-6

1 
建
築
電
気
設
備
－
第

6-
61

部
：
検
証
－

初
の
検
証

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-6
-6

1 
E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

Pa
rt 

6-
61

: V
er

ifi
ca

tio
n－

In
iti

al
 v

er
ifi

ca
tio

n
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て

い
る
。

 

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
70

5 
建
築
電
気
設
備
 
第

7
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
 
第

70
5
節
：
農
業
及
び
園
芸
用
施
設
の
電

気
設
備

 

備
考

 
IE

C
 6

03
64

-7
-7

05
 

E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
－

Pa
rt 

7:
 R

eq
ui

re
m

en
ts

 f
or

 s
pe

ci
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns
－

Se
ct

io
n 

70
5:

 E
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
 o

f a
gr

ic
ul

tu
ra

l a
nd

 h
or

tic
ul

tu
ra

l p
re

m
is

es
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い
る
。
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JI
S 

C
 0

36
7-

1 
雷
に
よ
る
電
磁
イ
ン
パ
ル
ス
に
対
す
る
保
護
－
第

1
部
：
基
本
的
原
則

 

備
考

 
IE

C
 6

13
12

-1
 

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t l
ig

ht
ni

ng
 e

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
 im

pu
ls

e－
Pa

rt 
1:

 G
en

er
al

 p
rin

ci
pl

es
が
，
こ
の
規
格
と
一
致
し
て
い

る
。

 

IE
C

 6
02

69
-3

:1
98

7，
L

ow
-v

ol
ta

ge
 f

us
es
－

Pa
rt 

3:
 S

up
pl

em
en

ta
ry

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 f

us
es

 f
or

 u
se

 b
y 

un
sk

ill
ed

 p
er

so
ns

 (
fu

se
s 

m
ai

nl
y 

fo
r 

ho
us

eh
ol

d 
an

d 
si

m
ila

r a
pp

lic
at

io
ns

) 

IE
C

 6
06

64
-1

:1
99

2，
In

su
la

tio
n 

co
or

di
na

tio
n 

fo
r e

qu
ip

m
en

t w
ith

in
 lo

w
-v

ol
ta

ge
 sy

st
em

s－
Pa

rt 
1:

 P
rin

ci
pl

es
，

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 a

nd
 te

st
s 

IE
C

 6
10

08
-1

:1
99

6，
R

es
id

ua
l 

cu
rr

en
t 

op
er

at
ed

 c
irc

ui
t-b

re
ak

er
s 

w
ith

ou
t 

in
te

gr
al

 o
ve

rc
ur

re
nt

 p
ro

te
ct

io
n 

fo
r 

ho
us

eh
ol

d 
an

d 
si

m
ila

r 
us

es
 

(R
C

C
B

s)
－

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 ru

le
s 

IE
C

 6
10

09
-1

:1
99

6，
R

es
id

ua
l 

cu
rr

en
t 

op
er

at
ed

 c
irc

ui
t-b

re
ak

er
s 

w
ith

 i
nt

eg
ra

l 
ov

er
cu

rr
en

t 
pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

ho
us

eh
ol

d 
an

d 
si

m
ila

r 
us

es
 

(R
C

B
O

s)
－

Pa
rt 

1:
 G

en
er

al
 ru

le
s 

IE
C

/T
S 

61
31

2-
2:

19
99
，

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t l
ig

ht
ni

ng
 e

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
 im

pu
ls

e 
(L

E
M

P)
－

Pa
rt 

2:
 S

hi
el

di
ng

 o
f s

tru
ct

ur
es
，

 b
on

di
ng

 in
si

de
 

st
ru

ct
ur

es
 a

nd
 e

ar
th

in
g 

IE
C

/T
S 

61
31

2-
3:

20
00
，

Pr
ot

ec
tio

n 
ag

ai
ns

t l
ig

ht
ni

ng
 e

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
 im

pu
ls

e－
Pa

rt 
3:

 R
eq

ui
re

m
en

ts
 o

f s
ur

ge
 p

ro
te

ct
iv

e 
de

vi
ce

s (
SP

D
s)

 

IE
C

 6
16

43
-1

:1
99

8 
A

m
en

dm
en

t 
1 

(2
00

1)
，

Su
rg

e-
pr

ot
ec

tiv
e 

de
vi

ce
 c

on
ne

ct
ed

 t
o 

lo
w

-v
ol

ta
ge

 p
ow

er
 d

is
tri

bu
tio

n 
sy

st
em

s－
Pa

rt 
1:

 

Pe
rf

or
m

an
ce

 re
qu

ire
m

en
ts

 a
nd

 te
st

in
g 

m
et

ho
ds

  

IE
C

 6
16

43
-1

2，
Su

rg
e-

pr
ot

ec
tiv

e 
de

vi
ce

 c
on

ne
ct

ed
 to

 lo
w

-v
ol

ta
ge

 p
ow

er
 d

is
tri

bu
tio

n 
sy

st
em

s－
Pa

rt 
12

: P
er

fo
rm

an
ce

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 a

nd
 

te
st

in
g 

m
et

ho
ds

 

 53
0.

3(
53

0)
 
一
般
及
び
共
通
要
求
事
項
 

 

JI
S 

C
 6

03
64

の
こ
の
部
は
，
安
全
に
対
す
る
保
護
手
段
，
そ
の
設
備
の
使
用
目
的
に
応
じ
た
適
正
な
機
能
に
対
す
る
要
求
事
項
，
及
び
予
測
さ
れ

る
外
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
要
求
事
項
に
つ
い
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
機
器
は
，
こ
の
部
の
各
節
に
定
め
る
規
定
及
び
こ
の
規
格

の
他
の
関
連
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
部
の
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

1
に
示
す
共
通
事
項
に
対
す
る
補
足
事
項
で
あ
る
。

 
 53

0.
3.

1(
53

0.
1)
 
多
極
式
装
置
の
，
各
極
の
可
動
接
点
は
実
質
上
同
時
に
投
入
及
び
遮
断
す
る
機
械
的
構
造
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，

中
性
極
の
接
点
が
他
の
接
点
に
対
し
先
入
れ
か
つ
後
切
り
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 
   53

0.
3.

2(
53

0.
2)
 
多
相
回
路
に
お
い
て
は
，

53
6.

2.
2.

7
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
，
単
極
式
装
置
を
中
性
線
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

 

単
相
回
路
に
お
い
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1
に
規
定
に
適
合
す
る
漏
電
遮
断
器
を
電
源
側
に
設
置
す
る
場
合
を
除
き
，
単
極
式
装
置
を
中
性

線
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
。

 
   53

0.
3.

3(
53

0.
3)
 
複
数
の
機
能
を
兼
用
す
る
装
置
は
，
個
々
の
機
能
に
対
応
す
る
こ
の
部
の
要
求
事
項
に
す
べ
て
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
1 

電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
用
の
装
置
 

 

53
1.

1 
過
電
流
保
護
器
 

 

53
1.

1.
1 

T
N
系
統
 

 

T
N
系
統
に
お
け
る
過
電
流
保
護
器
は
，
短
絡
保
護
用
の
装
置
に
つ
い
て
規
定
す
る

43
4.

2
及
び

43
1
並
び
に

53
3.

3
に
示
す
条
件
に
従
っ
て
過
電
流

保
護
器
を
選
定
及
び
施
工
し
，
ま
た
，

41
3.

1.
3.

3
の
要
求
事
項
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
1.

1.
2 

T
T
系
統
 

 
検
討
中
。

 
 

53
1.

1.
3 

IT
系
統
 

 

                           53
0.

3.
1(

53
0.

1)
は
，
多
極
式
装
置
は
接
続
さ
れ
て
い
る
負
荷
機
器
に
異
常
電
圧
が
印
加
さ
れ
な
い
よ
う
，
開
閉
時
に
お
け
る
中
性
極

と
他
極
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
述
し
て
お
り
，
同
時
開
閉
と
な
る
構
造
又
は
閉
路
の
場
合
は
中
性
相
の
極
が
先
に
接
触
し
，
開
路
の

場
合
は
中
性
相
の
極
が
遅
れ
て
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

  

53
0.

3.
2(

53
0.

2)
は
，
原
則
と
し
て
中
性
線
に
は
単
極
式
装
置
を
挿
入
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

た
だ
し
，
中
性
線
に
単
極
式
装
置
を
挿
入
し
て
も
よ
い
の
は
，
多
相
回
路
に
つ
い
て
は
，

53
6.

2.
2.

7
に
規
定
し
て
い
る
断
路
器
や
リ

ン
ク
等
の
単
極
式
器
具
を
相
互
に
隣
接
し
て
使
用
す
る
場
合
，
単
相
回
路
に
つ
い
て
は
，

41
3.

1
に
規
定
す
る
漏
電
遮
断
器
を
電
源

側
に
設
置
し
た
場
合
に
限
定
し
て
い
る
。

 

｢J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1｣
は
｢現

行
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1
の

41
1｣
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

 

53
0.

3.
3(

53
0.

3)
は
，
例
え
ば
漏
電
遮
断
器
に
過
電
流
保
護
機
能
を
も
た
せ
る
場
合
に
は
，
漏
電
遮
断
器
と
過
電
流
遮
断
器
と
に
要
求

さ
れ
る
事
項
を
す
べ
て
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

   

53
1.

1.
1
は
，
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
用
の
装
置
と
し
て
使
用
さ
れ
る
過
電
流
保
護
器
は
，
次
の
条
件
に
従
っ
て
選

定
及
び
施
工
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

T
N
系
統
に
お
い
て
は
，
過
電
流
遮
断
器
に
よ
り
間
接
接
触
保
護
を
行
う
場
合
は
，
短
絡

電
流
相
当
地
絡
電
流
で
保
護
で
き
る
短
絡
保
護
装
置
の
要
件
（

43
4.

2，
43

1，
53

3.
3）

を
満
足
す
る
と
と
も
に
，
選
定
さ
れ
た
保
護

器
の
遮
断
特
性
は

41
3.

1.
3.

3
の
遮
断
時
間
と
動
作
電
流
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

｢4
13

.1
.3

.3
｣は

｢現
行

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
1.

4.
4｣
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

  53
1.

1.
3 
は
，I

T
系
統
お
け
る
露
出
導
電
性
部
分
を
相
互
接
続
し
て
い
る
場
合
，第

一
故
障
後
は

T
N
系
統
と
み
な
せ
る
の
で

41
3.

1.
5.

5

の
中
性
線
が
な
い
場
合
，あ

る
い
は
中
性
線
が
あ
る
場
合
の
遮
断
時
間
の
違
い
を
考
慮
し
つ
つ

53
1.

1.
1
の
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
と

                                                    

3-103



露
出
導
電
性
部
分
を
相
互
接
続
し
て
い
る
場
合
，
第
二
故
障
発
生
時
の
保
護
を
行
う
過
電
流
保
護
器
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1.
5.

5
の
要
求

事
項
を
考
慮
し
，

53
1.

1.
1
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
1.

2 
漏
電
遮
断
器
 

 

53
1.

2.
1 

設
備
の
一
般
条
件
 

 

直
流
回
路
の
漏
電
遮
断
器
は
，
直
流
の
残
留
電
流
を
検
出
し
，
通
常
の
状
態
及
び
故
障
時
に
お
い
て
回
路
電
流
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

特
別
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

53
1.

2.
1.

1 
漏
電
遮
断
器
は
，
保
護
す
る
回
路
の
全
充
電
用
導
体
を
確
実
に
遮
断
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

T
N

-S
系
統
に
お
い
て
，
中
性
線

が
大
地
電
位
と
同
一
電
位
に
な
る
こ
と
が
確
実
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
電
力
供
給
条
件
の
場
合
は
，
中
性
線
を
遮
断
す
る
必
要
が
な
い
。

 

 
備
考

 
中
性
線
電
位
が
大
地
電
位
と
同
一
で
あ
る
こ
と
の
検
証
条
件
は
，
検
討
中
で
あ
る
。

 

53
1.

2.
1.

2 
漏
電
遮
断
器
の
磁
気
回
路
内
に
保
護
導
体
を
貫
通
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
1.

2.
1.

3 
接
続
負
荷
の
通
常
の
使
用
時
に
予
想
さ
れ
る
漏
洩
電
流
で
不
必
要
動
作
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
漏
電
遮
断
器
を
選
定
し
，
か
つ
，
そ

の
電
気
回
路
を
小
分
割
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考

  
漏
電
遮
断
器
は
，
漏
洩
電
流
値
が
定
格
感
度
電
流
の

50
％
を
超
え
る
ど
の
値
で
も
動
作
し
て
よ
い
。

 

53
1.

2.
1.

4 
直
流
分
の
影
響
 

 

検
討
中
。

 
 

53
1.

2.
1.

5 
保
護
導
体
を
も
た
な
い
回
路
に
漏
電
遮
断
器
を
使
用
す
る
場
合
は
，
定
格
感
度
電
流
が

30
m

A
以
下
の
も
の
で
あ
っ
て
も
，
間
接
接
触
に

対
す
る
保
護
手
段
と
し
て
十
分
で
あ
る
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
1.

2.
2 

適
用
方
法
に
対
応
し
た
保
護
器
の
選
定
 

 

53
1.

2.
2.

1 
53

1.
2.

2.
2
の
要
求
事
項
を
考
慮
し
て
，
漏
電
遮
断
器
は
補
助
電
源
あ
り
又
は
な
し
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。

 

 
備
考

 
補
助
電
源
は
，
そ
の
供
給
系
統
で
あ
っ
て
も
よ
い
。

 

 

53
1.

2.
2.

2 
補
助
電
源
付
き
漏
電
遮
断
器
で
，
補
助
電
源
の
故
障
時
に
自
動
動
作
し
な
い
も
の
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
場
合
に
限
り
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 
補
助
電
源
の
故
障
時
に
お
い
て
も
，
他
の
方
法
に
よ
っ
て

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1
に
規
定
す
る
間
接
接
触
保
護
が
保
証
さ
れ
る
。

 

 
－
 
技
能
者
（

B
A

4）
又
は
熟
練
者
（

B
A

5）
が
操
作
，
試
験
及
び
検
査
す
る
設
備
に
そ
の
装
置
を
施
設
す
る
。

 

 53
1.

2.
3 

T
N
系
統
 

 

あ
る
機
器
又
は
設
備
の
あ
る
部
分
に
対
し
て
，

41
3.

1.
3
に
示
す
条
件
の
う
ち
の
一
つ
以
上
が
適
合
し
な
い
場
合
は
，
そ
の
部
分
を
漏
電
遮
断
器
に
よ
っ

て
保
護
し
て
も
よ
い
。
こ
の
場
合
，
露
出
導
電
性
部
分
を
漏
電
遮
断
器
の
感
度
電
流
に
見
合
っ
た
接
地
抵
抗
を
も
つ
接
地
極
に
接
続
す
れ
ば
，

T
N

接

地
系
統
の
保
護
導
体
に
接
続
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
保
護
し
た
回
路
は

T
T
系
統
と
し
て
扱
い
，

41
3.

1.
4
を
適
用
す
る
。

 

た
だ
し
，
露
出
導
電
性
部
分
に
対
す
る
個
別
の
接
地
極
が
な
い
場
合
は
，
露
出
導
電
性
部
分
を
漏
電
遮
断
器
の
電
源
側
で
保
護
導
体
に
接
続
す
る
必

要
が
あ
る
。

 

 

53
1.

2.
4 

T
T
系
統
 

 

一
つ
の
設
備
を
単
一
の
漏
電
遮
断
器
で
保
護
す
る
場
合
は
，
漏
電
遮
断
器
を
設
備
の
源
点
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
源
点
と
漏
電

遮
断
器
と
の
間
の
設
備
の
部
分
が
ク
ラ
ス
Ⅱ
機
器
の
使
用
又
は
こ
れ
と
同
等
の
絶
縁
に
よ
る
保
護
の
要
求
事
項
（

41
3.

2）
に
適
合
す
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

 
備
考
 
複
数
の
源
点
が
あ
る
場
合
は
，
こ
の
要
求
事
項
は
各
源
点
に
適
用
す
る
。

 

53
1.

2.
5 

IT
系
統
 

 

漏
電
遮
断
器
に
よ
っ
て
保
護
し
，
か
つ
，
第

1
故
障
で
は
遮
断
さ
せ
な
い
場
合
は
，
漏
電
遮
断
器
の
不
動
作
電
流
は
，
相
導
体
に
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

を
無
視
で
き
る
第

1
故
障
が
生
じ
た
と
き
に
大
地
に
流
れ
る
電
流
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
1.

3 
絶
縁
監
視
装
置
 

 

規
定
し
て
い
る
。
 

 

第
一
故
障
，
第
二
故
障
に
つ
い
て
は

JI
S 

C
6 

03
64

-4
-4

1
の

41
1.

6.
4
参
照
。

 

｢J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1.
5.

5｣
は
｢現

行
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1
の

41
1.

6.
4｣
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

 53
1.

2.
1
は
，
直
流
回
路
に
用
い
る
漏
電
遮
断
器
は
，
回
路
の
残
留
電
流
を
検
出
し
，
通
常
状
態
及
び
故
障
時
に
お
い
て
も
回
路
電
流

を
遮
断
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

通
常
状
態
で
も
事
故
に
至
ら
な
い
過
負
荷
状
態
な
ど
に
お
い
て
も
遮
断
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

な
お
「
通
常
状
態
で
の
遮
断
」
と
は
，「

過
負
荷
電
流
の
遮
断
」
を
意
味
し
て
い
る
。

 

 53
1.

2.
1.

1
は
，
漏
電
遮
断
器
は
，
保
護
す
る
回
路
の
全
充
電
用
導
体
を
遮
断
す
る
も
の
で
あ
り
，

T
N

-S
系
統
に
お
い
て
は
，
中
性
線

が
大
地
電
位
と
同
一
と
な
る
こ
と
が
確
実
な
電
源
条
件
の
場
合
は
，
感
電
保
護
を
目
的
と
し
て
中
性
線
を
遮
断
す
る
必
要
が
な
い
と

し
て
い
る
。

 

 53
1.

2.
1.

2
は
，
漏
え
い
電
流
を
検
出
で
き
な
く
な
る
た
め
，
漏
電
遮
断
器
の
磁
気
回
路
内
に
保
護
導
体
を
貫
通
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

と
規
定
し
て
い
る
。

 

53
1.

2.
1.

3
は
，
接
続
負
荷
の
正
常
使
用
時
に
配
線
の
対
地
静
電
容
量
等
に
よ
っ
て
予
想
さ
れ
る
漏
え
い
電
流
で
不
必
要
動
作
す
る
お

そ
れ
が
な
い
よ
う
に
漏
電
遮
断
器
を
選
定
し
，
か
つ
，
回
路
を
小
分
割
し
て
漏
え
い
電
流
等
を
小
さ
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
る
。

 

  53
1.

2.
1.

5
は
，
保
護
導
体
の
な
い
回
路
（
非
接
地
回
路
第

4－
41

部
附
属
書

C
.2
参
照
）
で
は
，
故
障
時
に
地
絡
電
流
が
流
れ
な
い

た
め
，
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
が

30
m

A
以
下
の
も
の
で
あ
っ
て
も
，
漏
電
遮
断
器
は
動
作
し
な
い
こ
と
か
ら
電
源
の
自
動

遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
に
対
す
る
保
護
手
段
と
し
て
十
分
で
は
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 53
1.

2.
2.

1
は
，
漏
電
遮
断
器
は
補
助
電
源
あ
り
又
は
な
し
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
補
助
電
源
あ
り
の
漏
電
遮
断
器
は
，

漏
電
遮
断
器
内
に
あ
る
故
障
検
出
用
の
電
子
回
路
に
使
用
す
る
電
源
を
外
部
か
ら
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
（
補
助
電
源
は
系
統
電
源

で
も
よ
い
）。

日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
半
導
体
式
漏
電
遮
断
器
は
，

IE
C
で
い
う
補
助
電
源
付
き
漏
電
遮
断
器
で
あ
る
。

 

53
1.

2.
2.

2
は
，
補
助
電
源
付
き
漏
電
遮
断
器
に
お
い
て
補
助
電
源
の
故
障
時
に
自
動
動
作
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
り
，

過
電
流
遮
断
器
等
に
よ
り
電
源
の
自
動
遮
断
が
確
保
さ
れ
る
場
合
，
技
能
者
（
Ｂ
Ａ

4）
又
は
熟
練
者
（
Ｂ
Ａ

5）
が
操
作
試
験
及
び

検
査
す
る
設
備
に
，
補
助
電
源
付
き
漏
電
遮
断
器
を
施
設
す
る
場
合
に
限
り
使
用
し
て
よ
い
と
規
定
し
て
い
る
。
な
お
，
補
助
電
源

付
き
漏
電
遮
断
器
は
，
故
障
時
に
系
統
電
圧
が
低
下
し
た
場
合

(操
作
回
路
の
定
格
電
圧
の

85
％
以
下

)で
も
確
実
な
開
閉
動
作
が
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

｢J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
3.

1｣
は
｢現

行
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1
の

41
1｣
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

 53
1.

2.
3
は
，

T
N
系
統
に
お
け
る
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
保
護
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
，

 T
N
系
統
に
お
い
て
「
電
源
の
自
動
遮
断
」

の
条
件
（

Z
ｓ
×I

ａ
≦

U
ｏ
）
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
は
，
漏
電
遮
断
器
に
よ
っ
て
保
護
し
て
も
よ
い
。
こ
の
場
合
，
露
出
導
電
性
部
分

を
漏
電
遮
断
器
の
動
作
電
流
を
流
し
得
る
接
地
抵
抗
以
下
の
個
別
接
地
極
に
接
続
す
れ
ば
，

T
N
系
統
の
保
護
導
体
に
接
続
す
る
必

要
は
な
く
，

T
T
系
統
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
漏
電
遮
断
器
を
適
用
し
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

 

｢4
13

.1
.3
｣は

現
行
の

41
1.

4，
「

41
3.

1.
4」

は
現
行
の

41
1.

5
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

  53
1.

2.
4
の
「
設
備
の
源
点
」
と
は
，
設
備
の
電
力
供
給
点
を
指
す
。

 

｢4
13

.2
｣は

現
行
の

41
2
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

    53
1.

2.
5
は
，

IT
系
統
で
は
第
一
故
障
時
に
大
地
静
電
容
量
又
は
高
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
接
地
を
介
し
て
少
量
の
故
障
電
流
が
流
れ
る
の

で
，
第
一
故
障
時
に
漏
電
遮
断
器
を
動
作
さ
せ
な
い
場
合
に
は
，
不
動
作
電
流
を
こ
の
故
障
電
流
値
以
上
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

 53
1.

3
は
，

IT
系
統
で
電
源
の
継
続
性
と
い
う
理
由
で
使
用
さ
れ
る
絶
縁
監
視
装
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
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備
考
 
絶
縁
監
視
装
置
は
，
目
的
に
応
じ
た
応
答
時
間
で
動
作
し
て
よ
い
。

 

41
3.

1.
5.

4
に
従
っ
て
設
置
す
る
絶
縁
監
視
装
置
は
，
電
気
設
備
の
絶
縁
を
連
続
監
視
す
る
装
置
で
あ
る
。
こ
の
装
置
は
，
設
備
の
絶
縁
レ
ベ
ル
が
あ
る

値
ま
で
劣
化
し
た
こ
と
を
示
し
，
第

2
故
障
発
生
前
に
こ
の
劣
化
の
原
因
を
見
つ
け
出
せ
る
よ
う
に
し
，
ま
た
，
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
電
気
の
供
給
の

停
止
を
回
避
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。

 

し
た
が
っ
て
，
こ
の
対
象
と
な
る
設
備
に
対
応
し
て

JI
S 

C
 6

03
64

-6
-6

1
の

61
2.

3
に
規
定
す
る
値
以
下
に
感
度
を
設
定
す
る
。

 

絶
縁
監
視
装
置
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
を
使
用
し
な
け
れ
ば
そ
の
設
定
が
変
更
で
き
な
い
よ
う
に
設
計
又
は
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
2 

熱
的
影
響
に
対
す
る
保
護
用
装
置
 

 

検
討
中

 

 
備
考
 
こ
の
検
討
は
懸
案
事
項
で
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2
の

42
2.

3.
10

及
び

JI
S 

C
 6

03
64

-7
-7

05
の

70
5.

42
2
を
参
照
。

 

53
3 

過
電
流
保
護
器
 

 

53
3.

1 
一
般
要
求
事
項
 

 

53
3.

1.
1 

ね
じ
込
み
ヒ
ュ
ー
ズ
を
用
い
る
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
は
，
そ
の
中
心
接
触
子
が
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
電
圧
側
と
な
る
よ
う
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

 53
3.

1.
2 

栓
形
ヒ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
リ
ア
を
用
い
る
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
で
は
，
隣
接
す
る
二
つ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
の
導
電
性
部
分
相
互
間
を
そ
の
ヒ
ュ
ー

ズ
キ
ャ
リ
ア
が
橋
絡
す
る
可
能
性
が
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 53
3.

1.
3 

技
能
者（

B
A

4）
又
は
熟
練
者（

B
A

5）
以
外
の
も
の
が
取
り
外
し
又
は
取
り
付
け
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
付
ヒ
ュ
ー
ズ
は
，I

E
C

 6
02

69
-3

の
安
全
要
求
事
項
に
適
合
す
る
種
類
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

技
能
者
（

B
A

4）
又
は
熟
練
者
（

B
A

5）
だ
け
が
取
り
外
し
又
は
取
り
替
え
る
よ
う
な
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
付
ヒ
ュ
ー
ズ
又
は
組
合
わ
せ
ユ
ニ
ッ
ト
は
，

充
電
部
に
不
用
意
に
触
れ
る
こ
と
な
く
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
を
取
り
外
し
又
は
取
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 53
3.

1.
4 

技
能
者
（

B
A

4）
又
は
熟
練
者
（

B
A

5）
以
外
の
も
の
が
遮
断
器
を
操
作
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
，
か
ぎ
又
は
工
具
の
使
用
を
含
む
意

図
的
な
行
為
な
し
に
過
電
流
引
き
外
し
機
構
の
目
盛
設
定
を
変
更
で
き
な
い
よ
う
に
，
か
つ
，
設
定
又
は
校
正
が
目
視
確
認
で
き
る
よ
う
に
遮
断
器
を

設
計
す
る
か
又
は
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                53
3.

2 
配
線
設
備
の
過
負
荷
保
護
器
の
選
定
 

 

保
護
器
の
公
称
電
流
（
又
は
設
定
電
流
）
は
，

43
3.

2
に
従
っ
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
場
合
に
よ
っ
て
は
，
不
測
の
動
作
を
回
避
す
る
た
め
負
荷
の
ピ
ー
ク
電
流
値
に
つ
い
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
装
置
は
設
備
の
絶
縁
レ
ベ
ル
が
あ
る
値
ま
で
劣
化
し
た
こ
と
を
指
示
し
，
第
二
故
障
発
生
前
に
劣
化
の
原
因
を
見
つ
け
出
せ
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
絶
縁
抵
抗
の
感
度
設
定
は
，
対
象
と
な
る
設
備
の
異
常
，
経
年
劣
化
な
ど
か
ら
絶
縁
抵
抗
値
が
悪
化
す

る
こ
と
に
よ
り
，
漏
れ
電
流
が
増
加
す
る
た
め
，

 6
1.

3.
3
の
表

6A
の
絶
縁
抵
抗
の

小
値
以
下
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

｢J
IS

 C
 6

03
64

-6
-6

1
の

61
2.

3｣
は
｢現

行
JI

S 
C

 6
03

64
-6
の

61
.3

.3
｣に

改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

       

  53
3.

1.
1
及
び

53
3.

1.
2
は
，
ヒ
ュ
ー
ズ
の
接
続
及
び
配
置
の
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

①
ね
じ
込
み
ヒ
ュ
ー
ズ
と
は
，
内
部
に
可
溶
体
を
収
め
，
か
つ
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
に
ね
じ
込
む
た
め
の
ね
じ
を
も
つ
構
造
の
ヒ
ュ

ー
ズ
リ
ン
ク
を
使
用
す
る
ヒ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
。

 

②
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
と
は
，
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
の
固
定
部
分
で
あ
る
。

 

③
栓
形
ヒ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
リ
ア
と
は
，
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
を
保
持
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
の
取
り
外
し
が
で
き

る
ヒ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
リ
ア
を
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
に
ね
じ
込
み
，
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
を
そ
の
端
面
で
接
触
さ
せ
て
使
用
す
る
構
造
の

ヒ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
。

 

                  

解
説

5.
3.

1
図
 
ヒ
ュ
ー
ズ
の
構
造

 

         53
3.

2
は
，
保
護
器
の
公
称
電
流

(又
は
整
定
電
流

)は
場
合
に
よ
っ
て
は
，
不
測
の
動
作
を
防
止
す
る
た
め
負
荷
の
ピ
ー
ク
電
流
，
例

え
ば
モ
ー
タ
の
始
動
電
流
，
変
圧
器
の
励
磁
突
入
電
流
な
ど
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

  

                                                    

ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク

 
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ

 

栓
形
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク

 

 
栓
形
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
の
ヒ
ュ
ー

ズ
キ
ャ
リ
ア

 
（
ね
じ
込
み
キ
ャ
ッ
プ
）

 

 

解
説

5.
3.

2図
 
栓
形
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
の
ヒ
ュ
ー
ズ
ベ
ー
ス
（
表
面
接
続
形
）
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周
期
的
負
荷
の
場
合
，
Ｉ

n
及
び
Ｉ

2
の
値
は
，
熱
的
に
等
価
な
定
常
負
荷
に
対
す
る
Ｉ

B
及
び
Ｉ

ｚ
の
値
を
基
準
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
こ
に
，
Ｉ

B
 ：

回
路
の
設
計
電
流

 

Ｉ
Ｚ
：
電
線
の
連
続
許
容
電
流

 

Ｉ
n 
：
保
護
器
の
公
称
電
流

 

Ｉ
2 
：
保
護
装
置
の
有
効
な
動
作
を
保
証
す
る
電
流

 

53
3.

3 
配
線
設
備
の
短
絡
保
護
器
の
選
定
 

 

継
続
時
間
が

5
秒
以
下
の
短
絡
に
対
す
る
第

4-
43

部
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
，

小
又
は

大
値
と
な
る
短
絡
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

保
護
器
の
規
格
が
定
格
使
用
遮
断
容
量
及
び
定
格
限
界
遮
断
容
量
の
双
方
を
規
定
し
て
い
る
場
合
，

大
短
絡
条
件
に
対
し
て
は
，

大
遮
断
容
量

を
基
に
保
護
器
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
，
設
備
の
源
点
に
保
護
器
を
設
置
す
る
場
合
な
ど
の
よ
う
に
，
動
作
状
況
に
よ
っ
て
使
用
遮
断

容
量
を
基
に
保
護
器
を
選
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

   53
4 

過
電
圧
保
護
用
装
置
 

 

53
4.

1 
一
般
事
項
 

 

こ
の
節
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4，
IE

C
 6

06
64

-1
，

IE
C

 6
13

12
-2
及
び

IE
C

 6
16

43
-1

2
に
示
す
場
合
に
お
け
る
絶
縁
協
調
を
得
る
た
め
の
電
圧
抑

制
の
適
用
に
関
す
る
規
定
を
含
ん
で
い
る
。

 

こ
の
節
は
，
次
の
も
の
の
選
定
及
び
施
工
に
関
す
る
要
求
事
項
を
示
す
。

 

 
－
 
大
気
現
象
に
よ
っ
て
発
生
し

,供
給
配
電
系
統
を
通
っ
て
伝
搬
す
る
過
渡
過
電
圧
の
抑
制
及
び
開
閉
過
電
圧
の
抑
制
を
行
う
た
め
の
，
建
築
電

気
設
備
の
サ
ー
ジ
保
護
装
置
（

SP
D

s）
 

 
－
 
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
保
護
さ
れ
る
建
築
物
へ
の
直
撃
雷
又
は
そ
の
近
傍
へ
の
雷
撃
に
起
因
す
る
過
渡
過
電
圧
に
対
す
る
保
護
用
の

SP
D

s 

こ
の
節
は
，
設
備
に
接
続
さ
れ
て
い
る
小
形
電
気
使
用
器
具
に
組
み
込
ま
れ
る
サ
ー
ジ
保
護
部
品
は
考
慮
し
な
い
。

 

こ
の
よ
う
な
部
品
の
存
在
は
，
設
備
の
主

SP
D
の
働
き
を
緩
和
す
る
こ
と
と
，
ま
た
追
加
的
協
調
作
用
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

こ
の
節
は

,交
流
電
力
回
路
に
適
用
す
る
。
直
流
電
力
回
路
に
つ
い
て
は
，
こ
の
節
が
要
求
事
項
が
有
効
で
あ
る
場
合
に
限
り
適
用
し
て
も
よ
い
。
特

殊
な
適
用
に
つ
い
て
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

の
関
連
の
第

7
部
に
お
い
て
，
そ
の
他
の
又
は
追
加
の
要
求
事
項
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

 
  53

4.
2 

建
築
設
備
に
お
け
る

SP
D

s
の
選
定
及
び
施
工
 

 

53
4.

2.
1 

SP
D

s
の
使
用
 

 

JI
S 

C
 6

03
64

の
第

44
3
部
は
，
大
気
現
象
に
起
因
す
る
（
間
接
雷
，
遠
方
雷
撃
に
よ
る
）
過
電
圧
及
び
開
閉
過
電
圧
に
対
す
る
保
護
を
含
ん
で
い

る
。
通
常
こ
の
保
護
は
，
ク
ラ
ス
Ⅱ
試
験
の

SP
D

s
ま
た
必
要
な
場
合
は
ク
ラ
ス
Ⅲ
試
験
の

SP
D

s
の
設
置
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
か
又
は
別
に
指
定
さ
れ
る
場
合
，

SP
D

s
は
設
備
の
源
点
の
近
く
に
又
は
建
築
物
内
部
で
設
備
の
源
点
に

も
近
い
主
分
電
盤
内
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

JI
S 

C
 0

36
7-

1
は
，
直
撃
雷
の
影
響
又
は
電
源
供
給
系
統
に
近
い
雷
撃
の
影
響
に
対
す
る
保
護
を
含
ん
で
い
る
。

IE
C

 6
13

12
-3
は
，
雷
保
護
領
域

（
L

PZ
）
の
概
念
に
従
っ
た

SP
D

s
の
正
し
い
選
定
及
び
適
用
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

L
PZ

の
概
念
は
，
ク
ラ
ス
Ⅰ
試
験
，
ク
ラ
ス
Ⅱ
試
験
及
び

ク
ラ
ス
Ⅲ
試
験
の

SP
D

s
の
施
設
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

 

JI
S 

C
 0

36
7-

1
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
か
又
は
別
に
指
定
さ
れ
る
場
合
，

SP
D

s
は
，
設
備
の
源
点
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

鋭
敏
な
機
器
を
保
護
す
る
た
め
に
，
追
加
の

SP
D

s
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

SP
D

s
は
電
源
側
に
施
設
さ
れ
る

SP
D

s
と
協
調
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

53
4.

2.
3.

6
参
照
）。

 

SP
D

s
が
固
定
形
電
気
設
備
の
一
部
で
は
あ
る
が
，
分
電
盤
の
内
部
に
施
設
さ
れ
て
い
な
い
（
例
え
ば
，
コ
ン
セ
ン
ト
に
設
置
さ
れ
て
い
る
）
場
合

は
，
そ
れ
ら
の
存
在
を
，
当
該
回
路
の
源
点
又
は
源
点
の
で
き
る
限
り
近
く
に
ラ
ベ
ル
で
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
2 

 S
P

D
s
の
接
続
 

 

設
備
の
源
点
に
又
は
そ
の
近
く
に
あ
る

SP
D

s
は
，
少
な
く
と
も
次
の
箇
所
間
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
附
属
書

A
，

B
及
び

C
参
照
。）
。

a)
 
設
備
の
源
点
に
若
し
く
は
そ
の
近
く
で
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
直
接
接
続
が
あ
る
場
合
又
は
中
性
線
が
な
い
場
合
は
，
各
線
導
体
と

      53
3.

3
は
，
継
続
時
間
が

5
秒
以
下
の
短
絡
の
場
合
は
，
通
常
の
使
用
条
件
に
お
け
る

高
許
容
温
度
か
ら
短
絡
電
流
に
よ
っ
て
電

線
が
制
限
許
容
温
度
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
以
内
で
遮
断
で
き
る
よ
う
に

小
及
び

大
値
と
な
る
短
絡
条
件
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

定
格
使
用
遮
断
容
量
と
は
，

IE
V
で
は
「
規
定
し
た
試
験
シ
ー
ケ
ン
ス
に
従
っ
て
遮
断
し
た
後
で
，
不
動
作
電
流
の

0.
85

 倍
の
電
流

を
動
作
時
間
の
間
通
電
で
き
る
と
い
う
能
力
を
含
む
と
い
う
規
定
に
対
す
る
遮
断
容
量
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
，
対
象
の
電
気
回
路

に
設
置
す
る
短
絡
保
護
装
置
が
上
位
に
設
置
さ
れ
た
保
護
装
置
と
の
保
護
協
調
に
よ
っ
て
，
再
使
用
が
可
能
な
範
囲
で
保
護
で
き
る

短
絡
電
流
を
規
定
す
る
定
格
値
で
あ
る
。

 

定
格
限
界
遮
断
容
量
と
は
，

IE
V
で
は
「
規
定
し
た
試
験
シ
ー
ケ
ン
ス
に
従
っ
て
遮
断
し
た
後
で
，
不
動
作
電
流
の

0.
85

 倍
の
電
流

を
動
作
時
間
の
間
通
電
で
き
る
と
い
う
能
力
を
含
ま
な
い
と
い
う
規
定
に
対
す
る
遮
断
容
量
」
と
記
述
さ
れ
て
お
り
，
対
象
の
電
気

回
路
に
設
置
す
る
短
絡
保
護
装
置
が
保
護
で
き
る

大
の
短
絡
電
流
を
規
定
す
る
定
格
値
で
回
路
が
安
全
に
保
護
で
き
れ
ば
遮
断

器
の
再
使
用
の
可
否
は
問
わ
れ
な
い
値
で
あ
る
。

 

 53
4.

1
で
は
，
雷
な
ど
自
然
現
象
に
よ
っ
て
電
線
路
に
生
じ
る
過
渡
過
電
圧
に
対
す
る
保
護
装
置
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

              53
4.

2.
1 

遠
方
雷
撃
と
は
，
遠
方
に
お
け
る
雷
撃
に
よ
っ
て
配
電
線
な
ど
を
伝
播
し
て
く
る
過
電
圧
の
こ
と
で
あ
る
。
通
常
，
遠
方

で
の
雷
撃
に
よ
っ
て
配
電
線
な
ど
を
伝
播
し
て
く
る
サ
ー
ジ
は
，
伝
播
中
の
減
衰
に
よ
り
，
ピ
ー
ク
値
，
峻
度
と
も
，
直
撃
雷
の
場

合
よ
り
も
小
さ
く
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

 

SP
D
の
所
要
性
能
及
び
試
験
方
法
は
，

JI
S 

C
 5

38
1-

1
に
よ
る
。

 

ク
ラ
ス
Ⅰ
試
験
は
，
部
分
的
に
伝
搬
し
た
雷
イ
ン
パ
ル
ス
電
流
を
模
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
Ⅰ
試
験
の
試
験
方
法
で
試
験
し

た
 S

PD
 は

，
一
般
的
に
高
被
雷
場
所
（
例
え
ば
，
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
防
護
し
た
建
築
物
の
入
口
）
に
選
定
す
る
こ
と
を

推
薦
し
て
い
る
。
ク
ラ
ス
Ⅱ
試
験
又
は
ク
ラ
ス
Ⅲ
試
験
の
試
験
方
法
で
試
験
し
た

 S
PD

 は
，
比
較
的
短
時
間
の
イ
ン
パ
ル
ス
に
適

用
す
る
。
こ
れ
ら
の

 S
PD

 は
，
一
般
的
に
低
被
雷
場
所
に
選
定
す
る
こ
と
を
推
薦
し
て
い
る
。

 

「
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
4
の
第

44
3
節
」
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4 

E
d.

2.
0（

：
20

07
）
の

44
3
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

          

                        箇
条

53
4
は
，電

技
解
釈
第

21
8

条
で
は
適
用
除
外
と
な
っ
て
い

る
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主
接
地
端
子
又
は
主
保
護
導
体
と
の
間
に
あ
っ
て
，
い
ず
れ
か
配
線
が

短
と
な
る
方
。

 

備
考
 

IT
系
統
に
お
け
る
中
性
線
と
保
護
導
体
を
接
続
す
る
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
接
続
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

 
b)
 
設
備
の
源
点
に
又
は
そ
の
近
く
に
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
直
接
接
続
が
な
い
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
，
各
線
導
体
と
主
接

地
端
子
又
は
主
保
護
導
体
と
の
間
，
及
び
中
性
線
と
主
接
地
端
子
又
は
保
護
導
体
と
の
間
に
あ
っ
て
，
い
ず
れ
か
配
線
が

短
と
な
る
方
 
－

接
続
形
式

1。
 

又
は
，
各
線
導
体
と
中
性
線
と
の
間
，
及
び
中
性
線
と
主
接
地
端
子
又
は
保
護
導
体
と
の
間
に
あ
っ
て
，
い
ず
れ
か
配
線
が
短
い
方
 
－
 
接

続
形
式

2。
 

 
 
備
考
 
線
導
体
の
う
ち
の

1
本
が
接
地
さ
れ
て
い
る
場
合
，
こ
の
箇
条
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
中
性
線
と
同
等
で
あ
る
と
み
な
す
。

 

設
備
の
源
点
に
又
は
そ
の
近
く
に
あ
る

SP
D

s
は
，
通
常
，
附
属
書

A
か
ら

C
に
示
す
よ
う
に
か
つ
表

53
B
に
従
っ
て
施
設
す
る
。

 

 

表
53

A
 
系
統
の
形
態
に
よ
る
サ
ー
ジ
保
護
装
置
の
接
続

 

SP
D

s
を

接

続
す
る
線
間

 

SP
D
の
設
置
箇
所
に
お
け
る
系
統
の
形
態

 
T

T 

T
N

-C
 

T
N

-S
 

IT
（
中
性
線
あ
り
）

 
IT
（
中
性

線
な
し
）

関
連
す
る
設
備

 
関
連
す
る
設
備

 
関
連
す
る
設
備

 
接
続
形
式

1
接
続
形
式

2
接

続
形

式

1 
接
続
形
式

2
接
続
形
式

1
接
続
形
式

2

各
線
導
体
－

 
中
性
線

 
＋

 
●

 
N

A
 

＋
 

●
 

＋
 

●
 

N
A

 

各
線
導
体
－

 
保
護
導
体

 
●

 
N

A
 

N
A

 
●

 
N

A
 

●
 

N
A

 
●

 

中
性
線
－

 
保
護
導
体

 
●

 
●

 
N

A
 

●
 

●
 

●
 

●
 

N
A

 

各
線
導
体
－

 
PE

N
導
体

 
N

A
 

N
A

 
●

 
N

A
 

N
A

 
N

A
 

N
A

 
N

A
 

線
導
体
間

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
＋

 
●

  
 :
 必

須
 

N
A
：
適
用
不
可

 
＋

 ：
任
意
，
追
加
し
て

 

53
4.

2.
3 

サ
ー
ジ
保
護
装
置
（

SP
D

s）
の
選
定
 

 

SP
D

s
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
選
定
及
び
適
用
に
関
す
る
追
加
情
報
は
，

IE
C

 6
16

43
-1

2
に
示
す
。

 

53
4.

2.
3.

1 
保
護
レ
ベ
ル
（

U
P）

に
関
す
る
選
定
 

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
第

44
3
節
が

SP
D

s
を
要
求
す
る
場
合
，

SP
D

s
の
保
護
レ
ベ
ル

U
P
は
，
表

44
B
（

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4）
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐

電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
に
よ
っ
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

JI
S 

C
 0

36
7-

1
が
，直

撃
雷
に
起
因
す
る
過
電
圧
保
護
に
対
し
て

SP
D

sを
要
求
す
る
場
合
，こ

の
SP

D
sの

保
護
レ
ベ
ル
も
ま
た
，J

IS
 C

 6
03

64
-4

-4
4

の
表

44
B
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
に
よ
っ
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

例
え
ば
，

23
0/

40
0V

の
設
備
に
お
い
て
は
，
保
護
レ
ベ
ル

U
P
は

2.
5k

V
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
2
に
よ
る
接
続
形
式

2
を
用
い
る
場
合
，
上
記
の
要
求
事
項
を
線
導
体
と
保
護
導
体
と
の
間
の
総
合
保
護
レ
ベ
ル
に
も
適
用
す
る
。

 

要
求
さ
れ
る
保
護
レ
ベ
ル
が
一
組
の

SP
D

s
で
達
成
さ
れ
な
い
場
合
，
追
加
的
に
，
協
調
の
と
れ
る

SP
D

s
を
必
要
な
保
護
レ
ベ
ル
を
確
保
す
る
た

め
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
3.

2 
連
続
使
用
電
圧
（

U
C
）
に
関
す
る
選
定
 

 

SP
D

s
の

大
連
続
使
用
電
圧
（

U
C
）
は
，
次
の
表

53
C
に
示
す
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

      

                               53
4.

2.
3.

1「
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
4
の
第

44
2
節
」
は
，「

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4 

E
d.

2.
0（

：
20

07
）
の

44
2」

に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
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表
53

B
 
電
気
の
供
給
系
統
の
形
態
に
よ
る

S
P

D
の
最
小
必
要
U C

 

SP
D

sを
接
続
す
る
線
間

 
配
電
網
の
系
統
の
形
態

 
T

T
 

T
N

-C
 

T
N

-S
 

IT
（
中
性
線
あ
り
）

IT
（
中
性
線
な
し
）

線
導
体
－
中
性
線

 
1.

1U
o 

N
A

 
1.

1U
o 

1.
1U

o 
N

A
 

各
線
導
体
－
保
護
導
体

 
1.

1U
o 

N
A

 
1.

1U
o 

3
U

oa  
線
間
電
圧

a  
中
性
線
－
保
護
導
体

 
U

oa  
N

A
 

U
oa  

U
oa  

N
A

 
各
線
導
体
－

PE
N
導
体

 
N

A
 

1.
1U

o 
N

A
 

N
A

 
N

A
 

N
A
：
適
用
不
可

 
備
考

 1
 

U
o
は
低
圧
系
統
の
線
－
中
性
線
間
電
圧
。

 
2 

こ
の
表
は

IE
C

 6
16

43
-1
追
補

1
に
基
づ
く
。

 
a  

こ
れ
ら
の
値
は
，

悪
の
故
障
状
態
の
場
合
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
，

10
％
の
許
容
誤
差
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

 

53
4.

2.
3.

3 
短
時
間
過
電
圧

(T
O

V
s)
に
関
す
る
選
定
 

 

53
4.

2.
3
に
従
っ
て
選
定
し
た

SP
D

s
は
，
低
圧
系
統
内
の
故
障
に
起
因
す
る
短
時
間
過
電
圧

(J
IS

 C
 6

03
64

-4
-4

4
の
第

44
2
節
参
照

)に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
こ
と
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
の

7.
7.

6
の
当
該
試
験
要
求
事
項
に
適
合
す
る

SP
D

s
を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。

 

高
圧
系
統
内
の
地
絡
故
障
に
起
因
す
る
短
時
間
過
電
圧
（

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
第

44
2
節
参
照
）
の
場
合
に
安
全
側
に
働
く
た
め
に
，
保
護
導
体
に

接
続
す
る

SP
D

s
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
の

7.
7.

4
の
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

さ
ら
に
，
図

B
.2
の

4a
の
位
置
に
設
置
す
る

SP
D

s
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
の

7.
7.

4
の
試
験
で
定
義
す
る
よ
う
な
短
時
間
過
電
圧
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

 
備
考

 1
. 

上
記
の
短
時
間
過
電
圧
耐
量
は
，
適
切
な
合
格
基
準
を
検
討
中
で
あ
る
。

 

 
 
 

 2
. 

中
性
線
の
欠
損
は
，
こ
れ
ら
の
要
求
事
項
に
含
ま
な
い
。
現
在

IE
C

 6
16

43
-1
で
試
験
を
規
定
し
て
い
な
い
が
，

SP
D

s
は
，
故
障
時
に

安
全
側
に
働
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 

 53
4.

2.
3.

4 
放
電
電
流
（

I n
）
及
び
イ
ン
パ
ル
ス
電
流
（

I im
p）

に
関
す
る
選
定
 

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
第

44
3
節
が

SP
D

s
を
要
求
す
る
場
合
，
公
称
放
電
電
流

I n
は
，
保
護
の
各
モ
ー
ド
に
対
し
て

5k
A
（

8/
20
μ

s）
以
上
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
2
の
接
続
形
式

2
に
よ
る
設
置
の
場
合
，
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
接
続
す
る

SP
D
に
対
す
る
公
称
放
電
電
流

I n
は
，
三
相
系
統
に
対

し
て
は

20
kA

(8
/2

0μ
s)
以
上
ま
た
単
相
系
統
に
対
し
て
は

10
kA

(8
/2

0μ
s)
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

JI
S 

C
 0

36
7-

1
が

SP
D

s
を
要
求
す
る
場
合
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
に
よ
る
雷
イ
ン
パ
ル
ス
電
流

I im
p
は
，

JI
S 

C
 0

36
7-

1
に
従
っ
て
算
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
詳
細
な
情
報
は
，

IE
C

 6
16

43
-1

2
に
示
す
。
電
流
値
は
確
定
で
き
な
い
場
合
は
，

I im
p
の
値
は
，
各
保
護
モ
ー
ド
に
対
し
て

12
.5

kA
以
上

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
2
の
接
続
形
式

2
に
よ
る
設
置
の
場
合
，
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
接
続
す
る

SP
D
に
対
す
る
雷
イ
ン
パ
ル
ス
電
流

I im
p
は
，
前
述
の
規

格
と
同
様
に
算
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
電
流
値
を
確
定
で
き
な
い
場
合
は
，

I im
p
の
値
は
，
三
相
系
統
に
対
し
て
は

50
kA

以
上
ま
た
単
相
系
統
に

対
し
て
は

25
kA

以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

単
一
の

SP
D
を

JI
S 

C
 0

36
7-

1
及
び

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
の
第

44
3
節
の
両
方
に
よ
る
保
護
に
使
用
す
る
場
合
は
，

I n
及
び

I im
p
の
定
格
は
，
上
記

の
値
に
一
致
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 53
4.

2.
3.

5 
推
定
短
絡
電
流
に
関
す
る
選
定
 

 

過
電
流
保
護
装
置
付
（
内
部
又
は
外
部
）

SP
D

s
の
短
絡
耐
量
（

SP
D
の
故
障
の
場
合
）
は
，

SP
D
製
造
業
者
が
指
定
す
る

大
過
電
流
保
護
装
置

を
考
慮
し
た
設
置
箇
所
に
お
け
る

大
短
絡
電
流
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

さ
ら
に
，
続
流
遮
断
定
格
が
製
造
業
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
場
合
，
短
絡
耐
量
は
，
設
置
箇
所
の
推
定
短
絡
電
流
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

T
T
系
統
又
は

T
N
系
統
に
お
い
て
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
接
続
す
る

SP
D

s
で
，
動
作
後
に
商
用
周
波
数
続
流
を
流
す
も
の
（
例
え
ば
，
放

電
ギ
ャ
ッ
プ
）
は
，

10
0A

以
上
の
続
流
遮
断
定
格
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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IT
系
統
に
お
い
て
，
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
に
接
続
す
る

SP
D

s
に
対
す
る
続
流
遮
断
定
格
は
，
相
導
体
と
中
性
線
と
の
間
に
接
続
す
る

SP
D

s

に
対
す
る
も
の
と
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 53
4.

2.
3.

6 
 S

P
D

s
の
協
調
 

 

設
備
に
お
け
る

SP
D

s
の
協
調
の
必
要
性
を
，

IE
C

 6
13

12
-3
及
び

IE
C

 6
16

43
-1

2
に
従
っ
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

SP
D
の
製
造
業
者
は
，

SP
D

s
相
互
間
の
協
調
を
達
成
す
る
方
法
に
つ
い
て
，
そ
の
資
料
に
適
切
な
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 53
4.

2.
4 

 S
P

D
の
故
障
に
伴
う
過
電
流
保
護
 

 

SP
D
の
短
絡
保
護
は
，
過
電
流
保
護
装
置

F2
（
附
属
書

A
か
ら

D
の
図
参
照
）
で
行
う
。
そ
の
過
電
流
保
護
装
置
は
，
製
造
業
者
の

SP
D
説
明

書
に
示
す
過
電
流
保
護
装
置
に
対
す
る

大
推
奨
定
格
に
従
っ
て
選
定
さ
れ
る
。

 

過
電
流
保
護
装
置

F1
（
そ
れ
は
設
備
の
一
部
で
あ
る
，
附
属
書

A
か
ら

D
の
図
参
照
）
の
定
格
が
，
過
電
流
保
護
装
置

F2
の

大
推
奨
定
格
以

下
で
あ
る
場
合
は
，

F2
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

線
導
体
に
過
電
流
保
護
装
置
を
接
続
す
る
導
体
の
断
面
積
は
，
発
生
し
う
る

大
短
絡
電
流
に
よ
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

F1
，

F2
及
び

F3
を
附
属
書

A
か
ら

D
に
示
す
。）
。

 

SP
D
故
障
の
場
合
に
，

SP
D
の
切
り
離
し
に
用
い
る
保
護
装
置
の
取
付
位
置
に
よ
っ
て
，
電
気
の
供
給
の
継
続
又
は
保
護
の
継
続
の
い
ず
れ
か
に
優

先
権
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

す
べ
て
の
場
合
に
，
保
護
装
置
相
互
間
の
選
択
遮
断
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
－
 
保
護
装
置
が

SP
D

回
路
に
施
設
さ
れ
る
場
合
，
電
気
の
供
給
は
確
保
さ
れ
る
。
し
か
し
，
設
備
及
び
機
器
の
い
ず
れ
も
が
発
生
し
う
る
そ

の
後
の
過
電
圧
に
対
し
て
保
護
さ
れ
な
い
（
図

53
A
参
照
）。

こ
れ
ら
の
保
護
装
置
は
内
部
の
遮
断
器
の
場
合
も
あ
る
。

 

 
 
－
 
保
護
装
置
を

SP
D

s
が
施
設
さ
れ
て
い
る
回
路
の
電
源
側
の
設
備
に
設
け
る
場
合
，

SP
D
の
故
障
は
電
気
の
供
給
停
止
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
，
回
路
の
遮
断
は
，

SP
D
を
交
換
す
る
ま
で
継
続
す
る
（
図

53
B
参
照
）。

 

 

              PD
 
：

SP
D
の
保
護
装
置

 

SP
D

 ：
サ
ー
ジ
保
護
装
置

 

E
/I 

 ：
過
電
圧
に
対
し
て
保
護
す
べ
き
機
器
又
は
設
備

 

図
53

A
－
電
気
の
供
給
の
継
続
を
優
先
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図
53

B
－
保
護
の
継
続
を
優
先

 

 

電
気
の
供
給
の
継
続
と
保
護
の
継
続
と
を
同
時
に
行
わ
せ
る
信
頼
性
及
び
可
能
性
を
増
大
す
る
た
め
に
，
図

53
C
に
示
す
配
列
を
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

 

 

図
53

C
－
電
気
の
供
給
の
継
続
と
保
護
の
継
続
と
の
組
合
せ

 

 

こ
の
場
合
，
二
つ
の
等
し
い

SP
D

s（
SP

D
1
及
び

SP
D

2）
を
二
つ
の
等
し
い
保
護
装
置
（

PD
1
及
び

PD
2）

に
接
続
す
る
。

SP
D

s
の
一
方
（
例
え

ば
SP

D
1）

の
故
障
モ
ー
ド
は
，
他
方
の

SP
D
（
例
え
ば

SP
D

2）
の
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
，
か
つ
そ
れ
自
体
の
保
護
装
置
（
例
え
ば

PD
1）

を
動

作
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
は
，
電
気
の
供
給
の
継
続
と
保
護
の
継
続
と
を
行
う
可
能
性
を
著
し
く
増
大
す
る
。

 

 53
4.

2.
5 

間
接
接
触
保
護
 

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
で
定
義
す
る
よ
う
な
間
接
接
触
保
護
は
，

SP
D

s
の
故
障
の
場
合
で
も
保
護
し
て
い
る
設
備
に
対
し
て
有
効
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

電
源
の
自
動
遮
断
の
場
合
，

 

 
 
－
 

T
N
系
統
に
お
い
て
は
，
一
般
に

SP
D
の
電
源
側
の
過
電
流
保
護
装
置
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
る
。

 

 
 
－
 

T
T
系
統
に
お
い
て
は
，
こ
の
こ
と
は
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
 

a)
 

R
C

D
の
負
荷
側
に

SP
D

s
を
設
置
（
図

B
.1
参
照
），

又
は

 

b)
 

R
C

D
の
電
源
側
に

SP
D

s
を
設
置
。
こ
の
場
合
，
中
性
線
と
保
護
導
体
と
の
間
の

SP
D
の
故
障
の
可
能
性
の
た
め
，

 

・
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
1
の

41
3.

1.
3.

7
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

か
つ
，

 

・
SP

D
は
，

53
4.

2.
2
の
接
続
形
式

2
に
従
っ
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IT
系
統
に
お
い
て
は
，
追
加
手
段
の
必
要
は
な
い
。

 

 53
4.

2.
6 

R
C

D
と
併
用
す
る

SP
D

s
の
設
置

 

SP
D

s
が
，

53
4.

2.
1
に
従
っ
て
施
設
さ
れ
，
か
つ

R
C

D
の
負
荷
側
に
あ
る
場
合
，
時
延
機
能
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
，

3k
A
（

8/
20
μ

s）
以
上
の
サ
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ー
ジ
電
流
の
イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
も
つ

R
C

D
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

備
考

 1
 

IE
C

 6
10

08
-1
及
び

IE
C

 6
10

09
-1
に
よ
る

S
形
漏
電
遮
断
器
は
こ
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
。

 

2 
3k

A
（

8/
20
μ

s）
よ
り
大
き
い
サ
ー
ジ
電
流
の
場
合
は
，
漏
電
遮
断
器
が
電
力
供
給
を
遮
断
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

53
4.

2.
7 

絶
縁
抵
抗
の
測
定
 

 

設
備
の
源
点
に
若
し
く
は
そ
の
近
く
に
又
は
分
電
盤
に
施
設
し
，
か
つ
絶
縁
測
定
の
試
験
電
圧
に
対
し
て
耐
え
ら
れ
る
定
格
電
圧
を
も
た
な
い

SP
D

s
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-6
-6

1
に
従
っ
て
設
備
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
て
い
る
間
，
切
り
離
し
て
も
よ
い
。

 

保
護
導
体
に
接
続
さ
れ
た

SP
D

s
が
コ
ン
セ
ン
ト
の
一
部
で
あ
る
場
合
は
，
そ
の

SP
D

s
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-6
-6

1
に
よ
る
絶
縁
抵
抗
測
定
の
試
験
電

圧
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
4.

2.
8 

 S
P

D
の
状
態
表
示
 

 

SP
D
が
過
電
圧
保
護
を
も
は
や
行
え
な
い
と
い
う
表
示
を
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

SP
D
状
態
表
示
器

 

 
－
 

53
4.

2.
4
で
述
べ
た
よ
う
な
別
の

SP
D
の
保
護
装
置

 

53
4.

2.
9 

接
続
導
体
 

 

接
続
導
体
は
，
線
導
体
か
ら

SP
D
ま
で
の
導
体
及
び

SP
D
か
ら
主
接
地
端
子
又
は
保
護
導
体
ま
で
の
導
体
で
あ
る
。

 

SP
D

s
の
接
続
導
体
の
長
さ
の
増
大
は
過
電
圧
保
護
の
効
果
を
低
減
す
る
の
で
，
す
べ
て
の

SP
D

s
の
接
続
導
体
が
で
き
る
限
り
短
く
（
接
続
導
体
の
全

長
で

0.
5m

以
下
が
望
ま
し
い
），

か
つ
，
い
か
な
る
ル
ー
プ
も
な
い
と
き
，

適
な
過
電
圧
保
護
を
達
成
す
る
，
図

53
D

参
照
。
距
離
ａ
＋
ｂ
（
図

53
D
参
照
）
が
，

0.
5m

以
下
に
低
減
で
き
な
い
場
合
は
，
図

53
E
の
配
線
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

図
53

D
－
設
備
の
源
点
又
は
そ
の
近
く
に
あ
る

S
P

D
s
の
施
設
例

 

 

図
53

E
－
設
備
の
源
点
又
は
そ
の
近
く
に
あ
る

S
P

D
s
の
施
設
例

 

 

53
4.

2.
10
 
接
地
線
の
断
面
積
 

 

設
備
の
源
点
に
又
は
そ
の
近
く
に
あ
る

SP
D

s
の
接
地
線
は
，
断
面
積
が

4m
m

2
以
上
の
銅
線
又
は
こ
れ
と
同
等
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
場
合
は
，

IE
C

 6
16

43
-1
の
ク
ラ
ス
Ⅰ
試
験
に
従
っ
て
試
験
し
た

SP
D

s
に
対
し
て
，
断
面
積
が

16
m

m
2
以
上
の
銅
線
又
は

こ
れ
と
同
等
の
も
の
が
必
要
で
あ
る
。
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53
5 

(5
39

) 
各
種
保
護
器
の
遮
断
協
調

 

53
5.

1 
(5

39
.1

) 
過
電
流
保
護
器
相
互
間
の
選
択
遮
断
 

 

検
討
中

 

53
5.

2 
(5

39
.2

) 
漏
電
遮
断
器
と
過
電
流
保
護
器
と
の
組
合
せ
 

 

53
5.

2.
1 

(5
39

.2
.1

) 
漏
電
遮
断
器
が
過
電
流
保
護
用
の
装
置
を
内
蔵
す
る
か
又
は
組
み
合
わ
さ
れ
る
場
合
は
，
そ
の
組
合
せ
る
保
護
器
の
特
性
（
遮
断

容
量
，
定
格
電
流
に
関
係
の
あ
る
動
作
特
性
）
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
第

43
3
節
及
び
第

43
4
節
並
び
に

53
3.

2
及
び

53
3.

3
の
規
定
に
適
合
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
5.

2.
2 

(5
39

.2
.2

) 
漏
電
遮
断
器
が
過
電
流
保
護
用
の
装
置
を
内
蔵
し
た
り
組
み
合
わ
さ
れ
た
り
し
て
い
な
い
場
合
は
，
次
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 
－
 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
規
定
に
従
っ
て
適
切
な
保
護
器
に
よ
っ
て
過
電
流
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
漏
電
遮
断
器
は
，
そ
の
設
置
箇
所
か
ら
負
荷
側
に
生
じ
た
短
絡
に
よ
っ
て
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
熱
的
及
び
機
械
的
応
力
に
損
傷
す
る
こ
と
な

く
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
漏
電
遮
断
器
は
，
不
平
衡
電
流
又
は
地
絡
電
流
に
よ
っ
て
遮
断
器
自
身
が
開
路
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
も
，
前
記
の
短
絡
条
件
下
で
損
傷
を
受

け
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
備
考

 
こ
の
応
力
は
，
漏
電
遮
断
器
の
設
置
箇
所
に
お
け
る
推
定
短
絡
電
流
及
び
短
絡
保
護
器
の
動
作
特
性
に
依
存
す
る
。

 

 53
5.

3 
(5

39
.3

) 
漏
電
遮
断
器
相
互
間
の
選
択
遮
断
 

 

直
列
に
施
設
さ
れ
た
漏
電
遮
断
器
間
の
選
択
遮
断
は
，
電
力
供
給
上
の
理
由
か
ら
，
特
に
安
全
上
必
要
な
場
合
は
設
備
の
非
故
障
部
分
に
電
気
の
供

給
を
継
続
す
る
た
め
，
選
択
遮
断
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 

こ
の
選
択
遮
断
は
，
設
備
の
他
の
部
分
に
対
す
る
必
要
な
保
護
を
確
保
す
る
と
同
時
に
，
故
障
点
よ
り
電
源
側
の
直
近
に
施
設
し
た
漏
電
遮
断
器
の

負
荷
側
の
設
備
部
分
だ
け
を
電
源
か
ら
切
り
離
す
よ
う
に
，
漏
電
遮
断
器
を
選
定
し
施
工
す
る
こ
と
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

直
列
の
漏
電
遮
断
器
相
互
間
の
選
択
遮
断
を
確
保
す
る
た
め
，
こ
れ
ら
の
遮
断
器
は
次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                   

     53
5.

2.
1(

53
9.

2.
1)
は
，
漏
電
遮
断
器
が
過
電
流
保
護
器
と
の
組
合
せ
又
は
組
み
込
み
と
す
る
場
合
に
お
い
て
，
日
本
で
は
地
絡
，
過

負
荷
，
短
絡
の

3
要
素
を

1
台
に
組
み
込
ん
で
保
護
す
る
回
路
に
用
い
る
過
負
荷
・
短
絡
保
護
兼
用
漏
電
遮
断
器
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
の
組
合
せ
器
の
特
性
は
，
第

43
3
節
，
第

43
4
節
，

53
3.

2，
53

3.
3
を
参
照
。

 

「
JI

S 
C

 6
03

64
-4

-4
3
の
第

43
3
節
及
び
第

43
4
節
」
は
，
現
行

JI
SC

60
36

4-
4-

43
の

43
3
及
び

43
4
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

53
5.

2.
2(

53
9.

2.
2)
は
，
漏
電
遮
断
器
に
過
電
流
保
護
器
を
組
み
合
わ
せ
た
り
組
み
込
ん
だ
り
し
な
い
場
合
に
は
，
過
電
流
保
護
器
を

設
け
る
と
と
も
に
，
漏
電
遮
断
器
が
短
絡
時
に
，
過
電
流
保
護
器
が
動
作
す
る
ま
で
の
間
の
短
絡
条
件
に
耐
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

        53
5.

3(
53

9.
3)
は
，
漏
電
遮
断
器
を
直
列
に
施
設
し
た
場
合
の
選
択
遮
断
の
や
り
方
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

選
択
遮
断
は
，
故
障
が
発
生
し
た
回
路
だ
け
を
選
ん
で
そ
の
回
路
を
遮
断
す
る
こ
と
に
よ
り
，
健
全
な
回
路
は
そ
の
ま
ま
電
気
の
供

給
を
継
続
す
る
目
的
で
採
用
さ
れ
る
遮
断
方
式
で
あ
る
。

 

回
路
構
成
例
と
そ
の
例
に
お
け
る
選
択
遮
断
の
や
り
方
を
動
作
特
性
曲
線
を
用
い
て
説
明
し
た
も
の
を
示
す
。

 

解
説

5.
3.

3
図
 
回
路
構
成
例
に
あ
る
よ
う
に
漏
電
遮
断
器

 Ｃ
 の

回
路
で
故
障
が
発
生
し
た
場
合
，
故
障
点
の
電
源
側
の

も
近

い
と
こ
ろ
に
あ
る
漏
電
遮
断
器

 Ｃ
 が

故
障
電
流
を
検
出
し
て
，
さ
ら
に
上
位
側
（
電
源
側
）
に
あ
る
漏
電
遮
断
器

 Ａ
 が

動
作
す

る
前
に
，
故
障
電
流
を
遮
断
す
れ
ば
漏
電
遮
断
器

 Ｃ
 の

回
路
だ
け
が
遮
断
さ
れ
漏
電
遮
断
器

 Ｂ
 が

設
置
さ
れ
て
い
る
回
路
は
そ

の
ま
ま
運
転
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
直
列
に
接
続
さ
れ
た
漏
電
遮
断
器
相
互
間
（
解
説

5.
3.

4
図
の
 
Ａ
と
Ｂ
 
又
は
Ａ

と
Ｃ
）
の
こ
う
し
た
組
合
せ
を
 
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
選
択
遮
断
 
と
い
い
，
選
択
遮
断
が
で
き
る
よ
う
に
 
漏
電
遮
断
器
を
選
定

し
設
定
す
る
こ
と
を
一
般
に
，
選
択
遮
断
協
調
を
と
る
 
あ
る
い
は
選
択
遮
断
協
調
を
図
る
 
と
い
う
。

 

 
選
択
遮
断
協
調
を
図
る
た
め
に
，
規
定
で
は

 

 
 
・
 
上
位
側
（
電
源
側
）
漏
電
遮
断
器
（
解
説

5.
3.

3
図
で
は
Ａ
）
の
不
動
作
時
間

-電
流
特
性
 
＞
 
下
位
側
漏
電
遮
断
器
（
解

説
5.

3.
3
図
の
Ｂ
又
は
Ｃ
）
の
全
動
作
時
間

-電
流
特
性

 

・
 
上
位
側
（
電
源
側
）
漏
電
遮
断
器
（

 Ａ
 ）

の
定
格
感
度
電
流
 
＞
 
下
位
側
漏
電
遮
断
器

(Ｂ
又
は
Ｃ

)の
定
格
感
度
電

流
 

の
２
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
 
解
説

5.
3.

4
図
の
動
作
特
性
曲
線
例
の
よ
う
な
組
合
せ
と
す
れ
ば

 

こ
の

2
条
件
を
満
た
す
こ
と
に
な
る
。
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a)
 
電
源
側
（
上
位
）
に
施
設
す
る
漏
電
遮
断
器
の
不
動
作
時
間
－
電
流
特
性
は
，
負
荷
側
（
下
位
）
に
施
設
す
る
漏
電
遮
断
器
の
全
動
作
時
間
－

電
流
特
性
よ
り
上
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

b)
 
電
源
側
に
設
置
す
る
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
は
，
負
荷
側
に
設
置
す
る
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
よ
り
大
き
く
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 

漏
電
遮
断
器
が

IE
C

 6
10

08
-1
及
び

IE
C

 6
10

09
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
，電

源
側
に
設
置
す
る
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
は
，

負
荷
側
に
設
置
す
る
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
の

3
倍
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

   

                              53
6 

(4
6)
 
断
路
及
び
開
閉

 

  53
6.

0 
(4

60
) 

概
要
 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第

5.
3.

3
図
 
回
路
構
成
例

 

 

解
説

5.
3.

4
図
 
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
選
択
遮
断

 

 こ
こ
で
，「

全
動
作
時
間
」
と
は
，
漏
電
遮
断
器
の
定
格
感
度
電
流
以
上
の
故
障
電
流
が
流
れ
た
時
か
ら
，
全
て
の
極
の
ア
ー
ク
が

消
滅
し
た
時
ま
で
（
電
流
が
遮
断
さ
れ
る
ま
で
）
の
時
間
 
を
い
う
。
ま
た
，「

不
動
作
時
間
」
と
は
，
漏
電
遮
断
器
が
動
作
す
る

こ
と
な
く
定
格
感
度
電
流
以
上
の
故
障
電
流
を
漏
電
遮
断
器
に
流
す
こ
と
が
で
き
る

大
の
時
間
 
の
こ
と
で
あ
る
。

 

 
な
お
，

JI
S 

C
 8

22
1(
住
宅
及
び
類
似
設
備
用
漏
電
遮
断
器
－
過
電
流
保
護
装
置
な
し

(R
C

C
B

s)
)，

JI
S 

C
 8

22
2(
住
宅
及
び
類
似
設

備
用
漏
電
遮
断
器
－
過
電
流
保
護
装
置
付
き

(R
C

B
O

s)
)で

は
，
そ
れ
ぞ
れ
次
の
用
語
を
充
て
て
い
る
。

 

 
 
「
全
動
作
時
間
」
 
→
 
「
漏
電
遮
断
器
の
動
作
時
間
」，

 
 
「
不
動
作
時
間
」
 
→
 
「
慣
性
不
動
作
時
間
」

 

 53
6.

(4
6)
は
，
電
気
設
備
又
は
電
気
機
器
若
し
く
は
電
気
機
械
に
関
連
す
る
危
険
を
防
止
又
は
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
に
使
用
す
る
非

自
動
の
手
元
及
び
遠
隔
操
作
に
よ
る
断
路
及
び
開
閉
（
機
械
的
保
守
開
閉
時
，
非
常
停
止
を
含
む
非
常
開
閉
時
，
機
能
的
開
閉
時
）

の
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

53
6.

0(
46

0)
に
お
い
て

, 
断
路
と
は
「
安
全
上

, 
電
気
設
備
全
体
又
は
一
部
を
す
べ
て
の
電
源
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

, 
そ
の

電
気
設
備
全
体
又
は
一
部
の
充
電
を
切
る
機
能
」
を
い
う
。（

IE
C

 6
00

50
(8

26
-1

7-
01

)用
語
の
定
義
を
参
照
。）
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こ
の
節
は
，
電
気
設
備
又
は
電
力
機
器
に
関
連
す
る
危
険
を
防
止
又
は
除
去
す
る
目
的
に
用
い
る
非
自
動
の
手
元
及
び
遠
隔
操
作
の
断
路
及
び
開
閉

の
方
法
に
つ
い
て
取
り
扱
う
。

 

53
6.

1 
(4

61
) 

一
般
事
項
 

 

53
6.

1.
1 

(4
61

.1
) 

断
路
及
び
開
閉
用
に
設
け
る
す
べ
て
の
装
置
は
，
そ
の
目
的
と
す
る
機
能
に
従
っ
て
こ
の
部
の
当
該
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

1.
2 

(4
61

.2
) 

T
N

-C
系
統
に
お
い
て
は
，

PE
N
導
体
は
断
路
又
は
開
閉
し
て
は
な
ら
な
い
。

T
N

-S
系
統
に
お
い
て
は
，
中
性
線
は
断
路
又
は
開

閉
す
る
必
要
は
な
い
。

 

備
考

 
す
べ
て
の
系
統
に
お
い
て
，
保
護
導
体
は
断
路
又
は
開
閉
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4
の

54
3.

3.
3
も
参

照
）。

 

     

53
6.

1.
3 

(4
61

.3
) 

こ
の
部
で
規
定
す
る
手
段
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
か
ら

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4
に
規
定
す
る
保
護
手
段
に
代
え
る
も
の
で
は
な
い
。

 

53
6.

2 
(4

62
) 

断
路
 

 

53
6.

2.
1 

一
般
事
項
 

 

53
6.

2.
1.

1 
(4

62
.1

) 
す
べ
て
の
回
路
は
，
上
記
の

53
6.

1.
2
に
示
す
場
合
を
除
き
，
各
充
電
用
電
線
か
ら
断
路
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

使
用
条
件
が
許
す
な
ら
，
共
通
の
方
法
で
回
路
を
グ
ル
ー
プ
と
し
て
断
路
し
て
も
よ
い
。

 

53
6.

2.
1.

2 
(4

62
.2

) 
い
か
な
る
機
器
も
不
用
意
に
充
電
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
た
め
の
適
切
な
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
こ
の
予
防
措
置
は
，
次
の
手
段
の
一
つ
以
上
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。

 

 
－
 
施
錠

 

 
－
 
警
告
表
示

 

 
－
 
か
ぎ
の
か
か
る
場
所
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
。

 

 
 
 
短
絡
及
び
接
地
す
る
こ
と
を
補
助
手
段
と
し
て
使
用
し
て
も
よ
い
。

 

53
6.

2.
1.

3 
(4

62
.3

) 
一
つ
の
機
器
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
が
複
数
の
電
源
に
接
続
さ
れ
て
い
る
充
電
部
を
も
つ
場
合
，
充
電
部
に
接
近
す
る
人
に
異

な
る
種
類
の
電
源
か
ら
こ
れ
ら
の
部
分
を
断
路
す
る
必
要
を
知
ら
せ
る
よ
う
な
場
所
に
警
告
表
示
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
す
べ

て
の
当
該
回
路
の
断
路
を
保
証
す
る
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
装
置
を
設
け
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 

53
6.

2.
1.

4 
(4

62
.4

) 
必
要
な
場
合
，
蓄
積
さ
れ
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
電
す
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
詳
細
は
，

JI
S 

C
 

60
36

4-
5-

55
を
参
照
）。

 

 

53
6.

2.
2 

(5
37

.2
) 

断
路
用
装
置
 

 

    

53
6.

2.
2.

1 
(5

37
.2

.1
) 

断
路
用
装
置
は
，

53
6.

1.
2
の
規
定
を
条
件
と
し
て
，
当
該
回
路
か
ら
す
べ
て
の
電
力
供
給
用
電
線
を
有
効
に
断
路
で
き
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

断
路
用
に
使
用
す
る
機
器
は
，

53
6.

2.
2.

2
か
ら

53
6.

2.
2.

8
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

2.
2.

2 
断
路
用
装
置
は
次
の
二
つ
の
条
件
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 
新
品
で
清
浄
で
か
つ
乾
燥
状
態
に
お
い
て
，
開
位
置
の
と
き
，
各
極
の
端
子
間
で
，
設
備
の
公
称
電
圧
に
応
じ
て
，
表

53
A
の
イ
ン
パ
ル
ス
電

圧
値
に
耐
え
る
。

 

53
6.

0
は
，
点
検
時
や
改
修
工
事
の
感
電
事
故
防
止
の
た
め
に
活
線
部
を
取
り
除
く
た
め
に
用
い
る
方
法
を
規
定
し
て
い
る
。

 

     53
6.

1.
2(

46
1.

2)
は
，

T
N

-C
系
統
に
お
い
て

PE
N
導
体
だ
け
を
断
路
又
は
開
閉

(開
路

)す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

PE
N
導
体
は
，

保
護
導
体
と
中
性
線
と
が
一
体
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
保
護
導
体
は
い
か
な
る
場
合
に
も
断
路
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
，
解

説
5.

3.
5
図
の
よ
う
に
相
電
圧
相
当
の
接
触
電
圧
が
露
出
導
電
性
部
分
に
存
在
し
た
ま
ま
と
い
う
危
険
な
状
態
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

P
E

N
 

N
 

P
E

 

負
荷

機
器相

電
圧

相
当
の

接
触

電
圧
が

発
生

 

 

解
説

5.
3.

5
図
 
保
護
導
体
を
断
路
し
た
場
合
の
例

 

     53
6.

2.
1.

2
点
検
時
や
改
修
工
事
の
感
電
事
故
防
止
の
た
め
に
断
路
器
及
び
開
閉
器
の
開
路
保
持
す
る
措
置
と
し
て
，
第
三
者
が
不
用

意
に
閉
路
操
作
を
し
な
い
た
め
の
対
策
方
法
を
あ
げ
て
い
る
。

 

 

    53
6.

2.
1.

3(
46

2.
3)
に
お
け
る
複
数
の
電
源
と
は
，
例
え
ば
交
流
電
源
と
直
流
電
源
の
よ
う
に
複
数
の
電
源
系
統
に
接
続
さ
れ
て
い
る

場
合
を
い
う
。

 

   53
6.

2.
1.

4
の
 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

5
は
「

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5 

E
d.

2.
0（

：
20

11
）」

に
改
正
さ
れ
て
い
る
。

 

   53
6.

2.
2(

53
7.

2)
は
，
断
路
用
装
置
と
し
て
備
え
る
べ
き
要
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

 

 
断
路
用
装
置
と
は
，
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
そ
の
電
気
設
備
全
体
又
は
一
部
を
す
べ
て
の
電
源
か
ら
分
離
（
断
路
）
す
る

目
的
で
使
用
す
る
装
置
で
，
例
え
ば
，
断
路
器
，
ナ
イ
フ
ス
イ
ッ
チ
，
低
圧
遮
断
器
（
配
線
用
遮
断
器
，
漏
電
遮
断
器
な
ど
）
な
ど

の
機
器
が
あ
る
が
，
断
路
装
置
と
し
て
使
用
す
る
た
め
に
は
，
こ
れ
ら
の
機
器
が

53
6.

2.
2.

2～
53

6.
2.

2.
8
の
す
べ
て
を
満
足
す
る
か

満
足
す
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

53
6.

2.
2.

1(
53

7.
2.

1)
の
「
有
効
に
断
路
す
る
」
と
は
，
絶
縁
不
良
や
ア
ー
ク
等
に
よ
る
傷
害
が
な
く
，
安
全
・
確
実
に
開
路
す
る
と
と

も
に
開
路
し
た
状
態
で
断
路
装
置
の
負
荷
側
に
電
位
が
現
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
指
し
て
い
る
。

 

 

 53
6.

2.
2.

2(
53

7.
2.

1.
1)
は

, 
断
路
用
機
器
に
つ
い
て
表

53
A
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
に
耐
え
る
こ
と
及
び
規
定
さ
れ
た
漏
え
い
電
流
を

超
え
て
は
な
ら
な
い
と
の
二
つ
の
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。
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備
考
 
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧
に
耐
え
る
距
離
よ
り
も
長
い
距
離
が
，
断
路
以
外
の
見
地
か
ら
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 

表
53

A
－
公
称
電
圧
に
対
応
す
る
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 

設
備
の
公
称
電
圧

a  
断
路
装
置
の
イ
ン
パ
ル
ス
耐
電
圧

 
kV

 
三
相
系
統

 
V

 
単
相

3
線
系
統

 
V

 
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅲ

 
過
電
圧
カ
テ
ゴ
リ
Ⅳ

 

  2
30

/4
00

, 2
77

/4
80

 
 4

00
/6

90
, 5

77
/1

00
0 

12
0-

24
0 

3 5 8 

 5
 

 8
 

10
 

a  
IE

C
 6

00
38

に
よ
る
。

 
備
考

 1
 
大
気
過
渡
過
電
圧
に
関
し
て
は
，
接
地
系
統
と
非
接
地
系
統
を
区
分
し
な
い
。

 
2 

こ
の
耐
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
は
，
高
度

20
00
ｍ
に
適
用
す
る
。

 

b)
 

 開
極
間
の
漏
え
い
電
流
は
，
次
の
値
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
新
品
で
清
浄
で
か
つ
乾
燥
し
た
状
態
に
お
い
て
，
極
ご
と
に

0.
5m

A
 

 
－
 
当
該
規
格
に
定
め
ら
れ
た
器
具
の
規
約
耐
用
年
数
の
末
期
で
，
極
ご
と
に

6m
A

 

 
 
 
各
極
の
端
子
間
に
お
い
て
試
験
す
る
と
き
，
電
圧
値
は
設
備
の
公
称
電
圧
に
対
応
す
る
相
と
中
性
線
間
の
電
圧
の

11
0％

に
等
し
い
電
圧

 

 
 
 
直
流
で
試
験
す
る
場
合
の
電
圧
の
値
は
，
交
流
で
試
験
す
る
電
圧
の
実
効
値
と
同
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

2.
2.

3 
(5

37
.2

.1
.2

) 
装
置
の
開
極
接
点
間
の
断
路
距
離
は
，
目
視
確
認
で
き
る
か
又
は
明
瞭
か
つ
確
実
に
“
切
”
若
し
く
は
“
開
”
の
表
記
に
よ

っ
て
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
表
示
は
，
装
置
の
各
極
の
開
放
接
点
が
そ
の
断
路
距
離
に
至
っ
た
と
き
に
限
り
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

 
備
考
 
こ
の
箇
条
で
要
求
す
る
表
記
は
，
開
及
び
閉
の
位
置
を
示
す
た
め
そ
れ
ぞ
れ
“
Ｏ
”
及
び
“
Ｉ
”
の
記
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

53
6.

2.
2.

4 
(5

37
.2

.1
.3

) 
半
導
体
装
置
を
断
路
装
置
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

   53
6.

2.
2.

5 
(5

37
.2

.2
) 

断
路
用
装
置
は
，
不
測
の
閉
動
作
を
防
止
す
る
よ
う
に
設
計
及
び
／
又
は
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
こ
の
閉
動
作
は
，
例
え
ば
，
衝
撃
又
は
振
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

 

53
6.

2.
2.

6 
(5

37
.2

.3
) 

無
負
荷
断
路
装
置
は
，
不
注
意
及
び
許
容
さ
れ
な
い
開
路
に
備
え
て
安
全
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
こ
の
こ
と
は
，
こ
の
装
置
を
鍵
の
か
か
る
場
所
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す
る
か
又
は
施
錠
に
よ
り
達
成
で
き
る
。
こ
れ
に
代

る
も
の
と
し
て
，
無
負
荷
断
路
装
置
と
負
荷
遮
断
器
と
を
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
し
て
も
よ
い
。

 

 

53
6.

2.
2.

7 
(5

37
.2

.4
) 

断
路
の
方
法
は
，
当
該
電
源
の
全
極
を
切
り
離
す
多
極
式
開
閉
装
置
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
，
単
極
式
装
置
を
相
互

に
隣
接
し
て
使
用
し
て
も
よ
い
。

 

 
備
考

 
断
路
は
例
え
ば
次
の
方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
－
 
多
極
式
又
は
単
極
式
の
断
路
器
（
ア
イ
ソ
レ
ー
タ
），

開
閉
断
路
器

 

 
 
－
 
プ
ラ
グ
及
び
コ
ン
セ
ン
ト

 

 
 
－

 
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク

 

 
 
－

 
ヒ
ュ
ー
ズ

 

 
 
－

 
配
線
の
取
り
外
し
を
要
し
な
い
特
別
な
端
子

 

53
6.

2.
2.

8 
(5

37
.2

.5
) 

断
路
に
用
い
る
す
べ
て
の
装
置
は
，
そ
れ
が
断
路
す
る
回
路
を
表
示
す
る
な
ど
明
確
に
識
別
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
6.

3 
(4

63
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
 

 

53
6.

3.
1 

一
般
事
項
 

 

                規
約
耐
用
年
数
と
は
，
建
築
物
，
機
器
，
電
気
設
備
等
の
性
能
を
維
持
し
使
用
で
き
る
年
数
で
，
そ
れ
に
は
「
物
理
的
耐
用
年
数
」

と
「
規
約
耐
用
年
数
」
と
が
あ
る
。「

規
約
耐
用
年
数
」
は
，
税
法
上
の
減
価
償
却
に
お
い
て
法
で
定
め
た
年
数
で
あ
る
。

 

       53
6.

2.
2.

4(
53

7.
2.

1.
3)
に
お
い
て
，
半
導
体
装
置
は
所
定
の
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
，
ま
た
断
路
状
態
（

of
f状

態
）

で
負
荷
側
に
電
位
が
現
れ
る
な
ど
断
路
用
装
置
に
要
求
さ
れ
る
条
件
を
満
足
し
て
い
な
い
の
で
，
断
路
装
置
と
し
て
使
用
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

 53
6.

2.
2.

5(
53

7.
2.

2)
は

, 
断
路
用
装
置
は

, 
衝
撃
又
は
振
動
に
よ
る
誤
動
作
が
な
い
よ
う
設
計
・
施
工
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

   53
6.

2.
2.

6(
53

7.
2.

3)
の
無
負
荷
断
路
装
置
と
は
，
例
え
ば
断
路
器
，
中
性
端
子
な
ど
負
荷
電
流
の
開
閉
が
で
き
な
い
機
器
を
断
路
装
置

と
し
て
使
用
し
た
場
合
を
指
し
て
お
り
，
不
注
意
や
間
違
い
，
予
期
し
な
い
こ
と
に
よ
り
無
負
荷
断
路
装
置
で
負
荷
電
流
を
開
閉
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
安
全
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
安
全
措
置
の
具
体
例
は
，
備
考
に
示
さ
れ
て
い

る
。

 

53
6.

2.
2.

7(
53

7.
2.

4)
の
ヒ
ュ
ー
ズ
リ
ン
ク
と
は
ヒ
ュ
ー
ズ
が
筒
形
の
ケ
ー
ス
と
一
体
化
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。

(5
33

.1
.1
参
照
。

) 

リ
ン
ク
と
は
筒
内
に
素
通
し
線
が
入
っ
て
お
り
中
性
端
子
に
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
 
配
線
の
取
外
し
を
要
し
な
い
特
別
な
端
子

と
は

, 
ね
じ
回
転
式
入
切
端
子

, 
断
路
器
付
端
子
台
な
ど
を
い
う
。

 

         53
6.

3.
(4

63
)に

お
け
る
機
械
的
保
守
と
は
，
電
気
機
械
装
置
そ
の
も
の
の
定
期
点
検
や
修
理
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
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53
6.

3.
1.

1 
(4

63
.1

) 
機
械
的
保
守
が
身
体
に
傷
害
を
与
え
る
お
そ
れ
を
伴
う
場
合
は
，
開
路
す
る
手
段
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考

  
1 

 電
気
機
械
装
置
に
は
，
電
熱
素
子
及
び
電
磁
機
器
と
同
様
回
転
機
も
含
む
場
合
が
あ
る

(機
械
の
電
気
設
備
に
関
わ
る

IE
C

 6
02

04
-1
の

5.
4
参
照

)。
 

 
 
 

  
2 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
装
置
を
有
す
る
設
備
の
例
を
次
に
示
す

 

 
 
 
 
 
－
 
ク
レ
ー
ン

 

 
 
 
 
 
－
 
リ
フ
ト

 

 
 
 
 
 
－
 
エ
ス
カ
レ
ー
タ

 

 
 
 
 
 
－
 
コ
ン
ベ
ア

 

 
 
 
 
 
－
 
工
作
機
械

 

 
 
 
 
 
－
 
ポ
ン
プ

 

 
 
 

  
3 
圧
縮
空
気
，
水
圧
，
蒸
気
な
ど
，
電
気
以
外
で
動
作
す
る
設
備
に
は
，
こ
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
，
い
か
に
電
気
の
供
給
を
止
め
て
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。

 

53
6.

3.
1.

2 
(4

63
.2

) 
機
械
的
保
守
の
間
に
電
気
機
器
が
不
用
意
に
作
動
し
な
い
よ
う
に
適
切
な
予
防
措
置
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，

こ
の
保
守
を
行
う
人
が
そ
の
開
路
装
置
を
継
続
し
て
管
理
で
き
る
場
合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

 

 
備
考
 
そ
の
た
め
に
は
，
次
の
手
段
の
一
つ
以
上
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。

 

 
 
－
 
施
錠

 

 
 
－
 
警
報
表
示

 

 
 
－
 
鍵
の
か
か
る
場
所
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置

 

53
6.

3.
2 

(5
37

.3
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
 

 

53
6.

3.
2.

1 
(5

37
.3

.1
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
は
，
主
電
源
回
路
に
挿
入
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

こ
の
目
的
で
開
閉
器
を
施
設
す
る
場
合
は
，
こ
の
開
閉
器
が
設
備
の
当
該
部
分
の
全
負
荷
電
流
を
遮
断
で
き
る
能
力
を
も
つ
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
の
充
電
用
導
体
を
必
ず
し
も
切
り
離
す
必
要
は
な
い
。

 

 次
の
い
ず
れ
か
が
主
電
源
を
直
接
切
り
離
す
の
と
同
等
の
条
件
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
，
駆
動
装
置
な
ど
の
制
御
回
路
を
切
り
離
す
こ

と
が
で
き
る
。

 

 
 
－

 
機
械
的
抑
制
装
置
な
ど
の
補
助
安
全
対
策

 

 
 
－

 
使
用
す
る
制
御
装
置
に
対
す
る

IE
C
規
格
の
要
求
事
項

 

 
備
考

 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
は
，
例
え
ば
，
次
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
－

 
多
極
式
開
閉
器

 

 
 
－

 
遮
断
器

 

 
 
－

 
接
触
器
を
動
作
さ
せ
る
制
御
ス
イ
ッ
チ

 

 
 
－

 
プ
ラ
グ
及
び
コ
ン
セ
ン
ト

 

53
6.

3.
2.

2 
(5

37
.3

.2
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
又
は
こ
の
装
置
の
制
御
ス
イ
ッ
チ
は
，
手
動
操
作
を
必
要
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

こ
の
装
置
の
開
放
接
点
間
の
間
隔
は
，
目
視
確
認
で
き
る
か
又
は
明
瞭
か
つ
確
実
に
“
切
”
若
し
く
は
“
開
”
の
表
記
に
よ
っ
て
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
表
示
は
，
装
置
の
各
極
が
“
切
”
又
は
“
開
”
の
位
置
に
な
っ
た
と
き
に
限
り
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考

  
こ
の
箇
条
で
要
求
す
る
表
記
は
，
開
及
び
閉
の
位
置
を
示
す
た
め
そ
れ
ぞ
れ
“

O
”
及
び
“
Ｉ
”
の
記
号
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

53
6.

3.
2.

3 
(5

37
.3

.3
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
は
，
不
測
の
閉
路
を
防
止
す
る
よ
う
に
設
計
及
び
／
又
は
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
備
考
 
こ
の
閉
路
は
，
例
え
ば
，
衝
撃
又
は
振
動
に
よ
り
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

53
6.

3.
2.

4 
(5

37
.3

.4
) 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
は
，
容
易
に
識
別
で
き
，
か
つ
，
そ
の
使
用
目
的
の
た
め
に
便
利
な
よ
う
に
設
置
し
，
か

つ
，
そ
の
表
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
6.

4 
(4

64
) 

非
常
開
閉
 

 

                      53
6.

3.
2.

1(
53

7.
3.

1)
は

, 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
閉
器
に
つ
い
て

, 
す
べ
て
の
充
電
用
導
体
を
必
ず
し
も
切
り
離
す
必
要
は
な
く

, 

例
え
ば

, 
単
相

3
線
式
又
は
三
相

4
線
式
回
路
に
お
い
て
は
中
性
線
を
切
り
離
さ
な
く
と
も
よ
い
と
し
て
い
る
。
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53
6.

4.
1 

一
般
事
項
 

 

備
考
 
非
常
開
閉
は
，
非
常
閉
路
又
は
非
常
開
路
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

 

53
6.

4.
1.

1 
(4

64
.1

) 
予
期
し
な
い
危
険
を
避
け
る
た
め
に
電
気
の
供
給
を
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
，
設
備
の
ど
の
部
分
に
も
非
常
開
閉
の
た

め
の
手
段
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

備
考

 
非
常
開
閉
（

53
6.

4.
1.

5
に
よ
る
非
常
停
止
と
は
別
の
）
用
装
置
を
使
用
す
る
設
備
の
例
を
次
に
示
す
。

 

 
 
－

 
可
燃
性
液
体
用
ポ
ン
プ
設
備

 

 
 
－

 
換
気
設
備

 

 
 
－

 
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

 

 
 
－

 
高
圧
放
電
灯
，
例
え
ば
，
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

 

 
 
－

 
あ
る
種
の
大
型
建
築
物
，
例
え
ば
，
百
貨
店

 

 
 
－

 
電
気
的
試
験
及
び
研
究
設
備

 

 
 
－

 
教
育
用
研
究
室

 

－
 

ボ
イ
ラ
室

 

 
 
－

 
大
規
模
厨
房

 

53
6.

4.
1.

2 
(4

64
.2

) 
感
電
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
，
非
常
開
閉
装
置
は

53
6.

1.
2
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
，
す
べ
て
の
充
電
用
導
体
を
切
り
離
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

4.
1.

3 
(4

64
.3

) 
非
常
停
止
を
含
む
非
常
開
閉
の
た
め
の
手
段
は
，
該
当
す
る
電
力
供
給
用
電
線
に
で
き
る
だ
け
直
接
働
く
よ
う
に
施
設
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
つ
の
動
作
だ
け
で
該
当
す
る
電
源
を
切
り
離
す
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

53
6.

4.
1.

4 
(4

64
.4

) 
非
常
開
閉
は
，
そ
の
操
作
が
さ
ら
に
別
の
危
険
を
招
い
た
り
，
危
険
を
取
り
除
く
の
に
必
要
な
操
作
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
機
械
の
場
合
で
，
こ
の
開
閉
が
非
常
用
の
機
能
を
含
む
場
合
は
，
当
該
要
求
事
項
は

IE
C

 6
02

04
-1
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 
 

53
6.

4.
1.

5 
(4

64
.5

) 
非
常
停
止
の
手
段
は
，
電
気
に
よ
っ
て
動
か
し
続
け
る
こ
と
が
危
険
と
な
る
場
合
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
備
考
 
非
常
停
止
の
た
め
の
装
置
を
使
用
す
る
設
備
の
例
を
次
に
示
す
。

 

 
 
－
 
エ
ス
カ
レ
ー
タ

 

 
 
－
 
リ
フ
ト

 

 
 
－
 
エ
レ
ベ
ー
タ

 

 
 
－
 
コ
ン
ベ
ア

 

 
 
－
 
電
動
ド
ア

 

 
 
－
 
工
作
機
械

 

 
 
－
 
洗
車
プ
ラ
ン
ト

 
 

53
6.

4.
2 

(5
37

.4
) 

非
常
開
閉
用
装
置
 

 

53
6.

4.
2.

1 
(5

37
.4

.1
) 

非
常
開
閉
用
装
置
は
，
電
動
機
の
拘
束
電
流
を
考
慮
し
て
，
設
備
の
当
該
部
分
の
全
負
荷
電
流
を
遮
断
す
る
能
力
を
も
つ
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

4.
2.

2 
(5

37
.4

.2
) 

非
常
開
閉
の
た
め
の
手
段
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
－
 
当
該
電
源
を
直
接
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
る
単
独
の
開
閉
装
置

 

 
 
－
 
当
該
電
源
を
一
つ
の
動
作
に
よ
っ
て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
る
機
器
の
組
合
せ

 

 
非
常
停
止
に
つ
い
て
は
，
例
え
ば
，
可
動
部
の
制
動
の
よ
う
に
，
電
源
の
保
持
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

 

 
備
考
 
非
常
開
閉
は
，
次
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
－
 
主
回
路
の
開
閉
器

 

 
 
－
 
制
御
（
補
助
）
回
路
の
押
し
ボ
タ
ン
及
び
同
種
の
品

 

53
6.

4.
2.

3 
(5

37
.4

.3
) 

実
施
可
能
な
場
合
は
，
主
回
路
の
直
接
遮
断
に
手
動
形
開
閉
装
置
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  53
6.

4.
1.

1
は
，
予
期
し
な
い
危
険
を
避
け
る
た
め
に
電
気
の
供
給
を
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
，
安
全
確
保
の
た
め
状
況
に
応

じ
た
開
路
ま
た
は
閉
路
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
非
常
開
閉
の
た
め
の
手
段
は

53
6.

4.
1.

5
に
規
定
す
る
非
常
停
止
と
は
別

に
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

                  53
6.

4.
1.

4
は
，
危
険
を
招
く
も
し
く
は
拡
大
さ
せ
る
装
置
の
動
作
を
停
止
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

                  53
6.

4.
2.

2(
53

7.
4.

2)
は

, 
非
常
開
閉
用
装
置
に
つ
い
て

, 
単
独
の
機
器
で
電
源
を
直
接
開
路
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

又
は

, 
電
源
の
切
り
離
し
の
た
め
の
操
作
は

, 
単
一
動
作
（
シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

 

      53
6.

4.
2.

3(
53

7.
4.

3)
は

, 
主
回
路
の
遮
断
に
は
手
動
形
の
機
器
を
選
定
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
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遠
隔
制
御
に
よ
り
操
作
す
る
遮
断
器
，
接
触
器
な
ど
は
，
コ
イ
ル
の
消
磁
に
よ
っ
て
開
路
す
る
か
，
又
は
そ
の
他
の
こ
れ
と
同
等
な
フ
ェ
イ
ル
セ
ー

フ
技
術
を
使
用
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

4.
2.

4 
(5

37
.4

.4
) 

非
常
開
閉
用
装
置
の
操
作
部
（
ハ
ン
ド
ル
，
押
し
ボ
タ
ン
な
ど
）
は
，
明
確
に
識
別
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
で
き
れ
ば
背
景

か
ら
目
立
つ
赤
色
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

53
6.

4.
2.

5 
(5

37
.4

.5
) 

こ
の
操
作
部
は
，
危
険
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
，
容
易
に
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

, 
そ
し
て
該
当
す
る
場

合
，
そ
の
危
険
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
別
の
離
れ
た
場
所
に
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

4.
2.

6 
(5

37
.4

.6
) 

非
常
開
閉
用
装
置
の
操
作
部
は
，
非
常
開
閉
及
び
再
投
入
の
た
め
の
操
作
の
両
方
が
同
一
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
場
合
を
除

き
，“

切
”
又
は
“
停
止
”
の
位
置
で
ロ
ッ
ク
又
は
拘
束
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

非
常
開
閉
装
置
の
解
除
に
よ
っ
て
，
設
備
の
当
該
部
分
が
再
投
入
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
6.

4.
2.

7 
(5

37
.4

.7
) 

非
常
停
止
を
含
む
非
常
開
閉
用
装
置
は
，
容
易
に
識
別
で
き
，
目
的
に
応
じ
て
使
い
易
い
よ
う
に
設
置
し
，
か
つ
，
そ
の
表
示

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
6.

5 
(4

65
) 

機
能
的
開
閉
（
制
御
）
 

 

53
6.

5.
1 

(4
65

.1
) 

一
般
事
項
 

 

53
6.

5.
1.

1 
(4

65
.1

.1
) 

設
備
の
他
の
部
分
か
ら
独
立
し
て
制
御
す
る
必
要
が
あ
る
回
路
は
，
そ
の
各
部
分
に
機
能
的
開
閉
器
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

53
6.

5.
1.

2 
(4

65
.1

.2
) 

機
能
的
開
閉
器
は
，
回
路
の
充
電
用
導
体
の
す
べ
て
を
制
御
す
る
必
要
は
な
い
。

 

単
極
の
開
閉
器
を
中
性
線
に
取
り
付
け
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
6.

5.
1.

3 
(4

65
.1

.3
) 

一
般
に
，
制
御
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
電
気
使
用
装
置
は
，
適
切
な
機
能
的
開
閉
器
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

単
一
機
能
的
開
閉
器
が
，
同
時
に
働
く
よ
う
に
計
画
さ
れ
た
装
置
の
い
く
つ
か
の
機
能
を
制
御
し
て
も
よ
い
。

 

52
6.

5.
1.

4 
(4

65
.1

.4
) 

定
格

16
A
以
下
の
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
，
機
能
的
開
閉
の
た
め
に
使
用
で
き
る
。

 

53
6.

5.
1.

5 
(4

65
.1

.5
) 

代
替
電
源
か
ら
切
り
替
え
る
の
に
用
い
る
機
能
的
開
閉
器
は
，
全
充
電
用
導
体
に
働
く
も
の
で
，
か
つ
，
電
源
を
並
列
に
で
き

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
こ
の
条
件
の
た
め
に
特
別
に
設
計
し
た
設
備
に
あ
っ
て
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

こ
の
場
合
，

PE
N
又
は
保
護
導
体
を
断
路
す
る
手
段
を
施
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
6.

5.
2 

(5
37

.5
) 

機
能
的
開
閉
器
 

 

53
6.

5.
2.

1 
(5

37
.5

.1
) 

機
能
的
開
閉
器
は
，
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る

も
過
酷
な
責
務
に
適
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

53
6.

5.
2.

2 
(5

37
.5

.2
) 

機
能
的
開
閉
器
は
，
必
ず
し
も
対
応
す
る
極
を
開
放
し
な
い
で
電
流
を
制
御
し
て
も
よ
い
。

 

 
備
考

 1
. 

半
導
体
開
閉
装
置
は
，
回
路
電
流
を
遮
断
で
き
る
が
対
応
す
る
極
を
開
放
し
な
い
例
で
あ
る
。

 

 
 
 

 2
. 

機
能
的
開
閉
は
，
例
え
ば
，
次
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
 
－

 
開
閉
器

 

 
 
－

 
半
導
体
装
置

 

 
 
－

 
遮
断
器

 

 
 
－

 
接
触
器

 

 
 
－

 
リ
レ
ー

 

 
 
－

 
16

A
以
下
の
プ
ラ
グ
及
び
コ
ン
セ
ン
ト

 

53
6.

5.
2.

3 
(5

37
.5

.3
) 

断
路
器
，
ヒ
ュ
ー
ズ
及
び
リ
ン
ク
は
，
機
能
的
開
閉
用
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

53
6.

5.
3 

(4
65

.2
) 

制
御
回
路
（
補
助
回
路
）
 

 

制
御
回
路
は
，
制
御
回
路
と
他
の
導
電
性
部
分
と
の
間
の
故
障
に
よ
っ
て
，
制
御
す
る
装
置
の
機
能
不
全
（
例
え
ば
，
誤
作
動
）
を
起
こ
し
易
い
危

険
を
制
限
す
る
よ
う
に
設
計
，
配
置
及
び
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

5.
4 

(4
65

.3
) 

電
動
機
制
御

(２
) 

53
6.

5.
4.

1 
(4

65
.3

.1
) 

電
動
機
制
御
回
路
は
，
電
圧
の
低
下
又
は
喪
失
に
よ
っ
て
電
動
機
が
停
止
し
た
後
に
，
再
始
動
が
危
険
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
，
自
動
再
始
動
し
な
い
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

    53
6.

4.
2.

5(
53

7.
4.

5)
は

, 
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
は

, 
危
険
回
避
の
た
め
に
機
器
の
操
作
部
に
安
全
に
接
近
で
き
る
場
所
に
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 

 53
6.

4.
2.

6(
53

7.
4.

6)
は

, 
緊
急
開
閉
用
装
置
の
操
作
部
は

, 
同
一
人
で
操
作
す
る
場
合
を
除
き

, 
切
の
ま
ま
の
状
態
を
保
つ
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

     53
6.

5(
46

5)
の
機
能
的
開
閉
と
は
，
通
常
の
操
作
目
的
に
よ
っ
て
，
電
気
設
備
の
全
部
又
は
一
部
分
へ
の
電
力
供
給
を
入
り
切
り
又
は

変
化
さ
せ
る
操
作
を
い
う
（

IE
C

 6
05

00
(8

26
-1

7-
05

)）
 

         52
6.

5.
1.

4
は
，
家
電
品
な
ど
は
開
閉
器
を
設
け
ず
，
コ
ン
セ
ン
ト
を
機
能
的
開
閉
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

 

     53
6.

5.
2.

1(
53

7.
5.

1)
の
過
酷
な
責
務
と
は

, 
そ
の
機
器
に
定
め
ら
れ
た
定
格
電
流
や
温
度

, 
湿
度
等
の
範
囲
限
界
に
お
い
て
開
閉
頻
度

の
高
い
使
用
状
態
を
い
う
。

 

53
6.

5.
2.

2(
53

7.
5.

2)
は

, 
機
能
的
開
閉
器
の
極
の
構
造
は

, 
必
ず
し
も
機
械
的
な
解
放
で
な
く
と
も
よ
い
と
し
て
い
る
。

 

         53
6.

5.
2.

3(
53

7.
5.

3)
は

, 
断
路
器

, 
ヒ
ュ
ー
ズ
及
び
リ
ン
ク
な
ど
の
機
器
は

, 
負
荷
電
流
を
開
閉
す
る
機
能
を
も
た
な
い
た
め

, 
機
能

的
開
閉
用
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
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53
6.

5.
4.

2 
(4

65
.3

.2
) 

電
動
機
に
逆
回
転
制
動
が
付
い
て
い
る
場
合
，
逆
回
転
が
危
険
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
は
，
制
動
の
終
わ
り
で
回
転
方

向
が
逆
転
す
る
の
を
防
止
す
る
対
策
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

53
6.

5.
4.

3 
(4

65
.3

.3
) 

電
動
機
の
回
転
方
向
が
安
全
に
関
係
す
る
場
合
，
例
え
ば
，
逆
相
に
よ
る
逆
回
転
防
止
の
た
め
の
対
策
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

備
考
 
欠
相
に
よ
っ
て
起
こ
る
危
険
に
対
し
て
注
意
す
る
こ
と
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

(２
)こ

の
箇
条
は
後
日

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

5
に
移
る
予
定
。
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（
参
考
）

 

T
N
系
統
に
お
け
る
サ
ー
ジ
保
護
装
置
の
施
設

 

 

 
3.
 
主
接
地
端
子
又
は
バ
ー

 

4.
 
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
過
電
圧
保
護
を
行
う

SP
D

s 

5.
 

SP
D

s
の
接
地
接
続
，

(5
a
又
は

5b
の
い
ず
れ
か
）

 

6.
 
被
保
護
機
器

 

F1
 
設
備
の
源
点
に
あ
る
保
護
装
置

 

F2
 

SP
D
の
製
造
業
者
が
要
求
す
る
保
護
装
置

 

R
A
 
設
備
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

R
B
 
電
源
系
統
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

 

図
A

.1
－

TN
系
統
に
お
け
る

S
P

D
s 

 

  53
6.

5.
4.

3
は
，
電
動
機
の
保
護
と
し
て
，
過
負
荷
，
欠
相
，
逆
相
保
護
な
ど
が
あ
る
。

 

欠
相
と
は
，
モ
ー
タ
の
電
源
線
の
断
線
や
接
続
部
の
ゆ
る
み
，
開
閉
器
の
接
触
不
良
，
モ
ー
タ
の
内
部
断
線
な
ど
に
よ
っ
て
，
モ
ー

タ
が
単
相
運
転
さ
れ
た
状
態
を
い
う
。
こ
の
状
態
で
は
，
モ
ー
タ
の
線
電
流
の
増
加
と
比
較
し
て
相
電
流
の
増
加
が
著
し
く
，
巻
線

の
温
度
上
昇
が
許
容
値
を
超
え
て
モ
ー
タ
焼
損
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

 

逆
相

と
は

相
の

順
番

を
誤

接
続

す
る

と
回

転
方

向
が

逆
と

な
る

。
電

動
機

本
体

に
は

支
障

な
い

が
，

機
能

上
，

問
題

と
な

る
。

 

こ
の

よ
う

な
ト

ラ
ブ

ル
を

検
知

す
る

た
め

に
過

負
荷

要
素

も
加

え
，

以
下

の
継

電
器

を
選

択
す

る
。

 

2E
リ

レ
ー

：
過

負
荷

，
欠

相
 

3E
リ

レ
ー

：
過

負
荷

，
欠

相
，

逆
相
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附
属
書
Ｂ

 
（
参
考
）

 
T

T
系
統
に
お
け
る
サ
ー
ジ
保
護
装
置
の
施
設

 
 

 

3.
 
主
接
地
端
子
又
は
バ
ー

 

4.
 
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
過
電
圧
保
護
を
行
う

SP
D

s 

5.
 

 S
PD

s
の
接
地
接
続
，

(5
a
及
び
／
又
は

5b
の
い
ず
れ
か
）

 

6.
 
被
保
護
機
器

 

7.
 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
）

 

F1
 
設
備
の
源
点
に
あ
る
保
護
装
置

 

F2
 

SP
D
の
製
造
業
者
が
要
求
す
る
保
護
装
置

 

R
A
 
設
備
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

R
B
 
電
源
系
統
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

 

図
B

.1
－

R
C

D
の
負
荷
側
に
設
置
し
た

S
P

D
s[

53
4.

2.
5 

a)
 に

よ
る

] 
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3.
 
主
接
地
端
子
又
は
バ
ー

 

4.
 

 S
PD

s 

 
  
 
 

4a
 

 S
PD

（
4-

4a
組
合
せ
，
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
過
電
圧
保
護
を
行
う
）

 

5.
 

 S
PD

s
の
接
地
接
続
，

(5
a
及
び
／
又
は

5b
の
い
ず
れ
か
）

 

6.
 
被
保
護
機
器

 

7.
 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
），

母
線
の
電
源
側
又
は
負
荷
側
の
い
ず
れ
か
に
設
置

 

F1
 
設
備
の
源
点
に
あ
る
保
護
装
置

 

F2
 

SP
D
の
製
造
業
者
が
要
求
す
る
保
護
装
置

 

R
A
 
設
備
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

R
B
 
電
源
系
統
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

 

図
B

.2
－

R
C

D
の
電
源
側
に
施
設
し
た

S
P

D
s[

53
4.

2.
5 

b)
 に

よ
る

] 
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附
属
書
Ｃ

 
（
参
考
）

 
IT

系
統
に
お
け
る
サ
ー
ジ
保
護
装
置
の
施
設

 
  

3.
 
主
接
地
端
子
又
は
バ
ー

 

4.
 
カ
テ
ゴ
リ
Ⅱ
の
過
電
圧
保
護
を
行
う

SP
D

s 

5.
 

 S
PD

s
の
接
地
接
続
，

(5
a
及
び
／
又
は

5b
の
い
ず
れ
か
）

 

6.
 
被
保
護
機
器

 

7.
 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
）

 

F1
 
設
備
の
源
点
に
あ
る
保
護
装
置

 

F2
 

SP
D
の
製
造
業
者
が
要
求
す
る
保
護
装
置

 

R
A
 
設
備
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

R
B
 
電
源
系
統
の
接
地
極
（
接
地
抵
抗
）

 

 

図
C

.1
－

R
C

D
の
負
荷
側
に
施
設
し
た

SP
D

s 
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附
属
書
Ｄ

 
（
参
考
）

 
ク
ラ
ス
Ⅰ
，
Ⅱ
及
び
Ⅲ
で
試
験
さ
れ
た

SP
D

s
の
施
設
，

 
例
え
ば

T
N

-C
-S

系
統
の
場
合

 
 

1 
設
備
の
源
点

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 7

  
被
保
護
固
定
形
機
器

 

2 
分
電
盤

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 8
 

SP
D
，
ク
ラ
ス
Ⅱ
で
試
験

 

3 
配
電
用
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
9 

SP
D
，
ク
ラ
ス
Ⅱ
又
は
Ⅲ
で
試
験

 

4 
主
接
地
端
子
又
は
バ
ー

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
10
 
反
結
合
要
素
又
は
線
路
長

 

5 
SP

D
，
ク
ラ
ス
Ⅰ
で
試
験
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

  
  

F1
，

F2
，

F3
 
過
電
流
保
護
器

 

6 
SP

D
の
接
地
接
続

(接
地
線

) 
備
考

1.
 
詳
し
い
情
報
は
，

IE
C

 6
16

43
-1

2
を
参
照
の
こ
と
。

 
2.
 

SP
D
は

5
及
び

8
を
単
一

SP
D
に
結
合
し
て
も
よ
い
。

 
 

図
D

.1
－
ク
ラ
ス
Ⅰ
，
Ⅱ
及
び
Ⅲ
で
試
験
さ
れ
た

S
P

D
s
の
施
設
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IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説
 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
4（

: 
20

11
）
 

低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
54

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
接
地
設
備
及
び
保
護
導
体
 

 54
1 

一
般
事
項

 

54
1.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
規
格
は
，
建
築
電
気
設
備
に
関
す
る
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
の
う
ち
，
電
気
設
備
の
安
全
を
達
成
す
る
た
め
に
，
接
地
設
備

及
び
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
含
む
保
護
導
体
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

 

 

54
1.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格
の

う
ち
で
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
後
の
改
定

版
・
追
補
に
は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の
最
終
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
設
備
－
感
電
保
護

 

注
記
 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1:

 2
00

5,
 L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns
－

Pa
rt 

4-
41

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

 a
ga

in
st

 

el
ec

tri
c 

sh
oc

k（
ID

T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

4 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
44

部
：
安
全
設
備
－
妨
害
電
圧
及
び
電
磁
妨
害
に
対
す
る
保
護

 

注
記
 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4:

 2
00

7,
 L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns
－

Pa
rt 

4-
44

: P
ro

te
ct

io
n 

fo
r s

af
et

y－
Pr

ot
ec

tio
n 

ag
ai

ns
t 

vo
lta

ge
 d

is
tu

rb
an

ce
s a

nd
 e

le
ct

ro
m

ag
ne

tic
 d

is
tu

rb
an

ce
s（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

5-
51

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
共
通
事
項

 

注
記
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1:

 2
00

5,
 E

le
ct

ric
al

 in
st

al
la

tio
ns

 o
f b

u i
ld

in
gs
－

P
ar

t 5
-5

1:
 S

el
ec

ti
on

 a
nd

 e
re

ct
io

n 
of

 e
le

ct
ri

ca
l 

eq
ui

pm
en

t－
C

om
m

on
 r

ul
es
（

ID
T
）

 

JI
S 

C
 0

36
5 

感
電
保
護
－
設
備
及
び
機
器
の
共
通
事
項
 

注
記

  
IE

C
 6

11
40

: 2
00

1,
 P

ro
te

ct
io

n 
ag

ai
ns

t e
le

ct
ric

 sh
oc

k －
C

om
m

on
 a

sp
ec

ts
 fo

r 
in

st
al

la
ti

on
 a

nd
 e

qu
ip

m
en

t（
ID

T
）

 

IE
C

 6
04

39
-2

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 s
w

itc
hg

ea
r 

an
d 

co
nt

ro
lg

ea
r 

as
se

m
bl

ie
s －

P
ar

t 2
: P

ar
ti

cu
la

r 
re

qu
ir

em
en

ts
 fo

r 
bu

sb
ar

 

tr
un

ki
ng

 s
ys

te
m

s 
(b

us
w

ay
s)

 

IE
C

 6
14

39
-1

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 s
w

itc
hg

ea
r 

an
d 

co
nt

ro
lg

ea
r 

as
se

m
bl

ie
s －

P
ar

t 1
: G

en
er

al
 r

ul
es

 

IE
C

 6
14

39
-2

, L
ow

-v
ol

ta
ge

 s
w

itc
hg

ea
r 

an
d 

co
nt

ro
lg

ea
r 

as
se

m
bl

ie
s －

P
ar

t 2
: P

ow
er

 s
w

itc
hg

ea
r 

an
d 

co
nt

ro
lg

ea
r 

as
se

m
bl

ie
s  

IE
C

 6
07

24
, S

ho
rt

-c
ir

cu
it

 te
m

pe
ra

tu
re

 li
m

it
s 

of
 e

le
ct

ri
c 

ca
bl

es
 w

it
h 

ra
te

d 
vo

lt
ag

es
 o

f 1
 k

V
 (U

m
＝

1,
2k

V
) a

nd
 3

 

kV
 (U

m
＝

3,
6k

V
) 

IE
C

 6
09

09
-0

, S
ho

rt
-c

ir
cu

it
 in

 th
re

e-
ph

as
e 

a.
c.

 s
ys

te
m

s －
P

ar
t 0

: C
al

cu
la

tio
n 

of
 c

ur
re

nt
s 

IE
C

 6
09

49
, C

al
cu

la
ti

on
 o

f t
he

rm
al

ly
 p

er
m

is
si

bl
e 

sh
or

t-
ci

rc
ui

t c
ur

re
nt

s,
 ta

ki
ng

 in
to

 a
cc

ou
nt

 n
on

-a
di

ab
at

ic
 

he
at

in
g 

ef
fe

ct
s 

IE
C

 6
15

34
-1

, P
ow

er
tr

ac
k 

sy
st

em
s－

P
ar

t 1
: G

en
er

al
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 

IE
C

 6
23

05
 (a

ll 
pa

rt
s)

  
P

ro
te

ct
io

n 
ag

ai
ns

t l
ig

ht
ni

ng
 

IE
C

 6
23

05
 -3

: 2
00

6,
 P

ro
te

ct
io

n 
ag

ai
ns

t l
ig

ht
ni

ng
－

P
ar

t 3
: P

hy
si

ca
l d

am
ag

e 
to

 s
tr

uc
tu

re
s 

an
d 

lif
e 

ha
za

rd
 

 

 第
5-

54
部
は
，
接
地
設
備
，
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
含
む
保
護
導
体
の
具
備
す
べ
き
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。
建
築
電
気
設
備
に

関
す
る
安
全
保
護
と
機
器
･装

置
の
正
常
動
作
と
を
確
保
す
る
た
め
に
は
，
電
気
設
備
の
基
準
電
位
を
確
定
す
る
こ
と
が

1
つ
の
解
決

方
法
で
あ
る
。
接
地
と
は
，
そ
の
基
準
点
を
大
地
に
求
め
て
い
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

54
1.

3 
用
語
及
び
定
義

 

こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
の
定
義
は
，
次
に
よ
る
。

 

な
お
，
接
地
設
備
，
保
護
導
体
及
び
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
に
関
す
る
用
語
の
図
解
を
附
属
書

B
に
示
す
。

 

54
1.

3.
1 

露
出
導
電
性
部
分

 （
ex

po
se

d-
co

nd
uc

tiv
e-

pa
rt
）

 

接
触
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
て
，
通
常
は
通
電
さ
れ
て
お
ら
ず
，
基
礎
絶
縁
故
障
時
に
充
電
部
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
電
気
機
器
の
導

電
部

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

2-
10

］
 

54
1.

3.
2 

系
統
外
導
電
性
部
分
（

ex
tr

an
eo

us
e-

co
nd

uc
tiv

-p
ar

t）
 

電
気
設
備
の
一
部
で
は
な
く
，
あ
る
電
位
，
一
般
的
に
は
局
所
大
地
の
電
位
を
伝
達
し
や
す
い
導
電
性
部
分

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

2-
11
］

 

54
1.

3.
3 

接
地
極
（

ea
rt

h 
el

ec
tr

od
e）

 

土
壌
又
は
，
特
殊
な
導
電
性
媒
体
，（

例
え
ば
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に
埋
め
込
ま
れ
る
大
地
と
の
電
気
的
接
触
用
の
導
電
性
部
分
 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
05

（
M

O
D
）］

 

54
1.

3.
4 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
（

co
nc

re
te

-e
m

be
dd

ed
 fo

un
da

ti
on

 e
ar

th
 e

le
ct

ro
de
）

 

建
築
物
基
礎
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
埋
設
さ
れ
た
接
地
極
，
一
般
的
に
は
閉
ル
ー
プ
で
あ
る
。

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
08

（
M

O
D
）］

 

54
1.

3.
5 

土
壌
埋
設
基
礎
接
地
極
（

so
il-

em
be

dd
ed

 fo
un

da
tio

n 
ea

rt
h 

el
ec

tr
od

e）
 

建
築
物
基
礎
下
の
土
壌
に
埋
設
さ
れ
た
接
地
極
，
一
般
的
に
は
閉
ル
ー
プ
で
あ
る
。

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
08

（
M

O
D
）］

 

54
1.

3.
6 

保
護
導
体
（

pr
ot

ec
tiv

e 
co

nd
uc

to
r）

 

感
電
保
護
の
よ
う
な
，
安
全
上
の
目
的
の
た
め
の
導
体

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
22

］
 

 
注
記
 
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
含
む
保
護
導
体
の
例
と
し
て
，
感
電
保
護
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
，
保
護
導
体
及
び
接
地
線

で
あ
る
。

 

54
1.

3.
7 

保
護
ボ
ン
デ
イ
ン
グ
導
体
（

pr
ot

ec
tiv

e 
bo

nd
in

g 
co

nd
uc

to
r）

 

保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
保
護
導
体

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
24

］
 

54
1.

3.
8 

接
地
線
（

ea
rt

hi
ng

 c
on

du
ct

or
）

 

 
系
統
上
，
設
備
上
又
は
機
器
上
に
与
え
ら
れ
た
点
と
，
接
地
極
又
は
接
地
極
網
と
の
間
の
，
導
電
経
路
又
は
導
電
経
路
の
一
部
を
提

供
す
る
た
め
の
導
体

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
12

］
 

 
注
記
 
こ
の
規
格
で
は
，
接
地
線
は
，
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
設
備
（
通
常
は
，
主
接
地
端
子
）
内
の

1
点
に
接
地
極
を
接
続
す
る

       IE
C

 6
00

50
-8

26
：
国
際
電
気
技
術
用
語
集
－
第

82
6
部
：
電
気
設
備

 

        
 

                    54
1.

3.
8
の
接
地
線
と
は
，
解
説

5.
4.

1
図
の
記
号

“3
”の

こ
と
を
い
い
，
接
地
極

“Ｔ
”と

接
地
端
子

“B
”を

接
続
す
る
導
体
で
あ
る
。

 

 
参
考
ま
で
に
，
我
が
国
で
は
解
説

5.
4.

1
図
の

 ”
 3

 ”
，

“ 
1 

”，
“ 

2 
”及

び
“ 

4 
”の

こ
と
を
す
べ
て

“ 
接
地
線

 ”
と
呼
ぶ
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

た
め
の
導
体
で
あ
る
。

 

                  54
1.

3.
9 

主
接
地
端
子
（

m
ai

n 
ea

rt
hi

ng
 te

rm
in

al
）

 

 
電
気
設
備
の
接
地
設
備
に
お
け
る
，
接
地
目
的
の
導
体
を
多
数
電
気
的
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
な
，
端
子
又
は
ブ
ス
バ
ー

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
15

］
 

54
1.

3.
10

 

保
護
接
地
線
（

pr
ot

ec
ti

ve
 e

ar
th

in
g 

co
nd

uc
to

r）
 

保
護
接
地
の
た
め
の
保
護
導
体

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
23

］
 

54
1.

3.
11

 

機
能
接
地
（

fu
nc

ti
on

al
 e

ar
th

in
g）

 

電
気
安
全
以
外
の
た
め
に
，
系
統
上
，
設
備
上
又
は
機
器
上
の
，
一
点
又
は
複
数
点
を
接
地
す
る
こ
と

 

［
IE

C
 6

00
50

-8
26

: 2
00

4,
 8

26
-1

3-
10

］
 

54
1.

3.
12

 

接
地
設
備
（

ea
rt

hi
ng

 a
rr

an
ge

m
en

t）
 

シ
ス
テ
ム
，
設
備
そ
し
て
機
器
の
接
地
に
係
る
，
全
て
の
電
気
的
接
続
及
び
装
置

 

［
IE

C
 6

00
50

-1
95

: 2
00

4,
19

5-
02

-2
0］

 

    

M
 

M
 

M
 

P
 

C
 

T
 

B
 

10
 

3 

2 
10

 

2 

1 
1 

1 

4 

2 

 

1：
保
護
導
体

(P
E

) 
B
：
主
接
地
端
子

 

 
2：

主
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
導
体

 
M
：
電
気
器
具
の
露
出
導
電
性
部
分

 

 
3：

接
地
線

 
C
：
鉄
骨
，
金
属
ダ
ク
ト
等
の
系
統
外
導
電
性
部
分

 

 
4：

補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
導
体

 
P：

金
属
製
水
道
管
，
金
属
製
ガ
ス
管
等
の
系
統
外
導
電
性
部
分

 

 
10
：
そ
の
他
機
器
（
例
：
通
信
設
備
等
）

 
T
：
接
地
極

 

解
説

5.
4.

1
図
 
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
構
成
例
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

54
2 

接
地
設
備

 

54
2.

1 
一
般
要
求
事
項

 

54
2.

1.
1 

電
気
設
備
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
，
保
護
及
び
機
能
の
目
的
を
兼
用
又
は
分
離
し
て
接
地
設
備
を
使
用
し
て
も
よ
い
。
保
護

目
的
の
要
求
事
項
は
，
常
に
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

54
2.

1.
2 

設
備
内
に
複
数
の
接
地
極
を
設
け
る
場
合
，
そ
れ
ら
の
接
地
極
は
接
地
線
を
使
用
し
て
主
接
地
端
子
と
接
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

注
記
 
設
備
は
，
そ
れ
自
体
で
の
接
地
極
を
も
つ
必
要
は
な
い
。

 

54
2.

1.
3  

 設
備
へ
の
電
力
供
給
が
高
圧
の
場
合
は
，
高
圧
電
力
供
給
の
接
地
設
備
及
び
低
圧
設
備
の
接
地
設
備
に
係
わ
る
要
求
事
項
は
，

IE
C

 

60
36

4-
4-

44
の
箇
条

44
2
に
も
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

54
2.

1.
4 

接
地
設
備
に
対
す
る
要
求
事
項
は
，
大
地
と
の
次
の
接
続
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

－
 
設
備
の
保
護
に
関
す
る
要
求
事
項
に
対
し
て
確
実
で
，
か
つ
，
適
切
で
あ
る
。

 

－
 
地
絡
故
障
電
流
及
び
保
護
導
体
電
流
に
よ
る
熱
的
，
熱
機
械
的
及
び
電
気
機
械
的
応
力
に
よ
る
危
険
が
な
く
，
ま
た
，
そ
れ
ら
の

電
流
に
よ
る
感
電
の
危
険
が
な
く
，
こ
れ
ら
の
電
流
を
大
地
へ
流
し
得
る
。

 

－
関
連
し
て
い
る
場
合
，
機
能
的
要
求
事
項
に
対
し
て
も
適
切
で
あ
る
。

 

－
例
え
ば
，
機
械
的
応
力
及
び
腐
食
の
よ
う
な
予
見
可
能
な
外
的
影
響
（

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1
参
照
）
に
対
し
て
適
切
で
あ
る
。

 

54
2.

1.
5 

高
周
波
を
含
む
電
流
が
流
れ
る
と
予
期
さ
れ
る
場
合
は
，
接
地
設
備
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4 

: 

20
07

の
箇
条

44
4
参
照
）。

 

54
2.

1.
6 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
に
規
定
す
る
感
電
保
護
が
，
い
か
な
る
予
見
可
能
な
接
地
抵
抗
の
変
化
（
例
え
ば
，
腐
食
，
乾
燥
又
は
凍

結
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
悪
影
響
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。

 

54
2.

2 
接
地
極

 

54
2.

2.
1 

接
地
極
の
種
類
，
材
質
及
び
寸
法
は
，
意
図
す
る
寿
命
の
間
，
腐
食
に
耐
え
，
十
分
な
機
械
的
強
度
を
も
つ
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
腐
食
に
関
し
て
，
次
の
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
：
サ
イ
ト
に
お
け
る
そ
の
土
壌

pH
，
土
壌
の
抵
抗
率
，

土
壌
の
水
分
，
迷
走
電
流
及
び
交
流
及
び
直
流
の
漏
れ
電
流
，
化
学
汚
染
物
質
及
び
異
な
る
物
質
の
近
接
。

 

一
般
的
に
接
地
極
に
使
用
す
る
材
質
に
つ
い
て
，
腐
食
及
び
機
械
的
強
度
の
視
点
か
ら
，
土
壌
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
設
す
る
場

合
の
最
小
寸
法
を
表

54
.1
に
示
す
。

 

注
記

2 
保
護
め
っ
き
の
最
小
厚
さ
は
，
水
平
配
置
の
接
地
極
の
ほ
う
が
垂
直
配
置
の
接
地
極
よ
り
も
よ
り
大
き
い
，
そ
の
理
由
は
，

埋
め
込
ま
れ
て
い
る
間
の
機
械
的
ス
ト
レ
ス
が
よ
り
大
き
く
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。

 

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，

IE
C

 6
23

05
-3
（
：

20
06

）
を
適
用
す
る
。

 

表
54

.1
－
腐
食
を
防
ぎ
機
械
的
強
度
を
具
備
す
る
と
し
て
の
，
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
土
壌
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

に
埋
め
込
む
接
地
極
の
最
小
寸
法
 

材
質
及
び
表
面

 
形
状

 
直
径

 
m

m
 

断
面
積

 
m

m
２
 

厚
さ

 
m

m
 

め
っ
き
の

重
さ

 
 

g／
m

２
 

め
っ
き
の
厚

さ
又
は
被
覆

の
厚
さ

 
μ

m
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め

込
ん
だ
鋼
（
裸
，
亜
鉛
め

っ
き
又
は
ス
テ
ン
レ
ス
）

 

丸
線

 
 

10
 

 
 

 
 

テ
ー
プ
又
は
帯

 
 

75
 

3 
 

 

  54
2.

1.
1 

接
地
は
，
感
電
防
止
用
の
機
器
接
地
で
あ
る
保
護
接
地
，
機
器
の
動
作
安
定
の
為
に
基
準
電
位
を
決
め
，
機
能
を
保
証
す
る

為
の
接
地
で
あ
る
機
能
接
地
に
分
け
ら
れ
る
。
保
護
接
地
と
機
能
接
地
に
つ
い
て
は
，
電
気
設
備
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
兼
用
又
は
分

離
が
可
能
で
あ
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

    
溶
融
亜
鉛
め
っ
き

ｃ
鋼

 

帯
ｂ
又
は
成
形
し
た
帯

 ／
板
－
硬
質
の
板
－
格
子
状

の
板

 

 
90

 
3 

50
0 

63
 

垂
直
敷
設
の
丸
棒

 
16

 
 

 
35

0 
45

 
水
平
敷
設
の
丸
線

 
10

 
 

 
35

0 
45

 
管

 
25

 
 

2 
35

0 
45

 
撚
り
線
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

埋
め
込
ん
だ
）

 
 

70
 

 
 

 

垂
直
に
敷
設
し
た

 十
字
形

鋼
 

 
(2

90
) 

3 
 

 

銅
覆
鋼

 
垂
直
敷
設
の
丸
棒

 
(1

5)
 

 
 

 
2 

00
0 

 
電
着
に
よ
る
銅
め
っ
き

 
垂
直
敷
設
の
丸
棒

 
14

 
 

 
 

25
0ｅ

 
水
平
敷
設
の
丸
線

 
(8

) 
 

 
 

70
 

水
平
敷
設
の
帯

 
 

90
 

3 
 

70
 

 
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル

ａ
 

帯
ｂ
又
は
形
鋼
／
板

 
 

90
 

3 
 

 
垂
直
敷
設
の
丸
棒

 
16

 
 

 
 

 
水
平
敷
設
の
丸
線

 
10

 
 

 
 

 
管

 
25

 
 

2 
 

 
  銅
 

帯
 

 
50

 
2 

 
 

水
平
敷
設
の
丸
線

 
 

(2
5)

d 
50

 
 

 
 

垂
直
敷
設
の
丸
棒

 
(1

2)
 1

5 
 

 
 

 
撚
り
線

 
1.

7 
撚
り
線
の

素
線

 

 
(2

5)
ｄ
50

 
 

 
 

管
 

20
 

 
2 

 
 

硬
質
の
板

 
 

 
(1

.5
) 2

 
 

 
格
子
状
の
板

 
 

 
2 

 
 

注
記
 
括
弧
内
の
値
は
，
感
電
保
護
に
対
し
て
だ
け
適
用
す
る
，
一
方
括
弧
の
な
い
値
は
，
雷
保
護
及
び
感
電
保
護
に
適
用
す
る
。

注
ａ
 
 
ク
ロ
ム
≧

16
 ％

，
ニ
ッ
ケ
ル
≧

5 
％
，
モ
リ
ブ
デ
ン
≧

2 
％
，
カ
ー
ボ
ン
≧

0.
08

 ％
 

ｂ
 
圧
延
帯
又
は
細
長
く
切
っ
て
角
を
丸
く
し
た
帯

 
ｃ
 
め
っ
き
は
，
な
め
ら
か
で
，
と
ぎ
れ
が
な
く
，
そ
し
て
汚
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
ｄ
 
腐
食
の
危
険
及
び
機
械
的
損
傷
が
極
端
に
低
い
と
こ
ろ
で
は
，

16
 m

m
2
を
使
用
で
き
る
。

 
 

 ｅ
 
こ
の
厚
さ
は
，
工
事
期
間
中
の
銅
め
っ
き
に
か
か
る
機
械
的
損
傷
に
耐
え
得
る
。
工
事
期
間
中
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ

て
，
銅
に
対
す
る
機
械
的
損
傷
（
例
え
ば
，
切
削
機
に
よ
る
穴
）
を
避
け
る
た
め
の
特
別
の
注
意
を
払
う
場
合
は
，

10
0μ

ｍ

以
上
ま
で
減
じ
て
も
よ
い
。

 

 

54
2.

2.
2 

あ
ら
ゆ
る
接
地
極
の
有
効
性
は
，
接
地
極
自
体
の
形
状
及
び
そ
の
場
所
の
土
壌
条
件
に
依
存
す
る
。
土
壌
条
件
及
び
必
要
な
接
地
抵

抗
値
に
適
し
た
一
つ
以
上
の
接
地
極
を
，
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

接
地
極
抵
抗
の
概
算
法
を
附
属
書

D
に
示
す
。

 

54
2.

2.
3 

使
用
で
き
る
接
地
極
の
例
を
，
次
に
示
す
。

 

－
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め
込
ん
だ
基
礎
接
地
極
。

 

注
記
 
こ
れ
以
上
は
，
附
属
書

C
参
照
。

 

－
 
土
壌
に
埋
め
込
ん
だ
基
礎
接
地
極
。

 

－
 
土
壌
に
垂
直
ま
た
は
水
平
に
直
接
埋
め
込
ん
だ
金
属
極
（
例
え
ば
，
棒
，
線
，
テ
ー
プ
，
管
又
は
板
）。

 

                                  54
2.

2.
3
の
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
は
，
次
の
理
由
で
接
地
極
と
し
て
は
除
か
れ
て
い
る
。

 

 
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
緊
張
材
と
し
て
高
強
度
鋼
材

(鋼
線
，
鋼
よ
り
線
又
は
鋼
棒

)を
用
い
て

20
0 

kN
程
度
の
大
き

な
応
力
が
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
鋼
材
が
，
雷
電
流
が
流
れ
て
熱
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
懸
念
が
あ
る
の
で
，
接
地

極
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
込
み
後
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
工
法
の
も

の
に
は
，
ア
ン
ボ
ン
デ
ッ
ド

 (
un

bo
nd

ed
) 
と
称
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鋼
材
が
密
着
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

3-128



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

－
 
そ
の
場
所
の
条
件
又
は
要
求
事
項
に
適
合
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
外
装
及
び
そ
の
他
の
金
属
被
覆
。

 

－
 
そ
の
場
所
の
条
件
又
は
要
求
事
項
に
適
合
す
る
そ
の
他
の
適
切
な
地
中
金
属
構
造
物
（
例
え
ば
，
管
）。

 

－
 
大
地
に
埋
設
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
除
く
。）

の
溶
接
し
た
鉄
筋
。

 

54
2.

2.
4 

接
地
極
の
種
類
及
び
埋
設
深
さ
を
選
定
す
る
と
き
は
，
起
こ
り
得
る
機
械
的
損
傷
及
び
土
壌
の
乾
燥
及
び
凍
結
の
影
響
を
最

小
に
す
る
よ
う
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

54
2.

2.
5  

接
地
設
備
内
で
異
な
る
材
質
を
使
用
す
る
と
き
は
，
電
食
に
対
す
る
考
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め
込
ん

だ
基
礎
接
地
極
に
接
続
す
る
外
部
導
体
（
例
え
ば
，
接
地
線
）
に
関
し
て
は
，
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
を
施
し
た
接
続
部
は
，
土
壌
に
埋
設
し
て
は

な
ら
な
い
。

 

 

54
2.

2.
6 

可
燃
性
液
体
又
は
ガ
ス
用
の
金
属
管
を
接
地
設
備
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
，
ま
た
そ
れ
ら
の
埋
め
込
ま
れ
た
部
分
は
，

接
地
極
と
し
て
考
慮
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
こ
の
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
こ
の
よ
う
な
配
管
の
主
接
地
端
子
（

54
1.

3.
9）

を
経
由
し
た
保

護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 
カ
ソ
ー
ド
防
食
が
施
さ
れ
，か

つ
, 

 T
T
系
統
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
て
い
る
電
気
機
器
の
露
出
導
電
性
部
分
が
直
接
パ
イ
プ
に
接
続
さ

れ
て
い
る
場
合
，
可
燃
性
液
体
又
は
ガ
ス
用
の
金
属
パ
イ
プ
だ
け
が
，
こ
の
機
器
の
唯
一
の
接
地
極
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
 

54
2.

2.
7 

接
地
極
は
，
小
川
，
河
，
池
，
湖
又
は
類
似
の
水
中
に
直
接
水
没
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
（

54
2.

1.
6
も
参
照
）。

 

54
2.

2.
8 

接
地
極
が
共
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
，
そ
の
接
続
は
，
発
熱
性
溶
接
，
圧
着
接
続

器
，
ク
ラ
ン
プ
又
は
他
の
適
切
な
機
械
的
接
続
器
に
拠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
鉄
線
だ
け
に
よ
る
巻
き
つ
け
接
続
は
，
保
護
目
的
に
は
適
さ
な
い
。

 

 

54
2.

3 
接
地
線

 

54
2.

3.
1 

接
地
線
は
，

54
3.

1.
1
又
は

54
3.

1.
2
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
断
面
積
は
，
銅
で

6 
ｍ
ｍ

2
以
上
，
鉄
で

50
 ｍ

ｍ
2
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

裸
接
地
線
が
土
壌
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
場
所
は
，
そ
の
寸
法
及
び
特
性
は
，
表

54
.1
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

大
き
な
故
障
電
流
が
接
地
極
を
通
し
て
流
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
い
場
合
（
例
え
ば
，

T
N
系
統
又
は

IT
系
統
の
場
合
）
は
，
接

地
線
は
，

54
4.

1
に
従
っ
た
太
さ
で
よ
い
。

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
は
，
接
地
線
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
接
地
極
に
接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
，
接
地
線
の
断
面
積
は
，
銅
（

C
u）

で
16

 m
m

２
以
上
又
は
鉄
で

50
 

ｍ
ｍ

2
以
上
が
望
ま
し
い
（

IE
C

 6
23

05
シ
リ
ー
ズ
参
照
）。

 

      54
2.

3.
2  

接
地
線
と
接
地
極
と
の
接
続
は
，
堅
ろ
う
で
，
か
つ
，
電
気
的
に
満
足
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
接
続
は
，
熱
溶
接
，
圧
着
接
続

器
，
ク
ラ
ン
プ
又
は
そ
の
他
の
適
切
な
機
械
的
接
続
器
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
機
械
的
接
続
器
は
，
製
造
業
者
の
指
示
に
従
っ
て
施
工

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ク
ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
場
合
は
，
接
地
極
又
は
接
地
線
を
損
傷
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

は
ん
だ
付
け
だ
け
に
よ
る
接
続
器
具
又
は
金
具
は
，
十
分
な
機
械
的
強
度
と
い
う
点
で
は
信
頼
で
き
な
い
の
で
，
単
独
で
は
使
用
し
て
は
な

導
電
性
媒
体
と
す
る
基
礎
接
地
と
し
て
の
構
成
が
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
得
る
。

 

  54
2.

2.
4
は
，
接
地
極
の
種
類
と
は
構
造
及
び
材
質
を
指
す
。
接
地
極
の
種
類
及
び
埋
設
の
深
さ
を
検
討
す
る
と
き
は
，
設
置
環
境
な
ど

に
よ
る
影
響
を
最
小
に
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

 

54
2.

2.
5
は
，
電
食
等
の
お
そ
れ
の
あ
る
環
境
で
は
，
そ
の
対
策
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
と
外
部
の

土
壌
に
埋
設
し
た
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
と
を
接
続
す
る
と
電
食
の
お
そ
れ
が
生
じ
る
た
め
，
こ
れ
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
，
コ

ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
は
，
土
壌
埋
設
の
銅
の
電
気
化
学
電
位
と
等
し
い
電
気
化
学
電
位
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
（

C
.4

参
照
）
。

 

54
2.

2.
6
は
，
可
燃
性
液
体
又
は
ガ
ス
用
の
金
属
管
を
接
地
設
備
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
，
接
地
設
備
に
は

故
障
電
流
が
流
れ
る
た
め
，
可
燃
性
液
体
又
は
ガ
ス
用
の
金
属
管
を
こ
れ
に
使
用
す
る
場
合
に
は
，
爆
発
等
の
危
険
が
生
じ
る
た
め
で

あ
る
。

 

 
T

T
系
統
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
て
い
る
電
気
機
器
の
露
出
導
電
性
部
分
が
直
接
可
燃
性
液
体
又
は
ガ
ス
用
の
金
属
パ
イ
プ
に
接
続
さ

れ
て
お
り
，
か
つ
，
カ
ソ
ー
ド
防
食
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
，
こ
の
金
属
パ
イ
プ
は
土
壌
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
可
燃
性
が
高
く
，
埋
設

部
分
の
接
地
抵
抗
は
極
め
て
低
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
，
故
障
電
流
は
露
出
導
電
性
部
分
に
接
続
さ
れ
た
接
地

極
よ
り
も
金
属
パ
イ
プ
に
多
く
流
れ
る
可
能
性
が
あ
り
，
危
険
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
露
出
導
電
性
部
分
と
金
属
パ
イ
プ
を
絶
縁
す

る
な
ど
の
対
策
が
必
要
と
な
る
。

 

    54
2.

3.
1
は
，
接
地
線
の
太
さ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
 

 

①
 
接
地
線
の
太
さ
は
，
表

54
.2（

保
護
導
体
の
最
少
断
面
積
）
に
よ
る
か
，
又
は

54
3.

1.
2
の
規
定
に
示
す
計
算
に
よ
っ
て
選
定
す
る

が
，
こ
れ
ら
の
断
面
積
は
，
銅
で

6 
ｍ
ｍ

2
以
上
，
鉄
で

50
 ｍ

ｍ
2
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

②
 
裸
接
地
線
が
土
壌
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
場
所
は
，
そ
の
寸
法
は
，
表

54
.1
に
示
す
よ
う
に
銅
で

25
ｍ
ｍ

2
以
上
（
腐
食
の
危
険

及
び
機
械
的
損
傷
が
極
端
に
低
い
と
こ
ろ
で
は
，

16
 m

m
2
を
使
用
で
き
る
。）

 

③
 
大
き
な
故
障
電
流
が
接
地
極
を
通
し
て
流
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
い
場
合
（
例
え
ば
，

T
N
系
統
又
は

IT
系
統
の
場
合
）
は
，

接
地
線
は
，

54
4.

1
に
従
っ
た
銅
で

6 
ｍ
ｍ

２
，
鋼
で

50
 ｍ

ｍ
２
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

54
2.

3.
1
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
は
，
接
地
線
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
は
腐
食
し
や
す
く
，
接

地
線
は
地
中
等
に
埋
設
さ
れ
る
た
め
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
導
体
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
電
技
解
釈
第

17
条
【
接
地
工
事
の
種
類
及

び
施
設
方
法
】
に
お
い
て
接
地
工
事
に
使
用
す
る
接
地
線
は
，
容
易
に
腐
食
し
難
い
金
属
線
又
は
軟
銅
線
と
な
っ
て
い
る
。

JI
S 

A
 

42
01

:2
00

3 
建
築
物
等
の
雷
保
護
 

2.
5.

1 
材
料
 
表
４
の
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
部
材
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
，
地
中
で
の
使
用
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
。

 

54
2.

3.
2
の
注
記
は
，
垂
直
接
地
極
の
場
合
，
複
数
の
接
地
棒
を
並
列
に
接
続
す
る
こ
と
が
あ
り
，
そ
の
場
合
，
接
続
の
点
検
及
び
垂
直

棒
の
取
換
え
用
の
手
段
を
備
え
る
べ
き
と
し
て
い
る
。

 

    

3-129



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

ら
な
い
。

 

注
記

  
垂
直
接
地
極
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
場
合
，
接
続
の
点
検
及
び
垂
直
棒
の
取
換
え
用
の
手
段
を
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

 

54
2.

4 
主
接
地
端
子

 

54
2.

4.
1  

保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
用
い
ら
れ
る
各
設
備
に
は
，
主
接
地
端
子
を
設
置
し
，
次
の
導
体
を
そ
れ
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

－
 
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

－
 
接
地
線

 

－
 
保
護
導
体

 

－
 
関
連
が
あ
る
場
合
，
機
能
接
地
線

 

注
記

1 
こ
れ
ら
を
他
の
保
護
導
体
を
介
し
て
主
接
地
端
子
に
接
続
す
る
と
き
は
，
す
べ
て
の
個
々
の
保
護
導
体
を
主
接
地
端
子
に
直

接
接
続
し
な
く
て
も
よ
い
。

 

注
記

2 
建
築
物
の
主
接
地
端
子
は
，
一
般
的
に
機
能
接
地
目
的
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
，
情
報
技
術
目
的

と
し
て
は
，
接
地
極
網
へ
の
接
続
点
と
み
な
す
。

 

一
つ
以
上
の
接
地
端
子
が
あ
る
場
合
，
そ
れ
ら
を
相
互
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

54
2.

4.
2 

主
接
地
端
子
に
接
続
し
た
各
導
体
は
，
個
々
に
切
り
離
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
接
続
は
信
頼
性
が
あ
り
，
か
つ
，
工

具
を
使
用
し
て
だ
け
切
離
し
可
能
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
切
離
し
手
段
は
，
接
地
極
の
抵
抗
の
測
定
を
可
能
に
す
る
た
め
に
，
主
接
地
端
子
に
組
み
込
ん
で
も
よ
い
。

 

 

    

54
3 

保
護
導
体

 

注
記
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
1:

 2
00

5 
の
箇
条

51
6
に
示
す
要
求
事
項
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

  

54
3.

1 
最
小
断
面
積

 

54
3.

1.
1  

各
保
護
導
体
の
断
面
積
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1:

 2
00

5
の

41
1.

3.
2
で
要
求
す
る
電
源
の
自
動
遮
断
の
条
件
を
満
た
し
，
保
護
装

置
の
遮
断
時
間
の
間
の
推
定
故
障
電
流
に
よ
っ
て
発
生
す
る
機
械
的
及
び
熱
的
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

保
護
導
体
の
断
面
積
は
，

54
3.

1.
2
に
従
っ
て
計
算
す
る
か
，
又
は
表

54
.2
に
よ
っ
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合

も
，

54
3.

1.
3
の
要
求
事
項
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

保
護
導
体
用
の
端
子
は
，
こ
の
箇
条
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
寸
法
の
導
体
に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

T
T
系
統
に
お
い
て
，
電
力
供
給
の
接
地
極
と
露
出
導
電
性
部
分
の
接
地
極
と
が
独
立
し
て
い
る
場
合
（

31
2.

2.
2
参
照
）
は
，
保
護
導

体
の
断
面
積
は
，
以
下
の
値
を
超
え
る
必
要
は
な
い
。

 

－
 
銅
で

25
 ｍ

ｍ
２

 

－
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

35
 ｍ

ｍ
２

 

  

   54
2.

4.
1
の
「
各
設
備
」
と
は
，
建
物
，
生
産
設
備
な
ど
の
エ
リ
ア
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
設
備
を
意
味
す
る
。

 

      54
2.

4.
1
の
注
記

1
の
意
味
は
，
解
説

5.
4.

2
図
の
よ
う
に
主
接
地
端
子
に
接
続
さ
れ
た
他
の
保
護
導
体
に
個
々
の
保
護
導
体
を
接
続
し

て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 

L
1

L
2

L
3

N P
E

機
器

1
機

器
2

露
出

導
電

性
部

分

P
E

P
E

他
の

保
護

導
体

 
 
 
 
 
 
解
説

5.
4.

2
図
 
露
出
導
電
性
部
分
へ
の
保
護
導
体

(P
E

)の
接
続

 

 

54
3
は
，
保
護
導
体
の
断
面
積
，
保
護
導
体
と
し
て
採
用
さ
れ
る
導
体
の
種
類
，
保
護
導
体
と
し
て
必
要
な
電
気
的
条
件
な
ど
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。
な
お
，
保
護
導
体
の
用
語
は
，

IE
C

 6
00

50
 (8

26
-1

3-
22

) 
に
示
さ
れ
て
お
り
，
露
出
導
電
性
部
分
，
系
統
外
導
電

性
部
分
，
主
接
地
端
子
，
接
地
極
，
電
源
あ
る
い
は
中
性
点
の
接
続
点
に
電
気
的
に
接
触
し
た
場
合
の
感
電
へ
の
対
策
と
し
て
必
要
な

導
体
で
，
故
障
電
流
を
流
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

 54
3.

1.
1
は
，
保
護
導
体
の
最
小
断
面
積
の
選
定
方
法
に
は
，
計
算
に
よ
る
方
法
（

54
3.

1.
2）

と
表

54
-3

に
よ
る
方
法
が
あ
り
，
そ
の

い
ず
れ
の
場
合
も

54
3.

1.
3
の
要
求
事
項
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

 

    54
3.

1.
1
の

T
T
系
統
に
お
い
て
，
系
統
接
地
と
保
護
接
地
と
が
電
気
的
に
分
離
し
て
お
り
，
故
障
時
に
お
け
る
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン

ス
が

T
N
系
統
と
比
較
し
て
格
段
に
大
き
く
な
り
，
結
果
的
に
故
障
電
流
が
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て

TT
系
統
の
保
護
導
体
の

断
面
積
は
銅
で

25
 ｍ

ｍ
２
，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

35
 ｍ

ｍ
2
を
超
え
る
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
。

 

   

主
接
地
端
子

 

3-130



 

規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
54

.2
 
保
護
導
体
の
最
小
断
面
積

 

（
54

3.
1.

2
に
従
っ
て
計
算
し
な
い
場
合
）

 

線
導
体
の
最
小
断
面
積

S 

m
m

2  
銅

 

線
導
体
に
対
応
す
る
保
護
導
体
の
最
小
断
面
積

 

m
m

2  
銅

 

保
護
導
体
が
線
導
体
と

 

同
一
の
材
質
の
場
合

 

保
護
導
体
が
線
導
体
と

 

異
な
る
材
質
の
場
合

 

S≦
16

 
S 

S
kk


21
 

16
＜

S≦
35

 
16

ａ
 

16
21


kk
 

S＞
35

 
ａ 2S

 
2

21
S

kk


 

こ
こ
に
，

 

k 1
：
線
導
体
に
対
す
る

k
の
値
で
，
導
体
及
び
絶
縁
物
の
材
質
に
よ
っ
て
表

A
.5

4.
1
又
は

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3
の
表
に
よ
っ
て
選
定
し
た
も
の
。

 

k 2
：
保
護
導
体
に
対
す
る

k
の
値
で
，
表

A
.5

4.
2～

A
.5

4.
6
か
ら
該
当
す
る
も
の
と
し
て
選
定
し
た
も
の
。

 

注
ａ
 

PE
N
導
体
の
断
面
積
の
低
減
は
，
中
性
線
の
太
さ
に
対
す
る
規
定
に
一
致
し
て
い
る
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
（

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
参

照
）。

 

 

54
3.

1.
2 

 
保
護
導
体
の
断
面
積
は
，
次
の
い
ず
れ
か
で
決
定
し
た
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 

IE
C

 6
09

49
に
よ
る
。

 

－
 
次
の
式
に
よ
る
。
た
だ
し
，
遮
断
時
間
が

5
秒
以
下
で
あ
る
場
合
だ
け
に
適
用
す
る
。

 

k

t
I

S
2


 

こ
こ
に
，

S：
断
面
積
（
ｍ
ｍ

２
）

 

 
 
 
 
 
 
 

 I
：
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
無
視
で
き
る
故
障
に
よ
っ
て
保
護
器
を
通
っ
て
流
れ
得
る
推
定
故
障
電
流
の
値
（
交
流
実
行

値
）（

Ａ
）（

IE
C

 6
09

09
-0

参
照
）

 

t：
自
動
遮
断
の
た
め
の
保
護
器
の
動
作
時
間
（

s）
 

 
 
 
 
 
 
 

 k
：
保
護
導
体
，
絶
縁
物
及
び
そ
の
他
の
部
分
の
材
質
並
び
に
初
期
温
度
及
び
最
終
温
度
か
ら
定
ま
る
係
数
（

k
の

計
算
は
附
属
書

A
参
照
）

 

上
記
の
式
に
よ
る
計
算
値
が
標
準
太
さ
に
合
致
し
な
い
場
合
は
，
直
近
の
標
準
太
さ
の
断
面
積
の
導
体
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

注
記

1 
計
算
は
，
回
路
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
よ
る
電
流
制
限
効
果
及
び
保
護
装
置
の

I２
tの

制
限
を
取
り
入
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

注
記

2 
爆
発
性
雰
囲
気
内
の
設
備
に
対
す
る
許
容
最
高
温
度
は
，

IE
C

 6
00

79
-0
を
参
照
。

 

注
記

3 
IE

C
 6

07
02

-1
に
よ
る

M
Iケ

ー
ブ
ル
の
金
属
外
装
管
は
，
線
導
体
よ
り
も
大
き
い
地
絡
故
障
容
量
を
も
っ
て
い
る
の
で
，

保
護
導
体
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
金
属
外
装
管
の
断
面
積
を
計
算
す
る
必
要
は
な
い
。

 

 54
3.

1.
3 

 
保
護
導
体
が
，
ケ
ー
ブ
ル
の
構
成
要
素
で
な
い
か
又
は
線
導
体
と
共
通
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
入
っ
て
い
な
い
場
合
の
断

面
積
は
，
次
の
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
は
，
銅
で

2.
5 

m
m

2 ，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 m

m
2 。

 

－
 
機
械
的
損
傷
に
対
す
る
保
護
が
施
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
，
銅
で

4.
0 

m
m

2 ，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 m

m
2 。

 

                               54
3.

1.
2
の
注
記

1
は
，
保
護
導
体
の
断
面
積
を
計
算
す
る
際
「
回
路
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
よ
る
限
流
効
果
及
び
保
護
器
に
よ
る

I 
2 t

の
抑
制
」
を
考
慮
し
て
よ
い
と
し
て
い
る
。

 

IE
C

 6
00

79
-0
：
爆
発
性
雰
囲
気
－
第

0
部
：
機
器
－
一
般
要
求
事
項

 

IE
C

 6
07

02
-1
：
定
格

75
0Ｖ

以
下
の
無
機
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
及
び
そ
れ
ら
の
端
子
－
第

1
部
：
ケ
ー
ブ
ル
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

注
記
 
保
護
導
体
と
し
て
鋼
の
使
用
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
（

54
3.

1.
2
参
照
）。

 

 
電
線
管
，
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
内
に
収
納
す
る
か
又
は
類
似
の
配
線
方
式
で
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合
，
ケ
ー
ブ
ル
の
一
部
を
形

成
し
な
い
保
護
導
体
は
，
機
械
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

 

54
3.

1.
4 

保
護
導
体
が
複
数
の
回
路
に
共
通
で
あ
る
場
合
は
，
そ
の
断
面
積
は
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
 
こ
れ
ら
の
回
路
で
起
こ
り
得
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
推
定
故
障
電
流
及
び
動
作
時
間
に
つ
い
て

54
3.

1.
1
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。

 

－
 
こ
れ
ら
の
回
路
の
最
大
の
線
導
体
の
断
面
積
に
対
応
し
て
，
表

54
.2
に
よ
っ
て
選
定
す
る
。

 

54
3.

2 
保
護
導
体
の
種
類

 

54
3.

2.
1 

保
護
導
体
は
，
次
の
一
つ
以
上
で
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
多
心
ケ
ー
ブ
ル
の
導
体

 

－
 
充
電
用
導
体
と
共
通
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
め
た
絶
縁
電
線
又
は
裸
電
線

 

－
 
固
定
し
て
施
設
し
た
裸
電
線
又
は
絶
縁
電
線

 

－
 
金
属
製
ケ
ー
ブ
ル
外
装
，
ケ
ー
ブ
ル
の
シ
ー
ル
ド
，
ケ
ー
ブ
ル
の
が
い
（
鎧
）
装
，
ワ
イ
ヤ
編
組
，
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の
外
部
導
体
，

金
属
製
電
線
管
並
び
に

54
3.

2.
2 

 a
)及

び
b)

 に
示
す
条
件
に
適
合
す
る
も
の
。

 

注
記

 
保
護
導
体
の
配
置
方
法
に
つ
い
て
は
，

54
3.

8
参
照
。

  

54
3.

2.
2 

設
備
が
，
低
圧
の
開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
組
立
品（

IE
C

 6
14

39
-1
及
び

IE
C

 6
14

39
-2
参
照
）
又
は
バ
ス
ダ
ク
ト
設
備
（

IE
C

 

60
43

9-
2
参
照
）
の
よ
う
な
金
属
製
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
が
あ
る
機
器
を
含
む
場
合
，
次
の
三
つ
の
要
求
事
項
に
同
時
に
適
合
す
れ
ば
，
そ

の
金
属
製
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
又
は
フ
レ
ー
ム
を
保
護
導
体
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

a)
 

 構
造
又
は
機
械
的
，
化
学
的
又
は
電
気
化
学
的
劣
化
に
対
す
る
保
護
が
で
き
る
よ
う
な
適
切
な
接
続
に
よ
っ
て
電
気
的
連
続
性
を

保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

b)
 

54
3.

1
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

c)
 

タ
ッ
プ
出
し
の
す
べ
て
の
箇
所
で
，
他
の
保
護
導
体
を
接
続
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

54
3.

2.
3 

次
の
金
属
製
部
分
は
，
保
護
導
体
又
は
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
。

 

－
 

金
属
製
水
道
管

 

－
 

ガ
ス
，
液
体
，
粉
の
よ
う
な
可
燃
性
物
質
を
潜
在
的
に
内
蔵
し
て
い
る
金
属
管

 

注
記

1 
カ
ソ
ー
ド
防
食
に
つ
い
て
は
，

54
2.

2.
6
参
照
。

 

－
 

通
常
の
使
用
中
に
機
械
的
応
力
を
受
け
る
構
造
部

 

－
  
可
と
う
又
は
可
曲
性
の
金
属
製
電
線
管
，
た
だ
し
，
そ
の
目
的
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

－
 

可
と
う
性
の
金
属
製
部
品

 

－
 

支
持
用
線
：
ケ
ー
ブ
ル
ト
レ
イ
及
び
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ダ
ー

 

注
記

2 
感
電
保
護
に
使
用
す
る
場
合
，
保
護
導
体
の
例
と
し
て
，
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
，
保
護
接
地
線
及
び
接
地
線
を
含
む
。

54
3.

3 
保
護
導
体
の
電
気
的
連
続
性

 

54
3.

3.
1 

機
械
的
損
傷
，
化
学
的
又
は
電
気
化
学
的
劣
化
，
電
気
力
学
的
力
及
び
熱
力
学
的
力
に
対
し
，
保
護
導
体
を
適
切
に
保
護
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

保
護
導
体
間
又
は
保
護
導
体
と
他
の
機
器
と
の
間
の
す
べ
て
の
接
続

(例
え
ば
，
ね
じ
込
み
接
続
，
ク
ラ
ン
プ
接
続

) 
は
，
恒
久
的
な

電
気
的
接
続
及
び
十
分
な
機
械
的
強
度
並
び
に
保
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
護
導
体
を
接
続
す
る
た
め
の
ね
じ
は
，
他
の

い
か
な
る
目
的
に
も
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

は
ん
だ
付
け
接
続
は
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

       54
3.

2.
1
の
ワ
イ
ヤ
編
組
は
，
ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
た
め
の
鎧
装
の
一
種
で
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
対
し
保
護
す
る
機
能
を
ケ
ー
ブ
ル
に

持
た
せ
る
た
め
に
施
し
，
特
長
と
し
て
可
と
う
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
ワ
イ
ヤ
を
編
み
こ
ん
だ
形
状
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
の
外
部
導
体
は
，
ケ
ー
ブ
ル
の
外
部
に
設
け
ら
れ
る
静
電
遮
蔽
を
行
う
た
め
の
導
体
で
，
ア
ル
ミ
フ
ォ
イ
ル
又
は
銅
編
組
等
が
使

用
さ
れ
る
。

 

    54
3.

2.
2 
の

 a
) 

は
，
工
場
組
み
立
て
の
金
属
製
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
や
フ
レ
ー
ム
が
，
そ
の
設
置
環
境
に
十
分
耐
え
る
こ
と
，
ま
た
，

そ
の
互
い
の
接
続
に
つ
い
て
も
，
電
気
的
，
機
械
的
に
十
分
に
保
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

                54
3.

3.
1
の
「
機
械
的
損
傷
，
化
学
的
又
は
電
気
化
学
的
・
・
」
は
，
外
部
の
機
械
力
，
雰
囲
気
に
よ
る
保
護
導
体
の
劣
化
，
腐
食
に
よ

る
破
断
並
び
に
故
障
大
電
流
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
電
磁
気
的
機
械
力
に
よ
る
保
護
導
体
の
破
断
に
対
す
る
保
護
と
解
す
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 
注
記
 
す
べ
て
の
電
気
的
接
続
は
，
も
っ
と
も
大
き
な
断
面
積
の
導
体
内
又
は
ケ
ー
ブ
ル
／
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
発
生
す
る
可
能

性
の
あ
る
電
流
／
時
間
の
す
べ
て
の
組
合
せ
に
耐
え
る
よ
う
な
十
分
な
熱
容
量
及
び
機
械
的
強
度
を
持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

54
3.

3.
2 

保
護
導
体
の
接
続
部
は
，
次
の
も
の
を
除
き
，
検
査
及
び
試
験
の
た
め
に
接
近
で
き
る
よ
う
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
 
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
充
て
ん
接
続
部

 

－
 
カ
プ
セ
ル
に
収
め
た
接
続
部

 

－
 
金
属
製
の
電
線
管
，
ダ
ク
ト
及
び
バ
ス
ダ
ク
ト
内
の
接
続
部

 

－
 
機
器
の
規
格
に
適
合
し
，
機
器
の
一
部
を
形
成
す
る
接
続
部

 

－
 
溶
接
又
は
し
ん
ち
ゅ
う
ろ
う
づ
け
に
よ
る
接
続

 

－
 
圧
縮
工
具
に
よ
る
接
続

 

54
3.

3.
3 

保
護
導
体
に
は
開
閉
器
を
挿
入
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，
試
験
の
た
め
に
工
具
の
使
用
に
よ
っ
て
切
り
離
せ
る
接
続
部

を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

54
3.

3.
4 

接
地
を
電
気
的
に
継
続
監
視
す
る
場
合
は
，
監
視
専
用
の
器
具
（
例
え
ば
，
操
作
用
セ
ン
サ
，
コ
イ
ル
，
変
流
器
）
を
保
護

導
体
に
直
列
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

54
3.

3.
5 

54
3.

2.
2
で
認
め
る
場
合
を
除
き
，
電
気
機
器
の
露
出
導
電
性
部
分
を
他
の
機
器
用
の
保
護
導
体
の
一
部
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。

 

54
3.

4 
P

E
N
，

P
E

L
又
は

P
E

M
導
体

 

 
注
記
 
こ
れ
ら
の
導
体
は
，
保
護
導
体
（

P
E
）
と
し
て
の
機
能
と
中
性
線
（

N
），

線
導
体
（

L
），

中
幹
間
線
(M

)の
い
ず
れ
か
の

二
つ
の
機
能
の
働
き
を
す
る
の
で
，
当
該
機
能
に
関
す
る
す
べ
て
の
適
用
可
能
な
要
求
事
項
を
考
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

54
3.

4.
1 

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
は
，
固
定
電
気
設
備
に
限
り
使
用
し
て
も
よ
い
。
ま
た
，
こ
の
場
合
，
機
械
的
理
由
に
よ
っ
て
，

断
面
積
が
，
銅
線
に
あ
っ
て
は

10
 m

m
2
以
上
，
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
線
に
あ
っ
て
は

16
 m

m
2
以
上
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
注
記

1 
E

M
C
の
理
由
で
，

P
E

N
導
体
は
，
設
備
の
源
点
の
負
荷
側
に
施
設
し
て
は
な
ら
な
い
（

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4:

20
07

の

44
4.

4.
3.

2
参
照
）。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

00
79

-1
4（

El
ec

tri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
n 

in
 h

az
ar

do
us

 a
re

as
－

Pa
rt 

14
）
で
は
，
爆
発
性
雰
囲
気
内
の

PE
N

, P
E

L
又
は

PE
M

導
体

の
使
用
を
禁
じ
て
い
る
。

 

54
3.

4.
2 

 P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体
は
，
線
導
体
の
定
格
電
圧
に
対
し
て
絶
縁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

配
線
設
備
の
金
属
製
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，

IE
C

 6
04

39
-2

に
適
合
す
る
バ
ス
ダ
ク
ト
設
備
に
関
す
る
も
の
及
び

IE
C

 6
15

34
-1

に
適

合
す
る
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
に
関
す
る
も
の
以
外
は
，

P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
製
品
委
員
会
は
，

P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体
に
よ
っ
て
機
器
内
に
誘
導
さ
れ
る

E
M

Iの
電
位
効
果
を
考
慮
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

 

54
3.

4.
3 

設
備
の
あ
る
箇
所
か
ら
，
中
性
線
/中

間
点
/線

導
体
及
び
保
護
機
能
を
別
々
の
導
体
に
よ
っ
て
配
線
す
る
場
合
，
設
備
の
あ

ら
ゆ
る
そ
の
他
の
接
地
し
た
部
分
に
中
性
線
/中

間
点
/線

導
体
を
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
，

P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体

か
ら
そ
れ
ぞ
れ

2
以
上
の
中
性
線
/中

間
点
/線

導
体
及
び

2
以
上
の
保
護
導
体
を
構
成
し
て
も
よ
い
。

 

P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体
は
，

P
E

N
, P

E
L
又
は

P
E

M
導
体
の
接
続
を
意
図
し
た
特
定
の
端
子
又
は
バ
ー
（
図

54
.1

b
及
び

54
.1

C
の
例
）
の
場
合
を
除
い
て
，
保
護
導
体
用
の
端
子
又
は
バ
ー
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図

54
.1

a
参
照
）。

 

 

          54
3.

3.
3
は
，
保
護
導
体
に
開
閉
器
の
挿
入
を
禁
止
し
て
い
る
。
こ
れ
は
，
安
全
上
，
如
何
な
る
場
合
も
，
故
障
電
流
を
速
や
か
に
大
地

に
流
す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
定
期
検
査
時
の
接
地
抵
抗
測
定
時
等
の
た
め
に
工
具
の
使
用
に
よ
っ
て
の
み
切
り
離
し
が
許
さ
れ

る
事
柄
で
あ
り
，
安
易
に
切
り
離
し
可
能
の
状
態
は
許
さ
れ
な
い
。

 

54
3.

3.
4
の
｢操

作
用
セ
ン
サ
，
コ
イ
ル
，
変
流
器
な
ど
を
保
護
導
体
に
挿
入
し
て
は
な
ら
な
い
｣理

由
は
，
コ
イ
ル
の
内
部
イ
ン
ピ
ー
ダ

ン
ス
が
高
い
こ
と
に
あ
る
。

 

 54
3.

4
は
，

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
の
使
用
条
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
，

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
と
は
，

保
護
導
体
及
び
中
性
線
，
線
導
体
又
は
中
間
線
の
両
方
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
導
体
と
定
義
さ
れ
，
中
間
線
と
は
，
中
間
点
に
電
気
的

に
接
続
さ
れ
，
配
電
に
も
用
い
得
る
導
体
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
中
間
点
と
は
，
相
対
す
る
端
子
が
，
同
じ
回
路
の
異
な
る
線
導
体
に

電
気
的
に
接
続
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
対
象
な
回
路
要
素
の
間
に
あ
る
共
通
の
点
で
あ
る
。

 

     54
3.

4.
2
は
，

PE
N

, P
E

L
又
は

PE
M

導
体
の
使
用
条
件
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（

PE
N

, P
E

L
及
び

PE
M

に
つ
い
て
は
，

 

54
3.

4
を
参
照
の
こ
と
）

 

   54
3.

4.
3
は
，
あ
る
箇
所
か
ら
，
中
性
線

/中
間
点

/線
導
体
と
保
護
導
体
を
個
別
の
導
体
に
よ
っ
て
配
線
し
た
以
降
は
，
そ
れ
ら
の
導
体

を
相
互
に
接
続
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

 

こ
れ
は
，

T
N

-S
系
統
の
あ
と
に

T
N

-C
系
統
を
接
続
す
る
と

TN
-S

系
統
の
機
能
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
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図
54

.1
a－

例
1 

 

図
54

.1
c－

例
3 

説
明
 

M
D

B
：
主
配
電
盤

 

図
54

.1
－

P
E

N
導
体
接
続
の
例

 

                                       

L
1
バ
ー

 

L
2
バ
ー

 

L
3
バ
ー

 

P
E

N
(P

E
)バ

ー
 

N
バ
ー

 

P
E
導
体

 
N
導
体

 

 

L
1
バ
ー

 

L
2
バ
ー

 

L
3
バ
ー

 

P
E
バ
ー

 

P
E

N
(N

)バ
ー

 

P
E
導
体

 
N
導
体

 

 

図
54

.1
b－

例
2 

L
1
バ
ー

 

L
2
バ
ー

 

L
3
バ
ー

 

N
バ
ー

 

P
E
バ
ー

 

P
E

N
バ
ー

 

P
E
導
体

 
N
導
体
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規
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逐
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備
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注
記
 
直
流
の

SE
LV

回
路
（
例
え
ば
，
電
話
設
備
）
で
供
給
す
る
系
統
で
は
，

P
E

L
又
は

P
E

M
導
体
は
存
在
し
な
い
。

 

54
3.

4.
4 

 
系
統
外
導
電
性
部
分
は
，

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

    54
3.

5 
保
護
及
び
機
能
を
兼
ね
る
接
地
線

 

54
3.

5.
1 

 
保
護
及
び
機
能
を
兼
ね
る
接
地
線
を
使
用
す
る
場
合
は
，
保
護
導
体
に
対
す
る
要
求
事
項
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
，
関
連
の
あ
る
機
能
上
の
要
求
事
項
（

IE
C

 6
03

64
-4

-4
4:

 2
00

7
の
箇
条

44
4
参
照
）
に
も
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

情
報
技
術
用
の
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
直
流
帰
還
導
体

PE
L
又
は

PE
M

は
，
機
能
接
地
線
及
び
保
護
導
体
と
し
て
の
役
目
を
兼
用
し
て

も
よ
い
。

 

注
記
 
上
記
の
情
報
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
11

40
: 2

00
1
の

7.
5.

3.
1
参
照
。

 

                      54
3.

6  
保
護
接
地
線
内
の
電
流

 

保
護
接
地
線
は
，
通
常
の
運
転
状
態
の
も
と
で
は
電
流
の
導
電
性
経
路
（
例
え
ば
，

E
M

C
の
理
由
で
フ
イ
ル
タ
の
接
続
）
と
し
て
使
用

し
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
，

IE
C

 6
11

40
参
照
。
通
常
の
運
転
状
態
の
も
と
で
電
流
が

10
 ｍ

Ａ
を
超
え
る
場
合
は
，
強
化
し
た
保
護

導
体
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

54
3.

7
参
照
）。

 

注
記
 
容
量
性
漏
れ
電
流
（
例
え
ば
，
電
線
又
は
電
動
機
に
よ
る
）
は
，
設
備
及
び
機
器
の
設
計
に
よ
っ
て
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

 

 54
3.

4.
4
は
，
系
統
外
導
電
性
部
分
を

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
に
使
用
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
系
統
外
導
電
性
部
分

と
は
，
電
気
設
備
の
一
部
で
は
な
く
，
一
般
的
に
は
接
地
電
位
を
も
つ
導
電
性
部
分
を
い
う
。
具
体
的
に
は
，
建
築
構
造
体
の
金
属
性

部
分
，
他
の
設
備
の
金
属
製
配
管
，
絶
縁
さ
れ
て
い
な
い
床
や
壁
が
該
当
す
る
。

 

系
統
外
導
電
性
部
分
へ
の
導
体
接
続
は
，
等
電
位
を
確
保
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
て
，
通
常
，
電
流
を
流
さ
な
い
の
が
原
則
な
の
で
，

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
に
は
使
用
で
き
な
い
。

 

 54
3.

5.
1
の
直
流
帰
還
導
体

PE
L
又
は

PE
M

と
は
，
保
護
導
体
と
直
流
回
路
の
電
源
へ
の
帰
り
線
（
帰
還
導
体
）
の
両
方
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
導
体
を
い
う
。

PE
L
は
，

2
線
式
直
流
回
路
で
保
護
導
体
（

PE
）
と
帰
還
導
体
（

L
）
を
兼
ね
る
。

PE
M

は
，
中
間
線
の
あ

る
回
路
で
保
護
導
体
（

PE
）
と
中
間
線
（

M
）
の
機
能
を
兼
ね
る
。
解
説

5.
4.

3
図
に
，

T
N

-C
系
統
に
お
け
る
直
流
帰
還
導
体

PE
L
，

PE
M

の
あ
る
回
路
の
例
を
示
す
。

 

   

       

 

            

解
説

5.
4.

3
図
 
直
流
帰
還
導
体

P
E

L
,P

E
M

の
あ
る
回
路
例
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54
3.

7 
10

 m
A
を
超
過
す
る
保
護
接
地
線
電
流
に
対
し
て
強
化
し
た
保
護
接
地
線

 

恒
久
的
に
接
続
す
る
こ
と
を
意
図
し
，
保
護
導
体
電
流
が

10
 m

A
を
超
え
る
電
気
使
用
機
器
に
対
し
て
，
次
の
こ
と
を
適
用
す
る
。

－
 
電
気
使
用
機
器
が
保
護
接
地
端
子
を

1
個
だ
け
有
し
て
い
る
場
合
，
保
護
接
地
線
は
，
そ
の
全
亘
長
に
お
い
て
銅
で

10
 ｍ

ｍ
２
以

上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 ｍ

ｍ
2
以
上
の
断
面
積
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
54

3.
4
に
よ
る

PE
N
，

PE
L
又
は

PE
M

導
体
は
，
こ
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
。

 

－
 
電
気
使
用
機
器
が
第
二
番
目
の
保
護
接
地
線
用
の
端
子
を
も
つ
場
合
，
故
障
保
護
の
た
め
に
要
求
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
断
面
積
以

上
の
第
二
番
目
の
保
護
接
地
線
は
，
保
護
接
地
線
が
銅
で

10
 ｍ

ｍ
２
以
上
又
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 ｍ

ｍ
2
以
上
の
断
面
積
を
も
つ

点
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

2 
中
性
線
及
び
保
護
導
体
が
，
機
器
端
子
ま
で
一
つ
の
導
体
（

PE
N
導
体
）
で
兼
用
す
る

T
N

-C
系
統
に
お
い
て
は
，
保
護
導

体
電
流
は
負
荷
電
流
と
し
て
扱
っ
て
も
よ
い
。

 

注
記

3 
通
常
の
使
用
状
態
で
保
護
導
体
電
流
が
大
き
い
電
気
使
用
機
器
は
，
漏
電
遮
断
器
を
組
み
込
ん
だ
設
備
で
は
使
用
で
き
な
い

こ
と
が
あ
る
。

 

54
3.

8 
保
護
導
体
の
敷
設

 

過
電
流
保
護
器
を
感
電
保
護
用
と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
，
保
護
導
体
は
，
充
電
用
導
体
と
同
じ
配
線
設
備
内
に
組
み
込
む
か
又
は

そ
れ
ら
の
近
傍
に
敷
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

54
4 

保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

54
4.

1 
主
接
地
端
子
に
接
続
す
る
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

主
接
地
端
子
に
接
続
す
る
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
設
備
内
に
あ
る
最
も
大
き
な
保
護
接
地
線
の
断
面
積
の

1／
2
以
上

の
断
面
積
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
，
次
の
断
面
積
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
銅
で

6 
ｍ
ｍ

２
 

－
 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 ｍ

ｍ
２
 

－
 
鋼
で

50
 ｍ

ｍ
２
 

 
主
接
地
端
子
へ
接
続
す
る
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
断
面
積
は
，
銅
で

25
 ｍ

ｍ
２
又
は
他
の
材
質
で
同
等
の
断
面
積
を
超

え
る
必
要
は
な
い
。

 

54
4.

2 
 補

助
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

54
4.

2.
1 

 二
つ
の
露
出
導
電
性
部
分
を
接
続
す
る
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
露
出
導
電
性
部
分
に
接
続
す
る
小
さ
い
ほ
う
の
保
護

導
体
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
未
満
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

54
4.

2.
2 

 系
統
外
導
電
性
部
分
に
露
出
導
電
性
部
分
を
接
続
す
る
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
そ
こ
に
使
用
す
る
断
面
積
の
保
護
導

体
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
の

1／
2
未
満
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

54
4.

2.
3 

補
助
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
及
び
二
つ
の
系
統
外
導
電
性
部
分
間
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
最

少
断
面
積
は
，

54
3.

1.
3
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

        

54
3.

7
の
強
化
し
た
保
護
接
地
線
と
は
，

IE
C
で
は
，
保
護
接
地
線
は
通
常
の
使
用
状
態
で
は
電
流
を
流
す
た
め
の
導
電
性
経
路
と
し
て

使
用
し
な
い
こ
と
と
規
定
し
（

IE
C

 6
03

64
-5

-5
4
の

 5
43

.6
），

さ
ら
に
，
電
気
使
用
機
器
の
通
常
の
運
転
状
態
に
お
け
る
保
護
接
地
線

電
流
が

10
 ｍ

A
を
越
え
な
い
よ
う
，
設
備
及
び
機
器
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
（

IE
C

 6
11

40
の

 7
.5

.2
.2
）。

  
 一

方
，
接
地
設
備
に
対
す
る
要
求
事
項
と
し
て
，
地
絡
故
障
電
流
及
び
保
護
導
体
電
流
に
よ
る
熱
的
，
熱
機
械
的
及
び
電
気
機
械
的
応
力

に
よ

る
危

険
が

な
く

，
こ

れ
ら

の
電

流
を

大
地

へ
流

し
う

る
こ

と
も

規
定

し
て

い
る

（
IE

C
 

60
36

4-
5-

54
の

 
54

2.
1.

4）
。

 

ま
た
，
断
面
積
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
条
件
に
も
よ
る
が
，
保
護
導
体
の
最
小
断
面
積
は
，
銅
で

2.
5 

m
m

2 ，
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

16
 

m
m

2 （
5-

54
の

 5
43

.1
.3
），

接
地
線
で
は
銅

6m
m

2
と
規
定
し
て
い
る
。（

5-
54

の
54

2.
3.

1）
  
以
上
の
こ
と
か
ら
，

10
m

A
を
超
過
す

る
保
護
接
地
線
電
流
に
対
し
，
強
化
し
た
保
護
接
地
線
と
し
て
銅
で

10
 m

m
2
以
上
，
ア
ル
ミ
で

16
 m

m
2
以
上
の
断
面
積
を
要
求
し
て

い
る
こ
と
は
，
熱
的
，
熱
機
械
的
及
び
電
気
機
械
的
応
力
を
強
化
し
て
，
大
地
と
の
接
続
を
確
実
に
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

  
な
お
，
保
護
接
地
線
電
流
の
発
生
の
ケ
ー
ス
と
し
て
は
，
例
え
ば
，
電
気
炉
の

PW
M

制
御
な
ど
，
機
器
が
高
周
波
電
流
を
生

ず
る
場
合
に
は
，
共
振
現
象
に
よ
っ
て
保
護
接
地
線
に
過
度
の
電
流
が
流
れ
る
場
合
が
あ
る
。

 

  54
3.

8
の
「
充
電
用
導
体
の
近
傍
箇
所
に
保
護
導
体
を
組
み
込
む
こ
と
」
は
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
，

す
な
わ
ち
，
過
電
流
保
護
器
を
確
実
に
動
作
さ
せ
る
た
め
の
故
障
電
流
を
得
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
，
充
電
用
導
体
と
保
護

導
体
と
の
間
に
不
用
意
に
他
の
導
体
が
挿
入
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
ね
ら
い
も
あ
る
。

 

          54
4.

2.
1
は
，
二
つ
の
露
出
導
電
性
部
分
を
接
続
す
る
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
は
，
解
説

5.
4.

4
図
に
お
い
て
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
が
小

さ
い
（
す
な
わ
ち
導
体
の
断
面
積
が
小
さ
い
）
方
の
機
器
１
の
保
護
導
体
の
断
面
積
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
，
直
列
に
接
続
さ
れ
た
故
障
ル
ー
プ
中
の
各
部
の
故
障
電
圧
は
，
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
値
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

                   

                    

L
1

L
2

L
3 N P

E

P
E

(1
6
)

P
E

(3
5) 保

護
ボ

ン
デ

イ
ン

グ
導

体

（
S
≧

16
）

機
器

1
機

器
2

E

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
 

S：
断
面
積
（

m
m

２
）

 

解
説

5.
4.

4
図
 
二
つ
の
露
出
導
電
性
部
分
を
接
続
す
る
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
断
面
積
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書
Ａ

 
（
規
定
）

 
54

3.
1.

2
の
係
数
ｋ
の
算
出
法

 
（

IE
C

 6
07

24
及
び

IE
C

 6
09

49
も
参
照
）

 
 

係
数

k
は
，
次
の
式
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
 

   

 

こ
こ
に
，

Q
c 
：

20
 ℃

に
お
け
る
導
体
材
料
の
容
積
熱
容
量

(J
/℃

･m
m

3 )
 

 
  
β

 ：
0 
℃
に
お
け
る
導
体
の
抵
抗
温
度
係
数
の
逆
数

(℃
) 

ρ 2
0  

：
20

 ℃
に
お
け
る
導
体
材
料
の
抵
抗
率

(Ω
･m

m
) 

θ 
i 
：
導
体
の
初
期
温
度

(℃
) 

θ 
f 
：
導
体
の
最
終
温
度

(℃
) 

 

表
A
.5

4.
1 

各
種

材
質

に
対

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ
の

値
 

              

 

材
質

 
β

 a
 

(℃
) 

Q
 c a

 

(J
/℃

･m
m

3 )
 

ρ 2
0 a

 

(Ω
･m

m
) 

 
2

m
m

/
S

A
 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

鋼
 

23
4.

5 

22
8 

20
2 

3.
45

×
10

－
３
 

2.
5 
×

10
－
３
 

3.
8 
×

10
－
３
 

17
.2

41
×

10
－

6  

28
.2

64
×

10
－
６
 

13
8×

10
－
６
 

22
6 

14
8 

78
 

注
a  

IE
C

 6
09

49
に
よ
る
値

 

                                         




20

20


℃


c

Q




 
 


if

20

1
ln

20







＋

β
＋

＋
ρ

＋
ｃQ

k
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
A

.5
4.

2－
ケ
ー
ブ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
な
く
，
か
つ
，
他
の
ケ
ー
ブ
ル
と
束
ね
ら
れ
て
い
な
い

 

絶
縁
保
護
導
体
に
対
す
る

k
の
値

 

 

導
体
の
絶
縁
物

 

温
度

 

℃
ｂ
 

導
体
の
材
質

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
鋼

 

初
期

 
最
終

 
k
の
値

ｃ
 

70
℃

 

熱
可
塑
物
質

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(例
え
ば
，

 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
及
び

 

エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン

) 

60
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム

) 

85
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム

) 

18
5 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(シ
リ
コ
ン
ゴ
ム

) 

 30
   30
    30
    30
   30
   30
  

 

16
0／

14
0ａ

 

  

16
0／

14
0ａ

 

   

25
0    

20
0   

22
0   

35
0  

 

14
3／

13
3ａ

 

  

14
3／

13
3ａ

 

   

17
6    

15
9   

16
6   

20
1  

 

95
／

88
ａ
 

  

95
／

88
ａ
 

   

11
6    

10
5   

11
0   

13
3  

 

52
／

49
ａ
 

  

52
／

49
ａ
 

   64
    58
   60
   73
  

注
ａ
 
低
い
方
の
値
は
，
断
面
積
が

30
0 
ｍ
ｍ

２
よ
り
大
き
い
熱
可
塑
性
樹
脂
（
例
え
ば
，
塩
化
ビ
ニ
ル
）
絶
縁
導
体
に
適
用
す
る
。

 

ｂ
 
種
々
の
絶
縁
物
の
最
高
許
容
温
度
は
，

IE
C

 6
07

24
に
示
す
。

 

ｃ
 

k
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
，
こ
の
附
属
書
の
始
め
に
あ
る
式
を
参
照
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
A

.5
4.

3－
ケ
ー
ブ
ル
外
被
と
接
触
し
て
お
り
，
か
つ
，
他
の
ケ
ー
ブ
ル
と

 

束
ね
ら
れ
て
い
な
い
裸
保
護
導
体
に
対
す
る

k
の
値

 

 

ケ
ー
ブ
ル
外
被

 

温
度

 

℃
ａ
 

導
体
の
材
質

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
鋼

 

初
期

 
最
終

 
k
の
値

ｂ
 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

(塩
化
ビ
ニ
ル

) 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン

 

C
SP

ｃ
 

30
  30
 

30
 

20
0  

15
0 

22
0 

15
9  

13
8 

16
6 

10
5  91
 

11
0 

58
  50
 

60
 

注
ａ
 
種
々
の
絶
縁
物
の
最
高
許
容
温
度
は
，

IE
C

 6
07

24
に
示
す
。

 

ｂ
 

k
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
，
こ
の
附
属
書
の
始
め
に
あ
る
式
を
参
照
。

 

ｃ
 

C
SP

：
ク
ロ
ロ
ス
ル
ホ
ン
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
（

C
hl

or
o-

Su
lp

ho
na

te
d 

P
ol

ye
th

yl
en

e）
 

                           

表
A

54
.3
の

C
SP

（
ク
ロ
ロ
ス
ル
ホ
ン
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
）
と
は
，
次
の
も
の
で
あ
る
。

 

ク
ロ
ロ
ス
ル
ホ
ン
化
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
，
高
圧
法
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
に
塩
素
（
塩
素
量
：

25
～

43
%
）
と
二
酸
化
硫
黄
（
硫
黄
量
：

0.
9

～
1.

3%
）
を
導
入
し
て
ゴ
ム
状
と
し
た
結
晶
性
ポ
リ
マ
ー
で
あ
る
。

 ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
と
の
違
い
は
，
主
鎖
に
二
重
結
合
を
持
た

な
い
た
め
，
エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム
と
同
等
の
耐
熱
性
・
耐
オ
ゾ
ン
性
・
耐
薬
品
性
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
，
ゴ
ム
の
中
で
も
着

色
し
や
す
く
，
長
期
の
屋
外
暴
露
に
お
け
る
変
色
も
小
さ
い
た
め
，
ケ
ー
ブ
ル
の
被
覆
材
と
し
て
は
勿
論
で
あ
る
が
，
自
動
車
等
の
燃

料
系
ホ
ー
ス
，
工
業
用
高
圧
ホ
ー
ス
，
薬
品
用
ホ
ー
ス
，
屋
根
材
，
防
水
シ
ー
ト
，
床
タ
イ
ル
，
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー
ツ
に
使
用
さ
れ
る
。

 

耐
薬
品
性
は
，
特
に
無
機
酸
，
ア
ル
カ
リ
に
対
し
て
は
，
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
よ
り
優
れ
て
い
て
，
難
燃
性
，
耐
油
性
，
耐
溶
剤
性
は
，

ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
と
同
等
で
あ
る
。
機
械
的
強
度
，
耐
磨
耗
性
も
優
れ
て
い
る
が
，
低
温
特
性
が
悪
く
，
結
晶
化
し
や
す
い
。

  
 

 

[{
-(

C
H

2)
3-

C
H

-(
C

H
2)

3-
} 1

2-
C

H
-]

17
 

 
｜

 
 

｜
 

 
C

l 
 

SO
2C

l 

解
説

5.
4.

4
図
 
分
子
構
造
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
A

.5
4.

4－
線
心
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
，
又
は
他
の
ケ
ー
ブ
ル

 

若
し
く
は
絶
縁
電
線
と
束
ね
ら
れ
て
い
る
保
護
導
体
に
対
す
る

k
の
値

 

導
体
の
絶
縁
物

 
温
度

 

℃
ｂ
 

導
体
の
材
質

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
鋼

 

初
期

 
最
終

 
k
の
値

ｃ
 

70
℃

 

熱
可
塑
物
質

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(例
え
ば
，

 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
及
び

 

エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン

) 

60
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム

) 

85
℃

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン
ゴ
ム

) 

18
5 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

(シ
リ
コ
ン
ゴ
ム

) 

 70
   90
    90
    60
   85
   

18
0 

 

16
0／

14
0ａ

 

  

16
0／

14
0ａ

 

   

25
0    

20
0   

22
0   

35
0 

 

11
5／

10
3ａ

 

  

10
0／

86
ａ
 

   

14
3    

14
1   

13
4   

13
2 

 

76
／

68
ａ
 

  

66
／

57
ａ
 

   94
    93
   89
   87
 

 

42
／

37
ａ
 

  

36
／

31
ａ
 

   52
    51
   48
   47
 

注
ａ
 
低
い
方
の
値
は
，
断
面
積
が

30
0 
ｍ
ｍ

２
よ
り
大
き
い
熱
可
塑
性
樹
脂
（
例
え
ば
，
塩
化
ビ
ニ
ル
）
絶
縁
導
体
に
適
用
す
る
。

 

ｂ
 
種
々
の
絶
縁
物
の
最
高
許
容
温
度
は
，

IE
C

 6
07

24
に
示
す
。

 

ｃ
 

k
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
，
こ
の
附
属
書
の
始
め
に
あ
る
式
を
参
照
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

表
A

.5
4.

5－
ケ
ー
ブ
ル
の
金
属
層
，
例
え
ば
，
が
い
（
鎧
）
装
，
金
属
外
装
，
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
の

 

外
部
導
体
な
ど
の
保
護
導
体
に
対
す
る

k
の
値

 

導
体
の
絶
縁
物

 
温
度

 

℃
ａ
 

導
体
の
材
質

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
鉛

 
鋼

 

初
期

 
最
終

 
k
の
値

ｃ
 

70
℃
熱
可
塑
物
質

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃
熱
可
塑
物
質

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル
）

 

90
℃
熱
硬
化
性
樹
脂

 

(例
え
ば
，

 

架
橋
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
及
び

 

エ
チ
レ
ン
プ
ロ
ピ
レ
ン

) 

60
℃
熱
硬
化
性
樹
脂

 

(ゴ
ム

) 

85
℃
熱
硬
化
性
樹
脂

 

(ゴ
ム

) 

無
機
物
熱
可
塑
物
質

 

（
塩
化
ビ
ニ
ル

)外
装
付
き

ｂ
 

無
機
物
，
裸

 

60
  80
   80
   55
  75
  70
  

10
5 

20
0  

20
0   

20
0   

20
0  

22
0  

20
0  

25
0 

14
1  

12
8   

12
8   

14
4  

14
0  

13
5  

13
5 

93
  85
   85
   95
  93
  －
  －
 

26
  23
   23
   26
  26
  －
  －
 

51
  46
   46
   52
  51
  －
  －
 

注
ａ
 
種
々
の
絶
縁
物
の
最
高
許
容
温
度
は
，

IE
C

 6
07

24
に
示
す
。

 

ｂ
 
こ
の
値
は
，
人
の
接
触
に
対
し
て
露
出
し
て
い
る
か
又
は
可
燃
性
材
料
と
接
し
て
い
る
裸
の
導
体
に
対
し
て
も
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

ｃ
 

k
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
は
，
こ
の
附
属
書
の
始
め
に
あ
る
式
を
参
照
。

 

 

表
A

.5
4.

6－
示
さ
れ
た
温
度
で
近
傍
の
物
質
す
べ
て
に
対
し
て
損
傷
を
与
え
る
危
険
性
が
な
い
裸
導
体
に
対
す
る

k
の
値

 

 

条
件

 

 

初
期
温
度

 

℃
 

導
体
の
材
質

 

銅
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 
鋼

 

最
高
温
度

 

(最
終
温
度

) 

℃
 

 

k
の
値

 

 

最
高
温
度

 

(最
終
温
度

) 

℃
 

 

k
の
値

 

 

最
高
温
度

 

(最
終
温
度

) 

℃
 

 

k
の
値

 

 

目
視
可
能
で
，
か
つ
，
制

限
さ
れ
た
区
域

 

30
 

50
0 

22
8 

30
0 

12
5 

50
0 

82
 

通
常
の
条
件

 
30

 
20

0 
15

9 
20

0 
10

5 
20

0 
58

 

火
災
の
危
険
性

 
30

 
15

0 
13

8 
15

0 
91

 
15

0 
50
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

 

     

附
属
書

B
で
は
，
接
地
設
備
及
び
保
護
導
体
の
例
を
図
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
，

C
は
系
統
外
導
電
性
部
分
（
電
気
設
備
で
は
な
い
導

電
性
の
部
分
）
を
示
す
が
，

C
に
該
当
す
る
部
分
に
お
い
て
，

C
4
は
空
調
設
備
（
例
え
ば
金
属
製
の
ダ
ク
ト
類
），

C
5
は
暖
房
設
備
（
例

え
ば
温
水
循
環
式
暖
房
設
備
の
温
水
管
）
と
し
て
い
る
。

 

                                    

附
属
書

B 

（
参
考
）

 
接
地
設
備
及
び
保
護
導
体
の
例
 

浴
室

 

地
表
面
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

説
明
 

記
号

 
名
 
称

 
備
 
考

 

C
 

系
統
外
導
電
性
部
分

 
 

C
1 

水
道
管
，
外
部
か
ら
の
金
属
部

 
又
は
地
域
暖
房
用
配
管

 

C
2 

排
水
管
，
外
部
か
ら
の
金
属
部

 
 

C
3 

絶
縁
継
手
を
挿
入
し
た
ガ
ス
管
，
外
部
か
ら
の
金
属
部

 
 

C
4 

空
調
設
備

 
 

C
5 

暖
房
設
備

 
 

C
6 

水
道
管
，
例
え
ば
，
浴
室
内
の
金
属
部

 
IE

C
 6

03
64

-7
-7

01
: 

20
06

の

70
1.

41
5.

2
参
照

 

C
7 

排
水
管
，
例
え
ば
，
浴
室
内
の
金
属
部

 
IE

C
 6

03
64

-7
-7

01
: 

20
06

の

70
1.

41
5.

2
参
照

 

D
 

絶
縁
継
手

 
 

M
D

B
 

主
配
電
盤

 
 

D
B

 
分
電
盤

 
主
配
電
盤
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
る

 

M
E

T
 

主
接
地
端
子

 
54

2.
4
参
照

 

SE
B

T
 

補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
端
子

 
 

T
1 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
又
は
土
壌
埋
設
基
礎
接
地
極

 
54

2.
2
参
照

 

T
2 

必
要
な
場
合
，

L
P

S
用
接
地
極

 
54

2.
2
参
照

 

L
P

S 
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
（
必
要
な
場
合
）

 
 

P
E

 
分
電
盤
内
の

P
E
端
子

 
 

P
E
／

P
E

N
 

主
配
電
盤
内
の

P
E
／

P
E

N
端
子

 
 

M
 

露
出
導
電
性
部
分

 
 

1 
保
護
導
体
（

P
E
）

 
箇
条

54
3
参
照

 

断
面
積
は
，

54
3.

1
参
照

 

保
護
導
体
の
種
類
は
，

54
3.

2
参
照

 

電
気
的
連
続
性
は
，

54
3.

3
参
照

 

1a
 

必
要
な
場
合
，
電
力
供
給
網
か
ら
の
保
護
導
体
又
は

P
E

N
導
体

 

2 
主
接
地
端
子
へ
接
続
す
る
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
54

4.
1
参
照

 

3 
補
助
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
54

4.
2
参
照

 

4 
必
要
な
場
合
，
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
引
下
げ
導
体

 
 

5 
接
地
線

 
54

2.
3
参
照

 

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
，
追
加
要
求
事
項
を

IE
C

 6
23

05
-3

:2
00

6
の
箇
条

6
の

6.
1
及
び

6.
2
に
示
す
。

 

注
記
 
機
能
的
接
地
線
は
，
図

B
.5

4.
1
に
は
示
さ
な
い
。

 

 

図
B

.5
4.

1－
基
礎
接
地
極
，
保
護
導
体
及
び
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
た
め
の
接
地
設
備
の
例
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

附
属
書

C
 

（
参
考
）
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
施
工
 

 

C
.1
 
一
般
事
項

 

 
建
築
物
の
基
礎
に
用
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
，
確
か
な
導
電
性
を
も
っ
て
お
り
，
一
般
的
に
土
壌
と
の
大
き
な
接
触
面
積
を
も
っ
て

い
る
。
そ
れ
故
に
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
す
っ
か
り
埋
設
し
た
裸
金
属
接
地
極
は
，
接
地
目
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
，
た
だ
し
，

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
特
殊
な
熱
絶
縁
又
は
他
の
手
段
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
，
土
壌
に
対
し
て
絶
縁
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
こ
の
限
り
で

な
い
。
化
学
的
及
び
物
理
的
効
果
に
よ
っ
て

5ｃ
ｍ
以
上
の
深
さ
で
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
埋
め
込
ん
だ
裸
又
は
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
及

び
他
の
金
属
は
，
通
常
，
建
築
物
の
全
寿
命
期
間
中
，
腐
食
に
対
し
て
高
度
に
保
護
さ
れ
る
。
可
能
な
場
合
，
建
築
物
の
鉄
筋
の
導
電

効
果
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
建
築
物
の
建
設
期
間
中
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
実
施
は
，
次
の
理
由
か
ら
長
年
に
亘
っ
て
良
好
な
接
地
極
を
取
得
す

る
た
め
の
経
済
的
解
決
方
法
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

－
 
追
加
掘
削
作
業
を
必
要
と
し
な
い
。

 

－
 
一
般
的
に
，
季
節
の
気
象
条
件
か
ら
生
じ
る
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
受
け
な
い
深
さ
に
設
置
さ
れ
る
。

 

－
 
土
壌
と
の
良
好
な
接
触
が
提
供
さ
れ
る
。

 

－
 
建
築
物
の
基
礎
面
の
ほ
ぼ
最
大
限
の
利
用
を
実
現
し
，
そ
の
結
果
こ
の
表
面
で
取
得
で
き
る
最
小
接
地
極
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
目
的
の
た
め
に
最
適
の
接
地
設
備
が
提
供
さ
れ
る
。

 

－
 
建
築
物
の
建
設
の
初
期
か
ら
，
基
礎
接
地
極
は
，
建
設
現
場
の
電
気
設
備
の
接
地
極
と
し
て
使
用
で
き
る
。

 

 
そ
の
接
地
効
果
に
加
え
て
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
接
地
極
は
，
主
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の
良
好
な
基
準
と
な
る
。

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
設
置
の
た
め
に
，
次
の
要
求
事
項
及
び
助
言
を
適
用
す
る
。

 

 

C
.2
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
使
用
に
関
す
る
他
の
考
察

 

 
非
導
電
性
物
質
を
用
い
て
，
そ
れ
を
絶
縁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
損
失
に
対
し
て
建
築
物
の
基
礎
を
完
全
に
保
護
し

て
い
る
場
合
，
又
は
基
礎
を
水
に
対
し
て
，
例
え
ば
，
厚
さ

0.
5ｍ

ｍ
 以

上
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
絶
縁
し

て
い
る
場
合
，
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
す
る
接
地
は
実
現
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
，
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
の

鉄
筋
の
確
実
な
効
果
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
，
ま
た
接
地
目
的
の
た
め
に
他
の
接
地
設
備
，
例
え
ば
，
絶
縁
し
た
基
礎
の
下
に
追
加

し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
又
は
建
築
物
の
周
囲
の
接
地
設
備
又
は
土
壌
に
埋
め
込
ん
だ
基
礎
接
地
極
を
用
い
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

 

 

C
.3
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
構
造

 

C
.3

.1
 
無
筋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
に
関
し
て
は
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
は
，
基
礎
の
種
類
と
寸
法
と
の
協
調
が
と
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1
以
上
の
閉
鎖
リ
ン
グ
又
は

20
 ｍ

以
下
の
寸
法
で
相
互
接
続
し
た
長
方
形
が
望
ま
し
い
。

 

C
.3

.2
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
接
地
極
が

5ｃ
ｍ
未
満
の
深
さ
に
埋
設
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
，
地
上
の
接
地
線
の
長
さ
に
つ
い
て
は

適
切
な
手
段
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帯
（
帯
鋼
）
を
接
地
極
と
し
て
用
い
る
場
合
，
こ
の
帯
の
下
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
な
い

空
間
が
出
来
る
の
を
避
け
る
た
め
に
，
帯
の
縁
を
た
て
て
固
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鉄
筋
が
あ
る
場
合
，
そ
の
配
線
は

2 
ｍ
以
下

の
間
隔
で
固
定
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
接
続
は
，

54
2.

3.
2
に
従
っ
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
締
付
け
接
続
の
使
用
は
，
避
け
た
ほ
う

が
よ
い
。

 

                  

雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
目
的
の
た
め
に
最
適
の
接
地
設
備
と
し
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
の
基
礎
接
地
極
に
は
，
次
の
利
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

 

①
 
十
分
に
低
い
抵
抗
値
が
得
ら
れ
る
。

 

②
 
落
雷
時
に
お
い
て
被
保
護
物
全
体
と
そ
の
周
辺
の
接
地
電
位
を
一
様
に
し
，
接
地
電
位
傾
度
を
極
力
小
さ
く
し
て
，
被
害
が
発
生

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
。
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規
格
内
容
 

逐
条
解
説

 
備
 
 
考
 

C
.3

.3
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
設
し
た
基
礎
接
地
極
の
配
線
は
，
建
築
物
の
電
気
設
備
へ
の
接
続
の
た
め
，
建
築
物
内
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
取
り
出
す
適
切
な
接
続
点
（
例
え
ば
，
主
接
地
端
子
）
か
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
め
込
ん
だ
特
殊
な
接
続
ク
ラ
ン
プ
が
壁
の
表
面

に
出
る
と
こ
ろ
の
い
ず
れ
か
で
，

1
箇
所
以
上
の
端
子
の
引
出
し
口
を
も
つ
の
が
望
ま
し
い
。
接
続
点
に
お
け
る
端
子
の
引
出
し
口
は
，

保
守
及
び
測
定
目
的
の
た
め
に
接
近
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

雷
保
護
の
た
め
，
及
び
情
報
技
術
に
関
す
る
特
殊
要
求
事
項
を
も
つ
建
築
物
の
た
め
に
，
例
え
ば
，
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
の
引
下

 

げ
導
線
の
た
め
に
，
基
礎
接
地
極
の

1
以
上
の
端
子
引
き
出
し
口
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。

 

基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
側
で
土
壌
を
通
過
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
接
続
の
た
め
に
，
鋼
線
の
腐
食
問
題
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（

C
.4
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
接
続
の
た
め
に
，
そ
れ
ら
の
端
子
引
き
出
し
口
が
，
建
築
物
の
内
側
か
ら
，
又
は
地
表
上
の
適
切

な
高
さ
の
外
側
か
ら
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
入
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

C
.3

.4
 
端
子
引
出
口
が
あ
る
接
地
極
の
最
少
断
面
積
に
関
し
て
は
，
表

54
.1
の
規
定
値
を
適
用
す
る
。
接
続
は
，
確
実
に
，
か
つ
，
電

気
的
に
十
分
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

54
2.

3.
2
参
照
）。

 

C
.3

.5
 
建
築
物
の
基
礎
の
鉄
筋
は
，
そ
れ
が

54
2.

3.
2
に
よ
り
確
実
に
接
続
さ
れ
て
い
る
と
い
う
条
件
で
，
接
地
極
と
し
て
用
い
て
よ

い
。
鉄
筋
と
の
，
及
び
鉄
筋
の
溶
接
接
続
は
，
建
築
物
の
構
造
設
計
及
び
構
造
解
析
の
責
任
者
の
許
可
を
必
要
と
す
る
。
巻
き
付
け
鉄

線
の
み
に
よ
る
接
続
は
，
保
護
目
的
に
は
適
切
で
は
な
い
が
，
情
報
技
術
の
た
め
の

E
M

C
目
的
の
た
め
に
は
十
分
で
あ
る
。
予
め
応

力
が
加
わ
っ
て
い
る
鉄
筋
は
，
電
極
と
し
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

 

補
強
の
た
め
に
，
よ
り
小
さ
い
直
径
の
ワ
イ
ヤ
か
ら
造
ら
れ
た
溶
接
さ
れ
た
グ
リ
ッ
ド
が
用
い
ら
れ
る
な
ら
ば
，
そ
れ
ら
が
端
子
引

出
口
に
，
又
は
少
な
く
と
も
表

54
.1
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
同
一
の
断
面
積
を
提
供
す
る
接
地
極
の
他
の
部
分
に

1
以
上
の

異
な
っ
た
点
で
，
確
実
に
接
続
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
，
そ
れ
ら
を
接
地
極
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

C
.3

.6
 
接
地
極
の
配
線
は
，
よ
り
大
き
な
基
礎
の
異
な
っ
た
部
分
間
を
結
ば
ず
に
配
線
す
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
所

に
は
，
必
要
と
さ
れ
る
電
気
接
続
を
提
供
す
る
た
め
に
，
適
応
性
の
あ
る
接
続
器
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
側
に
設
置
す
る
の
が
望
ま
し

い
。

 

C
.3

.7
 
単
一
基
礎
（
例
え
ば
，
大
規
模
ホ
ー
ル
の
構
造
体
の
た
め
の
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
は
，
適
切
な
接
地
線
を
用

い
て
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
他
の
部
分
へ
接
続
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
土
壌
内
に
埋
め
込
ん
で
い
る
こ
の
よ
う
な
接
続

に
つ
い
て
は
，
箇
条

C
.4
を
参
照
の
こ
と
。

 

 

C
.4
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
外
側
に
あ
る
他
の
接
地
し
た
設
備
に
対
し
て
可
能
な
腐
食
問
題
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
埋
設
し
た
通
常
の
鋼
材
（
裸
又
は
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
）
は
，
土
壌
に
埋
め
込
ん
だ
銅
の
電
気
化
学
電
位
と
等
し
い

電
気
化
学
電
位
を
も
つ
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
基
礎
近
傍
の
土
壌
に
埋
設
さ
れ
，
か
つ
，
コ
ン
ク
リ
ー

ト
埋
設
基
礎
接
地
極
と
接
続
し
て
い
る
鋼
材
か
ら
作
ら
れ
た
他
の
接
地
設
備
に
電
気
化
学
的
腐
食
の
危
険
が
あ
る
。

 

こ
の
影
響
は
，
大
規
模
建
築
物
の
鉄
筋
入
り
基
礎
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

そ
れ
故
に
，
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル
又
は
さ
も
な
け
れ
ば
湿
度
に
対
し
て
適
切
に
事
前
に
作
ら
れ
た
保
護
に
よ
っ
て
良
好
に
保
護
さ
れ

た
接
地
極
を
除
き
，
い
か
な
る
鋼
性
接
地
極
も
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
直
接
に
土
壌
の
中
へ
設
置
し
て
は
な
ら
な
い
。
溶
融
亜
鉛
め

っ
き
の
被
覆
若
し
く
は
塗
装
に
よ
る
保
護
又
は
後
か
ら
施
す
他
の
類
似
の
材
料
に
よ
る
保
護
は
，
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
十
分
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
な
建
築
物
の
周
囲
及
び
近
傍
の
追
加
接
地
設
備
は
，
こ
の
接
地
設
備
の
こ
の
部
分
に
対
し
て
十
分
な
寿
命
を
与
え
る
た

め
に
，
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼
か
ら
は
作
ら
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

  

C
.5
 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
埋
設
基
礎
接
地
極
の
完
成

 

C
.5

.1
 
接
地
極
の
接
続
及
び
鉄
筋
の
敷
設
作
業
が
完
了
し
た
後
，
た
だ
し
，
コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
前
に
，
当
該
設
備
の
検
査
と
記
録
が

熟
練
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
，
記
述
，
図
面
及
び
写
真
を
含
む
こ
と
が
望
ま
し
く
，
そ
し
て
電
気
設
備

           C
.3

.5
の
｢予

め
応
力
が
加
わ
っ
て
い
る
鉄
筋
｣と

は
，
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
緊
張
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
高
強
度

鋼
材
で
，
雷
電
流
が
流
れ
て
熱
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
懸
念
が
あ
る
（

54
2.

2.
3
の
解
説
参
照
）。

 

     C
.3

.6
の
「
適
切
な
適
用
性
の
あ
る
接
続
器
」
と
は
，
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
用
バ
ー
を
配
し
た
接
地
端
子
箱
を
指
す
。
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に
関
す
る
全
て
の
記
録
の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
（

IE
C

 6
03

64
-6

参
照
）。

 

C
.5

.2
 
基
礎
に
用
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
，
立
法
メ
ー
タ
ー
当
た
り

24
0 

kｇ
以
上
の
セ
メ
ン
ト
か
ら
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
は
，
接
地
極
の
下
の
す
べ
て
の
空
間
を
充
填
す
る
た
め
に
，
適
切
な
準
液
体
の
粘
性
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

附
属
書

D
 

（
参
考
）
 

土
壌
埋
設
接
地
極
の
施
工
 

 

D
.1
 
一
般
事
項

 

 
接
地
極
の
抵
抗
は
，
そ
の
寸
法
，
そ
の
形
状
及
び
そ
れ
を
埋
設
し
て
い
る
土
壌
の
抵
抗
率
に
依
存
す
る
。
こ
の
抵
抗
率
は
，
あ
る
場

所
か
ら
他
の
場
所
へ
と
し
ば
し
ば
変
化
し
，
ま
た
深
さ
に
よ
っ
て
も
変
化
す
る
。

 

土
壌
の
抵
抗
率
は
，
Ω
ｍ
で
表
わ
す
：
数
値
的
に
は
，
断
面
積

1ｍ
２
で
長
さ

1ｍ
の
円
筒
の
土
の
抵
抗
を
Ω
で
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
地
表
面
及
び
植
物
の
成
長
の
状
況
は
，
接
地
極
の
施
工
に
関
し
て
，
土
壌
の
特
性
に
つ
い
て
の
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
る
。
類
似
の

土
壌
に
お
い
て
施
工
し
た
接
地
極
に
関
す
る
測
定
結
果
は
，
よ
り
良
い
目
安
を
提
供
す
る
。

 

土
壌
の
抵
抗
率
は
，
そ
の
湿
度
と
そ
の
温
度
に
依
存
し
，
そ
の
両
方
は

1
年
を
通
し
て
変
化
す
る
。
湿
度
自
体
は
，
土
壌
の
粒
状
性

及
び
そ
の
多
孔
性
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。
実
際
に
は
土
壌
の
抵
抗
率
は
，
湿
度
が
低
減
し
た
と
き
は
増
加
す
る
。

 

水
の
あ
る
地
層
は
，
そ
れ
が
川
に
接
近
し
て
い
る
場
合
，
接
地
極
の
施
工
に
適
し
て
い
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
実
際
に
こ
れ
ら

の
層
は
，
石
の
多
い
土
壌
で
構
成
さ
れ
，
非
常
に
浸
透
性
が
あ
り
，
そ
し
て
自
然
の
フ
ィ
ル
タ
で
浄
化
さ
れ
た
水
が
容
易
に
浸
透
し
て
，

高
い
抵
抗
率
を
示
す
。
深
打
ち
棒
は
，
よ
り
良
い
導
電
性
を
も
つ
深
い
土
壌
に
達
す
る
よ
う
に
打
ち
込
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

霜
は
，
か
な
り
土
壌
抵
抗
率
を
増
し
，
凍
っ
た
層
で
は
数
千
Ω
ｍ
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
凍
っ
た
層
の
厚
み
は
，
あ
る
地

域
で
は
，

1 
ｍ
以
上
に
な
り
得
る
。

 

 
乾
燥
も
ま
た
土
壌
抵
抗
率
を
増
大
す
る
。
乾
燥
の
影
響
は
，
あ
る
地
域
で
は
深
さ

2 
ｍ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
に
お
け
る
抵
抗
率
の
値
は
，
霜
の
期
間
に
起
こ
る
抵
抗
率
と
桁
数
で
あ
る
。

 

 

D
.2
 
土
壌
抵
抗
率

 

表
D

.5
4.

1
は
，
い
く
つ
か
の
種
類
の
土
壌
に
対
す
る
抵
抗
率
の
値
を
情
報
と
し
て
示
す
。

 

表
D

.5
4.

2
は
，
そ
の
抵
抗
率
は
同
じ
種
類
の
土
壌
に
関
し
て
，
大
き
な
比
率
で
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
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考
 

表
D

.5
4.

1－
土
壌
の
種
類
に
関
す
る
抵
抗
率

 

大
地
の
性
質

 
抵
抗
率

 

Ω
ｍ

 

湿
地

 

沖
積
層

 

腐
植
土

 

湿
っ
た
泥
炭

 

～
30

 

20
～

10
0 

10
～

15
0 

5～
10

0 

可
鍛
性
の
あ
る
粘
土

 

泥
炭
土
及
び
堅
く
締
ま
っ
た
粘
土

 

ジ
ュ
ラ
紀
の
泥
灰
土

 

50
 

10
0～

20
0 

30
～

40
 

粘
土
質
の
砂

 

シ
リ
カ
含
有
の
砂

 

裸
の
石
の
多
い
土
壌

 

芝
で
覆
わ
れ
た
石
の
多
い
土
壌

 

50
～

50
0 

20
0～

3 
00

0 

1 
50

0～
3 

00
0 

30
0～

50
0 

や
わ
ら
か
い
石
灰
岩

 

締
ま
っ
た
石
灰
岩

 

ひ
び
の
入
っ
た
石
灰
岩

 

片
岩

 

マ
イ
カ
片
岩

 

10
0～

30
0 

1 
00

0～
5 

00
0 

50
0～

1 
00

0 

50
～

30
0 

80
0 

風
化
作
用
を
受
け
た
花
崗
岩
及
び
砂
山

 

花
崗
岩
及
び
非
常
に
劣
化
し
た
砂
山

 

1 
50

0～
10

 0
00

 

10
0～

60
0 

 

接
地
極
抵
抗
の
最
初
の
概
算
を
可
能
に
す
る
た
め
に
，
表

D
.5

4.
2
に
示
す
平
均
値
を
使
用
し
て
計
算
し
て
も
よ
い
。

 

こ
れ
ら
の
値
か
ら
行
う
計
算
が
接
地
極
抵
抗
の
単
な
る
概
算
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
，
明
白
で
あ
る
。
箇
条

D
.3
に
示
す
公
式
を
使
っ
た

後
，
こ
の
抵
抗
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
そ
の
土
の
平
均
抵
抗
率
値
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
知
見
は
，
類

似
の
条
件
に
お
い
て
行
う
次
の
作
業
に
対
し
て
有
用
で
あ
る
。

 

表
D

.5
4.

2－
土
壌
の
異
な
る
種
類
に
対
す
る
抵
抗
率
の
変
化

 

土
壌
の
性
質

 
抵
抗
率
の
平
均
値

 

Ω
ｍ

 

粘
液
性
の
耕
地
の
土
壌
，
湿
気
の
あ
る
締
っ
た
盛
土

 

や
せ
た
耕
地
の
土
，
砂
利
，
粗
い
盛
土

 

裸
の
石
の
多
い
土
，
乾
燥
し
た
砂
，
不
浸
透
性
の
岩
盤

 

50
 

50
0 

3 
00

0 

 

D
.3
 
土
壌
埋
設
接
地
極

 

D
.3

.1
 
構
成
部
品

 

接
地
極
は
，
次
の
土
壌
に
埋
め
込
ん
だ
素
材
で
構
成
で
き
る
。

 

－
 
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鋼

 

－
 
銅
被
覆
鋼

 

－
 
電
着
で
銅
め
っ
き
し
た
鋼
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－
 
ス
テ
ン
レ
ス
ス
チ
ー
ル

 

－
 
裸
銅

 

 
異
な
る
特
性
の
金
属
間
の
接
続
は
，
土
壌
と
接
触
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
般
的
に
は
，
他
の
金
属
及
び
合
金
は
，
使
用
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
。

 

 
次
の
部
品
の
最
小
厚
さ
と
直
径
に
お
い
て
，
通
常
，
化
学
的
及
び
機
械
的
劣
化
の
危
険
が
考
慮
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
寸
法
は
，

腐
食
の
重
要
な
危
険
が
存
在
す
る
状
況
で
は
，
十
分
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
，
電
気
鉄
道
の
帰
還
直
流
電
流
又
は
カ
ソ
ー
ド

防
食
用
設
備
の
近
傍
に
お
け
る
漏
れ
電
流
が
循
環
す
る
土
壌
内
で
は
，
こ
の
よ
う
な
危
険
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
，
特
別
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
接
地
極
は
，
利
用
で
き
る
土
壌
の
最
も
湿
気
の
あ
る
部
分
に
埋
設
す
る
の
が
望
ま
し
い
。
浸
透
が
そ
れ
ら
を
腐
食
す
る
可
能
性

 

の
あ
る
廃
物
（
肥
料
，
液
体
肥
料
，
化
学
製
品
，
石
炭
な
ど
）
か
ら
，
離
し
て
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
そ
し
て
，
人
の
出

 

入
り
の
多
い
場
所
か
ら
は
，
出
来
る
だ
け
離
し
て
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 

D
.3

.2
 
接
地
極
抵
抗
の
評
価

 

a)
 
水
平
埋
設
導
体

 

 
 
水
平
埋
設
導
体
（

54
2.

2.
3
及
び
表

54
.1
参
照
）
で
実
現
す
る
接
地
極
抵
抗
（

R
）
は
，
次
式
に
よ
り
概
算
で
き
る
。

 

L
R

ρ
＝

2
 

こ
こ
に
，
ρ
：
土
壌
の
抵
抗
率
（
Ω
ｍ
）

 

L：
導
体
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
る
溝
（

tr
en

ch
）
の
長
さ
（
ｍ
）

 

溝
の
中
で
曲
が
り
く
ね
っ
た
経
路
を
も
つ
導
体
の
敷
設
は
，
接
地
極
の
抵
抗
を
著
し
く
改
善
し
な
い
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

実
際
に
は
，
こ
れ
ら
の
導
体
は
，
次
の
二
つ
の
異
な
っ
た
方
法
で
敷
設
さ
れ
る
。

 

－
 
建
築
物
の
基
礎
接
地
極
：
こ
れ
ら
の
接
地
極
は
，
建
築
物
の
全
周
を
囲
む
基
礎
ル
ー
プ
で
作
ら
れ
て
い
る
。
考
慮
す
べ
き
長

さ
は
，
建
築
物
の
周
囲
で
あ
る
。

 

－
 
水
平
溝
：
導
体
は
，
こ
の
目
的
の
溝
掘
削
に
お
い
て
，
約

1ｍ
の
深
さ
で
埋
設
さ
れ
る
。

 

 
 
 
溝
は
石
，
灰
又
は
類
似
の
材
料
で
満
た
す
の
は
望
ま
し
く
な
い
が
，
し
か
し
湿
度
を
保
ち
易
い
大
地
が
望
ま
し
い
。

 

b)
 
埋
設
板

 

 
 
二
つ
の
表
面
が
土
壌
と
良
好
な
接
触
を
保
つ
た
め
に
，
板
全
体
を
む
し
ろ
垂
直
に
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

板
は
，
そ
れ
ら
の
天
端
が
ほ
ぼ

1ｍ
の
深
さ
に
位
置
す
る
よ
う
に
埋
設
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

十
分
な
深
さ
に
埋
設
し
た
板
状
接
地
極
の
抵
抗
（

R
）
は
，
ほ
ぼ
次
式
に
等
し
い
。

 

L
R

ρ
＝

0.
8

 

こ
こ
に
，
ρ
：
土
壌
の
抵
抗
率
（
Ω
ｍ
）

 

L：
板
の
周
辺
長
さ
（
ｍ
）

 

c)
 
垂
直
埋
設
接
地
極

 

 
 
垂
直
に
埋
設
し
た
接
地
極
の
抵
抗
（

R
）（

54
2.

2.
3
及
び
表

54
.1
参
照
）
は
，
次
式
に
よ
り
概
算
で
き
る
。

 

L
R

ρ
＝

 

こ
こ
に
，
ρ
：
土
壌
の
抵
抗
率
（
Ω
ｍ
）

 

L：
接
地
棒
又
は
パ
イ
プ
の
長
さ
（
ｍ
）
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霜
又
は
乾
燥
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
，
接
地
棒
の
長
さ
を
，

1 
ｍ
又
は

2 
ｍ
に
増
加
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

 

2
本
以
上
の
接
地
棒
が
あ
る
場
合
，

2
本
の
接
地
棒
及
び
そ
れ
以
上
の
場
合
に
お
い
て
，

1
本
の
接
地
棒
の
長
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
他
の
接

地
棒
か
ら
分
離
し
て
並
列
に
接
続
し
た
数
本
の
垂
直
接
地
棒
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
接
地
極
抵
抗
の
値
を
低
減
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

 

特
に
長
い
接
地
棒
を
使
用
で
き
る
場
合
，
土
は
め
っ
た
に
同
質
の
も
の
が
な
い
の
で
，
そ
の
よ
う
な
接
地
棒
は
，
低
い
か
又
は
無

視
で
き
る
ほ
ど
の
抵
抗
率
を
も
つ
土
の
層
に
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 

D
.4
 
接
地
極
と
し
て
の
金
属
柱

 

 
金
属
構
造
体
に
よ
っ
て
相
互
接
続
し
，
あ
る
深
さ
で
大
地
に
埋
設
し
た
金
属
柱
は
，
接
地
極
と
し
て
使
用
で
き
る
。

 

埋
設
金
属
柱
の
抵
抗
（

R
）
は
，
次
式
に
よ
り
概
算
で
き
る
。

 

dL

L
R

3
lo

g
36

6
.0

10

ρ
＝

 

こ
こ
に
，

L：
金
属
柱
の
埋
め
込
み
長
さ
（
ｍ
）

 

d：
金
属
柱
を
囲
む
円
筒
の
直
径
（
ｍ
）

 

ρ
：
土
の
抵
抗
率
（
Ω
ｍ
）

 

 
建
築
物
の
周
囲
に
設
置
し
た
相
互
接
続
の
セ
ッ
ト
は
，
基
礎
接
地
極
と
同
じ
オ
ー
ダ
ー
の
抵
抗
を
も
っ
て
い
る
。

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
埋
め
込
み
の
場
合
，
接
地
極
と
し
て
の
金
属
柱
の
使
用
を
防
げ
な
い
し
，
ま
た
接
地
極
抵
抗
を
大
き
く
変
え
る
こ

と
は
な
い
。
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IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5 

E
d.

2.
0（

: 2
01

1）
 

建
築
電
気
設
備
 

第
5-
55

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
そ
の
他
の
機
器
 

序
文
 

こ
れ
は
，

20
11

年
に
第

2.
0
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5
を
基
に
，
技
術
的
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
語

の
仮
訳
で
あ
る
。

 

55
0 

概
要

 

55
0.

1 
 適

用
範
囲

 

こ
の
規
格
は
，
低
圧
発
電
機
の
選
定
と
施
工
並
び
に
固
定
設
備
と
し
て
の
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
と
施
工
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

注
記
 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
5:

20
08

，
E

le
ct

ri
ca

l 
in

st
al

la
ti

on
s 

of
 b

ui
ld

in
gs

-P
ar

t5
-5

5:
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

ti
on

 o
f 

el
ec

tr
ic

al
 

eq
ui

pm
en

ts
-O

th
er

 e
qu

ip
m

en
ts
（

ID
T
）

 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号
“

ID
T
”
は
，

IS
O

/IE
C

 G
ui

de
 2

1-
1
に
基
づ
き
，“

一
致
し
て
い
る
”
こ
と
を
示
す
。

 

55
0.

2 
引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規
格
の
う
ち

で
発
行
年
を
付
記
し
て
あ
る
も
の
は
，
記
載
の
年
の
版
だ
け
が
こ
の
規
格
の
規
定
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
の
後
の
改
正
版
･追

補
に

は
適
用
し
な
い
。
発
行
年
を
付
記
し
て
い
な
い
引
用
規
格
は
，
そ
の

終
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

00
79

-0
 
爆
発
性
雰
囲
気
で
使
用
す
る
電
気
機
械
器
具
（
す
べ
て
の
部
）

 

 
注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
00

79
 (a

ll 
pa

rt
s)

, E
le

ct
ri

ca
l a

pp
ar

at
us

 fo
r 

ex
pl

os
iv

e 
ga

s 
at

m
os

ph
er

es
 (I

D
T

 ) 

JI
S 

C
 6

03
64

-1
 
低
圧
電
気
設
備
－
第

1
部
：
基
本
的
原
則
，
一
般
特
性
の
評
価
及
び
用
語
の
定
義

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-1

:2
00

5，
L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ri
ca

l 
in

st
al

la
tio

ns
－

P
ar

t 
1：

F
un

da
m

en
ta

l 
pr

in
ci

pl
es

, 

as
se

ss
m

en
t o

f g
en

er
al

 c
ha

ra
ct

er
is

ti
cs

, d
ef

in
it

io
ns

  
(I

D
T

 ) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護
－
感
電
保
護

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1:

20
05
，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns
－

P
ar

t 4
-4

1：
P

ro
te

ct
io

n 
fo

r 
sa

fe
ty

 - 

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t e

le
ct

ri
c 

sh
oc

k 
(I

D
T

 ) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

注
記
 
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

tio
ns

 －
P

ar
t 

4-
42

：
P

ro
te

ct
io

n 
fo

r 
sa

fe
ty
－

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t t

he
rm

al
 e

ffe
ct

s 
(I

D
T

 ) 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-4

-4
3，

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ri

ca
l 

in
st

al
la

ti
on

s－
P

ar
t 

4-
43

 :
 P

ro
te

ct
io

n 
fo

r 
sa

fe
ty

 -
 

P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t o

ve
rc

ur
re

nt
 (I

D
T

 ) 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5－
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-5

-5
3:

20
01

，
E

le
ct

ri
ca

l i
ns

ta
lla

ti
on

s 
of

 b
ui

ld
in

gs
－

P
ar

t 5
-5

3：
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ri
ca

l e
qu

ip
m

en
t－

Is
ol

at
io

n,
 s

w
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tr
ol

 (I
D

T
 ) 

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

7-
71

2
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-7

-7
12

, 
 E

le
ct

ri
ca

l i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f b

ui
ld

in
gs
－

P
ar

t 7
-7

12
：

R
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r 
sp

ec
ia

l 

in
st

al
la

tio
ns

 o
r 

lo
ca

tio
ns
－

So
la

r 
ph

ot
ov

ol
ta

ic
 (P

V
) p

ow
er

 s
up

pl
y 

sy
st

em
s 

(I
D

T
 ) 

JI
S 

C
 0

36
4-

7-
71

7 
低
圧
電
気
設
備
－
第

7-
71

7
部
：
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
関
す
る
要
求
事
項
－
移
動
形
又
は
運
搬
可
能
形
ユ
ニ
ッ
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

ト
 注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
03

64
-7

-7
17

, 
 L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ri
ca

l 
in

st
al

la
ti

on
s 
－

P
ar

t 
7-

71
7：

R
eq

ui
re

m
en

ts
 f

or
 

sp
ec

ia
l i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

r 
lo

ca
ti

on
s－

M
ob

ile
 o

r 
tr

an
sp

or
ta

bl
e 

un
its

 (I
D

T
 ) 

 J
IS

 C
 0

36
5 

感
電
保
護
－
設
備
及
び
機
器
の
共
通
事
項

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
11

40
, 

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

el
ec

tr
ic

 s
ho

ck
－

C
om

m
on

 a
sp

ec
ts

 f
or

 i
ns

ta
lla

tio
n 

an
d 

eq
ui

pm
en

t (
ID

T
 ) 

 J
IS

 C
 3

66
3-

3 
定
格
電
圧

45
0／

75
0 

V
以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
－
第

3
部
：
耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

 

注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
02

45
-3

, R
ub

be
r 

in
su

la
te

d 
ca

bl
es
－

R
at

ed
 v

ol
ta

ge
s 

up
 to

 a
nd

 in
cl

ud
in

g 
 

45
0/

75
0 

V
－

P
ar

t3
: H

ea
t r

es
is

ta
nt

 s
ili

co
ne

 in
su

la
te

d 
ca

bl
es

 (I
D

T
 ) 

JI
S 

C
 8

10
5 

照
明
器
具

 

 
注
記

  
対
応
国
際
規
格
：

IE
C

 6
05

98
 (a

ll 
pa

rt
s)

, L
um

in
ai

re
s 

(I
D

T
 ) 

IE
C

 6
00

50
 (

19
5)

, 
In

te
rn

at
io

na
l 

E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l 
Vo

ca
bu

la
ry
－

P
ar

t 
19

5：
E

ar
th

in
g 

an
d 

pr
ot

ec
ti

on
 a

ga
in

st
 e

le
ct

ri
c 

sh
oc

k 

IE
C

 6
00

50
 (8

26
), 

In
te

rn
at

io
na

l E
le

ct
ro

te
ch

ni
ca

l V
oc

ab
ul

ar
y－

P
ar

t 8
26
：

E
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
ti

on
s 

of
 b

ui
ld

in
gs

 

IE
C

 6
03

31
-1

1,
 T

es
ts

 fo
r 

el
ec

tr
ic

 c
ab

le
s 

un
de

r 
fir

e 
co

nd
it

io
ns
－

C
ir

cu
it 

in
te

gr
ity

－
P

ar
t 1

1:
 A

pp
ar

at
us
－

F
ir

e 
al

on
e 

at
 a

 

fla
m

e 
te

m
pe

ra
tu

re
 o

f a
t l

ea
st

 7
50

 ℃
 

IE
C

 
60

33
1-

21
, 

Te
st

s 
fo

r 
el

ec
tr

ic
 

ca
bl

es
 

un
de

r 
fir

e 
co

nd
iti

on
s
－

C
ir

cu
it 

in
te

gr
it

y
－

P
ar

t 
21

:P
ro

ce
du

re
s 

an
d 

re
qu

ir
em

en
ts
－

C
ab

le
s 

of
 r

at
ed

 v
ol

ta
ge

 u
p 

to
 a

nd
 in

cl
ud

in
g 

0.
6／

1.
0k

Ｖ
 

IE
C

 6
04

17
 (a

ll 
pa

rt
s)

, G
ra

ph
ic

al
 s

ym
bo

ls
 fo

r 
us

e 
on

 e
qu

ip
m

en
t 

IE
C

 6
05

70
, E

le
ct

ri
ca

l s
up

pl
y 

tr
ac

k 
sy

st
em

s 
fo

r 
lu

m
in

ai
re

s 

IE
C

 6
05

98
-2

-1
3:

20
06

, L
um

in
ai

re
s－

P
ar

t 2
-1

3:
 P

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
－

G
ro

un
d 

re
ce

ss
ed

 lu
m

in
ai

re
s 

IE
C

 6
05

98
-2

-2
2:

19
97

, L
um

in
ai

re
s－

P
ar

t 2
-2

2:
 P

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
－

L
um

in
ai

re
s 

fo
r 

em
er

ge
nc

y 
lig

ht
in

g 

IE
C

 6
06

70
 (

al
l 

pa
rt

s)
, 

B
ox

es
 a

nd
 e

nc
lo

su
re

s 
fo

r 
el

ec
tr

ic
al

 a
cc

es
so

ri
es

 f
or

 h
ou

se
ho

ld
 a

nd
 s

im
ila

r 
fix

ed
 e

le
ct

ri
ca

l 

in
st

al
la

tio
ns

 

IE
C

 6
06

70
-2

1,
 B

ox
es

 a
nd

 e
nc

lo
su

re
s 

fo
r 

el
ec

tr
ic

al
 a

cc
es

so
ri

es
 fo

r 
ho

us
eh

ol
d 

an
d 

si
m

ila
r 

fix
ed

 e
le

ct
ri

ca
l i

ns
ta

lla
tio

ns

－
P

ar
t 2

1:
 P

ar
tic

ul
ar

 r
eq

ui
re

m
en

ts
 fo

r 
bo

xe
s 

an
d 

en
cl

os
ur

es
 w

ith
 p

ro
vi

si
on

 fo
r 

su
sp

en
si

on
 m

ea
ns

 

IE
C

 6
07

02
-1

, M
in

er
al

 i
ns

ul
at

ed
 c

ab
le

s 
an

d 
th

ei
r 

te
rm

in
at

io
ns

 w
ith

 a
 r

at
ed

 v
ol

ta
ge

 n
ot

 e
xc

ee
di

ng
 7

50
 V

－
P

ar
t 

1:
 

C
ab

le
s  

IE
C

 6
07

02
-2

, M
in

er
al

 i
ns

ul
at

ed
 c

ab
le

s 
an

d 
th

ei
r 

te
rm

in
at

io
ns

 w
ith

 a
 r

at
ed

 v
ol

ta
ge

 n
ot

 e
xc

ee
di

ng
 7

50
 V

－
P

ar
t 

2:
 

Te
rm

in
at

io
ns

 

IE
C

 6
09

98
 (a

ll 
pa

rt
s)

, C
on

ne
ct

in
g 

de
vi

ce
s 

fo
r 

lo
w

-v
ol

ta
ge

 c
ir

cu
its

 fo
r 

ho
us

eh
ol

d 
an

d 
si

m
ila

r 
pu

rp
os

es
－

 

P
ar

t 1
: G

en
er

al
 r

eq
ui

re
m

en
ts

 

IE
C

 6
10

48
:2

00
6,

 A
ux

ili
ar

ie
s 

fo
r 

la
m

ps
－

C
ap

ac
ito

rs
 fo

r 
us

e 
in

 t
ub

ul
ar

 fl
uo

re
sc

en
t 

an
d 

ot
he

r 
di

sc
ha

rg
e 

la
m

p 
ci

rc
ui

ts

－
G

en
er

al
 a

nd
 s

af
et

y 
re

qu
ir

em
en

ts
 

IE
C

 6
15

35
, I

ns
ta

lla
tio

n 
co

up
le

rs
 in

te
nd

ed
 fo

r 
pe

rm
an

en
t c

on
ne

ct
io

n 
in

 fi
xe

d 
in

st
al

la
tio

ns
 

IE
C

 6
19

95
  

(a
ll 

pa
rt

s)
, 

 D
ev

ic
es

 fo
r 

th
e 

co
nn

ec
ti

on
 o

f l
um

in
ai

re
s 

fo
r 

ho
us

eh
ol

d 
an

d 
si

m
ila

r 
pu

rp
os

es
 

IS
O

 8
52

8-
12

, R
ec

ip
ro

ca
ti

ng
 in

te
rn

al
 c

om
bu

st
io

n 
en

gi
ne

 d
ri

ve
n 

al
te

rn
at

in
g 

cu
rr

en
t g

en
er

at
in

g 
se

ts
－

 

P
ar

t 1
2:

 E
m

er
ge

nc
y 

po
w

er
 s

up
pl

y 
to

 s
af

et
y 

se
rv

ic
es

 

55
0.

3 
用
語
及
び
定
義
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

 
こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
。

 

55
0.

3.
1 

機
器
内
蔵
形
蓄
電
池

 (
se

lf-
co

nt
ai

ne
d 

ba
tt

er
y 

un
it

) 
 蓄

電
池
並
び
に
充
電
及
び
確
認
装
置
で
構
成
す
る
装
置
。

 

55
0.

3.
2 

非
常
用
モ
ー
ド

(n
on

-m
ai

nt
ai

ne
d 

m
od

e)
 
常
用
の
電
気
供
給
が
故
障
し
た
と
き
だ
け
運
転
す
る
，
安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠

な
電
気
機
器
の
運
転
モ
ー
ド
。

 

55
0.

3.
3 

常
用
モ
ー
ド

 (
m

ai
nt

ai
ne

d 
m

od
e)
 
常
時
運
転
す
る
，
安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠
な
電
気
機
器
の
運
転
モ
ー
ド
。

 

55
0.

3.
4 

安
全
設
備

 (
sa

fe
ty

 s
er

vi
ce

s)
 
次
の
も
の
に
対
し
て
不
可
欠
な
，
建
築
物
の
設
備
。

 

－
 
人
々
の
安
全

 

－
 
環
境
又
は
そ
の
他
の
物
質
に
対
す
る
損
傷
の
防
止

 

注
記
 
安
全
設
備
の
例
と
し
て
，
次
の
も
の
が
あ
る
。

 

－
 
非
常
（
避
難
）
照
明

 

－
 
消
火
ポ
ン
プ

 

－
 
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ

 

－
 
火
災
警
報
，
煙
警
報
，
一
酸
化
炭
素
警
報
，
侵
入
警
報
な
ど
の
警
報
設
備

 

－
 
避
難
設
備

 

－
 
排
煙
設
備

 

－
 
重
要
な
医
用
機
器

 

55
0.

3.
5 

安
全
電
源

 (
el

ec
tr

ic
al

 s
af

et
y 

so
ur

ce
) 

安
全
設
備
と
し
て
不
可
欠
な
電
気
機
器
に
対
し
て
電
気
の
供
給
を
継
続
す
る
た
め
の

電
源
。

 

55
0.

3.
6 

安
全
設
備
用
電
気
供
給
設
備

 (
el

ec
tr

ic
al

 s
up

pl
y 

sy
st

em
 fo

r 
sa

fe
ty

 s
er

vi
ce

s)
 

IE
C

 6
00

50
(8

26
) 

参
照
。

 

55
0.

3.
7 

安
全
電
源
の
定
格
運
転
時
間

 (
ra

te
d 

op
er

at
in

g 
tim

e 
of

 s
af

et
y 

so
ur

ce
) 

安
全
電
源
を
通
常
の
運
転
条
件
で
設
計
し
た
運
転

時
間
。

 

55
1 

低
電
圧
発
電
装
置

 

55
1.

1 
適
用
範
囲

 

こ
の
箇
条
は
，
電
気
設
備
の
全
体
又
は
一
部
に
，
連
続
的
又
は
必
要
時
に
電
気
を
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
低
圧
及
び
特
別
低
電
圧
発

電
装
置
の
選
定
及
び
施
工
に
関
す
る
要
求
事
項
を
提
供
す
る
。
要
求
事
項
は
，
次
の
電
力
供
給
設
備
を
も
つ
電
気
設
備
の
施
工
に
対
す
る
も
の

を
も
含
む
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
に
接
続
し
な
い
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
切
り
換
え
て
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
商
用
配
電
系
統
と
並
列
で
電
気
設
備
に
電
気
を
供
給
す
る
設
備
。

 

－
 
上
記
の
も
の
の
適
切
な
組
合
せ
。

 

こ
の
部
は
，
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る
負
荷
の
双
方
を
組
み
込
み
，
か
つ
，
電
気
安
全
に
関
す
る
要
求
事
項
を
含
む
当

該
機
器
の
製
品
規
格
が
存
在
す
る
特
別
低
電
圧
機
器
の
内
蔵
製
品
に
は
，
適
用
し
な
い
。

 

 
注
記
 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
に
接
続
し
て
い
る
設
備
内
に
設
置
す
る
際
は
，
事
前
に
電
気
事
業
者
の
要
求
事
項
を
確
か
め
る
こ
と
。

55
1.

1.
1 

次
の
動
力
源
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
内
燃
機
関

 

－
 
タ
ー
ビ
ン

 

－
 
電
動
機

 

－
 
太
陽
光
電
池
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
12

も
適
用
）

 

－
 
燃
料
電
池
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－
 
そ
の
他
の
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

 

55
1.

1.
2 

次
の
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
主
励
磁
同
期
発
電
機
及
び
他
励
磁
同
期
発
電
機

 

－
 
主
励
磁
非
同
期
発
電
機
及
び
自
励
磁
非
同
期
発
電
機

 

－
 
バ
イ
パ
ス
設
備
付
き
又
は
バ
イ
パ
ス
設
備
な
し
の
主
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ
及
び
自
励
静
止
イ
ン
バ
ー
タ

 

－
 
他
の
適
切
な
電
気
特
性
を
も
つ
発
電
装
置

 

55
1.

1.
3 

次
の
目
的
を
も
つ
発
電
装
置
の
使
用
を
対
象
と
す
る
。

 

－
 
恒
久
的
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
仮
設
設
備
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
恒
久
的
な
設
備
に
接
続
し
な
い
可
搬
形
機
器
へ
の
電
気
の
供
給

 

－
 
移
動
形
ユ
ニ
ッ
ト
へ
の
電
気
の
供
給
（

IE
C

 6
03

64
-7

-7
17

も
適
用
）

 

 55
1.

2 
一
般
要
求
事
項
 

 

55
1.

2.
1 

励
磁
及
び
整
流
の
手
段
は
，
発
電
装
置
の
目
的
と
す
る
用
途
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
，
他
の
電
源
の
安
全

及
び
適
切
な
機
能
を
，
そ
の
発
電
装
置
が
損
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
の
特
別
要
求
事
項
に
つ
い
て
は
，

55
1.

7
を
参
照
。

 

55
1.

2.
2 

推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
は
，
他
の
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電
源

又
は
組
合
せ
電
源
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
設
備
と
商
用
配
電
系
統
へ
接
続
す
る
場
合
の
保
護
装
置
の
短
絡
遮

断
容
量
と
は
，
各
電
源
の
運
転
方
法
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
，
推
定
短
絡
電
流
及
び
推
定
地
絡
電
流
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
設
備
内
の
保
護
装
置
に
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

55
1.

2.
3 

発
電
装
置
の
容
量
及
び
運
転
特
性
は
，
所
定
の
負
荷
の
接
続
後
又
は
電
圧
及
び
周
波
数
が
設
定
し
た
運
転
範
囲
を
逸
脱
し
た
こ
と

に
よ
る
遮
断
後
，
機
器
に
危
険
又
は
損
傷
を
発
生
さ
せ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
発
電
装
置
の
容
量
を
超
え
る
場
合
は
，
設
備
の
切

り
離
す
必
要
が
あ
る
部
分
を
自
動
遮
断
す
る
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
発
電
装
置
の
容
量
に
対
す
る
個
別
の
負
荷
の
大
き
さ
の
割
合
及
び
電
動
機
の
始
動
電
流
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

2 
設
備
内
の
保
護
装
置
の
，
定
め
ら
れ
て
い
る
力
率
に
注
意
を
払
う
こ
と
。

 

注
記

3 
既
存
の
建
築
物
又
は
設
備
の
中
に
発
電
装
置
を
設
置
す
る
と
，
例
え
ば
，
高
温
駆
動
部
の
導
入
，
可
燃
性
液
体
及
び
有
害
な
ガ
ス
の

存
在
な
ど
に
よ
っ
て
設
備
の
外
的
影
響
の
条
件
を
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1

参
照
）。

 

55
1.

2.
4 

断
路
に
関
す
る
保
護
手
段
の
要
素
は
，
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
す
る
箇
条

53
7
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 

 55
1.

3 
保
護
手
段
：

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
よ
る
特
別
低
電
圧

 

55
1.

3.
1 

設
備
が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
電
力
供
給
さ
れ
る
場
合
の

SE
LV

及
び

P
E

LV
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項
 

 

SE
L V

又
は

P
E

LV
が
二
つ
以
上
の
電
源
か
ら
供
給
を
受
け
る
場
合
は
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 2
00

5)
の

41
4.

3
の
要
求
事
項
を
各
電
源
に
適

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
つ
以
上
の
電
源
を
接
地
す
る
場
合
は
，

P
E

LV
を
対
象
と
す
る

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1
の

41
4.

4
の
要
求
事
項

を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
つ
以
上
の
電
源
が

41
4.

3
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
場
合
は
，
こ
の
方
式
は

F
E

LV
系
統
と
み
な
し
，

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1(

: 
20

05
)の

41
1.

7
の
要
求
事
項
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

3.
2 

特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
電
力
供
給
を
持
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
の
追
加
要
求
事
項
 

 

 
一
つ
以
上
の
電
源
の
喪
失
の
際
に
，
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
電
気
の
供
給
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
，
他
の
個
別
電
源
又
は

                   55
1.

2.
2 

注
記
の
「
力
率
」
に
つ
い
て
，

 

回
路
の
短
絡
電
流
の
う
ち
直
流
分
含
有
率
を
定
め
る
要
素
を
回
路
の
短
絡
力
率
と
い
い
，
短
絡
力
率
＝
 c

os
(t
an

-1
X/
Ｒ
)と

定
義
さ
れ
て
い
る
。

         55
1.

3
の
特
別
低
 
電
圧
回
路
の
種
類
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

SE
LV
 (
sa
fe
ty
 e
xt
ra
 l
ow
 v
ol
ta
ge
; 
安
全
特
別
低
電
圧
) 
 

危
険
な
電
圧
か
ら
 二

重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
非
接
地
回
路
で
，
 単

一
故
障
状
態
に
お
い
て
も
 E
LV
 の

範
囲

を
超
え
る
電
圧
を
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
。
公
称
電
圧
が
交
流
 2
5V
，
あ
る
い
は
直
流
 6
0V
 を

超
え
る
場
合
に
は
，
直
接
接
触
に
対
す
る
保

護
が
必
要
と
な
る
。
  

PE
LV
 (
pr
ot
ec
te
d 
ex
tr
a 
lo
w 
vo
lt
ag
e;
 保

護
特
別
低
電
圧
) 
 

危
険
な
電
圧
か
ら
二
重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
接
地
回
路
で
，
単
一
故
障
状
態
に
お
い
て
も
 E
LV
 の

範
囲
を
超

え
る
電
圧
を
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
も
の
。
通
常
，
直
接
接
触
に
対
す
る
保
護
が
必
要
と
な
る
。
  

FE
LV
 (
fu
nc
ti
on
al
 e
xt
ra
 l
ow
 v
ol
ta
ge
; 
機
能
的
特
別
低
電
圧
) 
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組
合
せ
電
源
か
ら
独
立
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
個
別
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
は
，
特
別
低
電
圧
の
対
象
と
す
る
負
荷
へ
供
給
で
き
る
能

力
を
も
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
低
電
圧
シ
ス
テ
ム
へ
の
低
電
圧
電
力
供
給
が
喪
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
他
の
特
別
低
電
圧
機

器
に
危
険
又
は
損
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
な
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
安
全
設
備
に
対
す
る
電
気
の
供
給
に
お
い
て
，
こ
の
よ
う
な
予
防
措
置
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
（

IE
C

 6
03

64
-1

(: 
20

05
)

の
箇
条

35
参
照
）。

 

         55
1.

4 
故
障
保
護
（
間
接
接
触
保
護
）

 

55
1.

4.
1 

 

他
の
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
対
し
て
独
立
し
て
運
転
で
き
る
各
電
源
又
は
組
合
せ
電
源
に
関
し
て
は
，
設
備
の
た
め
に
故
障
保
護
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
同
じ
設
備
内
又
は
設
備
の
一
部
内
で
使
用
す
る
電
源
に
よ
っ
て
故
障
保
護
手
段
が
異
な
っ
た
方
法
で
実
施
す
る
場
所
で
は
，
そ
の
有
効
性
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
，
ま
た
，
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
に
選
択
あ
る
い
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
例
え
ば
，
異
な
っ
た
接
地
系
統
を
使
用
し
て
い
る
設
備
の
部
分
間
に
電
気
的
分
離
を
施
す
変
圧
器
の
使
用
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ

る
。

 

55
1.

4.
2 

設
備
の
保
護
手
段
と
し
て

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1
に
従
っ
た
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
保
護
を
使
用
す
る
場
合
，
い
か
な
る
電
源
の
組
合

せ
に
お
い
て
も
，
そ
の
保
護
方
式
の
有
効
性
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
，
発
電
装
置
を
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
発
電
機
の
中
性
点
の
接
地
接
続
は
，
保
護
手
段
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

4.
3 

電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

55
1.

4.
3.

1 
一
般
事
項

 

 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
が
感
電
保
護
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
の
要
求
事
項

を
適
用
す
る
，
た
だ
し

55
1.

4.
3.

2
又
は

55
1.

4.
3.

3
に
示
す
特
殊
な
場
合
と
し
て
修
正
し
た
も
の
を
除
く
。

 

55
1.

4.
3.

2 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
替
え
て
電
力
供
給
す
る
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

 
発
電
機
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
か
ら
切
り
替
え
て
運
転
を
す
る
場
合
，
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
は
，
配
電
系
統
の
接
地
点
と
の
接
続

に
依
存
し
て
は
な
ら
な
い
。
適
切
な
別
の
接
地
手
段
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

4.
3.

3 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

4.
3.

3.
1 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
か
ら
電
源
供
給
を
受
け
る
設
備
に
つ
い
て
，
各
部
分
へ
の
故
障
保
護
が
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
自
動
閉
路

に
依
存
し
，
か
つ
，
バ
イ
パ
ス
ス
イ
ッ
チ
の
電
源
側
に
設
置
す
る
保
護
装
置
の
動
作
が
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
で
要
求

す
る
時
間
内
に
行
わ
れ
な
い
場
合
は
，
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
あ
る
，
同
時
に
接
触
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
と
系
統
外
導
電
性
部

分
と
の
間
に
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の

41
5.

2
に
従
っ
て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

同
時
に
接
触
可
能
な
導
電
性
部
分
相
互
間
に
要
求
さ
れ
る
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
抵
抗
は
，
次
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

危
険
な
電
圧
か
ら
少
な
く
と
も
基
礎
絶
縁
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
た
回
路
で
，
そ
の
公
称
電
圧
が
 E
LV
 の

範
囲
を
超
え
な
い
も
の
。
  

EL
V 
(e
xt
ra
 l
ow
 v
ol
ta
ge
; 
特
別
低
電
圧
) 
 

交
流
で
 5
0V
，
直
流
で
 1
20
V 
以
下
の
電
圧
。
 

た
だ
し
，
規
格
に
よ
り

SE
LV

の
定
義
が
異
な
る
。
 

・
IE
C 
60
95
0 
(J
60
95
0)
 に

お
い
て
は
，
SE
LV
 回

路
と
は
，
正
常
状
態
や
単
一
故
障
状
態
に
電
圧
が
安
全
な
値
 (
ピ
ー
ク
 4
2.
4V
 か

直
流
 6
0V
 

―
―
 故

障
状
態
で
の
ピ
ー
ク
 7
1V
 か

直
流
 1
20
V 
ま
で
の
過
渡
的
な
電
圧
は
許
容
さ
れ
る
) 
を
超
え
な
い
二
次
回
路
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
，
こ
の
規
格
で
は
 S
EL
V 
回
路
を
接
地
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
  

・
IE
C 
60
33
5-
1 
(J
60
33
5-
1)
 で

は
，
 S
EL
V 
は
，
危
険
な
電
圧
か
ら
二
重
絶
縁
か
そ
れ
と
同
等
以
上
の
絶
縁
で
分
離
さ
れ
た
，
 4
2V
 以

下
 (
無

負
荷
電
圧
は
 5
0V
 以

下
) 
の
電
圧
と
さ
れ
て
い
る
。
  

・
電
気
用
品
安
全
法
の
た
め
の
基
準
の
１
つ
で
あ
る
 J
60
59
8-
1 
(H
14
) 
で
は
 S
EL
V 
の
電
圧
の
上
限
は
 交

流
 3
0V
 か

直
流
 4
5V

と
規
定
さ
れ

て
お
り
，
こ
れ
は
 I
EC
 6
05
98
-1
 と

も
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
  

・
IE
C 
61
01
0-
1 
(J
IS
 C
 1
01
0-
1)
 の

 A
nn
ex
 で

も
 S
EL
V 
と
い
う
用
語
が
見
ら
れ
る
が
，
こ
れ
は
 s
ep
ar
at
ed
 e
xt
ra
 l
ow
 v
ol
ta
ge
 の

略

と
さ
れ
て
お
り
，
さ
ら
に
 S
EL
V 
を
接
地
し
た
も
の
を
示
す
 S
EL
V-
E 
と
い
う
用
語
も
見
ら
れ
る
。
 

                          

                                       

3-155



改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ

≦
I

R
50

 

 
 
こ
こ
に
，

I ａ
：

長
5
秒
間
静
止
コ
ン
バ
ー
タ
が
単
独
で
供
給
可
能
な

大
地
絡
電
流

 

注
記
 
こ
の
よ
う
な
機
器
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，

55
1.

7
の
要
求
事
項
も
適
用
す
る
。

 

55
1.

4.
3.

3.
2 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
又
は
フ
ィ
ル
タ
の
存
在
に
よ
っ
て
発
生
す
る
直
流
電
流
に
よ
っ
て
，
保
護
装
置
の
正
常
な
動
作
を
損
な
わ

な
い
よ
う
に
，
予
防
措
置
を
講
じ
る
か
又
は
機
器
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

4.
3.

3.
3 

静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
及
び
負
荷
側
の
両
方
に
断
路
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
こ
の
要
求
事
項
は
，
電
源
と
し
て
同
じ
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
統
合
し
て
い
る
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
電
源
側
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 55
1.

5 
過
電
流
保
護

 

55
1.

5.
1 

発
電
装
置
の
過
電
流
保
護
が
必
要
な
場
合
は
，
そ
の
装
置
を
可
能
な
限
り
発
電
機
端
子
の
近
く
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注
記
 
発
電
装
置
に
よ
る
推
定
短
絡
電
流
へ
の
寄
与
度
は
，
時
間
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
，
電
源
が
高
圧
／
低
圧
の
変
圧
器
の
装
置
に
よ
る

寄
与
度
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
が
あ
る
。

 

55
1.

5.
2 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
の
電
力
供
給
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
場
合
，
又
は
複
数
の
発
電
装
置
を
並
列
運
転

す
る
場
合
に
は
，
導
体
の
温
度
定
格
を
超
え
な
い
よ
う
に
，
高
調
波
電
流
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

高
調
波
電
流
の
影
響
は
，
次
に
よ
っ
て
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

－
 
補
償
巻
線
を
も
つ
発
電
装
置
の
選
定

 

－
 
発
電
機
の
中
性
点
に
適
切
な
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
接
続
す
る
措
置

 

－
 
回
路
は
遮
断
す
る
が
，
故
障
保
護
を
常
時
損
な
わ
な
い
よ
う
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
さ
れ
た
開
閉
器
の
設
置

 

－
 
フ
ィ
ル
タ
の
設
置

 

－
 
そ
の
他
の
適
切
な
手
段

 

注
記

1 
高
調
波
電
流
を
制
限
す
る
た
め
に
接
続
し
た
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
両
端
に
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
，

大
電
圧
に
考
慮
を
払
う

こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

15
57

-1
2
に
適
合
す
る
監
視
機
器
は
，
高
調
波
の
存
在
に
よ
る
異
常
電
圧
の
レ
ベ
ル
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。

 

 55
1.

6 
発
電
装
置
を
設
備
へ
の
常
用
電
源
と
切
り
換
え
て
電
気
の
供
給
を
行
う
場
合
の
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

6.
1 

発
電
機
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
で
き
な
い
よ
う
に
，
断
路
に
関
す
る

IE
C

 C
 6

03
64

-5
-5

3
の
当
該
要
求
事
項
に
適
合
す

る
予
防
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

適
切
な
予
防
措
置
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

 

－
 
操
作
機
構
又
は
切
換
開
閉
装
置
の
制
御
回
路
相
互
間
の
電
気
的
，
機
械
的
又
は
電
気
機
械
的
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク

 

－
 

1
個
の
可
搬
式
キ
ー
に
よ
る
施
錠
シ
ス
テ
ム

 

－
 
「
断
」
を
間
に
含
む

3
段
切
換
開
閉
器

 

－
 
適
切
な
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
機
能
を
備
え
た
自
動
切
換
開
閉
器

 

－
 
運
転
面
で
同
等
の
安
全
性
を
備
え
て
い
る
そ
の
他
の
方
法

 

 
注
記
 
発
電
機
の
制
御
回
路
の
電
源
も
含
め
て
断
路
す
る
こ
と
。

 

55
1.

6.
2 

中
性
線
を
開
閉
し
な
い

T
N

-S
系
統
の
場
合
，
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
点
接
地
の
並
列
経
路
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
誤
動
作
を

回
避
す
る
位
置
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
T

N
系
統
で
は
，
雷
に
起
因
す
る
誘
導
電
圧
サ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
妨
害
電
圧
を
回
避
す
る
た
め
に
，
商
用
配
電
系
統
の
中
性
線
又
は

                        IE
C

  
61

55
7-

12
：
交
流

1 
00

0Ｖ
，
直
流

1 
50

0Ｖ
以
下
の
低
圧
配
電
系
統
に
お
け
る
電
気
安
全
－
第

12
部
：
測
定
及
び
監
視
用
機
器
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P
E

N
導
体
か
ら
設
備
の
中
性
線
を
切
り
離
す
こ
と
が
望
ま
し
い
場
合
が
あ
る
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 C

 6
03

64
-4

-4
4(

: 2
00

7)
の

44
4.

4.
7
も
参
照
。

 

 55
1.

7 
発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
を
含
む
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
設
備
に
対
す
る
追
加
要
求
事
項

 

55
1.

7.
1 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
発
電
装
置
を
使
用
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

2
に
従
っ
た
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

及
び

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

3
に
従
っ
た
過
電
流
保
護
は
，
す
べ
て
の
場
合
に
，
そ
の
有
効
性
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

分
岐
回
路
内
の
特
定
の
電
気
使
用
機
器
に
電
力
供
給
す
る
た
め
の
無
瞬
断
電
力
供
給
が
分
岐
回
路
に
施
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
い
て
，
発
電

装
置
は
設
備
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
2 

他
の
電
源
と
並
列
に
追
加
電
源
と
し
て
使
用
す
る
発
電
装
置
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
電
源
側

 

 
－
 
設
備
の
分
岐
回
路
に
関
し
て
す
べ
て
の
保
護
器
の
負
荷
側
，
し
か
し
こ
の
場
合
，
次
の
す
べ
て
の
追
加
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

 

a)
 
分
岐
回
路
の
電
線
は
，
次
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

I ｚ
≧

I ｎ
＋

I ｇ
 

こ
こ
に
，

I ｚ
：
分
岐
回
路
電
線
の
許
容
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｎ
：
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
定
格
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

I ｇ
：
発
電
装
置
の
定
格
出
力
電
流

 

  
 
 

b)
 
発
電
装
置
は
，
プ
ラ
グ
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
方
法
で
分
岐
回
路
に
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

c)
 

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の
箇
条

41
1
又
は
箇
条

41
5
に
従
っ
た
分
岐
回
路
の
保
護
用
漏
電
遮
断
器
は
，
中
性
線
を
含
む
す

べ
て
の
線
導
体
を
遮
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 

d)
 
分
岐
回
路
及
び
発
電
装
置
の
線
導
体
及
び
中
性
線
は
，
分
岐
回
路
用
保
護
器
の
二
次
側
で
大
地
へ
接
続
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
分
岐
回
路
用
保
護
器
が
線
導
体
及
び
中
性
線
を
遮
断
す
る
場
合
を
除
き
，
発
電
装
置
を
そ
の
分
岐
回
路
用
の
す
べ
て
の
保
護
器
の
負

荷
側
で
分
岐
回
路
に
設
置
す
る
場
合
，

IE
C

 C
 6

03
64

-4
-4

1(
: 2

00
5)
の

41
1.

3.
2
に
従
っ
た
遮
断
時
間
は
，
分
岐
回
路
用
保
護
器
の

遮
断
時
間
と
発
電
装
置
の
出
力
電
圧
を

50
 V

以
下
に
低
下
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
時
間
と
の
組
合
せ
で
あ
る
。

 

 55
1.

7.
3 

商
用
配
電
系
統
を
含
め
て
，
他
の
電
源
と
並
列
運
転
す
る
発
電
装
置
の
選
定
及
び
使
用
に
当
た
っ
て
は
，
力
率
，
電
圧
変
動
，
高

調
波
ひ
ず
み
，
直
流
成
分
，
不
平
衡
，
始
動
，
同
期
又
は
電
圧
フ
リ
ッ
カ
現
象
の
面
で
，
商
用
配
電
系
統
及
び
他
の
設
備
に
対
し
て
有
害
な
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
用
配
電
系
統
の
場
合
は
，
電
気
事
業
者
と
，
特
別
な
要
求
事
項
に
つ
い
て
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
期
が
必
要
な
場
合
は
，
周
波
数
，
位
相
及
び
電
圧
を
調
整
す
る
自
動
同
期
装
置
を
利
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

55
1.

7.
4 

発
電
装
置
が
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
を
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数
の

正
常
な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
自
動
遮
断
装
置
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
保
護
の
種
類
，
感
度
及
び
動
作
時
間
は
，
商
用
配
電
系
統
の
保
護
及
び
接
続
さ
れ
る
発
電
装
置
の
数
に
よ
る
。
そ
し
て
，
電
気
事
業
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
が
あ
る
場
合
，
遮
断
装
置
は
，
こ
の
静
止
形
コ
ン
バ
ー
タ
の
負
荷
側
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
5 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
電
力
供
給
の
遮
断
若
し
く
は
電
力
供
給
端
で
の
電
圧
又
は
周
波
数
の
正

常
な
電
力
供
給
の
た
め
の
規
定
値
か
ら
の
逸
脱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
，
商
用
配
電
系
統
へ
の
発
電
装
置
の
接
続
を
防
止
す
る
装
置
を
設
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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55
1.

7.
6 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
と
並
列
運
転
す
る
場
合
は
，
商
用
配
電
系
統
か
ら
発
電
装
置
を
切
り
離
す
こ
と
が
可
能
な
装
置
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
切
り
離
す
手
段
は
，
国
の
規
定
及
び
配
電
系
統
管
理
者
の
要
求
事
項
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
1.

7.
7 

発
電
装
置
を
商
用
配
電
系
統
か
ら
切
り
換
え
る
電
源
と
し
て
も
運
転
す
る
場
合
は
，
設
備
も
ま
た

55
1.

6
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 

55
1.

8 
据
置
き
形
蓄
電
池
を
組
み
込
ん
だ
設
備
に
関
す
る
要
求
事
項

 

55
1.

8.
1 

据
置
き
形
蓄
電
池
は
，
技
能
者
及
び
熟
練
者
だ
け
が
接
近
で
き
る
よ
う
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
通
常
，蓄

電
池
は
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
又
は
小
形
の
蓄
電
池
は
安
全
な
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
設
置
す
る
こ

と
を
要
求
し
て
い
る
。

 

 
そ
の
よ
う
な
場
所
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，
適
切
に
換
気
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
1.

8.
2 

蓄
電
池
の
接
続
は
，
絶
縁
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
よ
る
基
本
保
護
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
，
又
は
電
位
差

12
0 

V
超
過
の

二
つ
の
裸
導
体
部
分
に
無
意
識
に
同
時
に
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 55
9 

照
明
器
具
及
び
照
明
設
備

 

55
9.

1 
適
用
範
囲

 

 
こ
の
箇
条
の
特
別
要
求
事
項
は
，
固
定
設
備
の
一
部
を
意
図
し
た
照
明
器
具
及
び
照
明
設
備
の
選
定
及
び
施
工
に
適
用
す
る
。
 

 

 
照
明
設
備
の
特
殊
タ
イ
プ
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，
次
の
規
格
を
包
含
す
る
。
 

 

 
－
 
水
泳
プ
ー
ル
及
び
噴
水
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
02

 

 
－
 
展
示
会
，
シ
ョ
ー
及
び
ス
タ
ン
ド
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
11

 

 
－
 
家
具
に
お
け
る
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
13

 

 
－
 
屋
外
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
14

 

 
－
 
特
別
低
電
圧
照
明
設
備
に
関
し
て
は

IE
C

 6
03

64
-7

-7
15

 

 
こ
の
箇
条
の
要
求
事
項
は
，
次
の
も
の
に
は
適
用
し
な
い
。

 

 
－
 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）

 

 
 
 
注
記

1 
低
圧
供
給
の
高
電
圧
サ
イ
ン
（
ネ
オ
ン
管
と
呼
ぶ
）
に
関
す
る
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
4
に
含
ま
れ
る
。

 

 
－
 
定
格
無
負
荷
出
力
電
圧

1k
V
超
～

10
kV

以
下
の
サ
イ
ン
及
び
発
光
放
電
管
設
備
 
 
 

 

－
 
臨
時
の
ツ
リ
ー
状
照
明

 

 
 
 
注
記

2 
照
明
器
具
の
安
全
要
求
事
項
は
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
。
 

 

55
9.

2 
用
語
及
び
定
義

 

 
こ
の
箇
条
の
目
的
の
た
め
，
次
の
用
語
に
加
え
て

IE
C

 6
03

64
-1
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
，

IE
C

 6
00

50
-1

95
，

IE
C

 6
00

50
-8

26
及

び
IE

C
 6

05
70

の
一
般
的
な
用
語
及
び
定
義
を
適
用
す
る
。

 

  55
9.

2.
1 

照
明
器
具
（

L
um

in
ai

re
）

 

 
1
本
以
上
の

 ラ
ン
プ
か
ら
放
射
さ
れ
た
光
を
配
光
し
，
濾
光
し
又
は
変
換
し
，
か
つ
，
ラ
ン
プ
を
固
定
し
，
保
護
す
る
た
め
に
必
要
と
な

る
ラ
ン
プ
を
除
く
す
べ
て
の
部
品
を
含
み
，
さ
ら
に
必
要
な
場
合
は
，
照
明
器
具
を
電
源
に
接
続
す
る
手
段
と
共
に
回
路
の
附
属
品
を
含
む
器

具
 

［
IE

C
 6

00
50

-8
45

: 1
98

7,
 8

45
-1

0-
01
］

 

              照
明
器
具
自
体
に
関
す
る
安
全
要
求
事
項
は
，

JI
S 

C
 8

10
5
シ
リ
ー
ズ
「
照
明
器
具
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
部
分
が
適
用
さ
れ
る
。
 

         IE
C

 6
05

98
-2

-1
4 

:照
明
器
具
－
第

2-
14

部
 
特
定
要
求
事
項
－
冷
陰
極
管
状
放
電
ラ
ン
プ
（
ネ
オ
ン
管
）
及
び
類
似
機
器

 

    IE
C

 6
00

50
 

:J
IS

 Z
 8

11
5 

デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語

 

IE
C

 6
00

50
-1

95
 

:デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

19
5
部
 
接
地
及
び
感
電
保
護

 

IE
C

 6
00

50
-8

26
 

:デ
イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

82
6
部
 
電
気
設
備

  

IE
C

 6
05

70
 

:J
IS

 C
 8

47
3 

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
 
照
明
器
具
用
ダ
ク
ト
の
安
全
性
要
求
事
項

 

     IE
C

 6
00

50
-8

45
 
:デ

イ
ベ
ン
ダ
ビ
リ
テ
ィ
（
信
頼
性
）
用
語
－
第

84
5
部
 
照
明
  

                    7-
71

3
は
適
用
除
外
。
 

   

3-158



改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

55
9.

2.
2 

照
明
器
具
の
展
示
台
（

D
is

pl
ay

 s
ta

nd
s 

fo
r 

lu
m

in
ai

re
s）

 

  
照
明
器
具
を
展
示
す
る
た
め
に
使
用
す
る
売
店
又
は
売
店
の
一
部
に
置
く
恒
久
的
な
台

 

 
注
記
 
次
の
も
の
は
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
。

 

－
 
頒
布
会
用
の
台
で
，
そ
の
会
の
期
間
中
照
明
器
具
を
接
続
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の

 

－
 
照
明
器
具
を
恒
久
的
に
接
続
し
て
い
る
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル

 

－
 
差
込
接
続
器
で
接
続
可
能
な
一
連
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
た
展
示
パ
ネ
ル

 

 

55
9.

3 
設
備
に
関
す
る
一
般
要
求
事
項

 

 
照
明
器
具
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
て
選
定
及
び
施
工
を
行
い
，
か
つ
，

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

照
明
器
具
用
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ダ
ク
ト
は
，

IE
C

 6
05

70
の
要
求
事
項
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
ラ
ン
プ
と
制
御
装
置
と
の
間
の
よ
う
な
適
合
性
に
関
し
て
は

51
2.

1.
5
を
引
用
す
る
こ
と
。
照
明
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
，

低
限
次
の
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 
 
 
 
－
 
始
動
電
流

 

 
 
 
 
－
 
高
調
波
電
流

 

 
 
 
 
－
 
電
流
の
補
正

 

 
 
 
 
－
 
漏
れ
電
流

 

 
 
 
 
－
 

初
の
放
電
電
流

 

 
 
 
 
－
 
耐
電
圧
降
下

 

注
記

2 
保
護
装
置
及
び
制
御
装
置
の
適
正
な
選
択
に
つ
い
て
は
，
ラ
ン
プ
か
ら
発
生
さ
れ
る
す
べ
て
の
周
波
数
に
関
連
す
る
電
流
及
び
す

べ
て
の
過
渡
的
な
電
流
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

注
記

 3
 
照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
制
御
装
置
及
び
照
明
設
備
に
使
用
す
る
記
号
の
説
明
に
関
し
て
は
，
附
属
書
Ａ
参
照
。

 

こ
の
箇
条
の
目
的
と
し
て
，
変
圧
器
／
コ
ン
バ
ー
タ
が
な
く
，
か
つ
，
直
列
に
接
続
し
た
特
別
低
電
圧
（

E
LV

）
電
球
を
使
用
し
て
い
る

照
明
器
具
は
，
低
圧
機
器
と
考
え
る
べ
き
で
，
特
別
低
電
圧
（

E
LV

）
機
器
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
照
明
器
具
は
，
ク

ラ
ス
Ⅰ
機
器
か
又
は
ク
ラ
ス
Ⅱ
機
器
の
ど
ち
ら
か
と
す
べ
き
で
あ
る
。
 

 

カ
ー
テ
ン
ボ
ッ
ク
ス
又
は
他
の
建
築
上
の
若
し
く
は
装
飾
的
な
建
物
の
場
所
の
内
に
取
り
付
け
た
照
明
器
具
は
，
カ
ー
テ
ン
又
は
ブ
ラ
イ
ン

ド
の
存
在
及
び
／
又
は
操
作
に
よ
っ
て
悪
影
響
が
な
い
よ
う
に
，
か
つ
，
普
通
の
使
用
に
お
い
て
火
災
又
は
感
電
の
危
険
を
生
じ
な
い
よ
う
に

選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

           

55
9.

2.
2 

は
，
照
明
器
具
の
展
示
台
に
つ
い
て
用
語
の
定
義
を
し
て
い
る
が
，
展
示
台
と
は
み
な
さ
な
い
も
の
と
し
て
は
，
短
期
の
仮
設
展
示
台

や
臨
時
の
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
三
つ
の
具
体
例
を
示
し
規
定
し
て
い
る
。
 

      55
9.

3
の
注
記

1「
電
流
の
補
正
（

 c
om

pe
ns

at
io

n 
）」

に
関
し
て
：

 

 
照
明
設
備
の
回
路
設
計
に
お
い
て
，
放
電
灯
の
よ
う
な
力
率
の
悪
い
照
明
器
具
の
設
備
容
量
に
は
，
定
格
容
量
に
無
効
電
力
分
を
も
加
味
し
て

設
計
電
流
を
計
算
し
な
け
れ
ば
な
い
。
こ
こ
で
は
，
そ
の
こ
と
を
「
電
流
の
補
正
」
と
表
現
し
て
い
る
。

 

            JI
S 

C
 8

10
5-

1（
照
明
器
具
－
第

1
部
 
安
全
性
要
求
事
項
通
則
）
に
よ
れ
ば

 

ク
ラ
ス

0
照
明
器
具
（
普
通
型
照
明
器
具
に
だ
け
適
用
で
き
る
）

 

 
基
礎
絶
縁
に
よ
っ
て
感
電
に
対
す
る
保
護
を
行
う
照
明
器
具
。

 

ク
ラ
ス

0Ⅰ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
と
し
て
，
少
な
く
と
も
基
礎
絶
縁
を
も
ち
，
基
礎
絶
縁
部
が
破
損
し
た
場
合
に
充
電
部
と
な
る
可
触
導
電
部
を
建
物

 

 
の
固
定
配
線
の
保
護
接
地
用
導
体
に
接
続
す
る
た
め
の
接
地
用
端
子
又
は
接
地
用
口
出
し
線
を
も
ち
，
接
地
用
導
体
が
な
い
電
源
コ
ー
ド

 

 
及
び
接
地
極
が
な
い
プ
ラ
グ
を
用
い
て
い
る
照
明
器
具

 

ク
ラ
ス
Ⅰ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
が
基
礎
絶
縁
だ
け
に
依
存
し
て
お
ら
ず
，
追
加
安
全
予
防
措
置
を
も
つ
照
明
器
具

 

ク
ラ
ス
Ⅱ
照
明
器
具

 

感
電
に
対
す
る
保
護
が
，
基
礎
絶
縁
だ
け
に
依
存
し
て
お
ら
ず
，
二
重
絶
縁
又
は
強
化
絶
縁
の
よ
う
な
追
加
安
全
予
防
措
置
を
持
つ
照
明
器
具

ク
ラ
ス
Ⅲ
照
明
器
具

 

 
感
電
に
対
す
る
保
護
を
安
全
特
別
低
電
圧
（

SE
LV

）
の
電
源
に
依
存
し
，
か
つ
，
内
部
で
安
全
特
別
低
電
圧
を
超
え
る
電
圧
を
発
生
し
な
い

照
明
器
具

 

  

3-159



改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

55
9.

4 
熱
的
影
響
に
対
す
る
周
囲
の
保
護

 

 
照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
，
周
囲
環
境
に
及
ぼ
す
輻
射
及
び
対
流
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
熱
的
影
響
に
つ
い
て
，
次
の
点
を
含
め
て
考
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

a)
 
ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値
 

注
記

1 
ラ
ン
プ
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の

大
許
容
値
は
，
照
明
器
具
の
上
に
表
示
し
て
あ
る
。
 

b)
 

次
の
箇
所
又
は
範
囲
に
あ
る
近
接
材
料
の
耐
熱
性

 

－
 
施
設
箇
所

 

 
  
－
 
熱
的
影
響
を
受
け
る
範
囲

 

c)
 

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
ビ
ー
ム
の
経
路
内
に
あ
る
も
の
を
含
め
，
可
燃
性
材
料
と
の

小
離
隔
距
離

 

d)
 
照
明
器
具
の
関
連
表
示

 

注
記

2 
熱
的
影
響
の
表
示
及
び
記
号
に
関
し
て
は
，
附
属
書

B
参
照
。
 
 

  
 

 
 注

記
3 

IE
C

 6
01

55
に
従
っ
た
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
の
使
用
を
推
奨
す
る
。

 

 
照
明
器
具
に
つ
い
て
の
熱
的
保
護
に
関
す
る
追
加
要
求
事
項
は
，

42
2.

3
及
び

42
2.

4
に
示
さ
れ
て
い
る
。

 

55
9.

5 
照
明
設
備
用
の
配
線
設
備

 

55
9.

5.
1 

固
定
配
線
へ
の
接
続

 

 
配
線
設
備
は
次
の
い
ず
れ
か
の
中
で
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
06

70
の
関
連
す
る
部
に
適
合
し
た
ボ
ッ
ク
ス
。

 

 
－
 
ボ
ッ
ク
ス
内
に
設
置
し
た

IE
C

 6
19

95
に
よ
る
照
明
器
具
コ
ン
セ
ン
ト
用
接
続
器
（

D
C

L
）

 

 
－
 
配
線
設
備
に
直
接
接
続
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
電
気
機
器

 

  55
9.

5.
2 

照
明
器
具
の
取
付
け

 

 
照
明
器
具
は
，
確
実
に
構
造
の
安
定
し
た
部
材
に
適
切
な
方
法
で
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
方
法
は
，
照
明
器
具
を
支
持
で
き
る
金
属
製
付
属
品
（
例
え
ば
，
フ
ッ
ク
又
は
ス
ク
リ
ュ
ー
），

ボ
ッ
ク
ス
若
し
く
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ

ャ
（

IE
C

 6
06

70
-2

1）
又
は
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
支
持
装
置
で
も
よ
い
。

 

そ
の
固
定
方
法
は
，

5k
g
以
上
の
重
量
を
吊
る
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
照
明
器
具
が

5 
kg

以
上
の
場
合
は
，
設
置
者
は
取
付
け
方

法
が
照
明
器
具
の
重
量
を
支
持
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
固
定
手
段
の
設
置
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
照
明
器
具
，
ボ
ッ
ク
ス
，
そ
れ
ら
の
固
定
手
段
及
び
必
要
な
場
合
も
あ
る
付
属
品
の
重
量
は
，
支
持
構
造
材
の
機
械
的
能
力
に
適
合
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

1 
こ
れ
ら
の
条
件
に
お
い
て
，
天
井
又
は
吊
り
天
井
は
，
構
造
体
の
安
定
し
た
構
成
材
と
考
え
て
よ
く
，
し
た
が
っ
て
照
明
器
具
は

こ
れ
ら
に
固
定
し
て
も
よ
い
。

 

 
固
定
手
段
と
照
明
器
具
と
の
間
の
す
べ
て
の
ケ
ー
ブ
ル
又
は
コ
ー
ド
は
，
導
体
，
端
子
及
び
端
末
に
お
い
て
予
期
さ
れ
る
応
力
が
設
備
の
安

全
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記

2 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

2（
: 2

00
9）

の
52

2.
8
も
参
照
。

 

55
9.

5.
3 

通
過
配
線

 

照
明
器
具
内
の
通
過
配
線
の
施
工
は
，
通
過
配
線
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
だ
け
が
実
施
で
き
る
。

 

 
接
続
器
が
必
要
だ
が
，
配
線
が
通
過
す
る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
照
明
器
具
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
，
次
の
い
ず
れ
か
の
接
続
器
を
使

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

55
9.

4
は
，
照
明
器
具
の
選
定
に
当
た
り
熱
的
影
響
に
つ
き
考
慮
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
が
，
ど
の
よ
う
に
考
慮
す
る
か
に
つ
い
て
は
ａ
），

ｂ
），

ｃ
），

ｄ
）
の
４
 
種
類
を
記
し
て
い
る
。
 

         IE
C

 6
01

55
 

:J
IS

 C
76

19
 
蛍
光
ラ
ン
プ
用
グ
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
 
－
 
一
般
及
び
安
全
性
要
求
事
項
 

    IE
C

 6
06

70
:J

IS
 C

84
62

 
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
固
定
電
気
設
備
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
関
す
る
一
般
要
求
事
項

IE
C

 6
06

70
-2

1 
:J

IS
 C

84
62

-2
1 

第
２
１
部
 
懸
架
手
段
を
備
え
た
ボ
ッ
ク
ス
及
び
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
に
対
す
る
個
別
要
求
事
項

 

IE
C

 6
19

95
：
家
庭
用
及
び
類
似
の
目
的
で
使
用
す
る
照
明
器
具
の
接
続
器
具

 

  55
9.

5.
2
の
「「

説
明
書
」
と
は
，
通
常
，
我
が
国
に
お
い
て
は
「
取
扱
説
明
書
」
で
包
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
取
扱
説
明
書
」
に
は
，
ト
ラ
ブ

ル
の
な
い
確
実
な
施
工
を
す
る
た
め
の
説
明
及
び
長
期
間
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
注
意
事
項
な
ど
，
施
工
上
・
使
用
上
の
重
要
な
項
目
を
記
載

す
る
よ
う
，
 J
IS
 S
 0
13
7：

00
「
消
費
生
活
用
製
品
の
取
扱
説
明
書
に
関
す
る
指
針
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

参
考
 
JI
S 
C 
81
05

は
，
照
明
器
具
の
分
類
，
表
示
並
び
に
機
械
的
及
び
電
気
的
構
造
に
関
す
る
安
全
上
の
一
般
的
要
求
事
項
を
規
定
し
て
い
る
。

一
方
，
JI
S 
S 
01
37

は
，

終
使
用
者
に
製
品
を
正
し
く
安
全
に
使
用
す
る
た
め
の
方
法
を
伝
え
る
手
段
で
あ
る
取
扱
説
明
書
の
構
成
及
び
作
成

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
 

       注
記

2 
に
あ
る
 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2
の

52
2.

8
は
，
 そ

の
他
の
機
械
的
応
力
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

「
52
2.
8.
1 

配
線
設
備
は
，
そ
の
工
事
中
，
使
用
中
又
は
保
守
の
際
に
，
ケ
ー
ブ
ル
及
び
絶
縁
電
線
の
外
装
及
び
絶
縁
物
並
び
に
そ
れ
ら
の
端
末

に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
へ
の
接
続
に
対
し
て
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
通
過
配
線
の
接
続
に
使
用
す
る
接
続
器

 

 
－
 
そ
の
他
の
適
切
で
，
か
つ
，
妥
当
な
接
続
器

 

 
通
過
配
線
用
の
ケ
ー
ブ
ル
は
，
照
明
器
具
上
へ
の
表
示
又
は
製
造
業
者
の
説
明
書
で
示
さ
れ
る
情
報
が
あ
る
場
合
は
，
そ
の
温
度
情
報
に
従

っ
て
次
の
よ
う
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
，
温
度
表
示
が
あ
る
場
合
は
，
表
示
し
た
温
度
に
適
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
05

98
に
適
合
し
て
い
る
が
，
温
度
表
示
が
な
い
照
明
器
具
に
関
し
て
は
，
製
造
業
者
の
説
明
書
に
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
，

ケ
ー
ブ
ル
を
耐
熱
性
と
す
る
必
要
は
な
い
。
 

 

 
－
 
何
ら
説
明
が
な
い
場
合
は
，

IE
C

 6
02

45
-3

に
よ
る
耐
熱
性
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
／
若
し
く
は
絶
縁
電
線
又
は
同
等
の
種
類
の
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
注
記
 
照
明
器
具
に
表
示
し
た
温
度
は
，

IE
C

 6
05

98
-1
（

: 2
00

8）
の
表

12
.2
に
従
っ
た

高

温
度
を
示
し
，
記
号
 

で
表
示
さ
れ
る
（
附
属
書

B
参
照
）。

 

 55
9.

5.
4 

電
源
へ
接
続
す
る
た
め
の
器
具

 

 
照
明
器
具
に
電
源
へ
の
接
続
の
た
め
の
接
続
器
が
な
い
場
合
，
接
続
器
は
次
の
い
ず
れ
か
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
－
 

IE
C

 6
09

98
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
端
子

 

 
－
 

IE
C

 6
19

95
に
従
っ
た
照
明
器
具
を
接
続
す
る
た
め
の
装
置
（

D
C

L
）

 

 
－
 

IE
C

 6
15

35
に
従
っ
た
電
源
に
接
続
す
る
た
め
に
使
用
す
る
設
備
カ
プ
ラ
ー

 

－
 
そ
の
他
の
適
当
で
，
か
つ
，
専
用
の
接
続
器

 

 
注
記
 
電
源
ケ
ー
ブ
ル
の
施
工
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2（

: 2
00

9）
の

52
2.

2
も
参
照
。

 

55
9.

5.
5 
 
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ

 

1
本
だ
け
の
共
通
中
性
線
と
三
相
回
路
の

3
本
の
線
導
体
間
に
分
割
さ
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
グ
ル
ー
プ
は
，
一
つ
以
上
の
保
護
器
で
す
べ

て
の
線
導
体
を
同
時
に
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 

IE
C

 0
36

4-
5-

53
（

: 2
00

1）
の
箇
条

53
6
も
参
照
。

 

55
9.

5.
6 

照
明
器
具
内
の
熱
及
び
紫
外
線
放
射
（

U
V

 r
ad

ia
tio

n 
ef

fe
ct

s）
 に

対
す
る
保
護
 

 
外
部
の
ケ
ー
ブ
ル
及
び
照
明
器
具
内
で
接
続
す
る
か
又
は
通
過
す
る
ケ
ー
ブ
ル
の
心
線
は
，
照
明
器
具
又
は
そ
の
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
発
生
す

る
熱
及
び
紫
外
線
放
射
に
よ
る
損
傷
又
は
劣
化
を
受
け
な
い
よ
う
に
（
例
え
ば
，
遮
蔽
）
選
定
及
び
施
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

            

IE
C

 6
09

98
 

:J
IS

 C
28

14
 
家
庭
用
及
び
こ
れ
に
類
す
る
用
途
の
低
電
圧
用
接
続
器
具

 

IE
C

 6
15

35
 

:固
定
配
線
用
の
永
久
接
続
を
意
図
し
た
施
工
カ
プ
ラ
ー

 

 55
9.

5.
3
の
う
ち
，
照
明
器
具
に
温
度
表
示
が
有
る
場
合
は
，
そ
の
表
示
に
従
っ
て
通
過
配
線
用
の
ケ
ー
ブ
ル
を
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
，
何
ら
表
示
が
な
い
場
合

JI
S 
C 
36
63
-3
:0
3（

定
格
電
圧

45
0/
75
0Ｖ

以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
－
第

3
部
：
 

耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
）
で
は
，
定
格
電
圧

45
0/
75
0Ｖ

以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
 
第

3
部
：
耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー

ブ
ル
を
用
い
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
 

 IE
C

 6
02

45
-3
（

JI
S 

C
 3

66
3-

3）
：
定
格
電
圧

45
0／

75
0 

V
以
下
の
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
－
第

3
部
：
耐
熱
シ
リ
コ
ン
ゴ
ム
絶
縁
ケ
ー
ブ
ル

 

           55
9.

5.
5 
は
，
三
相
４
線
式
回
路
の
各
線
導
体
と
一
本
の
中
性
線
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
各
グ
ル
ー
プ
は
，
一
つ
の
三
相
電
気

使
用
機
器
と
み
な
し
，
各
グ
ル
ー
プ
を
同
時
に
断
路
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
例
と
し
て
下
記
に
そ
の
結
線
図
を
示
す
。
 

照
明

グ
ル

ー
プ

1
照

明
グ

ル
ー

プ
3

照
明

グ
ル

ー
プ

2

一
つ

の
三

相
電

気
使

用
機

器
と

み
な

す

全
て

の
回

路
を

各
充

電
電

線
か

ら
断

路
で

き
る

L
1

L
2

L
3

N P
E
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

55
9.

6 
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
安
定
器
）

 

 
照
明
器
具
の
外
部
に
は
，
当
該
規
格
に
よ
っ
て
別
置
き
使
用
に
適
し
て
い
る
旨
の
表
示
の
あ
る
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
だ
け
を
使
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
注
記
 
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
記
号
は
，

IE
C

 6
04

17
-5

13
8（

: 2
01

1）
別
置
形
安
定
器
 
 
 
 
で
あ
る
。

 

 
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
だ
け
，
可
燃
性
の
表
面
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

 
－
 

 P
 表

示
の
あ
る
ク
ラ
ス

P
の
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

 
－

  
･･
･表

示
の
あ
る
温
度
表
示
を
し
た
熱
保
護
の
あ
る
安
定
器
／
変
圧
器

 

55
9.

7 
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ

 

 
合
計
容
量
が

0.
5μ

F
を
超
え
る
力
率
改
善
用
コ
ン
デ
ン
サ
は
，

IE
C

 6
10

48
（

: 2
00

6）
の
要
求
事
項
に
従
っ
て
放
電
抵
抗
を
付
け
ず
に

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

55
9.

8 
照
明
器
具
用
展
示
台
に
関
す
る
感
電
保
護

 

 
照
明
器
具
の
た
め
の
展
示
台
に
電
力
供
給
す
る
回
路
に
関
し
て
は
，
次
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
感
電
保
護
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
－
 

SE
LV

又
は

PE
LV

に
よ
る
電
力
供
給

 

 
－
 

41
1
に
従
っ
た
電
源
の
自
動
遮
断
及
び

41
5.

1
に
従
っ
た
追
加
保
護
の
両
方
を
提
供
す
る
定
格
感
度
電
流

30
 m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器

55
9.

9 
ス
ト
ロ
ボ
効
果

 

 
可
動
部
分
を
も
つ
機
械
を
運
転
す
る
構
内
用
照
明
の
場
合
は
，
可
動
部
分
が
静
止
し
て
い
る
と
い
う
誤
っ
た
感
覚
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
得

る
ス
ト
ロ
ボ
効
果
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
効
果
は
，
適
切
な
ラ
ン
プ
制
御
装
置
（
例
え
ば
，
高
周
波
電
子
制
御
装
置
）

を
も
つ
照
明
器
具
を
選
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡ 

55
9.

10
 
地
中
埋
込
み
形
の
照
明
器
具

 

 
地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
に
関
す
る
選
定
及
び
施
工
は
，

IE
C

 6
05

98
-2

-1
3（

: 
20

06
）
の
表

A
.1
に
示
す
要
求
事
項
を
満
足
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

  

附
属
書

A
（
参
考
）
 

サ
ム
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
ト
一
覧
表
 

 

 
IE

C
に
は
あ
る
が
，
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
 

      

      

55
9.

6
は
，
別
置
形
ラ
ン
プ
制
御
装
置
の
表
示
が
な
い
照
明
器
具
は
，
外
部
に
安
定
器
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
 

  IE
C

 6
04

17
 

:機
器
，
装
置
用
図
記
号

 

    IE
C

 6
10

48
 

:ラ
ン
プ
補
助
具
―
管
状
蛍
光
灯
及
び
そ
の
他
の
放
電
ラ
ン
プ
回
路
で
使
用
す
る
コ
ン
デ
ン
サ
 
一
般
及
び
安
全
要
求
事
項

 

 55
9.

8
は
，
照
明
器
具
用
展
示
台
の
感
電
保
護
は
，
Ｓ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
電
源
（
安
全
特
別
低
電
圧
回
路
），

Ｐ
Ｅ
Ｌ
Ｖ
電
源
（
保
護
特
別
低
電
圧
回
路
）
又

は
，
自
動
遮
断
器
に
定
格
感
度
電
流

30
mＡ

以
下
の
漏
電
遮
断
器
を
用
い
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
 

  55
9.

9
の
ス
ト
ロ
ボ
効
果
と
は
，
光
源
の
点
滅
や
ち
ら
つ
き
な
ど
に
よ
っ
て
，
動
く
物
体
が
止
ま
っ
て
見
え
た
り
，
コ
マ
送
り
な
ど
の
よ
う
に
見

え
る
現
象
で
あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
，
放
電
灯
の
周
波
数
制
御
や
放
電
灯
に
白
熱
灯
又
は
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
を
加
え
る
な
ど
の
方
法

が
あ
る
。
 

  IE
C

 6
05

98
-2

-1
3 

:J
IS

 C
81

05
-2

-1
3 

地
中
埋
込
み
形
照
明
器
具
に
関
す
る
安
全
性
要
求
事
項

 

表
Ａ

.1
 
特
定
の
照
明
器
具
の
用
途
並
び
に
温
度
限
度
，
寸
法
及
び
耐
静
荷
重
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

附
属
書

B
（
参
考
）

 

 

照
明
器
具
，
照
明
器
具
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ギ
ア
及
び
照
明
器
具
の
設
置
設
備
で
使
用
す
る
記
号
の
説
明
 

 

 

耐
短
絡
性
（
本
質
的
又
は
非
本
質
的
）
安
全
絶
縁
変
圧
器
（

IE
C

 6
15

58
-2

-6
）
 

 
表
面
温
度
を
制
限
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-2

-2
4）

 

 

熱
絶
縁
材
料
で
カ
バ
ー
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1
 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
埋
込
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
直
付
形
照
明
器
具
（

IE
C

 

60
59

8-
1 

E
d.

7）
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1
 

E
d.

6）

 注
記
 
一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
は
，
以
前
は

IE
C

 6
05

98
-1

:2
00

3 
(E

d.
6)
に
従
っ
た
記
号
 
 

 を
表
示
し
て
い
た
。

IE
C

 6
05

98
-1

:2
00

8 

(E
d.

7)
の
発
行
に
よ
り
，
直
接
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
に
は
特
別
の
表
示
は
せ
ず
，

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
だ
け
に
記
号
 
 

  
 及

び
／
又
は
 
 
 

 を
表
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
そ
れ
以
上
の
説
明
に
つ
い
て
は
，

IE
C

 

60
59

8-
1:

20
08

 (E
d.

7)
の
箇
条

N
.4
参
照
）。

 

 

IE
C

 6
04

17
シ
リ
ー
ズ

N
o.

51
38

の
別
置
形
安
定
器
 

 

上
限
温
度

11
0 
℃
の
コ
ン
バ
ー
タ
 

 

一
般
的
な
可
燃
材
の
表
面
に
設
置
す
る
別
置
形
安
定
器
 

 

可
燃
材
の
表
面
に
直
接
設
置
す
る
の
に
適
さ
な
い
照
明
器
具
（
非
可
燃
材
表
面
に
だ
け
適
す

る
）（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。
 

 

熱
絶
縁
材
料
で
照
明
器
具
を
覆
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
，
一
般
的
な
可
燃
材
表
面
に
直
接

及
び
／
又
は
埋
込
み
で
設
置
す
る
の
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
-1

 E
d.

6）
。
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改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
 

改
正
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
の
逐
条
解
説
 

備
 
 
考
 

 

耐
熱
形
安
定
器
及
び
／
又
は
変
圧
器
（
ク
ラ
ス

P
）（

IE
C

61
34

7-
1）

 

 

電
力
供
給
，
相
互
接
続
又
は
外
部
配
線
に
関
す
る
耐
熱
線
の
使
用
（
導
体
の
本
数
は
，
任
意
）

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）
 

 
ボ
ー
ル
ミ
ラ
ー
電
球
用
に
設
計
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
 

 
定
格

高
周
囲
温
度
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
 

 

ク
ー
ル
ビ
ー
ム
ラ
ン
プ
の
使
用
に
対
す
る
警
告
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
 

 
被
照
物
体
と
の

小
離
隔
（
ｍ
）（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
 

 

厳
し
い
使
用
条
件
に
適
し
た
照
明
器
具
（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
 

 

別
置
形
点
灯
装
置
が
必
要
な
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）
 

 

点
灯
装
置
内
蔵
の
高
圧
ナ
ト
リ
ウ
ム
ラ
ン
プ
用
照
明
器
具

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）
 

 

す
べ
て
の
壊
れ
た
保
護
ス
ク
リ
ー
ン
の
取
換
え
（
長
方
形
）
又
は
（
円
形
）

 

（
IE

C
 6

05
98

シ
リ
ー
ズ
）
 

 

自
己
シ
ー
ル
ド
形
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
だ
け
を
使
用
す
る
よ
う
に
設
計
し
た
照

明
器
具
。（

IE
C

 6
05

98
シ
リ
ー
ズ
）
及
び
開
放
形
照
明
器
具
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ

 

 

保
護
カ
バ
ー
の
あ
る
照
明
器
具
だ
け
で
使
用
可
能
な
ラ
ン
プ
 

 

                            電
球
の
破
損
時
に
破
片
の
飛
散
・
落
下
を
防
ぐ
た
め
に
照
明
器
具
に
取
り
付
け
た
透
明
な
カ
バ
ー
を
「
保
護
シ
ー
ル
ド
」
と
い
う
が
，「

自
己
シ
ー

ル
ド
形
タ
ン
グ
ス
テ
ン
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
ン
プ
」
は
，
電
球
自
体
に
安
全
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
，
照
明
器
具
に
保
護
シ
ー
ル
ド
が
不
要
な
ハ
ロ

ゲ
ン
ラ
ン
プ
で
あ
る
。
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IE
C 
60
36
4
の
逐
条
解
説
 

規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

低
圧
電
気
設
備

 

第
6
部
：
検
証

 
L

o
w

-v
o

lta
g

e 
el

ec
tr

ic
al

 in
st

al
la

tio
n

s 
- P

ar
t 6

: V
er

ifi
ca

tio
n

 
 序
文

 

こ
の
規
格
は
，

20
06

年
に
第

1
版
と
し
て
発
行
さ
れ
た

IE
C

 6
03

64
-6
を
基
に
，
技
術
的
内
容
及
び
対
応
国
際
規
格
の
構
成
を
変

更
す
る
こ
と
な
く
作
成
し
た
日
本
工
業
規
格
で
あ
る
。

 

 な
お
，
こ
の
規
格
で
側
線
及
び
点
線
の
下
線
を
施
し
て
あ
る
参
考
事
項
は
，
対
応
国
際
規
格
に
は
な
い
事
項
で
あ
る
。

 

 6.
1 

 適
用
範
囲

 

こ
の
規
格
は
，
電
気
設
備
の
最
初
の
検
証
及
び
定
期
検
証
に
関
す
る
要
求
事
項
を
規
定
す
る
。

 

箇
条

61
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

 の
他
の
部
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
，
実
務
上
可
能
な
限
り
判
定
す
る
た
め
の
，

電
気
設
備
の
検
査
及
び
試
験
に
よ
る
最
初
の
検
証
並
び
に
検
証
結
果
の
報
告
に
関
す
る
要
求
事
項
を
規
定
す
る
。
最
初
の
検
証
は
，

新
設
設
備
の
完
成
又
は
既
存
設
備
の
増
設
工
事
若
し
く
は
改
修
工
事
の
完
成
時
に
行
う
。

 

箇
条

62
は
，
設
備
及
び
そ
の
構
成
機
器
の
す
べ
て
が
良
好
な
使
用
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
を
，
実
務
上
可
能
な
限
り
判
定
す
る
た
め

の
，
電
気
設
備
の
定
期
検
証
に
関
す
る
要
求
事
項
及
び
定
期
検
証
の
結
果
の
報
告
に
関
す
る
要
求
事
項
を
規
定
す
る
。

 

 
注
記
 
こ
の
規
格
の
対
応
国
際
規
格
及
び
そ
の
対
応
の
程
度
を
示
す
記
号
を
，
次
に
示
す
。

 

IE
C

 6
03

64
-6

:2
00

6,
 L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ri
ca

l i
ns

ta
lla

ti
on

s－
P

ar
t 6

: V
er

ifi
ca

ti
on

(I
D

T
) 

な
お
，
対
応
の
程
度
を
表
す
記
号

(I
D

T
)は

，
IS

O
/IE

C
 G

ui
de

 2
1 
に
基
づ
き
，
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

 

 6.
2 

 引
用
規
格

 

次
に
掲
げ
る
規
格
は
，
こ
の
規
格
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
こ
の
規
格
の
規
定
の
一
部
を
構
成
す
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
規

格
は
，
そ
の
最
新
版
（
追
補
を
含
む
。）

を
適
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64
（
全
部
）
 
低
圧
電
気
設
備

 

 
注
記
 

IE
C

 6
03

64
 (a

ll 
pa

rts
), 

L
ow

-v
ol

ta
ge

 e
le

ct
ric

al
 in

st
al

la
tio

ns
１
） （

M
O

D
）

 

注
１
）
 
表
題
が
改
正
さ
れ
た
。

JI
S 

C
 6

03
64

 シ
リ
ー
ズ
の
幾
つ
か
の
部
は
，
旧
表
題
の
ま
ま
運
用
す
る
。

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

1 
低
圧
電
気
設
備
－
第

4-
41

部
：
安
全
保
護

-感
電
保
護

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

1 
L

ow
-v

ol
ta

ge
 e

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 -
 P

ar
t 

4-
41

: 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 -

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

el
ec

tri
c 

sh
oc

k（
M

O
D

 ）
 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
42

部
：
安
全
保
護
－
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

2 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

4-
42

: 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 -

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

th
er

m
al

 e
ff

ec
ts
（

M
O

D
 ）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

4-
43

部
：
安
全
保
護
－
過
電
流
保
護

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

3 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

4-
43

: 
Pr

ot
ec

tio
n 

fo
r 

sa
fe

ty
 -

 P
ro

te
ct

io
n 

ag
ai

ns
t 

ov
er

cu
rr

en
t（

M
O

D
 ）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

1 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
51

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
共
通
規
定

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

1 
 

E
le

ct
ric

al
 i

ns
ta

lla
tio

ns
 o

f 
bu

ild
in

gs
 -

 P
ar

t 
5-

51
: 

Se
le

ct
io

n 
an

d 
er

ec
tio

n 
of

 e
le

ct
ric

al
 

eq
ui

pm
en

t -
 C

om
m

on
 ru

le
s（

M
O

D
 ）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

2 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
52

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
配
線
設
備

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

2 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

5-
52

: 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 

         6.
1
は
，
低
圧
電
気
設
備
の
第
１
部

11
.1
で
規
定
し
た
電
気
設
備
及
び
第
１
部

11
.2
で
規
定
さ
れ
た
対
象
の
も
の
に
関
す
る
新
設
電

気
設
備
，
既
存
電
気
設
備
並
び
に
改
修
電
気
設
備
の
完
成
時
に
行
う
検
証
と
完
成
後
あ
る
期
間
使
用
さ
れ
経
過
し
た
，
そ
れ
ら
電
気

設
備
の
定
期
検
証
の
要
求
事
項
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

eq
ui

pm
en

t -
 W

iri
ng

 sy
st

em
s（

M
O

D
 ）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

3 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
53

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
断
路
，
開
閉
及
び
制
御

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

3 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

5-
53

: 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 

eq
ui

pm
en

t -
Is

ol
at

io
n,

 sw
itc

hi
ng

 a
nd

 c
on

tro
l（

M
O

D
 ）

 

JI
S 

C
 6

03
64

-5
-5

4 
建
築
電
気
設
備
－
第

5-
54

部
：
電
気
機
器
の
選
定
及
び
施
工
－
接
地
設
備
，
保
護
導
体
及
び
保
護
ボ
ン

デ
ィ
ン
グ
導
体

 

注
記

 
IE

C
 6

03
64

-5
-5

4 
E

le
ct

ric
al

 i
ns

ta
lla

tio
ns

 o
f 

bu
ild

in
gs

 -
 P

ar
t 

5-
54

: 
Se

le
ct

io
n 

an
d 

er
ec

tio
n 

of
 e

le
ct

ric
al

 

eq
ui

pm
en

t -
E

ar
th

in
g 

ar
ra

ng
em

en
ts

, p
ro

te
ct

iv
e 

co
nd

uc
to

rs
 a

nd
 p

ro
te

ct
iv

e 
bo

nd
in

g 
co

nd
uc

to
rs
（

M
O

D
 ）

 

IE
C

 6
15

57
(a

ll 
pa

rt
s)
 

E
le

ct
ric

al
 s

af
et

y 
in

 l
ow

 v
ol

ta
ge

 d
is

tri
bu

tio
n 

sy
st

em
s 

up
 t

o 
10

00
V

 a
.c

. 
an

d 
15

00
 V

 d
.c

. 
- 

E
qu

ip
m

en
t f

or
 te

st
in

g,
 m

ea
su

rin
g 

or
 m

on
ito

rin
g 

of
 p

ro
te

ct
iv

e 
m

ea
su

re
s 

IE
C

 6
15

57
-2
 

E
le

ct
ric

al
 s

af
et

y 
in

 lo
w

 v
ol

ta
ge

 d
is

tri
bu

tio
n 

sy
st

em
s 

up
 to

 1
00

0 
V

 a
.c

. a
nd

 1
50

0 
V

 d
.c

. -
 E

qu
ip

m
en

t f
or

 

te
st

in
g 

, m
ea

su
rin

g 
or

 m
on

ito
rin

g 
of

 p
ro

te
ct

iv
e 

m
ea

su
re

s -
 P

ar
t 2

: I
ns

ul
at

io
n 

re
si

st
an

ce
 

IE
C

 6
15

57
-6
 

E
le

ct
ric

al
 s

af
et

y 
in

 lo
w

 v
ol

ta
ge

 d
is

tri
bu

tio
n 

sy
st

em
s 

up
 to

 1
00

0 
V

 a
.c

. a
nd

 1
50

0 
V

 d
.c

. -
 E

qu
ip

m
en

t f
or

 

te
st

in
g 

, m
ea

su
rin

g 
or

 m
on

ito
rin

g 
of

 p
ro

te
ct

iv
e 

m
ea

su
re

s 
- 

Pa
rt 

6:
 R

es
id

ua
l c

ur
re

nt
 d

ev
ic

es
 (

R
C

D
) 

in
 T

T 
an

d 
T

N
 

sy
st

em
s 

 6.
3 

用
語
及
び
定
義

 

こ
の
規
格
で
用
い
る
主
な
用
語
及
び
定
義
は
，
次
に
よ
る
｡ 

 

6.
3.

1 

検
証

(v
er

ifi
ca

io
n)

 

JI
S 

C
 6

03
64

 の
当
該
要
求
事
項
に
電
気
設
備
が
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
照
合
す
る
た
め
の
す
べ
て
の
手
段
。

 

注
記
 
検
証
は
，
検
査
，
試
験
及
び
報
告
か
ら
な
る
。

 

6.
3.

2 
 

検
査

 (
in

sp
ec

tio
n)

 

す
べ
て
の
知
見
を
用
い
て
，
電
気
設
備
に
電
気
機
器
が
正
し
く
選
定
及
び
適
切
な
施
工
が
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
た
め
の
調
査
。

6.
3.

3 

試
験

(te
st

in
g)

 

有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
方
法
に
よ
り
電
気
設
備
の
測
定
の
実
施
。

 

注
記
 
試
験
は
，
適
切
な
測
定
器
具
を
使
用
し
て
，
検
査
で
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
値
を
確
認
す
る
こ
と
を
含
む
。

 

6.
3.

4 

報
告

(r
ep

or
tin

g)
 

検
査
及
び
試
験
の
結
果
の
記
録
。

 

6.
3.

5 

保
守

(m
ai

nt
en

an
ce

) 

電
気
設
備
及
び
機
器
が
そ
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
維
持
し
，
又
は
修
繕
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
監
視
を
含
む
す

べ
て
の
技
術
的
及
び
経
営
管
理
的
行
為
の
組
合
せ
。

 

61
  

初
の
検
証

 

注
記
 
附
属
書
Ｃ
に
箇
条

61
の
規
定
を
適
用
す
る
上
で
の
指
針
を
示
す
。

 

61
.1
 
一
般
事
項

 

61
.1

.1
 
す
べ
て
の
設
備
は
，
実
務
上
可
能
な
限
り
施
工
中
，
及
び
完
成
後
使
用
者
の
運
用
開
始
前
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6 1
.1

.2
 
第

5-
51

部
の

51
4.

5 
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
情
報
及
び

初
の
検
証
に
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
は
，
検
証
の
実
施
者
が
す

ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.1

.3
 

初
の
検
証
に
は
，
検
証
結
果
が

JI
S 

C
 6

03
64

の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
当
該
規
格
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

                                       

                                       

3-166



規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

61
.1

.4
 
検
証
に
あ
た
っ
て
は
，
た
と
え
回
路
に
欠
陥
が
あ
っ
て
も
人
又
は
家
畜
に
危
険
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
，
ま
た
財
産
及

び
機
器
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
予
防
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.1

.5
 
既
存
設
備
の
増
設
及
び
改
修
に
つ
い
て
は
，
そ
の
増
設
又
は
改
修
が

JI
S 

C
 6

03
64

 に
従
っ
て
お
り
，
ま
た
既
存
設
備
の
安

全
性
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
再
利
用
機
器
に
つ
い
て
は
，
附
属
書

E
を
参
照
の
こ
と
。

 

61
.1

.6
 

初
の
検
証
は
，
検
証
に
対
し
て
有
能
な
熟
練
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
検
証
を
す
る
企
業
及
び
人
に
対
す
る
資
格
に
係
る
要
求
事
項
は
，
国
家
が
考
慮
す
る
事
項
で
あ
る
。

 

 

61
.2
 
検
査

 

61
.2

.1
 
検
査
は
，
試
験
に
先
行
し
て
，
か
つ
一
般
的
に
設
備
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
前
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.2

.2
 
検
査
は
，
固
定
設
備
の
構
成
要
素
で
あ
る
電
気
機
器
が
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

 

－
 
当
該
機
器
規
格
の
安
全
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
。

 

 
 
 
注
記
 
こ
の
こ
と
は
，
製
造
業
者
の
情
報
，
表
示
又
は
保
証
書
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
て
も
よ
い
。

 

－
 

JI
S 

C
 6

03
64

 及
び
製
造
業
者
の
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
，
正
し
く
選
定
及
び
施
工
さ
れ
て
い
る
。

  

－
 
安
全
を
損
な
う
よ
う
な
明
白
な
損
傷
が
な
い
。

 

     61
.2

.3
  
検
査
は
，
関
連
あ
る
場
合
，
少
な
く
と
も
次
の
照
合
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

 

a)
 
感
電
保
護
方
法

(第
4-

41
部
参
照

) 

b)
 
防
火
壁
の
存
在
及
び
火
災
拡
大
に
対
す
る
そ
の
他
の
予
防
措
置
並
び
に
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

(第
4-

42
部
及
び
第

5-
52
部

の
箇
条

52
7参

照
) 

c)
 
許
容
電
流
及
び
電
圧
降
下
に
関
す
る
導
体
の
選
定

(第
4-

43
部
及
び
第

5-
52
部
の
箇
条

52
3及

び
箇
条

52
5参

照
) 

d)
 
保
護
器
及
び
連
続
監
視
装
置
の
選
択
並
び
に
整
定

(第
5-

53
部
参
照

) 

e)
 
適
切
な
断
路
装
置
及
び
開
閉
装
置
の
存
在
並
び
に
適
正
な
設
置
場
所

(第
5-

53
部
の
箇
条

53
6参

照
) 

f)
 

 外
的
影
響
に
応
じ
た
適
切
な
機
器
及
び
保
護
手
段
の
選
定

(第
4-

42
部
の
箇
条

42
2，

第
5-

51
部
の

51
2.

2及
び
第

5-
52
部
の
箇

条
52

2参
照

) 

g)
 
中
性
線
及
び
保
護
導
体
の
正
し
い
識
別

(第
5-

51
部
の

51
4.

3参
照

) 

h)
 
単
極
開
閉
器
の
線
導
体
に
対
す
る
正
し
い
接
続

(第
5-

53
部
の
箇
条

53
6参

照
) 

i) 
図
表
，
警
告
書
又
は
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
文
書
の
存
在

(第
5-

51
部
の

51
4.

5参
照

) 

j) 
回
路
，
過
電
流
保
護
器
，
開
閉
器
，
端
子
な
ど
の
識
別

(第
5-

51
部
の
箇
条

51
4参

照
) 

k)
 

 導
体
接
続
の
適
切
さ

(第
5-

52
部
の
箇
条

52
6参

照
) 

l) 
 主

及
び
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
含
む
保
護
導
体
の
存
在
及
び
適
切
さ

(第
5-

54
部
参
照

) 

m
) 

運
転
，
識
別
及
び
保
守
に
便
利
な
よ
う
な
機
器
の
接
近
可
能
性

(第
5-

51
部
の
箇
条

51
3及

び
箇
条

51
4参

照
) 

検
査
は
，
特
殊
設
備
又
は
特
殊
場
所
に
対
す
る
す
べ
て
の
特
別
の
要
求
事
項
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

   

  

61
.1

.5
の
「
既
存
設
備
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
こ
と
。
」
と
は
，
例
え
ば
，
増
設
工
事
で
既
存
の
幹
線
に
分
岐
幹
線
を
増
設
し
た

場
合
に
，
過
電
流
保
護
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
し
て
い
る
。

 

 61
.1

.6
は
，
検
証
の
実
施
者
は
，
関
連
し
た
教
育
を
受
け
，
十
分
な
経
験
を
つ
ん
だ
有
能
な
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て

い
る
。

 

   61
.2

.2
に
お
い
て
，

 

①
 
｢－

 
当
該
機
器
規
格
の
安
全
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
。
｣と

は
，
電
気
機
器
の
仕
様
が

IE
C

 6
03

64
及
び
当
該
機
器
の
個

別
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

 

②
 
｢－

 
JI

S 
C

 6
03

64
 及

び
製
造
業
者
の
取
扱
説
明
書
に
従
っ
て
，
正
し
く
選
定
及
び
施
工
さ
れ
て
い
る
。

 ｣
と
は
，
例
え
ば
電

気
設
備
の
配
線
設
備
の
設
計
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-4
-4

3の
43

3（
過
負
荷
保
護
）
の
条
件
を
満
た
す
太
さ
の
電
線
を

JI
S 

C
 

60
36

4-
5-

52
の
附
属
書

B
（
許
容
電
流
）
に
従
っ
て
選
定
し
，
そ
の
電
線
は

52
5（

需
要
家
設
備
に
お
け
る
電
圧
降
下
）
の
規
定

を
も
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

 

③
 
｢－

 
安
全
を
損
な
う
よ
う
な
明
白
な
損
傷
が
な
い
。
｣と

は
，
例
え
ば
，
電
気
回
路
の
電
線
は
，

JI
S 

C
 6

03
64

-6
の

61
.3

.3
（
電

気
設
備
の
絶
縁
抵
抗
）
に
従
っ
た
絶
縁
抵
抗
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

 

 61
.2

.3
は
，
第

1
部
～
第

5
部
で
取
り
入
れ
「
否
」
と
し
た
箇
条
は
，
第

6
部
に
お
い
て
も
適
用
し
な
い
。

 

 IE
C

 6
03

64
-4

-4
2
は
，

E
d.

3.
0（

：
20

10
）
が

新
版
で
あ
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-5

-5
2
は
，

E
d.

3.
0（

：
20

09
）
が

新
版
で
あ
る
。

 

          IE
C

 6
03

64
-5

-5
4
は
，

E
d.

3.
0（

：
20

11
）
が

新
版
で
あ
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

61
.3
 
試
験

 

61
.3

.1
 
一
般
事
項

 

こ
の
箇
条
に
記
載
す
る
試
験
方
法
は
参
考
で
あ
る
，
有
効
性
が
同
等
以
上
で
あ
れ
ば
他
の
方
法
を
採
用
し
て
も
よ
い
。

 

測
定
器
及
び
継
続
監
視
装
置
並
び
に
方
法
は
，

IE
C

 6
15

57
 の

当
該
部
に
従
っ
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
測
定
機
器

を
使
用
す
る
場
合
は
，
性
能
及
び
安
全
の
程
度
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

関
連
の
あ
る
場
合
，
次
の
試
験
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
，
ま
た
で
き
る
限
り
次
の
順
序
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

a)
 
導
体
の
連
続
性

 (
61

3.
2参

照
) 

b)
 
電
気
設
備
の
絶
縁
抵
抗

(6
1.

3.
3 
参
照

) 

c)
 

SE
L

V
, P

E
L

V
 又

は
回
路
の
分
離
に
よ
る
保
護

(6
1.

3.
4 
参
照

) 

d)
 
床
及
び
壁
の
抵
抗

/イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

(6
1.

3.
5 
参
照

) 

e)
 
電
源
の
自
動
遮
断

(6
1.

3.
6 
参
照

) 

f)
 
追
加
保
護

(6
1.

3.
7 
参
照

) 

g)
 
極
性
試
験

(6
1.

3.
8参

照
) 

h)
 
相
順
試
験

(6
1.

3.
9参

照
) 

i) 
機
能
及
び
動
作
試
験

(6
1.

3.
10

 参
照

) 

j) 
電
圧
降
下

(6
1.

3.
11

 参
照

) 

試
験
結
果
が
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
場
合
は
，
欠
陥
の
修
正
後
に
そ
の
欠
陥
に
関
す
る
試
験
及
び
そ
の
欠
陥
に
よ
っ
て
影
響
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
先
行
試
験
を
，
再
度
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
試
験
を
爆
発
性
雰
囲
気
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
で
行
う
場
合
は
，

IE
C

 6
00

79
-1

7 
及
び

IE
C

 6
12

41
-1

7 
に
よ
る
適

切
な
安
全
予
防
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

 

 61
.3

.2
  
導
体
の
連
続
性

 

電
気
的
連
続
性
試
験
を
次
の
も
の
に
つ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

a)
 
主
及
び
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
を
含
む
保
護
導
体

 

b)
 
か
つ
，
環
状
分
岐
回
路
の
場
合
に
は
，
充
電
用
導
体

 

注
記

  
環
状
分
岐
回
路
と
は
，
電
源
に
一
箇
所
で
接
続
さ
れ
た
環
状
に
な
っ
て
い
る
分
岐
回
路
で
あ
る
。

 

61
.3

.3
 
電
気
設
備
の
絶
縁
抵
抗

 

絶
縁
抵
抗
は
，
充
電
用
導
体
と
接
地
設
備
に
接
続
さ
れ
て
い
る
保
護
導
体
相
互
間
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
試
験
の
目
的
の
た
め
に
，
充
電
用
導
体
を
共
に
束
ね
て
も
よ
い
。

 

表
6Ａ

－
絶
縁
抵
抗
の
最
小
値

 

公
称
回
路
電
圧

 

Ｖ
 

試
験
電
圧

 直
流

 

Ｖ
 

絶
縁
抵
抗

 

Ｍ
Ω

 

SE
LV

 及
び

PE
LV

 
25

0 
≧

0.
5 

50
0V

 以
下
，

FE
LV

 を
含
む

 
50

0 
≧

1.
0 

50
0V

 超
過

 
1 

00
0 

≧
1.

0 

 

表
6Ａ

に
示
す
試
験
電
圧
で
測
定
し
た
絶
縁
抵
抗
は
，
電
気
使
用
機
器
を
切
り
離
し
た
状
態
で
，
各
回
路
が
表

6Ａ
に
示
す
値
以
上

で
あ
れ
ば
よ
い
。

 

非
接
地
保
護
導
体
と
大
地
相
互
間
の
絶
縁
抵
抗
の
検
証
に
は
表

6Ａ
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

サ
ー
ジ
保
護
装
置

(S
PD

s)
又
は
他
の
機
器
が
，
検
証
試
験
に
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
，
又
は
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
は
，
そ
の
よ
う
な
機
器
は
，
絶
縁
抵
抗
試
験
を
行
う
前
に
切
り
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

そ
の
よ
う
な
機
器
を
切
り
離
す
こ
と
が
実
務
上
不
可
能
な
場
合

(例
え
ば
，

SP
D

 内
蔵
の
固
定
形
コ
ン
セ
ン
ト
の
場
合

) 
は
，
個
々

 61
.3

.1
は
，
必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
試
験
の
種
類
及
び
順
序
に
つ
い
て
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。
ま
た
，
適
正
な
試
験
結
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
の
対
応
を
規
定
し
て
い
る
。

 

IE
C

 6
15

57
：
交
流

1 
00

0Ｖ
及
び
直
流

1 
50

0Ｖ
以
下
の
低
圧
配
電
系
統
に
お
け
る
電
気
安
全
－
試
験
，
測
定
及
び
保
護
手
段
と
し

て
の
監
視
用
機
器

 

           IE
C

 6
00

79
-1

7 
：
爆
発
性
雰
囲
気
に
関
す
る
電
気
機
器
－
第

17
部
：
危
険
場
所

(鉱
山
以
外
の

)内
の
電
気
設
備
の
検
査
及
び
保
守

 

IE
C

 6
12

41
-1

7：
可
燃
性
粉
じ
ん
の
あ
る
場
所
で
使
用
す
る
電
気
機
器
－
第

17
部
：
危
険
場
所
（
鉱
山
以
外
の
）
内
の
電
気
設
備

の
検
査
及
び
保
守

 

61
.3

.2
注
記
の
環
状
分
岐
回
路
と
は
，
電
源
線
，
中
性
線
，
接
地
線
の
そ
れ
ぞ
れ
を
，
同
一
の
配
線
用
遮
断
器
か
ら
負
荷
に
対
し
て
，

環
状
に
配
線
す
る
分
岐
回
路
で
あ
る
。
主
と
し
て
，
英
国
圏
に
お
い
て
コ
ン
セ
ン
ト
回
路
に
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
。

 

回
路
の
定
格
電
流
が
同
じ
場
合
，
通
常
の
回
路
に
比
べ
て
，
配
線
を
細
く
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

 

 61
.3

.3
は
，
電
気
使
用
機
器
を
切
り
離
し
た
状
態
で
，
各
回
路
の
充
電
用
導
体
と
接
地
設
備
に
接
続
さ
れ
た
保
護
導
体
と
の
間
の
絶

縁
抵
抗
の

小
値
を
公
称
回
路
電
圧
ご
と
に
定
め
て
い
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

の
回
路
の
試
験
電
圧
を
直
流

25
0Ｖ

に
減
じ
て
も
よ
い
，
た
だ
し

, 
絶
縁
抵
抗
値
は
１
Ｍ
Ω
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
測
定
目
的
の
た
め
に
，
中
性
線
を
保
護
導
体
か
ら
切
り
離
す
。

 

注
記

2 
T

N
-C

 系
統
の
場
合
は
，
充
電
用
導
体
と

PE
N

 導
体
相
互
間
を
測
定
す
る
。

 

注
記

3 
火
災
の
危
険
に
曝
さ
れ
る
場
所
に
お
い
て
は
，
充
電
用
導
体
相
互
間
の
絶
縁
抵
抗
の
測
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
実
際
に
は
，
機
器
接
続
前
の
設
備
の
施
工
中
に
こ
の
測
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

 

注
記

4 
絶
縁
抵
抗
値
は

, 
一
般
に
表

6Ａ
の
値
よ
り
も
極
め
て
高
い
。
こ
の
よ
う
な
極
め
て
高
い
値
と
明
白
な
違
い
が
あ
る
場
合

は
，
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

 

61
.3

.4
 

SE
L

V
，

PE
L

V
 又

は
電
気
的
分
離
に
よ
る
保
護

 

回
路
の
分
離
は
，

SE
L

V
 に

よ
る
保
護
の
場
合
は

61
.3

.4
.1
，

PE
L

V
 に

よ
る
保
護
の
場
合
は

61
.3

.4
.2
，
電
気
的
分
離
に
よ
る
保
護

の
場
合
は

61
.3

.4
.3

 に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.3

.4
.1
，

61
.3

.4
.2

 及
び

61
.3

.4
.3

 で
得
ら
れ
る
絶
縁
抵
抗
値
は
，
少
な
く
と
も
表

6Ａ
に
従
っ
て
そ
こ
に
存
在
す
る
回
路
の
最

も
高
い
電
圧
で
求
め
ら
れ
て
い
る
絶
縁
抵
抗
値
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.3

.4
.1
 

SE
L

V
 に

よ
る
保
護

 

第
4-

41
部
の
箇
条

41
4に

よ
る
他
の
回
路
の
充
電
部
か
ら
及
び
大
地
か
ら
の
充
電
部
の
分
離
は
，
絶
縁
抵
抗
の
測
定
に
よ
っ
て
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

得
ら
れ
た
抵
抗
値
は
，
表

6Ａ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.3

.4
.2
 

PE
L

V
 に

よ
る
保
護

 

第
4-

41
部
の
箇
条

41
4に

よ
る
他
の
回
路
か
ら
の
充
電
部
の
分
離
は
，
絶
縁
抵
抗
の
測
定
に
よ
っ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

得
ら
れ
た
抵
抗
値
は
，
表

6Ａ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.3

.4
.3
 
電
気
的
分
離
に
よ
る
保
護

 

第
4-

41
部
の
箇
条

41
3に

よ
る
他
の
回
路
の
充
電
部
か
ら
及
び
大
地
か
ら
の
充
電
部
の
分
離
は
，
絶
縁
抵
抗
の
測
定
に
よ
っ
て
確
認

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
得
ら
れ
た
抵
抗
値
は
，
表

6Ａ
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

複
数
の
電
気
使
用
機
器
を
伴
う
電
気
的
分
離
の
場
合
は
，
異
な
る
線
導
体
と
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
又
は
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

導
体
に
接
続
し
て
い
る
露
出
導
電
性
部
分
の
い
ず
れ
か
と
の
間
で
，
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
が
無
視
で
き
る
ほ
ど
の
二
つ
の
故
障
が
同
時

に
起
る
場
合
に
，
少
な
く
て
も
一
つ
の
故
障
回
路
を
遮
断
で
き
る
こ
と
を
，
測
定
か
又
は
計
算
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
検
証
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
遮
断
時
間
は
，

T
N

 系
統
に
お
け
る
電
源
の
自
動
遮
断
保
護
方
法
に
対
す
る
遮
断
時
間
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

             

   61
.3

.3
 注

記
.3
は
，
充
電
用
導
体
相
互
間
の
絶
縁
不
良
に
よ
る
火
災
誘
起
の
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
及
び
火
災
発
生
時
に
容
易

に
絶
縁
不
良
に
よ
る
短
絡
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

61
.3

.3
 注

記
4
は
，表

6A
の
絶
縁
抵
抗
の
値
は
い
か
な
る
場
合
に
も
こ
の
数
値
を
下
回
ら
な
い
と
い
う
最
低
条
件
を
示
す
も
の
で
，

通
常
こ
の
よ
う
な
低
い
値
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
表

6A
の
値
に
近
い
測
定
値
が
計
測
さ
れ
れ
ば
，
何
か
問
題
が
あ
る
こ
と
が
推
定

さ
れ
る
た
め
，
そ
の
理
由
の
解
明
が
必
要
と
な
る
。

 

           61
.3

.4
.3

は
，
回
路
充
電
部
の
電
気
的
分
離
に
必
要
な
絶
縁
抵
抗
値
を
示
し
て
い
る
ほ
か
，
複
数
の
電
気
使
用
機
器
の
配
線
で
同
時

に
地
絡
故
障
が
起
き
た
と
き
に
，
少
な
く
と
も
一
つ
の
故
障
回
路
を
遮
断
で
き
る
こ
と
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
解
説

6.
1

図
参
照
）。

 

 

 
 
 
 
 
 
注
：
点
線
は
，
分
離
回
路
の
異
な
る
線
導
体
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の
間
に
二
つ
の
故
障
が
同
時
に
発
生
し
た
と
き

に
流
れ
る
故
障
電
流
経
路
を
示
す
。

 

解
説

6.
1
図
 
複
数
の
電
気
使
用
機
器
を
伴
う
電
気
的
分
離
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

61
.3

.5
 
床
及
び
壁
の
絶
縁
抵
抗

/イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 

第
41

-1
部
の

C
.１

の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
，
同
じ
部
位
で
少
な
く
と
も

3箇
所
，
そ
の
う
ち
の

1箇
所
は
，

そ
の
場
所
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
接
近
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
か
ら
約

1ｍ
の
位
置
で
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
の

2箇

所
の
測
定
は
，
よ
り
離
れ
た
距
離
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

絶
縁
床
及
び
壁
の
抵
抗

/イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
は
，
公
称
周
波
数
で
そ
の
系
統
の
対
地
電
圧
で
行
う
。

 

上
記
の
一
連
の
測
定
は
，
そ
の
部
位
の
仕
上
げ
材
ご
と
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
附
属
書
Ａ
に
床
及
び
壁
の
絶
縁
抵
抗

/イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
方
法
の
例
を
示
す
。

 

61
.3

.6
 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

注
記
 
漏
電
遮
断
器
が
火
災
保
護
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
場
所
で
は
，
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護
に
関
す
る
検
証
は
，
第

4-
42
部
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
。

 

  

61
.3

.6
.1
 
一
般
事
項

 

電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
間
接
接
触
保
護
手
段
の
有
効
性
の
検
証
は
，
次
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
で
あ
る
：

 

a)
 

T
N

 系
統
の
場
合

 

 
 
第

4-
41
部
の

41
1.

4.
4及

び
41

1.
3.

2の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
，
次
に
よ
っ
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

 

 
1)
 
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
－
ダ
ン
ス
の
測
定

(6
1.

3.
6.

3 
参
照

) 

 
 
 
 
注
記

1 
定
格
感
度
電
流
が

50
0m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の

測
定
は
一
般
に
不
要
で
あ
る
。

 

 
 
 
 
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
又
は
保
護
導
体
の
抵
抗
の
計
算
が
利
用
で
き
る
場
合
，
及
び
設
備
の
配
置
が
導
体
の
長
さ

及
び
断
面
積
の
検
証
を
可
能
に
し
て
い
る
場
合
の
い
ず
れ
か
で
，
保
護
導
体
の
電
気
的
連
続
性

(6
1.

3.
2 
参
照

)の
検
証
は
十

分
で
あ
る
。
 

 

  
  
 
 
注
記

2 
保
護
導
体
の
抵
抗
測
定
に
よ
っ
て
適
合
性
を
検
証
し
て
も
よ
い
。

 

2)
 
使
用
す
る
保
護
器
の
特
性
及
び

/又
は
効
果
の
検
証
。
こ
の
検
証
は
，
次
の
も
の
に
つ
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

 
 
 
 
－
 
過
電
流
保
護
器
に
つ
い
て
は
，
目
視
検
査
に
よ
る

(す
な
わ
ち
，
遮
断
器
の
短
限
時
引
外
し
又
は
瞬
時
引
外
し
設
定
，

ヒ
ュ
ー
ズ
の
定
格
電
流
及
び
種
類

) 

  
  

  
 －

 
漏
電
遮
断
器
に
対
す
る
目
視
検
査
及
び
試
験

 

 
 
 
 
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
電
源
の
自
動
遮
断
の
有
効
性
は
，

IE
C

 6
15

57
-6
（
交
流

1 
00

0 
Ｖ
以
下
及
び
直
流

1 
50

0Ｖ
以
下
の
低

圧
配
電
系
統
に
お
け
る
電
気
安
全
－
保
護
手
段
の
試
験
，
測
定
又
は
監
視
用
機
器
－
第

6部
：

T
T
及
び

T
N
系
統
に
お
け
る
漏

電
遮
断
器
（

R
C

D
）
（

61
.3

.1
参
照
）
に
よ
る
適
切
な
試
験
器
を
用
い
て
第

4-
41
部
の
当
該
要
求
事
項
と
の
適
合
を
確
認
す
る

こ
と
で
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  
  

  
 
第

4-
41
部
で
要
求
さ
れ
る
遮
断
時
間
を
検
証
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
た
だ
し
，
遮
断
時
間
に
関
す
る
要
求
事
項
は
次
の

場
合
に
は
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

  
  

  
 
－
 
再
利
用
の
漏
電
遮
断
器

 

  
  

  
 
－
 
既
存
の
漏
電
遮
断
器
が
，
既
存
設
備
の
増
設
又
は
改
修
後
も
電
源
の
自
動
遮
断
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合

 

  
  

  
 
注
記
 
保
護
手
段
の
有
効
性
が
漏
電
遮
断
器
の
負
荷
側
の
点
で
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
こ
の
箇
所
か
ら
負
荷
側
の
設
備
の

保
護
は
，
保
護
導
体
の
連
続
性
の
確
認
に
よ
っ
て
行
っ
て
も
よ
い
。

  
  

  
 

 

  
  

  
 
さ
ら
に
，
第

4-
41
部
の

41
1.

4.
1の

要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
，
請
負
者
と
電
力
供
給
者
と
の
意
見
の
一
致
に
よ

っ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  

61
.3

.5
は
，
設
備
が
熟
練
者
又
は
技
能
者
の
管
理
又
は
指
揮
下
に
あ
る
場
合
だ
け
に
適
用
す
る
保
護
手
段
と
し
て
，
非
導
電
性
場
所

を
選
択
し
た
場
合
に
お
け
る
床
及
び
壁
の
絶
縁
抵
抗
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第

4‐
41

部
 
附

属
書

C
の

C
.1

.5
参
照
）

 

    61
.3

.6
の
注
記
に
つ
い
て
以
下
に
補
足
す
る
。

 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
2
の

42
2（

 
火
災
の
特
別
な
危
険
が
あ
る
場
所
の
予
防
手
段
）
で
は
，
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

 

「
42
2.
3.
9 

分
岐
回
路
及
び
電
気
使
用
機
器
は
，
絶
縁
劣
化
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 ａ

）
Ｔ
Ｎ
及
び
Ｔ
Ｔ
系
統
で
は
，
定
格
感
度
電
流
Ｉ

△
ｎ
≦
30
0ｍ

Ａ
の
漏
電
遮
断
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

 

 61
.3

.6
.1
の
引
用
規
定
を
以
下
に
示
す
。

 

41
1.

4.
4：

保
護
器
の
特
性
（

41
1.

4.
5
参
照
）
及
び
回
路
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
，
次
の
要
求
事
項
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Zｓ
×
Ｉ

a≦
U
ｏ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
41

1.
3.

2：
 
故
障
時
の
自
動
遮
断

 

        61
.3

.6
.1

 a
) 2

)及
び

b)
 2

)は
，
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
電
源
の
自
動
遮
断
の
有
効
性
の
検
証
に
お
い
て
遮
断
時
間
の
検
証
を
推
奨
事
項

と
し
て
い
る
が
，
再
利
用
す
る
漏
電
遮
断
器
や
既
存
設
備
の
増
設
又
は
改
修
後
も
引
き
続
い
て
使
用
す
る
漏
電
遮
断
器
に
つ
い
て

は
，
適
正
に
動
作
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
遮
断
時
間
の
検
証
を
必
須
事
項
と
し
て
い
る
。

 

         41
1.

4.
1
の
規
定
を
以
下
に
示
す
。

 

41
1.

4.
1：

T
N

系
統
で
は
，
設
備
を
完
全
に
接
地
す
る
と
い
う
こ
と
は
，

P
E

N
又
は

P
E

導
体
を
大
地
へ
確
実
に
か
つ
効
果
的
に

接
続
す
る
こ
と
で
あ
る
。
接
地
が
商
用
電
源
又
は
他
の
電
力
供
給
設
備
か
ら
提
供
さ
れ
る
場
合
，
設
備
の
外
部
の
必
要

な
条
件
と
の
適
合
性
は
，
電
力
供
給
網
運
用
者
の
責
任
で
あ
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

b)
  

T
T

 系
統
の
場
合

 

 
 
 
第

4-
41
部
の

41
1.

5.
3の

規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
，
次
に
よ
っ
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
：

 

  
 1

) 
 設

備
の
露
出
導
電
性
部
分
用
の
接
地
極
の
抵
抗

R
A
の
測
定

(6
1.

3.
6.

2 
参
照

) 

 
 
 
 
注
記
 

R
Ａ
の
測
定
が
不
可
能
な
場
合
は
，

a)
  

1)
 の

よ
う
に
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
に
よ
っ
て
そ
れ
に
代

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

 

  
 2

) 
使
用
す
る
保
護
器
の
特
性
及
び

/又
は
有
効
性
の
検
証
。
こ
の
検
証
は
次
の
も
の
に
つ
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
ら
な
い
：

 

 
 
 
 
－
 
過
電
流
保
護
器
に
つ
い
て
は
，
目
視
検
査
に
よ
る

(す
な
わ
ち
，
遮
断
器
の
短
限
時
引
外
し
又
は
瞬
時
引
外
し
設
定
，

ヒ
ュ
ー
ズ
の
定
格
電
流
及
び
種
類

) 

  
  

  
 
－
 
漏
電
遮
断
器
に
対
す
る
，
目
視
検
査
及
び
試
験

 

 
 
 
 
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
電
源
の
自
動
遮
断
の
有
効
性
は
，

IE
C

 6
15

57
-6
に
よ
る
適
切
な
試
験
機
器
を
用
い
て
第

4-
41
部
の
当

該
要
求
事
項
と
の
適
合
を
確
認
す
る
こ
と
で
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  
  

  
 
第

4-
41
部
で
要
求
さ
れ
る
遮
断
時
間
を
検
証
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
た
だ
し
，
遮
断
時
間
に
関
す
る
要
求
事
項
は
次
の

場
合
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

  
  

  
 
－
 
再
利
用
漏
電
遮
断
器

 

  
  

  
 
－
 
既
存
の
漏
電
遮
断
器
が
既
存
の
設
備
の
増
設
又
は
改
修
後
も
電
源
の
自
動
遮
断
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合

 
 
 

  
  

  
 
注
記
 
保
護
手
段
の
有
効
性
が
漏
電
遮
断
器
の
負
荷
側
の
点
で
確
認
さ
れ
た
場
合
は
，
こ
の
箇
所
か
ら
負
荷
側
の
設
備
の

保
護
は
保
護
導
体
の
連
続
性
の
確
認
に
よ
っ
て
行
っ
て
も
よ
い
。

 

           

c)
  

IT
 系

統
の
場
合

 

 
 
 
第

4-
41
部
の

41
1.

6.
2の

規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
，
線
導
体
又
は
中
性
線
に
お
け
る
第
１
故
障
の
場
合
の
電
流

 

I ｄ
の
計
算
又
は
測
定
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。

 

             

41
1.

5.
3
の
規
定
を
以
下
に
示
す
。

 

41
1.

5.
3：

 
漏
電
遮
断
器
（

R
C

D
）
を
故
障
保
護
用
に
使
用
す
る
場
合
は
，
次
の
条
件
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 

 1
) 

41
1.

3.
2.

2
又
は

41
1.

3.
2.

4
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
遮
断
時
間

 
 
 
 
 
 

 2
) 

R
Ａ

×I
△
ｎ
≦

50
Ｖ

 
      「
第

4-
41

部
で
要
求
さ
れ
る
遮
断
時
間
」
を
以
下
に
示
す
。

 

41
1.

3.
2.

2 
表

41
.1
に
示
す

大
遮
断
時
間
は
，

32
 Ａ

以
下
の
分
岐
回
路
に
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表

41
.1
－
最
大
遮
断
時
間
 

系
統

 
50

<U
ｏ
≦

12
0 

秒
 

12
0<

U
ｏ
≦

23
0 

秒
 

23
0<

 U
ｏ
≦

40
0 

秒
 

U
ｏ

>4
00

 

秒
 

 
交
流

 
直
流

 
交
流

 
直
流

 
交
流

 
直
流

 
交
流

 
直
流

 

T
N

 
0.

8 
注
記

1 
0.

4 
5 

0.
2 

0.
4 

0.
1 

0.
1 

T
T

 
0.

3 
注
記

1 
0.

2 
0.

4 
0.

07
 

0.
2 

0.
04

 
0.

1 

T
T
系
統
に
お
い
て
，
遮
断
が
過
電
流
遮
断
器
に
よ
り
行
わ
れ
，
ま
た
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ

イ
ン
グ
が
設
備

内
の
す
べ
て
の
系
統
外
導
電
性
部
分
と
接
続
さ
れ
る
場
合
，

T
N

系
統
に
適
用
さ
れ
る

大
遮
断
時
間
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

U
ｏ
は
，
公
称
交
流
又
は
直
流
線
の
対
地
電
圧
で
あ
る
。

 

注
記

1 
遮
断
は
，
感
電
保
護
以
外
の
理
由
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

注
記

2 
遮
断
が
漏
電
遮
断
器
で
行
わ
れ
る
場
合
は
，

41
1.

4.
4
の
注
記
，

41
1.

5.
3
の
注
記

4
及
び

41
1.

6.
4 

b)
 

の
注
記
参
照
。

 

  41
1.

6.
2
の
規
定
を
以
下
に
示
す
。

 

41
1.

6.
2：

露
出
導
電
性
部
分
は
，
個
別
に
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
，
又
は
ま
と
め
て
接
地
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 

 次
の
条
件
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 

 －
 
交
流
系
統
で
は
，

R
Ａ

×I
ｄ
≦

50
 Ｖ

 
 
 
 
 

 －
 
直
流
系
統
で
は
，

R
Ａ

×I
ｄ
≦

12
0 
Ｖ
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

  
  
 
注
記

1 
測
定
は
，
す
べ
て
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
分
か
ら
な
い
た
め
，
計
算
が
不
可
能
な
場
合
に
だ
け
行
う
。
二
重
故
障
に
よ

る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
，
こ
の
測
定
中
は
予
防
措
置
を
施
す
。

 

                         
  
 
他
の
回
路
に
第

2
故
障
が
起
こ
っ
た
場
合

(第
4-

41
部
の

41
1.

6.
4
参
照

)に
，

T
T

 系
統
の
状
態
と
類
似
し
た
状
態
が
起
こ
る

場
合

(4
11

.6
.4
の

b)
参
照
）
は
，

T
T

 系
統
の
場
合
と
同
様
に
検
証
を
行
う
。

 

                 

61
.3

.6
.1
 

c)
 
注
記

1
の
「
二
重
故
障
に
よ
る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
，
こ
の
測
定
中
は
予
防
措
置
を
施
す
。
」
と
は
，

 

解
説

6.
2
図
の
よ
う
な

IT
系
統
に
第

1
故
障
が
発
生
し
て
い
る
回
路
に
お
い
て
，
検
査
の
た
め
の
測
定
を
行
う
場
合
に
，
誤
っ
て

 

他
の
健
全
相
を
接
地
さ
せ
る
と
第

2
故
障
が
発
生
し
て
電
路
を
自
動
遮
断
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
，
電
源
の
継
続
を
目
的

と
し
て
第

1
故
障
に
お
い
て
も
電
力
供
給
し
て
い
る
回
路
を
突
然
遮
断
す
る
こ
と
に
な
り
，
運
用
上
問
題
を
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
，
第

1
故
障
を
解
除
し
た
後
に
検
証
を
行
う
か
，
又
は
検
証
の
た
め
の
測
定
を
行
う
際
に
他
の
健
全
相
に
接

地
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
な
予
防
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 

 

解
説

6.
2
図
 

IT
系
統
で
第

1
故
障
が
あ
る
場
合

 

（
こ
の
場
合
は
，
上
の
条
件
の
も
と
で
電
源
の
自
動
遮
断
は
行
わ
な
い
。）

 

 61
.3

.6
.1
 

c)
 
の
「

T
T

 系
統
の
状
態
と
類
似
し
た
状
態
が
起
こ
る
場
合

(4
11

.6
.4
の

b)
参
照
）
は
，

T
T

 系
統
の
場
合
と
同
様
に
検

証
を
行
う
。
」
と
は
，
解
説
 

6.
3
図
の
よ
う
に
露
出
導
電
性
部
分
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
又
は
個
別
に
接
地
さ
れ
て
い
る
場
合
の
第

1

故
障
に
加
え
て
異
な
る
充
電
導
体
に
第

2
故
障
が
発
生
し
た
と
き
の
電
源
を
自
動
遮
断
さ
せ
る
条
件

R
Ａ
×I
ａ
≦

50
 Ｖ

の
検
証
は
，

解
説
 

6.
3
図
の
よ
う
な

T
T

 系
統
の
場
合
と
同
様
に
行
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

 

          
こ
の
場
合
，

R
Ａ
×I
ａ
≦

50
 Ｖ

の
遮
断
条
件
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 

R
Ａ
は
，
露
出
導
電
性
部
分
に
接
続
す
る
接
地
極
の
接
地
抵
抗
と
保
護
導
体
の
抵
抗
と
の
合
計
。

 
 

解
説

6.
3
図
 
露
出
導
電
性
部
分
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
又
は
個
別
に
接
地
さ
れ
て
い
る
場
合
の
故
障
電
流
経
路
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

  
 
 
他
の
回
路
に
第

2故
障
が
起
こ
っ
た
場
合

(第
4-

41
部
の

41
1.

6.
4 
参
照

)に
，

T
N

 系
統
の
状
態
と
類
似
し
た
状
態
が
起
こ
る
場

合
(4

11
.6

.4
 参

照
)は

，
T

N
 系

統
の
場
合
と
同
様
に
検
証
を
行
う
。

 

   
  
注
記

2 
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
中
は
，
で
き
る
だ
け
系
統
の
中
性
点
と
保
護
導
体
と
を
設
備
の
源
点
で
，
又

は
こ
の
こ
と
が
無
理
な
場
合
は
測
定
点
で
，
無
視
で
き
る
程
度
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
接
続
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

 

                   
  

61
.3

.6
.2
 
接
地
極
の
抵
抗
測
定

 

規
定

(T
T

 系
統
に
つ
い
て
は
第

4-
41
部
の

41
1.

5.
3，

T
N

 系
統
に
つ
い
て
は
第

4-
41
部
の

41
1.

4.
1，

ま
た

IT
 系

統
に
つ
い
て
は
第

4-
41
部
の

41
1.

6.
2参

照
) 
が
あ
る
場
合
，
接
地
極
の
抵
抗
測
定
は
そ
れ
に
適
合
す
る
方
法
で
行
う
。

 

注
記

1 
附
属
書
Ｂ
，
方
法

B
1
は
，
例
と
し
て
，
二
つ
の
補
助
接
地
極
を
用
い
る
測
定
方
法
及
び
そ
の
適
合
条
件
を
示
す
。

 

注
記

2 
二
つ
の
接
地
極
を
設
け
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
設
備
の
場
所
（
例
え
ば
市
街
地
）
の
場
合
は
，

61
.3

.6
.3

 又

は
附
属
書
Ｂ
，
方
法

B
2
及
び

B
3
に
よ
る
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
は
，
過
大
な
値
を
示
す
。

 

61
.3

.6
.3
 
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定

 

電
気
的
連
続
性
試
験
は
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
測
定
を
実
施
す
る
前
に

61
.3

.2
 に

よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

測
定
し
た
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
，T

N
 系

統
に
つ
い
て
は
第

4-
41
部
の

41
1.

4.
4に

，ま
た

IT
 系

統
に
つ
い
て
は
第

4-
41

部
の

41
1.

6.
4に

適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

こ
の
箇
条
の
要
求
事
項
を
満
足
し
な
い
か
又
は
疑
わ
し
い
場
合
で
，
か
つ
第

4-
41
部
の

41
5.

2に
従
っ
た
補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン

グ
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
そ
の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
を
同
じ
第

4-
41
部
の

41
5.

2.
2に

よ
っ
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

        61
.3

.7
 
追
加
保
護

 

追
加
保
護
の
た
め
に
適
用
す
る
手
段
の
有
効
性
の
検
証
は
，
目
視
検
査
及
び
試
験
に
よ
っ
て
行
う
。

 

追
加
保
護
の
た
め
に
漏
電
遮
断
器
が
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
漏
電
遮
断
器
に
よ
る
電
源
の
自
動
遮
断
の
有
効
性
を
，

IE
C

 6
15

57
-6

 

(6
1.

3.
1 
参
照

) 
に
よ
る
適
切
な
試
験
機
器
を
用
い
て
第

4-
41
部
の
当
該
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
検
証

61
.3

.6
.1
 

c)
 
の
「

T
N

 系
統
の
状
態
と
類
似
し
た
状
態
が
起
こ
る
場
合

(4
11

.6
.4

 参
照

)は
，

T
N

 系
統
の
場
合
と
同
様
に
検
証
を

行
う
。
」
と
は
，
解
説

6.
4
図
に
示
す
よ
う
に
露
出
導
電
性
部
分
が
同
じ
接
地
系
統
に
一
括
接
地
し
た
保
護
導
体
に
よ
っ
て
相
互
に

接
続
さ
れ
て
い
る
場
合
（
中
性
線
が
な
い
場
合
）
の
第

1
故
障
に
加
え
て
異
な
る
充
電
導
体
に
第

2
故
障
が
発
生
し
た
と
き
の
電
源

を
自
動
遮
断
さ
せ
る
条
件
 

2I
ａ

Zｓ
≦

U
の
検
証
は
，
解
説

6.
4
図
の
よ
う
な

T
N

 系
統
の
場
合
と
同
様
に
行
う
こ
と
を
指
し
て

い
る
。
 

 

           

 
 
 
 
 
 
こ
の
場
合
，

2I
ａ

Zｓ
≦

U
 
の
遮
断
条
件
を
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Zs
は
，
回
路
の
線
導
体
及
び
保
護
導
体
か
ら
な
る
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
，
点
線
で
示
す
。

 
 

解
説

6.
4
図
 
中
性
線
が
な
い
場
合
の
故
障
電
流
経
路

 
          41

5.
2.

2
の
規
定
を
以
下
に
示
す
。

 

41
5.

2.
2 

補
助
保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
有
効
性
に
関
し
て
疑
い
が
あ
る
場
合
は
，
同
時
に
接
触
可
能
な
露
出
導
電
性
部
分
と

系
統
外
導
電
性
部
分
間
の
抵
抗
Ｒ
が
，
次
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
交
流
系
統
で
，

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
直
流
系
統
で
，

 
 

 

 61
.3

.7
は
，
追
加
保
護
の
検
証
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
追
加
保
護
に
は
定
格
感
度
電
流
が

30
m

A
以
下
の
漏
電
遮
断
器
や
補
助

保
護
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
が
あ
る
が
，
試
験
と
目
視
点
検
に
よ
り
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。（

第
4-

41
部
 

41
5.

1
及
び

41
5.

2
参
照
）

 

a

50

I
R

Ｖ
≦

a

12
0 I

R
Ｖ

≦
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
漏
電
遮
断
器
を
故
障
保
護
用
及
び
追
加
保
護
用
に
設
け
る
場
合
は
，
第

4-
41
部
の

も
厳
し
い
当
該
要
求
事
項
に
よ
っ
て

試
験
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

61
.3

.8
 
極
性
試
験

 

規
定
で
中
性
線
に
単
極
開
閉
器
を
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
場
合
は
，
す
べ
て
の
単
極
開
閉
器
が
線
導
体
に
だ
け
接
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

61
.3

.9
 
相
順
の
確
認

 

多
相
回
路
の
場
合
は
，
相
順
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

 61
.3

.1
0 

機
能
試
験

 

開
閉
装
置
及
び
制
御
装
置
，
駆
動
装
置
，
制
御
器
並
び
に
イ
ン
タ
ロ
ッ
ク
装
置
の
よ
う
な
組
立
品
は
，
そ
れ
ら
が
こ
の
規
格
の
当

該
要
求
事
項
に
よ
っ
て
適
切
に
取
り
付
け
ら
れ
，
調
整
及
び
施
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
機
能
試
験
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

保
護
器
は
，
必
要
に
応
じ
て
，
そ
れ
ら
が
適
切
に
設
置
さ
れ
，
調
整
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
，
機
能
試
験
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
こ
の
機
能
試
験
は
，
当
該
規
格
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
機
能
試
験
に
取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

 

 61
.3

.1
1 

電
圧
降
下
の
検
証
，

 

第
5-

52
部
の
箇
条

52
5に

適
合
し
て
い
る
か
を
検
証
を
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
場
合
，
次
の
方
法
に
よ
っ
て
行
う
：

 

－
 
電
圧
降
下
は
，
そ
の
回
路
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
測
定
に
よ
っ
て
評
価
し
て
も
よ
い
。

 

－
 
電
圧
降
下
は
，
附
属
書
Ｄ
の
例
の
よ
う
な
図
表
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
価
し
て
も
よ
い
。

 

          61
.4

  
初
の
検
証
に
関
す
る
報
告

 

61
.4

.1
 
新
設
の
設
備
又
は
既
存
設
備
の
増
設
若
し
く
は
改
修
の
検
証
の
完
了
時
に
は
，

初
の
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

提
出
書
類
に
は
，
検
査
の
記
録
及
び
試
験
の
結
果
と
共
に
報
告
書
に
含
ま
れ
る
設
備
範
囲
の
詳
細
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

工
事
の
検
証
中
に
判
明
し
た
い
か
な
る
欠
陥
又
は
手
抜
き
も
，
そ
の
設
備
が

JI
S 

C
 6

03
64

 に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
請
負
者
が

明
言
す
る
前
に
修
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

61
.4

.2
 
既
存
設
備
の
改
修
又
は
増
設
の

初
の
検
証
の
場
合
は
，
報
告
書
に
適
当
と
思
わ
れ
る
修
繕
及
び
改
良
に
関
す
る
勧
告
を
入
れ
て

も
よ
い
。

 

61
.4

.3
 

初
の
報
告
書
に
は
，
次
の
も
の
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

－
 
検
査
の
記
録

 

－
 
試
験
し
た
回
路
の
記
録
及
び
試
験
結
果

 

回
路
の
細
目
及
び
試
験
結
果
の
記
録
文
書
に
は
，
す
べ
て
の
回
路
を
明
示
し
，
そ
の
関
連
保
護
器
を
含
み
，
そ
れ
ぞ
れ
の
試
験
及

び
測
定
結
果
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

61
.4

.4
 
設
備
の
安
全
，
建
設
及
び
検
証
に
責
任
を
も
つ
人
々
は
，
そ
の
仕
事
の
発
注
者
に
対
し
て

61
.4

.3
 に

述
べ
る
記
録
を
添
え
て
，
設

     61
.3

.9
は
，
相
順
が
入
れ
替
わ
る
と
例
え
ば
誘
導
電
動
機
で
は
回
転
方
向
が
逆
に
な
る
な
ど
安
全
面
及
び
機
能
面
で
支
障
が
生
じ
る

た
め
，
相
順
の
維
持
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 61
.3

.1
0
は
，
組
立
品
に
つ
い
て
は
取
り
付
け
方
法
を
間
違
え
た
り
調
整
作
業
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，

設
備
の
完
成
時
に
機
能
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 
ま
た
，
保
護
器
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
て
調
整
の
確
認
の
た
め
の
機
能
試
験
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

    61
.3

.1
1
の
第

5-
52

部
の
箇
条

52
5
と
は
，
定
常
状
態
に
お
い
て
，
需
要
家
の
電
気
使
用
場
所
内
の
変
圧
器
（
電
気
事
業
者
か
ら
低

圧
電
気
の
供
給
を
受
け
て
い
る
場
合
は
，
引
込
線
取
付
点
）
か
ら
機
器
ま
で
の
電
圧
降
下
は
，
表

G
.5

2.
1
に
示
す
値
以
下
と
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

 

表
G

.5
2.

1－
電
圧
降
下

 

設
備
の
種
類

 
照
明
用
 
％

 
他
の
使
用
 
％

 

A
－
公
共
の
低
圧
配
電
系
統
か
ら
直
接
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

 
3 

5 

B
－
自
家
用
低
圧
電
力
か
ら
供
給
さ
れ
る
低
圧
設
備

ａ
 

6 
8 

注
ａ
 
可
能
な
限
り
，
分
岐
回
路
内
の
電
圧
降
下
は
設
備
の
種
類

A
に
示
す
も
の
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

 
 

 設
備
の
幹
線
が

10
0 
ｍ
よ
り
長
い
と
き
は
，
こ
れ
ら
の
電
圧
降
下
は
，

10
0 
ｍ
を
超
え
る
配
線
設
備
の

1 
ｍ
あ
た

り
0.

00
5％

の
割
合
で
増
加
し
て
も
よ
い
，
こ
の
場
合
増
加
す
る
電
圧
降
下
を

0.
5％

以
内
と
す
る
。

 

 
 

 電
圧
降
下
は
，
適
用
可
能
な
場
所
で
様
々
な
需
要
率
を
適
用
し
て
い
る
電
気
使
用
機
器
に
よ
る
需
要
量
で
決
定
さ
れ

る
，
又
は
回
路
の
設
計
電
流
の
値
か
ら
決
定
さ
れ
る
。

 

 61
.4
は
，

IE
C

 6
03

64
で
建
築
電
気
設
備
が
構
築
さ
れ
た
場
合
，
そ
の
施
工
が
適
切
に
行
な
わ
れ
た
か
否
か
を

初
に
検
証
し
た
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

備
の
安
全
に
関
す
る
各
自
の
責
任
を
考
慮
し
た
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
電
気
設
備
の

初
の
報
告
書
に
は
，

初
の
検
証
と

初
の
定
期
検
証
と
の
間
隔
に
関
す
る
勧
告
を
書
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。

 

注
記

2 
幾
つ
か
の
国
に
お
い
て
は
，

初
の
検
証
と

初
の
定
期
検
証
と
の
間
隔
を
法
律
又
は
そ
の
他
の
国
家
規
則
で
示
し
て
い

る
。

 

61
.4

.5
 
報
告
書
は
，
検
証
に
関
す
る
有
資
格
者
が
編
集
し
て
署
名
す
る
か
，
さ
も
な
く
ば
認
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
設
備
の
説
明
並
び
に

初
の
検
証
及
び
定
期
検
証
に
使
用
す
る
一
覧
表
の
，
特
に
住
居
設
備
に
適
切
な
，
モ
デ
ル
様
式
を

附
属
書
Ｆ
，
Ｇ
及
び
Ｈ
に
示
す
。

 

 62
 
定
期
検
証

 

62
.1
 
一
般
事
項

 

62
.1

.1
 
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
す
べ
て
の
電
気
設
備
の
定
期
検
証
を

62
.1

.2
 か

ら
62

.1
.6

 ま
で
に
従
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

可
能
で
あ
る
場
合
は
か
な
ら
ず
，
前
回
の
定
期
検
証
の
記
録
及
び
推
奨
事
項
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

62
.1

.2
 
設
備
の
詳
細
な
調
査
を
含
む
定
期
検
査
は
，
次
の

a)
 ～

 d
)の

事
項
を
達
成
す
る
た
め
に
，
必
要
に
応
じ
て
設
備
を
分
解
せ

ず
に
又
は
部
分
的
に
分
解
し
，
漏
電
遮
断
器
に
つ
い
て
第

4-
41

部
に
規
定
さ
れ
た
遮
断
時
間
の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

示
す
た
め
の
検
証
も
含
め
て
，
箇
条

61
の
中
か
ら

も
適
し
た
試
験
及
び
測
定
に
よ
っ
て
補
足
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a)
 感

電
及
び
や
け
ど
の
影
響
に
対
す
る
人
及
び
家
畜
の
安
全

 

b)
 設

備
の
欠
陥
か
ら
起
こ
る
火
災
及
び
過
熱
に
よ
る
財
産
の
損
害
に
対
す
る
保
護

 

c)
 安

全
を
損
な
う
よ
う
な
設
備
の
損
傷
又
は
劣
化
が
な
い
こ
と
の
確
認

 

d)
 危

険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
の
欠
陥
及
び
こ
の
規
格
の
要
求
事
項
か
ら
の
か
い
離
の
識
別

 

前
回
の
報
告
書
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
，
な
お
一
層
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

 

注
記

1 
既
存
の
設
備
は
，
そ
の
設
備
を
設
計
し
，
施
工
す
る
と
き
に
有
効
で
あ
っ
た

JI
S 

C
 6

03
64
の
旧
版
に
従
っ
て
設
計
し
，

施
設
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
，
必
ず
し
も
不
安
全
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

 

注
記

2 
IE

C
 6

03
64

-4
-4

1（
第

5版
）
対
応

JI
Sに

よ
り
，

大
遮
断
時
間
と
の
適
合
性
を
検
証
す
る
場
合
，
試
験
を
定
格
感
度
電

流
I △

ｎ
の

 5
 倍

に
等
し
い
残
留
電
流
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

62
.1

.3
 
定
期
検
証
に
あ
た
っ
て
は
，
た
と
え
回
路
に
欠
陥
が
あ
っ
て
も
人
又
は
家
畜
に
危
険
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
，
ま
た
財
産
及

び
機
器
に
損
傷
を
与
え
な
い
よ
う
に
予
防
手
段
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

測
定
器
及
び
継
続
監
視
機
器
並
び
に
方
法
は
，

IE
C

 6
15

57
 

の
当
該
部
に
従
っ
て
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
測
定
機
器
を
使
用
す
る
場
合
は
，
同
等
以
上
の
性
能
及
び
安
全
性
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

 

62
.1

.4
 
設
備
又
は
設
備
の
い
か
な
る
部
分
も
，
そ
の
定
期
検
証
の
範
囲
及
び
結
果
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

62
.1

.5
 
あ
ら
ゆ
る
損
傷
，
劣
化
，
欠
陥
又
は
危
険
な
状
態
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
，
こ
の
規
格
に
従
っ
た
定
期
検
証
の

重
要
な
除
外
部
分
及
び
そ
の
理
由
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

62
.1

.6
 
検
証
は
，
検
証
に
対
し
て
有
能
な
熟
練
者
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記
 
企
業
及
び
人
に
対
す
る
資
格
に
係
わ
る
要
求
事
項
は
，
国
家
が
考
慮
す
る
事
項
で
あ
る
。

 

 62
.2
 
定
期
検
証
の
頻
度

 

62
.2

.1
 
設
備
の
定
期
検
証
の
頻
度
は
，
設
備
及
び
機
器
の
種
類
，
そ
の
用
途
及
び
運
転
，
保
守
の
頻
度
及
び
質
並
び
に
設
備
が
置
か
れ
て

い
る
外
的
影
響
に
関
連
し
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

1 
定
期
検
証
の

大
間
隔
は
，
国
の
法
律
又
は
そ
の
他
の
国
家
規
程
で
定
め
て
も
よ
い
。

 

注
記

2 
定
期
報
告
書
は
，
次
回
の
定
期
検
証
ま
で
の
期
間
を
定
期
検
証
を
実
施
す
る
人
に
推
奨
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

注
記

3 
間
隔
は
，
よ
り
高
い
危
険
性
が
あ
っ
た
り
，
よ
り
短
い
期
間
が
要
求
さ
れ
る
次
の
場
合
を
除
い
て
，
例
え
ば
数
年

(例
え

ば
４
年

)が
よ
い
。

 

－
 
劣
化
に
よ
っ
て
感
電
，
火
災
又
は
爆
発
の
危
険
性
が
存
在
す
る
作
業
所
又
は
場
所

 

－
 
高
低
圧
両
方
の
設
備
が
存
在
す
る
作
業
所
又
は
場
所

 

－
 
公
共
施
設

 

－
 
建
設
現
場

 

－
 
安
全
設
備

(例
え
ば
，
非
常
用
照
明
器
具

) 

住
居
に
対
し
て
は
，
よ
り
長
い
検
証
間
隔

(例
え
ば
，

10
年

)を
適
用
し
て
も
よ
い
。
住
居
の
占
有
者
が
変
わ
っ
た
と
き
は
，
電
気

設
備
の
定
期
検
証
を
強
く
推
奨
す
る
。

 

前
回
の
報
告
書
の
結
果
及
び
推
奨
事
項
を
入
手
で
き
た
場
合
は
，
こ
れ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

注
記

4 
前
回
の
報
告
書
が
入
手
で
き
な
い
場
合
は
，
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

 

62
.2

.2
 
通
常
の
使
用
で
予
防
保
全
に
つ
い
て
効
果
的
な
管
理
体
制
下
に
あ
る
設
備
の
場
合
に
は
，
定
期
検
証
は
設
備
及
び
す
べ
て
の
構
成

機
器
を
熟
練
者
に
よ
っ
て
連
続
監
視
し
，
保
守
す
る
よ
う
な
適
切
な
制
度
に
置
き
換
え
て
も
よ
い
。
そ
の
場
合
適
切
な
記
録
を
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

62
.3
 
定
期
検
証
に
関
す
る
報
告

 

62
.3

.1
 
既
存
設
備
の
定
期
検
証
終
了
時
に
は
，
定
期
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
書
は
，

62
.1

.5
に
掲
げ
る
あ
ら
ゆ
る

欠
陥
を
含
む
，
検
査
の
記
録
及
び
試
験
の
結
果
と
共
に
，
報
告
書
で
扱
わ
れ
る
設
備
の
詳
細
並
び
に
検
証
の
除
外
部
分
を
含
ん
で
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
定
期
報
告
書
に
は
，
妥
当
と
思
わ
れ
る
現
行
の
規
格
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
備
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な
修
繕
及
び
改
修
に
関

す
る
推
奨
を
含
ん
で
も
よ
い
。

 

検
証
の
実
施
責
任
者
又
は
責
任
者
の
代
行
を
す
る
管
理
責
任
者
は
，
検
証
を
命
じ
た
人
に
定
期
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

 

試
験
結
果
の
報
告
書
は
，
箇
条

62
に
詳
述
し
て
あ
る
該
当
す
る
試
験
に
つ
い
て
の
結
果
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

62
.3

.2
 
報
告
書
は
，
検
証
に
関
す
る
有
資
格
者
が
編
集
し
て
署
名
す
る
か
，
さ
も
な
く
ば
認
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

  

附
属
書

A
 

（
参
考
）

 

大
地
又
は
保
護
導
体
に
対
す
る
床
及
び
壁
の
絶
縁
抵
抗
/イ

ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
方
法
 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 
A

.1
  
一
般
事
項

 

絶
縁
床
及
び
壁
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
又
は
抵
抗
の
測
定
は
，
系
統
の
対
地
電
圧
及
び
公
称
周
波
数
で
実
施
す
る
か
，
又
は
絶
縁
抵

抗
の
測
定
と
組
み
合
わ
せ
て
同
じ
公
称
周
波
数
の
系
統
の
対
地
電
圧
よ
り
低
い
電
圧
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と

は
，
例
え
ば
，
次
の
測
定
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

1)
 
交
流
系
統

 

 
 
 
－
 
公
称
交
流
電
圧
で
の
測
定

 

 
 
 
－
 
よ
り
低
い
交
流
電
圧

(
低

25
 V

) 
で
測
定
し
，
か
つ
，
さ
ら
に
公
称
系
統
電
圧
が

50
0 

V
 以

下
の
場
合
は
，

低
試
験

電
圧

50
0 

V
（
直
流
）
を
使
用
す
る
絶
縁
試
験
に
よ
る

 ，
ま
た
，
公
称
系
統
電
圧
が

50
0V

を
超
過
の
場
合
は
，

低
試
験

                                附
属
書

A
は
，
床
及
び
壁
の
絶
縁
抵
抗

/イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
方
法
を
，
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。

 

      

3-176



規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

電
圧

1 
00

0V
（
直
流
）
を
使
用
す
る
絶
縁
試
験
に
よ
る

 

 
 
 
次
の
電
圧
源
を
選
ん
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
：

 

  
  
 
 

a)
 
測
定
箇
所
に
存
在
す
る
接
地
系
統
の
電
圧
（
対
地
電
圧
）

 

  
  

 
 b

) 
二
巻
線
変
圧
器
の
２
次
側
電
圧

 

 
 
 
 

c)
 
系
統
の
公
称
周
波
数
の
独
立
電
圧
源

 

  
  

 b
) 
及
び

c)
 の

場
合
は
，
測
定
電
圧
源
は
測
定
に
当
た
っ
て
接
地
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

  
  
 

50
 V

 超
過
の
電
圧
で
測
定
す
る
場
合
は
，安

全
上
の
理
由
か
ら

大
出
力
電
流
を

3.
5 

m
A

 に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2)
 
直
流
系
統

 

 
 
 
－
 
公
称
系
統
電
圧
が

50
0 

V
 以

下
以
下
の
場
合
は
，

低
試
験
電
圧

50
0 

V
（
直
流
）
を
使
用
す
る
絶
縁
試
験

 

  
  
 
－
 
公
称
系
統
電
圧
が

50
0 

V
 超

過
の
場
合
は
，

低
試
験
電
圧

1 
00

0 
V
（
直
流
）
を
使
用
す
る
絶
縁
試
験

 

絶
縁
試
験
に
は
，

IE
C

 6
15

57
-2

 に
よ
る
測
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

A
.2
 
交
流
電
圧
に
よ
る
床
及
び
壁
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
の
た
め
の
試
験
方
法

 

電
流
Ｉ
を
電
圧
源
の
出
力
端
子
か
ら
又
は
線
導
体
Ｌ
か
ら
試
験
電
極
に
電
流
計
を
介
し
て
供
給
す
る
。
電
極
に
於
け
る
電
圧

U
Ｘ

を
保
護
導
体

PE
に
対
し
て
，
内
部
抵
抗
が

1 
M
Ω
以
上
の
電
圧
計
を
使
用
し
て
測
定
す
る
。

 

そ
の
と
き
，
絶
縁
床
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
は
：

Z Ｘ
＝

U
Ｘ

/I 

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
確
認
の
た
め
の
測
定
は
，
無
作
為
に
選
ん
だ
必
要
と
考
え
ら
れ
る
多
く
の
箇
所
で
，

低
３
回
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

試
験
電
極
は
，
次
の
種
類
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
ど
ち
ら
が
よ
い
か
の
結
論
が
出
な
い
場
合
は
，
試
験
電
極
１
の
使
用
が
基
準
で

 

あ
る
。

 

A
.3
 
試
験
電
極
１
 

電
極
は
，
床
に
接
す
る
箇
所
が
正
三
角
形
を
形
成
し
て
い
る
金
属
製
三
脚
か
ら
な
る
。
各
々
の
支
持
部
は
圧
力
を
加
え
た
と
き
，

被
試
験
面
上
に
約

90
0 

m
m

2  の
面
積
で
密
着
し
，
確
実
に

5 
00

0Ω
未
満
の
抵
抗
と
な
る
よ
う
な
柔
軟
な
底
部
を
備
え
て
い
る
。

 

測
定
を
行
う
前
に
，
被
試
験
表
面
は
清
浄
用
液
体
で
清
掃
す
る
。
測
定
中
は
，
床
の
場
合
は
約

75
0N

，
壁
の
場
合
は
約

25
0 

N
の

力
を
三
脚
に
加
え
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

                     A
.4
 
試
験
電
極
２

 

電
極
は
，
一
辺
が

25
0 

m
m

 の
正
方
形
の
金
属
板
と
，
一
辺
が
約

27
0 

m
m
角
の
湿
ら
せ
て
余
分
な
水
分
を
取
り
除
い
た
吸
水
性
の

あ
る
紙
又
は
布
で
構
成
す
る
。
紙
は
，
金
属
板
と
被
試
験
表
面
と
の
間
に
置
く
。

 

測
定
中
は
，
床
の
場
合
は
約

75
0 

N
，
壁
の
場
合
は
約

25
0 

N
の
力
を
板
に
加
え
る
。

 

              

                                       

寸
法
：

m
m

厚
さ

5m
m

 

ア
ル

ミ
ニ

ュ

ウ
ム
板

 

平
面
図

 
側
面
図

 

導
電
性
ゴ
ム
製
接
触

ス
タ
ッ
ド
の
断
面
図

ね
じ
，
座
金
及
び

 
 
 

ナ
ッ
ト
で
取
り
付
け
る

 

端
子

背
面
図

 

導
電
性
ゴ
ム
製

 

接
触
ス
タ
ッ
ド

 

図
A

.1
 －

 試
験
電
極
１

 

木
板

 

金
属
板

 

湿
っ
た
布

 

床
の
仕
上
げ

床
材

 

(*
) 

無
意
識
な
接
触
に
対
す
る
保
護
を
行
う
た
め
電
流
を

3.
5m

Ａ
に
制
限
す
る
抵
抗

 

図
A

.2
－
試
験
電
極

2 
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

附
属
書

B
 

（
参
考
）
 

方
法

B
1,

B
2
及
び

B
3 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 B
.1
 
方
法

B
1－

接
地
極
の
抵
抗
測
定
 

一
例
と
し
て
，
接
地
抵
抗
の
測
定
を
行
う
と
き
，
次
の
よ
う
な
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

(図
B.
1参

照
)。

 
 
 
 
 
 

接
地
極

T
と

T
か
ら
二
つ
の
接
地
極
の
抵
抗
区
域
が
重
な
ら
な
い
よ
う
な
距
離
に
配
置
し
た
補
助
接
地
極

T
1 
と
の
間
に
，
安
定
し
た
交

流
電
流
を
流
す
。

 

地
中
に
金
属
棒
を
打
ち
込
む
第

2の
補
助
接
地
極

T
２
を

T
と

T
1 
と
の
中
間
に
打
ち
込
み
，

T
と

T
2と

の
間
の
電
圧
降
下
を
測
定
す

る
。

 

接
地
極
の
抵
抗
値
は
，
抵
抗
区
域
が
重
な
ら
な
い
な
ら
ば

T
と

T
1 
間
を
流
れ
る
電
流
値
で

T
と

T
2 
間
の
電
圧
値
を
除
し
た
値
と
な

る
。

 

接
地
極
の
抵
抗
値
が
真
値
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
に
，
第

2の
補
助
極

 T
2 
を

T
か
ら
さ
ら
に

6 
m

 離
し
た
場
合
及
び

T
に

6 
m

 

近
づ
け
た
場
合
の
二
つ
の
測
定
を
追
加
し
て
行
う
。
三
つ
の
測
定
値
が
お
お
む
ね
一
致
す
る
場
合
は
，
三
つ
の
読
み
の
平
均
が
接
地

電
極

 T
 の

抵
抗
値
と
し
て
得
ら
れ
る
。
三
つ
の
測
定
値
が
一
致
し
な
い
場
合
に
は
，

T
と

T
１
と
の
距
離
を
増
し
て
，
試
験
を
繰
り
返

す
。

 

              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
 

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
 
 
 
 
電
流
調
整
器

 

      

      附
属
書

B
は
，
接
地
極
の
抵
抗
測
定
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
，
電
流
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
る
接
地
ル
ー
プ
抵
抗
の
測

定
に
よ
る
方
法
を
，
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。

 

                               

電
源

 
電
流
調
整
器

抵
抗
区
域

 

(重
な
ら
な
い

) 
記
号
の
説
明
 

 
 
 
 

T
 
：
試
験
中
の
接
地
極
，
す
べ
て
の
他
の
供
給
電
源
か
ら
切
り
離
す
。

 
 
 
 

T
１

  
: 
補
助
接
地
極

 
 
 
 
 

T
２

 ：
第

2補
助
接
地
極

 
 
 
 
 

X
 
：
確
認
測
定
の
た
め
の

T
2の

別
の
位
置

 

 
 
 
 

Y
 
：
も
う
一
つ
の
確
認
測
定
の
た
め
の
さ
ら
に
別
の

T
2の

位
置

 

図
B

.1
－
接
地
極
の
抵
抗
測
定
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

B
.2
 
方
法

B
2－

故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定

 

故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
は
，

61
.3

.6
.3

 の
要
求
事
項
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
例
と
し
て
，
電
圧
降
下
法
に
よ
る
次
の
方
法
が
使
用
で
き
る
。

 

注
記

1 
こ
の
附
属
書
に
提
案
す
る
方
法
は
，
電
圧
の
ベ
ク
ト
ル
特
性
，
す
な
わ
ち
，
実
際
の
地
絡
故
障
時
に
現
れ
る
状
況
を
考
慮

し
て
い
な
い
た
め
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
近
似
値
だ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
，
当
該
回
路
の
リ

ア
ク
タ
ン
ス
を
無
視
で
き
る
場
合
は
，
近
似
値
の
程
度
は
受
け
入
れ
可
能
で
あ
る
。

 

注
記

2 
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
試
験
を
行
う
前
に
，主

接
地
端
子
と
露
出
導
電
性
部
分
と
の
間
の
導
通
試
験
を
行
う
こ
と

を
推
奨
す
る
。

 

注
記

3 
こ
の
方
法
は
，
適
用
上
種
々
の
困
難
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

検
証
す
べ
き
回
路
の
電
圧
を
，
可
変
負
荷
抵
抗
を
接
続
し
て
い
る
場
合
と
，
し
て
い
な
い
場
合
の
両
方
で
測
定
し
，
故
障
ル
ー
プ

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
を
次
の
式
に
よ
っ
て
計
算
す
る
：

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

R

2
1

I

U
U

Z
－

＝
 

こ
こ
に
，

 

 
Z

  
は
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

 

 
1

U
 
は
，
負
荷
抵
抗
を
接
続
し
な
い
で
測
定
し
た
電
圧

 

  
2

U
 
は
，
負
荷
抵
抗
を
接
続
し
て
測
定
し
た
電
圧

 

  
RI

  
 は

，
負
荷
抵
抗
を
通
過
す
る
電
流

 

注
記

4 
1

U
と

2
U

と
の
差
が
重
要
で
あ
る
。

 

                    

                                       

IE
C

 6
15

57
-3

 

に
よ
る
試
験
器
具

 

図
B

.2
－
電
圧
降
下
法
に
よ
る
故
障
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

B
.3
 
方
法

B
3－

電
流
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
る
接
地
ル
ー
プ
抵
抗
の
測
定

 

こ
の
測
定
方
法
は
，
図

B
.3

 に
示
す
よ
う
な
メ
ッ
シ
ュ
状
接
地
設
備
内
に
存
在
す
る
接
地
ル
ー
プ
で
行
う
。

 

第
１
の
ク
ラ
ン
プ
に
ル
ー
プ
に
測
定
電
圧

U
を
誘
導
し
，
第

2の
ク
ラ
ン
プ
は
ル
ー
プ
内
の
電
流
Ｉ
を
測
定
す
る
。
ル
ー
プ
抵
抗
は
，

電
流
Ｉ
で
電
圧

U
を
除
し
て
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

並
列
抵
抗
値

R
１

…
R
ｎ

 は
一
般
に
無
視
で
き
る
の
で
，
求
め
る
抵
抗
値
は
，
測
定
し
た
ル
ー
プ
抵
抗
に
等
し
い
か
又
は
少
し
小
さ

い
。

 

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ン
プ
は
，
計
測
器
に
単
独
で
接
続
し
て
も
よ
く
，
又
は
一
個
の
特
殊
ク
ラ
ン
プ
に
一
体
化
し
て
も
よ
い
。

 

こ
の
方
法
は
，

T
N

 系
統
に
対
し
及
び

T
T

 系
統
の
メ
ッ
シ
ュ
状
接
地
設
備
内
で
直
接
使
用
で
き
る
。

 

T
T
系
統
に
お
い
て
，
測
定
す
る
未
知
の
接
地
箇
所
だ
け
が
利
用
で
き
る
場
合
は
，
測
定
中
，
ル
ー
プ
は
接
地
極
と
中
性
線
間
を
短

時
間
接
続
し
て
閉
じ
る
（
い
わ
ば
，

T
N

 系
統
）
こ
と
が
で
き
る
。

 

中
性
線
と
大
地
と
の
間
の
電
位
差
に
起
因
す
る
電
流
に
よ
っ
て
起
こ
り
う
る
危
険
性
を
避
け
る
た
め
に
，
接
続
及
び
切
離
し
を
し

て
い
る
間
，
系
統
は
開
閉
器
を
開
い
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

                           

                                       

Ｒ
Ｔ
 
 

  
変
圧
器
の
接
地

 

R Ｘ
 
 

  
 測

定
す
る
未
知
の
接
地
抵
抗

 

R １
･･
･R

ｎ
 
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
又
は

PE
導
体
で
接
続
さ
れ
て
い
る
並
列
接
地

 

図
B

.3
－
電
流
ク
ラ
ン
プ
を
用
い
る
接
地
ル
ー
プ
抵
抗
の
測
定
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

附
属
書

C
 

（
参
考
）
 

箇
条

61
の
規
定
の
適
用
に
関
す
る
指
針
－
最
初
の
検
証
 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 
こ
の
附
属
書
の
箇
条
及
び
条
の
番
号
は
，
箇
条

61
の
番
号
に
よ
っ
て
い
る
。

 

箇
条
及
び
条
の
引
用
が
な
い
部
分
は
，
補
足
説
明
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 

C
.6

1.
2 

検
査

 

C
.6

1.
2.

2 
こ
の
検
査
は
，
機
器
の
性
能
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
目
的
で
作
成
さ
れ
た
製
造
業
者
の
説
明
書
に
従
っ
て
機
器
が
施
設
し
て
あ

る
と
い
う
こ
と
の
確
認
も
意
図
し
て
い
る
。

 

C
.6

1.
2.

3 
 

b)
  
防
火
壁
の
存
在
及
び
火
災
拡
大
に
対
す
る
そ
の
他
の
予
防
措
置
並
び
に
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
（
第

4-
42
部
及
び
第

5-
52

部
の
箇
条

52
7）

 

  
  
 
－
 
防
火
壁
の
存
在
（
第

5-
52
部
の

52
7.

2）
 

 
 
 
 
 
密
封
施
設
に
つ
い
て
は
，
関
連
の
製
品
に
対
す
る

IE
C
の
形
式
検
査
に
関
す
る
施
工
指
示
書
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
，
密
封
材
の
施
工
を
検
証
す
る
。

 

 
 
 
 
 
こ
の
検
証
の
後
は
，
他
の
試
験
は
不
要
で
あ
る
。

 

  
  
 
－
 
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護

(第
4-

42
部

) 

  
  

  
  
 
熱
の
影
響
に
対
す
る
保
護
に
関
す
る
第

4-
42
部
の
規
定
は
，
通
常
の
使
用
状
態
，
す
な
わ
ち
，
故
障
の
な
い
状
態
に
適

用
す
る
。

 

  
  

  
  
 
配
線
設
備
の
過
電
流
保
護
は
，
第

4-
43
部
及
び
第

5-
53
部
の
箇
条

53
3に

よ
る
。

 

 
 
 
 
 
短
絡
を
含
む
故
障
又
は
過
負
荷
に
よ
る
保
護
器
の
作
動
は
，
通
常
の
使
用
状
態
と
見
な
す
。
 
 
 
 

 

 
 
 
－
 
火
災
に
対
す
る
保
護

(第
4-

42
部
の
箇
条

42
2)

 

 
 
 
 
 
火
災
の
危
険
性
が
あ
る
場
所
に
対
す
る
箇
条

42
2の

要
求
事
項
は
，
過
電
流
保
護
が
第

4-
43
部
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る

と
見
な
す
。

 

c)
 及

び
 d

) 
許
容
電
流
及
び
電
圧
降
下
に
関
す
る
導
体
の
選
定
並
び
に
保
護
器
及
び
連
続
監
視
装
置
の
選
択
及
び
整
定

 

 
 
 
材
質
，
施
設
方
法
及
び
断
面
積
を
含
む
導
体
の
選
定
，
そ
れ
ら
の
施
工
及
び
保
護
器
の
整
定
は
，
こ
の
規
格
，
特
に
第

4-
41

, 

4-
43

, 5
-5

2,
 5

-5
3及

び
 5

-5
4部

の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
，
そ
の
設
備
の
設
計
者
の
計
算
に
よ
っ
て
検
証
す
る
。

 

i) 
図
表
，
警
告
書
又
は
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
文
書
の
存
在

 

  
  
 
第

5-
51
部
の

51
4.

5に
規
定
す
る
図
表
は
，
設
備
に
複
数
の
分
電
盤
が
あ
る
場
合
特
に
必
要
で
あ
る
。

 

k)
 
導
体
接
続
の
適
切
さ

 

 
 
 
こ
の
検
証
の
目
的
は
，
締
付
け
方
法
が
接
続
す
る
導
体
に
対
し
て
適
切
か
否
か
及
び
接
続
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か

を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

 

  
  
 
疑
問
が
あ
る
場
合
は
，
接
続
箇
所
の
抵
抗
を
測
定
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
。
こ
の
抵
抗
は
，
接
続
し
た
導
体
の
う
ち

小
断

面
積
の
も
の
と
等
し
い
断
面
積
を
も
つ
長
さ

1 
m
の
導
体
の
抵
抗
以
下
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

m
) 

運
転
，
識
別
及
び
保
守
に
便
利
な
機
器
の
接
近
可
能
性

 

  
  

  
運
転
者
が
運
転
装
置
に
容
易
に
接
近
可
能
な
よ
う
に
，
運
転
装
置
が
配
置
し
て
あ
る
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
  

 非
常
開
閉
用
装
置
に
つ
い
て
は
，
第

5-
53
部
の

53
6.

4.
2を

参
照
。

 

  
  

 機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
路
用
装
置
に
つ
い
て
は
，
第

5-
53
部
の

53
6.

3.
2を

参
照
。

 

 

      附
属
書
Ｃ
は
，
電
気
設
備
の

初
の
検
証
の
箇
条

61
の
規
定
を
適
用
す
る
上
で
の
指
針
を
，
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

C
.6

1.
3 

試
験

 

C
.6

1.
3.

2 
保
護
導
体
の
連
続
性

 

こ
の
試
験
は
，
電
源
の
自
動
遮
断

(6
1.

3.
6参

照
)に

よ
る
保
護
条
件
の
検
証
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
，
試
験
に
使
用
す
る
装
置
が
適

切
な
表
示
を
出
す
場
合
に
は
，
適
合
し
て
い
る
も
の
と
見
な
す
。

 

注
記
 
試
験
に
使
用
す
る
電
流
は
，
火
災
又
は
爆
発
の
危
険
性
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
に
小
さ
い
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

C
.6

1.
3.

3 
電
気
設
備
の
絶
縁
抵
抗

 

測
定
は
，
設
備
を
電
源
か
ら
切
り
離
し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
般
的
に
絶
縁
測
定
は
，
設
備
の
源
点
で
実
施
す
る
。

 

測
定
値
が
表

6A
に
規
定
す
る
値
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
，
設
備
を
数
グ
ル
ー
プ
の
回
路
に
分
け
て
も
よ
く
，
そ
の
上
で
各
グ
ル
ー

プ
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
回
路
中
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
の
測
定
値
が
，
表

6A
に
規
定
す
る
値
未
満
で
あ
る
場
合

は
，
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
各
回
路
の
絶
縁
抵
抗
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

あ
る
回
路
又
は
回
路
の
一
部
が
，
す
べ
て
の
充
電
用
導
体
を
遮
断
す
る
不
足
電
圧
装
置
（
例
え
ば
，
電
磁
接
触
器
）
に
よ
っ
て
遮

断
さ
れ
る
場
合
は
，
こ
れ
ら
の
回
路
又
は
回
路
の
一
部
の
絶
縁
抵
抗
は
別
々
に
測
定
す
る
。

 

C
.6

1.
3.

4 
SE

L
V
，

PE
L

V
 又

は
電
気
的
分
離
に
よ
る
保
護

 

C
.6

1.
3.

4.
3 

回
路
の
分
離
に
よ
る
保
護

 

機
器
が
分
離
さ
れ
た
回
路
と
そ
の
他
の
回
路
の
両
方
を
も
っ
て
い
る
場
合
，
必
要
な
絶
縁
は
，
機
器
を
当
該
規
格
の
安
全
要
求
事
項
に
従

っ
て
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。

 

C
.6

1.
3.

6 
電
源
の
自
動
遮
断
に
よ
る
保
護

 

C
.6

1.
3.

6.
1 

一
般
事
項

 

IE
C

 6
03

64
-4

-4
1（

第
5版

）
対
応

JI
Sに

従
っ
て
，

大
遮
断
時
間
の
適
合
性
を
検
証
す
る
場
合
，
試
験
を
定
格
感
度
電
流

I △
ｎ
の

5

倍
に
等
し
い
残
留
電
流
で
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

C
.6

1.
3.

6.
2 

故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
：
温
度
上
昇
に
伴
う
導
体
抵
抗
の
増
加
の
考
察

 

T
N
系
統
に
つ
い
て
，
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
値
は
，
室
温
で
，
か
つ
，
小
さ
な
電
流
で
測
定
す
る
の
で
，
第

4-
41

部
の

41
1.

4の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
，
故
障
に
よ
る
温
度
上
昇
に
伴
う
導
体
抵
抗
の
増
加
を
考
慮
し
て
，

次
に
記
載
す
る
手
順
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
値
が
次
の
式
を
満
足
す
る
と
き
は
，

41
1.

4 
の
要
求
事
項
に
適
合
す
る
も
の
と
見
な
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

a0
s

32
(m

)
IU

Z


≦
 

こ
こ
に
，

 

(m
)

s
Z

は
，
故
障
点
に
お
け
る
故
障
電
流
ル
ー
プ
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
の
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
測
定
値
（
Ω
）

o
U

  
は
，

線
導
体
と
接
地
さ
れ
た
中
性
線
間
の
電
圧
（

V
）

 

aI
  

  
は
，
表

41
.1

 に
示
す
時
間
以
内
に
，
又
は

41
1.

4 
に
示
す
条
件
に
従
っ
て

5 
秒
以
内
に
保
護
器
を
自
動
的
に
 
 
 
 

作
動
さ
せ
る
電
流

 

故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
の
測
定
値
が

2
o

U
/3

aI
を
超
え
る
場
合
は
，
次
の
手
順
に
よ
っ
て
故
障
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

の
値
を
求
め
，

41
1.

4 
と
の
適
合
性
の
よ
り
正
確
な
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
：

 

a)
 

初
に
，
電
力
供
給
の
線
導
体
と
接
地
し
た
中
性
線
間
の
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

Z ｅ
を
設
備
の
源
点
で
測
定
す
る
。

 

b)
 
次
に
，
幹
線
の
線
導
体
及
び
保
護
導
体
の
抵
抗
を
測
定
す
る
。

 

c)
 
次
に
，
分
岐
回
路
の
線
導
体
及
び
保
護
導
体
の
抵
抗
を
測
定
す
る
。

 

d)
 

a)
，

b)
 及

び
C

) 
に
よ
っ
て
測
定
し
た
抵
抗
値
は
，
故
障
電
流
が
流
れ
た
場
合
を
考
慮
す
る
と
，
保
護
器
を
通
過
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
と
考
え
る
温
度
上
昇
に
よ
っ
て
増
加
す
る
。

  

e)
 

後
に
，

d)
 に

よ
っ
て
増
加
す
る
抵
抗
値
と
電
力
供
給
の
線
導
体
と
接
地
し
た
中
性
線
間
の
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

Z ｅ
を

加
え
，
故
障
状
態
下
の
実
際
の

Z ｓ
の
値
を
得
る
｡ 
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

附
属
書

D
 

（
参
考
）

 

設
定
電
圧
降
下
率
に
対
応
し
た
最
大
ケ
ー
ブ
ル
長
が
求
め
ら
れ
る
図
表
の
例

 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 D
.1
 
適
切
な
図
表
の
例

 

公
称
交
流
電
圧

40
0 

V
，
配
線
の
温
度

55
 �

 に
お
け
る
電
圧
降
下
率

4 
%

 に
対
す
る

大
ケ
ー
ブ
ル
長

 

三
相
系
統
，

PV
C

 絶
縁
ケ
ー
ブ
ル
，
銅
導
体

 

単
相
系
統

(交
流

23
0 

V
) 
に
対
し
て
は
，

大
ケ
ー
ブ
ル
長
を

2で
割
る

 

ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
配
線
に
対
し
て
は
，

大
ケ
ー
ブ
ル
長
を

1.
6で

割
る

 

                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 
ｍ
ｍ

２
 

        

         附
属
書

D
は
，
第

5-
52

部
の
箇
条

52
5
に
適
合
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
場
合
の
電
圧
降
下
の
検
証
に
使
用
す
る
図
表
の
例
を
，

参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。

 

                            

断
面
積
 

m
m

２
 

大ケーブル長 m 

負
荷
電
流

 Ａ
 

注
記
 
図
表
は
，
導
体
の
許
容
電
流
に
関
す
る
指
針
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

附
属
書

E
 

（
参
考
）

 

電
気
設
備
に
再
利
用
す
る
電
気
機
器
に
対
す
る
推
奨
事
項

 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 
 E

.1
 
電
気
設
備
に
利
用
す
る
電
気
機
器
に
対
す
る
推
奨
事
項

 

再
利
用
機
器
と
は
，
以
前
か
ら
施
設
さ
れ
て
い
た
機
器
で
あ
る
。

 

再
利
用
機
器
に
あ
っ
て
は
，
検
証
時
に
，
少
な
く
と
も
次
の
情
報
を
含
む
文
書
を
入
手
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 

－
 
再
利
用
機
器
の
種
類

 

－
 
製
造
業
者

 

－
 
当
該
設
備
の
詳
細

 

－
 
試
験
器
具

 

－
 
検
査
結
果

 

－
 
漏
電
遮
断
器
の
遮
断
時
間
の
検
証
を
含
め
，
実
施
し
た
試
験
及
び
試
験
結
果

 

                     

         附
属
書
Ｅ
は
，
既
存
設
備
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
，
電
気
設
備
に
再
利
用
す
る
電
気
機
器
に
対
す
る
推
奨

事
項
の
書
式
を
，
参
考
と
し
て
示
し
て
い
る
。

 

再
利
用
機
器
と
は
，
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
意
味
で
は
な
く
，
増
築
，
改
修
す
る
既
存
施
設
の
建
築
電
気
設
備
を
示
す
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

附
属
書

F
 

（
参
考
）

 

検
証
の
た
め
の
設
備
に
関
す
る
記
載
事
項

 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 F
.1
 
検
証
の
た
め
の
設
備
に
関
す
る
記
載
事
項
 

注
記
 
特
に
住
居
設
備
に
適
し
て
い
る
。

 

検
証
の
種
類
：

 

 
□
 

初
の
検
証

 

 
□
 
定
期
検
証

 

 依
頼
人
名
及
び
住
所
：

 

 設
備
所
在
地
：

 

 施
設
者
名
及
び
住
所
：

 

 設
備
：

 

 
□
 
新
設
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
 
改
修

 

 
□
 
増
設
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□
 
既
存

 

検
査
者
の
氏
名
：

 

 施
設
工
事
に
関
す
る
記
載
事
項
：

 

 検
査
日
時
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
署
 
名
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 使
用
計
器
の
記
録
：

 

  
種
類

 
型
式

 
製
造
番
号

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

   

         附
属
書

F
は
，
電
気
設
備
の

初
の
検
証
及
び
定
期
検
証
に
使
用
す
る
一
覧
表
の
，
特
に
住
居
設
備
に
適
切
な
書
式
を
，
参
考
と
し

て
示
し
て
い
る
。

 

住
居
設
備
と
は
，
戸
建
，
集
合
住
宅
，
寮
な
ど
の
日
常
生
活
を
行
う
住
居
の
建
築
電
気
設
備
を
示
す
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

 
電
源
の
特
性
及
び
接
地
設
備
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
該
当
す
る
も
の
に
，
チ
ェ
ッ
ク
及
び
詳
細
記
入

 

接
地
設
備

 

供
給
者

(の
設
備

) 

需
要
家
の
接
地
極

 

 □
 

□
 

充
電
用
導
体
の
数
及
び
種
類

 
電
源
の
特
質

 
引
込
み
用
保
護

 

器
の
特
性

 

系
統
の
種
類

 

T
N

-C
 

T
N

-C
-S

 

T
N

-S
 

T
T

 

IT
 

 □
 

□
 

□
 

□
 

□
 

 交
流

 

単
相
２
線
式
(L

N
) 

単
相
３
線
式
(L

L
M
) 

二
相
３
線
式
(L

L
N
) 

三
相
３
線
式
(L

L
L
) 

三
相
４
線
式
(L

L
L

N
) 

 □
 
直
流

 

□
  
2極

 

□
 
 3
極
 

□
 

□
そ
の
他
 

□
そ
の
他
 

□
そ
の
他

 

 □
 

□
 

 □
 

□
 

□
 

 公
称
電
圧
, 
U 
/U

ｏ
1 )
 
 
 
 
 
V 

公
称
周
波
数

, ｆ
1 )
 
 
 
 
 
 
Hz
 

大
推
定
短
絡
電
流

, 

 I
ｃ
ｃ
2 )
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 k
A 

接
地
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス

, 

Z e
2 )
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ω
 

注
記

 

１
）
質
問
に
よ
る

 

２
）
質
問
，
測
定
又
は
計
算
に
よ
る

 

 種
類
：
 
 
 
 
 

 

 公
称
定
格
電
流

 

 
 
 
 
 
 
 

A 

 使
用
す
る
場
合
，

 

R
C

D
 の

感
度

 

 
 
 
 
 
 

m
A 

 

代
替
電
源
（
詳
細
一
覧
表
を
添
付
） 

 

需
要
家
の
接
地
極
の
詳
細
(該

当
す
る
場
合
) 

種
類
 

材
質
 

銅
 

鉄
 

そ
の
他
 

基
礎
接
地
極

 

大
地
埋
設
接
地
極

 

棒
状

 

帯
状

 

そ
の
他
：
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

□
 

位
置
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

接
地
抵
抗
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ω
 

注
記
 
既
存
設
備
に
お
い
て
，
上
記
の
情
報
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
，
こ
の
こ
と
を
注
記
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

 

接
地
線
及
び
主
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

接
地
線
：
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
材
質
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 
 
 
 
 
 
 
 
 

m
m

2  
  

 接
続
の
検
証
 
□

 

主
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
：
 
 

  
材
質
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 

  
 
 
 
 
 
 

 m
m

2  
  

  
接
続
の
検
証
 
□

 

水
道
及
び
／
又
は
ガ
ス
設
備
の
引
込
み
に
対
し
て

  
  

  
 □

  
  

  
 

 そ
の
他
の
要
素
に
対
し
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補
助
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 

浴
室
／
シ
ャ
ワ
ー
：
 
 
 
 
 
 
 
 
材
質
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 m
m

2  
  

 接
続
の
検
証
 
□

 

水
泳
プ
ー
ル
：

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
材
質
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 m
m

2  
  

 接
続
の
検
証
 
□

 

そ
の
他
：

  
  

  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
材
質
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
断
面
積
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 m
m

2  
  

 接
続
の
検
証
 
□

 

(記
入
の
こ
と

) 
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

 

設
備
の
源
点
の
断
路
及
び
保
護
装
置
 

 
種
類
 

極
数
 

定
格
 

主
開
閉
器
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
V 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A 

ヒ
ュ
ー
ズ
又
は

 

配
線
用
遮
断
器
 

 
 

定
格
電
流
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
A 

定
格
短
絡
遮
断
容
量

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 k
A 

定
格
限
界
短
絡
遮
断
容
量
 
 
 
 
kA
 

定
格
使
用
短
絡
遮
断
容
量
 
 
 
 
kA
 

漏
電
遮
断
器
 

 
 

定
格
電
流
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
A 

定
格
感
度
電
流
 
 
 
 
 
  

 
 m
A 

 

 

附
属
書

G
 

（
参
考
）
 

電
気
設
備
の
検
査
用
の
書
式
 

（
G

2
の
例
を
参
照
）
 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。
 

G
.1
 
電
気
設
備
の
検
査
用
の
書
式
 

注
記
 
特
に
住
居
設
備
に
適
し
て
い
る
。
 

A
 
直
接
接
触
保
護
 

 
項
目
 

適
合
性

(注
記

1)
 

コ
メ
ン
ト
 

ⅰ
 

充
電
部
の
絶
縁
 

 
 

ⅱ
 

バ
リ
ア
 

 
 

ⅲ
 

エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
 

 
 

B
 
機
器
 

 
機
器
 

選
定

（
注
記
２
）
 

施
工

(注
記

1)
 

コ
メ
ン
ト
 

ⅰ
 

ケ
ー
ブ
ル
 

 
 

 

ⅱ
 

配
線
器
具
 

 
 

 

ⅲ
 

電
線
管
 

 
 

 

ⅳ
 

ト
ラ
ン
キ
ン
グ
 

 
 

 

ⅴ
 

分
電
用
機
器
 

 
 

 

ⅵ
 

照
明
器
具
 

 
 

 

ⅶ
 

加
熱
器
 

 
 

 

ⅷ
 

保
護
器
 漏

電
遮
断
器
，
過

電
流
遮
断
器
な
ど
 

 
 

 

ⅸ
 

そ
の
他
 

 
 

 

 

                   附
属
書
Ｇ
は
，
電
気
設
備
の

初
の
検
証
及
び
定
期
検
証
に
使
用
す
る
一
覧
表
の
，
特
に
住
居
設
備
に
適
切
な
書
式
を
，
参
考
と
し

て
示
し
て
い
る
。

 

住
居
設
備
と
は
，
戸
建
，
集
合
住
宅
，
寮
な
ど
の
日
常
生
活
を
行
う
住
居
の
建
築
電
気
設
備
を
示
す
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

C
 
識
別
 

 
項
目
 

有
無
 

適
正
な
設
置
場

所
 

適
正
な
表
現

コ
メ
ン
ト
 

ⅰ
 

保
護
器
，
開
閉
器
及
び
端

子
の
表
示
 

 
 

 
 

ⅱ
 

警
告
書
 

 
 

 
 

ⅲ
 

危
険
表
示
 

 
 

 
 

ⅳ
 

導
体
の
識
別
表
示
 

 
 

 
 

ⅴ
 

断
路
装
置
 

 
 

 
 

ⅵ
 

開
閉
装
置
 

 
 

 
 

ⅶ
 

図
表
及
び
一
覧
表
 

 
 

 
 

注
記

1 
（
国
家
の
）
設
備
規
格
に
適
合
し
て
い
る
場
合
は
，
Ｃ
と
記
入
，
適
合
し
て
い
な
い
場
合
は
，
Ｎ
Ｃ
と
記
入
。
 

 

注
記

2 
該
当
す
る
製
品
規
格
と
の
適
合
性
の
明
確
な
表
示
。
疑
義
の
あ
る
場
合
は
，
規
格
に
対
す
る
適
合
性
の
証
明
書
を
製
造

業
者
か
ら

(例
え
ば
，
カ
タ
ロ
グ
か
ら

)得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

 G
.2

  
設
備
の
検
査
を
実
施
す
る
と
き
確
認
す
べ
き
項
目
の
例

 
一
般
事
項
 

□
 
良
好
な
技
能
及
び
適
切
な
材
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る

 

□
  
回
路
は
分
離
さ
れ
て
い
る
か
(回

路
相
互
間
に
中
性
線
の
相
互
接
続
が
な
い
) 

□
 
回
路
は
識
別
さ
れ
て
い
る
か
(線

導
体
と
同
一
回
路
の
中
性
線
及
び
保
護
導
体
) 

□
 
設
備
さ
れ
て
い
る
保
護
器
の
遮
断
時
間
は
適
正
か

 

□
 
回
路
数
は
適
切
か

 

□
  
コ
ン
セ
ン
ト
の
設
置
数
は
適
切
か

 

□
 
全
て
の
回
路
は
適
切
に
識
別
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
主
開
閉
器
は
適
切
か

 

□
 
該
当
す
る
場
合
，
主
断
路
装
置
は
全
充
電
用
導
体
を
開
路
で
き
る
か

 

□
 
主
接
地
端
子
は
，
容
易
に
接
近
で
き
，
か
つ
識
別
表
示
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
導
体
は
適
正
に
識
別
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
適
正
な
ヒ
ュ
ー
ズ
又
は
遮
断
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
全
接
続
が
確
実
か

 

□
 
全
設
備
が
国
家
規
格
に
従
っ
て
接
地
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
設
備
及
び
そ
の
他
の
系
統
外
導
電
性
部
分
を
主
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
主
接
地
設
備
に
接
続
し
て
い
る
か

 

□
 
補
助
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
，
す
べ
て
の
浴
室
及
び
シ
ャ
ワ
ー
室
に
設
け
ら
れ
て
い
る
か

 

□
 
全
充
電
部
が
，
絶
縁
さ
れ
る
か
又
は
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か

 

 A
 
直
接
接
触
保
護
 

□
 
充
電
部
の
絶
縁
は
適
正
か

 

□
 
バ
リ
ア
の
妥
当
性
及
び
安
全
性
は
適
切
か

 

□
 
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
外
的
影
響
に
対
し
て
適
切
な
保
護
等
級
を
備
え
て
い
る
か
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

□
 
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
ケ
ー
ブ
ル
引
込
み
箇
所
を
適
正
に
封
鎖
し
て
い
る
か

 

□
 
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
必
要
に
応
じ
て
，
使
用
し
な
い
ケ
ー
ブ
ル
引
込
み
箇
所
を
閉
鎖
し
て
い
る
か

 

 
 

B
 
機
材

 
１
 
ケ
ー
ブ
ル
及
び
コ
ー
ド

 

ケ
ー
ブ
ル
及
び
コ
ー
ド
の
施
設

 

□
 
種
類
は
適
正
か

 

□
 
電
流
定
格
は
適
正
か

 

□
 
非
外
装
ケ
ー
ブ
ル
は
，
電
線
管
，
ダ
ク
ト
又
は
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
収
め
る
こ
と
で
保
護
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
外
装
ケ
ー
ブ
ル
は
許
容
さ
れ
た
区
域
に
布
設
す
る
か
又
は
付
加
的
な
機
械
的
保
護
を
施
し
て
あ
る
か

 
□
 
直
接
日
照
を
受
け
る
場
合
に
，
適
切
な
種
類
の
ケ
ー
ブ
ル
と
な
っ
て
い
る
か

 
□
 
用
途
，
例
え
ば
，
埋
設
に
対
し
て
適
切
に
選
定
さ
れ
施
設
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
外
壁
面
の
用
途
に
対
し
て
適
切
に
選
定
さ
れ
施
設
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
当
該
規
格
に
従
っ
た
屈
曲
の
内
径
と
な
っ
て
い
る
か

 
□
 
適
正
に
支
持
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
電
気
的
及
び
機
械
的
に
健
全
か
つ
適
正
に
絶
縁
さ
て
い
る
か

 
□
 
す
べ
て
の
配
線
が
張
力
を
受
け
る
こ
と
な
く
，
端
子
等
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
端
子
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
適
切
か

 
□
 
導
体
が
損
傷
し
た
場
合
，
容
易
に
交
換
で
き
る
よ
う
に
施
設
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
導
体
及
び
端
子
に
過
大
な
張
力
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
に
ケ
ー
ブ
ル
が
施
設
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
熱
的
影
響
に
対
す
る
保
護
は
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
同
一
回
路
の
導
体
(J

IS
 C

 6
03

64
-5

-5
2 
の

52
1.

6 
参
照
)は

，
1本

の
電
線
管
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
導
体
断
面
積
に
適
合
す
る
端
子
か
；
接
触
圧
力
は
十
分
か

 
□
 
施
設
方
法
を
考
慮
し
た
許
容
電
流
及
び
電
圧
降
下
を
考
慮
し
て
導
体
を
選
定
し
て
い
る
か

 
□
 

N
，

PE
N

 及
び

 P
E

 導
体
の
識
別
表
示
は
適
切
か

 
 可
と
う
ケ
ー
ブ
ル
及
び
コ
ー
ド

 
□
 
熱
に
よ
る
損
傷
に
対
し
て
適
切
な
も
の
が
選
定
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
禁
じ
ら
れ
た
色
の
線
心
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か

 
□
 
接
続
部
に
ケ
ー
ブ
ル
接
続
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
電
気
使
用
機
器
と
の
終
端
接
続
が
，
接
続
箇
所
で
張
力
を
防
止
す
る
た
め
に
正
し
く
安
全
に
行
わ
れ
て
い
る
か

 
□
 
吊
り
下
げ
に
よ
り
支
持
す
る
質
量
が
適
切
な
値
以
下
か

 
 保
護
導
体

 
□
 
保
護
導
体
が
あ
ら
ゆ
る
箇
所
及
び
配
線
器
具
に
設
け
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
可
と
う
電
線
管
は
保
護
導
体
で
ボ
ン
デ

イ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
銅
導
体
は
規
定
の

小
断
面
積
以
上
と
な
っ
て
い
る
か

 
□
 
絶
縁
材
，
ス
リ
ー
ブ
及
び
端
末
処
理
材
は
緑
と
黄
色
の
組
合
せ
で
表
示
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
接
続
は
健
全
か

 
□
 
主
及
び
補
助
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体
の
太
さ
は
適
切
か
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

2 
配
線
器
具
(照

明
器
具
に
つ
い
て
は

 6
 を

参
照
) 

一
般
事
項
(各

種
の
配
線
器
具
に
適
用
) 

□
 
当
該
製
品
規
格
で
要
求
さ
れ
る
場
合
に
は
，
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
す
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 
□
 
ボ
ッ
ク
ス
又
は
そ
の
他
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
堅
固
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
埋
め
込
み
ボ
ッ
ク
ス
の
縁
が
，
壁
面
以
上
に
飛
び
出
し
て
い
な
い
か

 
□
 
ケ
ー
ブ
ル
引
込
み
部
に
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
原
因
と
な
る
，
ね
じ
頭
な
ど
の
鋭
利
な
縁
が
な
い
か

 
□
 
非
外
装
ケ
ー
ブ
ル
及
び
外
装
を
取
り
除
い
た
ケ
ー
ブ
ル
線
心
が
，
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
外
部
に
露
出
し
て
い
な
い
か

 
□
 
接
続
は
適
正
か

 
□
 
導
体
は
適
正
に
識
別
で
き
る
か

 
□
 
裸
保
護
導
体
に
緑
/黄

色
の
ス
リ
ー
ブ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
端
子
は
導
体
の
素
線
全
部
を
収
納
し
て
い
て
，
し
っ
か
り
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
端
子
部
に
お
け
る
張
力
を
予
防
す
る
た
め
，
コ
ー
ド
グ
リ
ッ
プ
が
適
正
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
又
は
グ
リ
ッ
プ
が
ケ
ー
ブ
ル
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か

 
□
 
電
流
定
格
は
適
切
か

 
□
 
発
生
し
そ
う
な
事
態
に
対
応
で
き
る
か

 
 コ
ン
セ
ン
ト

 
□

  
床
又
は
作
業
面
上
の
取
付
け
高
さ
は
適
切
か

 
□
 
極
性
は
正
し
い
か

 
□
 
回
路
の
保
護
導
体
は
コ
ン
セ
ン
ト
の
接
地
端
子
に
直
接
接
続
さ
れ
て
い
る
か

 
 
 

 
接
続
箱

 
□
 
接
続
部
は
検
査
の
た
め
に
接
近
可
能

 
□
 
接
続
部
は
機
械
的
損
傷
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る

 
 接
続
ユ
ニ
ッ
ト

 
□
 
浴
室
又
は
シ
ャ
ワ
ー
使
用
者
の
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
に
あ
る
か

 
□
 
適
正
な
定
格
の
ヒ
ュ
ー
ズ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か

 
 調
理
器
用
ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
付
き
ス
イ
ッ
チ

 
□
 
近
づ
き
易
く
す
る
た
め
に
す
ぐ
横
か
つ
十
分
低
い
位
置
に
あ
り
，
ケ
ー
ブ
ル
が
放
熱
板
を
横
切
っ
て
垂
れ
下
が
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
て
あ
る
か

 
□

  
調
理
器
へ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
，
接
続
部
に
お
け
る
張
力
を
予
防
す
る
よ
う
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か

 
 照
明
制
御
装
置

 
□
 
単
極
ス
イ
ッ
チ
は
線
導
体
に
だ
け
接
続
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
導
体
の
マ
ー
キ
ン
グ
や
色
別
け
は
適
正
か

 
□
 
露
出
金
属
製
部
分
，
例
え
ば
，
金
属
製
ス
イ
ッ
チ
プ
レ
ー
ト
は
接
地
さ
れ
て
い
る
か

 
□
 
ス
イ
ッ
チ
が
浴
室
又
は
シ
ャ
ワ
ー
使
用
者
の
ア
ー
ム
ズ
リ
ー
チ
外
に
あ
る
か

 
 
 

 
電
気
使
用
機
器
の
固
定
形
接
続
(照

明
器
具
を
含
む
) 

□
  
製
造
業
者
の
推
奨
事
項
に
従
っ
た
施
設
と
な
っ
て
い
る
か

 
□
 
直
接
接
触
保
護
は
適
切
か
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

3 
電
線
管

 
一
般
事
項
 

□
 
当
該
製
品
規
格
で
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 

□
 
堅
固
に
固
定
さ
れ
，
隠
ぺ
い
の
必
要
な
場
所
で
は
適
切
な
位
置
に
隠
ぺ
い
さ
れ
て
い
る
か
，
機
械
的
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
は
，
適
切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
容
易
に
引
込
み
が
で
き
る
ケ
ー
ブ
ル
数
を
超
え
て
い
な
い
か

 

□
 
ケ
ー
ブ
ル
を
引
く
た
め
の
適
切
な
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
か

 

□
 
ケ
ー
ブ
ル
が
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
な
屈
曲
半
径
と
な
っ
て
い
る
か

 

□
 
外
的
影
響
に
対
し
て
保
護
等
級
は
適
切
か

 

金
属
製
電
線
管

 

□
 
主
接
地
端
子
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
線
導
体
及
び
中
性
線
が
同
一
電
線
管
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か

 

□
 
湿
気
及
び
腐
食
に
対
し
て
適
切
な
電
線
管
と
な
っ
て
い
る
か
 
 

 

金
属
製
可
と
う
電
線
管

 

□
 
分
離
し
た
保
護
導
体
を
設
け
て
い
る
か

 

□
 
適
切
に
支
持
さ
れ
か
つ
端
末
処
理
さ
れ
て
い
る
か

 

硬
質
非
金
属
製
電
線
管

 

□
 
伸
縮
に
対
す
る
対
策
は
十
分
か

 

□
 
ボ
ッ
ク
ス
及
び
取
付
け
金
具
が
，
予
想
さ
れ
る
温
度
の
場
所
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
照
明
器
具
の
質
量
に
対
し
て
適
切
か

 

□
 
保
護
導
体
が
配
線
さ
れ
て
い
る
か

 

 4 
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

 

一
般
事
項

 

□
 
当
該
製
品
規
格
で
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 

□
 
堅
固
に
固
定
さ
れ
，
機
械
的
損
傷
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
，
適
切
に
保
護
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
水
の
浸
入
に
よ
る
損
傷
を
受
け
な
い
よ
う
な
選
定
，
施
工
及
び
布
設
経
路
と
な
っ
て
い
る
か

 

□
 
垂
直
布
設
に
対
す
る
ケ
ー
ブ
ル
支
持
が
な
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
外
的
影
響
に
対
す
る
適
切
な
保
護
等
級
及
び
施
設
場
所
と
な
っ
て
い
る
か
 
 
 

 

金
属
製
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
－
追
加
要
求
事
項

 

□
 
線
及
び
中
性
線
ケ
ー
ブ
ル
が
同
一
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か

 

□
  
湿
気
及
び
腐
食
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
適
正
に
接
地
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
接
続
は
機
械
的
に
堅
固
で
，
ま
た
取
付
け
ら
れ
た
連
結
部
品
で
適
切
に
電
気
的
連
続
性
が
あ
る
か

 

□
 

 
5 

分
電
用
機
器

 
□
 
当
該
製
品
規
格
で
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 

□
  
目
的
に
対
し
て
適
切
な
も
の
が
取
り
付
け
て
あ
る
か

 

□
 
堅
固
に
取
り
付
け
ら
れ
か
つ
適
切
に
ラ
ベ
ル
表
示
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
開
閉
装
置
の
非
導
電
性
仕
部
分
は
保
護
導
体
接
続
部
で
取
り
除
か
れ
，
必
要
な
場
合
接
続
後
に
修
復
さ
れ
て
い
る
か

 

                     ト
ラ
ン
キ
ン
グ
と
は
，
ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
為
の
樹
脂
製
も
し
く
は
金
属
製
の
ダ
ク
ト
を
示
す
。

 

            分
電
用
機
器
と
は
，
分
電
盤
内
で
使
用
さ
れ
る
電
路
と
成
り
得
る
導
体
を
含
め
た
す
べ
て
の
機
器
を
示
す
。
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

□
 
適
切
に
接
地
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
発
生
し
そ
う
な
事
態
に
対
応
で
き
る
か
，
す
な
わ
ち
予
見
さ
れ
る
環
境
に
対
し
て
適
切
か

 

□
 
適
正
な

IP
 定

格
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
該
当
す
る
場
合
，
主
断
路
装
置
は
全
充
電
用
導
体
を
開
路
で
き
る
か

 

□
 
浴
室
又
は
シ
ャ
ワ
ー
を
通
常
使
用
す
る
人
が
使
用
中
に
触
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

 

□
 
断
路
，
機
械
的
保
守
，
非
常
及
び
機
能
開
閉
に
対
す
る
要
求
に
適
合
し
て
い
る
か

 

□
 
す
べ
て
の
接
続
が
堅
固
か

 

□
 
ケ
ー
ブ
ル
が
適
正
に
端
末
処
理
さ
れ
，
か
つ
識
別
表
示
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
ケ
ー
ブ
ル
引
込
み
部
に
，
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
の
原
因
と
な
る
ね
じ
の
頭
な
ど
の
鋭
利
な
縁
が
な
い
か

 

□
 
す
べ
て
の
カ
バ
ー
及
び
機
器
が
あ
る
べ
き
位
置
に
か
つ
堅
固
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
適
切
な
通
路
及
び
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
か

 

□
 
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
は
，
適
切
な
機
械
的
保
護
，
ま
た
，
適
用
す
る
場
合
は
，
火
災
保
護
が
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
直
接
接
触
保
護
は
適
切
か

 

□
 
機
器
の
接
続
は
適
正
か

 

□
 
保
護
器
(過

電
流
保
護
)の

選
定
及
び
整
定
は
適
切
か

 

□
 
保
護
器
は
各
回
路
ご
と
に
取
り
付
け
て
あ
る
か

 

□
 
配
線
は
分
電
盤
内
で
適
正
に
固
定
さ
れ
て
い
る
か

 

 6 
照
明
器
具

 

照
明
箇
所

 
□
 
適
切
な
配
線
器
具
又
は
器
具
内
で
適
正
に
端
末
処
理
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
多
灯
吊
下
げ
器
具
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
を
除
き
，
コ
ー
ド
は
一
本
と
な
っ
て
い
る
か

 

□
 
可
と
う
支
持
装
置
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
点
滅
用
電
線
は
識
別
で
き
る
か

 

□
 
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
上
部
の
天
井
の
穴
は
，
火
災
波
及
防
止
の
た
め
に
修
復
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
吊
下
げ
質
量
に
対
し
て
適
切
か

 

□
 
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か

 

□
 
非
常
照
明
は
適
切
か

 

 7 
暖
房
器
具

 

□
 
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 

□
 
ク
ラ
ス
Ⅱ
絶
縁
又
は
保
護
導
体
に
接
続
さ
れ
て
い
る
か

 

 8 
保
護
器

 
□
 
当
該
製
品
規
格
で
要
求
さ
れ
る
場
合
は
，
該
当
す
る
製
品
規
格
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
目
視
で
き
る
表
示
が
あ
る
か

 

□
 
必
要
な
場
合
，
漏
電
遮
断
器
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か

 

□
 
漏
電
遮
断
器
相
互
間
の
動
作
協
調
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
か

 

 9 
そ
の
他
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規
格
内
容

 
逐
条
解
説

 
備
考

 

c 
識
別

 

ラ
ベ
ル
表
示

 

□
 
警
告
書

 

□
 
危
険
表
示

 

□
 
導
体
の
識
別
表
示

 

□
 
断
路
装
置

 

□
 
開
閉
装
置

 

□
 
図
表
及
び
一
覧
表

 

□
 
保
護
器

 

  

附
属
書

H 
（
参
考
）
 

検
証
の
報
告
書
 

序
文
 

 
こ
の
附
属
書
は
，
本
体
の
規
定
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
っ
て
，
規
定
の
一
部
で
は
な
い
。

 

 

 
 

 

 

                附
属
書
Ｈ
は
，
電
気
設
備
の

初
の
検
証
及
び
定
期
検
証
に
使
用
す
る
一
覧
表
の
，
特
に
住
居
設
備
に
適
切
な
書
式
を
，
参
考
と
し

て
示
し
て
い
る
。

 

住
居
設
備
と
は
，
戸
建
，
集
合
住
宅
，
寮
な
ど
の
日
常
生
活
を
行
う
住
居
の
建
築
電
気
設
備
を
示
す
。
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資料‐4 

 

 

用 語 検 討 

   ・別添資料1：検討対象として抽出した用語一覧 

   ・別添資料2：IEC 60364規格群の用語の解説 

   ・別添資料3：IEV826及びIEV195との整合性確認結果 

   ・別添資料4：高圧・特別高圧分野(IEC 61936-1)の用語との 

整合性検討結果 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



○：解説必要
－：解説不要

規格
箇条

（出所）
原語 日本語 解説要否検討結果

IEC 60364-5-51
Ed.5.0

表51A　AL2 foreign solid bodies 侵入固形物
○

表51A　AM-21 Induced oscillatory voltages
or currents

誘導振動電圧又は電流
○

515.1 flammability rating 可燃度定格
○

IEC 60364-5-52
Ed.3.0

521 wiring system 配線方法
－

522.8.14 grommets 索環
○

522.11.1 ionizing radiation イオン放射
○

523.5，附属書A 表
A52.4

temperature limit 最高許容温度
－

523.7  b) spur connection 同左
○

525Note start-up time 始動時間
○

527.2 sealing シール
－

527.2 Note 1 sealing arrangement シール
－

527.2.6 Note 1 sealing quality シールの性能
－

527.2.6 Note 2 sealing system シールの方式
－

528.2.1 condensation 結露
－

529.1 person or persons 人
－

附属書A　表
A52.1/52.2

cable ducting system 配線ダクト
－

附属書B　B52.1 shaped conductors 成形導体
○

附属書A表52.2 enbedded in structure 構造体埋設
○

附属書A　表A52.3，
附属書B　B52.6.1

thermal conductance 熱伝達係数
－

附属書B B52.6.1 duct 管路
－

附属書B　表Ｂ.52-1 ambient temperature factor 周囲温度補正係数
－

附属書D　D.1 fluorescent lighting banks 蛍光灯照明群
－

附属書F　表F52.1 maximum operating
temperature

最高許容温度
－

IEC 60364-5-53
Ed.3.1

533.1.4 visible indication 目視確認
○

533.1.4 setting or calibration 設定又は校正
－

検討対象として抽出した用語一覧（今年度取入れ検討対象分及び逐条解説の整理対象分）

別添資料1

4-1



規格
箇条

（出所）
原語 日本語 解説要否検討結果

533.3 rated service short-circuit
breaking capacity

定格使用短絡遮断容量
○

533.3 rated ultimate short-circuit
breaking capacity

定格限界短絡遮断容量
○

534.1 voltage limitation 電圧抑制
－

534.2.1 distant lightning strokes 遠方雷撃
○

534.2.1 lightning protection zone 雷保護領域
－

534.2.3.1 coordinated SPDs 協調のとれたSPDs
○

534.2.3.2 maximum continuous
operating voltage

最大連続使用電圧
○

534.2.3.3 temporary overvoltages
(TOVs)

短時間過電圧（TOVs）
○

534.2.3.4 discharge current (Iｎ) 放電電流（Iｓ）
○

534.2.3.4 Impulse current(Iｉｍｐ) インパルス電流（Iｉｍｐ）
○

536.2.1.2 enclosure エンクロージャー
－

536.2.2.2 b) conventional service life 規約耐用年数
○

536.3.1.1 machine-tools 工作機械
－

536.4.2.1 stalled motor currents 電動機の拘束電流
○

IEC 60364-5-54
Ed.3.0

543.4.2 potential effect of EMI EMIの電位効果
○

附属書C　C.5.2 semi-liquid consistency 準液体粘度
○

IEC 60364-5-55
Ed.2.0

550.3.7 rated operating time 定格運転時間
－

551.1 occationally 必要時に
－

551.1 self-contained items of
extra-low voltage electrical
equipment

電源内蔵形特別低電圧機器
○

551.1 the public supply 電気を供給する設備
－

551.1.13 the public supply undertaking
－

551.1.3 mains-commutated 主励静止インバータ
○

551.1.3 mains-excited 主励磁
－

551.1.3 self-commutated 自励
－

551.1.3 separately excited 他励磁
－

551.2.2 earth fault current 地絡電流
－

551.3 indirect contact 間接接触
○

551.3 portable equipment 移動形機器
－
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規格
箇条

（出所）
原語 日本語 解説要否検討結果

551.3.2 loss of one or more sources
of supply

他の個別電源又は組合せ電
源 －

551.3.2 safety services 安全設備
－

551.4.3.3.1 bonding conductor ボンディング導体
－

551.5.2 harmonic currents 高調波電流
－

551.5.2 disturbance 異常電圧
○

551.6.1 operating mechanisms 操作機構
－

551.6.1 transferably key 可搬式キー
－

551.7.3 synchronization 同期
－

551.7.3 voltage changes 電圧変動
－

551.7.4 normal supply 正常な電力供給
－

551.7.4 supply terminals 電力供給端
－

551.7.4 values declared 規定値
－

551.7.6 accessibility 手段
－

556.4.3 switchgear and controlgear スイッチギヤ及びコントロール
ギヤ －

556.5.1.5 feeder 系統
－

556.7.3 national and/or local
regulations

国及び/又は地方の規定
○

559.8 automatic disconnection 自動遮断
－

559.1 fixed 固定
－

559.3 comply with 適合する
－

附属書B self-shielded tungsten
halogen lamps

自己シールド形タングステン
ハロゲンランプ ○

IEC 60364-6
Ed.1.0

6-61- E612.6.3 factor 係数
－

6-61 F.2 safety regime 安全管理体制
○

62.2.1 communal facilities 公共施設
－

62.2.2 adequate regime
－

附属書A 図A.3 section of a contact stud in
conductive rubber

導電性ゴム製の接触スタッド
の断面図 ○

IEC 60364-7-709
Ed.2.1

709 marinas マリーナ
－

709.1 pleasure craft プレジャークラフト
－

709.1 houseboats ハウスボート
－
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規格
箇条

（出所）
原語 日本語 解説要否検討結果

709.3.2 wharves 波止場
－

709.3.2 jetties 桟橋
－

709.3.2 piers ふ頭
－

709.3.2 pontoon 浮き桟橋
－

709.321.2.1 final circuit 分岐回路
○

709.41.B2 obstacle オブスタクル
○

709.41.c2 bonding ボンディング
－

709.413.3.6 protective conductor 保護導体
－

709.512.2.1 wharf.jetty.pier 桟橋，波止場，ふ頭
○

709.521.7.1 armoured cable がい（鎧）装ケーブル
○

709.521.7.1 elastomeric エラストメリック
○

709.521.7.1 protective covering 保護被覆
－

709.521.7.1 thermoplastic 熱可塑性
－

709.521.7.1c) elastomeric insulation エラストメリックの絶縁
－

709.521.7.2 insulated conductors in
conduits

絶縁電線
－

709.521.7.3 water/condensate 水／結露
－

709.521.7.3 sloping way and/or drainage
holes

導水路及び／又は排水孔
－

709.521.7.4 underground distribution
circuits

地中配電路
－

709.533 overcurrent protective device 過電流保護装置
－

709.533 socket-outlet コンセント
－

709.55.1.1 enclosure エンクロージャー
－

709.55.1.6 splashing 飛まつ
－

附属書A　図709A.1 electrolytic corrosion 電食
－

附属書A　図709A.1 circulating galvanic currents
in the protective conductor
to shore

岸への保護導体中を循環す
るガルバニック電流 －

附属書 B flixible 可とう
－

附属書 B craft appliance inlet 器具用プラグ受
○

附属書 B in one length 一本のもの
－

附属書 B unskilled person 慣れていない人
○
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規格
箇条

（出所）
原語 日本語 解説要否検討結果

附属書 B isolating transformer 絶縁変圧器
－

附属書B B.1 instruction notice 使用説明注意書
－

附属書B B.3 appliance inlet 器具用プラグ受
－

附属書B B.3 on arrival 着岸時
－

附属書B B.3 trip hazard つまづく危険
－

附属書B B.3 before leaving 離岸時
－

IEC 60364-7-714
Ed.2.0

714.1 public power grid 公共電力網
－

714.1 electrical energy by the
supply authority

電力会社からの供給
－

714.1 supply delivery point 電力供給点
○

714.41，附属書A doors giving access to
electrical equipment

電気機器への接近入口
○

714.410.3.6 earth free local equipotential
bonding

非接地局部的等電位ボンディ
ング ○

IEC 60364-7-715
Ed.2.0

715.422.3 flammable surface 可燃性仕上げ面
○

715.521.107 piercing connector 貫通形電線コネクタ
○

715.521.107 screwless clamping devices ねじなし接続器具
○

715.521.107 insulation piercing connectors
→piercing connectorsと合わ
せて解説

絶縁貫通形(電線)コネクタ
○

・今年度取入れ検討対象分及び逐条解説の整理対象分：抽出用語104→要解説用語24
・今年度ＷＧにて新たに要解説用語として抽出した用語：20

↓
・今年度解説を作成した用語の合計：抽出用語124→要解説用語44
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foreign solid bodies 侵入固形物 第 5-51 部 Ed.5.0 

箇条： Table 51A 
 AL2 

規定（英文） 規定訳 
Protection may include: 
- an appropriate degree of protection 
against penetration of foreign solid bodies 
( see AE); 

次の保護を含むことがある： 
－侵入固形物に対する適切な等級の保護

（AE 参照） 
 
 

 
【解説】 
 表 51A AＬは動物の侵入による害に応じて必要とされる機器の特性について定めてい

る。昆虫、鳥、小動物などの動物による害対策（侵入対策）は、動物の性質により決まる

が、適切な保護のためには AE に示されている侵入固形物に対する保護等級に適合させる

ことを考慮する必要がある。 
 侵入固形物の具体例としては、工具等の小物体（ 小寸法 2.5mm 以上）、針金等の極小

物体（ 小寸法 1mm 以上）、じんあいなどが挙げられる。詳細は下表による。 
 

AE 侵入固形物又はじんあいの存在 
記号 外的影響 機器の選定及び施工に必要な特性 
AE1 無視できる じんあい又は侵入固形物の量及び質共に問題ない。 
AE2 小物体（2.5mm） 小寸法が 2.5mm 以上の侵入固形物の存在 

工具及び小物体が、 小寸法が 2.5mm 以上の侵入固形

物の例とする。 
AE3 極小物体（1mm） 小寸法が 1mm 以上の侵入固形物の存在 

針金は、 小寸法が 1mm 以上の侵入固形物の例であ

る。 
AE4 軽度のじんあい わずかなじんあいのたい積の存在： 

10＜じんあいのたい積≦35mg/m2・日 
AE5 中度のじんあい じんあいの中度のたい積の存在： 

35＜じんあいのたい積≦350mg/m2・日 
AE6 重度のじんあい 多くのじんあいのたい積の存在： 

350＜じんあいのたい積≦1000mg/m2・日 
 

別添資料2
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induced oscillatory voltages or 
currents 

誘導振動電圧又は電流 第 5-51 部 Ed.5.0 
箇条： Table 51A 

 AM-21 
規定（英文） 
High-frequency electromagnetic 

phenomena conducted, induced or 
radiated ( continuous or transient) 

[AM-21] 
Induced oscillatory voltages or currents 

規定訳 
高周波電磁現象による伝導、誘導又は放射

（連続又は過渡） 
 
［AM-21］ 
誘導振動電圧又は電流 

  
 
【解説】 
高周波の電磁波による影響に対して、必要とする機器の特性を示している。機器に電磁

波が照射された場合に振動電流（電圧）が発生する。この電磁波により誘起された振動電

圧又は電流（Induced oscillatory voltages or currents）の影響下であっても、機器が安全

に動作することを要求しているものである。 
 
注：この場合、” Induced oscillatory voltages or currents”は誘起された振動電圧又は電

流と訳した方がより適切である。 
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flammability rating 可燃度定格 第 5-51 部 Ed.5.0 

箇条： 515.1 
規定（英文） 規定訳 
- if the building surface is combustible, the 
equipment shall be separated from it by a 
suitable intermediate layer of insulating 
material having a flammability rating of 
FH1 according to IEC 60707. 
 

－建築物表面が可燃性の場合、IEC60707（JIS 
C 0066）による可燃度定格 FH1 の絶縁材を

用いた適切な中間層で、建築物から機器を分

離しなければならない。 

 
【解説】 
可燃度定格は難燃性の認証基準をあらわすものである。 
火災の防止のため、機器のある部分 (例えばエンクロージャ) が所定の難燃性を持つこ

とが求められる場合がある。このためには部品の難燃性を判断することが必要となるが、

様々な形状の部品のそれぞれに対して難燃性試験を繰り返すのは面倒であるので、一般に

ある水準の難燃性を認定された材料で作られた部品は所定の難燃性を持つと判断するとい

う手法が用いられる。  
難燃性の指標で普及しているのが、米 UL（Underwriters Laboratories）の規格「UL-94」

である。基本的には、試験片（12.7mm×127mm）にガスバーナーで着火し、消火するまで

の時間を測ることによって評価する。UL94 に基づく一般的な材料の難燃性の等級として

は、 5VA、5VB、V-0、V-1、V-2、そして HB (難燃性の高いものから順に) がある。  
一方、IEC60707（JIS C 0066）は固体非金属材料に適用する試験方法をまとめたもので、

材料を着火源である炎にさらしたときの挙動を予備的に表すためのものである。試験結果

は、材料の特性が変わらないことのチェック又は材料開発における進歩の指標を得ること

並びに種々の材料の相対比較及び分類に用いることができる。なお、IEC 60707 では、次

ページにしめすような等級が用いられている。 
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grommet 索環 第5-52部 Ed.3.0 

箇条： 522.8.14 
規定（英文） 規定訳 
Where wiring passes through fixed 
partitions, it shall be protected against 
mechanical damage, e.g. metallic sheathed 
or armoured cables, or by use of conduit or 
grommets.  

配線が固定間仕切りを通過する場所では、例

えば金属製被覆ケーブル若しくはがい（鎧）

装ケーブル又は電線管若しくは索環を使用

して、機械的損傷に対して配線を保護しなけ

ればならない。 
 

 
【解説】 

IEC60670-1（JIS C8462-1）において、グロメットとは、「ケーブル又は電線管を、入口

部分で保持し、保護するために用いる構成部品。これによって、湿気及び汚染物質の侵入

を防止することもある。」と定義されており、ボックス、エンクロージャ等の固定間仕切

りを通過する部分に取り付けられる配線の機械的損傷を保護する部品である。材質は、金

属・プラスチック・ゴムが使われることが多い。 
 

   
 

図 グロメット例 
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ionizing radiation イオン放射 第 5-52 部 Ed.3.0 

箇条： 522.11 
規定（英文） 規定訳 
Where significant solar radiation (AN2) or 
ultraviolet radiation is experienced or 
expected, a wiring system suitable for the 
conditions shall be selected and erected or 
adequate shielding shall be provided. 
Special precautions may need to be taken 
for equipment subject to ionizing 
radiation. 
 

経験又は予測によって影響がある量の太陽

放射（AN2）又は紫外線がある場合には、

その条件に適する配線設備を選定し、施工す

るか又は適切な遮へいを施さねばならない。

イオン放射を受ける機器には特に注意を要

する。 

 
【解説】 
 ここでは、配線設備が太陽光、特に紫外線にさらされている、もしくはそれが予想され

る場合には、配線設備に著しい劣化が生じる危険があるので、それに対する考慮が必要で

あることを述べている。なお、ここでいうイオン放射とは電離放射線、すなわち X 線など

を指すものと思われる。具体的には、ある種の医療機器などが考えられる。 
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spur connection 同左（和訳なし） 第 5-52 部 Ed.3.0 

箇条： 523.7  b) 
規定（英文） 規定訳 
523.7  Conductors in parallel 
Where two or more live conductors or PEN 
conductors are connected in parallel in a 
system,either: 
a) ... 
b) ... 
 
This subclause does not preclude the use of 
ring final circuits either with or without 
spur connections. 

523.7 並列接続導体 
２本以上の充電用導体を同一系統に並列に

接続する場合は、次のいずれかによる。 
 
a) ... 
b)... 
 
この細分箇条は、”spur connections”か又

は”spur connections”以外のリング分岐回

路の使用を除外するものではない。 
 

 
【解説】 
 ”spur connection”とは、幹線分岐（接続）のことである。また、”ring final circuit”は環

状分岐回路を指し、電源線、中性線、接地線のそれぞれを、同一の配線用遮断器から負荷

に対して環状に配線する分岐回路のことである。（英国圏において、コンセント回路に用い

られている手法） 
 本細分箇条に対して、幹線分岐接続のあるなしに関わらず、環状分岐回路の使用を制限

するものではないことを補足しているものである。 
 
 注：この場合、”spur connection”は幹線分岐接続と訳した方がより適切である。 
   また、”ring final circuit”は環状分岐回路と訳した方がより適切である。 
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start-up time 始動時間 第 5-52 部 Ed.3.0 

箇条： 525 注記 
規定（英文） 規定訳 
525 Voltage drop in consumers´ installations 
In the absence of any other consideration, 
the voltage drop between the origin of the 
consumers´ installation and the equipment 
should not be greater than that given in 
Table G52.1. 
NOTE Other considerations include start-up 

time for motors and equipment with 
high inrush current. Temporary 
conditions such as voltage transient 
and voltage variation due to 
abnormal operation may be 
disregarded. 

 

525 需要家設備における電圧降下 
いかなる他の考慮すべき事柄もない場合、

需要家設備の源点と電気機器との間の電圧

降下は、表 G52.1 に示す値以下が望ましい。 
注記 上記の他の条件には、電動機及び大

きな突入電流をもつ機器の始動時間

を含む。異常な運転による過渡電圧

及び電圧変動などの一時的条件は無

視してもよい。 

 
【解説】 
  電気機器の“始動時間”には次のようなものがある。 
① 蛍光ランプ、HID ランプなどのアーク放電ランプに電源が投入され、電気的に安定な

放電に達するまでの時間。 
② 誘導電動機が静止の状態から定格速度に達するまでの時間で、その長さは誘導電動機

とそれに直結した負荷機器の慣性モーメントによって決まる。 
   ポンプの場合は慣性モーメントが小さいので始動時間は短く、ファンの場合は慣性

モーメントが大きいので始動時間は長いのが一般的である。 
   誘導電動機を全電圧で始動した場合の始動電流は、定格電流の 4～8 倍に達する。始

動時間が長い負荷特性をもつ電動機回路の電線の太さは、その始動電流による電圧降

下が規定値以下になるように選定しなければならない。 
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shaped conductors 成形導体 第 5-52 部 Ed.3.0 

箇条： 附属書 B 
B52.1 

規定（英文） 規定訳 
B.52.1 Introduction 
･･･････････ 
･･･････････ 
For multi-core cables having conductors 
with a cross-sectional area of 25 mm２ or 
larger, either circular or shaped conductors 
are permissible. Tabulated values have been 
derived from dimensions appropriate to 
shaped conductors. 
 

B.52.1 概要 
･･･････････ 
･･･････････ 

導体断面積25 mm2以上の多心ケーブルにつ

いては、円形又は成形導体のいずれにも適用

して差し支えない。表示の値は、成形導体に

よる寸法から求めた。 

 
【解説】 
 多心ケーブルには、 “成形より線”がある。第 1 図のとおり、線心相互間のすき間をなく

すように、電線の断面は、円形でなく半円形又は扇形となるように成形したより線である。

これに用いる素線を“成形導体”という。成形したものには、圧縮加工を同時に行った圧縮

成形より線が多い。 

 
第 1 図 成形より線 

 
 
 
 
 
 
 

4-14



 

 
embedded in structure 構造体埋設 第5-52部 Ed.3.0 

箇条： 附属書 A 
表 A.52.2 

規定（英文） 規定訳 
Embedded in structure 構造体埋設 

 
 
【解説】 
構造体埋設： 
モルタル又はコンクリート及び断熱壁の中に配線を埋め込むことをいう。 
構造については、第 5-52 部 Ed.3.0 附属書 A 表 A.52.3 を参照。 
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visible indication 
 

目視確認 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 533.1.4 

規定（英文） 
533 Devices for protection against 

overcurrent 
533.1  General requirements 
533.1.4 Where circuit-breakers may be 

operated by persons other than 
instructed persons (BA4) or skilled 
persons (BA5), they shall be so 
designed or installed that it shall 
not be possible to modify the 
setting of the calibration of their 
overcurrent releases without a 
deliberate act involving the use of a 
key or tool, and resulting in a 
visible indication of their setting 
or calibration. 

規定訳 
533 過電流保護器 
533.1 一般要求事項 
533.1.4 技能者（BA4）又は熟練者（BA5）

以外のものが遮断器を操作する可

能性がある場合は、かぎ又は工具

の使用を含む意図的な行為なしに

過電流引き外し機構の目盛設定を

変更できないように、かつ、設定

又は校正が目視確認できるように

遮断器を設計するか又は施設しな

ければならない。 

  
 
【解説】 
 建築電気設備の 初の検証及び定期検証について IEC 60364-6（JIS C 60364-6－検証）で

は、次のように規定している。 
「61.3.6.1 一般事項 

電源の自動遮断による間接接触保護手段の有効性の検証は、次のような方法が有効で

ある： 
a) TN 系統の場合 
使用する保護器の特性及び/又は効果の検証。この検証は、次のものについて行なわな

ければならない：  
   － 過電流保護器については、目視検査（visual inspection）による(すなわち、遮

断器の短限時引外し又は瞬時引外し設定、ヒューズの定格電流及び種類) 
      － 漏電遮断器に対する目視検査（visual inspection）及び試験    」 
  
 建築電気設備の 初の検証及び定期検証において、上記のような目視検査を行うために、

必要な事項を目視確認できるような位置に遮断器などを施設することとしている。 
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rated service short-circuit 
breaking capacity 

定格使用短絡遮断容量 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 533.3 

規定（英文） 規定訳 
Where the standard covering a protective 
device specifies both a rated service 
short-circuit breaking capacity, and a rated 
ultimate short-circuit breaking capacity , it 
is permissible to select the protective device 
on the basis of the ultimate short-circuit 
breaking capacity for the maximum 
short-circuit conditions. Operational 
circumstances may, however, make it 
desirable to select the protective device on 
the service short-circuit breaking capacity, 
e.g. where a protective device is placed at 
the origin of the installation. 
 

保護器の規格が定格使用遮断容量及び定格

限界遮断容量の双方を規定している場合、

大短絡条件に対しては、 大遮断容量を基に

保護器を選定することができる。ただし、設

備の源点に保護器を設置する場合などのよ

うに、動作状況によって使用遮断容量を基に

保護器を選定することが望ましい。 

 
【解説】 
<IEV 442-05-50 より> 
service short-circuit breaking capacity: 
a breaking capacity for which the prescribed conditions according to a specified test 
sequence include the capability of the circuit-breaker to carry 0,85 times its non-tripping 
current for the conventional time 
規定した試験シーケンスに従って遮断した後で、不動作電流の 0.85 倍の電流を動作時間の

間通電できるという能力を含むという規定に対する遮断容量。 
 
対象の電気回路に設置する短絡保護装置が上位に設置された保護装置との保護協調によっ

て、再使用が可能な範囲で保護できる短絡電流を規定する定格値。 
 
IEC60898-1（住宅用及び類似用途の配線用遮断器）では以下のように規定されている。 

Icn Ics の算出係数 
Icn≦6000A 1 
6000A<Icn≦10000A 0.75（ 小 6000A） 
10000A<Icn 0.5（ 小 7500A） 

※ Icn：IEC60898-1 での定格限界短絡容量 
※ Ics：定格使用短絡容量 
 
IEC60947-2（配線用遮断器）では定格限界短絡電流から定格使用短絡電流を求める係数が

以下のように規定されている。 
選択度種別 A（％）  選択度種別 B（％） 

25   
50  50 
75  75 

100  100 
※ 選択度種別：上位遮断器との選択遮断を想定するかしないかの別。B は選択遮断を想定

する場合の分類。 
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rated ultimate short-circuit 
breaking capacity 

定格限界短絡遮断容量 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 533.3 

規定（英文） 規定訳 
Where the standard covering a protective 
device specifies both a rated service 
short-circuit breaking capacity, and a rated 
ultimate short-circuit breaking capacity , it 
is permissible to select the protective device 
on the basis of the ultimate short-circuit 
breaking capacity for the maximum 
short-circuit conditions. Operational 
circumstances may, however, make it 
desirable to select the protective device on 
the service short-circuit breaking capacity, 
e.g. where a protective device is placed at 
the origin of the installation. 
 

保護器の規格が定格使用遮断容量及び定格

限界遮断容量の双方を規定している場合、

大短絡条件に対しては、 大遮断容量を基

に保護器を選定することができる。ただし、

設備の源点に保護器を設置する場合などの

ように、動作状況によって使用遮断容量を基

に保護器を選定することが望ましい。 

 
【解説】 
<IEV 442-05-49 より> 
ultimate short-circuit breaking capacity: 
a breaking capacity for which the prescribed conditions according to a specified test 
sequence do not include the capability of the circuit-breaker to carry 0,85 times its 
non-tripping current for the conventional time 
規定した試験シーケンスに従って遮断した後で、不動作電流の 0.85 倍の電流を動作時間の

間通電できるという能力を含まないという規定に対する遮断容量。 
 
対象の電気回路に設置する短絡保護装置が保護できる 大の短絡電流を規定する定格値で

回路が安全に保護できれば短絡保護装置の再使用の可否は問われない値。 
 
 
 

4-18



 

 
distant lightning strokes 遠方雷撃 第 5-53 部 Ed.3.1 

箇条： 534.2.1 
規定（英文） 規定訳 
IEC 60364-4-44, clause 443, includes 
protection against overvoltages of 
atmospheric origin (caused by indirect, 
distant lightning strokes) and switching 
overvolategs. This protection is normally 
provided by the installation of test class II 
SPDs and if necessary test class III SPDs. 
 

JIS C 60364 の第 443 部は、大気現象に起因

する（間接雷、遠方雷撃による）過電圧及び

開閉過電圧に対する保護を含む。通常この保

護は、クラスⅡ試験の SPDs また必要な場合

はクラスⅢ試験の SPDs の設置によって行

われる。 

 
【解説】 
 ここでは、IEC 60363-4-44 の 443 項の規定は、遠方における雷撃によって配電線などを

伝播してくる過電圧に対する保護も考えるということを述べている。通常、遠方での雷撃

によって配電線などを伝播してくるサージは、伝播中の減衰により、ピーク値、峻度とも、

直撃雷の場合よりも小さくなるのが普通である。そのため、それらに対しては、通常、ク

ラスⅡの SPD で対応できる。ただし、必要な場合にはクラスⅢの SPD を使うこともある

ことも述べている。 
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coordinated SPDs 協調の取れた SPDs 第 5-53 部 Ed.3.1 

箇条： 534.2.3.1 
規定（英文） 規定訳 
When the required protection cannot be 
reached with a single set of SPDs, 
additional, coordinated SPDs shall be 
applied to ensure the required protection 
level. 
 

要求される保護レベルが一組の SPDs で

達成されない場合、追加的に、協調のとれ

る SPDs を必要な保護レベルを確保するた

めに適用しなければならない。 
 

 
【解説】 

JIS C 60364-4-44:2006「安全保護－妨害電圧及び電磁妨害に対する保護」の箇条 443では、

供給配電系統によって伝播する大気現象による過渡過電圧および開閉過電圧に対する電気

設備の保護が取り扱われており、その中で電源系統におけるインパルス耐電圧（過電圧カ

テゴリ）の分類が示されている。 
建物内の低圧電源回路の電源設備を領域別に分類すると、その境界部分は「電源引き込

み口」「各フロアの分電盤」「各部屋のコンセント」などが考えられる。これらの部分に、

機器のインパルス耐電圧より低い電圧防護レベル（制限電圧）をもつサージ保護装置

（Surge Protective Device ：SPD) を施設し、異常電圧の発生を抑制して被害を防止する

必要がある。 
 

C 60364-4-44  表 44B－機器の必要な定格インパルス耐電圧 
設備の公称電圧 a) 

V 
必要なインパルス耐電圧 c) 

kV 
三相系統 単相 3 線 

系統 
設備の源点の機器 

（過電圧カテゴリ IV）

幹線及び分岐回路

の機器 
（過電圧カテゴリ III）

電気器具及び 
電気使用機器 

（過電圧カテゴリ II）

特別に保護される

機器 
（過電圧カテゴリ I） 

－ 120-240 4 2.5 1.5 0.8 

230/400 
277/480 

－ 6 4 2.5 1.5 

400/690 － 8 6 4 2.5 

1 000 － 12 8 6 4 
注 a) IEC 60038 による。 

b) ［対応国際規格の注 b)のサムカントリーノートに関する規定は、JIS では不要のため、不採用とした。］ 
c) このインパルス耐電圧は、線導体と PE との間に適用する。 

 

 

 
（参考文献） 
電気学会技術報告第 1132 号「避雷器

の技術展開でみる日本の電力技術」 
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maximum  continuous 
operating voltage 
 

大連続使用電圧 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 534.2.3.2 

規定（英文） 規定訳 
534.2.3.2 
Selection with regard to continuous 
operating Voltage(Uc) 
The maximum continuous operating 
voltage Uc of SPDs shall be equal to or 
higher than shown in the following table 
53C  
 

534.2.3.2 連続使用電圧（UC）に関する選定  

SPDs の 大連続使用電圧（UC）は、次の表

53C に示す値以上でなければならない。 
 

 
【解説】 
サージ保護装置（SPD）に連続して印加してもよいと定義されている交流電圧（実効値）

又は直流電圧の 大の値である。SPD は、 大連続使用電圧よりも低い電圧回路で使用す

る。 
 
 
 
 

4-21



 

 
temporary overvoltages 
 (TOVs) 
 

短時間過電圧（TOVｓ） 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 534.2.3.3 

規定（英文） 規定訳 
534.2.3.3 
Selection with regard to temporary 
overvoltage (TOVs) 
The SPDs selected according to 534.2.3 shall 
withstand the temporary overvoltage due 
to faults within low-voltage systems(see 
clause 442 of IEC 60364-4-44). 
This is confirmed by the selection of SPDs 
which comply with the relevant test 
requirements of 7.7.6 of IEC 61643-1. 
 

534.2.3.3 短時間過電圧(TOVs)に関する選

定  

534.2.3 に従って選定した SPDs は、低圧

系統内の故障に起因する短時間過電圧(JIS C 
60364-4-44 の第 442 節参照)に耐えなければ

ならない。 
このことは、IEC 61643-1 の 7.7.6 の当該試

験要求事項に適合する SPDs を選定するこ

とによって確立される。 
 

 
【解説】 
短時間過電圧(TOVｓ）は、高圧系統及び低圧系統での短絡・地絡事故や突然の負荷の遮

断等により、短時間継続する高電圧を示す。一方、落雷時にも大地電位が上昇し、上記の

事故と同様の高電圧が発生する可能性がある。このため、この過電圧から SPD 故障など二

次被害を生じないように選定をする必要がある。 
JIS（JIS C 5381-1)では、電源用 SPD の TOV に関して次に示す故障試験と特性試験を規

定している。 
 

故障試験：一時的過電圧（TOV）を 200ms 印加した試験である。故障を宣言した場合、SPD
自体は故障してもかまわないが、発火しないことを要求している。 

特性試験（7.7.6)：一時的過電圧（TOV）を所定時間印加した時の試験で、製造業者は、

TOV 故障モードと TOV 耐量特性のどちらかを指定する。 
 

JIS C 5381-1 : 2004 附属書 B TOV 値 
適用回路 項目に準じる試験 

SPD の接続箇所 
5 秒間での 少 UT 

( JIS C 5381-1 7.7.6.1) 
200ms 間での TOV 値 

( JIS C 5381-1 7.7.4) 

TT 系統 

L－PE 間 √3Uo 1200+Uo 

L－N 間 1.45Uo － 

N－PE 間 － 1200 

L－L 間 － － 
Uo ： 系統のラインと中性線の電圧 
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discharge current (In) 
 

放電電流（I n） 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 534.2.3.4 

規定（英文） 規定訳 
534.2.3.4 
Selection with regard to discharge 
current(In) and impulse current(Iimp) 
If IEC 60364-4-44 clause 443 requires SPDs, 
the nominal discharge current In shall not 
be less than 5kA 8/20 for each mode of 
protection. 
 

534.2.3.4 放電電流（In）及びインパルス電

流（Iimp）に関する選定  

JIS C 60364-4-44 の第 443 節が SPDs を要

求する場合、公称放電電流 In は、保護の各

モードに対して 5kA（8/20μs）以上でなけ

ればならない。 
 

 
【解説】 

雷保護装置（SPDs）の保護性能並びに自復性能を表すために用いる放電電流の規定値で、

所定波形（例えば 8/20 電流インパルスの電流（波頭長 T1が 8μs、半波尾長 T2が 20μs））

で表示する電流波高値。 
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impulse current (Iimp)  
 

インパルス電流（Iimp） 第 5-53 部 Ed.3.1 
箇条： 534.2.3.4 

規定（英文） 規定訳 
534.2.3.4 
Selection with regard to discharge current 
(In) and impulse current (Iimp) 
 
If IEC 61312-1 requires SPDs, the lightning 
impulse current Iimp according to IEC 
61643-1 shall be calculated according to IEC 
61312-1. Further information is given in IEC 
61643-12. If the current value cannot be 
established, the value of Iimp shall not be 
less than 12.5kA for each mode of 
protection.   
 

534.2.3.4 放電電流（In）及びインパルス電

流（Iimp）に関する選定  
 
JIS C 0367-1 が SPDs を要求する場合は、

IEC 61643-1 による雷インパルス電流 Iimp

は、JIS C 0367-1 に従って算出しなければな

らない。詳細な情報は、IEC 61643-12 に示す。

電流値は確定できない場合は、Iimpの値は、

各保護モードに対して 12.5kA 以上でなけれ

ばならない。 
 

 
【解説】 

インパルス電流は、過渡的に短時間出現する電流をいう。SPDs の制限電圧及び放電耐

量試験において印加する電流であり、顕著な振動波の重ならない単極性の電流である。

SPDs の動作責務試験の手順に従って試験する電流ピーク値 Ipeak及び電荷 Q である。代表

的な波形として、10/350μs 電流インパルスがあり、クラスⅠの動作責務試験に使用される。 
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conventional service life 規約耐用年数 第 5-53 部 Ed.3.1 

箇条： 536.2.2.2 b) 
規定（英文） 
536.2.2（537.2）Devices for isolation 
536.2.2.2 
 a) ･･･････････ 
  b)  have a leakage current across open 

poles not exceeding: 
－  0.5 mA per pole in the new, clean 

and dry condition, and 
－ 6 mA per pole at the end of the 

conventional service life of the 
device as determined in the 
relevant standard, 

      when tested, across the terminals of 
each pole, with a voltage value equal 
to 110 ％  of the phase to neutral 
value corresponding to the nominal 
voltage of the installation.  In the 
case of d.c. testing, the value of the 
d.c. voltage shall be the same as the 
r.m.s. value of the a.c. test voltage. 

規定訳 
536.2.2（537.2）断路用装置 
536.2.2.2 
 a) ･･･････････ 

b)  開極間の漏えい電流は、次の値を超え

てはならない。 

 － 新品で清浄でかつ乾燥した状態に

おいて、極ごとに 0.5mA 

 － 当該規格に定められた器具の規約

耐用年数の末期で、極ごとに 6mA 

  各極の端子間において試験するとき、電

圧値は設備の公称電圧に対応する相と

中性線間の電圧の 110％に等しい電圧。

直流で試験する場合の電圧の値は、交流

で試験する電圧の実効値と同一でなけ

ればならない。 

  
 
【解説】 
 建築物、機器、電気設備等の性能を維持し使用できる年数で、それには｢物理的耐用年数｣

と｢規約耐用年数｣とがある。｢規約耐用年数｣は、税法上の減価償却において法で定めた年

数である。電気設備の物理的耐用年数は、機器及び使い方によって異なるが、おおむね 10
～25 年である。 
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stalled motor currents 電動機の拘束電流 第 5-53 部 Ed.3.1 

536.4.2.1 
規定（英文） 規定訳 
The devices for emergency switching shall 
be capable of breaking the full-load current 
of the relevant parts of the installation 
taking account of stalled motor currents 
where appropriate. 
 

非常開閉用装置は、電動機の拘束電流を考

慮して、設備の当該部分の全負荷電流を遮断

する能力をもつものでなければならない。 

 
【解説】 
一般に誘導電動機に流れる電流は軸負荷が増えるほど大きくなり、すべり量 s=1、即ち

回転数が 0 である回転軸が拘束された状態において入力電流が 大となる。この時の電流

を拘束電流と言う。 
従って非常開閉装置には拘束電流以上の遮断能力が要求される。 
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potential effect of EMI EMI の電位効果 第 5-54 部 Ed.3.0 

箇条：543.4.2 
規定（英文） 規定訳 
Note Product committees should consider 
the potential effect of EMI introduced into 
the equipment from a PEN, PEL or PEM 
conductor. 
 

注記 製品委員会は PEN、PEL 又は PEM 導

体によって機器内に誘導される EMI の電位

効果を考慮することが望ましい。 

 
【解説】 
 ここでは、EMI（Electro-Magnetic Interference：電磁妨害もしくは電磁干渉）について、

PEN 導体を通じて機器内に侵入するサージもしくは高周波ノイズの影響を考慮すべきと

述べている。ここで、potential effect は電位効果と訳されているが、むしろ EMI の潜在的

効果（影響が生じる可能性）と理解する方がより適切であろう。すなわち、PEN 導体など

通じて、接続された機器になんらかの電磁障害が生じる可能性を、あらかじめ考慮に入れ

ておくべきとの注記である。 
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semi-liquid consistency 準液体粘度 第 5-54 部 Ed.3.0 

箇条： 附属書 C 
C.5.2 

規定（英文） 規定訳 
Concrete used for the foundation should be 
made from at least 240 kg cement per m3 
concrete. The concrete must have a suitable 
semi-liquid consistency to fill all holes 
below the electrodes. 

基礎に用いるコンクリートは、立法メーター

当たり 240 kg 以上のセメントから作らなけ

ればならない。コンクリートは、接地極の下

のすべての空間を充填するために、適切な準

液体の粘性をもたなければならない。 
 

 
【解説】 
ここではコンクリートを水で溶かした状態を示しており、適切な割合で配合されること

を要求している。 
粘性を現す単位で「粘度（英語：viscosity）」があるが、これは、物質のねばりの度合で

ある。粘性率、粘性係数、または（動粘度と区別する際には) 絶対粘度とも呼ぶ。量記号

にはμまたはηが用いられる。SI 単位は Pa·s（パスカル秒）である。CGS 単位系では P
（ポアズ）が用いられた。 
 
粘性のある物体を面積 S 、間隔を h にした 2 枚の平板間にはさみ、平板を相対速度 U 

で平行に動かすと、動いている方向と反対方向に剪断応力(摩擦応力ともいう) τが発生す

る。物体と板の間に発生する力を F と置くと、F は相対速度U と間隔 h の逆数に比例し、 
 

τ＝
Ｓ

Ｆ
＝μ

Ｕ

ｈ  
 
と表現される。この比例係数μが粘度である。 
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self-contained items of 
extra-low voltage electrical 
equipment 
（2005 年報告書より） 

電源内蔵形特別低電圧機器 
（2005 年報告書より） 

第 5-55 部 Ed.2.0 
箇条： 551.1 

規定（英文）IEC 60364-5-55 Ed.2.0 2011-12 よ

り 
仮訳（JIS C 60364-5-55(E.1.2 基礎): 2011 よ

り） 
551 Low-voltage generating sets 
551.1 Scope 
    This clause provides requirements for the 
selection and election of low-voltage and 
extra-low voltage generating sets intended to 
supply, either continuously or occasionally, 
all or part of the installation. Requirements 
are also included for installations with the 
following supply arrangements: 
- supply to … 
- supply to … 
- supply to … 
-appropriate combination of the above. 
     
This part does not apply to self-contained 
items of extra-low voltage electrical 
equipment which incorporate both the source 
of energy and energy-using load and for 
which a specific product standard exists that 
includes the requirements for electrical safety. 
 
Note: Requirements of the electricity 

distributor should be ascertained before 
a generating set is installed un an 
installation that is connected to a 
system for distribution of electricity to 
the public. 

 

551 低電圧発電装置 
551.1 適用範囲 
この箇条は、電気設備の全体又は一部

に、連続的又は必要時に電気を供給するこ

とを目的とする低圧及び特別低電圧発電

装置の選定及び施工に関する要求事項に

ついて規定する。要求事項は、次の電力供

給設備をもつ電気設備の施工に対するも

のをも含む。 
−商用配電系統に接続しない電気設備に電気を供給する設備 
−商用配電系統と切り替えて電気設備に電気を供給する設備 
−商用配電系統と並列で電気設備に電気を供給する設備 
−上記のものの適切な組合せ 

 
この規格は、エネルギー源及びエネルギ

ー消費負荷の双方があり、かつ、電気安全

に関する要求事項を含む当該機器の製品

規格が存在する特別低電圧機器の内蔵電

源部分には、適用しない。 
 
 
注記  発電機を商用配電系統に接続して

いる設備内に設置する場合は、事前

に電気事業者の要求事項を確かめ

る。 
 

 
【解説】 
ここでいう電源内蔵形特別低電圧機器とは、電気機器の内部に、特別低電圧の電気エネ

ルギーの発生源やエネルギー消費負荷を共にもつ機器を指している。例えば、特別低電圧

を発生する電池と負荷を内蔵した電気機器のようなものを対象としている。 
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mains-commutated 主励静止インバータ 第 5-55 部 Ed.5.0 

箇条： 551.1.3 
規定（英文） 仮訳 
Mains-commutated and self-commutated 
static converters with or without by-bass 
facilities; 

バイパス設備付き又はバイパス設備なしの

主励静止インバータ及び自励静止インバー

タ 

 
【解説】 

24 時間連続運転など、停止することが出来ないような重要負荷に小形 UPS を使用する

場合に、点検や修理などを行うために、UPS を完全に切り離すことができるメンテナンス

バイパス回路を設けることが推奨されている。 
 

下図は UPS の外側に設けられたメンテナンスバイパスの例で、これ以外に UPS 自身に

バイパスが内蔵される場合もある。 
 

 
 

UPS の入出力側の交流電圧値が合ってない場合は、メンテナンスバイパスにより UPS
をバイパスすることはできない。 
 
上図は「東芝三菱電機産業システム株式会社」ホームページより抜粋 
http://www.tmeic.co.jp/product/power_electronics/sups_attention/attention04.html#section02 
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indirect  contact 
 

間接接触 第 5-55 部 Ed.5.0 
箇条： 551.4 

規定（英文） 仮訳 

551.4 Fault protection (protection against 

indirect contact) 

551.4.1 Fault protection shall be provided for 

the installation in respect of each source 

of supply or combination of sources of 

supply that can operate independently 

of other sources or combinations of 

sources. 

     The fault protective provisions shall be 

selected or precautions shall be taken to 

ensure that where fault protective 

provisions are achieved in different 

ways within the same installation or 

part of an installation according to the 

active sources of supply, no influence 

shall occur or conditions arise that 

could impair the effectiveness of the 

fault protective provisions.     

551.4 故障保護（間接接触保護） 
551.4.1  
他の電源又は組合せ電源に対して独立

して運転できる各電源又は組合せ電源に

関しては、設備のために故障保護を行わな

ければならない。 
 同じ設備内又は設備の一部内で使用す

る電源によって故障保護手段が異なった

方法で実施する場所では、その有効性が損

なわれないよう、また、そのような状況に

ならないように選択あるいは考慮しなけ

ればならない。 
  

 
【解説】 
 間接接触は、機器の動作状況で区別した充電部への接触状況を表し、下記に示すように

間接接触は機器故障事における接触を示している。 
近では、間接接触の表現よりも保護を主体とした表現で故障保護（間接接触保護）と

して用いられている。 
保護の考え方として、直接接触保護と間接接触保護があり、直接接触保護は正常時の保

護、間接接触保護は異常時の保護として区別されている。 
ここで正常時とは、通常の運転やメンテナンスの作業の状態を意味し、異常時とは電気

装置の故障などの要因による状態を意味する。 
従って、間接接触とは電気装置の故障などの要因による漏電によって機械装置の導体（金

属）部分に危険な電圧が生じ、その部分に人体の一部が接触して起こる感電事故（間接接

触による事故）を示す。 
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disturbance 
（1999 年報告時点での課題より） 

異常電圧 
(1999 年報告時点での課題より) 

第 5-55 部 Ed.2.0  
箇条： 551.5.2 

規定（英文）IEC 60364-5-55 Ed.2.0 2011-12 よ

り 
仮訳（JIS C 60364-5-55: 2011 より（JIS は、

Ed.1.2 を基礎）） 
551.5.2 Where a generating set is intended to 
operate in parallel with another source of 
supply, including a supply from a system for 
distribution of electricity to the public, or 
where two or more generating sets may 
operate in parallel, harmonic currents shall be 
limited so that the thermal rating of 
conductors is not exceeded. 
 
The effects of harmonic currents may be 
limited as follows: 
- the selection of generating sets with 

compensated windings; 
- the provision of a suitable impedance in the 

connection to generator star points; 
- the provision of switches which interrupt 

the circuit but which are interlocked so that 
at all times fault protection is not impaired; 

- the provision of filtering equipment; 
- other suitable means. 
Note 1 Consideration should be given to the 

maximum voltage which may be 
produced across an impedance 
connected to limit harmonics 

Note 2 Monitoring equipment complying 
with IEC 61557-12 provides information 
on level of disturbances 

551.5.2  発電機を商用配電系統からの電

力供給を含むその他の電源と並列運転す

る場合、又は複数の発電機を並列運転する

場合には、導体の温度定格を超えないよう

に、高調波電流を制限しなければならな

い。 
 
 
 
高調波電流の影響は、次によって制限する

ことができる。 
− 補償巻線をもつ発電機の選定 
− 発電機の中性点に適切なインピーダン

スを接続する措置 
− 回路は遮断するが、故障保護を常時損な

わないようインタロックした開閉器の

設置 
− フィルタの設置 
− その他の適切な手段 
 
注記 1 高調波電流を制限するために接続

したインピーダンスにかかるおそ

れのある、発生 大電圧を考慮する

ことが望ましい。 
注記 2 IEC 61557-12 に適合する監視機器

は、高調波の存在による異常電圧の

レベルに関する情報を提供する。 

 
【解説】 
■ 用語  擾乱 
■ 英語名 disturbance 
■ 解説 

電力系統が安定に運転しているなかで、系統事故や負荷の変動等により電圧や潮流・周

波数が乱れる現象をいう。 
出典）「電気事業事典」電気事業講座 2008 別巻 ((株)エネルギーフォーラム) 
 

（パワーアカデミーWeb より。http://www.power-academy.jp） 
 
 

1999 年報告書において、「disturbances」は、「異常電圧」として記載されているが、「擾

乱（じょうらん）」とすることが望ましい。 
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national and/or local 
regulations 

国及び／又は地方の規定 第 5-55 部 Ed.1.2 
箇条： 556.7.3 

規定（英文） 
 The value for minimum illuminance may 
be given by national and/or local 
regulations 

仮訳 
 低照度値は、国及び／又は地方の規定

によって示される。 

 
【解説】 
 我国の 低照度基準は、国家規格(national standard) 即ち、JIS Z 9110 で規定されてい

るが、国家規格が未整備の国も多いことから、規定、規則、条例、法規、法令等の広い意

味を持つ regulation を使用している。 
 また、national と local を併記したのは、一国の中で気候、産業、文化等の差が著しい

場合、種々の規制対象を地方の事情によって独自に規定する場合もあることを考慮したた

めと思われる。例えば、我国の場合で、消防法と東京都火災予防条例などがある。 
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self-shielded tungsten halogen 
lamps 
(第 2 回 WG で新たに抽出した用語) 

自己シールド形タングステンハ

ロゲンランプ 
(第 2 回 WG で新たに抽出した用語) 

第 5-55 部 Ed.2.0 
附属書 B 

規定（英文）IEC 60364-5-55 Ed.2.0 2011 より 仮訳 
Annex B (informative) 
Explanation of symbols used in luminaires, in 
controlgear for luminaires and in the 
installation of the luminaires 

 
Luminaires designed for use with 
self-shielded tungsten halogen lamps only 
(IEC 60598 series), and lamp which can be 
used in open luminaires 
 
 

附属書 B (参考) 
照明器具、照明器具用開閉装置及び照明設

備で使用する記号の例 
 

 
自己シールド形タングステンハロゲン

ランプだけを使用するように設計した照

明器具（IEC 60598 シリーズ）、及び、開放

形照明器具で使用可能なランプ 

 

【解説】 

ハロゲンランプはタングステン・フィラメントの寿命を大きく伸ばすハロゲンサイクル

を促進させるように、一般の白熱電球に比べ高温になるように設計されているため、ガス

を封入するガラス管には耐熱性を有する石英ガラス管が採用されている。しかし、点灯中

のハロゲンランプのガラス球の圧力は、通常、一般の白熱電球のそれよりも高く設計され

ている。この石英ガラスの表面に不純物が付いた状態で加熱すると、不純物の付いたガラ

ス部分が準安定なガラス状態から結品化することで不透明になる現象「失透(しっとう)」

が起こり、その部分はさらに高温となりガラスが破損する可能性がある。また、石英ガラ

スは一般の白熱電球で使用されているガラスとは異なり、電球から放射される微量の紫外

線を透過する性質がある。これらの理由により、ハロゲンランプを使用した照明器具では、

ハロゲンランプの前面にガラスなどの保護シールドを配して安全性を確保したものが多く

使われている。 

これに対し、照明器具ではなく、電球前面に保護用のガラスをつけるなど、電球そのも

のに安全施策を施して、照明器具には保護シールドを不要としたものを自己シールド形ハ

ロゲンランプと呼び、その具体的な規定は JIS C 7551-3 に示されている。よって開放型の

照明器具には自己シールド形ランプでないと使用してはいけない。 
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   図－１ 器具に保護シールドある例       図－２ セルフシールド管の例 

（図－１、図－２ 東芝ライテック HP より） 
 
 
注釈 
この報告書においては，IEC 規格の仮訳として「自己シールド形タングステンハロゲンランプ」と

したが，JIS においては，次のとおり，「セルフシールドハロゲン電球」と称している。 
JIS C 7551-3：3.6 より 
■ 用語 セルフシールドハロゲン電球 
■ 英語名 self-shielded tungsten halogen lamp 
 
JIS C 7511-3：2011，白熱電球類の安全仕様－第 3 部：ハロゲン電球（自動車用を除く）：この JIS
は，IEC 60432-3，Ed.1.2，2008 年に対応したもの。 

保護コーティング 

保護シールド（強化ガラス） 
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safety regime 安全管理体制 第 6 部 Ed.1.0 

箇条： 附属書 F F.2 
規定（英文） 
Note 2  Periodic inspection and testing may 
be replaced, in case of extended electrical 
installations (e.g. in large industries), by an 
adequate safety regime of continuous 
monitoring and maintenance of equipment 
and installations by skilled persons. 
 

規定訳 
定期検査及び試験は、広範囲にわたる電

気設備の場合（例えば、大工場の）、連続

監視並びに熟練者による電気機器及び設

備の保守という適切な安全管理体制で置

き換えてもよい。 

 
【解説】 
 定期検査及び試験は、国内規定又は国家基準による要求事項が規定されている場合はそ

れらに基づくが、IEC 60364 規格群の 6-61 部でも附属書 F によりその間隔、範囲、報告な

どについて規定している。 
 しかし、大工場のような大規模電気設備の場合は、例えば我国の主任技術者制度によう

に、熟練者による機器や設備の連続した監視、記録、保守等が実施され、更に自動監視記

録装置が導入されるなど、安全管理体制が整備されているケースが多い。このようなケー

スでは、電気設備の劣化や設備規定からの逸脱による安全性の阻害要因を排除することが

できるため、定期検査及び試験はこれに置き換えてもよいとしている。 
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section of a contact stud in 
conductive rubber  

導電性ゴム製の接触スタ

ッドの断面図 
第 6 部 Ed.1.0 
箇条： 附属書 A 

規定（英文） 

 
 

 
 

 
 

規定訳 

 
 

 
 

 

 
【解説】 
 導電性ゴム製スタッドは、床及び壁の絶縁抵抗の測定のための試験電極２の構成品で、

床・壁と接触する部分をいう。 
 測定は、被試験面を湿らせるか湿った布で覆い、スタッドを接触させ、床の場合は約 750N、

壁の場合は約 250N の力を加えて測定する。 

Section of a contact stud 
in conductive rubber 

導電性ゴム製接触スダッドの断面図 
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final circuit 分岐回路 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 709.312.2.1 
規定（英文）  
For a TN-system, the final circuits for the 
supply of pleasure craft or houseboats 
shall not include a PEN conductor. 

仮訳 
TN 系統に関して、プレジャークラフト又

はハウスボートの電力供給用の分岐回路に

は、PEN 導体を含んではならない。 
 

 
【解説】 
 IEV(826-14-03)では、分岐回路について次のように定義している。「電気使用機器又はコ

ンセントに直接電気を供給する電気回路」 
 また、電技解釈第１４９条（分岐回路の施設）では、電気使用機械器具に至る低圧屋内

配線について規定している。この規定から、分岐回路とは幹線から分岐し、分岐過電流遮

断器を経て電気使用機械器具又はコンセントに至る電気回路と定義することができる。 
 箇条 709.312.2.1 は、マリーナの分電盤で分岐し、直接プレジャークラフトなどの負荷に

接続される回路であるため分岐回路である。 
 なお、IEC 60364 規格群では類似の用語として、branch circuit が使用されているが、こ

れはその使用例から、電技解釈第１４８条（低圧屋内幹線の施設）に規定されている分岐

幹線に相当すると判断される。IEC 60364 における branch circuit の使用例を下図に示す。 
規定訳では、branch circuit を「分岐する回路」として分岐回路と区別している。また、

米国では、分岐回路に branch circuit を使用することが多い。 
 

IEC 60364 4-43 部 附属書 C C.2 
C.2  過負荷保護を、分岐する回路の分岐点で行わなくてもよい場合 
 

 
 
 

4-38



 

 
obstacle オブスタクル 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 709.41.B2 
規定（英文） 仮訳 
Protection by obstacles shall not be used. オブスタクルによる保護を使用してはなら

ない。 
 

 
【解説】 

本箇条では、オブスタクルを保護用（保護オブスタクル）として用いている。感電保護

の方法の１つであり、IEC60204-1 において、「不用意な直接接触を防止するための構造物。

意図的動作による直接接触を防止するものではない。」と定義されており、充電部に無意

識に接触するのを防止するカバー、ガード等を指す。IEC60364-4-41 附属書 B において、

次のように規定されている。また、オブスタクルの例を図 1 に示す。 
 オブスタクルという保護手段は、基本保護だけに規定する。これは、故障保護の有無

に係わらず熟練者又は技能者によって管理又は指揮下にある設備に適用する。 
 オブスタクルは、充電部へ無意識に接触するのを防止することが目的であるが、オブ

スタクルを迂回して故意に接触することを防止するものではない。 
 オブスタクルは、・身体が充電部に無意識の接近、・通常の使用時に充電された機器

を操作している間、充電部に無意識の接触、を防止しなければならない。 
 オブスタクルは、無意識に取り外せないように堅固に固定しなければならない。ただ

し、かぎ又は工具を使用しないで取り外すことができてもよい。 
 

 
図１ オブスタクル例 

（吉田電機株式会社 HP より引用：http://www.yoshida-denki.com/work/cubicle/） 
 
 
 
 
 

オブスタクル 
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オブスタクルの他に、基本保護の手段としては、充電部の基礎絶縁（維持管理が必要）、

バリア（人の接近を阻止する物理的障害物）、エンクロージャ（筐体、キュービクル、ラ

ック）、アームズリーチ外（人の手の届きうる範囲の外）への設置がある。オブスタクル

及びアームズリーチ外への設置の適用にあたっては、熟練者又は技能者の管理・監督が必

要である。 
感電保護には、基本保護（直接接触保護）の他に故障保護（間接接触保護）があり、そ

れらが IEC60364-4-41 に規定されている。図２に感電保護の適用体系を示す。 
 

 
図２ 感電保護方法の適用体系 

 
出典）IEIEJ-C-0318 電気施設技術基準国際化調査（電気設備）報告書 2012 年 2 月、社団法人電気設備学会  

低圧電気設備技術基準国際化委員会 
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Jetty, wharf, pier 桟橋、波止場、ふ頭 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 512.2.1.1 
規定（英文） 仮訳 
In marinas, equipment installed on or 
above a jetty, wharf, pier or pontoon shall 
be selected as follows, according to the 
external influence which may be present. 

マリーナでは、桟橋、波止場、ふ頭又は浮

き桟橋の上又は上部に設置する機器は、発生

するかもしれない外的影響に従って次のよ

うに選定しなければならない。 
 

 
【解説】 
 ここで、港湾設備名として jetty、wharf、pier という言葉が使われており、訳も類似の

言葉が示されているが、これらの意味するところは若干異なる。 
 wharf とは、港湾内で船舶を横付けして旅客の乗降や荷さばき等の施設や臨海交通施設

が一体的に整備された場所であり、埠頭という訳語が適当である。 
 pier は桟橋という訳語が適当で、文字通り橋であり、杭など脚柱の上に床板を渡して、

船が着岸して人の乗降ができるような場所を指す。 
 jetty は防波堤という訳語が適当で、港湾設備を波などから守る役目を持つものであり、

本来、人の乗降などは考えていない。突堤という訳語が与えられる場合もあり、これは河

川や海の中央部に突き出した堤防という意味である。 
 Wharf は基本的に鉄筋コンクリートの堅固な構造であり、pier や jetty はそれに比べると

通常かなり簡単な構造であるが、pier や jetty でもコンクリートで構成される場合もある。

ただし、電気に関する規格の作成者が、このような土木用語の厳密な定義に基づいて用語

を用いているかどうかは定かではなく、要するに港湾で波や水のかかる場所という意味で

使用されている可能性も高い。ちなみに英語の辞書でも、これらの言葉の説明は若干混乱

している。 
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armoured cable がい（鎧）装ケーブル 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 521.7.1 
規定（英文） 
armoured cables with a thermoplastic or 
elastomeric covering; 

仮訳 
熱可塑性又はエラストメリックのがい（鎧）

装ケーブル 
 

 
【解説】 
がい（鎧）装ケーブルは、ケーブルを保護するための鎧装の一種で外部からの衝撃に対

し保護する機能をケーブルに持たせるために施し、がい装として鉄線、鋼帯を用いること

が一般的である。 
 

 

 

がい（鎧）装 
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elastomeric エラストメトリック 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 521.7.1 
規定（英文） 
Cables with copper conductors and 
thermoplastic or elastomeric insulation and 
installed within an appropriate cable 
management system taking into account 
external influences such as movement, 
impact, corrosion and ambient 
temperature: 
 

仮訳 
移動、衝撃、腐食及び周囲温度のような外

的影響を考慮した適切なケーブル配線方式

内に布設した、導体が銅で、熱可塑性又は

エラストメリックの絶縁ケーブル 

 
【解説】 

常温で非常に大きな弾性をもつ高分子物質の総称。 
製品に熱を加えても軟化することが無く、比較的耐熱性が高いエラストマーである。 
一般的には、天然ゴムと合成ゴムがあり、原材料に加硫材を混練したのち加熱すること

で得られる。 
特にケーブル被覆材料として使われるものは、合成ゴムであるエチレンプロピレンゴム、

クロロスホン化ポリエチレンがある。 
エチレンプロピレンゴムは、エチレンとプロピレンの共重合によって得られる合成ゴム

の一種である。二重結合を含まないので特に耐オゾン製に優れるが、反面鉱油や有機溶剤

などへの耐油性には劣る。 
主な用途として、電気の絶縁性に優れる為、電線被覆材に用いられる。 
クロロスルホン化ポリエチレンは、高圧法ポリエチレンに塩素（塩素量：25～43%）と

二酸化硫黄（硫黄量：0.9～1.3%）を導入してゴム状とした結晶性ポリマーである。 
クロロプレンゴムとの違いは、主鎖に二重結合を持たないため、エチレンプロピレンゴ

ムと同等の耐熱性・耐オゾン性・耐薬品性を有している。また、ゴムの中でも着色しやす

く、長期の屋外暴露における変色も小さいため、ケーブルの被覆材としては勿論であるが、

自動車等の燃料系ホース、工業用高圧ホース、薬品用ホース、屋根材、防水シート、床タ

イル、ウエットスーツに使用される。 
耐薬品性は、特に無機酸、アルカリに対しては、クロロプレンゴムより優れていて、難

燃性、耐油性、耐溶剤性は、クロロプレンゴムと同等である。機械的強度、耐磨耗性も優

れているが、低温特性が悪く、結晶化しやすい。 
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craft appliance inlet プレジャークラフトの器具

用プラグ受 
第 7-709 部 Ed.2.1 
箇条： 附属書 B g) 

規定（英文） 
g) Moisture, dust and salt in the craft  

appliance inlet can constitute a serious  
hazard. 

仮訳 
g) プレジャークラフトの器具用プラグ受

内の湿度、ほこり及び塩分は重大な危険

となり得る。 
 

 
【解説】 
プレジャークラフトの器具用プラグ受は、プレジャークラフトがマリーナに着岸した時

に、岸側から電源を得るためにプレジャークラフトに装備するものである。この場合、岸

側からの電源ケーブルの器具用プラグを、プレジャークラフトの器具用プラグ受に接続す

ることで電源を得る。 
 1994 年発行の第 709 部第１版には、マリーナとプレジャークラフトとの間の接続の図が

掲載されていたので参考として下図に示す。図でレジャー用舟艇の引込口と記されている

のがプレジャークラフトの器具用プラグ受である。なお、第１版では、プレジャークラフ

トの訳語として「レジャー用舟艇」を使用していた。 
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unskilled person 慣れていない人 第 7-709 部 Ed.2.1 

箇条： 附属書 B 
規定（英文） 仮訳 
h) It is dangerous for unskilled persons to 

attempt repairs or alterations. If any 
difficulty arises, consult the marina 
operator. 

h) 修理又は変更を行うことは慣れていない

人にとっては危険である。何らかの困難

が発生したときは、マリーナ管理者に相

談のこと。 
 

 
【解説】 
 熟練者（skilled person）とは、電気に起因する危険を避けること及び電気が引き起こす

おそれのある危険を未然に防止することができるように関連教育を受け、経験を積んだ人

のことである。 
”unskilled person”とは、電気が引き起こすおそれのある危険を知らない人、経験のない

人、すなわち電気に対して知識のない人のことである。そのような知識のない人が修理・

改造を行うことは危険であることから、何らかの障害が発生した場合は、一人で判断する

ことをせず、マリーナの管理者に報告・相談することを求めているものである。 
 
 注：この場合、”unskilled person”は知識のない人と訳した方がより適切である。 
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supply delivery point 電力供給点 第 7-714 部 Ed.2.0 

箇条： 714.1 
規定（英文） 
 The origin of the external lighting 
installation is the supply delivery point of 
electrical energy by the supply authority or 
the origin of the circuit supplying the 
external lighting installation exclusively. 
  

仮訳 
 屋外照明の源点は、電力会社からの電力

供給点又は屋外専用の電力供給回路の源点

である。 

 
【解説】 
 電力供給点は、電力会社から屋外照明設備に電源を供給する場合における、電力会社及

び需要家双方のケーブルの接続点を指す。日本の場合、例えば、需要家（市、町、村、町

会等）の所有する街灯への電源供給のケースを想定すると、電力会社が供給する電力量計

の一次側に需要家が用意する引込みケーブルと電力会社の電力供給ケーブルとの接続点が

電力供給点となる。 
 国内の電力会社の例では、電力量計の一次側ケーブルを需要家が、電力量計とその二次

側のアンペアブレーカを電力会社が、アンペアブレーカの二次側の漏電遮断器を含めた負

荷側を需要家が供給する。ただし、負荷容量が１kW 未満では電力量計は設置せず定額契

約となる。 
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doors giving access to electrical 
equipment 

電気機器への接近入口 第 7-714 部 Ed.2.0 
箇条： 714.41 

附属書 A 
規定（英文） 仮訳 
Doors giving access to electrical 
equipment and located less than 2.50m 
above ground level shall be located with a 
key or tool. In addition, protection against 
contact with live parts shall be provided 
when the door is open either by the use of 
equipment having at least the degree of 
protection IPXXB or IP2X by construction 
or by installation, or by placing a barrier or 
an enclosure giving the same degree of 
protection. 
 

電気機器への接近入口となり、かつ地表上

2.5m 未満の高さにある扉は、かぎ又は工具

で施錠しなければならない。さらに扉を開い

たとき、構造若しくは施設方法による保護等

級 IPXXB若しくは IP2X以上の機器を使用す

るか、又は同等の保護等級を提供するバリア

若しくはエンクロージャを設けるかのいず

れかによって、充電部への直接接触保護を行

わなければならない。 

 
【解説】 
ここで言う「電気機器」とは、開閉器類や接続器など、メンテナンス時に操作する場所

を示しており、「電気機器への接近入口」とは、普段は閉じられているが、メンテナンス等、

必要なときに開くことで電気機器へのアクセスを可能にする開口部。 
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earth free local equipotential 
bonding 

非接地局部的等電位ボンディン

グ 
第 7-714 部 Ed.2.0 
箇条： 714.410.3.6 

規定（英文） 仮訳 

The protective measures for non-conducting 

location and earth –free local equipotential 

bonding, as specified in Annex C of IEC 

60364-4-41:2005, shall not be applied 

 

IEC 60364-4-41（: 2005）の附属書 C に示す

非導電性場所及び非接地局部的等電位ボ

ンディングに関する保護手段は使用して

はならない。 

 
【解説】 
 非接地局部的等電位ボンディングは、JIS C60364-4-41：2010（IEC 60364-4-41：2005）の

410.3.6 において、「設備が熟練者又は技能者の管理又は指揮下にあって、それらの者の許

可を得ていない変更が不可能な場合にだけ適用してもよい。」として、附属書 C で規定す

る３つの保護手段の内の一つである。 
 
（以下、附属書 C 抜粋） 
C.2 非接地局部的等電位ボンディングによる保護 
  注記 非接地局部的等電位ボンディングは、危険な接触電圧の発生を防止することを

目的とする。 
C.2.1 すべての電気機器は、附属書Ａに規定する基本保護（直接接触保護）のための保護

手段の要素の一つに適合しなければならない。 
C.2.2 等電位ボンディング用導体によって、すべての同時に接触可能な露出導電性部分及

び系統外導電性部分を、相互接続しなければならない。 
C.2.3 局部的等電位ボンディングシステムは、大地と直接に、又は保守津導電性部分若し

くは系統外導電性部分を介して電気的接触をしてはならない。 
  注記 この要求事項に適合することが出来ない場合には、電源の自動遮断による保護

を適用できる（箇条 411 参照） 
C.2.4 特に、大地から絶縁した導電性の床が、非接地等電位ボンディングシステムに接続

する場合、等電位場所に入る人が危険な電位差にさらされないことを保証するため

に、予防措置を講じなければならない。 
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flammable surface 可燃性仕上面 第 7-715 部 Ed.2.0 

箇条： 715.422.3 
規定（英文） 仮訳 
Locations with risks of fire due to the 
nature of processed or stored materials 
 
Add the following: 
The manufacturer’s installation instructions 
shall be followed, including those relating 
to mounting on flammable or 
non-flammable surfaces. 
Luminaires and their accessories shall be 
designed and placed to avoid harmful 
heating of materials or surroundings. 
 

処理又は貯蔵たい積物質の性質に起因する

火災の危険がある場所 
 
次の文章を加える。 
可燃性又は不燃性仕上げ面への設置に関す

る説明も含めて、製造業者の施工説明書に従

わなければならない。 
 照明器具及びそれらの付属品は、物質又は

その周囲がひどく過熱しないように設置し

なければならない。 

 
【解説】 
壁等の仕上材に、発火点、引火点が低い物が使われている場合、そこに表面が高温にな

る安定器や変圧器などを取付けてしまうと、火災に発展してしまう恐れがある。 
そのため可燃性仕上面に取付ける機器は、熱保護のある安定器／変圧器に限ると、

60364-5-55 に規定されている。 
 この場合、仕上の布、紙などが可燃性仕上面に相当する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 壁仕上げの例 
 
 

下地材 
石膏ボード 
※仕上材として、石膏ボードの上に壁紙や布 

などを貼りつける 
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piercing connector 貫通形電線コネクタ 第 7-715 部 Ed.2.0 

箇条： 715.521.107 
規定（英文） 仮訳 
Insulation piercing connectors and 
termination wires, with counterweights, 
hung over suspended conductors shall not 
be used. 
 

つり下げ導体に掛っている釣合いおもり付

きのものには、絶縁貫通形電線コネクタ及

び終端接続線を使用してはならない。 

 
【解説】 
絶縁貫通形電線コネクタは、絶縁ケースと、貫通刃、防水パッド、締め込みボルトから

構成され、ケーブルのシースや絶縁被覆を取り除くことなく所定位置にセットした後、ボ

ルトを締め込むことにより、貫通刃がシースと絶縁被覆を貫通し導体に達し、確実な電気

的接続を行うことができるものである。 
これを用いて架空配線の分岐を行う製品もある。（下図） 
 

図 貫通形電線コネクタ製品例 
（タイコ エレクトロニクス ジャパン合同会社 HP より）

http://www.te.com/japan/prod/leaflet/pdf/engMV-IPC201201.pdf 
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screwless clamping devices 
（第 2 回ＷＧで新たに抽出した

用語） 

ねじなし接続器具 
（第 2 回ＷＧで新たに抽出した

用語） 

第 7-715 部 Ed.2.0 
箇条： 715.521.107 

規定（英文）IEC 60364-7-715 Ed.2.0 2011-12
より 

仮訳 JIS C 0364-7-715：2002（Ed.1 の 1999
年を基礎とした JIS）の 715.521.8 の訳より。 

715.521.107 
 

Suspension devices for luminaires, 
including supporting conductors, shall be 
capable of carrying five times the mass of the 
luminaires (including their lamps) intended 
to be supported, but not less than 5 kg.  
 
  Terminations and connections of 
conductors shall be made by screw terminals 
or screwless clamping devices complying 
with IEC 60998-2-1:2002 or IEC 
60998-2-2:2002. 
 

 
 
つり下げ導体をもつ照明器具のつり下げ

装置は、つり下げる照明器具（電球含む）

の 5 倍で、かつ、10kg 以上の質量を支持

することができなければならない。 
 
 
導体の終端及び接続は、JIS C 2814 に適合

するねじ締め端子又は JIS C 2813 に適合

するねじなし接続器具で行わなければな

らない。 
 

 
【解説】 
■ 用語 ねじなし接続器具 
■ 英語名 screwless clamping devices 
■ 解説 

2 本以上の導体の着脱（接続及び分離）のための端子で、その他接続を直接又は間接にば

ね、くさび又は同様のもので行う。 
（JIS C 2814-2-2：2009 の 3.101 ねじなし形端子（screwless-type terminal）より） 

 

         
間接圧力のねじなし形端子 直接圧力のねじなし形端子 起動素子付きねじなし形端子 

JIS C 2814-2-2：2009 の図 102－ねじなし形端子の例より 
以上 

注釈 
IEC 60998-2-1:2002 (Connecting devices for low-voltage circuits for household and similar purposes - Part 2-1: 
Particular requirements for connecting devices as separate entities with screw-type clamping units)： 
MOD＝ JIS C 2814-2-1：2009（家庭用及びこれに類する用途の低電圧用接続器具－第 2-1 部：ねじ形締付式接

続器具の個別要求事項） 
 
注釈 
IEC 60998-2-2:2002 (Connecting devices for low-voltage circuits for household and similar purposes - Part 2-2: 
Particular requirements for connecting devices as separate entities with screwless-type clamping units)： 
MOD＝JIS C 2814-2-2：2009（家庭用及びこれに類する用途の低電圧用接続器具－第 2-2 部：ねじなし形締付式

接続器具の個別要求事項） 
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82
6-

10
-0

9 
 

op
er

at
in

g 
ga

ng
w

ay
 

 
運
転
操
作
用
通
路
 

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

10
-1

0 
 

m
ai

nt
en

an
ce

 g
an

gw
ay

 
 

保
守
点
検
用
通
路
 

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-0

1 
no

m
in

al
 v

ol
ta

ge
 (o

f a
n 

el
ec

tr
ic

al
 in

st
al

la
tio

n)
 

公
称
電
圧
（
電
気
設
備
の
）

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

31
2.

1.
2 

公
称
供
給
電
圧

 
N

om
in

al
 s

up
pl

y 
vo

lta
ge

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

52
1.

10
6 

公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

71
5.

52
5 

公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
2.

1.
1 

公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

Ta
bl

e 
51

A
 

公
称
供
給
電
圧

 
N

om
in

al
 s

up
pl

y 
vo

lta
ge

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
1.

6 
公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
1.

7 
公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

B.
52

.1
 

公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

A
nn

ex
 G

 
公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
6.

2.
2.

2 
a)

, b
) 

公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.3

.3
 

Ta
bl

e 
6A

 
公
称
回
路
電
圧

 
N

om
in

al
 c

ir
cu

it 
vo

lta
ge

 
整
合

 

A
nn

ex
 A

 
A

.1
 

1)
 

公
称
交
流
電
圧

 
N

om
in

al
 a

.c
. v

ol
ta

ge
 

整
合

 

A
nn

ex
 A

 
A

.1
 

1)
, 2

) 

公
称
系
統
電
圧

 
N

om
in

al
 s

ys
te

m
. v

ol
ta

ge
 

整
合

 

A
nn

ex
 D

 
公
称
交
流
電
圧

 
a.

c.
 n

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合

 

A
nn

ex
 F

 
公
称
電
圧

 
N

om
in

al
 v

ol
ta

ge
 

整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

11
-0

2 
 

fa
ul

t v
ol

ta
ge

 
故
障
電
圧

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-0

3 
19

5-
05

-0
9 

pr
os

pe
ct

iv
e 

to
uc

h 
vo

lta
ge

 
推
定
接
触
電
圧

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-0

4 
19

5-
05

-1
0 

co
nv

en
tio

na
l p

ro
sp

ec
tiv

e 
to

uc
h 

vo
lta

ge
 li

m
it 

規
約
推
定
接
触
電
圧
限
界

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-0

5 
19

5-
05

-1
1 

(e
ff

ec
tiv

e)
 to

uc
h 

vo
lta

ge
 

（
実
効
）
接
触
電
圧

 
IE

C
60

36
4-

5-
54

 
Ed

.3
.0

 
A

nn
ex

 E
 

記
載
無
し

 
to

uc
h 

vo
lta

ge
 

Ｊ
Ｉ
Ｓ
日
本
語
訳
に
記
載
無
し

 
・
各
国
の
ノ
ー
ト
の
た
め
確
認
不

要
 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 H

 
接
触
電
圧

 
To

uc
h 

vo
lta

ge
 

整
合

 

A
nn

ex
 H

 
N

ot
es

 
接
触
電
圧

 
to

uc
h 

vo
lta

ge
 

整
合

 

82
6-

11
-0

6 
19

5-
05

-0
1 

Li
ne

-t
o-

lin
e 

vo
lta

ge
 

線
間
電
圧

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

4.
2.

3.
2 

Ta
bl

e 
53

C
 

線
間
電
圧

 
Li

ne
-t

o-
lin

e 
vo

lta
ge

 
整
合

 

82
6-

11
-0

7 
19

5-
05

-0
2 

Li
ne

-t
o-

ne
ut

ra
l v

ol
ta

ge
 

対
中
性
点
電
圧
；
相
電
圧

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

4.
2.

3.
2 

Ta
bl

e 
53

C
 

中
性
線
間
電
圧

 
Li

ne
-t

o-
ne

ut
ra

l v
ol

ta
ge

 
不
整
合
 
 

 
・
訳
語
が
整
合
し
な
い

 

82
6-

11
-0

8 
19

5-
05

-0
3 

Li
ne

-t
o-

ea
rt

h 
vo

lta
ge

 
Li

ne
-to

-g
ro

un
d 

vo
lta

ge
 (U

S)
 

対
地
電
圧

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

11
-0

9 
19

5-
05

-0
8 

Ea
rt

h-
su

rf
ac

e 
vo

lta
ge

 (t
o 

ea
rt

h)
 

G
ro

un
d-

su
rf

ac
e 

vo
lta

ge
 (t

o 
ea

rt
h)

 

（
対
地
）
地
表
面
電
圧

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-1

0 
de

si
gn

 c
ur

re
nt

 (o
f a

n 
el

ec
tr

ic
 

ci
rc

ui
t) 

設
計
電
流
（
電
気
回
路
の
）

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

  
Ed

.5
.0

 
51

2.
1.

2 
設
計
電
流

 
de

si
gn

 c
ur

re
nt

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
  

Ed
.3

.0
 

A
nn

ex
G

 
Ta

bl
e 

G
.5

2.
1 

回
路
の
設
計
電
流

 
de

si
gn

 c
ur

re
nt

 o
f t

he
 c

ir
cu

it 
整
合

 

A
nn

ex
G

 
N

O
TE

 2
 

設
計
電
流

 
de

si
gn

 c
ur

re
nt

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
3.

2 
回
路
の
設
計
電
流

 
de

si
gn

 c
ur

re
nt

 o
f t

he
 c

ir
cu

it 
整
合

 

82
6-

11
-1

1 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

故
障
電
流

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

  
Ed

.5
.0

 
A

nn
ex

E 
7.

5.
2.

3 
N

O
TE

 
故
障
電
流

 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

2.
5 

 
第

1
故
障
が
生
じ
た
と
き

に
大
地
に
流
れ
る
電
流

 

cu
rr

en
t w

hi
ch

 c
ir

cu
la

ts
 o

n 
th

e 
fir

st
 fa

ul
t t

o 
ea

rt
h 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
53

4.
2.

3.
5 

最
大
短
絡
電
流

 
m

ax
im

um
 s

ho
rt

-c
ir

cu
it 

cu
rr

en
t 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
5.

2.
2 

地
絡
電
流

 
cu

rr
en

t f
lo

w
in

g 
to

 e
ar

th
 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
IE

C
60

36
4-

5-
54

 
Ed

.3
.0

 
54

2.
3.

1 
故
障
電
流

 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

整
合

 

54
3.

1.
1 

 
推
定
故
障
電
流

 
pr

os
pe

ct
iv

e 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
54

3.
1.

2  
推
定
故
障
電
流

 
pr

os
pe

ct
iv

e 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
54

3.
1.

4 
推
定
故
障
電
流

 
pr

os
pe

ct
iv

e 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
2.

2 
推
定
短
絡
電
流

 
pr

os
pe

ct
iv

e 
sh

or
t-

ci
rc

ui
t 

cu
rr

en
t 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
55

1.
2.

2 
推
定
地
絡
電
流

 
pr

os
pe

ct
iv

e 
 e

ar
th

 fa
ul

t 
 

cu
rr

en
t 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。

 
IE

C
60

36
4-

6 
Ed

.1
.0

 
61

.3
.6

.1
 

c)
 

第
１
故
障
の
場
合
の
電
流

I ｄ
 

cu
rr

en
t I

ｄ
 in

 c
as

e 
of

 a
 fi

rs
t f

au
lt 

整
合

 
・

原
文

の
綴

り
字

は
異

な
る

が
，

“
故
障
電
流
”
を
意
味
し
て
い

る
の
で
，
整
合
。
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

11
-1

2 
to

uc
h 

cu
rr

en
t 

接
触
電
流

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-1

3 
(c

on
tin

uo
us

) 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

am
pa

ci
ty

 （
U

S）
 

（
連
続
）
許
容
電
流

 
IE

C
60

36
4-

5-
52

  
Ed

.3
.0

 
52

1.
3 

許
容
電
流

 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

 
整
合

 
・
原
文
の
綴
り
字
は
異
な
る
が
，

用
語
の
意
味
は
同
じ
な
の
で
，，

整
合
。

 
Ta

bl
e 

A
.5

2.
3 

許
容
電
流

 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

整
合

 
・
原
文
の
綴
り
字
は
異
な
る
が
，

用
語
の
意
味
は
同
じ
な
の
で
，

整
合
。

 
（
こ
れ
ら
の
他
に
多
く
の
同
じ
用

語
が
あ
る
。）

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

3.
2 

連
続
許
容
電
流

 
co

nt
in

uo
us

 c
ur

re
nt

-c
ar

ry
in

g 
ca

pa
ci

ty
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

55
1.

7.
2 

許
容
電
流

 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

整
合

 
・
原
文
の
綴
り
字
は
異
な
る
が
，

用
語
の
意
味
は
同
じ
な
の
で
，

整
合
。

 
IE

C
60

36
4-

6 
Ed

.1
.0

 
61

.2
.3

 
許
容
電
流

 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

整
合

 
・
原
文
の
綴
り
字
は
異
な
る
が
，

用
語
の
意
味
は
同
じ
な
の
で
，

整
合
。

 
IE

C
60

36
4-

7-
71

 
Ed

.2
.0

 
71

5.
52

3 
許
容
電
流

 
cu

rr
en

t-
ca

rr
yi

ng
 c

ap
ac

ity
 

整
合

 
・
原
文
の
綴
り
字
は
異
な
る
が
，

用
語
の
意
味
は
同
じ
な
の
で
，

整
合
。

 
82

6-
11

-1
4 

 
ov

er
cu

rr
en

t 
過
電
流

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
5 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

55
1.

7.
1 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

2 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

70
9.

53
3 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

A
nn

ex
 A

 
Fi

gu
re

 7
09

A
.1

 
Fi

gu
re

 7
09

A
.2

 
Fi

gu
re

 7
09

A
.3

 
Fi

gu
re

 7
09

A
.4

 
Fi

gu
re

 7
09

A
.5

 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

43
 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

71
5.

43
0.

10
4 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

A
nn

ex
 F

 
JI

S
に

該
当

す
る

附
属

書

無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
4.

2.
3 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

A
nn

ex
 B

 
B.

52
.1

 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

1 
53

1.
1.

1 
53

1.
1.

3 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
3 

53
3.

1.
4 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
4.

2.
3.

5 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
4.

2.
4 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
4.

2.
9 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
5.

1 
 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
5.

2 
53

5.
2.

1 
53

5.
2.

2 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

A
nn

ex
 D

 
Fi

gu
re

 D
.1

 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

A
nn

ex
 E

 
JI

S
に
該
当
す
る
附
属
書

無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

8 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.2

.3
  

j) 
過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

61
.3

.6
.1

  
 

a)
-2

) 
b)

-2
) 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

A
nn

ex
 C

 
C

.6
1.

2.
3 

過
電
流

 
ov

er
cu

rr
en

t 
整
合

 

82
6-

11
-1

5 
ov

er
lo

ad
 c

ur
re

nt
  

(o
f a

n 
el

ec
tr

ic
 c

ir
cu

it)
 

過
負
荷
電
流
（
電
気
回
路
の
）

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

 
Ed

.5
.0

 
A

nn
ex

 F
 

Ta
bl

e 
E.

2 
JI

S
に
該
当
す
る
附
属
書

無
し

 
 

 

82
6-

11
-1

6 
19

5-
05

-1
8 

sh
or

t-c
ir

cu
it 

cu
rr

en
t 

短
絡
電
流

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
2.

2 
短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

55
1.

5.
1 

短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

42
2.

10
6 

短
絡

 
Sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

71
5.

42
2.

10
7 

71
5.

42
2.

10
7.

2 
短
絡

 
Sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

71
5.

52
1.

10
6 

短
絡

 
Sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

A
nn

ex
 F

 
Ta

bl
e 

E.
2 

JI
S
に
該
当
す
る
附
属
書

無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
2.

8.
4 

短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

ts
 

整
合

 

52
3.

9 
b)

 
短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
3.

3 
短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

53
3.

3 
遮
断
容
量

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
br

ea
ki

ng
 c

ap
ac

ity
 

不
整
合

 

53
4.

2.
3.

5 
短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
4.

2.
3.

5 
短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
4.

2.
4 

短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

53
4.

2.
4 

短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
5.

2.
2 

短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
整
合

 

53
5.

2.
2 

N
ot

e 
短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

53
6.

2.
1.

2 
N

ot
e 

短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

iti
ng

 
整
合

 

A
nn

ex
 F

 
Ta

bl
e 

E.
2 

JI
S

に
該

当
す

る
附

属
書

無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 F

 
短
絡
電
流

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
cu

rr
en

t 
整
合

 

A
nn

ex
 H

 
Ta

bl
e 

H
.1

 
短
絡

 
sh

or
t-c

ir
cu

iti
ng

 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

11
-1

7 
co

nv
en

tio
na

l o
pe

ra
tin

g 
cu

rr
en

t 
 

(o
f a

 p
ro

te
ct

iv
e)

 

規
約
動
作
電
流

 
（
保
護
器
の
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-1

8 
co

nv
en

tio
na

l n
on

-o
pe

ra
tin

g 
cu

rr
en

t 
 

(o
f a

 p
ro

te
ct

iv
e)

 

規
約
不
動
作
電
流

 
（
保
護
器
の
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

11
-1

9 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

残
留
電
流
，
零
相
電
流

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
4.

2 
漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

55
1.

6.
2 

漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

55
1.

7.
2 

c)
 

漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

55
9.

8 
漏
電

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

整
合

 
・
漏
電
電
流
は
零
相
電
流
で
あ
る

た
め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

53
1.

2 
漏
電

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

整
合

 
・
漏
電
電
流
は
零
相
電
流
で
あ
る

た
め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

71
4.

41
1.

3.
3 

漏
電

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

整
合

 
・
漏
電
電
流
は
零
相
電
流
で
あ
る

た
め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

71
4.

41
1.

3.
3 

定
格
感
度
電
流

 
R

at
ed

 o
pe

ra
te

d 
re

si
du

al
 

cu
rr

en
t 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
6 

N
ot

e2
 

漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

7.
5.

2.
2 

7.
5.

2.
3 

7.
5.

2.
6 

漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

A
nn

ex
 F

 
Ta

bl
e 

E.
2 

JI
S
に
該
当
す
る
附
属
書

無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
0.

3.
2 

53
1.

2 
53

1.
2.

1.
1 

53
1.

2.
1.

2 
53

1.
2.

1.
3 

53
1.

2.
1.

5 
53

1.
2.

2.
1 

53
1.

2.
2.

2 
53

1.
2.

3 
53

1.
2.

4 

漏
電
遮
断
器

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

de
vi

ce
s 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

53
1.

2 
残
留
電
流

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

整
合

 

53
1.

2.
1.

3 
N

ot
e 

漏
洩
電
流

 
re

si
du

al
 c

ur
re

nt
 

整
合

 
・
漏
洩
電
流
は
零
相
電
流
で
あ
る

た
め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合

 

53
1.

2.
1.

5 
定
格
感
度
電
流

 
R

at
ed

 o
pe

ra
te

d 
re

si
du

al
 

cu
rr

en
t 

整
合

 
・
零
相
電
流
駆
動
で
動
作
す
る
た

め
用
語
意
味
と
し
て
は
整
合
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 c
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。
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
4.

2.
2 

Ta
bl

e 
53

A
 

保
護
導
体

 
PE

 
co

nd
uc

to
r 

整
合

 

53
4.

2.
3.

1 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

53
4.

2.
3.

2 
Ta

bl
e 

53
B 

保
護
導
体

 
PE

 
co

nd
uc

to
r 

整
合

 

53
4.

2.
3.

4 
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

53
4.

2.
3.

5 
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

53
4.

2.
5 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

53
6.

1.
2 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

53
6.

5.
1.

5 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.2

.3
 

g)
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

61
.2

.3
 

l) 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.2
 

a)
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.3
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.3
 

非
接
地
保
護
導
体

 
no

n-
ea

rt
he

d 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 

整
合

 

61
.3

.3
 

N
O

TE
 1

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.6
.1

 
a)

  
1)

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.6
.1

 
a)

  
2)

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.6
.1

 
b)

 2
) N

O
TE

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

61
.3

.6
.1

 
c)

 N
O

TE
 2

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

A
nn

ex
 A

 
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 C

 
C

.6
1.

3.
6.

2 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
  

B 
 1

 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
  

B 
 2

 
裸
保
護
導
体

 
ba

re
 p

ro
te

ct
iv

e 
co

nd
uc

to
r 

整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
 

B 
2 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
  

B 
3 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
  

B 
5 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
G

.2
  

B 
7 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

41
3.

3.
2 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

70
9.

41
3.

3.
6 

保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

Fi
gu

re
 7

09
.A

.2
 
保
護
導
体

 
PE

 c
on

du
ct

or
 

整
合

 

Fi
gu

re
 7

09
.A

.3
 
保
護
導
体

 
pr

ot
ec

tiv
e 

co
nd

uc
to

r 
整
合

 

Fi
gu

re
 7

09
.A

.4
 
保
護
導
体

 
PE

 c
on

du
ct

or
 

整
合

 

Fi
gu

re
 7

09
.A

.5
 
保
護
導
体

 
PE

 c
on

du
ct

or
 

整
合

 

82
6-

13
-2

3 
pr

ot
ec

tiv
e 

ea
rt

hi
ng

 
co

nd
uc

to
r 

保
護
接
地
線

 
 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-2

4 
pr

ot
ec

tiv
e 

bo
nd

in
g 

co
nd

uc
to

r 
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
IE

C
60

36
4-

5-
52

  
Ed

.3
.0

 
A

nn
ex

 A
 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

1 
pr

ot
ec

tiv
e 

bo
nd

in
g 

co
nd

uc
to

r 
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.3

.4
.3

 
pr

ot
ec

tiv
e 

bo
nd

in
g 

co
nd

uc
to

r 
保
護
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

13
-2

5 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
PE

N
導
体

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
Ta

bl
e 

53
A

 
PE

N
導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

Ta
bl

e 
53

B 
PE

N
導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

53
6.

1.
2 

PE
N

導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

53
6.

5.
1.

5 
PE

N
導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

55
1.

6.
2 

N
O

TE
 1

 
PE

N
導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.3

.3
 

N
O

TE
 2

 
PE

N
導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

31
2.

2.
1 

PE
N

導
体

 
PE

N
 c

on
du

ct
or

 
整
合

 

82
6-

13
-2

6 
PE

M
 c

on
du

ct
or

 
PE

M
導
体

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-2

7 
PE

L 
co

nd
uc

to
r 

PE
L
導
体

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

13
-2

8 
fu

nc
tio

na
l e

ar
th

in
g 

co
nd

uc
to

r 
機
能
接
地
線

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-2

9 
fu

nc
tio

na
l b

on
di

ng
 

co
nd

uc
to

r 
機
能
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
導
体

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

0 
eq

ui
po

te
nt

ia
l 

bo
nd

in
g 

sy
st

em
 

EB
S 

(a
bb

re
vi

at
io

n)
 

等
電
位

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

 
EB

S（
略
語
）

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

1 
pr

ot
ec

tiv
e 

eq
ui

- 
po

te
nt

ia
l b

on
di

ng
 

sy
st

em
 P

EB
S 

(a
bb

) 

保
護
等

電
位

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ

シ
ス
テ
ム

 
PE

BS
（
略
語
）

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

2 
fu

nc
tio

na
l e

qu
i- 

po
te

nt
ia

l b
on

di
ng

 
FE

BS
 (a

bb
) 

機
能
等

電
位

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ

シ
ス
テ
ム

 
FE

BS
（
略
語
）

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

3 
co

m
m

on
 e

qu
i- 

po
te

nt
ia

l b
on

di
ng

 
sy

st
em

  
co

m
m

on
 b

on
di

ng
 

ne
tw

or
k 

C
BN

 (a
bb

) 

共
用
等

電
位

ボ
ン

デ
ィ

ン
グ

シ
ス
テ
ム
；

 
 共
用
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
網

 
 C

BN
（
略
語
）

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

4 
eq

ui
po

te
nt

ia
l 

bo
nd

in
g 

te
rm

in
al

 
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
端
子

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

13
-3

5 
eq

ui
po

te
nt

ia
l 

bo
nd

in
g 

bu
sb

ar
 

等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

 
ブ
ス
バ
ー

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

14
-0

1 
(e

le
ct

ri
c)

 c
ir

cu
it 

(o
f a

n 
el

ec
tr

ic
al

 in
st

al
la

tio
n)

 
（
電
気
）
回
路
（
電
気
設
備
の
） 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

55
1.

5.
2 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

1 
他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

71
4.

1 
他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

41
4 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
2.

1.
3 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
0.

3.
2 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
0.

3.
2 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

1.
2 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.1

.4
 

他
多
数

 
回
路

 
 

整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

14
-0

2 
di

st
ri

bu
tio

n 
ci

rc
ui

t 
配
電
回
路

 
IE

C
60

36
4-

7-
70

9 
Ed

.2
.1

 
70

9.
52

1.
7.

1 
配
電
回
路

 
 

整
合

 

70
9.

52
1.

7.
4 

地
中
配
電
路

 
un

de
rg

ro
un

d 
di

st
ri

bu
tio

n 
ci

rc
ui

t 
不
整
合

 
文
意
と
し
て
は
こ
の
ま
ま
の
ほ
う

が
一
般
的

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

C
.6

1.
3.

6.
2 

幹
線

 
 

不
整
合

 
文
意
と
し
て
は
幹
線
の
ほ
う
が
良

い
 

82
6-

14
-0

3 
fin

al
 c

ir
cu

it 
(o

f b
ui

ld
in

gs
) 

br
an

ch
 c

ir
cu

it 
(U

S)
 

（
建
築
物
の
）
分
岐
回
路

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
7.

1 
他
多
数

 
分
岐
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

31
2.

2.
1 

他
多
数

 
分
岐
回
路

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

 

52
1.

8.
2 

他
多
数

 
分
岐
回
路

 
 

整
合
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C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
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.3

.2
 

C
.6

1.
3.

6.
3 

分
岐
回
路

 
 

整
合

 

82
6-

14
-0

4 
19

5-
02

-0
4 

m
id

-p
oi

nt
 

中
間
点

 
IE

C
60

36
4-

5-
54

 
Ed

.3
.0

 
54

3.
4.

3 
中
間
点

 
 

整
合

 

82
6-

14
-0

5 
19
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02

-0
5 

ne
ut

ra
l p

oi
nt

 
中
性
点
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C
60

36
4-

6 
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.1
.0
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.3
.8

 
中
性
点

 
 

整
合
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6
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び
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V
19
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と

の
整

合
性

確
認

結
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V

 N
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原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果
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6-

14
-0

6 
19

5-
01

-0
7 

co
nd

uc
to

r 
導
体

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
 

55
1.

4.
3.

3.
1 

他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 

55
1.

7.
2 

電
線

 
 

不
整
合

 
「
電
線
」
→
「
導
体
」

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

31
2 

他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 

70
9.

52
1.

7.
1 

70
9.

52
1.

7.
5 

 

架
空
絶
縁
電
線

 
 

ov
er

he
ad

 in
su

la
te

d 
co

nd
uc

to
r  

不
整
合

 
in

su
la

te
d 

co
nd

uc
to

rs
を

絶
縁

電
線
で
統
一
す
る
な
ら
ば
○

 

70
9.

52
1.

7.
2 

  

架
空
絶
縁
電
線

 
 

ov
er

he
ad

 c
on

du
ct

or
 

不
整
合

 
架
空
電
線
と
訳
し
て
い
る
場
合
あ

り
 

70
9.

52
1.

7.
2 

 
絶
縁
電
線

 
in

su
la

te
d 

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
絶
縁
電
線
で
統
一
は
さ
れ
て
い
る

 

70
9.

52
1.

7.
5 

 
架
空
電
線

 
ov

er
he

ad
 c
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du

ct
or

 
不
整
合
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C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

71
4.

53
6.

2.
1.

1 
導
体

 
 

整
合
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C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

41
4 

他
多
数

 
導
体

 
 

整
合
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V
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の
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合
性

確
認
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V

 N
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原
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日
本
語
訳

 
（

H
22
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度
検
討
結
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使
用
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Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
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日
本
語
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確
認
結
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5.

52
1.
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絶
縁
電
線

 
in

su
la

te
d 

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
・
絶
縁
電
線
で
統
一
は
さ
れ
て
い

る
 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
4.

3 
他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 
 

51
4.

5.
1 

電
線

 
 

不
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
0.

1 
他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 

52
0.

4 
52

1.
1 

52
2.

8.
3 

52
2.

8.
4 

52
2.

8.
5 

52
2.

8.
6 

52
2.

15
.1

 
A

nn
ex

 A
 

B.
52

.1
 

電
線

 
 

不
整
合
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V
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6
及

び
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V
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5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
1.

9.
4 

52
1.

10
 

52
2.

8.
1 

52
2.

8.
2 

52
2.

8.
11

 
52

3.
2 

52
3.

4 
52

3.
5 

52
3.

7 
52

4.
1 

Ta
bl

e5
2.

2 
A

nn
ex

 A
 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

3 
B.

52
.1

 
B.

52
.2

.1
 

B.
52

.2
.2

 
B.

52
.2

.3
 

B.
52

.4
.1

 
B.

52
.4

.2
 

B.
52

.5
 

B.
52

.5
.1

 
B.

52
.6

.1
 

B.
52

.6
.2

 
Ta

bl
e 

B.
52

.1
 

絶
縁
電
線

 
in

su
la

te
d 

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
・
絶
縁
電
線
で
統
一
は
さ
れ
て
い

る
 

 ※
52

2.
8.

11
の
解
説
が
「
絶
縁
電
線

電
線
を
に
」
と
な
っ
て
い
る
。
日

本
語
修
正
が
要
。

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

2.
1.

1 
他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 
 

53
6.

2.
1.

1 
充
電
用
電
線

 
liv

e 
su

pp
ly

 c
on

du
ct

or
 

不
整
合
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V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
6.

2.
2.

1 
電
力
供
給
用
電
線

 
liv

e 
su

pp
ly

 c
on

du
ct

or
 

不
整
合

 

53
6.

4.
1.

3 
電
力
供
給
用
電
線

 
su

pp
ly

 c
on

du
ct

or
 

不
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
1.

3 
他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 

54
3.

2.
1 

裸
電
線

 
ba

re
 c

on
du

ct
or

 
不
整
合

 
・
他
で
は
裸
導
体
で
あ
る
こ
と
か

ら
修
正
す
る

 

Ta
bl

e 
A

.5
4.

4 
絶
縁
電
線

 
in

su
la

te
d 

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
・
絶
縁
電
線
で
統
一
は
さ
れ
て
い

る
 

A
nn

ex
 C

 C
.3

.3
 

引
下
げ
導
線

 
do

w
n-

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
・「

導
線
」
→
「
導
体
」

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.2

.3
 

他
多
数

 
導
体

 
 

整
合

 

82
6-

14
-0

7 
19

5-
02

-0
6 

ne
ut

ra
l c

on
du

ct
or

 
中
性
線

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
 

55
1.

7.
2 

他
多
数

 
中
性
線

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

53
6.

2.
1.

1 
中
性
線

 
 

整
合
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V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
2.

1.
1 

中
性
線

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
1.

8.
2 

他
多
数

 
中
性
線

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

2.
1.

1 
他
多
数

 
中
性
線

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

1.
1 

中
性
線

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.3

.3
 

61
.3

.8
 

A
nn

ex
 B

 B
.3

 

中
性
線

 
 

整
合

 

82
6-

14
-0

8 
19

5-
02

-0
7 

m
id

-p
oi

nt
 c

on
du

ct
or

 
中
間
線

 
IE

C
60

36
4-

5-
54

 
Ed

.3
.0

 
54

3.
4.

3 
中
間
点

 
ne

ut
ra

l/
m

id
-p

oi
nt

 
/l

in
e 

co
nd

uc
to

r 
不
整
合

 
・「

中
間
点
」
→
「
中
間
線
」

 

82
6-

14
-0

9 
19

5-
02

-0
8 

lin
e 

co
nd

uc
to

r 
線
導
体
；
相
導
体

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

9.
5.

5 
線
導
体

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
1.

8.
2 

他
多
数

 
線
導
体

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

 

53
4.

2.
2 

他
多
数

 
線
導
体

 
 

整
合
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V
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 N
o.

 
原
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語
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H
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年
度
検
討
結
果
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対
象
規
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使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果
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C
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36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
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1 

他
多
数

 
線
導
体

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.2

.3
 

他
多
数

 
線
導
体

 
 

整
合

 

82
6-

14
-1

0 
19

5-
04

-1
1 

sh
or

t-c
ir

cu
it 

短
絡

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
2.

2 
55

1.
5.

1 
A

nn
ex

B 

短
絡

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

42
2.

10
6 

71
5.

42
2.

10
7 

71
5.

42
2.

10
7.

2 
71

5.
52

1.
10

6 

短
絡

 
 

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

A
nn

ex
 F

 
JI

S
に
記
載
無
し

 
 

－
 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
2.

8.
4 
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3.

9 
短
絡

 
 

整
合
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C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
3.

3 
短
絡

 
他
多
数

 

 
整
合

 

53
3.

3 
定
格
使
用
遮
断
容
量

 
ra

te
d 

se
rv

ic
e 

sh
or

t-
ci

rc
ui

t 
br

ea
ki

ng
 c

ap
ac

ity
 

不
整
合

 
・
短
絡
を
省
略

 

53
3.

3 
定
格
限
界
遮
断
容
量

 
ra

te
d 

ul
tim

at
e 

sh
or

t-
ci

rc
ui

t 
br

ea
ki

ng
 c

ap
ac

ity
 

不
整
合

 
・
短
絡
を
省
略
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日
本
語
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（

H
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年
度
検
討
結
果
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対
象
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使
用
箇
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Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
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日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
3.

3 
最
大
遮
断
容
量

 
ul

tim
at

e 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
br

ea
ki

ng
 

ca
pa

ci
ty

 
不
整
合

 
・
短
絡
を
省
略

 

53
3.

3 
使
用
遮
断
容
量

 
se

rv
ic

e 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
br

ea
ki

ng
 

ca
pa

ci
ty

 
不
整
合

 
・
短
絡
を
省
略

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 F

 
短
絡

 
 

整
合

 

82
6-

14
-1

1 
19

5-
04

-1
2 

lin
e-

to
-e

ar
th

 s
ho

rt
-c

ir
cu

it 
一
線
地
絡

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

82
6-

14
-1

3 
19

5-
04

-1
4 

ea
rt

h 
fa

ul
t 

gr
ou

nd
 fa

ul
t 
（

U
S）

 
地
絡
故
障

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

1.
2.

2 
 

推
定
地
絡
電
流

 
 

pr
os

pe
ct

iv
e 

ea
rt

h 
fa

ul
t c

ur
re

nt
 

不
整
合

 
・

ea
rt

h 
fa

ul
tの

み
の
場
合
は
地
絡

故
障
で
良
い
が
，
左
記
で
は
地

絡
と
訳
し
た
ほ
う
が
自
然

 
55

1.
4.

3.
3.

1 
最
大
地
絡
電
流

 
m

ax
im

um
 e

ar
th

 fa
ul

t c
ur

re
nt

 
不
整
合

 
・

ea
rt

h 
fa

ul
tの

み
の
場
合
は
地
絡

故
障
で
良
い
が
，
左
記
で
は
地

絡
と
訳
し
た
ほ
う
が
自
然

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

4.
2.

3.
3 

地
絡
故
障

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
2.

1.
4 

54
3.

1.
2 

地
絡
故
障

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 B

 B
.2

 
地
絡
故
障

 
 

整
合
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V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

A
nn

ex
 F

 
接
地
ル
ー
プ
イ
ン
ピ
ー
ダ

ン
ス

 
E

xt
er

na
l e

ar
th

 fa
ul

t l
oo

p 
im

pe
da

nc
e 

不
整
合

 
・
表
現
と
し
て
は
自
然

 

82
6-

14
-1

4 
ov

er
cu

rr
en

t p
ro

te
ct

iv
e 

de
vi

ce
 

過
電
流
保
護
器

 
IE

C
60

36
4-

7-
70

9 
Ed

.2
.1

 
70

9.
53

3 
A

nn
ex

 A
 

過
電
流
保
護
装
置

 
 

不
整
合

 
・「

過
電
流
保
護
装
置
」
→
「
過
電

流
保
護
器
」

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

43
0.

10
4 

過
電
流
保
護
器

 
 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

A
nn

ex
 F

 
JI

S
に
記
載
無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

1 
他
多
数

 
過
電
流
保
護
器
 

 
整
合

 

53
4.

2.
3.

5 
53

4.
2.

4 
過
電
流
保
護
装
置
 

 
不
整
合

 
・「

過
電
流
保
護
装
置
」
→
「
過
電

流
保
護
器
」

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

8 
過
電
流
保
護
器
 

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.2

.3
 

61
.3

.6
.1

 
過
電
流
保
護
器
 

 
整
合

 

82
6-

14
-1

5 
in

he
re

nt
ly

 s
ho

rt
-c

ir
cu

it 
an

d 
ea

rt
h 

fa
ul

t p
ro

of
, q

ua
lif

ie
r 

本
質
的
短
絡
及
び
地
絡
防
止

形
（
形
容
詞
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

4-112



   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

15
-0

1 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
配
線
設
備

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

 
Ed

.5
.0

 
51

0.
2 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

51
4.

2 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

Ta
bl

e 
E.

1 
記
載
無
し

 
 

 

Ta
bl

e 
E.

2 
記
載
無
し

 
 

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

Ti
tle

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

Fo
re

w
or

d 
記
載
無
し

 
 

 

52
0.

1 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
0.

3.
1 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
1 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
1.

1 
配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
1.

2 
配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
1.

3 
配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
2 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

1.
1 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

1.
2 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

2.
1 

配
線
設
備

 
配
線
方
式

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
s 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

整
合

 
不
整
合

 
整
合

 

52
2.

3.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 
整
合

 

52
2.

3.
2 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合
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V
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及

び
IE

V
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と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
2.

3.
3 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

4.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 
整
合

 

52
2.

4.
2 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

整
合

 
整
合

 

52
2.

5.
1 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

6.
1 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

6.
2 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

7.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
W

w
ir

in
g 

sy
st

em
s 

w
ir

in
g 

sy
st

em
s 

整
合

 
整
合

 

52
2.

8.
1 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

8.
3 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合
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V
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6
及

び
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V
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5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
2.

8.
5 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

8.
6 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

8.
7 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

8.
8 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 
整
合

 

52
2.

8.
9 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

8.
13

 
配
線
方
式

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
2.

8.
14

 
配
線
方
式

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

52
2.

9.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 
整
合

 

52
2.

10
 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

整
合

 
整
合
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V
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び
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V
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の
整

合
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確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
2.

11
 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

12
.1

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
2.

12
.2

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

14
 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
2.

15
.2

 
配
線
方
式

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
不
整
合

 

Ta
bl

e 
52

.2
 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
7 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
7.

1.
2 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
7.

1.
4 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合
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V
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6
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び
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V
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と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
7.

1.
6 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
7.

2 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
7.

2.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

整
合

 
整
合

 
整
合

 

52
7.

2.
2 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
7.

2.
4 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
7.

2.
5 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
52

8 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
8.

1 
配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 
整
合
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V
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び
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V
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5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
8.

3.
1 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
8.

3.
2 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 
整
合

 

52
8.

3.
4 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
8.

3.
5 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

52
9 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

52
9.

3 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

2 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

A
nn

ex
 G

 
配
線
設
備

 
設
備

 
配
線
設
備

 

w
ir

in
g 

sy
st

em
s 

w
ir

in
g 

sy
st

em
 

w
ir

in
g 

sy
st

em
s 

整
合

 
整
合
（
文
面
上
配
線
設
備
の
意
味
） 

整
合

 

A
nn

ex
 I 

記
載
無
し

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
記
載
無
し

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
3.

2 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

53
3.

3 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

Ta
bl

e 
E.

1 
記
載
無
し

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 

 

Ta
bl

e 
E.

2 
記
載
無
し

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

4.
2 

配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

54
3.

8 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 

A
nn

ex
 E

 
記
載
無
し

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合
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V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

55
9.

5 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

55
9.

5.
1 

配
線
設
備

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
整
合

 
整
合

 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

6.
2 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

61
.3

.3
 

記
載
無
し

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
 

A
nn

ex
 C

 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

A
nn

ex
 D

 
系
統

 
系
統

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 
不
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

52
1 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
不
整
合

 

70
9.

52
1.

7 
配
線
方
法

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
不
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

70
9.

52
1.

7.
1 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
不
整
合

 

70
9.

52
1.

7.
2 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
不
整
合

 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

2 
配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

71
5.

52
 

配
線
設
備

 
W

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

71
5.

52
1 

配
線
方
法

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

 
不
整
合

 

71
5.

52
1.

1 
配
線
設
備

 
w

ir
in

g 
sy

st
em

s 
整
合

 

82
6-

15
-0

2 
bu

ild
in

g 
vo

id
 

建
築
物
空
所

 
IE

C
60

36
4-

5-
52

 
Ed

.3
.0

 
Ta

bl
e 

A
.5

2.
3 

建
築
物
空
所

 
建
築
物
空
所

 
建
築
物
空
所

 
建
築
物
空
所

 
建
築
物
空
所

 

bu
ild

in
g 

vo
id

 
bu

ild
in

g 
vo

id
 

bu
ild

in
g 

vo
id

 
bu

ild
in

g 
vo

id
 

bu
ild

in
g 

vo
id

 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

A
nn

ex
 F

 
Ta

bl
e 

F.
52

.1
 

建
築
物
空
所

 
Bu

ild
in

g 
vo

id
s 

 
整
合

 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
記
載
無
し

 
記
載
無
し

 
bu

ild
in

g 
vo

id
s 

 

82
6-

15
-0

3 
co

nd
ui

t 
電
線
管

 
IE

C
60

36
4-

5-
52

 
Ed

.3
.0

 
52

0.
2 

記
載
無
し

 
C

on
du

it 
 

52
1.

6 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 

C
on

du
it 

co
nd

ui
t 

C
on

du
it 

co
nd

ui
t 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
52

1.
8.

1 
電
線
管

 
co

nd
ui

ts
 

整
合

 

52
1.

9.
4 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
1.

10
 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
2.

6.
2 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
2.

8.
1 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

52
2.

8.
2 

電
線
管

 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
co

nd
ui

t 
整
合

 
整
合

 

52
2.

8.
10

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 

co
nd

ui
ts

 
co

nd
ui

ts
 

co
nd

ui
ts

 
co

nd
ui

t 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
52

2.
8.

14
 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
2.

9.
1 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
6.

9 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
7.

2.
3 

電
線
管

 
C

on
du

it 
整
合

 

52
8.

1 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
整
合

 

52
8.

2 
電
線
管

 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
co

nd
ui

t 
整
合

 
整
合

 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

1 
電
線
管

 
電
線
管

 
C

on
du

it 
co

nd
ui

ts
 

整
合

 
整
合
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

2 
電
線
管

 
C

on
du

it 
整
合

 

Ta
bl

e 
A

.5
2.

3 
電
線
管

 
表
中

N
o.

70
，

71
の
み
管

路
 

co
nd

ui
t 

表
中
多
数

 
整
合

 
N

o.
70
，

71
の
み
不
整
合

 

B.
52

.5
.1

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

整
合

 
整
合

 
整
合

 

B.
52

.6
.1

 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
多
数

 
整
合

 

Ta
bl

e 
B.

52
.1

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
A

nn
ex

 F
 

Ta
bl

e 
F.

52
.1

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 
電
線
管

 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

co
nd

ui
t 

整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
整
合

 
A

nn
ex

 I 
記
載
無
し

 
co

nd
ui

t 
多
数

 
 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
記
載
無
し

 
C

on
du

it 
C

on
du

it 
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V
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整

合
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確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
3.

1.
3 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
 

整
合

 

54
3.

2.
1 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
 

整
合

 

54
3.

2.
3 

電
線
管

 
co

nd
ui

ts
 

 
整
合

 

54
3.

3.
2 

電
線
管

 
co

nd
ui

ts
 

 
整
合

 

A
nn

ex
 E

 
記
載
無
し

 
記
載
無
し

 
co

nd
ui

ts
 

co
nd

ui
ts

 
 

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

G
.1

 
電
線
管

 
C

on
du

its
 

 
整
合

 

G
.2

 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
多
数

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

70
9.

52
1.

7.
2 

電
線
管

 
co

nd
ui

ts
 

 
整
合

 

70
9.

52
1.

7.
4 

電
線
管

 
co

nd
ui

t 
 

整
合
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V
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V
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と

の
整

合
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確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

Bi
bl

io
gr

ap
hy

 
記
載
無
し

 
C

on
du

it 
C

on
du

it 
 

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

52
1.

1 
電
線
管

 
co

nd
ui

t 
 

整
合

 

82
6-

15
-0

4 
ca

bl
e 

tr
un

ki
ng

 s
ys

te
m

 
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
方

式
 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

52
1.

6 
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

方
式

 
ケ
ー
ブ
ル
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

方
式

 

ca
bl

e 
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V
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合
性
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結
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IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

17
-0

1 
 

is
ol

at
io

n 
断
路

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
55

0.
2 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

55
1.

2.
4 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

55
1.

4.
3.

3.
3 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

55
1.

6.
1 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

55
1.

7.
6 

切
り
離
す
手
段

 
M

ea
ns

 o
f i

so
la

tio
n 

不
整
合

 
・
同
じ
の
項
の
中
で
動
詞
の

Is
ol

at
ed

を
切
り
離
す
と
訳
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
切
り
離

す
手
段
と
訳
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る

 
IE

C
60

36
4-

7-
70

9 
Ed

.2
.1

 
70

9.
53

6 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

70
9.

53
6.

2 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

70
9.

53
6.

2.
1.

1 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合
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V
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結
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V

 N
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原
語
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本
語
訳
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H
22

年
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検
討
結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4 

Ed
.2

.0
 

71
4.

53
6 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

71
4.

53
6.

2 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
5 

Ed
.2

.0
 

71
5.

2 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 
・
仮
訳
の
項
番
号
は
誤
り

 

71
5.

53
 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

71
5.

53
6 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
4.

5.
1 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

Ti
tle

 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
0.

1 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合
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V
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性
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結
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IE
V

 N
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語
訳
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H
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Ｉ
Ｓ
規
格
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語
訳

 
備
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確
認
結
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53
6.

0 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

6.
1.

1 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
1.

1 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
2 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
2.

1 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
2.

2 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
2.

5 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

2.
2.

7 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合
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合
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IE
V

 N
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原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
6.

2.
2.

8 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

53
6.

5.
1.

5 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

6.
2 

断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

A
nn

ex
 F

 
断
路

 
is

ol
at

io
n 

整
合

 

82
6-

17
-0

2 
Sw

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r m
ec

ha
ni

ca
l 

m
ai

nt
en

an
ce

 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開
閉

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

6.
3 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
 

Sw
itc

hi
ng

-o
ff

 fo
r m

ec
ha

ni
ca

l 
m

ai
nt

en
an

ce
 

不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
1.

1 
開
路

 
Sw

itc
hi

ng
-o

ff
 

不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
1.

1 
N

ot
e2

 
開
路
装
置

 
M

ea
ns

 fo
r s

w
itc

hi
ng

-o
ff

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
2 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r 
m

ec
ha

ni
ca

l m
ai

nt
en

an
ce

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
2.

1 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r 
m

ec
ha

ni
ca

l m
ai

nt
en

an
ce

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る
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び
IE

V
19
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と
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整

合
性
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認

結
果

 

  

IE
V

 N
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原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
6.

3.
2.

1 
N

ot
e 

機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
 

sw
itc

hi
ng

-o
ff

 fo
r m

ec
ha

ni
ca

l 
m

ai
nt

en
an

ce
 

不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
2.

2 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r 
m

ec
ha

ni
ca

l m
ai

nt
en

an
ce

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
2.

3 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r 
m

ec
ha

ni
ca

l m
ai

nt
en

an
ce

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

53
6.

3.
2.

4 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
-o

ff
 fo

r 
m

ec
ha

ni
ca

l m
ai

nt
en

an
ce

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 C

 
C

 6
1.

23
 m

) 
機
械
的
保
守
の
た
め
の
開

路
用
装
置

 
D

ev
ic

es
 fo

r s
w

itc
hi

ng
 

of
f f

or
 

m
ec

ha
ni

ca
l m

ai
nt

en
an

ce
 

不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

82
6-

17
-0

3 
Em

er
ge

nc
y 

sw
itc

hi
ng

-o
ff 

非
常
開
放

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

6.
4.

1 
非
常
開
路

 
Em

er
ge

nc
y 

sw
itc

hi
ng

-o
ff

 
不
整
合

 
・
開
放
と
開
路
の
違
い
が
あ
る

 

82
6-

17
-0

4 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
非
常
停
止

 
 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
. 3

.1
 

53
6.

4.
1.

1 
非
常
停
止

 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
整
合

 

53
6.

4.
1.

3 
非
常
停
止

 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
整
合

 

53
6.

4.
1.

5 
非
常
停
止

 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
整
合
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V
19

5
と

の
整

合
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結
果

 

  

IE
V

 N
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原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
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結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
6.

4.
2.

2 
非
常
停
止

 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
整
合

 

53
6.

4.
2.

7 
非
常
停
止

 
Em

er
ge

nc
y 

st
op

pi
ng

 
整
合

 

82
6-

17
-0

5 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
機
能
的
開
閉

 
IE

C
60

36
4-

7-
70

9 
Ed

. 2
.1

 
A

nn
ex

 A
 

機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

he
s 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
6.

5 
機
能
的
開
閉

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
整
合

 

53
6.

5.
1.

1 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
e 

整
合

 

53
6.

5.
1.

2 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
e 

整
合

 

53
6.

5.
1.

3 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
e 

整
合

 

53
6.

5.
1.

4 
機
能
的
開
閉

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
整
合

 

53
6.

5.
1.

5 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
es

 
整
合
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V
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結
果

 

  

IE
V

 N
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原
語
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語
訳
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H
22

年
度
検
討
結
果
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対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

53
6.

5.
2 

機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
es

 
整
合

 

53
6.

5.
2.

1 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
es

 
整
合

 

53
6.

5.
2.

2 
機
能
的
開
閉
器

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 d
ev

ic
es

 
整
合

 

53
6.

5.
2.

2 
N

ot
e 

機
能
的
開
閉

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
整
合

 

53
6.

5.
2.

3 
機
能
的
開
閉

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

A
nn

ex
 G

 
G

2 
5.

 

機
能
開
閉

 
Fu

nc
tio

na
l s

w
itc

hi
ng

 
不
整
合

 
・「

的
」
の
字
が
抜
け
て
い
る

 

82
6-

18
-0

1 
19

5-
04

-0
1 

82
6-

18
-0

2 
19

5-
04

-0
2 

(e
le

ct
ri

ca
lly

) s
ki

lle
d 

pe
rs

on
 

 (e
le

ct
ri

ca
lly

) i
ns

tr
uc

te
d 

pe
rs

on
 

（
電
気
の
）
熟
練
者

 
 （
電
気
の
）
技
能
者

 
 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

55
1.

8.
1 

技
能
者
及
び
熟
練
者

 
sk

ill
ed

 o
r i

ns
tr

uc
te

d 
pe

rs
on

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

70
9 

Ed
.2

.1
 

A
nn

ex
 B

 
B.

3 
慣
れ
て
い
な
い
人

 
un

sk
ill

ed
 p

er
so

n 
不
整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
3 

Ed
.2

.0
 

71
4.

41
 

技
能
者
ま
た
は
熟
練
者

 
sk

ill
ed

 o
r i

ns
tr

uc
te

d 
pe

rs
on

s 
整
合
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果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

IE
C

60
36

4-
5-

51
 

Ed
.5

.0
 

51
2.

2.
4 

Ta
bl

e 
51

A
 

非
技
能
者

 
U

ni
ns

tr
uc

te
d 

pe
rs

on
 

 

51
2.

2.
4 

Ta
bl

e 
51

A
 

熟
練
者

 
技
能
者

 
sk

ill
ed

  
in

st
ru

ct
ed

 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

52
 

Ed
.3

.0
 

A
nn

ex
 I 

JI
S
に
該
当
附
属
書
無
し

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

In
st

ru
ct

ed
 p

er
so

n 
 

IE
C

60
36

4-
5-

53
 

Ed
.3

.1
 

53
1.

2.
2.

2 
 

熟
練
者

 
技
能
者

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

In
st

ru
ct

ed
 p

er
so

n 
整
合

 

53
3.

1.
3 

53
3.

1.
4 

熟
練
者

 
技
能
者

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

In
st

ru
ct

ed
 p

er
so

n 
整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

C
.5

.1
 

熟
練
者

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

61
.1

.6
 

熟
練
者

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

整
合

 

62
.1

.6
 

62
.2

.2
 

熟
練
者

 
Sk

ill
ed

 p
er

so
n 

整
合

 

82
6-

18
-0

3 
19

5-
04

-0
3 

or
di

na
ry

 p
er

so
n 

一
般
人

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

82
6-

18
-0

4 
19

5-
04

-0
4 

re
st

ri
ct

ed
 a

cc
es

s 
ar

ea
 

立
入
制
限
区
域

 
IE

C
60

36
4-

5-
55

 
Ed

.2
.0

 
A

nn
ex

 A
 

JI
S
に
該
当
の
附
属
書
無

し
 

re
st

ri
ct

ed
 a

cc
es

s 
ar

ea
 

 

 19
5-

01
-0

2 
el

ec
tr

ic
 c

on
ta

ct
 

電
気
的
接
触

 
IE

C
60

36
4-

5-
54

 
Ed

.3
.0

 
54

1.
3.

3 
電
気
的
接
触

 
in

 e
le

ct
ri

ca
l c

on
ta

ct
 w

ith
 E

ar
th

 
整
合

 

19
5-

01
-1

2 
ea

rt
hi

ng
 fo

r w
or

k 
gr

ou
nd

in
g 

fo
r w

or
k 

(U
S)

 
作
業
用
接
地

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

01
-1

9 
el

ec
tr

ic
 re

si
st

iv
ity

 o
f s

oi
l 

土
壌
の
電
気
抵
抗
率

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-1

7 
pr

ot
ec

tiv
e 

ea
rt

hi
ng

 a
nd

 
fu

nc
tio

na
l e

ar
th

in
g 

co
nd

uc
to

r 
pr

ot
ec

tiv
e 

gr
ou

nd
in

g 
an

d 
fu

nc
tio

na
l g

ro
un

di
ng

 
co

nd
uc

to
r (

U
S)

 

保
護
接
地
線
兼
機
能
接
地
線

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-1

8 
pr

ot
ec

tiv
e 

ea
rt

hi
ng

 a
nd

 
fu

nc
tio

na
l b

on
di

ng
 

co
nd

uc
to

r 
pr

ot
ec

tiv
e 

gr
ou

nd
in

g 
an

d 
fu

nc
tio

na
l b

on
di

ng
 

co
nd

uc
to

r (
U

S)
 

保
護
接
地
線
兼
機
能
ボ
ン
デ

ィ
ン
グ
導
体

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-2

6 
ov

er
he

ad
 e

ar
th

 w
ir

e 
ov

er
he

ad
 g

ro
un

d 
w

ir
e 

(U
S)

 
架
空
地
線

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

19
5-

02
-2

7 
(e

le
ct

ri
c)

 c
ou

nt
er

po
is

e 
sy

st
em

 
埋
設
地
線
シ
ス
テ
ム

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-2

8 
un

de
rg

ro
un

d 
ca

bl
e-

ro
ut

e 
ea

rt
h 

el
ec

tr
od

e 
un

de
rg

ro
un

d 
ca

bl
e-

ro
ut

e 
gr

ou
nd

 e
le

ct
ro

de
 (U

S)
 

地
中
線
用
接
地
極

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-3

1 
 

ea
rt

hi
ng

 te
rm

in
al

 
gr

ou
nd

in
g 

te
rm

in
al

 (U
S)

 
接
地
端
子

 
IE

C
60

36
4-

5-
53

 
Ed

.3
.1

 
53

4.
2.

2 
接
地
端
子

 
ei

th
er

 th
e 

m
ai

n 
ea

rt
hi

ng
 

te
rm

in
al

 o
r t

he
 m

ai
n 

pr
ot

ec
tiv

e 
co

nd
uc

to
r 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

54
 

Ed
.3

.0
 

54
1.

3.
9 

接
地
端
子

 
m

ai
n 

ea
rt

hi
ng

 te
rm

in
al

 
te

rm
in

al
 o

r b
us

ba
r w

hi
ch

 is
 

pa
rt

 o
f t

he
 e

ar
th

in
g 

ar
ra

ng
em

en
t 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
5-

55
 

Ed
.2

.0
 

A
N

N
EX

 A
 

※
仮
訳
内
，
訳
省
略

 
A

n 
ea

rt
hi

ng
 te

rm
in

al
 m

us
t b

e 
pr

ov
id

ed
 

 

IE
C

60
36

4-
6 

Ed
.1

.0
 

B.
2 

接
地
端
子

 
a 

co
nt

in
ui

ty
 te

st
 b

e 
m

ad
e 

be
tw

ee
n 

th
e 

m
ai

n 
ea

rt
hi

ng
 

te
rm

in
al

 a
nd

 th
e 

ex
po

se
d-

 
co

nd
uc

tiv
e-

pa
rt

s 

整
合

 

IE
C

60
36

4-
7-

71
4

Ed
.2

.0
 

71
4.

41
1.

3.
1.

2 
接
地
端
子

 
ne

ed
 n

ot
 b

e 
co

nn
ec

te
d 

to
 th

e 
ea

rt
hi

ng
 te

rm
in

al
 

整
合

 

19
5-

02
-3

4 
ea

rt
hi

ng
 s

w
itc

h 
gr

ou
nd

in
g 

sw
itc

h 
(U

S)
 

接
地
ス
イ
ッ
チ

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

19
5-

02
-3

7 
Sc

re
en

 
ス
ク
リ
ー
ン

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

  
Ed

.5
.0

 
Ta

bl
e 

51
A

 
遮
蔽

 
In

te
rp

os
iti

on
 o

f s
cr

ee
n 

不
整
合

 

19
5-

02
-3

8 
(c

on
du

ct
iv

e)
 s

cr
ee

n 
(c

on
du

ct
iv

e)
 s

hi
el

d 
(U

S)
 

ス
ク
リ
ー
ン

 
IE

C
60

36
4-

5-
51

  
Ed

.5
.0

 
Ta

bl
e 

51
A

 
遮
蔽

 
In

te
rp

os
iti

on
 o

f s
cr

ee
n 

不
整
合

 

19
5-

02
-3

9 
m

ag
ne

tic
 s

cr
ee

n 
磁
気
ス
ク
リ
ー
ン

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-4

0 
el

ec
tr

om
ag

ne
tic

 s
cr

ee
n 

電
磁
ス
ク
リ
ー
ン

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

02
-4

1 
fu

nc
tio

na
l i

ns
ul

at
io

n 
機
能
絶
縁

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

1 
el

ec
tr

ic
 b

ur
n 

電
気
火
傷

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

2 
(e

le
ct

ri
ca

l) 
te

ta
ni

za
tio

n 
筋
収
縮

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

3 
fib

ri
lla

tio
n 

細
動

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

4 
ca

rd
ia

c 
fib

ri
lla

tio
n 

心
臓
の
細
動

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

19
5-

03
-0

5 
ve

nt
ri

cu
la

r f
ib

ri
lla

tio
n 

心
室
細
動

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

6 
el

ec
tr

oc
ut

io
n 

感
電
死

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

7 
pe

rc
ep

tio
n-

th
re

sh
ol

d-
cu

rr
en

t 
感
知
限
界
電
流
；
知
覚
の
し
き

い
値
電
流

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

8 
te

ta
ni

za
tio

n 
th

re
sh

ol
d 

(c
ur

re
nt

) 
不
随
意
（
電
流
）；

筋
収
縮
の

し
き
い
値
（
電
流
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-0

9 
le

t-
go

 th
re

sh
ol

d 
(c

ur
re

nt
) 

離
脱
限
界
（
電
流
）；

心
室
細

動
の
し
き
い
値
（
電
流
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

03
-1

0 
th

re
sh

ol
d 

of
 v

en
tr

ic
ul

ar
 

fib
ri

lla
tio

n 
ve

nt
ri

cu
la

r f
ib

ri
lla

tio
n 

th
re

sh
ol

d 
(c

ur
re

nt
) 

心
室
細
動
限
界
（
電
流
）；

心

室
細
動
の
し
き
い
値
（
電
流
）

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

04
-0

5 
N

eu
tr

al
 p

oi
nt

 tr
ea

tm
en

t 
中
性
点
接
続
法

 
IE

C
60

36
4-

6 
Ed

.1
.0

 
61

.3
.6

.1
 c

) 
 

N
ot

e 
2 

中
性
点

 
N

eu
tr

al
 p

oi
nt

 
整
合

 

19
5-

04
-0

6 
So

lid
ly

 e
ar

th
ed

 n
eu

tr
al

 
sy

st
em

 
So

lid
ly

 g
ro

un
de

d 
ne

ut
ra

l 
sy

st
em

 (U
S)

 

直
接
接
地
方
式

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

04
-0

7 
Is

ol
at

ed
 n

eu
tr

al
 s

ys
te

m
 

中
性
点
非
接
地
方
式

 
適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

19
5-

04
-0

8 
Im

pe
da

nc
e 

ea
rt

he
d 

ne
ut

ra
l 

sy
st

em
 

Im
pe

da
nc

e 
gr

ou
nd

ed
 

ne
ut

ra
l s

ys
te

m
 (U

S)
 

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
接
地
方
式

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

04
-0

9 
R

es
on

an
t e

ar
th

ed
 n

eu
tr

al
 

sy
st

em
 

A
rc

-s
up

pr
es

si
on

-c
oi

l-e
ar

th
ed

 
ne

ut
ra

l s
ys

te
m

s 
R

es
on

an
t g

ro
un

de
d 

ne
ut

ra
l 

sy
st

em
 (U

S)
 

A
rc

-s
up

pr
es

si
on

-c
oi

l-g
ro

un
d

ed
 n

eu
tr

al
 s

ys
te

m
s 

(U
S)

 

消
弧
リ
ア
ク
ト
ル
接
地
方
式

 
適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

04
-1

5 
(c

on
du

ct
or

) c
on

tin
ui

ty
 fa

ul
t 

op
en

 c
ir

cu
it 

fa
ul

t 
回
路
開
放
故
障
 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

05
-0

4 
 

ne
ut

ra
l-p

oi
nt

 d
is

pl
ac

em
en

t 
vo

lta
ge

 
 

中
性
点
移
動
電
圧
；
中
性
点
変

位
電
圧
 

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 
 

19
5-

05
-0

5 
 

vo
lta

ge
 to

 e
ar

th
 d

ur
in

g 
a 

sh
or

t-c
ir

cu
it 

vo
lta

ge
 to

 g
ro

un
d 

du
ri

ng
 a

 
sh

or
t-c

ir
cu

it 
(U

S)
 

短
絡
地
時
対
地
間
電
圧
 

 

適
用
箇
所
無
し

 
 

 
 

 

19
5-

05
-0

6 
 

vo
lta

ge
 to

 e
ar

th
 d

ur
in

g 
an

 
ea

rt
h 

fa
ul

t 
vo

lta
ge

 to
 g

ro
un

d 
du

ri
ng

 a
 

gr
ou

nd
 fa

ul
t (

U
S)

 

地
絡
事
故
故
障
時
対
地
間
電

圧
 

 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-0

7 
 

ea
rt

hi
ng

-c
on

du
ct

or
 v

ol
ta

ge
 

(t
o 

ea
rt

h)
 

gr
ou

nd
in

g-
co

nd
uc

to
r 

vo
lta

ge
 (t

o 
gr

ou
nd

) (
U

S)
 

接
地
相
線
電
圧
 

 

適
用
箇
所
無
し
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 IE

V
82

6
及

び
IE

V
19

5
と

の
整

合
性

確
認

結
果

 

  

IE
V

 N
o.

 
原
語

 
日
本
語
訳

 
（

H
22

年
度
検
討
結
果
）

 
対
象
規
格

 
使
用
箇
条

 
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

 
日
本
語
訳

 
備
考

 
確
認
結
果

 

19
5-

05
-1

2 
st

ep
 v

ol
ta

ge
 

歩
幅
電
圧
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-1

3 
si

gn
al

-t
ou

ch
-p

ot
en

tia
l 

意
識
的
接
触
電
圧
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-1

4 
ea

rt
h 

fa
ul

t f
ac

to
r 

gr
ou

nd
 fa

ul
t f

ac
to

r (
U

S)
 

地
絡
故
障
率
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-1

6 
st

ra
y 

cu
rr

en
t 

迷
走
電
流
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-1

7 
 

pa
rt

ia
l s

ho
rt

-c
ir

cu
it 

cu
rr

en
t 

部
分
的
な
短
絡
電
流
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-1

9 
 

pa
rt

ia
l (

co
nd

uc
to

r)
 

co
nt

in
ui

ty
 fa

ul
t c

ur
re

nt
 

部
分
的
な
（
導
体
の
）
継
続
的

故
障
電
流
 

適
用
箇
所
無
し
 

 
 

 
 

19
5-

05
-2

0 
 

(c
on

du
ct

or
) c

on
tin

ui
ty

 fa
ul

t 
cu

rr
en

t 
（
導
体
の
）
継
続
的
故
障
電
流

適
用
箇
所
無
し
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高
圧

・
特

別
高

圧
分

野
（
IE

C
 6

1
9
3
6
-
1
）
の

用
語

と
の

整
合

性
検

討
結

果

規
格

 
箇

条
（
出

所
）

原
語

日
本

語
IE

C
6
1
9
3
6
-
1
の

用
語

日
本

語
訳

適
用

箇
条

確
認

結
果

備
考

表
5
1
A

　
A

L
2

fo
re

ig
n
 s

o
lid

 b
o
di

e
s

侵
入

固
形

物
無

し

表
5
1
A

　
A

M
-
2
1

In
du

c
e
d 

o
sc

ill
at

o
ry

vo
lt
ag

e
s 

o
r 

c
u
rr

e
n
ts

誘
導

振
動

電
圧

又
は

電
流

無
し

5
1
5
.1

fl
am

m
ab

ili
ty

 r
at

in
g

可
燃

度
定

格
無

し
5
2
2
.8

.1
4

gr
o
m

m
e
ts

索
環

無
し

5
2
2
.1

1
.1

io
n
iz

in
g 

ra
di

at
io

n
イ

オ
ン

放
射

無
し

5
2
3
.7

  
b)

sp
u
r 

c
o
n
n
e
c
ti
o
n

同
左

無
し

5
2
5
N

o
te

st
ar

t-
u
p 

ti
m

e
始

動
時

間
無

し
附

属
書

A
 表

5
2
-
2

e
n
be

dd
e
d 

in
 s

tr
u
c
tu

re
構

造
体

埋
設

無
し

附
属

書
B

 B
5
2
.1

sh
ap

e
d 

c
o
n
du

c
to

rs
成

形
導

体
無

し
5
3
3
.1

.4
vi

si
bl

e
 i
n
di

c
at

io
n

目
視

確
認

無
し

5
3
3
.3

ra
te

d 
se

rv
ic

e
 s

h
o
rt

-
c
ir
c
u
it
 b

re
ak

in
g

定
格

使
用

短
絡

遮
断

容
量

無
し

5
3
4
.2

.1
di

st
an

t 
lig

h
tn

in
g 

st
ro

ke
s

遠
方

雷
撃

無
し

5
3
4
.2

.3
.1

c
o
o
rd

in
at

e
d 

S
P

D
s

協
調

の
と

れ
た

S
P

D
s

無
し

5
3
4
.2

.3
.2

m
ax

im
u
m

 c
o
n
ti
n
u
o
u
s

o
pe

ra
ti
n
g 

vo
lt
ag

e
最

大
連

続
使

用
電

圧
無

し

5
3
4
.2

.3
.3

te
m

po
ra

ry
 o

ve
rv

o
lt
ag

e
s

(T
O

V
s)

短
時

間
過

電
圧

（
T
O

V
s）

無
し

5
3
4
.2

.3
.4

di
sc

h
ar

ge
 c

u
rr

e
n
t 

(I
ｎ

)
放

電
電

流
（
Iｓ

）
無

し
5
3
4
.2

.3
.4

Im
pu

ls
e
 c

u
rr

e
n
t(

Iｉｍ
ｐ
)

イ
ン

パ
ル

ス
電

流
（
Iｉｍ

ｐ
）

無
し

5
3
6
.2

.2
.2

 b
)

c
o
n
ve

n
ti
o
n
al

 s
e
rv

ic
e

規
約

耐
用

年
数

無
し

5
3
6
.4

.2
.1

st
al

le
d 

m
o
to

r 
c
u
rr

e
n
ts

電
動

機
の

拘
束

電
流

無
し

5
4
3
.4

.2
po

te
n
ti
al

 e
ff

e
c
t 

o
f 

E
M

I
E
M

Iの
電

位
効

果
無

し
附

属
書

C
 C

.5
.2

se
m

i-
liq

u
id

準
液

体
(粘

度
)

無
し

5
5
1
.1

se
lf
-
c
o
n
ta

in
e
d 

it
e
m

s 
o
f

e
xt

ra
-
lo

w
 v

o
lt
ag

e
e
le

c
tr

ic
al

 e
qu

ip
m

e
n
t

電
源

内
蔵

形
特

別
低

電
圧

機
器

無
し

5
5
1
.1

.3
m

ai
n
s-

c
o
m

m
u
ta

te
d

主
励

静
止

イ
ン

バ
ー

タ
無

し
5
5
1
.3

in
di

re
c
t 

c
o
n
ta

c
t

間
接

接
触

無
し

5
5
1
.5

.2
di

st
u
rb

an
c
e

異
常

電
圧

無
し

5
5
6
.7

.3
n
at

io
n
al

 a
n
d/

o
r 

lo
c
al

re
gu

la
ti
o
n
s

国
及

び
/
又

は
地

方
の

規
定

re
gu

la
ti
o
n

基
準

6
.2

.9
.4

7
.1

 /
 7

.1
.5

 /
 7

.1
.7

 /
7
.5

.8
8
 /

 8
.7

.1
 /

 8
.7

.2
.4

 /
8
.6

.3
 /

 8
.7

.1
.1

 /
 8

.8
.1

.3
/
 8

.7
.2

 /
 8

.8
.2

 /
 8

.8
.3

 /
8
.8

.5

不
一

致
一

部

附
属

書
B

se
lf
-
sh

ie
ld

e
d 

tu
n
gs

te
n

h
al

o
ge

n
 l
am

ps
自

己
シ

ー
ル

ド
形

タ
ン

グ
ス

テ
ン

ハ
ロ

ゲ
ン

ラ
ン

プ
無

し

附
属

書
A

 図
A

.3
se

c
ti
o
n
 o

f 
a 

c
o
n
ta

c
t

st
u
d 

in
 c

o
n
du

c
ti
ve

ru
bb

e
r

導
電

性
ゴ

ム
製

の
接

触
ス

タ
ッ

ド
の

断
面

図
無

し

IE
C

 6
0
3
6
4
-
5
-

5
1
 E

d.
5
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
5
-

5
5
 E

d.
2
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
5
-

5
4
 E

d.
3
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
5
-

5
3
 E

d.
3
.1

IE
C

 6
0
3
6
4
-
5
-

5
2
 E

d.
3
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
6

E
d.

1
.0

別
添
資
料

4
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規
格

 
箇

条
（
出

所
）

原
語

日
本

語
IE

C
6
1
9
3
6
-
1
の

用
語

日
本

語
訳

適
用

箇
条

確
認

結
果

備
考

6
-
6
1
 F

.2
sa

fe
ty

 r
e
gi

m
e

安
全

管
理

体
制

無
し

7
0
9
.3

2
1
.2

.1
fi
n
al

 c
ir
c
u
it

分
岐

回
路

無
し

7
0
9
.4

1
.B

2
o
bs

ta
c
le

オ
ブ

ス
タ

ク
ル

o
bs

ta
c
le

オ
ブ

ス
タ

ク
ル

3
.4

.5
 /

 3
.5

.4
7
.2

 /
 7

.2
.2

 /
 7

.3
8
.1

.2
.1

 /
 8

.2
.1

.1
 /

 8
.2

.1
.2

/
 8

.2
.2

.2
図

1
 /

 図
2

整
合

7
0
9
.5

1
2
.2

.1
w

h
ar

f.
je

tt
y.

pi
e
r

桟
橋

，
波

止
場

，
ふ

頭
無

し
7
0
9
.5

2
1
.7

.1
ar

m
o
u
re

d 
c
ab

le
が

い
（
鎧

）
装

ケ
ー

ブ
ル

無
し

7
0
9
.5

2
1
.7

.1
e
la

st
o
m

e
ri
c

エ
ラ

ス
ト

メ
リ

ッ
ク

無
し

附
属

書
 B

c
ra

ft
 a

pp
lia

n
c
e
 i
n
le

t
器

具
用

プ
ラ

グ
受

無
し

附
属

書
 B

u
n
sk

ill
e
d 

pe
rs

o
n

慣
れ

て
い

な
い

人
無

し
7
1
4
.1

su
pp

ly
 d

e
liv

e
ry

 p
o
in

t
電

力
供

給
点

無
し

7
1
4
.4

1
，

附
属

書
A

do
o
rs

 g
iv

in
g 

ac
c
e
ss

 t
o

e
le

c
tr

ic
al

 e
qu

ip
m

e
n
t

電
気

機
器

へ
の

接
近

入
口

ac
c
e
ss

 d
o
o
r

ア
ク

セ
ス

ド
ア

（
出

入
り

口
）

7
.2

.6
 /

 7
.5

.5
8
.8

.2
 /

 8
.8

.3
類

似
用

語

7
1
4
.4

1
0
.3

.6
e
ar

th
 f

re
e
 l
o
c
al

e
qu

ip
o
te

n
ti
al

 b
o
n
di

n
g

非
接

地
局

部
的

等
電

位
ボ

ン
デ

ィ
ン

グ
無

し

7
1
5
.4

2
2
.3

fl
am

m
ab

le
 s

u
rf

ac
e

可
燃

性
仕

上
げ

面
無

し
7
1
5
.5

2
1
.1

0
7

pi
e
rc

in
g 

c
o
n
n
e
c
to

r
貫

通
形

電
線

コ
ネ

ク
タ

無
し

7
1
5
.5

2
1
.1

0
7

sc
re

w
le

ss
 c

la
m

pi
n
g

de
vi

c
e
s

ね
じ

な
し

接
続

器
具

無
し

7
1
5
.5

2
1
.1

0
7

in
su

la
ti
o
n
 p

ie
rc

in
g

c
o
n
n
e
c
to

rs
絶

縁
貫

通
形

(電
線

)コ
ネ

ク
タ

無
し

IE
C

 6
0
3
6
4
-
7
-

7
1
5
 E

d.
2
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
7
-

7
1
4
 E

d.
2
.0

IE
C

 6
0
3
6
4
-
7
-

7
0
9
 E

d.
2
.1
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